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序

　東谷・中島地区遺跡群は、栃木県域の中央部である宇都宮市南部から上三川町

北部に位置しています。現在はインターパーク宇都宮南として商業施設集積地区

となっています。この地域は、肥沃な沖積地に恵まれているため、砂田遺跡、砂

田姥沼遺跡、立野遺跡、中島笹塚遺跡などの原始・古代の集落跡と、東谷古墳群

や磯岡北古墳群をはじめとする多くの古墳群が所在します。

　このたび、都市再生機構による土地区画整理事業に先立ち、事業地区内に所在

する 12 遺跡の取り扱いについて、関係機関と協議の上、平成６年度から記録保

存を目的とした発掘調査を行ってまいりました。

　本報告書は、このうち砂田遺跡の東半部にかかわる調査成果の一部をまとめた

ものです。本書が県民の皆様にとって郷土の歴史を理解する一助になるとともに、

各方面において広くご活用いただければ幸いです。

　最後になりましたが、発掘調査から報告書作成に至るまで、多くのご協力をい

ただきました都市再生機構、宇都宮市教育委員会、上三川町教育委員会などの関

係機関、並びに関係各位に対しまして、厚くお礼申し上げます。

平成 24 年 3 月

栃木県教育委員会

　　　教育長 　須藤　稔　



－ i －

例　言

１．本書は、独立行政法人都市再生機構（旧都市基盤整備公団）による東谷・中島地区土地区画整理事業に

　伴い発掘調査が実施された東谷・中島地区遺跡群の内、砂田遺跡（10 区・12 区・13 区・16 区・27 区）

　の発掘調査報告書である。

２．発掘調査は、栃木県教育委員会事務局文化財課の指導により、都市再生機構（旧都市基盤整備公団）か

　ら委託を受け、財団法人とちぎ未来づくり財団埋蔵文化財センターが実施した。

３．東谷・中島地区遺跡群及び本報告に係わる遺跡の発掘調査から整理作業・報告書作成作業は、以下の年

　度及び担当者が行った。

　　平成６年度　菅谷　豊・塚本師也・塚原孝一

　　平成７年度　中山　晋・稲木　実・関口正明・増山孝之・山本訓志・塚原孝一・安永真一・藤田直也

　　平成８年度　中山　晋・稲木　実・増山孝之・山本訓志・塚原孝一・石川幸弘・藤田直也

　　平成９年度　初山孝行・小島昭寿・増山孝之・山本訓志・塚原孝一・石川幸弘・高野瑞枝・藤田直也

　　平成 10 年度 初山孝行・松本　敏・名越侍郎・岡部正晴・小島昭寿・増山孝之・山本訓志・中村亨史・

　　　塚原孝一・内山敏行・石川幸弘・高野瑞枝・柿沼利幸・藤田直也・大島美智子・田中裕子

　　平成 11 年度 田代　隆・松本　敏・名越侍郎・岡部正晴・小島昭寿・後藤信祐・中村亨史・塚原孝一・

　　　内山敏行・高野瑞枝・柿沼利幸・上原康子・藤田直也・大島美智子・田中裕子

　　平成 12 年度 田代　隆・名越侍郎・江頭　進・中村亨史・内山敏行・上原康子・藤田直也・矢野里織

　　平成 13 年度 田代　隆・江頭　進・中村亨史・内山敏行・谷中　隆・江原　英・藤田直也・矢野里織

　　平成 14 年度 田代　隆・江頭　進・馬場秀典・中村亨史・内山敏行・谷中　隆・藤田直也・矢野里織

　　平成 15 年度 田代　隆・小出功一・馬場秀典・中村亨史・内山敏行・谷中　隆・今平昌子・塚田浩久

　　平成 16 年度 田代　隆・津野　仁・小出功一・馬場秀典・内山敏行・谷中　隆・今平昌子

　　平成 17 年度 田代　隆・津野　仁・小出功一・馬場秀典・内山敏行・谷中　隆・今平昌子

　　平成 18 年度 田代　隆・津野　仁・内山敏行・篠原浩恵・谷中　隆・中山真理

　　平成 19 年度 後藤信祐・大瀧貴史・石田善成・内山敏行・谷中　隆・今平昌子 ･ 宮田宜浩・峰崎武昭・

　　　田村雅樹・津野田陽介

　　平成 20 年度 後藤信祐・内山敏行・亀田幸久・今平昌子

　　平成 21 年度 塚原孝一・内山敏行・亀田幸久・今平昌子

　　平成 22 年度 内山敏行・亀田幸久・今平昌子・藤田直也

　　平成 23 年度 内山敏行・亀田幸久・今平昌子

４．本報告に係わる砂田遺跡の発掘調査・整理作業は、以下の担当者により実施した。

　　平成 14 年度　発掘調査

　　　江頭　進・馬場秀典・谷中　隆・矢野里織（10・12・13 区）

　　平成 15 年度　発掘調査

　　　小出功一・馬場秀典・谷中　隆・今平昌子・塚田浩久（13・16・20 区）

　　平成 16 年度　発掘調査

　　　馬場秀典・今平昌子・田崎真理（27 区）
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　　平成 20 年度　整理作業

　　　後藤信祐・今平昌子

　　平成 21 年度　整理作業

　　　塚原孝一・今平昌子

　　平成 22 年度　整理作業

　　　今平昌子

　　平成 23 年度　整理・報告書作成

　　　今平昌子

５．本書に係わる遺構図版作成・遺物実測・図版作成・原稿執筆・編集は今平が行った。

　　第 1 章第１・２節と第 2 章第１節は、既刊の報告書 11 冊（『東谷・中島地区遺跡群』１〜 11）の記述

　をもとに、砂田遺跡にかかわる部分等を加除修正した。

６．写真撮影は、発掘調査における遺構を上記担当者が行い、遺物写真については今平が行った。

７．表土除去については、（株）野澤實業、（株）黒後建設、（株）小川組、（株）クロゴ工業、（有）高全工業、

　基準点測量・航空測量・航空写真撮影については、中央航業（株）に委託した。

８．発掘調査の実施ならびに報告書の作成にあたっては、栃木県教育委員会の協力を受けるとともに以下の

　方々から御指導・御協力をいただいた。

　　　独立行政法人都市再生機構（旧都市基盤整備公団）・宇都宮市教育委員会・上三川町教育委員会

９．本遺跡に係わる出土遺物・実測図・写真等の資料は、財団法人とちぎ未来づくり財団埋蔵文化財センター

　で保管している。

10．本報告は 10・12・13・16・27 区の報告のみであり、調査の成果については次年度に報告する予定である。

11．発掘調査・整理作業の協力者は次のとおりである。（順不同・敬称略）

（発掘作業）

会沢嘉明、青木良人、青柳　茂、阿久津昌子、阿久津フミ、鮎澤賢三、新井みや子、荒井光美、飯田国松、

石井けい子、石川晶子、石川東司、石川てる子、石崎富美子、石崎幸子、石塚洋太郎、石渡ヨシイ、磯崎恵子、

石濱ふみ子、伊東祐子、稲垣　節、稲川洋子、稲葉るみ子、猪瀬岩夫、今井光子、入江キイ、入江文子、入

江タカ子、入江　徹、入江つや子、入江通子、岩本文子、上野久子、臼井ツヤ、榎本健夫、大垣カツ、大垣

一子、太田勝雄、太田リエ子、大塚スガ、大塚三代子、大塚サダ、岡田紀子、岡田イセ、岡田　満、小澤一雄、

尾島サキ、片山重子、加藤マツエ、川島利子、川島　昭、川畑忠久、木村昭絵、工藤英子、黒川法子、毛塚

雪子、郷間和子、小島清子、小高真理子、小林マス、小林ミツエ、斉藤みつ、斎藤幸子、斎藤近由、坂井原

弓子、坂入廣子、坂入厚子、坂本キミ子、笹崎剛夫、佐藤武尚、佐藤ヨシ、佐藤つや子、佐藤　斉、佐藤ミ

サ子、下谷文男、篠原信子、柴タミ子、清水タネ、椎貝フヂエ、椎貝祥子、白井チセ子、杉山　巧、鈴木恒

正、鈴木ヨシ子、高木ハマ、高嶋絹子、高嶋勝征、高嶋典子、高嶋ミヨ子、高嶋キヨノ、高島秀子、高嶋一平、

高田滋子、高野ヨシ子、高橋平次、高橋松男、高橋洋子、高秀ハツエ、高松美和子、高松米子、高山シツ江、

田崎真理、田崎照明、田崎信夫、田仲静男、田仲ヤス、田仲コト、田中征子、対馬順子、鶴見世及、寺内千代子、

寺内　尉、寺内キヌ、寺内ミツエ、寺内キイ、寺内千代子、豊田孝子、直井清之、直井信介、直井房一、中

山伸子、野口忠士郎、野口コウ、野崎久美子、野澤　守、野沢トミ、野沢トシ、野沢伸嘉、野澤　充、野沢
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トシ、橋本フヂ、畠山　弘、馬場キワ、林　孝行、伴　三千子、平井克美、平井待子、平石キヨノ、広田愛子、

深澤光一、福田ツヤ、福田林蔵、福田純子、藤原美枝、古谷安司、細野重信、本田　衛、本牧キン、増淵キミ、

増淵皓三、増淵三男、増淵フミ、増淵正弘、増山晃広、真分フキ、宮本スミエ、宮本俊明、宮本恒雄、室井

キン、茂垣　栄、杢保美枝、望月シズイ、百瀬洋子、森田幸江、谷田部キヨ子、柳田加子、柳田悦子、梁嶋

ヨシ、山崎洋子、山崎千代子、吉沢千代、吉田みつえ、渡辺洋子、渡辺四郎、渡辺フミ

（整理作業）

　小倉孝子、加藤郁江、砂子坂紀余子、角田織絵、津野田智美、丸茂智子、丸山優香里、村上啓子、吉田祐紀、

　渡辺　都

凡例

（遺跡）

遺跡の略号　略号は調査区周辺を代表する小字名に対応してＵＴ -S N（宇都宮市 - 砂田）である。各地区は

ＵＴ -S N-10（砂田遺跡 10 区）、S N-12（砂田遺跡 12 区）、S N-13（砂田遺跡 13 区）、S N-16（砂田遺跡 16 区）、

S N-27（砂田遺跡 27 区）と表記する。また、東谷・中島地区の確認調査を実施した部分の略号はＵＴ -Ｔ Ｎ（宇

都宮市 - 東谷・中島地区）で、遺物にはＵＴ -Ｔ Ｎ -トレンチ№（宇都宮市 - 東谷・中島地区 -トレンチ№）と注

記された場合もある。

　発掘調査時には、地区名を砂田遺跡のⅠ〜Ⅶ区がローマ数字、8 区〜 42 区が算用数字を用いて表記して

いた。本報告では全て算用数字（10・12・13・16・27 区）に統一した。

公共座標　各調査区の全体図には国土調査法による平面直角座標第Ⅸ系の座標値を記入した。各遺構の 配置

については、国家座標第Ⅸ系に基づく東谷・中島地区遺跡群全体を覆うグリッドにより表記した。また、挿

図中の方向については、座標北（平面直角座標第Ⅸ系の X 軸方向）である。なお、本書の座標値は平成 14

年（2002 年）4 月から施行されている世界測地系に基づく座標値は使用していないが、緯度・経度の表示

は世界測地系による。

（遺構）

遺跡名　遺構略号は、竪穴建物跡（住居跡）：ＳＩ、土坑：ＳＫ、柵列：ＳＡ、掘立柱建物跡：ＳＢ、溝状遺構：ＳＤ、

井戸状遺構：ＳＥ、道路状遺構：ＳＦ、円形周溝遺構・性格不明遺構：ＳＸの略号で表し、基本的に種別によ

らず確認された遺構順に１，２，３，・・・と番号を発番した。本報告掲載にあたっては、調査時に付された遺

構番号を基本的に踏襲したが、新たに発番したものもある。ピットについては他の遺構とは別に１，２，３，・・・

と番号を発番した。

　また、調査時に番号の重複した遺構及び番号を付さなかった遺構については、本報告掲載時に修正、発番

を行った。調査時に発番したひとつの番号で重複が明らかとなった遺構については新しい時期の遺構から a・

b・c のアルファベットを付して区別した。

縮尺　遺構実測図は原則として、竪穴建物跡・掘立柱建物跡・ピット・土坑・井戸・周溝遺構・性格不明遺構：

縮尺 1/80 で掲載した。炉・カマドについては共に縮尺 1/40 に拡大して掲載した。また、溝状遺構や道路

状遺構は、必要に応じて縮尺を変更している。
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方位　図示した方位は、小縮尺の地形図（第１図）が真北、他の図中では座標北（平面直角座標第Ⅸ系の X

軸方向）である。遺構の主軸方向は座標北に対する振れを示す。

標高　断面図基準線の値は海抜標高である。

スクリーントーン　遺構実測図内のスクリーントーンは以下のとおりである。

　１：焼土　　　　２：炭化物　　　　３：粘土　

（遺物）

掲載方法　遺構の掲載は、地区ごとに行っている。本報告の遺跡掲載は砂田遺跡 10 区・12 区・13 区・16 区・

27 区という掲載順になる。概ね遺構の種別により竪穴建物跡、掘立柱建物跡、ピット、土坑、その他の順に、

遺構番号順に行った。遺物番号の発番は、出土遺構単位に１，２，３，４，・・・・とした。出土遺構単位の発

番は原則として、土器（須恵器、土師器、坏、埦、高坏、鉢、甑、壷、甕等）、鉄製品（鉄鏃等）の順で行っ

た。この番号は、本文、遺物出土位置、遺物実測図、遺物観察表、写真図版等に共通する。

計測値　遺構計測表における「口」・「頸」・「底」はそれぞれの径、計測値は、数値のみ：計測値、（　）：推定値、

［　］：残存値を示す。

縮尺　遺物実測図は原則として、土師器・須恵器・ミニチュア土器・砥石・石器（編物石等）：1/4、鉄製品：

1/2、石製模造品：1/1 の縮尺で掲載した。これらは原則で例外もある。

　なお、遺物写真図版の縮尺は不統一である。

破片の拓影図　古墳時代以降は内面－断面－外面の順で配置した。

器面調整と施釉　古墳時代以降の土器では、ナデの範囲を破線で、ケズリの範囲を実線で、ケズリの方向を

矢印で示した。土器実測図のうち、断面は土師器は白抜き、須恵器は黒塗り、灰釉・陶器はドット、石の１

点破線はスス・タールの範囲、２点破線は磨滅痕の範囲、羽口の１点破線は溶解部、２点破線は還元部、遺

物のスクリーントーンは以下のとおりである。

1　：土師器の漆仕上げ　　2　：土師器の黒色処理　　3　：土師器の赤彩　　4　：スス・灯明用のタール

色調　農林水産省農林水産技術会議事務局監修・財団法人日本色彩研究所　色票監査の『新版　標準土色帖

1996 年度版』に従った。土器・土製品は焼成当時の色調に近い箇所で観察した。

胎土　混和材の多少を基準に「多量 / 少量 / 微量 / 若干」とする。混和材が鉱物・岩石の場合：0 〜 2.0 ㎜は「砂

粒」、2.0 ㎜以上は「礫」とする。混和材の色は「白・黒・赤」とする。雲母や石英と判断できるものは雲母

や石英と記載した。

焼成　「良好 / やや不良 / 不良」とする。

遺物の出土状態　竪穴建物跡の壁・主柱穴・カマドの配置により、東・西・南・北壁際、東・西・南・北部、

中央部、カマドの計 10 箇所の区分けを行い、これに付属施設を加え、覆土中、床直（底面直上）、開口部等

の高さを考慮した上で位置の記述を行った。付属施設の整っていない遺構についてはその都度考慮した。

焼土 粘土 炭化物

断面

焼土 粘土 炭化物

断面

焼土 粘土 炭化物

断面
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図版目次

図版一　砂田遺跡 10 区　（遺構）
10区　全景（南上空から）・
10 区ＳＩ - １　遺物出土状況（南から）・
10 区ＳＩ - １　掘方完掘（南から）
10 区ＳＩ - ２　土層堆積状況（東から）・
10 区ＳＩ - ２　土師器細片出土状況（南東から）・
・

図版二　砂田遺跡 10 区　（遺構）・
10 区ＳＩ - ２　張出しピット遺物出土状況（東から）・
10 区ＳＩ - ２　完掘（南から）・
10 区ＳＩ - ２　カマド完掘（南から）・
10 区ＳＩ - ２　掘方土層堆積状況（南から）・
10 区ＳＩ - ３　土層堆積状況（東から）・
10 区ＳＩ - ３　遺物出土状況（南から）・
10 区ＳＩ - ３　遺物出土状況近景（南から）・
10 区ＳＩ - ３　カマド完掘（南から）・

図版三　砂田遺跡 10 区　（遺構）・
10 区ＳＩ - ３　掘方完掘（南から）・
10 区ＳＩ - ４　遺物出土状況（東から）
10 区ＳＩ - ４　遺物出土状況近景（東から）・
10 区ＳＩ - ４　完掘（東から）・
10 区ＳＩ - ４　カマドソデ断ち割り状況（南から）・
10 区ＳＩ - ４　a期掘方・b期完掘（南から）・
10 区ＳＩ - ６　炉（南から）・
10 区ＳＩ - ６　完掘（南から）・

図版四　砂田遺跡 10 区　（遺構）・
10 区ＳＩ - ６　掘方完掘（南から）・
10 区ＳＩ - ７　土層堆積状況（東から）・
10 区ＳＩ - ７　遺物出土状況（西から）・
10 区ＳＩ - ７　工具痕（北から）・
10 区ＳＩ - ７　鉄製品（鎌）出土状況（南から）・
10 区ＳＩ - ７　完掘（北から）・
10 区ＳＩ - ７　カマド完掘（南から）・
10 区ＳＩ - ７　掘方完掘（南から）・

図版五　砂田遺跡 10 区　（遺構）・
10 区ＳＩ - ９　遺物出土状況（南東から）
10 区ＳＩ - ９　遺物出土状況近景（北から）・
10 区ＳＩ - ９　貯蔵穴遺物出土状況（南東から）・
10 区ＳＩ - ９　炉（南東から）・
10 区ＳＩ - ９　完掘（南西から）・
10 区ＳＩ - ９　掘方完掘（南東から）・
10 区ＳＩ -10　遺物出土状況（南から）・
10 区ＳＩ -10　鉄製品（刀子）出土状況（東から）・

図版六　砂田遺跡 10 区　（遺構）・
10 区ＳＩ -10　カマド完掘（南から）・
10 区ＳＩ -10　完掘（南から）・
10 区ＳＩ -11　貯蔵穴完掘（東から）・
10 区ＳＩ -11　掘方完掘（東から）・
10 区ＳＩ -12　遺物出土状況（南から）・
10 区ＳＩ -12　紡錘車出土状況（東から）・
10 区ＳＩ -12　完掘（南から）・
10 区ＳＩ -12　カマド掘方完掘（南から）・

図版七　砂田遺跡 10 区　（遺構）・
10 区ＳＩ -12　掘方完掘（東から）・
10 区ＳＩ -43　遺物出土状況（南から）・
10 区ＳＩ -43　遺物出土状況近景（南西から）・
10 区ＳＩ -43　完掘（東から）・
10 区ＳＩ -43　掘方完掘（南から）・
10 区ＳＩ -65　遺物出土状況（南から）・
10 区ＳＩ -65　カマド周辺遺物出土状況（西から）・
10 区ＳＩ -65　焼土・炭化物出土状況（西から）・

図版八　砂田遺跡 10 区　（遺構）・
10 区ＳＩ -65　遺物出土状況近景（南西から）・
10 区ＳＩ -65　カマド完掘（西から）・
10 区ＳＢ - ５　完掘（西から）・
10 区ＳＢ -10・11　完掘（南から）・
10 区ＳＢ -12　完掘（南から）・
10 区ＳＢ -27　完掘（南から）・
10 区ＳＢ -30・31　完掘（南から）・
10 区ＳＢ -37　完掘（西から）・

図版九　砂田遺跡 10 区　（遺構）・
10 区ＳＢ -72　完掘（南から）・
10 区ＳＫ -18　完掘（北から）・
10 区ＳＫ -19　完掘（東から）・
10 区ＳＫ -21・22　完掘（東から）・
10 区ＳＫ -23　完掘（東から）・
10 区ＳＫ -24　完掘（南から）・
10 区ＳＫ -26　完掘（南から）・
10 区ＳＫ -28　完掘（南から）・

図版一〇　砂田遺跡 10 区　（遺構）・
10 区ＳＫ -29　遺物出土状況（南から）・
10 区ＳＫ -33　完掘（南から）・
10 区ＳＫ -20・34　完掘（東から）・
10 区ＳＫ -35・36　土層堆積状況（東から）・
10 区ＳＫ -35・36　完掘（東から）・
10 区ＳＫ -38・41　完掘（東から）・
10 区ＳＫ -48　完掘（東から）・
10 区ＳＫ -49　完掘（東から）・

図版一一　砂田遺跡 10 区　（遺構）・
10 区ＳＫ -50　完掘（東から）・
10 区ＳＫ -51　完掘（東から）・
10 区ＳＫ -53・54　完掘（北から）・
10 区ＳＫ -52・55・56　完掘（東から）・
10 区ＳＫ -57・59　土層堆積状況（南から）・
10 区ＳＫ -58　遺物出土状況（東から）・
10 区ＳＫ -61　完掘（東から）・
10 区ＳＫ -62　完掘（東から）・

図版一二　砂田遺跡 10 区　（遺構）・
10 区ＳＫ -63　完掘（東から）・
10 区ＳＫ -66　遺物出土状況（東から）・
10 区ＳＫ -67　完掘（東から）・
10 区ＳＫ -68　完掘（東から）・
10 区ＳＫ -74　完掘（東から）・
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10 区ＳＫ -75　完掘（西から）・
10 区ＳＫ -76　完掘（西から）・
10 区ＳＫ -77　完掘（南から）・

図版一三　砂田遺跡 10 区　（遺構）・
10 区ＳＫ -78　完掘（南から）・
10 区ＳＫ -79　遺物出土状況（南から）・
10 区ＳＫ -80　完掘（南から）・
10 区ＳＫ -81　完掘（南から）・
10 区ＳＫ -83　完掘（西から）・
10 区ＳＫ -84・85・86・87　完掘（南から）・
10 区ＳＫ -96（ＳＤ -14 中）完掘（東から）・
10 区ＳＫ -96　礫集中状況（北西から）・

図版一四　砂田遺跡 10 区　（遺構）・
10 区ＳＸ - ８　土層堆積状況（東から）・
10 区ＳＸ - ８　遺物出土状況（南から）・
10 区ＳＸ - ８　遺物出土状況（西から）・
10 区ＳＸ - ８　焼土ブロック範囲（北から）・
10 区ＳＸ - ８　底面（北東から）・
10 区ＳＸ -64　土層堆積状況（北から）・
10 区ＳＸ -64　完掘（東から）・
10 区ＳＸ -70・71　土層堆積状況（南から）・

図版一五　砂田遺跡 10 区　（遺構）・
10 区ＳＸ -70・71　土層堆積状況（東から）・
10 区ＳＸ -70・71　完掘（東から）・
10 区ＳＦ -13　土層堆積状況（東から）・
10 区ＳＦ -13　遺物出土状況（東から）・
10 区ＳＦ -13　完掘（東から）・
10 区ＳＦ -13、ＳＩ -10　土層堆積状況（南から）・
10 区ＳＦ -13、ＳＩ -10　土層堆積状況（西から）・
10 区ＳＦ -88　土層堆積状況（南から）・

図版一六　砂田遺跡 10 区　（遺構）・
10 区ＳＦ -13・88　土層堆積状況（南から）・
10 区ＳＦ -88、17 区ＳＤ -31・32　土層堆積状況（北から）・
10 区ＳＦ -88　第２硬化面（南から）・
10 区ＳＦ -88　第２硬化面除去後状況（南から）・
10 区ＳＦ -13、ＳＤ -14・15　土層堆積状況（東から）・
10 区ＳＦ -13、ＳＤ -14・60　土層堆積状況（東から）・
10 区ＳＤ -14・15　完掘（南から）・
10 区ＳＤ -14・15　完掘（南東から）・

図版一七　砂田遺跡 10 区　（遺構）・
10 区ＳＤ -14　土層堆積状況（東から）・
10 区ＳＤ -14　礫集中部土層堆積状況（西から）・
10 区ＳＤ -14　中央区（南東から）・
10 区ＳＤ -15　東端土層堆積状況（西から）・
10 区ＳＤ -15　完掘（西から）・
10 区ＳＤ -14・15、１7区ＳＤ -31・32　完掘（北から）・
10 区ＳＤ -14・15、17 区ＳＤ -31・32　完掘（南から）・
10 区ＳＤ -14・45・47　土層堆積状況（南から）・

図版一八　砂田遺跡 10 区　（遺構）・
10 区ＳＤ -45、ＳＩ -43　土層堆積状況（東から）・
10 区ＳＤ -45、ＳＸ -64　土層堆積状況（西から）・
10 区ＳＤ -45・47　完掘（南から）・

10 区ＳＤ -14・45・47　完掘（東から）・
10 区ＳＤ -47・60　土層堆積状況（東から）・
10 区ＳＤ -47・60、ＳＫ -96 付近（西から）・
10 区ＳＤ -60　土層堆積状況（東から）・
10 区ＳＤ -60　完掘（東から）・

図版一九　砂田遺跡 12 区　（遺構）・
12 区　全景（東上空から）・
12 区ＳＩ - １　完掘（南から）・
12 区ＳＩ - １　カマド遺物出土状況（南）・
12 区ＳＩ - １　掘方完掘（南から）・
12 区ＳＩ - ２　遺物出土状況（西から）・

図版二〇　砂田遺跡 12 区　（遺構）・
12 区ＳＩ - ２　遺物出土状況（南から）・
12 区ＳＩ - ２　管玉出土状況（南から）・
12 区ＳＩ - ２　掘方完掘（南から）・
12 区ＳＩ - ３　土層堆積状況（南から）・
12 区ＳＩ - ３　遺物出土状況（南から）・
12 区ＳＩ - ３　貯蔵穴遺物出土状況（南から）・
12 区ＳＩ - ３　完掘（南から）・
12 区ＳＩ - ３　炉（南から）・

図版二一　砂田遺跡 12 区　（遺構）・
12 区ＳＩ - ４　遺物出土状況（南から）・
12 区ＳＩ - ４　炉（南から）・
12 区ＳＩ - ４　完掘（南から）・
12 区ＳＩ - ５　土層堆積状況（南から）・
12 区ＳＩ - ５　遺物出土状況（南から）・
12 区ＳＩ - ５　遺物出土状況近景（南から）・
12 区ＳＩ - ５　炉（南から）・
12 区ＳＩ - ５　完掘（南から）・

図版二二　砂田遺跡 12 区　（遺構）・
12 区ＳＩ - ５　貯蔵穴（南から）・
12 区ＳＩ - ５　カマド完掘（南から）・
12 区ＳＩ - ６　遺物出土状況（南から）・
12 区ＳＩ - ６　遺物出土状況近景（南から）・
12 区ＳＩ - ６　完掘（南から）・
12 区ＳＩ - ６　炉（南から）・
12 区ＳＩ - ６　掘方完掘（南から）・
12 区ＳＩ - ７　遺物出土状況（南から）・

図版二三　砂田遺跡 12 区　（遺構）・
12 区ＳＩ - ７　張出しピット付近遺物出土状況（西から）・
12 区ＳＩ - ７　カマド遺物出土状況（西から）・
12 区ＳＩ - ７　管玉出土状況（南東から）・
12 区ＳＩ - ７　炭化材出土状況（西から）・
12 区ＳＩ - ７　完掘（西から）・
12 区ＳＩ - ７　カマド完掘（西から）・
12 区ＳＩ - ８　完掘（南から）・
12 区ＳＩ - ８　掘方完掘（南から）・

図版二四　砂田遺跡 12 区　（遺構）・
12 区ＳＩ - ９　遺物出土状況（南から）・
12 区ＳＩ - ９　カマド遺物出土状況（西から）・
12 区ＳＩ - ９　完掘（南から）・
12 区ＳＩ - ９　カマド完掘（南から）・
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12 区ＳＩ - ９　掘方完掘（南から）・
12 区ＳＩ -16　土層堆積状況（南から）・
12 区ＳＩ -16　遺物出土状況（南から）・
12 区ＳＩ -16　遺物出土状況近景（南から）・

図版二五　砂田遺跡 12 区　（遺構）・
12 区ＳＩ -16　完掘（南から）・
12 区ＳＩ -16　カマド完掘（南から）・
12 区ＳＩ -16　掘方完掘（南東から）・
12 区ＳＩ -17　土層堆積状況（東から）・
12 区ＳＩ -17　遺物出土状況近景（北から）・
12 区ＳＩ -17　掘方完掘（南から）・
12 区　全景（西から）・
12 区ＳＫ -19　遺物出土状況（東から）・

図版二六　砂田遺跡 12 区　（遺構）・
12 区ＳＫ -32　完掘（南から）・
12 区ＳＫ -33　完掘（南から）・
12 区ＳＫ -34　完掘（南から）・
12 区ＳＫ -36　完掘（南から）・
12 区ＳＫ -37　完掘（南から）・
12 区ＳＫ -38　完掘（東から）・
12 区ＳＫ -39　完掘（南から）・
12 区ＳＫ -40　遺物出土状況（南から）

図版二七　砂田遺跡 12 区　（遺構）・
12 区ＳＫ -41　完掘（南から）・
12 区ＳＫ -43　完掘（南から）・
12 区ＳＫ -47　完掘（南から）・
12 区ＳＫ -48　完掘（南から）・
12 区ＳＫ -49　完掘（南から）・
12 区ＳＫ -50　完掘（南から）・
12 区ＳＫ -52　完掘（南から）・
13 区　調査風景・

図版二八　砂田遺跡 12 区　（遺構）・
12 区ＳＫ -53　完掘（南から）・
12 区ＳＫ -54・55　土層堆積状況（南から）・
12 区ＳＫ -54・55　完掘（南から）・
12 区ＳＫ -56　完掘（南から）・
12 区ＳＫ -57　完掘（東から）・
12 区ＳＫ -58　完掘（南から）・
12 区ＳＫ -59　完掘（東から）・
12 区ＳＫ -60　完掘（南から）・

図版二九　砂田遺跡 12 区　（遺構）・
12 区ＳＫ -62　完掘（南から）・
12 区ＳＫ -63　完掘（南から）・
12 区ＳＫ -64　完掘（南から）・
12 区ＳＫ -67　完掘（南から）・
12 区ＳＫ -68　完掘（南から）・
12 区ＳＤ -21　土層堆積状況（南から）・
12 区ＳＤ -21　遺物出土状況（南から）・
12 区ＳＤ -22　土層堆積状況（南から）・

図版三〇　砂田遺跡 12 区　（遺構）・
12 区ＳＤ -22　完掘（北から）・
12 区ＳＤ -22・51　合流付近（南西から）・

12 区ＳＤ -24　遺物出土状況（北西から）・
12 区ＳＤ -24　完掘（西から）・
12 区ＳＤ -51　土層堆積状況（西から）・
12 区ＳＤ -51　完掘（西から）・
12 区ＳＤ -69　完掘（南から）・
12 区ＳＤ -70　完掘（南から）・

図版三一　砂田遺跡 13 区　（遺構）・
13 区　全景（東上空から）・
13 区ＳＩ - １　遺物出土状況（南から）・
13 区ＳＩ - １　完掘（南から）・
13 区ＳＩ - １　カマド完掘（南から）・
13 区ＳＩ - ２　完掘（南西から）・

図版三二　砂田遺跡 13 区　（遺構）・
13 区ＳＩ - ２　カマド完掘（南から）・
13 区ＳＩ - ２　掘方工具痕（北西から）・
13 区ＳＩ - ２　・掘方完掘（南から）・
13 区ＳＩ - ３　遺物出土状況（西から）・
13 区ＳＩ - ３　カマド完掘（西から）・
13 区ＳＩ - ３　掘方完掘（南から）・
13 区ＳＩ - ４　遺物出土状況（北から）・
13 区ＳＩ - ４　カマド土層堆積状況（南から）・

図版三三　砂田遺跡 13 区　（遺構）・
13 区ＳＩ - ４　掘方完掘（南から）・
13 区ＳＩ - ６　土層堆積状況（南から）・
13 区ＳＩ - ６　遺物出土状況（南から）・
13 区ＳＩ - ６　遺物出土状況近景（南から）・
13 区ＳＩ - ６　遺物出土状況近景（南西から）・
13 区ＳＩ - ６　完掘（南から）・
13 区ＳＩ - ６　カマド遺物出土状況（南から）・
13 区ＳＩ - ６　掘方完掘（南から）・

図版三四　砂田遺跡 13 区　（遺構）・
13 区ＳＩ - ７　土層堆積状況（南から）・
13 区ＳＩ - ７　遺物出土状況（南から）・
13 区ＳＩ - ７　掘方完掘（南から）・
13 区ＳＩ - ８　遺物出土状況近景（西から）・
13 区ＳＩ - ７　カマド右ソデ遺物出土状況（南東から）・
13 区ＳＩ - ７　カマド完掘（南から）・
13 区ＳＩ - ８　遺物出土状況（南から）・
13 区ＳＩ - ８　完掘（東から）・

図版三五　砂田遺跡 13 区　（遺構）・
13 区ＳＩ - ８　貯蔵穴遺物出土状況（南から）・
13 区ＳＩ - ８　炉（南から）・
13 区ＳＩ - ８　D1完掘（南から）・
13 区ＳＩ - ８　床下工具痕（南から）・
13 区ＳＩ - ８　粘土出土状況（南から）・
13 区ＳＩ - ８　掘方完掘（南から）・
13 区ＳＩ - ９　遺物出土状況（南から）・
13 区ＳＩ - ９　遺物出土状況近景（北西から）・

図版三六　砂田遺跡 13 区　（遺構）・
13 区ＳＩ - ９　完掘（南から）・
13 区ＳＩ - ９　貯蔵穴完掘（南から）・
13 区ＳＩ - ９　D1完掘（西から）・
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13 区ＳＩ - ９　カマド遺物出土状況（西から）・
13 区ＳＩ - ９　カマド完掘（西から）・
13 区ＳＩ - ９　掘方完掘（南から）・
13 区ＳＩ -10　遺物出土状況（南から）・
13 区ＳＩ -10　遺物出土状況近景（南から）・

図版三七　砂田遺跡 13 区　（遺構）・
13 区ＳＩ -10　貯蔵穴遺物出土状況（南から）・
13 区ＳＩ -10　完掘（南から）・
13 区ＳＩ -10　カマド遺物出土状況（南から）・
13 区ＳＩ -10　カマド掘方完掘（南から）・
13 区ＳＩ -10　掘方完掘（南から）・
13 区ＳＩ -11　土層堆積状況（東から）・
13 区ＳＩ -11　遺物出土状況（南から）・
13 区ＳＩ -11　遺物出土状況近景（西から）・

図版三八　砂田遺跡 13 区　（遺構）・
13 区ＳＩ -11　P9 土層堆積状況（南から）・
13 区ＳＩ -11　完掘（南から）・
13 区ＳＩ -11　カマド遺物出土状況（南から）・
13 区ＳＩ -11　カマド支脚出土状況（東から）・
13 区ＳＩ -11　カマド完掘（南から）・
13 区ＳＩ -11　カマド掘方完掘（南から）・
13 区ＳＩ -11　掘方完掘（南から）・
13 区ＳＩ -12　土層堆積状況（東から）・

図版三九　砂田遺跡 13 区　（遺構）・
13 区ＳＩ -12　遺物出土状況（南から）・
13 区ＳＩ -12　カマド付近遺物出土状況（西から）・
13 区ＳＩ -12　貯蔵穴遺物出土状況（南東から）・
13 区ＳＩ -12　完掘（南から）・
13 区ＳＩ -12　カマド完掘（南から）・
13 区ＳＩ -12　カマド掘方完掘（南から）・
13 区ＳＩ -12　掘方完掘（南から）・
13 区ＳＩ -13　遺物出土状況（南から）・

図版四〇　砂田遺跡 13 区　（遺構）・
13 区ＳＩ -13　遺物出土状況近景（南から）・
13 区ＳＩ -13　貯蔵穴遺物出土状況（南から）・
13 区ＳＩ -13　完掘（南から）・
13 区ＳＩ -13　カマド土層堆積状況（南から）・
13 区ＳＩ -13　カマド支脚出土状況（西から）・
13 区ＳＩ -13　・カマド掘方完掘（南東から）・
13 区ＳＩ -13　掘方完掘（南東から）・
13 区ＳＩ -14　遺物出土状況（南から）・

図版四一　砂田遺跡 13 区　（遺構）・
13 区ＳＩ -14　貯蔵穴遺物出土状況（東から）・
13 区ＳＩ -14　張出しピット（北から）・
13 区ＳＩ -14　遺物出土状況（南から）・
13 区ＳＩ -14　カマド土層堆積状況（南から）・
13 区ＳＩ -14　カマド完掘（南から）・
13 区ＳＩ -14　掘方完掘（南から）・
13 区ＳＩ -16　遺物出土状況（南から）・
13 区ＳＩ -16　遺物出土状況近景（西から）・

図版四二　砂田遺跡 13 区　（遺構）・
13 区ＳＩ -16　貯蔵穴遺物出土状況（北から）・

13 区ＳＩ -16　完掘（南から）・
13 区ＳＩ -16　炉（南から）・
13 区ＳＩ -16　掘方完掘（南から）・
13 区ＳＩ -17　遺物出土状況（南東から）・
13 区ＳＩ -17　完掘（南東から）・
13 区ＳＩ -17　掘方完掘（南東から）・
13 区ＳＩ -21　土層堆積状況（東から）・

図版四三　砂田遺跡 13 区　（遺構）・
13 区ＳＩ -21　遺物出土状況（南から）・
13 区ＳＩ -21　完掘（南から）・
13 区ＳＩ -21　炉（南から）・
13 区ＳＩ -21　掘方完掘（南から）・
13 区ＳＩ -22　遺物出土状況（南から）・
13 区ＳＩ -22　完掘（南から）・
13 区ＳＩ -22　貯蔵穴完掘（北から）・
13 区ＳＩ -22　カマド遺物出土状況（南から）・

図版四四　砂田遺跡 13 区　（遺構）・
13 区ＳＩ -22　カマド完掘（南から）・
13 区ＳＩ -22　掘方完掘（南から）・
13 区ＳＩ -26　土層堆積状況（南から）・
13 区ＳＩ -26　遺物出土状況（南から）・
13 区ＳＩ -26　甕出土状況（西から）・
13 区ＳＩ -26　掘方完掘（南から）・
13 区ＳＢ -44　完掘（南から）・
13 区ＳＢ -45　完掘（南から）・

図版四五　砂田遺跡 13 区　（遺構）・
13 区ＳＢ -59　完掘（南から）・
13 区　全景（南から）・
13 区ＳＫ -25　完掘（南から）・
13 区ＳＫ -28　完掘（南から）・
13 区ＳＫ -29　完掘（南から）・
13 区ＳＫ -33　完掘（東から）・
13 区ＳＫ -34　完掘（東から）・
13 区ＳＫ -35　完掘（南から）・

図版四六　砂田遺跡 13 区　（遺構）・
13 区ＳＫ -36　完掘（南から）・
13 区ＳＫ -37　完掘（南から）・
13 区ＳＫ -38　完掘（南西から）・
13 区ＳＫ -41　遺物出土状況（南から）・
13 区ＳＫ -42　遺物出土状況（南から）・
13 区ＳＫ -43　完掘（南西から）・
13 区ＳＫ -47・48　土層堆積状況（南西から）・
13 区ＳＫ -47・48　完掘（南西から）・

図版四七　砂田遺跡 13 区　（遺構）・
13 区ＳＫ -49　遺物出土状況（南から）・
13 区ＳＫ -50　遺物出土状況（南から）・
13 区ＳＫ -51　完掘（南から）・
13 区ＳＫ -52　完掘（南西から）・
13 区ＳＫ -53　遺物出土状況（東から）・
13 区ＳＫ -54　完掘（東から）・
13 区ＳＫ -46・55　完掘（東から）・
13 区ＳＫ -60　完掘（南から）
・
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図版四八　砂田遺跡 13 区　（遺構）・
13 区ＳＫ -62　完掘（南から）・
13 区ＳＫ -63　完掘（南から）・
13 区ＳＥ -23　土層堆積状況（南から）・
13 区ＳＥ -23　底面状況（南から）・
13 区ＳＥ -23　完掘（東から）・
13 区ＳＥ -23　断ち割り（南から）・
13 区ＳＤ -61　完掘（南から）・
13 区ＳＤ -61　土層堆積状況（西から）・

図版四九　砂田遺跡 16 区　（遺構）・
16 区　全景（西上空から）・
16 区ＳＩ - １・69　遺物出土状況（南から）・
16 区ＳＩ -69　遺物出土状況近景（南から）・
16 区ＳＩ - １・69　完掘（南から）・
16 区ＳＩ - １・69　掘方完掘（南から）・

図版五〇　砂田遺跡 16 区　（遺構）・
16 区ＳＩ - ２、10 区ＳＤ -47・60　土層堆積状況（東から）・
16 区ＳＩ - ２　遺物出土状況（東から）・
16 区ＳＩ - ２　掘方完掘（南から）・
16 区ＳＩ - ３　遺物出土状況（西から）・
16 区ＳＩ - ３　東カマド完掘（西から）・
16 区ＳＩ - ３　掘方完掘（西から）・
16 区ＳＢ -11　完掘（南から）・
16 区ＳＫ - ５　土層堆積状況（西から）・

図版五一　砂田遺跡 16 区　（遺構）・
16 区ＳＫ - ６　完掘（南から）・
16 区ＳＫ - ７、Ｐ -39　完掘（南から）・
16 区ＳＫ - ８　完掘（南から）・
16 区ＳＫ - ９、ピット群　完掘（南から）・
16 区ＳＫ -10　完掘（南から）・
16 区ＳＸ - ４、10 区ＳＤ -45　土層堆積状況（東から）・
16 区ＳＸ - ４、10 区ＳＤ -47・60　土層堆積状況（東から）・
16 区ＳＸ - ４　完掘（南から）・

図版五二　砂田遺跡 27 区　（遺構）・
27 区ＳＩ - １　遺物出土状況（南から）・
27 区ＳＩ - １　遺物出土状況近景（南から）・
27 区ＳＩ - １　鉄出土状況（南から）・
27 区ＳＩ - １　カマド遺物出土状況（南から）・
27 区ＳＩ - １　完掘（南から）・
27 区ＳＩ - １　カマド完掘（南から）・
27 区ＳＩ - １　カマド左ソデ瓦出土状況（南から）・
27 区ＳＩ - １　掘方完掘（南から）・

図版五三　砂田遺跡 27 区　（遺構）・
27 区ＳＩ -46　遺物出土状況（南から）・
27 区ＳＩ -46　掘方完掘（南から）・
27 区ＳＫ - ５　完掘（南から）・
27 区ＳＫ - ６　遺物出土状況（南から）・
27 区ＳＫ - ７・８　完掘（南から）・
27 区ＳＫ - ９　完掘（南から）・
27 区ＳＫ -13　遺物出土状況（南から）・
27 区ＳＸ - ３　土層堆積状況（東から）・

図版五四　砂田遺跡 10 区　（遺物）
10区ＳＩ - ２- １・２・12・
10 区ＳＩ - ３- １〜３・
10 区ＳＩ - ４- １〜 3・６・７・９・
10 区ＳＩ - ７- ２・３・
10 区ＳＩ - ９- ２・４・６・

図版五五　砂田遺跡 10 区　（遺物）
10区ＳＩ - ９-12 〜 14・
10 区ＳＩ -10- ３・
10 区ＳＩ -12- １・２・
10 区ＳＩ -43- ３・
10 区ＳＩ -65- １・
10 区ＳＫ -68-10・
10 区ＳＤ -15- １・
10 区ＳＤ -47-21・
10 区ＳＤ -60-15・

図版五六　砂田遺跡 12 区　（遺物）・
12 区ＳＩ - ２- １・２・
12 区ＳＩ - ３- ２・５・
12 区ＳＩ - ４- １・
12 区ＳＩ - ５- １・２・
12 区ＳＩ - ６- ４・５・

12 区ＳＩ - ７- １・３・６・９・10・13・

図版五七　砂田遺跡 12 区　（遺物）・
12 区ＳＩ - ７-16・17・19 〜 22・29・30・
12 区ＳＩ - ９- ２〜４・
12 区ＳＫ -38- ４・

図版五八　砂田遺跡 13 区　（遺物）・
13 区ＳＩ - １- １・
13 区ＳＩ - ４- １・
13 区ＳＩ - ６- １〜４・６・８・９・11・15 〜 18・20 〜 23

図版五九　砂田遺跡 13 区　（遺物）・
13 区ＳＩ - ６-29・30・32・33・
13 区ＳＩ - ７- １・
13 区ＳＩ - ８- １・２・４〜６・８〜 10・14・15・
13 区ＳＩ - ９- ２・４・

図版六〇　砂田遺跡 13 区　（遺物）・
13 区ＳＩ - ９- ５・７・８・10・11・14・
13 区ＳＩ -10- １・２・５・７・10 〜 12・
13 区ＳＩ -11- １・８・10・

図版六一　砂田遺跡 13 区　（遺物）・
13 区ＳＩ -12- １〜３・
13 区ＳＩ -13- ３〜９・11 〜 16・18 〜 20・

図版六二　砂田遺跡 13 区　（遺物）・
13 区ＳＩ -13-21・22A+B・22A・22B・24・27 〜 29・
13 区ＳＩ -14- ７・
13 区ＳＩ -16- ２〜４・11・12・
13 区ＳＩ -21- １〜３・
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図版六三　砂田遺跡 13 区　（遺物）・
13 区ＳＩ -21- ４・
13 区ＳＩ -22- １・５・６・11・
13 区ＳＩ -26- １・２・６・７・11・
13 区ＳＫ -28- ２・４・６・
13 区ＳＥ -23-11・

図版六四　砂田遺跡 16・27 区　（遺物）・
16 区ＳＩ - １- １・２・
16 区ＳＩ - ３-13・
16 区ＳＩ -69- ４・９・11・
27 区ＳＩ - １- ４・９・
砂田遺跡出土・・・・・玉類
10 区ＳＩ - ２-17・
12 区ＳＩ - ２- ５・
12 区ＳＩ - ７-32・
13 区ＳＩ - ６-36・37・
13 区ＳＩ - ８-16・
13 区ＳＩ -10-18・
13 区ＳＩ -12-13・14・15・
13 区ＳＩ -13-32・33・
砂田遺跡出土・・・・・鉄製品
10 区ＳＩ - ３- ５・
10 区ＳＩ - ４-30・31・
10 区ＳＩ - ７-11・

図版六五　砂田遺跡　（遺物）・
10 区ＳＩ - ７-12・
10 区ＳＩ -10-13 〜 17・
10 区ＳＩ -12- ４・５・
10 区ＳＩ -65-11・
10 区ＳＫ -85・86-16・
10 区ＳＫ -87-17・
10 区Ｐ -88- ５・
10 区ＳＦ -13- ７・８・
10 区ＳＤ -14-10・13・
10 区ＳＤ -15- ８・
10 区ＳＤ -45- ５・
10 区ＳＤ -47-29・

図版六六　砂田遺跡　（遺物）・
10 区ＳＤ -60-30 〜 35・
10 区表採 -14 〜 21・
12 区ＳＩ - ９-12・

図版六七　砂田遺跡　（遺物）・
13 区ＳＩ -21-10・
13 区ＳＫ -34-17・
16 区ＳＩ - １- ６・
16 区ＳＩ - ３-14・

16 区ＳＩ -69-23 〜 26・

27 区ＳＩ - １-12・
27 区ＳＫ - ４- ７・
27 区ＳＫ - ６- ８・

図版六八　砂田遺跡　（遺物）・
10 区Ｐ -90- ６・
12 区Ｓ I- ５- ６・
12 区ＳＫ -19- ８・
13 区Ｓ I-21-11・12・
27 区Ｓ I-46- ５・
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第１章　調査の経緯
第１節　調査に至る経緯

　宇都宮テクノポリス計画は、「高度な技術を持つ産業の集積、産・学・官の共同研究と技術交流による頭脳ネッ

トワークの形成、そして自然と都市機能が調和した快適な生活環境づくり」を目標に栃木県が昭和 58 年７

月新栃木時代創造計画で開発計画を策定し、翌年５月に高度技術工業集積地域開発促進法（テクノポリス法）

に基づき、通商産業省の開発計画の承認を受けた ｡

　この開発計画を受け ､ 昭和 60 年度より県企画部と県教育委員会で開発区域内遺跡の取り扱いについて協

議が開始された。また、平成元年度には栃木県と宇都宮市が住宅・都市整備公団（以下「公団」という）に

開発の要請を行った ｡ 公団はこれを了承し、平成２年度より開発区域の用地取得に入った ｡

　公団が事業主体となるテクノポリス計画は、宇都宮テクノポリスセンター土地区画整理事業と東谷・中島

土地区画整理事業の２地区である。前者事業区域は、宇都宮市野高野町・刈沼町・板戸町にまたがる地区（以

下「センター地区」という）の 177.2ha に及び、「住宅」を核に県工業技術センター、産業支援施設、商業

施設、民間研究施設、小・中学校などを整備したニュータウン計画で、テクノポリスが目指す「産・学・住・

遊」の拠点整備をも担う。後者事業区域は、宇都宮市東谷町・中島町・砂田町・平塚町・屋板町・上横田町・

西刑部町と上三川町磯岡・西汗にまたがる地区（以下「東谷・中島地区」という）の 137.5ha に及び、北関

東自動車道路や新４号国道などの広域交通網と結び付いた利便性を生かし、流通業務施設や先端技術、高度

技術産業の研究所・工場などの整備を図ることにある ｡

　平成２年７月には公団から県教育委員会へ事業地区内の埋蔵文化財の有無について照会がなされた。県教

育委員会からの回答は、東谷 ･ 中島地区については「周知されている遺跡６か所と遺跡の可能性がある区域

を含め、約 90ha の確認調査が必要」であった。その後、開発事業と埋蔵文化財調査のスケジュールを調整

するため協議が継続された。

　平成６年８月埋蔵文化財の保護と開発事業の円滑な推進を図るため、県教育委員会・宇都宮市・公団・埋

蔵文化財センターの四者による事業区域内の分布調査が実施された。その結果 ､ センター地区については「周

知されている遺跡８か所・ 面積 267,000 ㎥、試掘が必要な地点７か所・ 面積 95,500 ㎥」、東谷・中島地区

については「周知されている遺跡 12 か所・ 面積 490,400 ㎥、試掘が必要な地点８か所・ 面積 340,600 ㎥」

であった。この結果を基に発掘調査を開始するための協議が行われ、同年９月１日付けで県教育委員会の調

整のもと、公団と（財）栃木県文化振興事業団は「東谷・中島土地区画整理事業に伴う埋蔵文化財発掘調査」

の受託契約を締結し、確認調査を開始し、平成７年４月からは、周知されている遺跡の本調査と確認調査が

継続して実施されている。センター地区については、平成７年９月１日付けで公団と（財）栃木県文化振興

事業団が「宇都宮テクノポリスセンター地区埋蔵文化財発掘調査」の受託契約を締結し、確認調査が開始さ

れた ｡ 平成８年からは、調査規模の拡大に伴い宇都宮市が同地区の発掘調査を担当することになった ｡ 平成

23 年より整理作業・報告書作成業務を（財）とちぎ未来づくり財団が受託することとなった。

　なお、平成８年 12 月には東谷 ･ 中島地区、平成９年４月にはセンター地区の区画整理事業が各々建設大

臣の事業認可を受け、開発事業が事実上開始された ｡ このため、公団・県文化財課・宇都宮市・埋蔵文化財

センターは、年数回の綿密な協議を重ねつつ開発事業計画に沿った発掘調査を行っている。なお、開発事業

は平成 11 年から都市基盤整備公団、平成 16 年から都市再生機構に継承された。（財）栃木県文化振興事業

団埋蔵文化財センターは外郭団体の統廃合により平成 12 年度から（財）とちぎ生涯学習文化財団埋蔵文化

財センター、平成 23 年度から（財）とちぎ未来づくり財団埋蔵文化財センターとして業務を継承している。
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第１図　遺跡位置図
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第２節　調査の方法

　独立行政法人都市再生機構（旧住宅・都市整備公団および都市基盤整備公団）による東谷・中島土地区画

整理事業の事業区域は、東西約 1.0 ㎞、南北約 2.5 ㎞の 137.5ha に及ぶ。

　調査対象地区は、周知の遺跡範囲及び平成６年８月に県文化課により実施された事業予定地区内の遺跡

踏査した成果に基づいて決定された ｡ この結果、東谷・中島地区遺跡群の 10 地区 12 遺跡、調査対象面積

831,000 ㎡が把握された ｡ 対象面積が膨大であることにより、これらの遺跡範囲の確定及び調査事業量の

把握が急務とされた。住宅・都市整備公団による用地取得の完了した部分より確認調査を実施し、その結

果に基づき概ね公団の示す調査優先地区について順次本調査を行った ｡ 確認調査の結果によっては遺構外

とされる地区もあり、随時本調査地区より除外した。また、平成９年には発掘調査の進展に伴い調査対象地

区の見直しを行った ｡ この結果、調査対象地区は確認調査により遺跡外とした地区も含め 10 地区 12 遺跡、

896,800 ㎡となった。さらに、2006（平成 18）年度に面積の見直しがなされ、総面積 887,600 ㎡となった。

　確認調査　本調査に先行する確認調査は、遺跡範囲の確定及び遺構全体量の把握等が目的とされる。調査

にあたっては調査対象範囲内にトレンチを設け、概ねローム層上面まで掘削することにより遺構 ･ 遺物の有

無、また、その遺存状況の把握に努めた。調査対象面積に対するトレンチ総面積は５〜 10％を目安とした ｡

　グリッド設定　調査対象地区南西外を原点（Ｘ＝０、Y ＝０）とする局地座標を定めた。原点は日本測地

系による平面直角座標第Ⅸ系 X ＝ +52,800、Y ＝ +6,400（世界測地系ではＸ＝ 53,154.1623、Y ＝ 6,107.0425）

の位置である。この座標軸は調査対象地区全体を覆い、20 ⅿ単位に南から北へＸ＝０〜 130、西から東へ Y

＝０〜 60 と展開する。また、20 ⅿ× 20 ⅿの一グリッドの名称は南西隅の座標値で呼ぶ。一グリッド内の

細分は小数点以下の座標値を用い、同様の方法で行う。以上のグリッドは本調査時においても踏襲した。

　トレンチの設定　トレンチは幅約２ⅿ、グリッドラインの北側に沿って 20 ないし 40 ⅿに一本の割合で東

西方向に設けることを基本とした。これは、地形が概ね南北に伸びる低地部とその東西の低台地部により形

成されていることによる。記号 “TX” に X 軸の座標値を添えてトレンチの名称とし、必要に応じて Y 軸の座

標値（Y ＝ 0 〜 60）を添える。なお、対象地区の微地形の相違等状況の変化によっては柔軟に対応した。

　トレンチの発掘　重機を用い ､ 精査の後、図面と写真による記録を行い、遺物を取り上げた。また、必要

に応じ、一部遺構の精査、自然科学分析を実施した地区もある。

　本調査　機構（旧公団）の示す地区とその優先順位に従って実施した ｡ これは機構の用地取得状況と工事

展開に従ったものである。よって、調査時にはこれを 10 地区 12 遺跡における調査地区とし、遺跡名に算用

数字を付して調査地区名とした。2000（平成 12）年度までは算用数字ではなくローマ数字（Ⅰ区、Ⅱ区 ､

Ⅲ区・・・）を使用していたが、この報告ではすべて算用数字を用いる。遺構の管理は各調査区で行い、種

別によらず通し番号とした。ピットは別に発番している。遺物は出土遺構単位で管理し ､ 種別によらず通し

番号とした。

　現地調査は ､ 重機による表土除去、基準杭設定、遺構確認、各遺構精査、航空写真撮影 ･ 測量図化、遺物洗浄、

必要に応じ自然科学分析等の手順で概ね実施した。調査方法は担当者間で統一を図り、図面 ･ 写真等の等質

な記録作成に努めた。なお、表土除去、基準点測量、航空写真撮影・測量図化、自然科学分析等は委託業務

とし、作業の効率化を図った ｡

　整理・報告書作成　各調査区単位で実施する予定である。しかし、同じ遺構を区を分けて調査した場合な

どは、都合上どちらかの区にまとめて報告する。作業は、遺物が注記、接合、復元、実測、写真撮影、遺構
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第 2図　東谷・中島地区遺跡群遺跡配置図
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○1　　砂田遺跡
○2　　立野遺跡
○3　　 桜稲荷古墳（後世の塚）
○4　　権現山遺跡
○5　　杉村遺跡
○6　　砂田瀧遺跡
○7　　砂田姥沼遺跡
○8　　中島笹塚遺跡
　　  （中島笹塚古墳群を含む）
○9　　磯岡北遺跡
　　  （磯岡北古墳群を含む）
○10　　磯岡遺跡
○11　　西刑部西原遺跡
　　  （○12琴平塚古墳群を含む）
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が図面修正の後、遺物 ･ 遺構併せてトレース、版組、原稿執筆の手順で実施された。報告書における遺構番

号は調査時のそれを踏襲し、遺物番号は遺構単位に新番号を付した。遺物の新旧番号の対比は遺物観察表中

に記載した。収納については、遺物は報告書掲載遺物と未掲載遺物に分け、遺構単位で遺物収納ケースに収

めた。遺構・遺物等の実測図は遺構単位で図面ケースに納めた。写真はモノクロ写真を撮影順にアルバムに、

スライドは遺構単位にスライドボックスに納めた。

第１表　東谷・中島地区遺跡群一覧表　
№ 遺跡名 略号 所在地 面積（㎡） 時代・種別 　調査前の状況
1 砂田遺跡 UT-SN 宇都宮市砂田町字瀧、同市屋

板町字赤沢・字赤沢向、同市
中島町字十里木

145,200 旧石器剥片、縄文時代陥穴、古
墳〜平安集落、方形周溝、近世墓、
近世以降の炭窯

　田畑等

2 立野遺跡 UT-TT 宇都宮市東谷町字立野、同市
中島町字小路谷田

122,800 縄文・古墳時代と中世の集落、
弥生時代土坑、終末期方墳、奈
良時代竪穴建物、近世の溝

　田畑・林

4 権現山遺跡
（3 桜稲荷古墳を含む）

UT-GN
UT-SG

宇都宮市東谷町字立野・字杉
村・字下原、同市砂田町字吉原・
字原田、上三川町磯岡字西谷

92,000 古墳時代集落・豪族居館、縄文・
平安時代竪穴建物、奈良・平安
時代の推定東山道、中世集落

　畑地等

5 杉村遺跡 UT-SG
UT-GN

宇都宮市砂田町字原田他、上
三川町磯岡字コムナセゴ

22,000 縄文〜古墳・奈良時代集落、奈良・
平安時代の推定東山道

　田畑・林等

6 砂田瀧遺跡 UT-ST 宇都宮市砂田町字瀧 60,000 古墳・奈良時代の遺物散布地 　田畑等
7 砂田姥沼遺跡 UT-SU 宇都宮市砂田町字姥沼 16,400 古墳〜平安時代の集落 　田等
8 中島笹塚遺跡

（中島笹塚古墳群を含む）
UT-NK 宇都宮市砂田町字笹塚・吉原・

姥沼
91,100 旧石器剥片、縄文土坑、弥生土器、

古墳群 16 基と土壙墓、古墳〜
奈良時代と中世の集落

　畑・林

9 磯岡北遺跡
（磯岡北古墳群を含む）

UT-SG 宇都宮市砂田町字笹塚、上三
川町磯岡字笹塚、同町磯岡字
コムナセゴ

128,100 縄文〜奈良時代・中世集落、古
墳群 10 基と土壙墓等、奈良・
平安時代の推定東山道

　田等

10 磯岡遺跡 KM-IS 上三川町磯岡字中原・同町磯
岡字屋敷西浦

72,000 縄文・古墳〜平安時代集落、弥
生時代土坑

　田畑等

11 西刑部西原遺跡
（12 琴平塚古墳群を含む） 

UT-NS 宇都宮市平塚町西原、同市西
刑部町西原、上三川町西汗字
西赤堀

138,000 縄文時代陥穴、旧石器・古墳〜
平 安 時 代 集 落、 古 墳 群 14 基、
奈良・平安時代の推定東山道

　田畑等

・4・9・10 の各遺跡は 5 杉村遺跡とは別遺跡だが、現地調査時に「杉村遺跡」（UT-SG）の名称や略号を用いた部分がある。
・確認調査の略号は UT-TN とし、本遺跡群内における位置はトレンチ及びグリッド番号で示した。

第３節　調査の経過

　確認調査　平成２年７月公団から県教育委員会への事業区域内埋蔵文化財有無の照会に対する回答におい

て、本遺跡は周知の遺跡とされており、確認調査は遺構・遺物の詳細な把握と遺存状態の確認・調査方針の

策定を目的として行った。

　本調査　既に報告済の第 265 集砂田遺跡１〜３区は、平成８・９年度に 18,400 ㎡の発掘調査を行った。

第 305 集４・５・６・18・19・23・24 区の４区 5,500 ㎡・５区 15,000 ㎡の調査を平成 10 年度に実施した。

平成 11 年度には、６区 14,500 ㎡の調査を実施した。平成 15 年度には、18・19 区を調査した。18 区は調

査面積 900 ㎡、19 区は 400 ㎡である。平成 16 年度には、23 区の 600 ㎡の調査を行った。平成 17 年度に

は、24 区を調査し、調査面積は 4,997 ㎡である。

　今回報告の 10・12・13・16・27 区は、平成 14 年度に 10 区 1,720 ㎡、12 区 4,400 ㎡、平成 14・15

年度に 13 区 2,200 ㎡、平成 15 年度に 16 区 500 ㎡、平成 16 年度に 27 区 200 ㎡の合計 9,020 ㎡の調査

を実施した。

　10 区は調査を、平成 14 年５月 15 日から現況写真を撮影し、16 日から表土除去、21 日から遺構確認を行い、

6 月 3 日から全体図を作成、8 月 22 日から掘り下げを開始し、遺構調査後、12 月 26 日に航空写真撮影を
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実施して、その後貼床の除去やセクション図の追加などの補足調査を行い、翌年の２月 20 日に調査を終えた。

本調査区では、古墳時代や奈良・平安時代の竪穴建物跡や道路状遺構などが発見された。

　12 区と 13 区は平成 14 年 10 月 8 日から表土除去を行い、16 日から遺構確認作業を行った。22 日から

は遺構掘り下げを開始した。25 日には全体図を作成した。

　12 区は 10 区と併せて 12 月 26 日に航空写真撮影を実施し、遺構掘り下げを続け、翌年の 1 月 24 日に調

査を終えた。この区では、竪穴建物跡などが確認され、古墳時代の遺構・遺物が多く発見された。

　13 区は 12 区と並行して平成 14 年度に調査が行われたが、平成 15 年度にも一部の調査が継続された。

平成 15 年２月 27 日に航空写真撮影を実施して、その後竪穴建物の貼床除去作業などを行い、４月 25 日に

調査を終えた。調査の結果、竪穴建物跡は古墳時代が中心であった。

　16 区は平成 14 年２月 3 日から表土除去作業を開始した。遺構確認は平成 15 年度になってから開始した。

４月 22 日から全体図を作成、６月 27 日からは遺構の掘り下げを開始した。8 月 5 日の雷雨により、調査区

は水没している。９月４日に航空写真を残して調査は中断した。12 月 18 日に 17 区と併せて航空写真撮影

を実施し、完全に調査は終了した。本調査区からは、竪穴建物跡や周溝遺構が発見された。

　27 区は平成 16 年６月２日から表土除去作業を行い、４日から遺構確認作業に移った。８日から遺構掘り

下げを行い、21・22 区と併せて６月 30 日に航空写真撮影を実施し、本調査区の調査が終了した。調査の結

果、竪穴建物跡や掘立柱建物跡、周溝遺構が発見されている。

　整理作業　既に報告済の第 265 集砂田遺跡１〜３区は、平成 10・12 年度に整理作業、13 年度に報告書

を刊行した。第 305 集砂田遺跡４・５・６・23・24 区は、平成 17・18 年度に整理作業、18 年度に報告書

を刊行した。残りの７〜９・11・14・15・17・20 〜 22・25 〜 42 区は平成 20 年度から整理作業を開始し、

平成 20 〜 23 年度に出土遺物の接合作業や復元、実測図作成、遺構図修正などを行った。作業は、遺構班と

遺物班に分けて行った。整理作業は 20・21 年度に概ね 10・12・13・16・17・20・27・36・37 区の遺構・

遺物の整理を実施し、22・23 年度には７・８・９・14・15・25 〜 42 区の接合作業や復元、実測図作成を

行い、遺物の接合・復元・実測図作成はほぼ終了した。平成 22 年度には７・８・９・14・15 区の図面修正

も行っている。23 年度には 25 区の図面修正と 10・12・13・16・27・36・37 区の版下作成、10・12・

13・16・27 区の原稿執筆と版組を行った。遺物の写真撮影については７・８・９・14・26 区以外を行なった。

平成 24 年１月には印刷業者に見積書の徴取を実施し、入稿・校正を経て、３月末に 10・12・13・16・27

区の報告書刊行に至った。

　残りの７〜９・11・14・15・17・20 〜 22・25・26・28 〜 42 区を平成 24 年 3 月末に刊行し、砂田遺

跡の報告はすべて終了する予定である。
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第 3図　砂田遺跡調査区割図
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第 2 章　遺跡の環境
第１節　地理的環境

位置　東谷・中島地区遺跡群は栃木県域の南東部、宇都宮市と河内郡上三川町に跨り、宇都宮市街地から南

南東へ約７km、上三川町の中心地から北へ約 5km に位置する。東へ約 5km に鬼怒川、西へ約 1.5km に田

川がそれぞれ南流する。周辺は起伏の少ない田園地帯が広がっており、各遺跡の発掘調査前の状況は水田、

畑地、平地林が主で、一部に宅地が見られた。一方、本遺跡群は、東側が国道 4 号バイパス（新 4 号国道）、

西側は旧上三川街道、南側は県道雀宮・真岡線、北側は宇都宮環状線に接する。また、地区内に北関東自動

車道路の宇都宮・上三川インターチェンジが位置し、交通の要衝としてその重要度を高めつつある。こうし

た利便性と相まって、近年、本地域は流通業務施設や商業施設等の進出と市街地化が進行している。砂田遺

跡は、東谷・中島土地区画整理地区（完成後の名称は「インターパーク宇都宮南」）の北西部に位置する。

現況　砂田遺跡は宇都宮市インターパーク１丁目（旧砂田町・屋板町・上横田町）に所在する。本遺跡群に

おいては、その北西端に位置する。砂田遺跡の総面積は 145,200 ㎡で、今回報告する 10 区は 1,720 ㎡、12

区は 4,400 ㎡、13 区は 2,200 ㎡、16 区は 500 ㎡、27 区は 200 ㎡の合計 9,020 ㎡である。調査前の状況

は主に水田であった。

地形の分類　栃木県は関東地方の北部に位置し、東と南を茨城県、西を群馬県、北を福島県と境を接してい

る。栃木県域の地形は、大きく見ると、東部山地、中央部平地、西部山地に分けられる。東部山地は八溝、

鷲子、鶏足などの山塊からなる八溝山地、西部山地は那須、高原、日光、足尾などの山塊からなる下野山地

と足尾山地である。東西の山地は南北に連なっており、両者に挟まれるように中央部平地が広がる（阿久津

1981）。本遺跡は中央部平地に位置する。中央部平地は関東平野の北縁をなし、山地から南北に延びる丘陵

とそれに平行するように延びる台地と低地・河川からなる。これらの台地と低地・河川は、東から鬼怒川低

地（鬼怒川）、岡本・磯岡台地（宝木段丘面＝中位段丘面）、田原・願成寺台地（田原段丘面＝下位段丘面）、

田川低地（田川）、神主台地（宝積寺

段丘面＝上位段丘面）、宇都宮・祇園

原台地（宝木段丘面＝中位段丘面）

と分類されている。

田原・願成寺台地　砂田遺跡を含む

東谷・中島地区遺跡群の大半の遺跡

（砂田・立野・磯岡・磯岡北・中島笹

塚・権現山・杉村）と、その周辺の

関連遺跡群（東谷古墳群の東半部や

上石田遺跡・砂田東遺跡）は、田原・

願成寺台地の上に立地する。この台

地は、中央部低地の中央に南北に連

なり、鬼怒川低地（鬼怒川）と田川

低地（田川）に挟まれている。宇都

宮市北部の今里町〜北東部の上田原

栃木県

宇都宮市宇都宮市

東谷・中島地区遺跡群東谷・中島地区遺跡群

第 4図　遺跡位置図
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第５図　地形図（1／ 600,000）
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〜宇都宮市市街地東部の砂田町・東谷町〜河内郡上三川町願成寺・上蒲生周辺にかけての台地であり、全長

は約 33km、東西の幅は 2.0 〜 2.5km、標高は 170m 〜 68m である。台地の北から南への傾斜は平均すると

4.2/1,000m であり、田川低地との比高は１〜２ｍほどである。台地内部には、小河川によって形成された細

かな開析低地が発達している。東側にある一段高い岡本・磯岡台地とは約２ｍの比高があるが、両地形面の

差は南に行くほど不明瞭となる。

　田原・願成寺台地の台地表層部は、田原段丘礫層を最も新しい田原ロームが 0.5 〜２ｍの厚さで覆っており、

南に行くほど薄くなっている。田原ロームの鍵層である七本桜軽石層（Nt-S）と今市軽石層（Nt-I）は日光の

男体山から噴出した火山灰（ともに 1.4 〜 1.5 万年 cal BP）で、栃木県域北部に分布する。宇都宮市街地北

方付近ではやや薄くなり、これ以南では本遺跡群のようにローム層中に軽石が点在する程度となる。田原ロー

ムの下には、砂質土・砂層の厚い堆積が認められる。

田川低地　東谷・中島地区遺跡群の西方には田川低地が広がり、その微高地上には東谷古墳群の西半部や百

目鬼遺跡・東谷北浦遺跡が位置している（第８図）。田原・願成寺台地と田川低地との境には、南流する赤沢

川（井川）がある。田川低地は、宇都宮市域の北から宇都宮市街地を通過して南へ延び、田原・願成寺台地

の西側に幅 1.5 〜２km にわたって分布する。この低地は、現在水田となっている田川の旧河道とされる部分

と、それより 1.0 〜 1.5 ｍほど上位で現在は集落が分布する自然堤防などの微高地上とに識別することが可

能である。低地や微高地の形成時期などを決める資料は得られていないが、およそ２万年前以降に田川の営

力によりできたものと推定されている。

岡本・磯岡台地　田原・願成寺台地の東側には岡本・磯岡台地が広がり、東谷・中島地区遺跡群の東端部に

ある西刑部西原遺跡および琴平塚古墳群や、東側にある西赤堀遺跡などが所在する。田原・願成寺台地と岡本・

磯岡台地との境には、南流する無名瀬川（*1）がある。岡本・磯岡台地は、宇都宮市白沢・岡本〜宇都宮市

平出・猿山〜上三川町磯岡〜下野市三王山周辺の南北に長い台地である。全長約 35km、東西幅 1.5 〜 2.5km、

標高 162.5 〜 54 ｍである。台地の北から南への傾斜は 4.5/1,000 〜 1/1,000 ｍで南へ行くほど緩傾斜となる。

鬼怒川低地との比高は、白沢付近で約 15 ｍあり明瞭だが、南へ行くほど緩斜面状を呈する。台地表層部は宝

木段丘礫層を田原ロームと宝木ロームが厚さ５〜 10 ｍ程で覆っている。厚さは南に行くほど薄くなる。台地

内部は、小河川によって形成された細かな開析低地が発達している。

*1　「むなせがわ」の漢字表記は、開発前の 10,000 分の１地形図による（上三川町役場 1981 年作成）。「武名瀬川」や「田

川用水」とも表記・呼称されている。砂田遺跡を縦断する川も「九十九瀬川」と書いて「むなせがわ」と呼んでいるが、「無

名瀬川」とは違う川であり、南流して、田川に合流する。

参考文献

　栃木県企画部土地対策課 1984『土地分類基本調査　壬生』

　経済企画庁総合開発局国土調査課 1960『土地分類基本調査　地形・表層地質・土壌調査　宇都宮』

　上三川町史編さん委員会 1979『上三川町史』資料編　原始・古代・中世　上三川町

　宇都宮市史編さん委員会 1979『宇都宮市史』第一巻　原始・古代編　宇都宮市

　阿久津純 1981「自然と環境」栃木県史編さん委員会編『栃木県史』通史編１　原始・古代一　栃木県
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第２節　歴史的環境

　砂田遺跡は田原・願成寺台地上に立地し、巨視的には田川水系の範疇となる。周辺には概ね、南北に展開

する田原・願成寺台地や岡本・磯岡台地に沿って、各時代の多数の遺跡が存在している。特に東谷・中島地

区遺跡群は古墳時代以降〜古代にかけて、下野国の中心地域の一つであることが確認されている。ここでは

砂田遺跡に係わる古墳・奈良・平安時代の主な遺跡を中心に概観する。

　なお、東谷・中島地区周辺の遺跡は塚原（1999）、中村（2004）、内山（2005・2006・2008・2010）、津野・

篠原（2007）、藤田（2011）がまとめている。砂田遺跡周辺の遺跡分布を第８図、東谷・中島地区遺跡群の

遺構分布図は第９図及び付図３に示す。

旧石器時代　権現山遺跡 SG1 区で水晶製尖頭器が古墳時代竪穴に重複する溝内に混入していた。本来の出土

層は不明であるが、Nt-S（七本桜軽石）と Nt-I（今市軽石）の示す 1.4 〜 1.5 万年 cal BP 頃から、As-YP（浅

間板鼻黄色軽石）の示す 1.5 〜 1.65 万年 cal BP 頃に相当する可能性がある。権現山遺跡西半の北関東自動車

道調査 A 区で As-YP 層相当の遺物集中地点が 2 ヶ所ある。東谷・中島地区付近は、宝木段丘面に立地する西

刑部西原遺跡を除くと、最上位の田原ローム層だけが載る低段丘に相当するため、旧石器時代後半の遺跡が

若干見られる程度である。磯岡北遺跡の宇都宮市調査 B 区で安山岩の剥片 4、磯岡遺跡の 2・3・6 区で尖

頭器、砂田遺跡 5 区で尖頭器と黒曜石剥片 1 点、中島笹塚遺跡 3・7 区（内山 2008）で黒色安山岩剥片があ

る。西刑部西原遺跡 3 区では遺物集中地点 3 箇所と礫群があり、黒曜石・珪質頁岩の尖頭器・削器・彫器な

どが多数出土し、同遺跡 2 区にも黒色安山岩の剥片が 1 点ある。東側の西赤堀遺跡では尖頭器と掻器を主体

とする遺物集中地点が Nt-I 直下に 6 ヶ所と、出土層不明の珪質頁岩の縦長剥片が 1 点ある。

縄文時代草創期〜早期　草創期の遺構・遺物は宇都宮市調査 C 区に遺構外遺物として草創期の有舌尖頭器

が１点ある。磯岡遺跡 3 区に爪形文土器、立野遺跡Ａ区に多縄文土器がある。1.4 〜 1.5 万年 cal BP に降下

した今市・七本桜軽石を混入する陥穴状土坑や土坑が、中島笹塚遺跡 3・5・7 区、磯岡北遺跡 SG16 区 SK-

20・西刑部西原遺跡 6・7 区・宇都宮市調査区Ｅ区・砂田遺跡 3 区・立野遺跡 5・8 区にある。田川西岸では

殿山遺跡に時期不詳の陥穴状土坑が３基ある。

縄文時代早期　東谷・中島地区では、撚糸文期の遺物が目立つ。南側にある立野遺跡 5 区に撚糸文系土器・

黒曜石製円形掻器・石鏃未成品を含む遺物集中地点があり、撚糸文系・条痕文系土器の包含層や、撚糸文系

土器片を出土した陥穴状土坑もみられる。西方の砂田遺跡では、1 区で鵜ガ島台式、2 区で撚糸文系（夏島式）・

沈線文系・条痕文系土器、4 区から 6 区にかけて撚糸文系土器 1 片と礫器少量がある。磯岡遺跡のＩ区で井

草式以降の撚糸文系土器と野島式土器が少量、同遺跡 5 区に夏島式土器が 1 片ある。磯岡北遺跡の SG17 区

や磯岡北遺跡の宇都宮市調査 B 区に撚糸文系土器（井草式）・スタンプ形石器・礫器が若干まとまって見られ

る。中島笹塚遺跡では撚糸文系（井草式・大丸式・天矢場式）がやや目立ち、沈線文系（三戸式・田戸下層

式）・条痕文系（鵜ガ島台式を含む）土器と、田戸下層式期の土坑 1 基がある。杉村遺跡では GN1 区で条痕

文系土器が少量だけ確認されている。本遺跡の南東に位置する砂田姥沼遺跡でも撚糸文系土器（井草式土器）

が確認されているが、遺構はなく、土器片が採集されたのみである。北関東自動車道路調査区で稲荷原式土器・

スタンプ形石器と住居又は土坑 1 基、沈線文（主に田戸下層式）・条痕文系土器がある。権現山遺跡では撚糸

文系土器（井草・大丸・夏島式土器と擦痕文土器）が目立ち、沈線文系（三戸式・田戸下層式・田戸上層式・

出流原式）・条痕文系土器や早期末の縄文条痕土器も出土した。西刑部西原遺跡の多くは今年度報告だが、宇

都宮市調査地点で撚糸文系土器が 1 片ある。

　田川の東岸地域では、瑞穂野団地遺跡南調査区と仏沼遺跡に撚糸文系土器が見られる。西赤堀遺跡には夏
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島式土器が少量あり、時期不明だが覆土のしまりが強い陥穴状土坑が 1 基調査されている。

　田川の西岸地域では、西下谷田遺跡・薄市遺跡に井草式土器、宮の内遺跡のＢ遺跡で撚糸文系土器・スタ

ンプ形石器および鵜ヶ島台式土器、茂原向原遺跡と神主古墳群の後志部古墳で条痕文系土器、殿山遺跡で撚

糸文・条痕文系土器がある。文殊山遺跡と上神主・茂原遺跡の両遺跡で撚糸文・沈線文・条痕文系土器が少

量出土している。上神主・茂原遺跡の撚糸文系土器は上神主浅間神社古墳の調査でも出土した。このほか、

木田遺跡にも早期の遺物があるという。

縄文時代前期　東谷・中島地区周辺では、縄文前期の遺跡は少ない。砂田姥沼遺跡で遺構外の遺物として黒

浜式土器がある。開析谷の対岸にある磯岡遺跡では諸磯ａ〜 c・浮島式と前期末〜中期初頭の土器、中島笹

塚遺跡には羽状縄文系・浮島式・諸磯ｂ式と前期末〜中期初めの土器がある。浮島式が砂田遺跡 6 区に 1 片、

諸磯式が西刑部西原遺跡に 1 片ある。権現山遺跡では黒浜式期の土坑が SG1 区に 1 基あり、遺構外に黒浜、

諸磯ａ・ｂ、浮島・興津式と前期末の土器がある。

　田川の東岸では、仏沼遺跡に羽状縄文系土器がごく少量ある。田川の西岸では、殿山遺跡に羽状縄文系・

諸磯 a・b・浮島・興津式が見られる。神主古墳群の後志部古墳で興津式、天狗原遺跡に諸磯ａ式が少量ある。

縄文時代中期　東谷・中島地区は大半が低台地上なので、中期の資料は少ない。砂田姥沼遺跡では阿玉台Ⅱ

〜Ⅳ式、加曽利式土器が出土した。開析谷を挟んだ東側の磯岡遺跡ではＩ区に阿玉台式期の竪穴 1 棟、2 〜 7

区に阿玉台 1b 〜加曾利 EI 式土器がある。北側の立野遺跡では 5 区に加曾利Ｅ式期の土坑が 2 基ある。磯岡

北遺跡では、北部の SG17 区に阿玉台式期の竪穴１棟と遺物集中地点１箇所、SG12・SG17 区に前期末〜中

期初頭の加曽利 E 式土器が極少量あり、同遺跡南部の SG13 区でも阿玉台〜加曾利Ｅ式土器が少量ある。中

島笹塚遺跡で加曽利 E1 式期の竪穴 1 棟と前期末〜中期初頭・阿玉台・加曽利 EI・EIII 〜称名寺式が少量ある。

権現山遺跡では五領ヶ台式、阿玉台Ｉ〜 IV 式、加曽利 EI 〜 EII 式土器が出土した。無名瀬川東岸の琴平塚古

墳群でも加曽利 EII 式が少量見られる。

　田川の東岸では、上三川町の市街地付近に中期遺跡群が見られる。島田遺跡で阿玉台 1b 〜加曽利 EII 式期

の竪穴建物 28 棟と袋状土坑を含む土坑 277 基が調査された。島田遺跡の一部かと思われる東館遺跡や、そ

の北方の大野遺跡でも中期後半の遺物が知られる。上三川城跡でも加曽利 EI 式期の土坑が 10 数基確認され

ている。宇都宮市域では柿木坂遺跡で加曽利 E2 式期の遺物が報告・検討されている。田川西岸では、西川田

川の谷周辺に遺跡群がある。石川坪遺跡で阿玉台式期中心の竪穴と袋状土坑群、二軒屋遺跡で加曽利 EII 式期

の竪穴と袋状土坑がある。旭ヶ丘団地・兵庫塚Ａ地点・二軒屋西は同一遺跡と思われ、阿玉台〜加曽利Ｅ式

土器や 10 基の袋状土坑が知られる。その南の台地や、赤土山・富士見団地北遺跡にも遺物がある。

縄文時代後期　東谷・中島地区においても後期の遺跡は少なく、北側にある立野遺跡の 4・5 区で堀之内 1 式

期の土坑各 1 基と後期土器片が少量ある。開析谷の東側では、磯岡遺跡で後期初頭〜堀之内 1 式の土器がある。

磯岡北遺跡では、宇都宮市調査Ｂ区で堀之内式、SG17 区で称名寺・堀之内・加曽利Ｂ式が出土し、SG13 区

に堀之内〜加曾利Ｂ式期の土坑と遺物集中区がある。中島笹塚遺跡には加曽利 EIII 〜称名寺式が少量ある。

権現山遺跡では堀之内 1・2 式、加曽利Ｂ式、曽谷式、後期安行式土器が出土した。杉村遺跡では安行 2 式が

少量あるのみである。

　田川東岸では、西赤堀遺跡で称名寺式期の竪穴住居跡が１軒調査されている。仏沼遺跡に綱取系および堀

之内１式土器が見られる。また、粕内遺跡にも後期の遺物があるという。田川西岸では、天狗原遺跡に堀之

内 2 式が少量あり、兵庫塚 3 丁目・石川坪・殿山の各遺跡に後〜晩期の遺物がある。

縄文時代晩期　東谷・中島地区では、立野遺跡に晩期土器が少量ある。開析谷の東側では磯岡 3・6 区に晩期

前〜中葉の大洞系土器、磯岡北遺跡 SG17 区に大洞 C2 式と晩期安行式、中島笹塚遺跡に晩期中葉の大洞 C2
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第８図　周辺の遺跡分布図
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№ 遺跡名 № 遺跡名 № 遺跡名
1 砂田遺跡 70 谷端北遺跡 久部愛宕塚古墳（１号墳）
2 砂田瀧遺跡 71 谷端遺跡 130 追金仏遺跡
3 砂田姥沼遺跡 72 東浦遺跡 131 石井久保田古墳群
4 立野遺跡 73 大山古墳群 132 大久保台山遺跡
5 権現山遺跡 五社神社古墳（大山１号墳） 133 天王山遺跡
6 杉村遺跡 大山瓢箪塚古墳（大山 9 号墳） 134 猿山東原遺跡
7 西刑部西原遺跡 新出古墳（大山 13 号墳） 135 柿木坂遺跡・柿木坂古墳群
8 中島笹塚遺跡（中島笹塚古墳群を含む） 長塚古墳（大山 D20 号墳） 136 東原古墳群
9 磯岡北遺跡（磯岡北古墳群を含む） 74 新出遺跡 137 西原庚申塚

10 琴平塚古墳群 75 稲荷塚遺跡 138 さるやま城遺跡・さるやま城古墳群
11 磯岡遺跡 76 横塚遺跡 139 猿山遺跡
12 本村遺跡 77 舗飛内遺跡 140 瑞穂野団地遺跡
13 陽南 1 丁目遺跡 78 大山館遺跡 141 根本西台古墳群
14 がんセンター東遺跡 79 木田遺跡 142 桑島台古墳群
15 西原境遺跡 80 多功遺跡 143 飯塚古墳
16 並松遺跡 81 上大領兵行内遺跡 144 藤腰遺跡
17 雷電山遺跡 82 長持塚古墳 145 南原古墳
18 江曽島北原遺跡 83 権現山北遺跡 146 上横田Ａ遺跡
19 関道遺跡 84 愛宕塚東遺跡 147 成願寺北遺跡
20 江曽島北原南遺跡 85-87 茂原古墳群 148 大関台遺跡（小屋原遺跡）
21 おしめ尽遺跡 85 茂原権現山古墳 149 成願寺遺跡
22 大房林遺跡 86 茂原大日塚古墳 150 西刑部古屋原遺跡・西刑部古屋原古墳群
23 城南 3 丁目遺跡 87 茂原愛宕塚古墳 151 大関高塚群
24 城南 3 丁目南遺跡 88 小蓋遺跡 152 中道遺跡
25 宮の内遺跡 89 江面遺跡 153 榎戸遺跡
26 塚山北遺跡

90
上神主・茂原遺跡
茂原城址

154 後尚塚遺跡
27 北若松原遺跡 155 古屋原高塚群
28 塚山古墳群 91 茂原向原遺跡 156 西沼遺跡

塚山古墳（１号墳） 92 後志部遺跡 157 平塚原根岸遺跡
塚山西古墳（２号墳） 93 神主古墳群 158 不動堂遺跡
塚山南古墳（３号墳） 上神主浅間神社古墳（神主１号墳） 159 内野遺跡

29 一向寺別院付近遺跡 上神主狐塚古墳（神主５号墳） 160 下小屋原遺跡
30 若松原遺跡 後志部古墳（神主７号墳） 161 東谷北浦遺跡
31 二軒屋遺跡（中原遺跡） 下原古墳（神主 20 号墳） 162 西赤堀遺跡・西赤堀古墳群
32 旭ヶ丘団地遺跡 94 向原遺跡 163 南浦遺跡
33 西原北遺跡 95 向原南遺跡 164 高島館跡・高島遺跡群
34 留西遺跡 96 殿山遺跡 165 磯岡・西汗の古墳群
35 十里木遺跡 97 薄市遺跡 屋敷東浦愛宕塚古墳（磯岡・西汗３号墳）
36 留西南遺跡 98 台内手遺跡 166 西赤堀東遺跡
37 若松原南遺跡 99 大山祗神社古墳 167 磯岡Ｂ遺跡
38 綾女塚古墳 100 芋内遺跡 168 西赤堀狐塚古墳（磯岡・西汗２号墳）
39 雀宮東浦遺跡 101 上石田遺跡 169 西赤堀南遺跡
40 雀の宮四丁目遺跡 102 石田館跡 170 西田遺跡
41 雀宮駅東遺跡

103
上蒲生の古墳群
　十三塚古墳（上蒲生１号墳）

171 西林ノ内遺跡
42 大谷田遺跡 172 上郷の古墳群
43 牛塚東遺跡 104 後志部東遺跡 愛宕神社古墳（上郷１号古墳）
44 雀宮牛塚古墳 105 粕内遺跡 笹塚古墳（上郷２号墳）
45 二子塚北遺跡 106 梁館跡 上郷瓢箪塚古墳（上郷３号墳）
46 針ヶ谷二子塚古墳 107 大塚神社古墳群 長塚古墳（上郷 D ３号墳）
47 天狗原遺跡 108 下栗念仏塚遺跡 しらみ塚古墳（上郷４号墳）
48 島の前遺跡 109 下栗大塚古墳 上郷 26・27 号墳
49 宇都宮機器南遺跡 110 東川田城 173 仏沼遺跡
50 赤土山遺跡 111 菅谷遺跡 174 願成寺遺跡
51 多功神塚古墳群 112 赤沢遺跡 175 上蒲生遺跡
52 富士見団地北遺跡 113 下桑島西原古墳群 176 大野遺跡
53 岡田山遺跡 114 砂田東遺跡 177 西原遺跡
54 茂原北原遺跡 115 赤沢高塚群 178 島田遺跡
55 石川坪遺跡 116 稲荷塚古墳（古墳ではなく後世の塚） 179 上三川地区の古墳群
56 富士見向山遺跡 117-123 東谷古墳群 八龍塚古墳（上三川１号墳）
57 明ノ内遺跡 117 権現山遺跡 B 区（原古墳群） 180 上三川城跡
58 西の前遺跡 118 車塚古墳群 181 大町遺跡
59 上原遺跡 119 権現塚古墳群 182 石井城跡
60 前畑遺跡 120 松の塚古墳 183 高尾神社古墳
61 西下谷田遺跡（北原東遺跡） 121 二子塚古墳 184 桑島城跡
62 下古山北原古墳 122 笹塚古墳 185 根本遺跡
63 北原遺跡 123 鶴舞塚古墳 186 高靇神社古墳（西木代１号墳）
64 大木遺跡 124 新谷台遺跡 187 五丁免遺跡
65 一本松遺跡 125 三日月神社古墳 188 中館跡
66 若林北遺跡 126 三日月神社南古墳群 189 上郷遺跡
67 上ノ原遺跡 127 十ヶ屋敷遺跡 190 五霊遺跡
68 若林南遺跡 128 久部浅間山古墳 191 百目鬼遺跡
69 大山遺跡 129 久部台古墳群

第２表　東谷・中島地区周辺の遺跡
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式などがそれぞれ少量ある。権現山遺跡では、未報告の南半部分に大洞 C2 式期の竪穴が１棟あり（SG10 区

SI-63）、遺構外遺物に大洞 B-C・C2・A 式土器が少量ある。

　田川東岸域では大野遺跡に大洞 C1 式があるが、資料は少ない。田川西岸では著名な石川坪遺跡の他、薄市

遺跡や神主古墳群の後志部古墳に大洞Ａ式、北側の後志部遺跡に大洞Ａ′式がある。

弥生時代中期　権現山遺跡では弥生前期後葉〜中期前葉の大洞系土器と条痕文系深鉢形甕が目立つ。中期中

葉の出流原型〜中期後葉の土器もあり、在来の重四角文・貼付口縁・撚糸文の土器の他に、中部高地型櫛描

文や東北南部系平行沈線文の土器も少量ある。

　東谷・中島地区周辺で弥生中期の遺構・遺物は希薄である。立野遺跡では 4 区と 1 区に中期後半およびそ

の可能性のある土坑があり、他区でも少量の遺物が出土した。開析谷の東対岸にある磯岡遺跡 5 区に中期後

半の土坑 2 基と土器、磯岡北遺跡の北関東自動車道路調査区に中期後半の竪穴建物 1 棟と土坑 2 基がある。

中島笹塚遺跡では条痕・撚糸・縄文や充填縄文の破片が少量ある。撚糸文の土器は、立野 4 区、磯岡Ｉ区 SK-

96、磯岡北遺跡北関東自動車道路調査区 3 号土坑、仏沼遺跡の土坑 2 基にある。権現山遺跡では弥生前期後

葉〜中期前葉の大洞系土器と条痕文系深鉢形甕が目立つ。中期中葉の出流原型〜中期後葉の土器もあり、在

来の重四角文・貼付口縁・撚糸文の土器の他に、中部高地型櫛描文や東北南部系平行沈線文の土器も少量ある。

　田川の西岸では、弥生中期前半の土坑が殿山遺跡、中期後半の住居と土坑各 1 基が西下谷田遺跡、上神主・

茂原遺跡に中期後半の土坑 1 基と中期後半および後期の土器片がある。薄市遺跡と本村遺跡で多く出土した

弥生土器にも中期の資料を含む。権現山北遺跡に撚糸文を用いる土器がある。愛宕塚東遺跡にも中期後半の

土器があるという。

弥生時代後期　砂田姥沼遺跡３区で、古墳前期の竪穴建物で二軒屋式・十王台式期の太頸形の壺形土器が出

土した。この他に遺構外遺物として附加条１種で施文する破片・附加条２種で施文する土器破片が確認され

ている。杉村遺跡では弥生後期二軒屋式期の土坑が 1 基ある。権現山遺跡では弥生後期の二軒屋式少量と樽

式 1 片の他、アメリカ式石鏃もあるが、中期か後期か決めることは難しい。磯岡北遺跡 SG17 区で出土した

ような幅広有茎鏃を、弥生後期と考える意見がある。

　後期には、田川流域全体で遺跡数がやや増加する。田川東岸にある東谷・中島地区では、中島笹塚遺跡や、

権現山遺跡の西に隣接する百目鬼遺跡と東谷北浦遺跡で、遺構が未確認だが後期土器が一定数あり、集落を

形成していたと考えられる。

　上記の遺跡以外では弥生後期の資料は希薄である。開析谷の対岸にある磯岡遺跡 5 区に附加条１種で施文

する破片が少量ある。立野遺跡は約 61,000 ㎡を調査したが、弥生後期土器は立野 5 区の 1 片だけであった。

砂田遺跡も、既報告地区の合計 6 万㎡には弥生土器が皆無である。

　弥生後期の遺跡は田川西岸地域で目立つ。西川田川と兵庫川の谷周辺にある二軒屋遺跡や天狗原遺跡が代

表的である。「東河田遺跡」として戦前から知られる本村遺跡の竪穴 19 棟と、殿山遺跡を中心とする上ノ原

遺跡から向原南遺跡の範囲の竪穴 21 棟が、比較的大きな集落群である。また、古墳前期の項で触れる西下谷

田遺跡の竪穴建物中 9 棟から樽式・十王台式・吉ヶ谷式など、大日塚古墳墳丘下竪穴建物や愛宕塚古墳下層

で樽式系などの弥生後期土器も出土した。

古墳時代前期　田川東岸の東谷・中島地区周辺では、本格的な古墳時代集落は中期前葉に現れる。それまで

は小規模な集落が点在する程度である。東谷・中島地区内では砂田姥沼遺跡 2 区 SI-1 と 3 区 SI-5 が前期の竪

穴建物である。この他に西刑部古屋原遺跡 SI-02、砂田東遺跡 B 区 SI-12・13 がある。田川東岸の低台地では、

粕内遺跡に前期の遺物がある。

前期末〜中期初めの建物は、杉村遺跡北関東自動車道路調査区の 60・69・70 号住居跡、その北側の立野遺
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跡 5 区 SI-14、西方の東谷北浦遺跡 SI-139 がある。

　前期古墳と同じく前期の集落も田川西岸の茂原地域に多い。大日塚・愛宕塚古墳下層・愛宕塚東・西下谷

田の各遺跡に前期前半の集落が見られる。権現山北遺跡で前期後葉の竪穴１棟、上ノ原遺跡で竪穴６棟、殿

山遺跡で１棟、西下谷田遺跡で 18 軒が報告されている。田川西岸に面する台地では、木田遺跡に前期の竪穴

建物がある。やや西方にある西川田川の開析谷では、天狗原遺跡に竪穴３棟、留西遺跡と留西南遺跡に前期

の遺物がある。

前期〜中期初頭の古墳　田川東岸では、前期古墳が小規模で数も少ない。最初に現れるのは小形方墳で、西

刑部古屋原 2・4 号墳（辺長 10 〜 14m）や上郷 26・27 号墳（辺長 11 〜 14m）である。中島笹塚 7・8 号

墳も中期初頭の小形方墳と思われる（辺長 7.1 〜 12.6m）。この他、権現山遺跡Ｂ区の土壙墓 2 基が前期末〜

中期初頭である。

　東谷・中島地区から田川をはさんだ対岸（西岸）では、有力な首長墳が築かれる。前方後方墳 3 基を含

む茂原古墳群がよく知られている。大日塚古墳（墳長 35.8m・箱式木棺・素文鏡１面）・愛宕塚古墳（墳長

50m・舟形木棺・Ｓ字文または重圏文鏡）・権現山古墳（墳長 63m）の 3 基で、大形化している権現山古墳

が最後に築かれたと推定されている。小形墳としては、牛塚東遺跡で辺長 11m と６m の方墳、北原東遺跡に

辺長 13.0 × 11.8m の方墳、殿山遺跡に「方形周溝墓」2 基がある。上神主浅間神社古墳は墳径 53 〜 54m で、

茂原古墳群に続いて方系墳から円墳に転換した中期初頭頃の首長墳である。茂原周辺地域以外では、城南 3

丁目遺跡 2 号墳が方墳の可能性がある。

古墳時代中期の集落　古墳中期集落は周辺に数多い。田川東側地域では、上述した前期末〜中期初頭の小集

落（立野 5 区 SI-14、杉村遺跡 60・69・70 号住居、東谷北浦遺跡 SI-139）の次段階から、東谷・中島地区

周辺に多数の中期集落が現れる。東谷北浦遺跡の SD-77・87 が中期初頭の溝で、東谷古墳群の初期首長墳と

推定される笹塚古墳のすぐ東北にある。東谷古墳群と周辺遺跡群の形成が中期初頭に東谷北浦遺跡から始まっ

てきたことを示すものかもしれない。その中核である権現山遺跡は、豪族居館（首長居宅）と考えられる施

設を SG1 区と SG5 区に含み、周辺の竪穴建物も高密度で（4 区・SG5 区・SG10 区・北関東自動車道Ａ区）、

遺物の質・量も豊富である。

　周辺の中期集落群は中核である権現山遺跡と同時か、または少し遅れて現れる。その例は、砂田姥沼遺

跡の１区と宇都宮市調査区Ｄ区や砂田 4・6 区、立野 5・6 区周辺、西刑部西原 3 区、杉村、磯岡の諸遺跡

がある。北東方の砂田東遺跡やその東方の成願寺遺跡も、東谷・中島地区の諸遺跡と時期をそろえるように

形成される。開析谷を挟んで西側集落の立野遺跡と、東側墓域の中期群集墳が対応して営まれる。立野遺跡

の 5 区・6 区・宇都宮市調査Ａ地区周辺で調査した 91 棟の古墳時代竪穴建物は、約半数の 44 棟が中期で、

磯岡北古墳群と中島笹塚古墳群に先行する中期中葉に 13 棟、中島笹塚古墳群の前半期および磯岡北古墳群に

対応する中期後葉に 9 棟が確認されている。磯岡北古墳群の造営停止後、中島笹塚古墳群の後半期に対応す

る中期末は立野 5・6 区周辺の竪穴建物が最も多い時期で、3 区の単独建物を含めて 21 棟ある。このうち 2

棟はそれぞれ辺長 14.5m と 12m で（宇都宮市調査Ａ地区 SI-2・3）、古墳時代を通じて最大級の竪穴建物で

ある。

　開析谷の東側でも、少数の集落が形成される。磯岡北遺跡では、磯岡北古墳群の造営前・造営後の竪穴建

物 6 棟が SG17 区・SG11 区と宇都宮市調査Ａ・Ｂ区にある。中島笹塚遺跡でも 5 区に中期（中葉 ?）の竪穴

建物 1 棟と円筒形土坑 3 基がある。

　田川西岸では、塚山古墳群を中心とする兵庫川・西川田川の谷に大集落が現れる。北若松原遺跡は塚山古

墳群とほぼ同じころの集落で、竪穴 24 棟が調査された。中原（二軒屋）遺跡も同様と思われ、若松原・西原
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北の両遺跡と一連の大集落であろう。若松原遺跡周辺と北若松原遺跡では石製模造品が豊富で、臼玉生産を

示す未成品も多数採集され、塚山古墳群と対応する拠点集落の手工業生産地区と見てよい。北方の雷電山遺

跡には TK-23 〜 47 型式期の特異な長方形竪穴建物群がある。

　また、田川西岸で前期の中枢地域だった神主台地の茂原周辺にも大集落がある。殿山遺跡では、首長居宅

と見られる辺長 50m の方形区画溝の周囲で調査した 447 棟の竪穴建物の大半が中〜後期で、陶質土器・初

期須恵器・鍛冶遺構や、凝灰岩切石の竈焚口枠などを伴う。権現山北遺跡では中期前〜中葉の竪穴 8 棟と中

期末葉の 1 棟を調査した。ここでは権現山 4 区・立野 5 区等と同様の円筒形土坑群が、遺物からみて中期の

集落に伴うと推測される。

中期古墳　田川東岸では、栃木県域中央部を代表する中期古墳群の東谷古墳群が、東谷・中島地区のすぐ西

側に造られる。双子塚（墳長 73m）・笹塚（100m）の前方後円墳 2 基と、鶴舞塚（径 53m）・松の塚（48m）・

権現塚（30m）・車塚（35m）の大形円墳が北西から南東へ順に立地し、おおよそこの順序で築かれた可能性

がある。東谷地域における中期後半の首長墳は埴輪のない大形円墳になる。田川東岸で埴輪を持つ中期後葉

の前方後円墳は墳長 40m の八龍塚古墳がある。中期群集墳としては東谷古墳群の東半部に含まれる円墳群と、

磯岡北古墳群・中島笹塚古墳群・西刑部古屋原 1・3・5・6・7 号墳（墳径 14 〜 28m）がある。磯岡北と中

島笹塚の古墳群は、立野遺跡 5・6 区周辺の集落に対応する墓域と推定される（第８図）。中島笹塚 2・10 号

墳と磯岡北 3 号墳でそれぞれ円墳から小形倭鏡を１面ずつ出土している点は、次に述べる田川西岸の状況と

同様である。

　田川西岸では、東岸の東谷笹塚古墳に続いて塚山古墳群が現れる。また、雀宮牛塚古墳が豊富な副葬品を

持つ。塚山（墳長 98.3m）→塚山西（63.1m）→雀宮牛塚（56.7m）→塚山南古墳（58.0m）の順で、TK-

216 〜 23 型式期に築かれた可能性が高い。塚山西・南古墳並行期に、本村遺跡の 2 号墳（径 24m・乳文鏡

１面・銀杏葉文線刻埴輪他）、城南 3 丁目遺跡の 1 号墳（径 12.9m・木棺 2 基・乳文鏡 1 面）など、副葬品

がやや豊富な中小古墳がつくられる。

古墳時代後期・終末期の集落　古墳時代終末期後半（７世紀後半）には、古墳中〜後期以来の中心的な集落

遺跡が衰退する。砂田姥沼遺跡の他、権現山遺跡、立野遺跡 5・6 区周辺の古墳時代集落は終末期前半（8 段

階＝ 7 世紀前半）、砂田姥沼遺跡や杉村遺跡も終末期後半（9 段階＝ 7 世紀後半）までには衰退する。中期集

落の項で上述した周辺各遺跡も、多くが同様な状況を示す。

　それに代わって、砂田遺跡と、東側の岡本台地上にある西刑部西原・西赤堀・瑞穂野団地・大関台の各遺

跡が中心的な集落になってゆく。西刑部西原遺跡宇都宮市調査区Ｅ区で 10 軒の竪穴と掘立柱建物 8 棟がある。

砂田姥沼遺跡は１区〜３区に 17 棟の竪穴がある。部分的な調査になるが宇都宮市調査区の A 区３軒・Ｂ区

１軒・C 区３軒・Ｄ区 10 軒・Ｅ区１軒の竪穴も確認され、併せて 35 棟にも及ぶ後〜終末期の集落がある。

2 区には宇都宮市調査Ｃ区や３区へと続く大溝、その大溝に降りる通路状遺構が 3 ヵ所あり、後〜終末期に

かけて使用された可能性がある。

　また、後期から出現する集落も見られる。中期群集墳が形成された中島笹塚・磯岡北遺跡では、墓域が消

滅する後期以降に集落が現れる。中島笹塚遺跡では、部分的な調査で後〜終末期集落が知られ、一部は奈良

時代へ続く可能性がある。磯岡北遺跡は、宇都宮市調査Ｂ区と SG3 区・SG11 区に終末期の建物が知られる。

　田川の西岸地域でも同様な状況がある。神主台地の中核的集落として中期から続く殿山遺跡は、後期には

向原遺跡や向原南遺跡も加わり、終末期前半まで継続する。権現山北遺跡も後期後半までは集落がみられる。

殿山遺跡 TK-100 などを最後として、終末期後半にはこれらの集落群が消滅し、南側の薄市遺跡と北側の西

下谷田遺跡に中心が移る。西下谷田遺跡は竪穴建物 82 棟と掘立柱建物 36 棟の他に門を持つ 150 × 108m
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第９図　東谷・中島遺跡群全体図
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の板塀区画施設を含み、河内評家かと考えられている。

　中期後半における田川西岸地域の中心であった塚山古墳群周辺の集落は、後期以後の状況が不明確である。

弥生後期・古墳前期の項でも触れた天狗原遺跡では、古墳後期の竪穴建物や、立野 5 区と同様の円筒形土坑・

円形周溝遺構がある。関道遺跡は古墳後期〜奈良時代まで続くようである。

後期・終末期古墳　田川東岸の後期前半では、琴平塚１号墳が最大の古墳である（長 52m・二重周溝）。ただ

し中期末の可能性もある。笹塚古墳以降の東谷・中島地区周辺でしばらく途絶えていた前方後円墳と埴輪樹

立がここで再開する。他に、墳長 31m のしらみ塚古墳がある。田川西岸の後期前半では、墳長 48.8m の上

神主狐塚古墳が最大である。琴平塚１号・上神主狐塚・しらみ塚は、いずれも前方部が短い帆立貝形前方後

円墳である。琴平塚１号墳を中心として後期前半から群集墳が形成される。下桑島西原古墳群では後期前半

の円墳 2 基と後期後半の墳長 35m の前方後円墳１基が知られ、周溝内の木棺直葬・竪穴式小石室や、古墳外

の土壙墓も見られる点が琴平塚古墳群と同様な時期・群構成である。

　後期後半に古墳が増えて群集墳が盛行し、その中に前方後円墳が所在する。田川東岸では墳長 68m の上郷

瓢箪塚古墳が最大である。東谷・中島地区では琴平塚 3・5 号墳がある。周辺に長 50.5m の久部愛宕塚、32

〜 38m の根本西台 1・2・5 号墳、38.5m の飯塚古墳、30 〜 40m の西刑部古屋原 8 号墳、42m の西赤堀 1

号墳と 27m の同 2 号墳、39m の西赤堀狐塚、36m の高尾神社古墳などがある。墳長 36 ｍの屋敷東浦愛宕

塚古墳も後期後半と推定される。径 43.5m の下栗大塚古墳は終末期大形円墳と想定される。後〜終末期群集

墳は成願寺・西赤堀両遺跡、単独所在の小形方墳が立野遺跡 5 区にある。

　田川西岸では、推定長 45m 以上の本村 3 号、40 〜 50m の綾女塚、30 〜 40m 前後の針ヶ谷二子塚、43m

の大山瓢箪塚、47.4m の後志部が後期後半の前方後円墳である。墳形不明の十里木古墳は切石石室で 7 世紀

初頭とされる。市街地化していない地域では、これら首長墳の周囲に群集墳を確認できる。また、円墳だけ

の古墳群もみられる。

奈良・平安時代　砂田姥沼遺跡には 3 区に 9 世紀代の竪穴建物 2 棟があり、大溝とその溝に降りる通路状遺

構（10 段階・11 段階＝８世紀前半）の２ヵ所がある。杉村遺跡では GN1 区に１棟と北関東自動車道調査区

に 2 棟の奈良時代前葉の竪穴建物があり、未報告書であるが権現山 SG10 区で 9 世紀代の１棟がある。また、

古代の溝が権現山 SG1 区に１条ある。権現山・杉村遺跡・磯岡北・杉村北・西刑部西原遺跡に続く古代道路

状遺構は東山道と推定されている。上記の遺跡にはこの道路状遺構以外は古代の遺構・遺物が少ない。立野

遺跡でも古代の遺構が希薄で、5 区に奈良時代末頃の単独竪穴建物がある。立野遺跡では 4・7・8 区の大溝と、

その溝に降りる 2 区の通路遺構が注意される。東に隣接する磯岡北 SG3・SG4 区でもそれぞれ単独の竪穴建

物がある。磯岡北遺跡の各古墳や中世溝にも 7 世紀末〜奈良時代の須恵器が少量混入していた。中島笹塚遺

跡では古墳終末期〜奈良時代の集落と、奈良時代の溝を通過する道路状遺構（8 区）を調査した。東側の磯

岡遺跡でも 8 〜 9 世紀代の竪穴・掘立柱建物が少数あり、漆紙文書の具注暦と円面硯・獣脚・鉄鉢形土器が

見られる。西刑部西原遺跡では竪穴住居跡 7 軒、掘立柱建物 11 棟と円形有段遺構 1 基がある。

　東側の高位台地上に大規模な古代の集落、猿山・瑞穂野団地・大関台・西刑部西原 3 区・西赤堀がある。

遺跡の立地が総じて東へ進むことが指摘されている。

　東谷・中島地区遺跡群の多くが立地する田原低台地では、砂田遺跡が最も大規模である。8 世紀代に掘立

柱建物跡の比率が高い集落である。砂田 3 区 SI-97 に「中嶋」の墨書土器があり、『倭名鈔』の郷名に見られ

ない「中島」の地名が 9 世紀から現代まで続くことを示した。同遺跡 5 区の墨書土器から 9 世紀中〜後葉に「大

麻」部集団等が居住したと解釈されている。県調査分の砂田 24 区や宇都宮市調査分のＡ地区では、旧河道に

降りてゆく古墳後期と平安時代の水場遺構がある。
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　田川西岸台地にある上神主・茂原遺跡は、西下谷田遺跡を引き継いで 7 世紀後葉に成立する。推定東山道

に取り付く位置にあり、奈良時代の河内郡家政庁と、人名瓦を伴う瓦葺倉を含む正倉群と考えられている。

また、多功遺跡も河内郡衙と推定されている。

中世　中世の遺構・遺物は砂田瀧遺跡で、土坑１・井戸 1 がある。砂田姥沼遺跡では宇都宮市調査Ｂ区で土

坑１・溝１、C 区には土坑３・溝２、Ｄ区に土坑３・溝１・井戸１がある。遺物には陶器片・土師質土器片・

砥石が認められている。権現山遺跡 SG1 区では不整方形の区画溝内に 13 世紀後半〜 14 世紀前半を中心とす

る竪穴遺構 2・土坑 2・井戸 1 が認められた。方形区画溝は未報告であるが権現山 SG10 区にもあり、区画内

外に柱穴群や井戸を伴う。すぐ北側の立野遺跡では、5 区に方形区画溝・8 区に方形竪穴遺構１基、宇都宮市

調査Ａ地区に方形竪穴遺構群がある。

　台地の東端から西端まで、古墳群の周溝をも連結・利用しながら伸びる 13 世紀ころの長い溝が、磯岡北古

墳群の北端部に認められる（磯岡北遺跡 SG12・SG16 〜 17 区）。常滑産陶器・青磁碗・かわらけが見られ、

磯岡北古墳群周辺を中世に利用していたようである。集落に関わる遺構としては方形竪穴があり、磯岡北遺

跡 SG3 区で１基と、同じく磯岡北遺跡の一部に含まれる「杉村北遺跡」で 2 基が確認され、後者では井戸が

隣接している。

　東谷・中島地区の周辺は、鎌倉・室町時代において宇都宮氏および芳賀氏の支配下にあったことが知られ

ている。小規模な城館として刑部城・桑島城・高島館がある。また北方には石井城・さるやま城があり、こ

れらの分布から、中世から鬼怒川低地の開発が本格的に行われたものと考えられている。大関台遺跡では長

辺 80m の方形区画溝を戦国時代の臨時拠点と考える意見がある。立野遺跡 5 区や権現山遺跡 SG1 区・SG10

区の方形区画溝はより小規模で溝も浅く、大関台遺跡と同様な性格を考えてよいかどうかは不詳である。 
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　江原美奈子・深谷昇 2005『島田遺跡』IV　縄文時代編２　上三川町埋蔵文化財調査報告第 31 集　上三川町教育委員会
　江原美奈子・深谷昇 2006『島田遺跡』Ｖ　縄文時代編３　上三川町埋蔵文化財調査報告第 33 集　上三川町教育委員会
　海老原郁雄 2004「アメリカ式石鏃とその周辺」『唐澤考古』第 23 号　唐澤考古会　
　大川清・水野順敏・矢野淳一 1987『栃木県上三川町　西赤堀狐塚古墳』上三川町教育委員会　
　大川清・三輪孝幸 2000『向原遺跡』上三川町埋蔵文化財調査報告第 22 集　上三川町教育委員会
　大川清・吉岡秀範・三輪孝幸・中島雄一 1992『栃木県上三川町　上ノ原・向原南遺跡』日本窯業史研究所報告第 43 冊　
　大川清・吉岡秀範・三輪孝幸・中島雄一 1995『栃木県上三川町　殿山遺跡Ｉ』日本窯業史研究所報告第 46 冊　
　大島和子編 1979『権現山北遺跡』宇都宮市埋蔵文化財調査報告第 5 集　宇都宮市教育委員会
　大関利之 1992「宇都宮市柿木坂遺跡の加曾利Ｅ式土器」『栃木県考古学会誌』14　
　大和久震平 1969『雀宮牛塚古墳』宇都宮市教育委員会（1984 年『牛塚古墳』として再版）
　小野麻人（東京航業研究所編） 2007『砂田姥沼遺跡　Ｂ区』宇都宮市埋蔵文化財調査報告書第 64 集　宇都宮市教育委員会
　勝見一晶（埋蔵文化財発掘調査支援協同組合編） 2005『磯岡北遺跡』宇都宮市埋蔵文化財調査報告書第 53 集　宇都宮市教育委員会
　亀田幸久 1999『杉村北遺跡』栃木県埋蔵文化財調査報告第 221 集　栃木県教育委員会・( 財 ) 栃木県文化振興事業団
　亀田幸久 2007『西赤堀遺跡』栃木県埋蔵文化財調査報告第 304 集　栃木県教育委員会・（財）とちぎ生涯学習文化財団
　亀田幸久 2008「宇都宮市立野遺跡の縄文草創期土器について」『唐澤考古』27　唐沢考古会　
　川原由典・中山晋 1981『猿山遺跡　付久部台古墳群』栃木県埋蔵文化財調査報告第 38 集　栃木県教育委員会
　神野安伸 1994 『天狗原遺跡』宇都宮市埋蔵文化財調査報告第 34 集　宇都宮市教育委員会
　久保哲三編 1990『茂原古墳群』宇都宮市埋蔵文化財調査報告第 28 集　宇都宮市教育委員会
　倉田芳郎編 1971『栃木日産遺跡』先史７　駒沢大学考古学研究会　
　栗田欣行 2005『磯岡遺跡第２次調査報告』上三川町埋蔵文化財調査報告第 32 集　上三川町教育委員会
　小森哲也 1979「宇都宮市笹塚古墳出土の円筒埴輪の年代的位置づけ」『峰考古』第２号　宇都宮大学考古学研究会　
　今平利幸 1993『牛塚東遺跡』宇都宮市埋蔵文化財調査報告書第 32 集　宇都宮市教育委員会
　今平利幸 1994『雷電山遺跡』宇都宮市埋蔵文化財調査報告書第 34 集　宇都宮市教育委員会
　今平利幸 1996『城南３丁目遺跡』宇都宮市埋蔵文化財調査報告書第 39 集　宇都宮市教育委員会
　今平利幸 2006『西下谷田遺跡－弥生・古墳時代前期編－』宇都宮市埋蔵文化財調査報告書第 56 集　宇都宮市教育委員会
　今平利幸 2007『西下谷田遺跡－古代編 I －』宇都宮市埋蔵文化財調査報告書第 57 集　宇都宮市教育委員会
　今平利幸 2008『西下谷田遺跡－古代編 II －』宇都宮市埋蔵文化財調査報告書第 65 集　宇都宮市教育委員会
　今平昌子 1999『一本松遺跡・文殊山遺跡』栃木県埋蔵文化財調査報告第 230 集　栃木県教育委員会・（財）栃木県文化振興事業団
　今平利幸・梁木誠 2002『下桑島西原古墳群』宇都宮市埋蔵文化財調査報告第 30 集　宇都宮市教育委員会
　斎藤恒夫・鈴木宣孝・栃本さや・大塚伸子 2003「宇都宮市飯塚古墳測量調査報告」『峰考古』第 14 号　宇都宮大学考古学研究会　
　佐々木藤雄・林邦雄・小野麻人（東京航業研究所編） 2008『砂田姥沼遺跡（Ｅ区）』宇都宮市埋蔵文化財調査報告書第 70 集　宇都宮市教
育委員会
　定森秀夫 1999「陶質土器から見た東日本と朝鮮」『青丘学術論集』第 15 集　韓国文化研究振興財団　
　篠原浩恵編 2000『成願寺遺跡』栃木県埋蔵文化財調査報告第 239 集　栃木県教育委員会・（財）栃木県文化振興事業団
　篠原祐一・亀田幸久 2009『権現山遺跡・東谷北浦遺跡』栃木県埋蔵文化財調査報告第 318 集　栃木県教育委員会・( 財 ) とちぎ生涯学習
文化財団
　清水正幸 2002『西刑部古屋原遺跡』宇都宮市埋蔵文化財調査報告第 46 集　宇都宮市教育委員会
　下野考古学研究会 1993「石川坪遺跡」『下野考古学』19　
　白﨑智隆（埋蔵文化財発掘調査支援協同組合編） 2008『砂田姥沼遺跡（Ｃ区）』宇都宮市埋蔵文化財調査報告書第 62 集　宇都宮市教育委
員会
　白﨑智隆（埋蔵文化財発掘調査支援協同組合編） 2010『西刑部西原遺跡（Ｅ区）』宇都宮市埋蔵文化財調査報告書第 76 集　宇都宮市教育
委員会
　杉浦昭博編 2001『大関台遺跡』栃木県埋蔵文化財調査報告第 251 集　栃木県教育委員会・（財）とちぎ生涯学習文化財団
　鈴木正博 1991「栃木『先史土器』研究の課題」『古代』第 91 号　早稲田大学考古学会　
　芹澤清八 1993『砂田Ａ遺跡』栃木県埋蔵文化財調査報告第 132 集　栃木県教育委員会
　芹澤清八 2003「大曲北遺跡出土尖頭器の再評価」『栃木県考古学会誌』24　栃木県考古学会　
　高野浩之・戸部孝一・深谷昇・平岡和夫 2004『磯岡遺跡』上三川町埋蔵文化財調査報告第 29 集　都市基盤整備公団・上三川町教育委員
会・山武考古学研究所
　田代　寛 1968『鉢木遺跡の袋状土壙』塩谷郷土史館研究報告第２集　氏家（栃木県塩谷郡）
　田代己佳 1996『宮の内Ａ遺跡・宮の内Ｂ遺跡』栃木県埋蔵文化財調査報告第 175 集　栃木県教育委員会・（財）栃木県文化振興事業団
　塚原孝一編 1999『東谷・中島地区遺跡群　No.1　磯岡遺跡（Ｉ区）』栃木県埋蔵文化財調査報告第 229 集　栃木県教育委員会・( 財 ) 栃
木県文化振興事業団
　常川秀夫・山野井清人 1978『猿山Ａ遺跡』栃木県埋蔵文化財調査報告第 24 集（原本では第 20 集と記載）　栃木県教育委員会
　津野　仁 2005『東谷・中島地区遺跡群６　磯岡遺跡（２〜７区）』栃木県埋蔵文化財調査報告第 292 集　栃木県教育委員会・（財）とち
ぎ生涯学習文化財団
　津野　仁・篠原浩恵・今平昌子 2007『東谷・中島地区遺跡群８　砂田遺跡（４〜６・18・19・23・24 区）』栃木県埋蔵文化財調査報告
第 305 集　栃木県教育委員会・（財）とちぎ生涯学習文化財団
　寺内武夫・篠崎善之助 1939a「下野中原遺跡調査概報－第一回－」『考古学』10-10　東京考古学会 
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　寺内武夫・篠崎善之助 1939b「下野中原遺跡調査概報－第二回－」『考古学』10-11　東京考古学会
　栃木県教育委員会事務局文化課 1988『栃木県埋蔵文化財保護行政年報 〔昭和 62 年度〕』栃木県埋蔵文化財調査報告第 99 集
　栃木県文化振興事業団埋蔵文化財センター 1997『埋蔵文化財センター年報』第７号（平成９年度）
　栃木県文化振興事業団埋蔵文化財センター 1999『埋蔵文化財センター年報』第９号（平成 11 年度）
　栃木県立なす風土記の丘資料館 1999『栃木の遺跡』第７回企画展図録　小川（栃木県那須郡）p.45
　とちぎ生涯学習文化財団埋蔵文化財センター 2000『埋蔵文化財センター年報』第 10 号（平成 12 年度版）
　とちぎ生涯学習文化財団埋蔵文化財センター 2001『埋蔵文化財センター年報』第 11 号（平成 13 年度版）
　とちぎ生涯学習文化財団埋蔵文化財センター 2002『埋蔵文化財センター年報』第 12 号（平成 14 年度版）
　とちぎ生涯学習文化財団埋蔵文化財センター 2003『埋蔵文化財センター年報』第 13 号（平成 15 年度版）
　とちぎ生涯学習文化財団埋蔵文化財センター 2004『埋蔵文化財センター年報』第 14 号（平成 16 年度版）
　とちぎ生涯学習文化財団埋蔵文化財センター 2005a『埋蔵文化財センター年報』第 15 号（平成 17 年度版）
　とちぎ生涯学習文化財団埋蔵文化財センター 2005b「中島笹塚遺跡と磯岡北遺跡」『栃木県埋蔵文化財センターだより　やまかいどう』
No.39　栃木県教育委員会 
　とちぎ生涯学習文化財団埋蔵文化財センター 2006a『埋蔵文化財センター年報』第 16 号（平成 18 年度版）
　とちぎ生涯学習文化財団埋蔵文化財センター 2006b「砂田姥沼遺跡３区」『栃木県埋蔵文化財センターだより　やまかいどう』No.41　栃
木県教育委員会
　とちぎ生涯学習文化財団埋蔵文化財センター 2007『埋蔵文化財センター年報』第 17 号（平成 19 年度版）
　富川　努 2004『本村遺跡（弥生・古墳編）』宇都宮市埋蔵文化財調査報告第 49 集　宇都宮市教育委員会
　中村享史 2004『東谷・中島地区遺跡群４　琴平塚古墳群』栃木県埋蔵文化財調査報告第 283 集　栃木県教育委員会・（財）とちぎ生涯学
習文化財団
　中山　晋 1996『砂田東遺跡・上横田Ａ遺跡』栃木県埋蔵文化財調査報告第 176 集　栃木県教育委員会・（財）栃木県文化振興事業団
　中山哲也・井　博幸・三輪孝幸（日本窯業史研究所編） 2005『西赤堀狐塚古墳第２次調査報告』上三川町埋蔵文化財調査報告第 30 集　
上三川町教育委員会
　中山哲也・青木健二・倉田有子（日本窯業史研究所編） 2005『砂田遺跡』宇都宮市埋蔵文化財調査報告第 54 集　宇都宮市教育委員会
　名取昌昭・武藤健三・五十嵐利勝 1994「宇都宮市二軒屋遺跡第二次調査報告」『下野考古学』21　下野考古学研究会　
　名取昌昭・武藤健三・五十嵐利勝 1996「雀宮周辺の分布調査 ６」『下野考古学』24　下野考古学研究会　
　名取昌昭・武藤健三・五十嵐利勝 1998「雀宮周辺の分布調査　補足編」『下野考古学』26　宇都宮
　橋本澄朗・谷中隆 2001「『東谷古墳群』と権現山遺跡・百目鬼遺跡」『権現山遺跡・百目鬼遺跡』栃木県埋蔵文化財調査報告第 257 集　
栃木県教育委員会・（財）とちぎ生涯学習文化財団
　橋本澄朗 2002「大谷磨崖仏造像の歴史的背景について」『研究紀要』10　（財）とちぎ生涯学習文化財団埋蔵文化財センター 
　土生朗治・宮田和男・越智徹・大塚雅之（山武考古学研究所編） 2007a『西刑部西原遺跡』宇都宮市埋蔵文化財調査報告第 59 集　宇都宮
市教育委員会
　土生朗治・宮田和男・越智徹・大塚雅之（山武考古学研究所編） 2007b『砂田姥沼遺跡』宇都宮市埋蔵文化財調査報告第 60 集　宇都宮市
教育委員会
　土生朗治・越智徹・富川努 2008『中島笹塚遺跡（Ａ区）』宇都宮市埋蔵文化財調査報告第 63 集　山武考古学研究所・宇都宮市教育委員会
　深谷昇・梁木誠・田熊清彦 2003『上神主・茂原官衙遺跡』上三川町埋蔵文化財調査報告第 27 集・宇都宮市埋蔵文化財調査報告第 47 集
　上三川町教育委員会・宇都宮市教育委員会
　藤田直也・田代隆 2002『東谷・中島地区遺跡群 2 砂田遺跡（1 区・2 区・3 区）』栃木県埋蔵文化財調査報告第 265 集　栃木県教育委
員会・（財）とちぎ生涯学習文化財団
　藤田直也 2003『東谷・中島地区遺跡群３　推定東山道関連地区』栃木県埋蔵文化財調査報告第 274 集　栃木県教育委員会・（財）とちぎ
生涯学習文化財団
　藤田典夫・安藤美保編 2000『杉村・磯岡・磯岡北』栃木県埋蔵文化財調査報告第 241 集　栃木県教育委員会・( 財 ) 栃木県文化振興事
業団
　前澤輝政 1976『西赤堀遺跡』上三川町教育委員会
　前澤輝政 1979「原始・古代編」上三川町史編さん委員会編『上三川町史』資料編　原始・古代・中世　
　増渕純子・簗島佐知子 1985「宇都宮市茂原町愛宕塚東遺跡採集の弥生土器」『峰考古』第 5 号　宇都宮大学考古学研究会 
　水野順敏・河野一也・栗田欣行（日本窯業史研究所編） 2005『立野遺跡（Ａ地区）』宇都宮市埋蔵文化財調査報告第 55 集　宇都宮市教
育委員会
　水野順敏・柏﨑広伸・井　博幸・三辻利一・三輪孝幸（日本窯業史研究所編） 2007『本村古墳群・本村遺跡』宇都宮市埋蔵文化財調査報
告第 58 集　宇都宮市教育委員会
　水野順敏・柏﨑広伸（日本窯業史研究所編） 2008a『砂田姥沼遺跡（Ｄ区）』宇都宮市埋蔵文化財調査報告書第 67 集　宇都宮市教育委員会
　水野順敏・柏﨑広伸 2008b『みずほの台遺跡群（根本西台古墳群第２次・瑞穂野団地遺跡東地区）』宇都宮市埋蔵文化財調査報告書第 68
集　宇都宮市教育委員会
　水野順敏・柏﨑広伸 2008c『みずほの台遺跡群 II（根本西台古墳群第３次・西刑部上原遺跡）』宇都宮市埋蔵文化財調査報告第 69 集　宇
都宮市教育委員会
　森嶋秀一 2004「204. 上三川町・宇都宮市上神主・茂原官衙遺跡出土の大型尖頭器」『Aesculus』No.22　 Aesculus 同人（栃木県石器時代
研究会）　
　安永真一 2001『上神主・茂原　茂原向原　北原東』栃木県埋蔵文化財調査報告第 256 集　栃木県教育委員会・（財）とちぎ生涯学習文化
財団
　谷中隆・大島美智子編 2001『権現山遺跡・百目鬼遺跡』栃木県埋蔵文化財調査報告第 257 集　栃木県教育委員会・（財）とちぎ生涯学習
文化財団
　梁木誠 1984『鶴舞塚古墳』宇都宮市埋蔵文化財調査報告第 13 集　宇都宮市教育委員会
　梁木誠・今平利幸 1995『久部愛宕塚古墳・谷口山古墳・御蔵山古墳』宇都宮市埋蔵文化財調査報告第 37 集　宇都宮市教育委員会
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第３章　発見された遺構と遺物

第１節　調査の概要
　

　砂田遺跡の発掘調査は、委託側の工事計画などによって調査地区を決定し、このため調査区は１〜 42 区に

及んでいる。このうち１〜３区、４〜６・18・19・23・24 区については、すでに 2 冊の報告書が刊行され

ており、本遺跡は調査面積と発見された遺構・遺物が膨大であることから、今後の報告書刊行を 3 冊に分けて、

今回は遺跡の中央付近を南流する九十九瀬川以東の地区のうちの北西部の一部について報告する。各調査区

で発見された遺構は以下のとおりである。

 

　10 区　竪穴建物跡 12 棟、掘立柱建物跡 10 棟、ピット 85 基、土坑 56 基、周溝遺構４基、道路状遺構 2 カ所、

　　　　 溝５条

    12 区　竪穴建物跡 11 棟、土坑 30 基、溝６条

    13 区　竪穴建物跡 18 棟、掘立柱建物跡３棟、ピット 39 基、土坑 27 基、井戸１本、溝１条

    16 区　竪穴建物跡４棟、掘立柱建物跡１棟、ピット 51 基、土坑６基、周溝遺構１基

    27 区　竪穴建物跡２棟、ピット 16 基、土坑８基、性格不明遺構１基

　合 計　竪穴建物跡 47 棟、掘立柱建物跡 14 棟、ピット 191 基、土坑 127 基、井戸１本、周溝遺構５基、

　　　　 性格不明遺構１基、道路状遺構 2 ヵ所、溝 12 条

　

 　遺跡の時代では、旧石器時代の遺構は発見されていないが、調査区内から縄文時代の遺構・遺物が確認さ

れた。陥し穴状土坑が、10 区 2 基、12 区 6 基、13 区 2 基、16 区 1 基の合計 11 基が見つかっている。弥

生時代も遺構は発見されていないが、遺物が若干見つかっている。来年度報告分にまとめて報告する予定で

ある。

　古墳時代前期の遺構・遺物は発見されていない。竈を持たない中期から竪穴建物が確認され、古墳時代後

期から奈良時代・平安時代の遺構・遺物が主体となって確認された。後期初頭の遺構からは火山灰（Ｈｒ‐

ＦＡ）と判断される白色粒子が確認されている。
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第 10 図　砂田遺跡全体図
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第 11 図　10 区全体図
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Ⅰ　明黒褐色土　畑耕作土
Ⅱ　明黒褐色土

１　暗褐色土　ローム粒子・白色粒子 ( 火山灰か) 若干　
しまりあり
２　暗褐色土　白色土粒子微量　ローム粒子若干　しま
りあり
３　暗褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック・白色
粒子若干　しまりあり
４　暗褐色土　ローム粒子微量　白色粒子・赤色粒子微
量　ロームブロック若干　しまりあり
５　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック・炭化物微
量　白色粒子若干　しまりあり
６　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック・炭化物微
量　しまりあり

７　明黒褐色土　ローム粒子・炭化物微量　しまりあり
８　暗褐色土　ローム粒子少量　炭化物若干　しまりや
やあり
９　暗褐色土　ローム粒子若干　しまりあり
10　暗黄褐色土　ローム粒子多量　しまりややあり
11　暗褐色土　ローム粒子少量（9層より多い）　しまり
あり　
12   暗灰黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック・砂質
土粒子少量　砂質土ブロック微量　しまりあり
13　暗黄褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック少量
しまりあり
14　暗黄褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック微量
しまりあり（貼床）
15　暗黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック普通　し
まりあり（貼床）

第 12 図　10 区ＳＩ - １　実測図 ･出土遺物実測図

第３表　10 区竪穴建物跡　計測表

第２節　10 区の遺構と遺物

　本区では竪穴建物跡 12 棟、掘立柱建物跡 10 棟、ピット 85 基、土坑 56 基、周溝遺構 4 基、道路状遺構 2 ヵ

所、溝 5 条が確認された。

１. 竪穴建物跡

遺構番号

第3表　10区竪穴建物跡一覧表

位置 主軸 平面形状 東西（m） 南北（m） 深さ（m） ピット 炉 カマド 貯蔵穴 壁溝 間仕切溝 重複関係
Ｎ-    3 -゚Ｅ
Ｎ-    7 -゚Ｅ
Ｎ-    7 -゚Ｅ
Ｎ-  13 -゚Ｅ
Ｎ-０゜

Ｎ-  12 -゚W

Ｎ-    1 -゚Ｅ

Ｎ-  40 -゚W

Ｎ-    5 -゚Ｅ

Ｎ-  20 -゚Ｗ

Ｎ-    1 -゚Ｅ
Ｎ-  14 -゚Ｅ

Ｎ-    5 -゚Ｗ

SI-１
SI-2A
SI-2B
SI-3
SI-4

SI-6

SI-7

SI-9

SI-10

SI-11

SI-12
SI-43

SI-65

128.0-13.0
127.5-14.0
127.5-14.0
127.0-13.0
127.0-13.0

127.5-13.0

127.5-12.5

128.0-12.5

127.5-13.0

128.0-11.5

127.5-10.5
127.5-10.5

128.0-12.0

SB-30とは不明。
SK-33より新。
SK-33より新。
なし。
SI-6より新。
SI-4･SD-15･SK-23より
古。SK-81・P-98･99･
100より新。
SD-15・60より古。P-53
より新。P-49・51・52・
91とは不明。
SB-5より古。
SK-19･20･34・SF-13
より古。
SK-66･68より古。SK-67
より新。
SB-82より古。
SD-45より古。
SD-14･45・47より古。
SB-72とは不明。

0.42
0.24
不明
0.30
0.71

0.70

0.60

0.64

0.85

0.10

0.32
0.45

0.56

［2.12］
7.60
7.20
［1.76］
［4.60］

［6.40］

［2.70］

5.80

4.84

5.55

3.50
3.42

4.57

3.95
7.74
7.10
3.60
7.50

7.20

6.75

5.85

4.02

5.85

3.55
3.57

［4.52］

方形
方形
方形
方形
方形

方形

方形

方形

方形

方形

方形
不整形

方形

2
6
4
2
12

4

4

6

1

無

無
2

5

不明
無
無
無
無

有

無

有

無

無

無
無

無

不明
有
無
有
2

不明

有

無

有

無

有
無

有

不明
有
有
無
無

無

無

有

無

有

無
無

不明

有
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有
無
有

無

有

有

無

無

無
無

無

無
5
無
無
無

無

無

2

無
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無
無

無
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0 5cm1：2
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0 2m1：80
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10 区ＳＩ - １（第 12 図、第３・４表、図版一）

　位置　調査区の北東、台地の平坦面上に立地し、128.0-13.0 グリッドに位置している。　重複関係　

SB-30 とは不明である。　平面形状・規模　北部は調査区外のため、東西 3.95 ｍ、南北の残存部は 2.12 ｍ

の方形。残存面積は約 8.37 ㎡である。確認面からの深さは東壁 40cm、西壁 42 ㎝、南壁 13 ㎝である。壁

は床面から外傾しながら立ち上がる。　方向　南北の中軸線は北方向、Ｎ - ３ -゚ Ｅである。　覆土　11 層

に分層可能で、自然埋没である。中央付近の覆土上面に含まれる白色粒子は火山灰（FA）の可能性が推測さ

れる。3 〜 6 層はロームブロックを含み、埋め戻しの可能性が高い。　柱穴　２本が確認され、2 本とも主柱

穴とみられる。Ｐ１は長軸 22 ㎝、短軸 21 ㎝、深さは 44 ㎝、Ｐ２は長軸 24 ㎝、短軸 20 ㎝、深さは 56 ㎝

である。Ｐ１とＰ２は柱痕らしき痕跡が残っていた。Ｐ１ではローム質の土による裏込めも確認され、掘方

は方形である。　床面　ほぼ平坦である。硬化部分はない。貼床は 2 層に分層される。四隅を掘り込むタイ

プである。　遺物の出土状況　ほとんど出土しない。　出土遺物　図示できた遺物は 1 点である。1 の底部

はヘラケズリで整形され、混入物の粒子が動いた痕跡が顕著である。

10 区ＳＩ - ２（第 13 ～ 16 図、第３・５表、図版一・二・五四 ･六四）

　位置　調査区の南東、台地の平坦面上に立地し、127.5-14.0 グリッドに位置している。　重複関係　

SK-33より新しい。壁溝や間仕切りの状況などから確実にa期とb期の2時期が確認されている。南西コーナー

の掘方からの状況から、もう一時期の存在が想定される。

ａ期　

　平面形状・規模　東西 7.74 ｍ、南北 7.60 ｍの方形か。面積は約 58.82 ㎡である。確認面からの深さは東

壁 14 ㎝、西壁 20 ㎝、南壁 24 ㎝、北壁 20 ㎝である。壁は床面から外傾して立ち上がる。　方向　南北の

中軸線は北西方向、Ｎ -７ -゚Eである。　覆土　28層に分層可能である。自然埋没か。　カマド　北壁中央に、

暗灰褐色粘土と褐色粘土で構築される。16・17・18 層でソデを作る。22 層上面が火床、8・10・12 層は天

井崩落土。煙道の掘方は舟首状である。　貯蔵穴　張り出しピットであり、南壁中央に位置する。覆土は 14

層で自然埋没か。長軸 76 ㎝、短軸 56 ㎝、深さ 33 ㎝の長方形である。覆土中層より土師器の坏や甕が出土

している。　柱穴　6 本確認され、4 本主柱穴である。Ｐ１は長軸 28 ㎝、短軸 26 ㎝、深さ 97 ㎝、Ｐ２は

長軸 29 ㎝、短軸 27 ㎝、深さ 18 ㎝、Ｐ 3 は長軸 58 ㎝、短軸 54 ㎝、深さ 55 ㎝、Ｐ 4 は長軸 77 ㎝、短軸

55 ㎝、深さ 57 ㎝、Ｐ 5 は長軸 59 ㎝、短軸 50 ㎝、深さ 52 ㎝、Ｐ 6 は長軸 70 ㎝、短軸 49 ㎝、深さ 58 ㎝

である。Ｐ６は入り口ピットになる可能性も推測される。　床面　若干の凹凸がみられる。　壁溝　断面は

U 字状で、幅 17 〜 45cm、深さ 5 〜 9cm。　間仕切り溝　いずれも東西方向で、D １は長軸 113 ㎝、短軸

17 ㎝、深さは３㎝、D ２は長軸 149 ㎝、短軸 33 ㎝、深さは３㎝、D ３は長軸 104 ㎝、短軸 15 ㎝、深さは

10 ㎝、D4 は長軸 138 ㎝、短軸 20 ㎝、深さは３㎝、D5 は長軸 119 ㎝、短軸 28 ㎝、深さは６㎝である。　

遺物の出土状況　覆土中層より上層からの出土が多く認められる。北西部に土師器の坏、中央やや南壁寄り

に礫、北壁中央に甕の細片が集中して出土している。3 〜５は床面からの出土である。北東区からはガラス小

玉が出土。　出土遺物　1はカマドの脇から出土した。赤い。1と2は放射状のミガキが底部内面に施される。

第４表　10 区ＳＩ - １　出土遺物観察表
図版No

第4表　10区SI-1出土遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記 備考・産地

112 土師器
甕

口　-
底　（7.0）
高　［1.9］

外面　10YR4/2
灰黄褐
内面　10YR5/3
にぶい黄褐

砂粒多量 
黒色粒子少
量　礫・赤
色粒子微量

良好 底部外面　ヘラケズリ　
底部内面　ナデ

底部35%
残存

南東部
南西
床上9cm

SI-1№1被熱
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第 13 図　10 区ＳＩ - ２　実測図（1）

土器
細片

0 2m1：80
L=87.800m

10 区ＳＩ-２　
１　暗褐色土　白色粒子多量 ( 上層に )　ローム粒子・焼
土粒子微量　しまり非常にあり　硬い　粘性あり　
２　黒褐色土　白色粒子少量　ローム粒子微量　しまり
あり　やや硬い　粘性あり
３　暗黄褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック少量
白色粒子微量　しまりあり　硬い　粘性ややあり
４　暗褐色土　ローム粒子・白色粒子少量　焼土粒子若
干　しまりあり　やや硬い　粘性あり　
５　明黒褐色土　ローム粒子・白色粒子少量　しまりあ
り　硬い　粘性あり　

６　暗褐色土　ローム粒子多量　白色粒子少量　焼土粒
子若干　しまりあり　やや硬い
７　暗黄褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック微量
焼土粒子若干　やややわらかい　粘性あり　
８　黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量　しまり
あり
９　暗褐色土　ローム粒子少量　しまりあり　
10　褐色土　ローム粒子少量　白色粒子含む　しまりあ
り　硬い　粘性あり　
11　暗褐色土　白色粒子少量　ローム粒子微量　しまり
あり　硬い　粘性あり

12　暗褐色土　ローム粒子・白色粒子少量　しまりあ
り　やや硬い　粘性あり
13　黒褐色土　ローム粒子・白色粒子微量　しまりあ
り　硬い　粘性あり
14　暗褐色土　ローム粒子・白色粒子多量　焼土粒子
微量　炭化物含む　しまりあり　やや硬い　粘性あり
15　黒褐色土　焼土ブロック多量　ローム粒子少量　
しまりあり　やや硬い　粘性あり　
16　暗黄褐色土　ローム粒子多量　焼土粒子微量　し
まりあり　硬い　粘性あり
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第 14 図　10 区ＳＩ - ２　実測図（2）

b 期

P4

P3
P2

P5

P1

P2 P3

P4

SK-33

SK-33

P5

c 期

P1

0 2m1：80
L=87.800m

17　暗褐色土　焼土粒子多量　ローム粒子少量
しまりあり　やや硬い　粘性あり　
18　黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック多
量　焼土粒子少量　しまりあり　硬い　粘性あ
り
19　黒褐色土　ローム粒子・ロームブロック少
量　白色粒子微量　焼土粒子若干　しまりあり
やや硬い　粘性あり
20　褐色土　白色粒子少量　ローム粒子微量　
しまりあり　硬い　粘性ややあり
21　黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック多
量　焼土粒子・白色粒子若干　しまりややあり
やや硬い　粘性あり
22　暗黄褐色土　ローム粒子多量　しまりあり
やや硬い　粘性あり
23　黄褐色土　ローム粒子多量（粘土質）　し
まりあり　やや硬い　粘性あり　
24　褐色土　ローム粒子少量　しまりあり　硬
い　粘性あり　
25　暗褐色土　ローム粒子多量　しまりあり　
やや硬い　粘性あり　
26　暗黄褐色土　ローム粒子多量　しまりあり
やや硬い　粘性あり　
27　黄褐色土　　ローム粒子多量　ロームブロ
ック少量　焼土粒子若干　黒色土含む　しまり
あり　やや硬い　粘性あり　
28　暗褐色土　ローム粒子若干　やややわらか
い　粘性あり　
29　灰褐色土　ローム粒子・ロームブロック多
量　白色粒子微量　しまりあり　硬い　粘性あ
り　
30　黄褐色土　ローム主体層　しまりあり　や
や硬い　粘性あり　
31　暗褐色土　ローム粒子多量　ロームブロッ
ク普通　IP 粒子若干　しまりあり　硬い　粘性
あり
32　褐色土　褐色粘土多量　ローム粒子微量　
しまりあり　やや硬い　粘性あり
33　暗黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック
多量　しまりあり　硬い　粘性あり　
34　褐色土　ローム粒子・白色粒子少量　しま
りあり　硬い　粘性ややあり　
35　暗黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック
多量　焼土粒子・白色粒子微量　しまりあり　
硬い　粘性ややあり
36　暗黄褐色土　ローム粒子多量　白色粒子微
量　しまりあり　やや硬い　粘性あり　
37　暗黄褐色土　ローム粒子多量　焼土粒子少
量　しまりあり　やや硬い　粘性あり
38　黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック多
量　IP 粒子若干　非常に硬い　粘性ややあり
39　暗褐色土　ローム粒子（上層）・ロームブ
ロック（下層）少量　白色粒子微量　しまりあ
り　硬い　粘性あり　
40　暗灰褐色土　暗灰褐色粘土層　ローム粒子
多量　焼土粒子・白色粒子微量　しまり非常に
あり　硬い　粘性あり
41　暗黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック
多量　IP 粒子・白色粒子微量　しまりあり　硬
い　粘性あり
42　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック少
量　白色粒子微量　しまりあり　硬い　粘性あ
り
43　黒褐色土　ローム粒子・褐色粘土少量　し
まりあり　硬い　粘性あり　
44　黄褐色土　ローム主体　IP 粒子微量　しま
りあり　硬い　粘性あり　
45　暗褐色土　ローム粒子少量　しまりあり　
硬い　粘性あり
46　暗黄褐色土　ローム粒子多量　ロームブロ
ック少量　やややわらかい　粘性あり
47　黄褐色土　ロームブロック多量　しまりあ
り　やや硬い　粘性あり
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第 15 図　10 区ＳＩ - ２　実測図（3）･出土遺物実測図（1）
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10 区ＳＩ-2　カマド　
１　黒褐色土　ローム粒子・白色粒子少量　焼土粒子微量
しまりあり　硬い　粘性ややあり
２　黒褐色土　焼土粒子少量　ローム粒子・焼土ブロック・
炭化物微量　しまりあり　硬い　粘性あり
３　暗褐色土　ローム粒子・焼土粒子・暗灰褐色粘土・白
色粒子微量　しまりあり　やや硬い　粘性あり　
４　暗褐色土　ローム粒子普通　白色粒子少量　焼土粒子・
焼土ブロック微量　しまりあり　硬い　粘性あり　
５　明黒褐色土　ローム粒子多量　焼土粒子・焼土ブロッ
ク少量　褐色粘土含む　しまりあり　硬い　粘性あり
６　暗褐色土　ローム粒子・焼土粒子・粘土少量　しまり
あり　硬い　粘性あり（ソデの流出土）
７　暗灰褐色土　暗灰褐色粘土主体　焼土粒子少量　ロー
ム粒子微量　しまりあり　やや硬い　粘性あり（ソデ・天
井の流出土）
８　暗褐色土　ローム粒子・炭化物少量　焼土粒子微量　
しまりあり　硬い　粘性あり（天井崩落土）
９　明黒褐色土　粘土多量　焼土粒子・焼土ブロック少量
ローム粒子微量　しまりあり　硬い　粘性あり（天井崩落
土）
10　赤褐色土　焼土ブロック多量　ローム粒子微量　しま
りあり　やや硬い　粘性ややあり　（天井崩落土）
11　黒褐色土　ローム粒子・焼土粒子・焼土ブロック少量
しまりあり　やや硬い　粘性あり（流入土）
12　明黒褐色土　焼土粒子・焼土ブロック多量　炭化物少
量　ローム粒子微量　しまりややあり　硬い　粘性あり
（天井崩落土）
13　暗黒褐色土　ローム粒子・焼土粒子少量　炭化物（下
層）　しまりあり　硬い　粘性あり（流入土）
14　黒褐色土　炭化物と灰の層　焼土粒子微量　炭化物含
む　粘性あり
15　暗赤褐色土　暗赤褐色粘土主体　焼土粒子・焼土ブロッ
ク多量　しまりあり　硬い　粘性あり ( ソデ )
16　褐色土　褐色粘土主体　ローム粒子・焼土粒子・白色
粒子少量　しまりあり　硬い　粘性あり ( ソデ )
17　暗灰褐色土　暗灰褐色粘土主体　ローム粒子・焼土粒
子微量　しまりあり　硬い　粘性あり ( ソデ )
18　暗褐色土　暗褐色粘土主体　ローム粒子・焼土粒子・
焼土ブロック少量　しまりあり　硬い　粘性あり ( ソデ )
19　暗灰褐色土　暗灰褐色粘土主体　ロームブロック少量
焼土粒子微量　しまりあり　硬い　粘性あり
20　暗褐色土　白色粒子多量　ローム粒子・粘土少量　焼
土粒子微量　しまり非常にあり　硬い　粘性あり
21　暗黄褐色土　暗黄褐色粘土主体　ローム粒子・焼土粒
子・焼土ブロック少量　白色粒子微量　しまりあり　硬い
粘性あり　
22　暗灰褐色土　暗灰褐色粘土主体　ローム粒子・焼土粒
子多量　白色粒子少量　しまり非常にあり　硬い　粘性あ
り　　
23　暗黄褐色土　ローム粒子多量　白色粒子微量　IP 粒子
若干　しまりあり　硬い　粘性あり
24　黄褐色土　ローム主体　しまりややあり　やや硬い　
粘性あり ( 貼床）
25　暗黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　白色
粒子少量　IP 粒子若干　しまりあり　硬い　粘性ややあり
（貼床）
26　暗黄褐色土　ローム粒子多量　IP 粒子少量　しまりや
やあり　やや硬い　粘性あり（貼床）

1

○・○は（S=1/4）

0 5cm1：2

0 3cm2：3

0 20cm1：5
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第 16 図　10 区ＳＩ - ２　出土遺物実測図（2）
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第5表　10区SI-2出土遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記

1 土師器
坏

口　（15.3）
底 　-
高　［5.0］

外面　2.5YR4/6
赤褐
内面　2.5YR4/4
にぶい赤褐

砂粒少量 良好 口縁部外面　ヨコナデ　
胴～底部外面　ヘラケ
ズリ　口縁部内面　ヨ
コ方向のミガキ　胴～
底部内面　ミガキ

口縁～底
部50%残
存

カマド際
床上3cm

SI-2№47・
覆土南西
区・SD-14
埋土

2 口縁部　ヨコナデ　
胴～底部外面　ヘラケ
ズリ　胴～底部内面　
ミガキ

土師器
坏

口　（13.8）
底　 -
高　［4.0］

外面　10YR3/1
暗赤灰
内面　10YR3/1
暗赤灰

内外面　
漆仕上げ

良好 口縁～底
部65%残
存

北西部
北西
床上20cm

SI-2№30・
31・33・
北西区埋
土中

口縁部外面　ヨコナデ　
胴部外面　ヘラケズリ
か　口縁～胴部内面　
ヘラミガキ

3 土師器
坏

口　（14.0）
底　-
高　［4.4］

外面　10YR4/1
赤灰
内面　N3/0　
暗灰

砂粒少量

砂粒少量　
白色粒子・
赤色粒子
微量

良好 口縁～体
部一部残
存

北西部北
隅
床上直上

SI-2№42

口縁部外面　ヨコナデ　
胴部外面　ヘラケズリ
か　口縁～胴部内面　
ミガキ

4 土師器
坏

口　（17.0）
底　-
高　［3.6］

外面　10YR3/1
黒褐
内面　10YR3/1
黒褐

砂粒多量 良好 口縁～体
部一部残
存

貯蔵穴内
底面
床上直上

SI-2№54

口縁～胴部　ミガキ5 土師器
坏

口　（16.3）
底　-
高　［3.7］

外面　N3/0  暗灰
内面　N3/0  暗灰

砂粒多量 良好 口縁～体
部一部残
存

北西部北
隅
床上直上

SI-2№41

4孔か　
面取り

6 須恵器
高坏

口　-
底　（11.8）
高　［5.7］

外面　2.5Y5/1
黄灰
内面　10YR5/1
褐灰

砂粒少量 良好 脚部一部
残存

南東部
南東
床上5cm

SI-2№89

7 須恵器
甕

厚　0.8 外面　10YR4/1
褐灰
内面　10YR4/1
褐灰

砂粒少量 良好 口縁部一
部残存

北西部
覆土中

SI-2北西
区

8 須恵器
甕

厚　0.7 外面　5G3/1
暗緑灰
内面　7.5YR4/1
褐灰

砂粒多量 
礫微量

良好 胴部一部
残存

南西部
覆土中

SI-2覆土
南西区

9 須恵器
甕

厚　0.7 外面　5Y4/1　灰
内面　10Y4/1　
灰

砂粒多量 
礫少量

良好 胴部一部
残存

南西部東
床下14cm

SI-2№95

10 須恵器
甕

高　［26.5］
径　（17.8）

外面　2.5Y5/1
黄灰
内面　2.5Y5/1
黄灰

砂粒少量 良好 胴部一部
残存

南西部東
床上25cm

SI-2№5

SI-2№50・
張出P内

11 土師器
甕

口　-
底　7.0
高　［29.0］

貯蔵穴内
上
床上20cm

12 土師器
甕

内外面　
黒色処理か

内外面　
黒色処理か

胴部外面　
剥離

口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴～底部外面　ヘ
ラケズリ　胴～底部内
面　ナデ

外面　10YR5/2
灰褐
内面　10YR5/2
灰褐

砂粒多量　
石英・黒色
粒子少量

良好 頸～底部
50%残存

胴部内外面　
脆い・荒れて
いる

SI-2№2013 編物石 長　12.84
幅　5.68
厚　4.70
重　437.5

北西部東
床上18cm

流紋岩 ほぼ完存

SI-2№1814 編物石か 長　14.42
幅　6.70
厚　4.17
重　566.74

中央部　
床上2cm

安山岩 完存

SSI-2№3

SI-2№16

15 編物石か 長　13.96
幅　5.15
厚　5.19
重　530.22

南西部東
床上12cm

流紋岩 完存

SI-2№27・
28・29・
34

口　（20.1）
底　7.3
高　30.5

北西部
北西
床上18cm

口縁部　ヨコナデ　胴
～底部外面　ヘラケズ
リ　胴～底部内面　ナ
デ

外面　7.5YR5/4
にぶい褐
内面　5YR5/6
明赤褐

砂粒多量　
礫少量

良好 口縁～底
部65%残
存

16 編物石か 長　12.43
幅　6.69
厚　3.89
重　403.78

流紋岩 裏面　摩擦
による黒化

北東部南
床上5cm

17 ガラス
小玉

鉛ガラス長　0.76
幅　0.62
厚　0.43
重　0.32

一部欠損

ほぼ完存 北西部東
床上1cm

SI-2№23

裏面　摩擦
による黒化

内外面　
黒色処理か

胴部　荒れ
ている

第５表　10 区ＳＩ -2　出土遺物観察表

1

○・○は（S=1/4）

0 5cm1：2

0 3cm2：3

0 20cm1：5

0 10cm1：3

0 10cm1：4

0 20cm1：6

0 3cm2：3

0 20cm1：5

0 10cm1：3

0 10cm1：4

0 10cm1：5

0 3cm1：1

0 20cm1：6

0 2m1：80

0 1m1：40

遺物 遺構

0 3cm1：2

10	

11	

12	
13	 14

15 17

16

13区SI-12
13

13区SI-12
14

13区SI-13
32

13区SI-13
33

13区SI-6
36

13区SI-6
37

13区SI-8
16

10区SI-2
17

12区SI-2
5

12区SI-7
32

13区SI-10
18

13区SI-12
15
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備考・産地

15

15

15

15

15

15

15

15

15

16

16

16

16

16

16

16

16

不明

不明

不明

不明

不明

図版No

第5表　10区SI-2出土遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記

1 土師器
坏

口　（15.3）
底 　-
高　［5.0］

外面　2.5YR4/6
赤褐
内面　2.5YR4/4
にぶい赤褐

砂粒少量 良好 口縁部外面　ヨコナデ　
胴～底部外面　ヘラケ
ズリ　口縁部内面　ヨ
コ方向のミガキ　胴～
底部内面　ミガキ

口縁～底
部50%残
存

カマド際
床上3cm

SI-2№47・
覆土南西
区・SD-14
埋土

2 口縁部　ヨコナデ　
胴～底部外面　ヘラケ
ズリ　胴～底部内面　
ミガキ

土師器
坏

口　（13.8）
底　 -
高　［4.0］

外面　10YR3/1
暗赤灰
内面　10YR3/1
暗赤灰

内外面　
漆仕上げ

良好 口縁～底
部65%残
存

北西部
北西
床上20cm

SI-2№30・
31・33・
北西区埋
土中

口縁部外面　ヨコナデ　
胴部外面　ヘラケズリ
か　口縁～胴部内面　
ヘラミガキ

3 土師器
坏

口　（14.0）
底　-
高　［4.4］

外面　10YR4/1
赤灰
内面　N3/0　
暗灰

砂粒少量

砂粒少量　
白色粒子・
赤色粒子
微量

良好 口縁～体
部一部残
存

北西部北
隅
床上直上

SI-2№42

口縁部外面　ヨコナデ　
胴部外面　ヘラケズリ
か　口縁～胴部内面　
ミガキ

4 土師器
坏

口　（17.0）
底　-
高　［3.6］

外面　10YR3/1
黒褐
内面　10YR3/1
黒褐

砂粒多量 良好 口縁～体
部一部残
存

貯蔵穴内
底面
床上直上

SI-2№54

口縁～胴部　ミガキ5 土師器
坏

口　（16.3）
底　-
高　［3.7］

外面　N3/0  暗灰
内面　N3/0  暗灰

砂粒多量 良好 口縁～体
部一部残
存

北西部北
隅
床上直上

SI-2№41

4孔か　
面取り

6 須恵器
高坏

口　-
底　（11.8）
高　［5.7］

外面　2.5Y5/1
黄灰
内面　10YR5/1
褐灰

砂粒少量 良好 脚部一部
残存

南東部
南東
床上5cm

SI-2№89

7 須恵器
甕

厚　0.8 外面　10YR4/1
褐灰
内面　10YR4/1
褐灰

砂粒少量 良好 口縁部一
部残存

北西部
覆土中

SI-2北西
区

8 須恵器
甕

厚　0.7 外面　5G3/1
暗緑灰
内面　7.5YR4/1
褐灰

砂粒多量 
礫微量

良好 胴部一部
残存

南西部
覆土中

SI-2覆土
南西区

9 須恵器
甕

厚　0.7 外面　5Y4/1　灰
内面　10Y4/1　
灰

砂粒多量 
礫少量

良好 胴部一部
残存

南西部東
床下14cm

SI-2№95

10 須恵器
甕

高　［26.5］
径　（17.8）

外面　2.5Y5/1
黄灰
内面　2.5Y5/1
黄灰

砂粒少量 良好 胴部一部
残存

南西部東
床上25cm

SI-2№5

SI-2№50・
張出P内

11 土師器
甕

口　-
底　7.0
高　［29.0］

貯蔵穴内
上
床上20cm

12 土師器
甕

内外面　
黒色処理か

内外面　
黒色処理か

胴部外面　
剥離

口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴～底部外面　ヘ
ラケズリ　胴～底部内
面　ナデ

外面　10YR5/2
灰褐
内面　10YR5/2
灰褐

砂粒多量　
石英・黒色
粒子少量

良好 頸～底部
50%残存

胴部内外面　
脆い・荒れて
いる

SI-2№2013 編物石 長　12.84
幅　5.68
厚　4.70
重　437.5

北西部東
床上18cm

流紋岩 ほぼ完存

SI-2№1814 編物石か 長　14.42
幅　6.70
厚　4.17
重　566.74

中央部　
床上2cm

安山岩 完存

SSI-2№3

SI-2№16

15 編物石か 長　13.96
幅　5.15
厚　5.19
重　530.22

南西部東
床上12cm

流紋岩 完存

SI-2№27・
28・29・
34

口　（20.1）
底　7.3
高　30.5

北西部
北西
床上18cm

口縁部　ヨコナデ　胴
～底部外面　ヘラケズ
リ　胴～底部内面　ナ
デ

外面　7.5YR5/4
にぶい褐
内面　5YR5/6
明赤褐

砂粒多量　
礫少量

良好 口縁～底
部65%残
存

16 編物石か 長　12.43
幅　6.69
厚　3.89
重　403.78

流紋岩 裏面　摩擦
による黒化

北東部南
床上5cm

17 ガラス
小玉

鉛ガラス長　0.76
幅　0.62
厚　0.43
重　0.32

一部欠損

ほぼ完存 北西部東
床上1cm

SI-2№23

裏面　摩擦
による黒化

内外面　
黒色処理か

胴部　荒れ
ている

2 は内外面漆仕上げ、3・4・5 は黒色処理か。黒い。６は TK-208 の高坏だが、混入と推測される。外面はカ

キメ、透かし孔の端部を面取りしている。10 の外面は擬格子叩きである。11 は器面が砂っぽく、荒れた状

態である。甕の底部はヘラケズリが多い。

ｂ期

　平面形状・規模　東西 7.1 ｍ、南北 7.2 ｍの平面は方形か。面積は約 51.12 ㎡である。確認面からの深さ

は不明である。　方向　南北の中軸線は北西方向、Ｎ - ７゜ -E である。　覆土　４層に分層可能である。　

カマド　a 期のカマドの下に貼床された状態で確認されている。　貯蔵穴　a 期の張り出しピットの北に位置

する。5層で埋め戻されている。長軸186㎝、短軸120㎝、深さ75㎝の楕円形である。　柱穴　a期と同じか。

床面　セクションからは凹凸がみられる。　壁溝　断面は逆台形で、幅 15 〜 25m、深さ 12cm。全周する。

　その他　貯蔵穴の北側に馬蹄形状の高まりが確認できた。　遺物の出土状況　不明である。
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第 17 図　10 区ＳＩ - ３　実測図

10 区ＳＩ - ３（第 17・18 図、第３・６表、図版二・三 ･五四 ･ 六四）

　位置　調査区の南、台地の平坦面上に立地し、127.0-13.0 グリッドに位置している。　平面形状・規模　

南部は調査区外のため、東西 3.60 ｍ、南北の残存部は 1.76 ｍの方形か。残存面積は約 6.34 ㎡である。確認

面からの深さは東壁 30cm、西壁 29 ㎝、北壁 25 ㎝である。壁は床面から外傾しながら立ち上がる。　方向

　南北の中軸線は北方向、Ｎ -13 ゜ - Ｅである。　覆土　４層に分層可能で、自然埋没である。　カマド　北

壁中央に、黄褐色粘土で構築されている。21・22 層がソデ。23 層上面が火床、7・8・10 層は天井崩落土。

煙道の掘方はＵ字状である。ソデの内面はよく焼けている。天井部はソデより白っぽい灰褐色粘土で作られ

ていた。支脚は土師器の坏を粘土で固定している。その上に甕の底部が載っていた。　柱穴　主柱穴は確認

されていない。Ｐ１は長軸 72 ㎝、短軸 60 ㎝、深さ 23 ㎝、Ｐ２は長軸 28 ㎝、短軸 25 ㎝、深さ 34 ㎝である。
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0 1m1：40
L=88.200m

10 区ＳＩ-３　 
Ⅰ　明黒褐色土　畑耕作土　
Ⅱ　黒褐色土　撹乱
Ⅲ　暗褐色土

１　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック・IP ブロッ
ク微量　硬い　粘性あり
２　黒褐色土　ローム粒子・ロームブロック・IP 粒子微
量　やわらかい　粘性あり
３　黒色土　ローム粒子少量（ブロック状）　IP ブロック
微量　やわらかい　粘性あり　
４　褐色土　ローム粒子多量　焼土粒子少量　やわらか
い
５　黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　IP 粒
子若干　硬い　粘性あり ( 貼床 )

10 区ＳＩ-３　カマド　
１　暗褐色土　焼土粒子微量　ローム粒子・炭化物若干
しまりあり　やや硬い　粘性あり　
２　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック・IP 粒子ブ
ロック微量　硬い  粘性あり
３　黒褐色土　ローム粒子・ロームブロック・IP 粒子微
量　やわらかい　粘性あり

４　褐色土　暗黄褐色粘土多量　ローム粒子・炭化物・
焼土粒子微量　やわらかい　粘性あり　
５　褐色土　ローム粒子多量　焼土粒子少量　やわらか
い
６　暗赤褐色土　焼土粒子多量　焼土ブロック微量　し
まりあり　やややわらかい　粘性あり
７　暗褐色土　明黄褐色土多量　しまりややあり　やや
硬い　粘性あり（天井崩落土）
８　暗褐色土　明赤褐色土多量　焼土粒子・焼土ブロッ
ク・明黄褐色粘土粒子・明黄褐色粘土ブロック少量　し
まりあり　やや硬い　粘性あり（天井崩落土）
９　暗赤褐色土　焼土粒子主体　明赤褐色土・焼土粒子
・焼土ブロック多量　しまり欠ける　やややわらかい　
粘性あり
10　暗褐色土　明黄褐色粘土ブロック・焼土粒子・焼土
ブロック多量　ローム粒子・明赤褐色粘土粒子微量　し
まり欠ける　やややわらかい ( 天井崩落土 )
11　赤褐色土　焼土粒子多量　ローム粒子・明黄褐色粘
土ブロック微量　底面付近に黒色土含む　しまりややあ
り　やや硬い ( 天井内面の崩落土 )
12   暗黄褐色土　暗黄褐色粘土層　焼土ブロック少量　
ローム粒子・黒色土微量　やわらかい　粘性あり
（14層が焼けた状態か）

13　明褐色土　焼土粒子微量　明褐色粘土ブロック含む
14　暗黄褐色土　焼土粒子少量　赤褐色粘土粒子・炭化
物微量　やわらかい　粘性あり
15   明黄褐色土　明黄褐色粘土層　やや砂質　やや硬い
粘性あり　
16　褐色土　焼土粒子・黒色土少量　ローム粒子・炭化
物微量　やわらかい　粘性あり
17　赤褐色土　焼土粒子多量　焼土ブロック少量　しま
りあり　やややわらかい　粘性あり ( 煙道天井部内面 )
18　褐色土　焼土粒子少量　やわらかい　粘性あり（煙
道床部）
19　赤褐色土　黒色土微量
20　赤褐色土　（21層が焼けた状態）
21　明黄褐色土　明黄褐色粘土層　やや砂質　やや硬い
粘性あり ( ソデ )
22　黄褐色土　黄褐色粘土　ローム粒子・ロームブロッ
ク・焼土ブロック・黒色土少量　明赤褐色粒子微量　や
わらかい　粘性あり ( ソデ )　
23　黒色土　ローム粒子・黄褐色粘土粒子微量　やわら
かい　粘性あり
24　黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　IP 粒
子若干　硬い　粘性あり ( 貼床 )

0 2m1：80
L=88.200m

1 4
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　床面　ほぼ平坦である。カマドの前面はやや硬くなっている。貼床は１層である。四隅を掘り込むタイプ

である。　遺物の出土状況　ほとんどがカマド周辺よりの出土である。　出土遺物　１の坏の底部内面には

黒色物が斑状に付着する。鉄分か。３の坩は胴部から底部にかけて漆仕上げを施している。５は器種不明の

鉄製品である。

10 区ＳＩ - ４（第 19 ～ 22 図、第３・７表、図版三 ･五四）

　位置　調査区の中央南寄り、台地の平坦面上に立地し、127.0-13.0 グリッドに位置している。　平面形状・

規模　南部は調査区外のため、東西 7.5 ｍ、南北の残存部は 4.6 ｍの方形か。残存面積は約 34.5 ㎡である。

確認面からの深さは東壁 69cm、西壁 71 ㎝、北壁 64 ㎝である。壁は床面からほぼ垂直に立ち上がる。　方

向　南北の中軸線は北方向、Ｎ - ０゜である。　覆土　18 層に分層可能で、自然埋没である。　カマド　北

壁に 2 時期のカマドが構築されている。a 期のカマドは左ソデの芯材に凝灰岩を使用。14 〜 19 層でソデを

作る。20 層上面が火床、６・７層は天井崩落土、10・11 層は天井内面の崩落土と推測される。煙道の底面

に粘土を貼っている。煙道の掘方は舟首状、壁はなだらかに立ち上がる。ｂ期のカマドは a 期カマドの東側

第 18 図　10 区ＳＩ - ３　出土遺物実測図

第６表　10 区ＳＩ - ３　出土遺物観察表
備考・産地図版No

第6表10区SI-3出土遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記

118

18

18

18

18

土師器
坏

口　14.5
底　-
高　5.3

外面　7.5YR5/4
にぶい褐
内面　7.5YR5/4
にぶい褐

砂粒多量　
黒色粒子・
赤色粒子
微量

良好 口縁部外面　ヨコナデ　
胴～底部外面　ヘラケ
ズリ　口縁部内面　ヨ
コナデ後ミガキ　胴～
底部内面　ナデ後ミガキ

ほぼ完形 カマド内
中
床上2cm

SI-3№14・
K18

底部　被熱

2 土師器
坏

口　14.1
底　-
高　［5.9］

外面　2.5YR4/6
赤褐
内面　2.5YR4/6
赤褐

砂粒・赤色
粒子少量　
黒色粒子
微量

良好 口縁部　ヨコナデ　胴
部外面　ナデに近いミ
ガキ　底部外面　ヘラ
ケズリ後ミガキ　胴～
底部内面　ヘラナデ後
ミガキ

口縁～底
部90%残
存

カマド内
上
床上13cm

SI-3№1

3 土師器
坩

頸 　7.8
底　-
高　［10.6］
径　（13.2）

外面　5YR4/2
灰褐
内面　5YR4/3
にぶい赤褐

砂粒少量　
黒色粒子・
赤色粒子
微量

良好 口縁部　ヨコナデ　胴
部外面　ナデ後ミガキ　
底部外面　ヘラケズリ　
胴～底部内面　ナデ

口縁～頸
部欠損

北西部南
床上36cm

SI-3№10頸～底部
外面　漆仕
上げ

4 土師器
甕

口　-
底　9.0
高　［9.3］

外面　7.5YR5/4
にぶい褐
内面　7.5YR5/3
にぶい褐

砂粒・礫多
量　黒色粒
子・石英少量

良好 胴部外面　タテ方向の
ヘラケズリ　底部外面　
ヘラケズリ　胴～底部
内面　ナデ

胴下半～
底部65%
残存

カマド内
底面
床上5cm

SI-3№2・
3・5・6・
16・17・
19・K15

胴部内面　
黒化

5 鉄製品
不明

長　9.43
幅　1.64
厚　0.44
重　12.28

ほぼ完存
か

南東部北
床上1cm

SI-3№12

1 2

5

43

1

○・○は（S=1/4）

0 5cm1：2

0 3cm2：3

0 20cm1：5

0 10cm1：3

0 10cm1：4

0 20cm1：6

0 3cm2：3

0 20cm1：5

0 10cm1：3

0 10cm1：4

0 10cm1：5

0 3cm1：1

0 20cm1：6

0 2m1：80

0 1m1：40

遺物 遺構

0 3cm1：2
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第 19 図　10 区ＳＩ - ４　実測図（1）
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Ⅰ

23
25
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調査区外

2
3

8
9

５

18

18

5 30

調査区外

28

26

27

29

26 31

0 2m1：80
L=88.100m

10 区ＳＩ-４
Ⅰ表土
Ⅱ暗褐色土

１　褐色土　ローム粒子少量　焼土粒子・炭化物
微量　しまりあり　硬い　粘性あり　
２　褐色土　ローム粒子普通　焼土粒子少量　炭
化物微量　しまりあり　やや硬い　粘性あり
３　暗褐色土　ローム粒子普通　焼土粒子・炭化
物・粘土粒子少量　黒色土含む　しまりあり　や
ややわらかい　粘性あり　　
４　暗黄褐色土　ローム粒子多量　粘土・焼土粒
子普通　焼土ブロック少量　炭化物微量　しまり
欠ける　やわらかい　粘性あり
５　暗黄褐色土　焼土粒子普通　ローム粒子・ロー
ムブロック・焼土ブロック・粘土少量　しまり欠
ける　やわらかい　粘性あり　
６　灰黄褐色土　焼土粒子・灰色粘土多量　ロー
ム粒子・焼土ブロック・黄褐色粘土少量　やわら
かい　
７　黄灰褐色土　黄褐色粘土・灰色粘土主体　や
や硬い
８　暗褐色土　ローム粒子・焼土粒子微量　しま
り欠ける　粘性あり　　
９　暗黄褐色土　ローム粒子多量　ロームブロッ
ク少量　しまり欠ける　やわらかい
10　黄褐色　ローム粒子・ロームブロック多量　
焼土粒子微量　やわらかい　
11　褐色土　ローム粒子・ロームブロック・黒色
土ブロック少量　焼土粒子・IP 粒子微量　やわら
かい粘性あり　
12　褐色土　ローム粒子・焼土粒子・焼土ブロッ
ク・灰色粘土粒子少量　IP 粒子・炭化物微量　し
まりあり　硬い　粘性あり　
13　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック・灰
色砂質土ブロック少量　焼土粒子微量　しまり欠
ける　やわらかい　粘性あり
14　暗黄色褐色土　ローム粒子・ロームブロック
多量　しまり欠ける　やわらかい
15　明黄褐色土　粘土層　硬い
16　暗褐色土　ローム粒子少量　焼土粒子・炭化
物微量　やわらかい　粘性あり
17　暗黄褐色土　ローム粒子普通　ロームブロッ
ク少量　しまり欠ける　やわらかい　粘性あり
18　黄褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック
少量　しまり欠ける　やわらかい　粘性あり
19　黒褐色土　ローム粒子・焼土粒子少量　灰色
粘土含む（しま状に入る）しまりあり　硬い　粘
性あり
20　黒色土　ローム粒子・ロームブロック普通　
しまり欠ける　粘性あり　
21　黒褐色土　ローム粒子・ロームブロック普通
焼土粒子微量　しまりややあり　粘性あり　
22　暗黄褐色土　ローム粒子多量　ロームブロッ
ク少量　しまりあり　粘性あり　
23　黄褐色土　ロームブロック多量　黒色土少量
しまり非常にあり　硬い
24　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量
しまりあり　粘性あり
25　暗褐色土　黒色土微量　しまりあり　硬い
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第 20 図　10 区ＳＩ - ４　実測図（2）

S

1

2

2

1

 4  5
 1
0 13

46
45

47
42

44
43

41

32

33 34

35

36

37

38

39
48

1 2

21
29

22
23

24
25

26
28

27

30

31

2 4
5

6
7

10

11
12

8
9

20

10

新 旧

1

新カマド

14
15
19

18 20
21

14
15 16
17

48
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4
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3

39

48

40
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SI-6SI-6

40

0 1m1：40
L=87.900m

10 区ＳＩ-４　カマド
１　褐色土　ローム粒子少量　焼土粒子・炭化物微量　しまり
あり　硬い　粘性あり
２　褐色土　ローム粒子普通　焼土粒子少量　炭化物微量　し
まりややあり　やや硬い　粘性あり
３　褐色土　ローム粒子・明黄褐色粘土ブロック多量　灰色粘
土粒子・焼土粒子ブロック少量　しまりあり　硬い　粘性あり
４　暗褐色土　ローム粒子・焼土粒子微量　しまり欠ける　粘
性あり
５　褐色土　ローム粒子・灰褐色粘土・明黄褐色粘土粒子・焼
土ブロック多量　やわらかい（天井の流出土）
６　灰褐色土　灰褐色粘土ブロック多量　ローム粒子・焼土ブ
ロック・明黄褐色粘土粒子少量　かたい粘土（天井崩落土）
７　灰褐色土　ローム粒子・灰褐色粘土・明黄褐色粘土多量　
焼土粒子少量（粘土質）　しまりあり　やや硬い（天井崩落土）
８　褐色土　焼土粒子・明黄褐色粘土粒子少量　粘性あり（煙
道流入土）
９　明褐色土　焼土ブロック・明黄褐色粘土ブロック多量　粘
性あり（煙道流入土）
10　黄褐色土　ローム粒子・明黄褐色焼土粒子多量　焼土粒子・
炭化物・黒色土少量　焼土ブロック微量　やわらかい　粘性あ
り（天井内面の崩落土と流入土）
11　赤褐色土　焼土ブロック多量　明黄褐色粘土ブロック・黒
色土少量　やわらかい　粘性あり（天井内面の崩落土）
12　黒褐色土　炭化物多量　焼土ブロック・焼土粒子少量　や
わらかい　粘性欠ける
13　褐色土　粘土粒子・焼土粒子多量　ローム粒子少量　しま
りあり　粘性あり（旧壁溝）
14　暗黄褐色土　ローム粒子多量　焼土粒子少量　硬い　粘性
あり（ソデ）
15　黄褐色土　焼土ブロック少量　白色土ブロック・褐色土微
量　やや硬い　粘性あり（ソデ）
16　褐色土　ロームブロック・焼土ブロック少量　やや硬い　
粘性あり（ソデ）
17　暗黄褐色土　15層と 16層の混層  ロームブロック多量　
焼土ブロック少量　やわらかい　粘性あり（ソデ）
18　明黄褐色土　明黄褐色粘土層　硬い　粘性あり（ソデ）
19　黄褐色土　明黄褐色粘土ブロック少量　硬い　粘性あり
（ソデ）
20　褐色土　焼土ブロック・灰・明赤褐色粘土ブロック少量　
やわらかい　粘性あり
21　暗褐色土　焼土ブロック・灰多量　炭化物微量　やや硬い
粘性あり
22　赤褐色土　ローム粒子・焼土粒子多量　灰色粘土少量　硬
い　粘性あり（貼床）
23　黄褐色土　黄褐色粘土主体　焼土粒子・灰色粘土少量　黒
色土含む（上層と下層にすじ状に入る）　硬い　粘性あり（貼床）
24　黄褐色土　黄褐色粘土　焼土ブロック少量　硬い　粘性あ
り
25　黄褐色土　焼土ブロック多量　黒色土少量　炭化物微量　
硬い　粘性あり
26　黒色土　ローム粒子・ロームブロック少量　焼土粒子微量
やわらかい　粘性あり
27　黒褐色土　黄色粘土・焼土粒子少量　（灰色粘土の層がし
ま状に入る）　しまり非常にあり　硬い　粘性あり（貼床）
28　黄褐色土　黒色土多量　やわらかい　粘性あり
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第 21 図　10 区ＳＩ - ４　出土遺物実測図（1）

29　黄褐色土　黒褐色土少量　やわらかい　粘性あり
30　黄褐色土　ロームブロック多量　黒褐色土少量　し
まり非常にあり　硬い（貼床）
31　黄褐色土　黒褐色土微量　しまりあり　硬い（貼床）
32　灰褐色土　灰色粘土粒子・焼土粒子多量　しまりあ
り
33　明褐色土　灰色粘土粒子・灰色粘土ブロック・焼土
粒子少量　しまりあり　硬い　粘性あり
34　明褐色土　灰色粘土粒子・灰色粘土ブロック多量　
焼土粒子少量　しまりあり　硬い　粘性あり
35　灰白色土　灰白色粘土　しまりあり（天井部を形成
していた粘土）
36　赤褐色土　焼土ブロック層　しまりあり ( 天井内面
の崩落土 )

37　黒褐色土　灰白色粘土ブロック・焼土ブロック多量
しまりやや欠ける（流入土）
38　明褐色土　焼土ブロック・灰色粘土粒子多量　焼土
粒子・黒色土少量　やや硬い　粘性あり（天井崩落土と
流入土）
39　茶褐色土　焼土粒子多量　灰白色粘土粒子含む　し
まりやや欠ける
40　灰白色土　灰白色粘土（ソデ）
41　明褐色土　焼土粒子・焼土ブロック多量　しまりあ
り　硬い　粘性あり
42　黒褐色土　灰白色粘土粒子含む（貼床）
43　褐色土　ローム粒子・焼土粒子少量　炭化物微量　
灰色粘土含む（しま状に入る）　硬い　粘性あり

44　明褐色土　焼土粒子・灰色粘土ブロック多量　黒
色土少量　しまりあり　粘性あり
45　明黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック・焼土
ブロック粒子・灰白色粘土ブロック粒子多量　黒色土
少量　しまり欠ける　粘性あり
46　明褐色土　ロームブロック・焼土ブロック多量　
灰色粘土ブロック少量　硬い　粘性あり（旧カマドの
火床下の埋め戻し）
47　暗褐色土　ロームブロック極多量　焼土粒子微量
やや硬い　粘性あり（貼床）
48　暗褐色土　白色粘土（ソデの基礎層 )
49　黒色土　灰白色粘土粒子・焼土粒子少量（カマド
堀方）
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第７表　10 区ＳＩ - ４　出土遺物観察表

備考・産地

益子産
ヘラ記
号「　」

底部木葉痕

図版No

第7表10区SI-4出土遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記

121

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

22

22

22

22

22

21

須恵器
坏

口　14.5
底　10.3
高　4.7

外面　10YR5/2
灰黄褐
内面　7.5YR6/4
にぶい橙

砂粒多量　
礫少量　赤
色粒子微
量

やや
不良

ロクロナデ　　　　　　
底部　回転ヘラ切り後
手持ちナデ

ほぼ完形 カマド際　
床面直上

SI-4№1K・
8K・9K・
10K・東
ベルト

2 ロクロナデ　　　　　　
底部　回転ヘラ切り後
回転ヘラケズリ

須恵器
坏

口　14.2
底　7.7
高　4.3

外面　10Y4/1　
灰
内面　5Y4/1  灰

良好 完形 カマド際
壁際
床上7cm

SI-4№7K・
3K

ロクロ目顕著　　　　　
底部　手持ちナデ

3 須恵器
坏

口　（13.7）
底　（8.5）
高　4.5

外面　7.5Y5/1　
灰
内面 　N4/0　灰

砂粒多量　
礫少量

良好 口縁～底
部50%残
存

北東部東
床下9cm

SI-4№51

ロクロナデ器面荒れて
いる

4 須恵器
坏

口　（13.6）
底　-
高　［4.3］

外面　2.5Y7/3
浅黄
内面　2.5Y6/3
にぶい黄

砂粒多量 良好 口縁～体
部一部残
存

南東部
北東部
覆土中

SI-4貼床
中・北東・
南東埋土
中・東ベ
ルト

口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴～底部外面　ヨ
コナデ後ヘラケズリ　胴
～底部内面　ナデ

5 土師器
坏

口　（11.9）
底　-
高　3.6

外面　5YR6/6　
橙
内面　5YR5/6
明赤褐

砂粒・黒色
粒子少量　
赤色粒子
微量

良好 口縁～底
部65%残
存

北西部北
壁際
床面直上

SI-4№45・
東ベルト・
覆土一括

口縁部外面　ヨコナデ　
胴～底部外面　ヘラケ
ズリ　内面　ナデ後ミ
ガキ

6 土師器
坏

口　（15.0）
底　-
高　［3.2］

外面　2.5YR5/6
明赤褐
内面 　2.5YR5/6
暗赤褐灰

砂粒多量　
黒色粒子・
赤色粒子
少量

良好 口縁～底
部75%残
存

中央部
床上15cm

SI-4№18・
南北ベル
ト・覆土一
括

7 土師器
坏

口　（14.8）
底　-
高　［3.6］

外面　2.5YR5/6
明赤褐
内面 　2.5YR4/6
赤褐灰

砂粒・赤色
粒子少量

良好 口縁～底
部50%残
存

南西部
南東
床上9cm

SI-4№9

8 土師器
坏

口　（15.2）
底　-
高　［4.5］

外面　7.5YR6/4
にぶい橙
内面　7.5YR6/4
にぶい橙

砂粒少量　
黒色粒子・
赤色粒子
微量

良好 口縁～底
部25%残
存

北東部
北東
壁際
床面直上

SI-4№37

9 土師器
坏

口　15.5
底　-
高　4.7

外面　7.5YR6/4
にぶい橙
内面　7.5YR5/4
にぶい褐

砂粒少量　
黒色粒子・
赤色粒子
微量

良好 ほぼ完形 北西部西
壁際
床上5cm

SI-4№24

10 須恵器
高台付
坏

口　（12.9）
底　（7.0）
器　［14.4］

外面　10YR5/2
灰黄褐
内面　2.5Y5/1
黄灰

砂粒少量　
礫微量

良好 口縁～底
部35%残
存

南西部
北西部
覆土中

SI-4南北
ベルト・
南西区一
括・北西
区埋土

SI-4北東
区埋土

11 須恵器　  　　
盤

口　（18.9）
底　（14.9）
高　3.3

北東部
覆土中

12 須恵器　  　　
蓋

底部はヘラ
のあたった
痕顕著　　
木葉痕残る

底部内面　
油煙か

口縁部外面　
漆仕上げか

ロクロナデ　　　　　　
底部　回転ナデ

ロクロナデ　体部下端
回転ナデ　底部　ヘラ
切り

口縁部外面　ヨコナデ　
胴～底部外面　ヨコナ
デ後ヘラケズリ　口縁
～胴部内面　ヨコナデ　
底部内面　ナデ

外面　5Y5/1  灰
内面　5Y5/1  灰

砂粒多量 良好 口縁～高
台一部残
存

SI-4№4913 須恵器　  　　
蓋

つまみ　3.9
底　-
高　［2.1］

北東部北　
床下5cm

砂粒多量 つまみ部
95%残存

SI-4№21・
22・27・
覆土一括

14 須恵器　  　　
蓋

端　（12.8）
底　-
高　［2.6］

北西部
中央
床上1cm

砂粒多量　
礫少量

端～天井
部一部残
存

SI-4№34・
35・南東
区埋土中

15 須恵器　  　　
蓋

口　（14.9）
底　-
器　［2.1］

南東部
中央　
床上18cm

砂粒多量　
石英少量　
礫微量

端～天井
部25%残
存

SI-4南東
埋土中

つまみ　3.9　　
底　-
高　［1.3］

南東部
覆土中

ロクロナデ　
ボタン状　

ロクロナデ
ボタン状

ロクロナデ

ロクロナデ

外面　10YR7/2
にぶい黄橙
内面　2.5Y6/2
灰黄

外面　10YR4/1
褐灰
内面　N5/0　灰

外面　2.5Y5/1
黄灰
内面　5Y6/1  灰

外面　5Y3/1
オリーブ黒
内面　N4/0　灰

砂粒多量 良好

やや
不良

良好

良好

つまみ部
完存

天井部外面　
自然釉

砂粒多量　
礫少量

口縁部外面　
漆仕上げか
黒色物付着

口縁部外面　
黒斑　口縁
～体部内面
漆仕上げ
使用時のキ
ズ

口縁部外面　ヨコナデ　
胴～底部外面　ヘラケ
ズリ　内面　ヘラミガキ

口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴～底部外面　ヨ
コナデ後ヘラケズリ　胴
～底部内面　ナデ

SI-4の
貼床中
出土は
同一個
体か

16 須恵器
短頸壺か

口　-
底　-
高　-
厚　1.0

外面　2.5Y5/1
黄灰
内面　2.5Y4/1
黄灰

砂粒・白色
粒子多量

良好 胴部外面　ナデ後列点
文　胴部内面　ナデ

胴部一部
残存

南東部
覆土中

SI-4南東
埋土中

17 ロクロナデ須恵器
瓶

口　（11.4）
底　-
高　［2.0］

外面　10YR4/1
褐灰
内面　2.5Y6/1
黄灰

良好 口縁部一
部残存

床下
覆土中

SI-4貼床
中

ロクロナデ18 須恵器
平瓶

口　（8.6）
底　-
高　［4.3］

外面　10YR5/2
灰黄褐
内面　2.5Y6/2
灰黄

砂粒少量 良好 口縁部25
%残存

南西部西
壁際
床上2cm

SI-4№2・
北東

ロクロナデ　　　　　　
底部　回転ヘラ切り後
回転ナデ

19 須恵器
平瓶

口　-
底　（12.8）
高　［8.2］
径　（21.0）

外面　2.5Y6/1
黄灰
内面　2.5Y6/1
黄灰

砂粒少量 良好 体～底部
一部残存

南西部
中央
床上20cm

SI-4№5

20 胴部外面上半　ヘラ
ミガキ　下半　ヘラケ
ズリ　胴部内面　ナデ

21

土師器
小型壺

口　-
頸　（9.2）
高　［8.1］
径　（16.4）

外面　7.5YR5/4
にぶい褐
内面　2.5YR5/6
明赤褐

砂粒多量　
赤色粒子
少量

良好 頸～胴部
35%残存

覆土中 SI-4（SI-6）
覆土一括

須恵器
鉢

口　-
底　-
高　［11.8］
厚　1.0

外面　2.5Y7/2
灰黄
内面　2.5Y7/2
灰黄

砂粒少量 良好 口縁～胴
部一部残
存

北西部東　
床上30cm

SI-4№30

22 須恵器
甕

口　-
底　-
高　［9.5］　
厚　0.9

外面　2.5Y5/1
黄灰
内面　2.5Y6/2
黄灰

砂粒多量　
礫少量

良好 口縁～胴
部一部残
存

南東部　
覆土中

SI-4南東

23 須恵器
甕

口　-
底　-
高　-
厚　0.8

外面　5Y4/1  灰
内面　10YR5/1
褐灰

礫・石英少
量

良好 口縁部一
部残存

北東部　
覆土中

SI-4

24 須恵器
甕

口　-
底　-
高　-
厚　0.9

外面　2.5Y4/1
黄灰
内面　10YR4/1
褐灰

砂粒多量 やや
不良

口縁部一
部残存

カマド際　
覆土中

SI-4カマ
ド周辺

SI-4№2725 須恵器
甕

口　-
底　-
高　-
厚　1.0

北西部　
隅　
床面直上

26 須恵器
甕

胴部外面　
下半　被熱

口縁部内面　
自然釉

底部内面・
肩部外面　
自然釉

胴部外面　
自然釉　内
面が研磨さ
れている

胴部外面　格子叩き　
胴部内面　同心円叩き

胴部外面　格子叩き後
カキメ　胴部内面　同
心円叩き

ナデ

口縁部外面　平行叩き
後ヨコナデ　口縁部内
面ナデ

外面　10YR5/1
褐灰
内面　2.5Y5/1
黄灰

外面　5Y4/1  灰
内面　2.5Y5/1
黄灰

砂粒多量 良好 胴部一部
残存

SI-4№3327 磨石か 長　11.78
幅　9.15
厚　3.78
重　537.30

北東部南
床上14cm

砂粒多量 完存

SI-4№1028 編物石
か

長　13.90
幅　5.35
厚　2.74
重　2780.06

南西部東　
床下1cm

安山岩質
溶岩

一部欠損

SI-4№3929 磨石か 長　11.62
幅　8.34
厚　2.36
重　276.05

北東部北
壁際
床上12cm

安山岩 ほぼ完存

SI-4№1330 鉄製品
刀子か

長　［530］
幅　0.84
厚　0.18
重　3.54

北西部北
壁際
床上26cm

一部残存

SI-4№4831 鉄製品
不明

長　［2.41］
幅　0.73
厚　0.51
重　1.55

北西部
北東
床下1cm

一部残存

SI-4№13口　-
底　-
高　-
厚　0.7

南西部
南東
床上20cm

砂粒少量 良好 胴部一部
残存

砂粒少量

口縁部内外面　ナデ　
胴部外面　平行叩き　
胴部内面　ナデ

口縁部内外面　ナデ　
胴部外面　平行叩き　
胴部内面　ナデ

益子産

不明

三毳産

三毳産

不明

不明

不明

不明

不明

不明

佐野産
か
転用硯

益子産
か

東海産

三毳産

東海産
か

益子産

益子産

益子産
か

益子産
ヘラ記
号「　」

すのこ状圧
痕あり

			

第 22 図　10 区ＳＩ - ４　出土遺物実測図（2）

に作られていた。SI- ６の覆土中に構築され、使用後に埋め戻されている。　柱穴　11 本確認され、Ｐ１〜

Ｐ４は 4 本主柱穴とみられる。Ｐ１は長軸 40 ㎝、短軸 30 ㎝、深さ 43 ㎝、Ｐ２は長軸 32 ㎝、短軸 32 ㎝、

深さ 35 ㎝、Ｐ３は長軸 72 ㎝、短軸 30 ㎝、深さ 31 ㎝、Ｐ４は長軸 65 ㎝、短軸 32 ㎝、深さ 35 ㎝、Ｐ５

は長軸 40 ㎝、短軸 30 ㎝、深さ 50 ㎝、Ｐ６は長軸 38 ㎝、短軸 29 ㎝、深さ 30 ㎝、Ｐ７は長軸 26 ㎝、残

存部短軸 24 ㎝、深さ 25 ㎝、Ｐ８は長軸 40 ㎝、短軸 40 ㎝、深さ 42 ㎝、Ｐ９は長軸 32 ㎝、短軸 24 ㎝、

深さ 32 ㎝、Ｐ 10 は長軸 32 ㎝、残存部短軸 20 ㎝、深さ 20 ㎝、Ｐ 11 は長軸 60 ㎝、短軸 50 ㎝、深さ 33

㎝である。柱穴も 3 時期あると推定される。　床面　ほぼ平坦である。カマドの前面はやや硬くなっている。

貼床は 19 〜 21 層が a 期、22 〜 24 層が b 期、25 層がＣ期と推測される。　壁溝　断面は逆台形で、幅

5cm、深さ 15cm。全周するか。　その他　Ｐ 12 は床下土坑の可能性が推測される。長軸 92 ㎝、短軸 85 ㎝、

深さ［12］㎝の長方形である。　遺物の出土状況　ほとんどが覆土中からの出土である。　出土遺物　１の

底部にはすのこ状の圧痕が残っている。体部にはヘラ記号「　」が刻まれている。２の底部にはヘラ記号「　」

が刻まれている。３は歪みがある。４は器面が荒れている。６は内外面とも黒色物が斑状に付着する。底部

にはヘラの当たった痕跡が顕著に見られる。７の口縁の一部には黒色物が付着する。８・10 の口縁部にはス

ス状の黒色物が付着する。８は使用時のキズの跡が見られる。９は焼成時にヒビが入ったが、修繕もせずに

使用したと推測される。底部には木葉痕が残る。10 は高台の剥がれた痕跡が残っている。12・13 はボタン

状のつまみである。15 は歪みが著しい。16 は短頸壺か。5 本歯の櫛状工具による列点文と波状文が施されて

いる。18 と 19 は同一個体か。20 の小型壺は貼床中からも同一個体と推測される破片が出土している。23

は平行叩きで口縁部を整形後、ヨコナデを施している。25 は内面が滑らかになっており、転用硯である。使

用後に割れている。26 は外面を格子叩き後、カキメを施している。

27 28 29

30 31

1

○・○は（S=1/4）

0 5cm1：2

0 3cm2：3

0 20cm1：5

0 10cm1：3

0 10cm1：4

0 20cm1：6

0 3cm2：3

0 20cm1：5

0 10cm1：3

0 10cm1：4

0 10cm1：5

0 3cm1：1

0 20cm1：6

0 2m1：80

0 1m1：40

遺物 遺構

0 3cm1：2



第３章　発見された遺構と遺物

－ 40 －

備考・産地

益子産
ヘラ記
号「　」

底部木葉痕

図版No

第7表10区SI-4出土遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記

121

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

22

22

22

22

22

21

須恵器
坏

口　14.5
底　10.3
高　4.7

外面　10YR5/2
灰黄褐
内面　7.5YR6/4
にぶい橙

砂粒多量　
礫少量　赤
色粒子微
量

やや
不良

ロクロナデ　　　　　　
底部　回転ヘラ切り後
手持ちナデ

ほぼ完形 カマド際　
床面直上

SI-4№1K・
8K・9K・
10K・東
ベルト

2 ロクロナデ　　　　　　
底部　回転ヘラ切り後
回転ヘラケズリ

須恵器
坏

口　14.2
底　7.7
高　4.3

外面　10Y4/1　
灰
内面　5Y4/1  灰

良好 完形 カマド際
壁際
床上7cm

SI-4№7K・
3K

ロクロ目顕著　　　　　
底部　手持ちナデ

3 須恵器
坏

口　（13.7）
底　（8.5）
高　4.5

外面　7.5Y5/1　
灰
内面 　N4/0　灰

砂粒多量　
礫少量

良好 口縁～底
部50%残
存

北東部東
床下9cm

SI-4№51

ロクロナデ器面荒れて
いる

4 須恵器
坏

口　（13.6）
底　-
高　［4.3］

外面　2.5Y7/3
浅黄
内面　2.5Y6/3
にぶい黄

砂粒多量 良好 口縁～体
部一部残
存

南東部
北東部
覆土中

SI-4貼床
中・北東・
南東埋土
中・東ベ
ルト

口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴～底部外面　ヨ
コナデ後ヘラケズリ　胴
～底部内面　ナデ

5 土師器
坏

口　（11.9）
底　-
高　3.6

外面　5YR6/6　
橙
内面　5YR5/6
明赤褐

砂粒・黒色
粒子少量　
赤色粒子
微量

良好 口縁～底
部65%残
存

北西部北
壁際
床面直上

SI-4№45・
東ベルト・
覆土一括

口縁部外面　ヨコナデ　
胴～底部外面　ヘラケ
ズリ　内面　ナデ後ミ
ガキ

6 土師器
坏

口　（15.0）
底　-
高　［3.2］

外面　2.5YR5/6
明赤褐
内面 　2.5YR5/6
暗赤褐灰

砂粒多量　
黒色粒子・
赤色粒子
少量

良好 口縁～底
部75%残
存

中央部
床上15cm

SI-4№18・
南北ベル
ト・覆土一
括

7 土師器
坏

口　（14.8）
底　-
高　［3.6］

外面　2.5YR5/6
明赤褐
内面 　2.5YR4/6
赤褐灰

砂粒・赤色
粒子少量

良好 口縁～底
部50%残
存

南西部
南東
床上9cm

SI-4№9

8 土師器
坏

口　（15.2）
底　-
高　［4.5］

外面　7.5YR6/4
にぶい橙
内面　7.5YR6/4
にぶい橙

砂粒少量　
黒色粒子・
赤色粒子
微量

良好 口縁～底
部25%残
存

北東部
北東
壁際
床面直上

SI-4№37

9 土師器
坏

口　15.5
底　-
高　4.7

外面　7.5YR6/4
にぶい橙
内面　7.5YR5/4
にぶい褐

砂粒少量　
黒色粒子・
赤色粒子
微量

良好 ほぼ完形 北西部西
壁際
床上5cm

SI-4№24

10 須恵器
高台付
坏

口　（12.9）
底　（7.0）
器　［14.4］

外面　10YR5/2
灰黄褐
内面　2.5Y5/1
黄灰

砂粒少量　
礫微量

良好 口縁～底
部35%残
存

南西部
北西部
覆土中

SI-4南北
ベルト・
南西区一
括・北西
区埋土

SI-4北東
区埋土

11 須恵器　  　　
盤

口　（18.9）
底　（14.9）
高　3.3

北東部
覆土中

12 須恵器　  　　
蓋

底部はヘラ
のあたった
痕顕著　　
木葉痕残る

底部内面　
油煙か

口縁部外面　
漆仕上げか

ロクロナデ　　　　　　
底部　回転ナデ

ロクロナデ　体部下端
回転ナデ　底部　ヘラ
切り

口縁部外面　ヨコナデ　
胴～底部外面　ヨコナ
デ後ヘラケズリ　口縁
～胴部内面　ヨコナデ　
底部内面　ナデ

外面　5Y5/1  灰
内面　5Y5/1  灰

砂粒多量 良好 口縁～高
台一部残
存

SI-4№4913 須恵器　  　　
蓋

つまみ　3.9
底　-
高　［2.1］

北東部北　
床下5cm

砂粒多量 つまみ部
95%残存

SI-4№21・
22・27・
覆土一括

14 須恵器　  　　
蓋

端　（12.8）
底　-
高　［2.6］

北西部
中央
床上1cm

砂粒多量　
礫少量

端～天井
部一部残
存

SI-4№34・
35・南東
区埋土中

15 須恵器　  　　
蓋

口　（14.9）
底　-
器　［2.1］

南東部
中央　
床上18cm

砂粒多量　
石英少量　
礫微量

端～天井
部25%残
存

SI-4南東
埋土中

つまみ　3.9　　
底　-
高　［1.3］

南東部
覆土中

ロクロナデ　
ボタン状　

ロクロナデ
ボタン状

ロクロナデ

ロクロナデ

外面　10YR7/2
にぶい黄橙
内面　2.5Y6/2
灰黄

外面　10YR4/1
褐灰
内面　N5/0　灰

外面　2.5Y5/1
黄灰
内面　5Y6/1  灰

外面　5Y3/1
オリーブ黒
内面　N4/0　灰

砂粒多量 良好

やや
不良

良好

良好

つまみ部
完存

天井部外面　
自然釉

砂粒多量　
礫少量

口縁部外面　
漆仕上げか
黒色物付着

口縁部外面　
黒斑　口縁
～体部内面
漆仕上げ
使用時のキ
ズ

口縁部外面　ヨコナデ　
胴～底部外面　ヘラケ
ズリ　内面　ヘラミガキ

口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴～底部外面　ヨ
コナデ後ヘラケズリ　胴
～底部内面　ナデ

SI-4の
貼床中
出土は
同一個
体か

16 須恵器
短頸壺か

口　-
底　-
高　-
厚　1.0

外面　2.5Y5/1
黄灰
内面　2.5Y4/1
黄灰

砂粒・白色
粒子多量

良好 胴部外面　ナデ後列点
文　胴部内面　ナデ

胴部一部
残存

南東部
覆土中

SI-4南東
埋土中

17 ロクロナデ須恵器
瓶

口　（11.4）
底　-
高　［2.0］

外面　10YR4/1
褐灰
内面　2.5Y6/1
黄灰

良好 口縁部一
部残存

床下
覆土中

SI-4貼床
中

ロクロナデ18 須恵器
平瓶

口　（8.6）
底　-
高　［4.3］

外面　10YR5/2
灰黄褐
内面　2.5Y6/2
灰黄

砂粒少量 良好 口縁部25
%残存

南西部西
壁際
床上2cm

SI-4№2・
北東

ロクロナデ　　　　　　
底部　回転ヘラ切り後
回転ナデ

19 須恵器
平瓶

口　-
底　（12.8）
高　［8.2］
径　（21.0）

外面　2.5Y6/1
黄灰
内面　2.5Y6/1
黄灰

砂粒少量 良好 体～底部
一部残存

南西部
中央
床上20cm

SI-4№5

20 胴部外面上半　ヘラ
ミガキ　下半　ヘラケ
ズリ　胴部内面　ナデ

21

土師器
小型壺

口　-
頸　（9.2）
高　［8.1］
径　（16.4）

外面　7.5YR5/4
にぶい褐
内面　2.5YR5/6
明赤褐

砂粒多量　
赤色粒子
少量

良好 頸～胴部
35%残存

覆土中 SI-4（SI-6）
覆土一括

須恵器
鉢

口　-
底　-
高　［11.8］
厚　1.0

外面　2.5Y7/2
灰黄
内面　2.5Y7/2
灰黄

砂粒少量 良好 口縁～胴
部一部残
存

北西部東　
床上30cm

SI-4№30

22 須恵器
甕

口　-
底　-
高　［9.5］　
厚　0.9

外面　2.5Y5/1
黄灰
内面　2.5Y6/2
黄灰

砂粒多量　
礫少量

良好 口縁～胴
部一部残
存

南東部　
覆土中

SI-4南東

23 須恵器
甕

口　-
底　-
高　-
厚　0.8

外面　5Y4/1  灰
内面　10YR5/1
褐灰

礫・石英少
量

良好 口縁部一
部残存

北東部　
覆土中

SI-4

24 須恵器
甕

口　-
底　-
高　-
厚　0.9

外面　2.5Y4/1
黄灰
内面　10YR4/1
褐灰

砂粒多量 やや
不良

口縁部一
部残存

カマド際　
覆土中

SI-4カマ
ド周辺

SI-4№2725 須恵器
甕

口　-
底　-
高　-
厚　1.0

北西部　
隅　
床面直上

26 須恵器
甕

胴部外面　
下半　被熱

口縁部内面　
自然釉

底部内面・
肩部外面　
自然釉

胴部外面　
自然釉　内
面が研磨さ
れている

胴部外面　格子叩き　
胴部内面　同心円叩き

胴部外面　格子叩き後
カキメ　胴部内面　同
心円叩き

ナデ

口縁部外面　平行叩き
後ヨコナデ　口縁部内
面ナデ

外面　10YR5/1
褐灰
内面　2.5Y5/1
黄灰

外面　5Y4/1  灰
内面　2.5Y5/1
黄灰

砂粒多量 良好 胴部一部
残存

SI-4№3327 磨石か 長　11.78
幅　9.15
厚　3.78
重　537.30

北東部南
床上14cm

砂粒多量 完存

SI-4№1028 編物石
か

長　13.90
幅　5.35
厚　2.74
重　2780.06

南西部東　
床下1cm

安山岩質
溶岩

一部欠損

SI-4№3929 磨石か 長　11.62
幅　8.34
厚　2.36
重　276.05

北東部北
壁際
床上12cm

安山岩 ほぼ完存

SI-4№1330 鉄製品
刀子か

長　［530］
幅　0.84
厚　0.18
重　3.54

北西部北
壁際
床上26cm

一部残存

SI-4№4831 鉄製品
不明

長　［2.41］
幅　0.73
厚　0.51
重　1.55

北西部
北東
床下1cm

一部残存

SI-4№13口　-
底　-
高　-
厚　0.7

南西部
南東
床上20cm

砂粒少量 良好 胴部一部
残存

砂粒少量

口縁部内外面　ナデ　
胴部外面　平行叩き　
胴部内面　ナデ

口縁部内外面　ナデ　
胴部外面　平行叩き　
胴部内面　ナデ

益子産

不明

三毳産

三毳産

不明

不明

不明

不明

不明

不明

佐野産
か
転用硯

益子産
か

東海産

三毳産

東海産
か

益子産

益子産

益子産
か

益子産
ヘラ記
号「　」

すのこ状圧
痕あり
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10 区ＳＩ - ６（第 23・24 図、第３・８表、図版三 ･四）

　位置　調査区の北西、台地の平坦面上に立地し、127.5-13.0 グリッドに位置している。　重複関係　SI- ４、

SD-15、SK-23 より古く、SK-81、Ｐ -98 〜 100 より新しい。　平面形状・規模　南部は調査区外と SI- ４に

壊されているため、東西 7.20 ｍ、南北の残存部は 6.40 ｍの長方形か。残存面積は約 46.08 ㎡である。確認

面からの深さは東壁 45cm、西壁 43 ㎝、北壁 70 ㎝である。壁の立ち上がりは外傾している。　方向　南北

の中軸線は北方向、Ｎ -12 ゜ -W である。　覆土　６層に分層可能で、自然埋没である。　炉　北壁際に構築

されている。長軸約 98cm、短軸 52cm の楕円形である。　柱穴　主柱穴とみられる４本が確認された。Ｐ

１は長軸 98 ㎝、短軸［30］㎝、深さ 58 ㎝、Ｐ２は長軸 104 ㎝、短軸 85 ㎝、深さ 55 ㎝、Ｐ３は長軸 52

㎝、短軸 46 ㎝、深さ 34 ㎝、Ｐ４は長軸 55 ㎝、短軸 46 ㎝、深さ 40 ㎝である。　床面　ほぼ平坦である。

備考・産地

益子産
ヘラ記
号「　」

底部木葉痕

図版No

第7表10区SI-4出土遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記

121

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

22

22

22

22

22

21

須恵器
坏

口　14.5
底　10.3
高　4.7

外面　10YR5/2
灰黄褐
内面　7.5YR6/4
にぶい橙

砂粒多量　
礫少量　赤
色粒子微
量

やや
不良

ロクロナデ　　　　　　
底部　回転ヘラ切り後
手持ちナデ

ほぼ完形 カマド際　
床面直上

SI-4№1K・
8K・9K・
10K・東
ベルト

2 ロクロナデ　　　　　　
底部　回転ヘラ切り後
回転ヘラケズリ

須恵器
坏

口　14.2
底　7.7
高　4.3

外面　10Y4/1　
灰
内面　5Y4/1  灰

良好 完形 カマド際
壁際
床上7cm

SI-4№7K・
3K

ロクロ目顕著　　　　　
底部　手持ちナデ

3 須恵器
坏

口　（13.7）
底　（8.5）
高　4.5

外面　7.5Y5/1　
灰
内面 　N4/0　灰

砂粒多量　
礫少量

良好 口縁～底
部50%残
存

北東部東
床下9cm

SI-4№51

ロクロナデ器面荒れて
いる

4 須恵器
坏

口　（13.6）
底　-
高　［4.3］

外面　2.5Y7/3
浅黄
内面　2.5Y6/3
にぶい黄

砂粒多量 良好 口縁～体
部一部残
存

南東部
北東部
覆土中

SI-4貼床
中・北東・
南東埋土
中・東ベ
ルト

口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴～底部外面　ヨ
コナデ後ヘラケズリ　胴
～底部内面　ナデ

5 土師器
坏

口　（11.9）
底　-
高　3.6

外面　5YR6/6　
橙
内面　5YR5/6
明赤褐

砂粒・黒色
粒子少量　
赤色粒子
微量

良好 口縁～底
部65%残
存

北西部北
壁際
床面直上

SI-4№45・
東ベルト・
覆土一括

口縁部外面　ヨコナデ　
胴～底部外面　ヘラケ
ズリ　内面　ナデ後ミ
ガキ

6 土師器
坏

口　（15.0）
底　-
高　［3.2］

外面　2.5YR5/6
明赤褐
内面 　2.5YR5/6
暗赤褐灰

砂粒多量　
黒色粒子・
赤色粒子
少量

良好 口縁～底
部75%残
存

中央部
床上15cm

SI-4№18・
南北ベル
ト・覆土一
括

7 土師器
坏

口　（14.8）
底　-
高　［3.6］

外面　2.5YR5/6
明赤褐
内面 　2.5YR4/6
赤褐灰

砂粒・赤色
粒子少量

良好 口縁～底
部50%残
存

南西部
南東
床上9cm

SI-4№9

8 土師器
坏

口　（15.2）
底　-
高　［4.5］

外面　7.5YR6/4
にぶい橙
内面　7.5YR6/4
にぶい橙

砂粒少量　
黒色粒子・
赤色粒子
微量

良好 口縁～底
部25%残
存

北東部
北東
壁際
床面直上

SI-4№37

9 土師器
坏

口　15.5
底　-
高　4.7

外面　7.5YR6/4
にぶい橙
内面　7.5YR5/4
にぶい褐

砂粒少量　
黒色粒子・
赤色粒子
微量

良好 ほぼ完形 北西部西
壁際
床上5cm

SI-4№24

10 須恵器
高台付
坏

口　（12.9）
底　（7.0）
器　［14.4］

外面　10YR5/2
灰黄褐
内面　2.5Y5/1
黄灰

砂粒少量　
礫微量

良好 口縁～底
部35%残
存

南西部
北西部
覆土中

SI-4南北
ベルト・
南西区一
括・北西
区埋土

SI-4北東
区埋土

11 須恵器　  　　
盤

口　（18.9）
底　（14.9）
高　3.3

北東部
覆土中

12 須恵器　  　　
蓋

底部はヘラ
のあたった
痕顕著　　
木葉痕残る

底部内面　
油煙か

口縁部外面　
漆仕上げか

ロクロナデ　　　　　　
底部　回転ナデ

ロクロナデ　体部下端
回転ナデ　底部　ヘラ
切り

口縁部外面　ヨコナデ　
胴～底部外面　ヨコナ
デ後ヘラケズリ　口縁
～胴部内面　ヨコナデ　
底部内面　ナデ

外面　5Y5/1  灰
内面　5Y5/1  灰

砂粒多量 良好 口縁～高
台一部残
存

SI-4№4913 須恵器　  　　
蓋

つまみ　3.9
底　-
高　［2.1］

北東部北　
床下5cm

砂粒多量 つまみ部
95%残存

SI-4№21・
22・27・
覆土一括

14 須恵器　  　　
蓋

端　（12.8）
底　-
高　［2.6］

北西部
中央
床上1cm

砂粒多量　
礫少量

端～天井
部一部残
存

SI-4№34・
35・南東
区埋土中

15 須恵器　  　　
蓋

口　（14.9）
底　-
器　［2.1］

南東部
中央　
床上18cm

砂粒多量　
石英少量　
礫微量

端～天井
部25%残
存

SI-4南東
埋土中

つまみ　3.9　　
底　-
高　［1.3］

南東部
覆土中

ロクロナデ　
ボタン状　

ロクロナデ
ボタン状

ロクロナデ

ロクロナデ

外面　10YR7/2
にぶい黄橙
内面　2.5Y6/2
灰黄

外面　10YR4/1
褐灰
内面　N5/0　灰

外面　2.5Y5/1
黄灰
内面　5Y6/1  灰

外面　5Y3/1
オリーブ黒
内面　N4/0　灰

砂粒多量 良好

やや
不良

良好

良好

つまみ部
完存

天井部外面　
自然釉

砂粒多量　
礫少量

口縁部外面　
漆仕上げか
黒色物付着

口縁部外面　
黒斑　口縁
～体部内面
漆仕上げ
使用時のキ
ズ

口縁部外面　ヨコナデ　
胴～底部外面　ヘラケ
ズリ　内面　ヘラミガキ

口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴～底部外面　ヨ
コナデ後ヘラケズリ　胴
～底部内面　ナデ

SI-4の
貼床中
出土は
同一個
体か

16 須恵器
短頸壺か

口　-
底　-
高　-
厚　1.0

外面　2.5Y5/1
黄灰
内面　2.5Y4/1
黄灰

砂粒・白色
粒子多量

良好 胴部外面　ナデ後列点
文　胴部内面　ナデ

胴部一部
残存

南東部
覆土中

SI-4南東
埋土中

17 ロクロナデ須恵器
瓶

口　（11.4）
底　-
高　［2.0］

外面　10YR4/1
褐灰
内面　2.5Y6/1
黄灰

良好 口縁部一
部残存

床下
覆土中

SI-4貼床
中

ロクロナデ18 須恵器
平瓶

口　（8.6）
底　-
高　［4.3］

外面　10YR5/2
灰黄褐
内面　2.5Y6/2
灰黄

砂粒少量 良好 口縁部25
%残存

南西部西
壁際
床上2cm

SI-4№2・
北東

ロクロナデ　　　　　　
底部　回転ヘラ切り後
回転ナデ

19 須恵器
平瓶

口　-
底　（12.8）
高　［8.2］
径　（21.0）

外面　2.5Y6/1
黄灰
内面　2.5Y6/1
黄灰

砂粒少量 良好 体～底部
一部残存

南西部
中央
床上20cm

SI-4№5

20 胴部外面上半　ヘラ
ミガキ　下半　ヘラケ
ズリ　胴部内面　ナデ

21

土師器
小型壺

口　-
頸　（9.2）
高　［8.1］
径　（16.4）

外面　7.5YR5/4
にぶい褐
内面　2.5YR5/6
明赤褐

砂粒多量　
赤色粒子
少量

良好 頸～胴部
35%残存

覆土中 SI-4（SI-6）
覆土一括

須恵器
鉢

口　-
底　-
高　［11.8］
厚　1.0

外面　2.5Y7/2
灰黄
内面　2.5Y7/2
灰黄

砂粒少量 良好 口縁～胴
部一部残
存

北西部東　
床上30cm

SI-4№30

22 須恵器
甕

口　-
底　-
高　［9.5］　
厚　0.9

外面　2.5Y5/1
黄灰
内面　2.5Y6/2
黄灰

砂粒多量　
礫少量

良好 口縁～胴
部一部残
存

南東部　
覆土中

SI-4南東

23 須恵器
甕

口　-
底　-
高　-
厚　0.8

外面　5Y4/1  灰
内面　10YR5/1
褐灰

礫・石英少
量

良好 口縁部一
部残存

北東部　
覆土中

SI-4

24 須恵器
甕

口　-
底　-
高　-
厚　0.9

外面　2.5Y4/1
黄灰
内面　10YR4/1
褐灰

砂粒多量 やや
不良

口縁部一
部残存

カマド際　
覆土中

SI-4カマ
ド周辺

SI-4№2725 須恵器
甕

口　-
底　-
高　-
厚　1.0

北西部　
隅　
床面直上

26 須恵器
甕

胴部外面　
下半　被熱

口縁部内面　
自然釉

底部内面・
肩部外面　
自然釉

胴部外面　
自然釉　内
面が研磨さ
れている

胴部外面　格子叩き　
胴部内面　同心円叩き

胴部外面　格子叩き後
カキメ　胴部内面　同
心円叩き

ナデ

口縁部外面　平行叩き
後ヨコナデ　口縁部内
面ナデ

外面　10YR5/1
褐灰
内面　2.5Y5/1
黄灰

外面　5Y4/1  灰
内面　2.5Y5/1
黄灰

砂粒多量 良好 胴部一部
残存

SI-4№3327 磨石か 長　11.78
幅　9.15
厚　3.78
重　537.30

北東部南
床上14cm

砂粒多量 完存

SI-4№1028 編物石
か

長　13.90
幅　5.35
厚　2.74
重　2780.06

南西部東　
床下1cm

安山岩質
溶岩

一部欠損

SI-4№3929 磨石か 長　11.62
幅　8.34
厚　2.36
重　276.05

北東部北
壁際
床上12cm

安山岩 ほぼ完存

SI-4№1330 鉄製品
刀子か

長　［530］
幅　0.84
厚　0.18
重　3.54

北西部北
壁際
床上26cm

一部残存

SI-4№4831 鉄製品
不明

長　［2.41］
幅　0.73
厚　0.51
重　1.55

北西部
北東
床下1cm

一部残存

SI-4№13口　-
底　-
高　-
厚　0.7

南西部
南東
床上20cm

砂粒少量 良好 胴部一部
残存

砂粒少量

口縁部内外面　ナデ　
胴部外面　平行叩き　
胴部内面　ナデ

口縁部内外面　ナデ　
胴部外面　平行叩き　
胴部内面　ナデ

益子産

不明

三毳産

三毳産

不明

不明

不明

不明

不明

不明

佐野産
か
転用硯

益子産
か

東海産

三毳産

東海産
か

益子産

益子産

益子産
か

益子産
ヘラ記
号「　」

すのこ状圧
痕あり
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第 23 図　10 区ＳＩ - ６　実測図
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第 24 図　10 区ＳＩ - ６　出土遺物実測図

図版No

第8表10区SI-6出土遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記

124

24

土師器
坏

口　-
底　-
高　［2.2］
径　（13.0）

外面　7.5YR4/2
灰褐
内面　5YR4/2
灰褐

砂粒少量　
赤色粒子
微量

良好 口縁部　ミガキ　
胴～底部　ナデ後ミガ
キ

頸～底部
35%残存

覆土中 SI-6覆土
一括

内外面　
漆仕上げ

2 土師器
高坏

口　-
脚　3.2
高　［2.7］

外面　5YR4/3
にぶい赤褐
内面　2.5YR4/3
にぶい赤褐

砂粒多量　
礫・赤色粒
子微量

良好 脚部外面　ミガキ　
坏部内面　ミガキ

脚部一部
残存

覆土中 SI-6覆土
一括

内面　
漆仕上げ

備考・産地

第８表　10 区ＳＩ - ６　出土遺物観察表

10 区ＳＩ-６
１　暗褐色土　ローム粒子・焼土粒子・SP粒子微量　
やや硬い　粘性あり 
２　黒褐色土　ローム粒子少量　焼土粒子微量　しまり
欠ける　粘性あり
３　黒褐色土　ローム粒子少量　焼土粒子微量　やや硬
い　粘性あり
４　黒褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　しま
りあり　硬い　粘性あり
５　褐色土　ローム粒子多量　黒色土微量　しまり欠け
る　粘性あり

６　暗黄褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック少量
しまり欠ける　粘性あり
７　暗黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　IP
粒子・SP粒子微量　しまりあり（貼床）
８　黒褐色土　ローム粒子普通　ロームブロック少量　
しまりやや欠ける　粘性あり（貼床）
９　黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　しま
り欠ける（貼床）
10　黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　しま
りやや欠ける　粘性あり（貼床）

第 25 図　10 区ＳＩ - ７　実測図（1）
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10 区ＳＩ-７　
Ⅰ　明黒褐色土　耕作土
Ⅱ　暗褐色土　SD-15・60 などより古い表土か　耕作土

１　黒褐色土　ローム粒子少量　炭化物粒子・焼土粒子微量
しまりあり
２　暗褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック・炭化物粒
子微量　焼土粒子若干　しまりあり
３　明黒褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量　炭化物
粒子微量　焼土粒子若干　しまりややあり
４　黒褐色土　黒色土主体　ローム粒子・炭化物粒子微量　
焼土粒子若干　しまりあり　
５　暗褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック・焼土粒子
・炭化物粒子・灰色粘土粒子微量　黒色土をまだらに含む　
しまりあり
６　暗褐色土　ローム粒子多量　焼土粒子微量　炭化物粒子
・灰色粘土粒子若干　しまりあり
７　暗褐色土　ローム粒子少量　焼土粒子微量　炭化物粒子
若干　しまりややあり
８　褐色土　灰色粘土粒子ブロック普通　ローム粒子少量　
焼土粒子・炭化物粒子・灰色粘土粒子微量　しまり非常にあ
り
９　暗褐色土　ローム粒子・焼土粒子・炭化物粒子微量　し
まり非常にあり
10　黒褐色土　ローム粒子・焼土粒子・炭化物粒子若干　し
まりややあり
11　褐色土　ローム粒子多量　焼土粒子・炭化物粒子若干　
しまりややあり
12　暗黄褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック少量　炭
化物粒子若干　しまりややあり
13　暗褐色土　ローム粒子普通　しまりあり　粘性欠ける　
14　暗黄褐色土　ロームブロックと黒色土ブロック主体　焼
土ブロック微量　しまりあり　硬い　粘性あり ( 貼床 )
15　暗褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック少量　しま
りあり ( 貼床 )　
16　暗褐色土　ローム粒子普通　焼土ブロック少量　白色粘
土微量　しまりあり 粘性あり（下層に黒色土の薄い層・貼床 )
17　暗黄褐色土　ロームブロックと黒色土ブロック主体　し
まりあり　粘性やや欠ける ( 貼床 )

1

21

○・○は（S=1/4）

0 5cm1：2

0 3cm2：3

0 20cm1：5

0 10cm1：3

0 10cm1：4

0 20cm1：6
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貼床は４層である。　遺物の出土状況　ほとんどが覆土中からの出土である。　出土遺物　１は漆仕上げの坏、

２は高坏で内面は漆仕上げ、外面も漆を塗っている可能性が高い。　

10 区ＳＩ - ７（第 25 ～ 27 図、第３・９表、図版四 ･五四・六四 ･六五）

　位置　調査区の中央南寄り、台地の平坦面上に立地し、127.5-12.5 グリッドに位置している。　重複関係

　SD-15・60 より古く、Ｐ -53 より新しい。Ｐ -49・51 〜 53・91 とは不明。　平面形状・規模　南部は調

査区外である。東西 6.75 ｍ、南北の残存部は 2.70 ｍの方形か。残存面積は約 18.23 ㎡である。確認面から

の深さは東壁 60cm、西壁 60 ㎝、北壁 50 ㎝である。壁は床面からほぼ垂直に立ち上がる。　方向　南北の

中軸線は北方向、Ｎ -1 ゜ - Ｅである。　覆土　13 層に分層可能で、自然埋没である。　カマド　作り替え

が確認された。北壁中央に新カマドは砂質土、旧カマドは白色粘土で構築されている。ソデの土台には焼土

を敷き詰めて基礎を作っている。新カマドの西壁は旧カマドの構築材である白色粘土を用いて作られたと推

測される。煙道の底面に粘土を貼っている。掘方は凸状で、工具痕が見られる。　柱穴　４本確認され、Ｐ

１とＰ 2 が主柱穴とみられる。Ｐ１は長軸 45 ㎝、短軸 40 ㎝、深さ 45 ㎝、Ｐ２は長軸 65 ㎝、短軸 58 ㎝、

深さ 33 ㎝、Ｐ３は長軸 20 ㎝、短軸 13 ㎝、深さ 6 ㎝、Ｐ４は長軸 62 ㎝、短軸 46 ㎝、深さ 40 ㎝である。

第 26 図　10 区ＳＩ - ７　実測図（2）

10 区ＳＩ-７　カマド
１　暗褐色土　ローム粒子少量　焼土ブロック微量　し
まりあり　粘性欠ける
２　暗褐色土　ローム粒子普通　焼土ブロック微量　し
まりあり　粘性欠ける
３　暗褐色土　ローム粒子普通　白色粘土粒子・炭化物
粒子・炭化物ブロック・焼土粒子少量　焼土ブロック微
量　しまりあり　粘性欠ける
４　暗褐色土　ローム粒子・白色粘土普通　焼土粒子少
量　焼土ブロック若干　しまりあり　粘性欠ける　
５　暗褐色土　ローム粒子普通　ロームブロック・焼土
粒子少量　白色粘土粒子・炭化物粒子微量　しまりあり
粘性欠ける
６  暗褐色土　ローム粒子・焼土粒子少量　炭化物粒子　
微量　しまりあり　粘性やや欠ける　
７　暗赤褐色土　焼土ブロック普通　砂質土と焼土粒子
含む　しまりあり　粘性やや欠ける
８　暗赤褐色土　焼土粒子・焼土ブロック・炭化物ブロッ
ク多量　ローム粒子少量　しまり欠ける　粘性欠ける
（天井内面の崩落土）
９　暗褐色土　焼土ブロック普通　ローム粒子・炭化物

少量　しまり欠ける　粘性やや欠ける　ソデの構築材
（新）と焼土混入
10　黒褐色土　ローム粒子普通　焼土ブロック微量　し
まり欠ける
11　黒褐色土　炭化物ブロック多量　ローム粒子普通　
焼土ブロック少量　しまりあり　粘性欠ける
12　黒褐色土　焼土粒子多量　ローム粒子微量　しまり
あり　粘性やや欠ける
13　暗灰色土　焼土ブロック・炭化物粒子少量　しまり
欠ける　粘性欠ける（灰の堆積）
14　暗灰色土　灰と焼土ブロック主体　焼土粒子少量　
しまり欠ける　粘性欠ける
15　暗灰褐色土　灰多量　焼土ブロック・焼土粒子普通
炭化物粒子少量　しまりあり　粘性欠ける（灰と流入土）
16　暗褐色土　白色粘土粒子・焼土粒子ブロック微量　
しまりあり　粘性欠ける
17　暗褐色土　焼土ブロック多量　焼土粒子少量　炭化
物粒子微量　しまりやや欠ける　粘性欠ける
18　灰白色土　白色粘土主体　暗褐色土含む　しまりあ
り　粘性あり ( ソデ )　
19　暗赤褐色土　焼土ブロック多量　ローム粒子少量　
焼土粒子微量　しまりややあり　粘性欠ける ( ソデ )
20　暗褐色土　下から焼土ブロック層、黒色土層、焼土

ブロックとロームと黒色土の混じり層の順に堆積　しま
りあり　粘性欠ける　
21　黒色土　しまり欠ける　粘性欠ける　　
22　暗褐色土　焼土ブロック・白色粘土ブロック多量　
炭化物・白色粘土含む　しまりやや欠ける　粘性欠ける
（上面火床面）
23　暗褐色土　ロームブロック少量　暗褐色土層と炭化
物粒子層と白色粘土層含む (マーブル状に)　しまりあり
粘性欠ける
24　淡褐色土　焼土粒子普通　ローム粒子・白色粘土粒
子・炭化物粒子少量　しまりあり　粘性欠ける
25　灰色土　焼土粒子少量　炭化物粒子微量　白色粘土
ブロックと黒色土含む　しまりややあり　粘性欠ける
26　黒褐色土　ローム粒子微量　しまりあり　粘性欠け
る
27　灰白色土　白色粘土主体　炭化物粒子少量　焼土粒
子微量　しまりあり　粘性あり　
28　暗褐色土　ローム粒子多量　焼土粒子・炭化物粒子
普通　ロームブロック少量　しまり欠ける　粘性欠ける
29　暗黄褐色土　しまりあり　粘性欠ける   
30　暗褐色土　しまりあり　粘性欠ける
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第 27 図　10 区ＳＩ - ７　出土遺物実測図

第９表　10 区ＳＩ - ７　出土遺物観察表

Ｐ -49・51・91 も住居に伴う可能性も否定できない。　床面　ほぼ平坦である。貼床は４層である。北東〜

北西を深く掘り込む。工具痕が見られる。　遺物の出土状況　鎌が床面直上で出土した。　出土遺物　３は

皿であるが、歪みが著しい。４はボタン状のつまみである。５は東海産の灰釉陶器。６は台付甕の脚部。短

脚である。９は横瓶の一部である。11の鎌は刃の減りが顕著である。12は鉄鏃で、鏃身の孔は長方形である。

益子産

益子産
か

東海産

不明

三毳産

茨城産
か

裏面平ら

図版No

第9表10区SI-7出土遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記

127

27

27

27

27

27

27

27

27

27

27

27

須恵器
坏

口　（12.9）
底　（7.0）
高　4.0

外面　10Y4/1
灰
内面　10Y4/1
灰

砂粒多量　
礫少量

砂粒多量　
白色粒子・
黒色粒子・
赤色粒子・
石英微量

良好 ロクロナデ　　　　　　
底部　手持ちナデか

口縁～底
部一部残
存

覆土中 SI-7
127.5-
12.5・覆
土・一括

2 口縁部外面　ヨコナデ　
胴～底部外面　ヘラケ
ズリ　口縁～底部内面　
ヘラミガキ

土師器
坏

口　14.3
底　-
高　3.2

外面　2.5YR5/6
明赤褐
内面　2.5YR5/6
明赤褐

口縁部内面　
黒斑

良好 口縁～底
部95%残
存

南東部南
床上12cm

SI-7№24・
25・一括

口縁部外面　ヨコナデ　
胴～底部外面　ヘラ
ケズリ　口縁部内面　
ヨコナデ後ミガキ　胴
～底部内面　ナデ後ミ
ガキ

3 土師器
皿

口　（17.6）
底　-
高　［1.9］

外面　5YR5/6
明赤褐
内面　2.5YR5/6
明赤褐

砂粒多量　
赤色粒子
少量　白色
粒子・黒色
粒子・石英
微量

良好 坏部50%
残存

南西部北
床面直上
覆土中

SI-7№2・
4・6・7・
25・覆土
中

ロクロナデ
ボタン状

4 須恵器
蓋

つまみ　3.3
底　　　-
高　　　［1.3］

外面　5Y4/1  灰
内面　5Y5/1  灰

砂粒少量　
礫微量

砂粒・黒色
粒子少量

良好 つまみ部
完存

覆土中 SI-7覆土

ロクロナデ5 灰釉陶器 頸　（10.0）
底　-
高　［3.7］

外面　5Y6/1  灰
内面　10YR6/1
褐灰

良好 頸部一部
残存

中央部
床上31cm

SI-7№8・
覆土

胴部外面　ヘラケズリ　
底部外面　ヨコナデ　
胴～底部内面　ナデ

胴部外面　平行叩き　
胴部内面　同心円叩き
後ナデ

6 土師器
台付甕

口　-
底　（10.0）
高　［6.8］

外面　2.5YR5/4
にぶい赤褐
内面　10YR5/3
にぶい黄褐

砂粒・礫多
量　黒色粒
子・金雲母
微量

良好 底～台部
65%残存

カマド内上
床上31cm

SI-7№20・
覆土・一
括

7 須恵器
甕

口　-
底　-
高　-
厚　0.9

外面　10YR4/1
褐灰
内面　2.5Y4/1
黄灰

砂粒多量　
白色粒子・
石英微量

やや
不良

胴部一部
残存

北西部北
床上27cm

SI-7№12・
覆土

8 須恵器
甕

口　-
底　-
高　-
厚　1.0

外面　2.5Y6/2
灰黄
内面　2.5Y6/2
灰黄

砂粒少量　
礫微量

良好 胴部一部
残存

南東部
隅
床上12cm

SI-7№28

9 須恵器
瓶

口　-
底　-
高　-
厚　0.7

外面　2.5YR4/1
赤灰
内面　2.5Y5/1
黄灰

砂粒多量　
礫少量

胴部一部
残存

南東部
南東
床上10cm

SI-7№27

10 編物石
か

長　15.15
幅　6.24
厚　4.74
重　613.50

泥岩起源
のホルン
フェルス

完存 カマド
上
床上19cm

SI-7№21

SI-7№111 鉄製品
鎌

長　16.65
幅　3.53
厚　0.55
重　64.42+6.33

北西部北
壁際　
床上32cm

12 鉄製品
鉄鏃

胴部外面
自然釉

底部外面　
被熱

胴部外面　平行叩き　
胴部内面　ナデ

胴部外面　平行叩き　
胴部内面　同心円叩き

一部欠損

SI-7貼床
東区

長　［3.31］
幅　2.37
厚　0.21
重　2.43

覆土中一部残存

備考・産地

1

5 6

8 9

10

11

12

7

2

3 4

1

○・○は（S=1/4）

0 5cm1：2

0 3cm2：3

0 20cm1：5

0 10cm1：3

0 10cm1：4

0 20cm1：6

0 3cm2：3

0 20cm1：5

0 10cm1：3

0 10cm1：4

0 10cm1：5

0 3cm1：1

0 20cm1：6

0 2m1：80

0 1m1：40

遺物 遺構

0 3cm1：2

焼土 粘土 炭化物

断面
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益子産

益子産
か

東海産

不明

三毳産

茨城産
か

裏面平ら

図版No

第9表10区SI-7出土遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記

127

27

27

27

27

27

27

27

27

27

27

27

須恵器
坏

口　（12.9）
底　（7.0）
高　4.0

外面　10Y4/1
灰
内面　10Y4/1
灰

砂粒多量　
礫少量

砂粒多量　
白色粒子・
黒色粒子・
赤色粒子・
石英微量

良好 ロクロナデ　　　　　　
底部　手持ちナデか

口縁～底
部一部残
存

覆土中 SI-7
127.5-
12.5・覆
土・一括

2 口縁部外面　ヨコナデ　
胴～底部外面　ヘラケ
ズリ　口縁～底部内面　
ヘラミガキ

土師器
坏

口　14.3
底　-
高　3.2

外面　2.5YR5/6
明赤褐
内面　2.5YR5/6
明赤褐

口縁部内面　
黒斑

良好 口縁～底
部95%残
存

南東部南
床上12cm

SI-7№24・
25・一括

口縁部外面　ヨコナデ　
胴～底部外面　ヘラ
ケズリ　口縁部内面　
ヨコナデ後ミガキ　胴
～底部内面　ナデ後ミ
ガキ

3 土師器
皿

口　（17.6）
底　-
高　［1.9］

外面　5YR5/6
明赤褐
内面　2.5YR5/6
明赤褐

砂粒多量　
赤色粒子
少量　白色
粒子・黒色
粒子・石英
微量

良好 坏部50%
残存

南西部北
床面直上
覆土中

SI-7№2・
4・6・7・
25・覆土
中

ロクロナデ
ボタン状

4 須恵器
蓋

つまみ　3.3
底　　　-
高　　　［1.3］

外面　5Y4/1  灰
内面　5Y5/1  灰

砂粒少量　
礫微量

砂粒・黒色
粒子少量

良好 つまみ部
完存

覆土中 SI-7覆土

ロクロナデ5 灰釉陶器 頸　（10.0）
底　-
高　［3.7］

外面　5Y6/1  灰
内面　10YR6/1
褐灰

良好 頸部一部
残存

中央部
床上31cm

SI-7№8・
覆土

胴部外面　ヘラケズリ　
底部外面　ヨコナデ　
胴～底部内面　ナデ

胴部外面　平行叩き　
胴部内面　同心円叩き
後ナデ

6 土師器
台付甕

口　-
底　（10.0）
高　［6.8］

外面　2.5YR5/4
にぶい赤褐
内面　10YR5/3
にぶい黄褐

砂粒・礫多
量　黒色粒
子・金雲母
微量

良好 底～台部
65%残存

カマド内上
床上31cm

SI-7№20・
覆土・一
括

7 須恵器
甕

口　-
底　-
高　-
厚　0.9

外面　10YR4/1
褐灰
内面　2.5Y4/1
黄灰

砂粒多量　
白色粒子・
石英微量

やや
不良

胴部一部
残存

北西部北
床上27cm

SI-7№12・
覆土

8 須恵器
甕

口　-
底　-
高　-
厚　1.0

外面　2.5Y6/2
灰黄
内面　2.5Y6/2
灰黄

砂粒少量　
礫微量

良好 胴部一部
残存

南東部
隅
床上12cm

SI-7№28

9 須恵器
瓶

口　-
底　-
高　-
厚　0.7

外面　2.5YR4/1
赤灰
内面　2.5Y5/1
黄灰

砂粒多量　
礫少量

胴部一部
残存

南東部
南東
床上10cm

SI-7№27

10 編物石
か

長　15.15
幅　6.24
厚　4.74
重　613.50

泥岩起源
のホルン
フェルス

完存 カマド
上
床上19cm

SI-7№21

SI-7№111 鉄製品
鎌

長　16.65
幅　3.53
厚　0.55
重　64.42+6.33

北西部北
壁際　
床上32cm

12 鉄製品
鉄鏃

胴部外面
自然釉

底部外面　
被熱

胴部外面　平行叩き　
胴部内面　ナデ

胴部外面　平行叩き　
胴部内面　同心円叩き

一部欠損

SI-7貼床
東区

長　［3.31］
幅　2.37
厚　0.21
重　2.43

覆土中一部残存

備考・産地

10 区ＳＩ - ９（第 28・29 図、第３・10 表、図版五・五四）

　位置　調査区の中央北寄り、台地の平坦面上に立地し、128.0-12.5 グリッドに位置している。　重複関係

　SB- ５より古い。　平面形状・規模　東西 5.85 ｍ、南北 5.80 ｍの方形。面積は約 33.93 ㎡である。確認

面からの深さは東壁 56cm、西壁 64 ㎝、南壁 53 ㎝、北壁 55 ㎝である。壁は床面からほぼ垂直に立ち上が

る。　方向　南北の中軸線は北西方向、Ｎ -40 ゜ -W である。　覆土　20 層に分層可能で、自然埋没である。

火山灰と推測される白色粒子が 5 層に多く、3・6 層にも含まれる。　炉　東壁際中央に構築されている。炉

中より枕石と推測される川原石が 1 点出土している。　貯蔵穴　南東隅に位置する。覆土は３層で自然埋没。

長軸 100 ㎝、短軸 68 ㎝、深さ 28 ㎝の長方形である。周辺より土師器の甑や甕が出土している。　柱穴　６

本確認され、Ｐ１〜Ｐ４が主柱穴とみられる。Ｐ１は長軸 43 ㎝、短軸 42 ㎝、深さ 44 ㎝、Ｐ２は長軸 49 ㎝、

短軸 42 ㎝、深さ 53 ㎝、Ｐ３は長軸 40 ㎝、短軸 33 ㎝、深さ 47 ㎝、Ｐ４は長軸 45 ㎝、短軸 40 ㎝、深さ

47 ㎝、Ｐ５は長軸 33 ㎝、短軸 25 ㎝、深さ 17 ㎝、Ｐ６は長軸 21 ㎝、短軸 17 ㎝、深さ９㎝である。　床

面　ほぼ平坦である。貼床は２層である。しまっている。　壁溝　断面は U 字状で、幅７〜 13cm、深さ３

〜８cm。　間仕切り溝　東西方向と南北方向に２本確認された。D１は長軸 92㎝、短軸 25㎝、深さは 12㎝、

D ２は長軸 64 ㎝、短軸 30 ㎝、深さは不明である。　その他　貯蔵穴の周辺と南壁中央に灰褐色粘土で作ら
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0 2m1：80
L=88.100m

10 区ＳＩ-９
１　暗褐色土　ローム粒子微量　しまりあり
２　暗褐色土　焼土粒子・炭化物少量　ローム粒子微量　
しまりあり
３　暗褐色土　ローム粒子微量　赤色土・炭化物粒子・白
色土粒子（火山灰）若干　しまりあり
４　黒褐色土　ローム粒子・白色土粒子微量　しまりあり
５　暗褐色土　白色土粒子（火山灰）多量　ローム粒子微
量　しまりあり
６　明黒褐色土　ローム粒子・白色土粒子（火山灰）微量
しまりあり
７　暗褐色土　ローム粒子微量　しまりあり
８　黒褐色土　ローム粒子微量　しまりあり
９　褐色土　ローム粒子普通　ロームブロック少量　しま
りあり
10　暗黄褐色土　ローム粒子普通　ロームブロック少量　
しまりあり　（壁溝）
11　暗褐色土　ロームブロック少量　ローム粒子微量　し
まりややあり
12　暗黄褐色土　ロームブロック普通　ローム粒子少量　
しまりあり
13　暗褐色土　ローム粒子普通　ロームブロック少量　炭
化物粒子微量　しまりあり
14　暗黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　しま
りややあり
15　暗褐色土　ローム粒子少量　しまりあり
16　暗黄褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック微量　
しまりややあり
17　黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　しまり
ややあり
18　暗褐色土　ローム粒子少量　焼土粒子微量　しまりあ
り
19　暗黄褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック微量　
しまりあり
20　暗黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック微量　しま
りあり
21　暗灰褐色土　灰褐色粘質ローム普通　しまりあり（貼
床）
22　暗黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック普通　しま
りあり（貼床）

0 1m1：40
L=87.600m

10 区ＳＩ-９　炉
1　暗褐色土　ローム粒子普通　ロームブロック・焼土粒子少量　
炭化物微量　しまりあり
2　暗黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック普通　しまりあり
（貼床）
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第 28 図　10 区ＳＩ - ９　実測図
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第 29 図　10 区ＳＩ - ９　出土遺物実測図
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益子産

口縁～
頸部を
欠き、
再利用

図版No

第10表10区SI-9出土遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記

129

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

須恵器
坏

口　（14.1）
底　（8.1）
高　4.0

外面　5Y5/1　灰
内面　2.5Y4/1
黄灰

砂粒多量　
白色粒子
微量

砂粒・礫多
量

良好 ロクロナデ　　　　　
底部　手持ちナデ

口縁～底
部20%残
存

覆土中 SI-9南区
覆土一括・
火山灰上

2 口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴～底部外面　ヘ
ラケズリ　胴～底部内
面　ミガキ

土師器
坏

口　（8.9）
底　-
高　3.8

外面　5YR5/4　
にぶい赤褐
内面　2.5YR4/3　
にぶい赤褐

良好 ほぼ完形 中央部　
床上18cm

SI-9№33・
34・52

口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴～底部外面　ヘ
ラケズリ　胴～底部内
面　ナデ後ミガキ

3 土師器
坏

口　（13.9）
底　-
高　［4.4］

外面　2.5YR5/6　
明赤褐
内面　2.5YR4/4　
にぶい赤褐

砂粒多量　
黒色粒子・
赤色粒子
少量　白色
粒子微量

良好 口縁～底
部一部残
存

南東部西
床上1cm

SI-9№60・
64

口縁部外面　ヨコナデ
後ミガキ　胴部外面　
ヘラケズリ後ミガキ　
口縁～胴部内面　ナデ
後ミガキ

4 土師器 
埦

口　（15.5）
底　-
高　7.0

外面　5YR5/6　
明赤褐　
内面　2.5YR4/6　
赤褐

赤色粒子
多量　砂粒
少量

砂粒・赤色
粒子少量　
礫微量

良好 口縁～底
部50%残
存

北東部　
中央　
床上35cm

SI-9№7

口縁部外面　ミガキ　
周辺ヘラケズリ　脚部
外面　ヘラミガキ　口
縁部内面　ヘラミガキ　
坏部内面　ナデ

5 土師器
高坏

口　　-　　
坏底　（6.0）
高　　［5.2］

外面　7.5YR5/4　
にぶい褐　
内面　2.5YR5/6　
明赤褐

良好 坏～脚部
35%残存

北東部　
南西　
床上28cm

SI-9№14・
東区覆土
一括・南
区覆土一
括・火山
灰上

口縁部外面　ヨコナデ　
脚部外面　ナデ後ヘラ
ケズリ　底部外面　ヨ
コナデ　口縁部内面　
ヨコナデ後ミガキ　底
部内面　ナデ

坏部外面　ミガキか　
脚部外面　ヘラミガキ　
坏部内面　ナデ

6 土師器
高坏

口　　14.4
底　　11.6
坏底　8.0
高　　11.8

外面　7.5YR6/6　
橙　
内面　7.5YR5/4　
にぶい褐

砂粒多量　
礫・赤色粒
子少量　黒
色粒子微
量

良好 75%残存 北東部南
床上1cm

SI-9№39・
一括

7 土師器
高坏

脚　4.0
底　-
高　［7.2］

外面　2.5YR5/6　
明赤褐　
内面　N2/0　黒

砂粒少量　
黒色粒子・
赤色粒子
微量

やや
不良

脚部50%
残存

北東部　
中央　
床上39cm

SI-9№5

8 土師器
甑

口　-
底　（10.9）
高　［8.0］

外面　2.5YR5/6　
明赤褐　
内面　2.5YR5/6　
明赤褐

砂粒・黒色
粒子・赤色
粒子少量

良好

良好

良好

底部一部
残存

南東部　
貯蔵穴内
上　
床上44cm

SI-9№37・
南東ベル
ト一括・火
山灰上・東
区覆土一
括火山灰
上

9 土師器
壺

口　（14.6）
底　-
高　［3.7］

外面　5YR5/4　
にぶい赤褐　
内面　5YR5/4　
にぶい赤褐

外面　2.5YR5/6　
明赤褐　
内面　5YR4/4　
にぶい赤褐

砂粒多量　
礫・黒色粒
子少量

口縁部一
部残存

覆土中 SI-9南区
覆土一括
・SD-14
6区埋土
中・SD-15
一括2区

10 土師器
壺

口　-
底　-
高　［10.2］
径　（17.1）

砂粒多量　
礫少量

胴部35%
残存

南東部東　
床面直上

SI-9№63・
69

SI-9№4011 土師器
壺

口　（13.4）
底　-
高　［5.5］

北東部　
壁際　
床上1cm

坏部内面　
剥離

胴部上部外
面　被熱

口縁部外面　ヨコナデ　
口縁部内面　ヨコナデ
後ミガキ

胴部外面　ヘラケズリ　
胴部内面　ナデ

良好外面　5YR5/4　
にぶい赤褐　
内面　10YR3/1　
黒褐

砂粒多量 口縁部外面　
スス　口縁
～胴部内面　
黒化

口縁部外面　ヨコナデ　
胴部外面　ヘラケズリ　
一部ミガキ　口縁部内
面　ヨコナデ後ミガキ　
胴部内面　ナデ

胴部外面　タテ方向の
ヘラケズリ　底部内外
面　ヘラケズリ　胴部
内面　ナデ

口縁部一
部残存

12 土師器
甕

口　14.5
底　-
高　［20.5］

外面　5YR5/6　
明赤褐　
内面　7.5YR6/4　
にぶい橙

砂粒多量　
礫・赤色粒
子少量

良好 口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴部外面　ヘラケ
ズリ　胴部内面　ナデ
後ミガキ

口縁～胴
部65%残
存

南西部南　
床面直上

SI-9№51・
70～72・
77・79～
87・89～
93・96・南
区覆土一
括・火山灰
下

口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴部外面　上半　
ハケメ　下半～底部外
面　ヘラケズリ　胴部
内面　上半　ナデ　下
半　ヘラケズリ　底部
内面　ナデ

13 土師器
甕

口　（20.6）
底　5.5
高　27.9

外面　7.5YR5/4　
にぶい褐　
内面　7.5YR5/4　
にぶい褐

砂粒多量　
礫少量　白
色粒子・黒
色粒子微量

良好 口縁～底
部50%残
存

北東部南　
床面直上

SI-9№17・
47・南東
ベルト一
括

口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴～底部外面　ヘ
ラケズリ　胴～底部内
面　ヘラナデ

14 土師器
甕

口　（17.4）
底　7.1
高　25.5

外面　7.5YR5/4　
にぶい褐　
内面　7.5YR5/4　
にぶい褐

砂粒・礫多
量　石英少
量　黒色粒
子・赤色粒
子微量

砂粒・礫多
量

良好 口縁～底
部65%残
存

北西部南　
床上3cm

SI-9№23

胴～底部外面　タテ方
向のヘラケズリ　胴部
内面　ナデ　底部内面　
ナデか

15 土師器
甕

口　-
底　6.0
高　［28.7］

外面　5YR5/6　
明赤褐　
内面　7.5YR5/4　
にぶい褐

良好 頸～底部
75%残存

南東部隅　
床上1cm

SI-9№73・
77～83・
85～87・
89・東区
覆土・火
山灰下貯
蔵穴一括

16 焼粘土塊 長　3.00
幅　2.07
厚　1.55
重　7.84

覆土中 SI-9東区
覆土火山
灰下

胴部外面　
スス　胴部
内外面　黒
化・被熱

胴部外面　
黒斑

底部外面　
荒れている

備考・産地

第 10 表　10 区ＳＩ - ９　出土遺物観察表
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益子産

口縁～
頸部を
欠き、
再利用

図版No

第10表10区SI-9出土遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記

129

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

29

須恵器
坏

口　（14.1）
底　（8.1）
高　4.0

外面　5Y5/1　灰
内面　2.5Y4/1
黄灰

砂粒多量　
白色粒子
微量

砂粒・礫多
量

良好 ロクロナデ　　　　　
底部　手持ちナデ

口縁～底
部20%残
存

覆土中 SI-9南区
覆土一括・
火山灰上

2 口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴～底部外面　ヘ
ラケズリ　胴～底部内
面　ミガキ

土師器
坏

口　（8.9）
底　-
高　3.8

外面　5YR5/4　
にぶい赤褐
内面　2.5YR4/3　
にぶい赤褐

良好 ほぼ完形 中央部　
床上18cm

SI-9№33・
34・52

口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴～底部外面　ヘ
ラケズリ　胴～底部内
面　ナデ後ミガキ

3 土師器
坏

口　（13.9）
底　-
高　［4.4］

外面　2.5YR5/6　
明赤褐
内面　2.5YR4/4　
にぶい赤褐

砂粒多量　
黒色粒子・
赤色粒子
少量　白色
粒子微量

良好 口縁～底
部一部残
存

南東部西
床上1cm

SI-9№60・
64

口縁部外面　ヨコナデ
後ミガキ　胴部外面　
ヘラケズリ後ミガキ　
口縁～胴部内面　ナデ
後ミガキ

4 土師器 
埦

口　（15.5）
底　-
高　7.0

外面　5YR5/6　
明赤褐　
内面　2.5YR4/6　
赤褐

赤色粒子
多量　砂粒
少量

砂粒・赤色
粒子少量　
礫微量

良好 口縁～底
部50%残
存

北東部　
中央　
床上35cm

SI-9№7

口縁部外面　ミガキ　
周辺ヘラケズリ　脚部
外面　ヘラミガキ　口
縁部内面　ヘラミガキ　
坏部内面　ナデ

5 土師器
高坏

口　　-　　
坏底　（6.0）
高　　［5.2］

外面　7.5YR5/4　
にぶい褐　
内面　2.5YR5/6　
明赤褐

良好 坏～脚部
35%残存

北東部　
南西　
床上28cm

SI-9№14・
東区覆土
一括・南
区覆土一
括・火山
灰上

口縁部外面　ヨコナデ　
脚部外面　ナデ後ヘラ
ケズリ　底部外面　ヨ
コナデ　口縁部内面　
ヨコナデ後ミガキ　底
部内面　ナデ

坏部外面　ミガキか　
脚部外面　ヘラミガキ　
坏部内面　ナデ

6 土師器
高坏

口　　14.4
底　　11.6
坏底　8.0
高　　11.8

外面　7.5YR6/6　
橙　
内面　7.5YR5/4　
にぶい褐

砂粒多量　
礫・赤色粒
子少量　黒
色粒子微
量

良好 75%残存 北東部南
床上1cm

SI-9№39・
一括

7 土師器
高坏

脚　4.0
底　-
高　［7.2］

外面　2.5YR5/6　
明赤褐　
内面　N2/0　黒

砂粒少量　
黒色粒子・
赤色粒子
微量

やや
不良

脚部50%
残存

北東部　
中央　
床上39cm

SI-9№5

8 土師器
甑

口　-
底　（10.9）
高　［8.0］

外面　2.5YR5/6　
明赤褐　
内面　2.5YR5/6　
明赤褐

砂粒・黒色
粒子・赤色
粒子少量

良好

良好

良好

底部一部
残存

南東部　
貯蔵穴内
上　
床上44cm

SI-9№37・
南東ベル
ト一括・火
山灰上・東
区覆土一
括火山灰
上

9 土師器
壺

口　（14.6）
底　-
高　［3.7］

外面　5YR5/4　
にぶい赤褐　
内面　5YR5/4　
にぶい赤褐

外面　2.5YR5/6　
明赤褐　
内面　5YR4/4　
にぶい赤褐

砂粒多量　
礫・黒色粒
子少量

口縁部一
部残存

覆土中 SI-9南区
覆土一括
・SD-14
6区埋土
中・SD-15
一括2区

10 土師器
壺

口　-
底　-
高　［10.2］
径　（17.1）

砂粒多量　
礫少量

胴部35%
残存

南東部東　
床面直上

SI-9№63・
69

SI-9№4011 土師器
壺

口　（13.4）
底　-
高　［5.5］

北東部　
壁際　
床上1cm

坏部内面　
剥離

胴部上部外
面　被熱

口縁部外面　ヨコナデ　
口縁部内面　ヨコナデ
後ミガキ

胴部外面　ヘラケズリ　
胴部内面　ナデ

良好外面　5YR5/4　
にぶい赤褐　
内面　10YR3/1　
黒褐

砂粒多量 口縁部外面　
スス　口縁
～胴部内面　
黒化

口縁部外面　ヨコナデ　
胴部外面　ヘラケズリ　
一部ミガキ　口縁部内
面　ヨコナデ後ミガキ　
胴部内面　ナデ

胴部外面　タテ方向の
ヘラケズリ　底部内外
面　ヘラケズリ　胴部
内面　ナデ

口縁部一
部残存

12 土師器
甕

口　14.5
底　-
高　［20.5］

外面　5YR5/6　
明赤褐　
内面　7.5YR6/4　
にぶい橙

砂粒多量　
礫・赤色粒
子少量

良好 口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴部外面　ヘラケ
ズリ　胴部内面　ナデ
後ミガキ

口縁～胴
部65%残
存

南西部南　
床面直上

SI-9№51・
70～72・
77・79～
87・89～
93・96・南
区覆土一
括・火山灰
下

口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴部外面　上半　
ハケメ　下半～底部外
面　ヘラケズリ　胴部
内面　上半　ナデ　下
半　ヘラケズリ　底部
内面　ナデ

13 土師器
甕

口　（20.6）
底　5.5
高　27.9

外面　7.5YR5/4　
にぶい褐　
内面　7.5YR5/4　
にぶい褐

砂粒多量　
礫少量　白
色粒子・黒
色粒子微量

良好 口縁～底
部50%残
存

北東部南　
床面直上

SI-9№17・
47・南東
ベルト一
括

口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴～底部外面　ヘ
ラケズリ　胴～底部内
面　ヘラナデ

14 土師器
甕

口　（17.4）
底　7.1
高　25.5

外面　7.5YR5/4　
にぶい褐　
内面　7.5YR5/4　
にぶい褐

砂粒・礫多
量　石英少
量　黒色粒
子・赤色粒
子微量

砂粒・礫多
量

良好 口縁～底
部65%残
存

北西部南　
床上3cm

SI-9№23

胴～底部外面　タテ方
向のヘラケズリ　胴部
内面　ナデ　底部内面　
ナデか

15 土師器
甕

口　-
底　6.0
高　［28.7］

外面　5YR5/6　
明赤褐　
内面　7.5YR5/4　
にぶい褐

良好 頸～底部
75%残存

南東部隅　
床上1cm

SI-9№73・
77～83・
85～87・
89・東区
覆土・火
山灰下貯
蔵穴一括

16 焼粘土塊 長　3.00
幅　2.07
厚　1.55
重　7.84

覆土中 SI-9東区
覆土火山
灰下

胴部外面　
スス　胴部
内外面　黒
化・被熱

胴部外面　
黒斑

底部外面　
荒れている

備考・産地

第 30 図　10 区ＳＩ -10　実測図（1）
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10 区ＳＩ-10
Ⅰ　明黒褐色土　畑耕作土
Ⅱ　明黒褐色土　最近まであった道路
Ⅲ　暗褐色土　SF-13 の路面
Ⅳ　黒褐色土　硬化層
Ⅴ　黒褐色土　SF-13 の路面
Ⅵ　明黒褐色土　畑の耕作土
Ⅶ　黒色土
Ⅷ　暗黄褐色土　ローム漸移層

１　暗褐色土　ローム粒子微量　焼土粒子若干　しまりあり　粘性
欠ける
２　暗褐色土　ローム粒子微量　ロームブロック・焼土ブロック・
炭化物粒子若干　しまりあり　粘性欠ける
３　暗褐色土　ローム粒子普通　ロームブロック・焼土粒子・焼土
ブロック少量　しまりあり　粘性欠ける
４　暗褐色土　ローム粒子・炭化物粒子・炭化物ブロック普通　ロー
ムブロック・焼土粒子・焼土ブロック少量　焼土ブロック若干　し
まりやや欠ける　粘性欠ける
５　暗黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　焼土ブロック
若干　しまり欠ける　粘性欠ける
６　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック・砂質土・粘土ブロッ
ク普通　焼土粒子・焼土ブロック若干　しまりあり　粘性欠ける
７　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック・焼土粒子・焼土ブロッ
ク・炭化物ブロック普通　砂質土ブロック若干　しまりやや欠ける
粘性欠ける
８　褐色土　ローム粒子・ロームブロック・砂質土粒子・焼土粒子
・焼土ブロック普通　しまりあり　粘性欠ける
９　暗褐色土　砂質土ブロック多量　炭化物・焼土ブロック少量　
しまりあり　粘性欠ける ( ソデ )
10　暗褐色土　黒色土ブロック・ロームブロック主体　しまりあり
硬い　粘性欠ける（貼床）
11　暗褐色土　ローム粒子多量　しまり欠ける　粘性欠ける
12　暗黄褐色土　黒色土ブロック・ロームブロック主体　しまりあ
り　粘性あり（貼床）　

7 1011 9 17 616812 14 35

14 15
0 2m1：80
L=88.500m

れた高まりが見られる。　遺物の出土状況　10・12・13 の甕が床面直上で出土した。　出土遺物　１の須

恵器の坏は混入である。２は小型の坏である。内面は放射状に磨いている。５は坏部と脚部が接合部で剥離
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している。６は火襷がついている。12 は小型の甕で、内面の一部にミガキが施されている。13 はハケメ調

整の甕である。16 は焼粘土塊である。

10 区ＳＩ -10（第 30 ～ 32 図、第３・11 表、図版五 ･六 ･ 五五 ･ 六五）

　位置　調査区の中央東寄り、台地の平坦面上に立地し、127.5-13.0 グリッドに位置している。　重複関

係　SK-19・20・34、SF-13 より古い。　平面形状・規模　東西 4.02 ｍ、南北 4.84 ｍの方形。面積は約

第 31 図　10 区ＳＩ -10　実測図（2）

10 区ＳＩ-10 　カマド
１　黒色土　ローム粒子微量　しまりあり　粘性欠ける
２　黒褐色土　ローム粒子少量　焼土粒子・焼土ブロッ
ク若干　しまりあり　粘性欠ける
３　黒褐色土　ローム粒子普通　焼土粒子少量　ローム
ブロック若干　しまりややあり　粘性欠ける
４　暗褐色土　ローム粒子多量　焼土粒子・焼土ブロッ
ク・砂質土普通　砂質土ブロック若干　しまりあり　粘
性欠ける
５　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック・砂質土・
粘土ブロック普通　焼土粒子・焼土ブロック若干　しま
りあり　粘性欠ける
６　暗黄褐色土　砂質土主体　ローム粒子多量　焼土粒
子・焼土ブロックやや多量　炭化物粒子少量　ロームブ
ロック若干　しまりあり　粘性欠ける（天井崩落土）
７　暗褐色土　焼土粒子多量　ローム粒子・焼土ブロッ
ク少量　砂質土微量　しまり欠ける　粘性欠ける　( 煙
道流入土 )
８　暗黄褐色土　砂質土主体　焼土粒子・ブロック普通
ローム粒子・炭化物粒子少量　しまりあり　粘性欠ける
（天井崩落土）

９　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック・焼土粒子・
焼土ブロック・炭化物ブロック普通　砂質土ブロック若
干　しまりやや欠ける　粘性欠ける
10　暗褐色土　砂質土多量　焼土ブロック普通　ローム
粒子少量　炭化物粒子若干　しまりやや欠ける　粘性欠
ける（天井内面の崩落土）
11　暗褐色土　焼土粒子多量　焼土ブロック普通　ロー
ム粒子・焼土ブロック・砂質土少量　しまり欠ける　粘
性欠ける（カマド内壁含む・煙道流入土）
12　暗褐色土　ローム粒子・焼土粒子・焼土ブロック普
通　炭化物粒子若干　粘性欠ける　しまりやや欠ける
13　暗褐色土　ローム粒子・砂質土多量　焼土粒子・焼
土ブロック普通　ロームブロック・炭化物粒子少量　し
まりやや欠ける　粘性欠ける　
14　暗褐色土　焼土粒子普通　ローム粒子・焼土ブロッ
ク少量　しまり欠ける　粘性欠ける ( 煙道流入土 )
15　暗褐色土　ローム粒子・焼土粒子・ブロック・砂質
土普通　炭化物粒子少量　しまりあり　粘性欠ける　
16　暗褐色土　ローム粒子普通　砂質土・炭化物粒子・
焼土粒子少量　焼土ブロック若干　しまりやや欠ける　
粘性欠ける

17　褐色土　ローム粒子・ロームブロック・砂質土粒子・
焼土粒子・焼土ブロック普通　しまりあり　粘性欠ける
18　暗黄褐色土　砂質土主体　ローム粒子普通　焼土粒
子・炭化物粒子少量　しまり欠ける　粘性欠ける　（ソデ
の流出）
19　黒褐色土　炭化物粒子主体　ローム粒子普通　砂質
土・焼土粒子少量　ロームブロック若干　しまりあり　
粘性欠ける
20　暗褐色土　砂質土ブロック多量　炭化物・焼土ブ
ロック少量　しまりあり　粘性欠ける ( ソデ )
21　暗黄褐色土　砂質土主体　ローム粒子・焼土粒子少
量　炭化物微量　しまりあり　粘性欠ける ( ソデ )
22　黄褐色土　砂質土主体　ローム粒子少量　焼土粒子
微量　しまりあり　粘性欠ける ( ソデ )
23　暗黄褐色土　ローム粒子多量　砂質土普通　焼土ブ
ロック少量　しまりあり　粘性あり
24　暗黄褐色土　黒色土ブロック・ロームブロック主体
しまりあり　粘性あり（貼床）
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第 32 図　10 区ＳＩ -10　出土遺物実測図

第 11 表　10 区ＳＩ -10　出土遺物観察表

平滑

4面に研磨痕

不明

三毳産

三毳産

不明

表は平滑

図版No

第11表10区SI-10出土遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記
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32

32

32

32

32

32

32

32

32

32

32

32

32

32

32

32

須恵器
坏

口　（16.9）
底　（11.7）
高　2.9

外面　10YR4/1　
褐灰　
内面　7.5YR3/1　
黒褐

砂粒少量 良好 ロクロナデ 口縁～底
部一部残
存

南東部　
中央　
床下1cm

SI-10№22口縁部内外
面　ススか

体～底部外
面　油煙か

黒色物付着

2 須恵器
坏

口　（13.9）
底　（7.7）
高　［3.7］

外面　2.5Y4/2　
暗灰黄　
内面　2.5Y6/2　
灰黄

砂粒多量 良好 ロクロナデ　　　　　
底部　回転ヘラケズリ

口縁～底
部一部残
存

カマド　
上　
床上7cm

SI-10№7

3 土師器
坏

口　14.8
底　-
高　3.8

外面　2.5YR5/6　
明赤褐　
内面　2.5YR5/6　
明赤褐

砂粒・赤色
粒子多量

良好 口縁部外面　ヨコナデ　
胴～底部外面　ヘラケ
ズリ　口縁～底部　内
面ヘラミガキ

口縁～底
部95%残
存

北東部　
北東　
床面直上

SI-10№9

4 須恵器
甕

口　（42.9）
底　-
高　［6.9］

外面　10YR5/2　
灰黄褐　
内面　10YR6/2　
灰黄褐

砂粒多量　
礫微量

良好 口縁部内外面　ナデ　
頸部外面　波状文　頸
部内面　ナデ

口縁部一
部残存

北西部　
中央　
床面直上

SI-10№
12・15

5 須恵器
甕

口　-
底　-
高　-
厚　1.0

外面　2.5Y7/2　
灰黄　
内面　2.5Y6/2　
灰黄

砂粒少量 良好 胴部外面　平行叩き　
胴部内面　ナデ

胴部一部
残存

南東部南　
床上16cm

SI-10№
29

6 砥石 長　5.60
幅　4.10
厚　2.70
重　57.49

凝灰岩 一部欠損 南東部　
壁際　
床面直上

SI-10№
21

7 編物石 長　10.70
幅　4.10
厚　2.70
重　199.92

流紋岩 一部欠損 北東部北　
床上3cm

SI-10№8

8 編物石 長　12.90
幅　4.20
厚　［3.20］
重　［286.44］

流紋岩 ほぼ完存 南東部南　
床上2cm

SI-10№
27

9 編物石 長　12.50
幅　5.40
厚　3.40
重　293.57

安山岩 南東部　
床上9cm

SI-10№
25

10 編物石 長　12.70
幅　4.75
厚　3.40
重　241.25

流紋岩 一部欠損 南東部　
壁際　
床上22cm

SI-10№
28

11 編物石か 長　14.22
幅　6.31
厚　2.74
重　364.1

流紋岩 完存

完存

南東部南　
床上16cm

SI-10№
26

12 編物石か 長　10.54
幅　10.04
厚　3.35
重　468.0

安山岩 一部欠損 南西部東　
床下3cm

SI-10№
17

16 鉄製品
手鎌か

長　［5.65］
幅　1.51
厚　0.20
重　3.05

一部残存 北東部南　
床面直上

SI-10№
20

17 鉄製品
刀子か

長　［2.97］
幅　1.39
厚　0.23
重　1.45

一部残存 北東部南　
床面直上

SI-10№
19

15 鉄製品
不明

長　［1.87］
幅　0.49
厚　0.28
重　0.67

一部残存 北東部
中央
床下3cm

SI-10№
11

13 鉄製品
鉄鏃

長　［9.17］
幅　0.89
厚　0.84
重　8.36

一部欠損 覆土中 SI-10貼床
中

14 鉄製品
鉄鏃か

長　［3.22］
幅　0.54
厚　0.39
重　1.92

一部残存 北東部
中央
床下3cm

SI-10№
10

備考・産地
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19.46 ㎡である。確認面からの深さは東壁 80cm、西壁 75 ㎝、南壁 85 ㎝、北壁 70 ㎝である。壁は床面か

らほぼ垂直に立ち上がる。　方向　南北の中軸線は北西方向、Ｎ - ５ -゚ Ｅである。　覆土　９層に分層可能

で、自然埋没である。南東隅と西壁中央付近の床上 10cm ほどに炭化物が多く含まれる。　カマド　北壁際

やや東寄り、貼床の上に構築される。20 〜 22 層でソデを作る。掘方は凸状で、煙道の立ち上がりは急角度

で立ち上がる。　柱穴　１本確認された。Ｐ１は長軸 22 ㎝、短軸（20）㎝、深さ 28 ㎝である。入口ピット

と推測される。　床面　全体的に凹凸が著しい。貼床は２層である。四隅を掘り込むタイプであるが、南西

隅は貼床をせず、地山をそのまま床面にしている。　その他　南壁中央のＰ１周辺に若干の高まりが見られ

る。非常に硬くしまる。　遺物の出土状況　Ｐ１付近、西壁際に多く出土。３・４・６が床面直上で出土した。

西壁中央付近の床面直上で 16・17 の鉄製品が出土する。　出土遺物　１は断面も黒くなっている。４は口

縁部に波状文が２列施されている。６の砥石は4面使用している。11は全面が平滑、12は表面が平滑である。

平滑

4面に研磨痕

不明

三毳産

三毳産

不明

表は平滑

図版No

第11表10区SI-10出土遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記

132

32

32

32

32

32

32

32

32

32

32

32

32

32

32

32

32

須恵器
坏

口　（16.9）
底　（11.7）
高　2.9

外面　10YR4/1　
褐灰　
内面　7.5YR3/1　
黒褐

砂粒少量 良好 ロクロナデ 口縁～底
部一部残
存

南東部　
中央　
床下1cm

SI-10№22口縁部内外
面　ススか

体～底部外
面　油煙か

黒色物付着

2 須恵器
坏

口　（13.9）
底　（7.7）
高　［3.7］

外面　2.5Y4/2　
暗灰黄　
内面　2.5Y6/2　
灰黄

砂粒多量 良好 ロクロナデ　　　　　
底部　回転ヘラケズリ

口縁～底
部一部残
存

カマド　
上　
床上7cm

SI-10№7

3 土師器
坏

口　14.8
底　-
高　3.8

外面　2.5YR5/6　
明赤褐　
内面　2.5YR5/6　
明赤褐

砂粒・赤色
粒子多量

良好 口縁部外面　ヨコナデ　
胴～底部外面　ヘラケ
ズリ　口縁～底部　内
面ヘラミガキ

口縁～底
部95%残
存

北東部　
北東　
床面直上

SI-10№9

4 須恵器
甕

口　（42.9）
底　-
高　［6.9］

外面　10YR5/2　
灰黄褐　
内面　10YR6/2　
灰黄褐

砂粒多量　
礫微量

良好 口縁部内外面　ナデ　
頸部外面　波状文　頸
部内面　ナデ

口縁部一
部残存

北西部　
中央　
床面直上

SI-10№
12・15

5 須恵器
甕

口　-
底　-
高　-
厚　1.0

外面　2.5Y7/2　
灰黄　
内面　2.5Y6/2　
灰黄

砂粒少量 良好 胴部外面　平行叩き　
胴部内面　ナデ

胴部一部
残存

南東部南　
床上16cm

SI-10№
29

6 砥石 長　5.60
幅　4.10
厚　2.70
重　57.49

凝灰岩 一部欠損 南東部　
壁際　
床面直上

SI-10№
21

7 編物石 長　10.70
幅　4.10
厚　2.70
重　199.92

流紋岩 一部欠損 北東部北　
床上3cm

SI-10№8

8 編物石 長　12.90
幅　4.20
厚　［3.20］
重　［286.44］

流紋岩 ほぼ完存 南東部南　
床上2cm

SI-10№
27

9 編物石 長　12.50
幅　5.40
厚　3.40
重　293.57

安山岩 南東部　
床上9cm

SI-10№
25

10 編物石 長　12.70
幅　4.75
厚　3.40
重　241.25

流紋岩 一部欠損 南東部　
壁際　
床上22cm

SI-10№
28

11 編物石か 長　14.22
幅　6.31
厚　2.74
重　364.1

流紋岩 完存

完存

南東部南　
床上16cm

SI-10№
26

12 編物石か 長　10.54
幅　10.04
厚　3.35
重　468.0

安山岩 一部欠損 南西部東　
床下3cm

SI-10№
17

16 鉄製品
手鎌か

長　［5.65］
幅　1.51
厚　0.20
重　3.05

一部残存 北東部南　
床面直上

SI-10№
20

17 鉄製品
刀子か

長　［2.97］
幅　1.39
厚　0.23
重　1.45

一部残存 北東部南　
床面直上

SI-10№
19

15 鉄製品
不明

長　［1.87］
幅　0.49
厚　0.28
重　0.67

一部残存 北東部
中央
床下3cm

SI-10№
11

13 鉄製品
鉄鏃

長　［9.17］
幅　0.89
厚　0.84
重　8.36

一部欠損 覆土中 SI-10貼床
中

14 鉄製品
鉄鏃か

長　［3.22］
幅　0.54
厚　0.39
重　1.92

一部残存 北東部
中央
床下3cm

SI-10№
10

備考・産地



第３章　発見された遺構と遺物

－ 54 －

第 33 図　10 区ＳＩ -11　実測図 ･出土遺物実測図

10 区ＳＩ -11（第 33 図、第３・12 表、図版六）

　位置　調査区の中央西寄り、台地の平坦面上に立地し、128.0-11.5 グリッドに位置している。　重複関係

　SK-66・68 より古く、SK-67 より新しい。　平面形状・規模　東西 5.85 ｍ、南北 5.55 ｍの方形。面積は

約32.47㎡である。削平が著しく、南部は推定ラインである。確認面からの深さは東壁10cm、北壁4㎝である。

壁の立ち上がりは浅いため不明である。　方向　南北の中軸線は北西方向、Ｎ -20 ゜ -W である。　覆土　北

部のごく一部が残るのみ。1 層である。　貯蔵穴　南東部に位置する。長軸 95 ㎝、短軸 69 ㎝、深さ 36 ㎝

の楕円形である。　床面　貼床は１層である。四隅を掘り込むタイプと推測される。南東と北東部が深くなっ

ている。　間仕切り溝　東西方向の D １は長軸 85 ㎝、短軸 25 ㎝、深さは不明である。　遺物の出土状況　
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１　明黒褐色土　ローム粒子微量　しまりあり
２　暗黄褐色土　ロームブロック多量　ローム
粒子普通　しまりあり（貼床）
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第 34 図　10 区ＳＩ -12　実測図

ほとんど出土しなかった。　出土遺物　１は焼粘土塊である。　

第 12 表　10 区ＳＩ -11　出土遺物観察表

９　暗黄褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック普通
焼土粒子若干　しまりあり（貼床）
10　褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量　焼土粒
子若干　しまりややあり（貼床）
11　黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　しま
りあり（貼床）

10区ＳＩ-12　カマド　
１　暗褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック・炭化
物粒子微量　焼土粒子若干　しまりあり
２　黒褐色土　ローム粒子・炭化物粒子少量　焼土粒子
微量　しまりあり
３ 明黒褐色土　焼土粒子・炭化物少量　焼土ブロック
微量　ローム粒子・粘土粒子若干　しまりあり（天井内
面の崩落土）
４　暗褐色土　ロームブロック少量　ローム粒子・焼土
粒子微量　炭化物若干　しまりあり
５　暗褐色土　焼土粒子少量　ローム粒子微量　炭化物
若干　しまりあり

６　暗褐色土　焼土粒子・粘土粒子・炭化物微量　しま
りややあり
７　暗褐色土　焼土粒子少量　炭化物微量　ローム粒子・
粘土粒子若干　しまりややあり（流入土）
８　褐色土　褐色粘土層　炭化物少量　焼土粒子若干　
しまりあり（ソデ）
９　黄褐色土　黄褐色粘土層　焼土粒子微量　しまりあ
り
10　明黒褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量　焼
土粒子若干　しまりあり ( 貼床 )

10 区ＳＩ-12
１　黒褐色土　ローム粒子・炭化物粒子・焼土粒子微量
しまりあり
２　明黒褐色土　ローム粒子微量　炭化物粒子・焼土粒
子若干　しまりあり
３　暗褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック・炭化
物粒子微量　焼土粒子若干　しまりあり
４　暗褐色土　ローム粒子・炭化物粒子・焼土粒子少量
ロームブロック若干　しまりあり

５　黒褐色土　ローム粒子・炭化物粒子少量　焼土粒子
微量　しまりあり
６　褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック微量　炭
化物粒子・焼土粒子若干　しまりあり
７　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量　しま
りあり（貼床）
８　明黒褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量　焼
土粒子若干　しまりあり ( 貼床 )
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図版No

第12表10区SI-11出土遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記

133 焼粘土塊 長　4.70
幅　2.10
厚　1.80
重　9.30

覆土中 一括

備考・産地
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第 35 図　10 区ＳＩ -12　出土遺物実測図

第 13 表　10 区ＳＩ -12　出土遺物観察表

図版No

第13表10区SI-12出土遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記

135

35

35

35

35

35

須恵器
坏

口　15.2　
底　7.7　
高　4.5

外面　7.5YR6/4　
にぶい橙
内面　7.5YR5/4　
にぶい褐

砂粒多量　
礫・赤色粒
子少量

不良 ロクロナデ　　　　　
底部　回転ヘラ切り後
手持ちナデ

ほぼ完形 北西部西　
床上2cm

SI-12№9 益子産

不明

益子産

ロクロナデ　　　　　
底部　回転ヘラ切り

2 須恵器
坏

口　14.0　
底　9.0　
高　3.6

外面　7.5YR5/4　
にぶい褐　
内面　5YR6/6　
橙

砂粒多量　
礫少量

不良 口縁～底
部75%残
存

南西部　
中央　
床上18cm

SI-12№8

ロクロナデ3 須恵器　
蓋

端　（21.0）　
高　［1.9］

外面　7.5YR4/2　
灰褐　
内面　10YR4/1　
褐灰

砂粒多量　
礫少量

やや
不良

端～天井
部一部残
存

カマド際　
上　
床上40cm

SI-12№4

4 鉄製品
刀子

長　［9.42］
幅　1.19
厚　0.39
重　6.75

一部残存 南西部　
中央　
床上14cm

SI-12№3

5 鉄製品
鎌か

長　［8.12］
幅　2.40
厚　0.26
重　8.69

粘板岩

一部欠損 北西部　
中央　
床上10cm

SI-12№2

SI-12№16 紡錘車 径　（4.30）
厚　［0.82］
重　18.76　
軸　（0.75）

一部残存 北東部　
中央　
床上3cm

内外面　荒
れている

備考・産地

10 区ＳＩ -12（第 34・35 図、第３・13 表、図版六 ･七 ･ 五五 ･ 六五）

　位置　調査区の西、台地の平坦面上に立地し、127.5-10.5 グリッドに位置している。　重複関係　SB-82

より古い。　平面形状・規模　東西 3.55 ｍ、南北 3.50 ｍの方形。面積は約 12.43 ㎡である。確認面からの

深さは東壁 32cm、西壁 28 ㎝、南壁 25 ㎝である。壁は床面から外傾して立ち上がる。　方向　南北の中軸

線は北西方向、Ｎ - １ -゚ Ｅである。　覆土　６層に分層可能で、自然埋没である。４・５･ ６層中に焼土と

1 2

3

4

5
6

0 3cm2：3

0 20cm1：5

0 10cm1：3

0 10cm1：4

0 10cm1：5

0 3cm1：1

0 20cm1：6

0 2m1：80

0 1m1：40

遺物 遺構

0 3cm1：2

1

○・○は（S=1/4）

0 5cm1：2

0 3cm2：3

0 20cm1：5

0 10cm1：3

0 10cm1：4

0 20cm1：6
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第 36 図　10 区ＳＩ -43　実測図 ･出土遺物実測図

第 14 表　10 区ＳＩ -43　出土遺物観察表
図版No

第14表10区SI-43出土遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記

136

36

36

須恵器
坏

口　（13.8）
底　（6.2）　
高　［4.2］

外面　2.5Y5/1　
黄灰　
内面　2.5Y6/1　
黄灰

砂粒多量　
礫・白色粒
子少量

良好 ロクロ目顕著　　　　
体部下端　手持ちヘラ
ケズリ

口縁～底
部一部残
存

北西部　
中央　
床上4cm

SI-43№2 新治産

益子産

益子産

2 須恵器
坏

口　-　
底　（6.5）　
高　［2.9］

外面　7.5Y5/1　
灰　
内面　7.5Y4/1　
灰

砂粒多量　
礫少量

良好 ロクロ目顕著　　　　
底部　回転ヘラ切り

体～底部
50%残存

南東部南　
床上7cm

SI-43№9

3 須恵器
高台付坏

口　（16.8）　
底　7.6　
高　7.0

外面　2.5Y5/1　
黄灰　
内面　10YR5/1　
褐灰

砂粒多量　
礫少量

良好 底部　回転ヘラケズリ後　
高台貼付

口縁～高
台部25%
残存

北東部　
北西　
床上7cm

SI-43№1

備考・産地

炭化物が確認される。　カマド　北壁際やや東寄りに構築されている。貼床の上に構築される。　床面　若

干の凹凸が見られる。貼床は５層である。中央部が硬化する。　遺物の出土状況　カマドから中央部付近に

出土する。　出土遺物　１と 2 は二次焼成を受けている。４は刀子。茎子の一部も残存している。５は鎌か。

折れ曲がっている。６の紡錘車は粘板岩製で、板状に剥離する。

10 区ＳＩ -43（第 36 図、第３・14 表、図版七 ･五五）

　位置　調査区の西、台地の平坦面上に立地し、127.5-10.5 グリッドに位置している。　重複関係　SD-45

より古い。　平面形状・規模　東西 3.57 ｍ、南北 3.42 ｍの不整形。面積は約 12.21 ㎡である。確認面から

の深さは東壁 41cm、西壁 45 ㎝、南壁 26 ㎝、北壁 22 ㎝である。壁は床面から外傾して立ち上がる。　方

向　南北の中軸線は北方向、Ｎ -14 ゜ - Ｅである。　覆土　５層に分層可能で、自然埋没か。焼土と炭化物

0 2m1：80
L=87.600m

10 区ＳＩ-43　
１　暗褐色土　ローム粒子少量
焼土粒子微量　炭化物粒子若干
しまりややあり　
２　褐色土　ローム粒子多量　
焼土粒子・炭化物粒子若干　し
まりややあり　
３　黒褐色土　ローム粒子微量
焼土粒子・炭化物粒子若干　し
まりややあり　
４　暗黄褐色土　ローム粒子少
量　ロームブロック微量　しま
りややあり　
５　暗褐色土　ローム粒子・焼
土粒子少量　炭化物粒子微量　
しまりややあり
６　暗黄褐色土　ローム粒子・
ロームブロック少量　焼土粒子・
炭化物若干　しまりあり
７　明黒褐色土　ローム粒子微
量　焼土粒子若干　しまりあり
８　暗黄褐色土　ローム粒子・
ロームブロック少量　しまりや
やあり　
９　黄褐色土　ローム粒子・ロー
ムブロック多量　しまりあり8

6
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8
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図版No

第14表10区SI-43出土遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記

136

36

36

須恵器
坏

口　（13.8）
底　（6.2）　
高　［4.2］

外面　2.5Y5/1　
黄灰　
内面　2.5Y6/1　
黄灰

砂粒多量　
礫・白色粒
子少量

良好 ロクロ目顕著　　　　
体部下端　手持ちヘラ
ケズリ

口縁～底
部一部残
存

北西部　
中央　
床上4cm

SI-43№2 新治産

益子産

益子産

2 須恵器
坏

口　-　
底　（6.5）　
高　［2.9］

外面　7.5Y5/1　
灰　
内面　7.5Y4/1　
灰

砂粒多量　
礫少量

良好 ロクロ目顕著　　　　
底部　回転ヘラ切り

体～底部
50%残存

南東部南　
床上7cm

SI-43№9

3 須恵器
高台付坏

口　（16.8）　
底　7.6　
高　7.0

外面　2.5Y5/1　
黄灰　
内面　10YR5/1　
褐灰

砂粒多量　
礫少量

良好 底部　回転ヘラケズリ後　
高台貼付

口縁～高
台部25%
残存

北東部　
北西　
床上7cm

SI-43№1

備考・産地

が含まれる。　床面　若干の凹凸がある。硬化している部分も多く、中央部南寄りは硬化している。貼床は

２層である。　その他　火処は確認されなかったが、南東隅付近に貯蔵穴のような穴（Ｐ１）があり、焼土

が含まれていた。長軸 62 ㎝、短軸 41 ㎝、深さ 12 ㎝で、床面上から確認された。また、穴かは不明である

第 37 図　10 区ＳＩ -65　実測図
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1
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7
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10 区ＳＩ-65　
Ⅰ　暗褐色土　耕作土
Ⅱ　暗褐色土　耕作土

１　明黒褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック微量　しま
りあり　
２　暗褐色土　ローム粒子普通　ロームブロック少量　焼土粒
子微量　しまりあり
３　暗褐色土　ローム粒子普通　ロームブロック少量　しまり
あり
４　暗褐色土　ローム粒子・焼土粒子・焼土ブロック少量　ロー
ムブロック・炭化物微量　しまりあり　
５　暗褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック・焼土粒子微
量　炭化物若干　しまりあり　
６　明黒褐色土　ローム粒子・焼土粒子若干　しまりややあり
７　暗褐色土　ローム粒子微量　しまりややあり　
８　暗黄褐色土　ロームブロック普通　ローム粒子少量　しま
りあり　
９　暗褐色土　ローム粒子普通　ロームブロック微量　しまり
あり　
10　暗黄褐色土　ロームブロック普通　ローム粒子少量　焼土
粒子若干　しまりあり（貼床）
11　黄褐色土　ローム粒子･ロームブロック多量　焼土粒子若
干　しまりあり（貼床）

10区ＳＩ-65　カマド
１　暗褐色土　ローム粒子普通　ロームブロック少量　
焼土粒子微量　しまりあり
２　暗灰褐色土　灰色粘土粒子普通　焼土粒子少量　黄
褐色粘土粒子・炭化物微量　しまりあり　
３　黄褐色土　黄褐色粘土主体　粘土粒子少量　焼土粒
子微量　しまりあり（天井の崩れ）
４　暗褐色土　焼土粒子少量　ローム粒子微量　しまり
あり
５　暗黄褐色土　ローム粒子・淡灰褐色粘土少量　焼土
粒子微量　しまりややあり
６　暗赤褐色土　焼土粒子・粘土粒子少量　焼土ブロッ
ク微量　しまりあり
７　暗黄褐色土　暗黄褐色粘土主体　焼土粒子・粘土粒
子少量　しまりあり（天井の崩れ）
８　暗黄褐色土　粘土ブロック普通　焼土粒子・ローム
粒子若干　しまりあり

９　明黒褐色土　ローム粒子・焼土粒子若干　しまりあ
り
10　赤褐色土　焼土粒子多量　焼土ブロック普通　しま
りあり（天井内面の崩落土）
11　黄褐色土　黄褐色粘土主体　粘土粒子少量　焼土粒
子微量　しまりあり（天井の崩れ）
12　暗褐色土　焼土粒子普通　ローム粒子・炭化物微量
しまりあり
13　暗赤褐色土　焼土粒子多量　焼土ブロック普通　淡
灰色粘土粒子微量　しまりややあり（天井内面の崩落土）
14　淡灰褐色土　淡灰色粘土粒子多量　焼土粒子微量　
しまりあり　
15　黒色土　焼土粒子普通　焼土ブロック少量　灰色粘
土粒子・灰若干　しまりややあり（天井内面の崩落土）　
16　暗褐色土　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子微量　
しまりあり　

17　暗赤褐色土　焼土粒子・焼土ブロック普通　灰色粘
土粒子・灰・炭化物若干　しまりややあり（天井内面の
崩落土）
18　黄褐色土　黄褐色粘土層　焼土粒子微量　しまりあ
り
19　灰褐色土　焼土粒子少量　粘土粒子微量　炭化物若
干　しまりあり　　
20　暗褐色土　焼土粒子微量　粘土粒子少量　炭化物若
干　しまりあり
21　灰色土　灰色粘土層　焼土粒子含む
22　明黒褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量　焼
土粒子微量　炭化物若干　しまり非常にあり
23　暗黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック普通　焼
土粒子・粘土ブロック微量　炭化物若干　しまりややあ
り　
24　黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　焼土
粒子若干　しまりあり

0 2m1：80
L=87.900m

0 1m1：40
L=87.800m

1
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11
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が、Ｐ２も貼床除去後に確認され、長軸 51 ㎝、短軸 48 ㎝、深さ 13 ㎝である。　遺物の出土状況　Ｐ１付近、

北壁際に多く出土する。　出土遺物　１は体部下端手持ちヘラケズリで、新治産である。３は焼成前に底部

が割れたため、内外面にミガキを施している。不良品である。

10 区ＳＩ -65（第 37・38 図、第３・15 表、図版七 ･八 ･ 五五・六五）

　位置　調査区の中央、台地の平坦面上に立地し、128.0-12.0 グリッドに位置している。　重複関係　SD-

14・45・47 より古く、SB-72 とは新旧関係不明である。　平面形状・規模　東西の残存部は 4.52 ｍ、南北 4.57

ｍの方形。面積は約 20.66 ㎡である。確認面からの深さは東壁 56cm、西壁 26 ㎝、南壁 29 ㎝、北壁 39 ㎝

である。壁は床面から外傾して立ち上がる。　方向　南北の中軸線は北方向、Ｎ - ５- ゜ W である。　覆土

　９層に分層可能で、自然埋没か。底面付近には焼土と炭化物が多量に含まれる。　柱穴　５本確認された。

Ｐ１は長軸 23 ㎝、短軸 20 ㎝、深さ 40 ㎝、Ｐ２は長軸 25 ㎝、短軸 22 ㎝、深さ 39 ㎝、Ｐ３は長軸 29 ㎝、

短軸 25 ㎝、深さ 35 ㎝、Ｐ４は長軸 29 ㎝、短軸 28 ㎝、深さ 30 ㎝、Ｐ５は長軸 60 ㎝、短軸 52 ㎝、深さ

16 ㎝である。Ｐ１〜Ｐ４は主柱穴と推測される。Ｐ５は貯蔵穴の可能性も否定できない。　床面　全体的に

硬く締まっている。貼床は２層である。　遺物の出土状況　カマド周辺から多く出土。　出土遺物　１と２

は口縁部が直立する坏で、内外面に漆仕上げを施していたと推測される。３と４は口縁部が内傾する。５は

須恵器の坏の蓋。茨城産か。７は甑の底部で１孔。８は𤭯の胴部と推測される。波状文が施されている。

第 38 図　10 区ＳＩ -65　出土遺物実測図
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10 区ＳＩ-65　
Ⅰ　暗褐色土　耕作土
Ⅱ　暗褐色土　耕作土

１　明黒褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック微量　しま
りあり　
２　暗褐色土　ローム粒子普通　ロームブロック少量　焼土粒
子微量　しまりあり
３　暗褐色土　ローム粒子普通　ロームブロック少量　しまり
あり
４　暗褐色土　ローム粒子・焼土粒子・焼土ブロック少量　ロー
ムブロック・炭化物微量　しまりあり　
５　暗褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック・焼土粒子微
量　炭化物若干　しまりあり　
６　明黒褐色土　ローム粒子・焼土粒子若干　しまりややあり
７　暗褐色土　ローム粒子微量　しまりややあり　
８　暗黄褐色土　ロームブロック普通　ローム粒子少量　しま
りあり　
９　暗褐色土　ローム粒子普通　ロームブロック微量　しまり
あり　
10　暗黄褐色土　ロームブロック普通　ローム粒子少量　焼土
粒子若干　しまりあり（貼床）
11　黄褐色土　ローム粒子･ロームブロック多量　焼土粒子若
干　しまりあり（貼床）

10区ＳＩ-65　カマド
１　暗褐色土　ローム粒子普通　ロームブロック少量　
焼土粒子微量　しまりあり
２　暗灰褐色土　灰色粘土粒子普通　焼土粒子少量　黄
褐色粘土粒子・炭化物微量　しまりあり　
３　黄褐色土　黄褐色粘土主体　粘土粒子少量　焼土粒
子微量　しまりあり（天井の崩れ）
４　暗褐色土　焼土粒子少量　ローム粒子微量　しまり
あり
５　暗黄褐色土　ローム粒子・淡灰褐色粘土少量　焼土
粒子微量　しまりややあり
６　暗赤褐色土　焼土粒子・粘土粒子少量　焼土ブロッ
ク微量　しまりあり
７　暗黄褐色土　暗黄褐色粘土主体　焼土粒子・粘土粒
子少量　しまりあり（天井の崩れ）
８　暗黄褐色土　粘土ブロック普通　焼土粒子・ローム
粒子若干　しまりあり

９　明黒褐色土　ローム粒子・焼土粒子若干　しまりあ
り
10　赤褐色土　焼土粒子多量　焼土ブロック普通　しま
りあり（天井内面の崩落土）
11　黄褐色土　黄褐色粘土主体　粘土粒子少量　焼土粒
子微量　しまりあり（天井の崩れ）
12　暗褐色土　焼土粒子普通　ローム粒子・炭化物微量
しまりあり
13　暗赤褐色土　焼土粒子多量　焼土ブロック普通　淡
灰色粘土粒子微量　しまりややあり（天井内面の崩落土）
14　淡灰褐色土　淡灰色粘土粒子多量　焼土粒子微量　
しまりあり　
15　黒色土　焼土粒子普通　焼土ブロック少量　灰色粘
土粒子・灰若干　しまりややあり（天井内面の崩落土）　
16　暗褐色土　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子微量　
しまりあり　

17　暗赤褐色土　焼土粒子・焼土ブロック普通　灰色粘
土粒子・灰・炭化物若干　しまりややあり（天井内面の
崩落土）
18　黄褐色土　黄褐色粘土層　焼土粒子微量　しまりあ
り
19　灰褐色土　焼土粒子少量　粘土粒子微量　炭化物若
干　しまりあり　　
20　暗褐色土　焼土粒子微量　粘土粒子少量　炭化物若
干　しまりあり
21　灰色土　灰色粘土層　焼土粒子含む
22　明黒褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量　焼
土粒子微量　炭化物若干　しまり非常にあり
23　暗黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック普通　焼
土粒子・粘土ブロック微量　炭化物若干　しまりややあ
り　
24　黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　焼土
粒子若干　しまりあり
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２. 掘立柱建物跡

　掘立柱建物跡は 10 棟である。１間×１間が２棟、2 間× 1 間が１棟、１間× 2 間が１棟、2 間× 2 間が３

棟、３間×２間が２棟、４間×２間が１棟、確認されている。

第 15 表　10 区ＳＩ -65　出土遺物観察表

茨城産
か

図版No

第15表10区SI-65出土遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記

138

38

38

38

38

38

38

38

38

38

38

土師器　
坏

口　（11.9）
底　-　
高　5.3

外面　7.5YR4/2　
灰褐　
内面　10YR3/1　
黒褐

砂粒多量　
礫微量

良好 口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴部外面　ヘラケ
ズリ　胴～底部内面　
ナデ

口縁～底
部50%残
存

カマド内　
壁際　
床上2cm

SI-65№
59・貯蔵
穴

2 口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴部外面　ヘラケ
ズリ　胴部内面　ナデ

土師器
坏

口　（11.9）
底　-
高　［4.4］

外面　7.5YR4/2　
灰褐　
内面　7.5YR3/2　
黒褐

漆仕上げ良好 口縁～体
部35%残
存

北東部南　
床面直上

SI-65№5・
61・（2・6）
同じ個体
か

口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴部外面　ヘラケ
ズリ　胴部内面　ナデ

3 土師器
坏

口　（10.7）
底　-
高　［4.9］

外面　5YR5/4　
にぶい赤褐　
内面　5YR4/3　
にぶい赤褐

砂粒多量　
赤色粒子
少量

砂粒・赤色
粒子少量
白色粒子
微量

砂粒多量　
赤色粒子
微量

良好 口縁～体
部50%残
存

北東部南　
床上17cm

SI-65№
1・97・覆
土

外面不明　口縁～胴部
内面　ヘラミガキか

4 土師器
坏

口　（11.6）
底　-　
高　［3.8］

外面　2.5YR5/6　
明赤褐　
内面　2.5YR4/6　
赤褐

良好 口縁～体
部一部残
存

覆土中 SI-65貯
穴

ロクロナデ5 須恵器　
蓋

口　（12.9）
底　-　
高　［3.2］

外面　N5/0　灰　
内面　10YR4/1　
褐灰

砂粒少量　
礫微量

良好 口縁部一
部残存

覆土中 SI-65南
半覆土

口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴部内外面　ヘラ
ケズリ　

6 土師器
鉢

口　（16.6）
底　-
高　［6.0］

外面　2.5YR5/6　
明赤褐　
内面　7.5YR4/3　
褐

砂粒多量　
礫少量　白
色粒子・赤
色粒子微量

良好 口縁～胴
部一部残
存

北東部南　
床面直上

SI-65№
8・10・85

7 土師器　
甑

口　-
底　（7.9）
高　［7.4］

外面　10YR5/2　
灰黄褐　
内面　7.5YR4/2　
灰褐

砂粒多量　
礫・赤色粒
子少量

良好 胴～底部
一部残存

カマド際　
壁際　
床面直上

SI-65№
8・63・
79・85

8 須恵器
𤭯

口　-　
底　-
高　-
厚　0.6

外面　2.5Y5/1　
黄灰　
内面　5Y5/1  灰

砂粒多量　
赤色粒子
微量

良好 不明胴部一部
残存

覆土中 SI-65覆
土一括

9 土師器
鉢か

口　（11.4）
底　-　
高　［9.0］

外面　7.5YR5/4　
にぶい褐　
内面　5YR5/6　
明赤褐

砂粒多量　
白色粒子・
赤色粒子
少量

良好 口縁～胴
部一部残
存

南東部　
中央　
床上1cm

SI-65№
48・64・
73・76・
80・83・
84・94・
カマド

10 土師器　
甕

口　（20.0）
底　-　
高　［12.6］

外面　7.5YR5/4　
にぶい褐
内面　7.5YR5/3　
にぶい褐

砂粒多量　
礫・黒色粒
子少量　赤
色粒子微量

良好 口縁～胴
部一部残
存

カマド　
上　
床上1cm

SI-65№
19～23・
25・28・
37・42・
44・46・
47・68・
69・71・
73・カマド

SI-65№
89

11 鉄製品
釘

長　4.16
幅　0.41
厚　0.46
重　1.54

北東部東
壁際
床上22cm

荒れている

被熱

口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴部外面　ヘラケ
ズリ　胴部内面　ナデ

口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴部外面　タテ方
向のヘラケズリ　胴部
内面　ナデ

ほぼ完存

荒れている

胴部外面　ナデに近い
ヘラケズリ　胴部内面　
ナデ　底部内外面　ヘ
ラケズリ

ロクロナデ
波状文

口縁部外面　
漆仕上げか

備考・産地

第 16 表　10 区掘立柱建物跡　計測表
遺構番号

第16表　10区掘立柱建物跡一覧表

位置 主軸 間 桁行（m） 梁行（m） 深さ（m） 遺物の出土 備考重複関係
Ｎ-０゜

Ｎ-     5 -゚W

SB-5

SB-10

128.0-12.5

127.5-10.0

SI-9より新。
SB-11・27区SK-13・27区P-12とは不明。SB-12
より新。27区SK-8・SX-70・71より古。

2.42～5.36

1.55～1.65

0.28～0.71

0.26～0.70

2,12～2.55

1.55～1.65

3間×2間

2間×2間

有

無

Ｎ-     2 -゚Ｅ

Ｎ-     8 -゚Ｗ

Ｎ-   84 -゚Ｅ
Ｎ-   90 -゚Ｗ
Ｎ-   90 -゚Ｗ

Ｎ-   89 -゚Ｗ

Ｎ-０゜
Ｎ-     4 -゚Ｅ

SB-11

SB-12

SB-27
SB-30
SB-31

SB-37

SB-72
SB-82

127.5-10.0

127.5-10.0

128.0-13.5
128.0-13.5
128.0-13.5

128.0-13.0

128.0-11.5
128.0-10.5

SB-10・12・27区SK-13・27区P-12とは不明。27
区SK-8より古。SX-70・71より新。
SB-11・27区SK-13・27区P-12とは不明。SB-10・
27区SK-8・SX-70・71より古。
SD-14とは不明。
SD-1・SB-37とは不明。
SB-37・P-25・26とは不明。
SB-30・31・SK-28・P-26・27・28・29・31・37・
39とは不明。
SD-14・45・47・SK-76・SI-65とは不明。
SI-12より新。

1.55～1.90

1.45～1.55

2.90～2.92
2.63～2.70
2.90～3.10

4.07～4.17

2.50～2.83
0.57～3.08

0.43～0.70

0.44～0.61

0.47～0.63
0.34～0.52
0.30～0.48

0.30～0.48

0.20～0.58
0.10～0.62

3.05～3.40

3.00

1.78～1.86
2.47

1.60～1.63

4.10～4.13

25.2～7.65
1.18～3.50

2間×2間

1間×2間

2間×1間
2間×［2間］
1間×1間

1間×1間

4間×2間
3間×2間

有

無

無
有
無

無

無
無
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第 39 図　10 区ＳＢ - ５　実測図 ･出土遺物実測図

遺構番号

第16表　10区掘立柱建物跡一覧表

位置 主軸 間 桁行（m） 梁行（m） 深さ（m） 遺物の出土 備考重複関係
Ｎ-０゜

Ｎ-     5 -゚W

SB-5

SB-10

128.0-12.5

127.5-10.0

SI-9より新。
SB-11・27区SK-13・27区P-12とは不明。SB-12
より新。27区SK-8・SX-70・71より古。

2.42～5.36

1.55～1.65

0.28～0.71

0.26～0.70

2,12～2.55

1.55～1.65

3間×2間

2間×2間

有

無

Ｎ-     2 -゚Ｅ

Ｎ-     8 -゚Ｗ

Ｎ-   84 -゚Ｅ
Ｎ-   90 -゚Ｗ
Ｎ-   90 -゚Ｗ

Ｎ-   89 -゚Ｗ

Ｎ-０゜
Ｎ-     4 -゚Ｅ

SB-11

SB-12

SB-27
SB-30
SB-31

SB-37

SB-72
SB-82

127.5-10.0

127.5-10.0

128.0-13.5
128.0-13.5
128.0-13.5

128.0-13.0

128.0-11.5
128.0-10.5

SB-10・12・27区SK-13・27区P-12とは不明。27
区SK-8より古。SX-70・71より新。
SB-11・27区SK-13・27区P-12とは不明。SB-10・
27区SK-8・SX-70・71より古。
SD-14とは不明。
SD-1・SB-37とは不明。
SB-37・P-25・26とは不明。
SB-30・31・SK-28・P-26・27・28・29・31・37・
39とは不明。
SD-14・45・47・SK-76・SI-65とは不明。
SI-12より新。

1.55～1.90

1.45～1.55

2.90～2.92
2.63～2.70
2.90～3.10

4.07～4.17

2.50～2.83
0.57～3.08

0.43～0.70

0.44～0.61

0.47～0.63
0.34～0.52
0.30～0.48

0.30～0.48

0.20～0.58
0.10～0.62

3.05～3.40

3.00

1.78～1.86
2.47

1.60～1.63

4.10～4.13

25.2～7.65
1.18～3.50

2間×2間

1間×2間

2間×1間
2間×［2間］
1間×1間

1間×1間

4間×2間
3間×2間

有

無

無
有
無

無

無
無

0 2m1：80
L=88.000m

10 区ＳＢ-５
１　明黒褐色土　ローム粒子微量　しまりあり
２　暗黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量　しまりあり
３　暗褐色土　ローム粒子微量　しまりあり
４　暗黄褐色土　ローム粒子少量　しまりややあり
５　暗褐色土　ローム粒子少量　しまりあり
６　暗黄褐色土　ロームブロック普通　ローム粒子少量　しまりあり
７　暗褐色土　ローム粒子・白色粒子・赤色粒子微量　しまりあり
８　暗褐色土　ローム粒子微量　赤色粒子若干　しまりあり
９　暗黄褐色土　ローム粒子少量　しまりややあり
10　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量　しまりあり
11　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック微量　しまりあり
12　暗黄褐色土　ローム粒子普通　しまりあり
13　暗褐色土　ローム粒子・砂質土・赤色粒子微量　しまりあり
14　明黒褐色土　砂質土微量　ローム粒子・赤色粒子若干　しまりあ
り
15　暗褐色土　ローム粒子微量　白色粒子・赤色粒子若干　しまりあ
り
16　暗黄褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック微量　しまりあり
17　暗褐色土　ローム粒子微量　しまりあり
18　暗褐色土　ローム粒子少量　しまりあり
19　暗褐色土　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子微量　しまりあり
20　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック微量　しまりあり
21　明黒褐色土　ローム粒子・ロームブロック微量　しまりあり
22　暗黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量　しまりあり
23　明黒褐色土　ローム粒子微量　赤色粒子若干　しまりあり
24　暗黄褐色土　ロームブロック少量　ローム粒子微量　しまりあり
25　黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　炭化物・焼土粒子
微量　しまりあり

P1

P2

P3 P6

P7

P8P9

P4
P5

SI-9

1
4

1
1
5

5
6

1
2
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4

7 23
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25

24
22 21

19

20
22
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13
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15

10 8
9

11
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7
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17
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13

4

1

1

SI-9

Ａ
Ａ’

Ｂ

Ｂ
’
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H’

A A’

B’
B

C’
C
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1
1

○・○は（S=1/4）
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ＳＢ - ５（第 39 図、第 16・17 表、図版八）

　位置　調査区の中央北寄り、台地の平坦面上に立地し、128.0-12.5 グリッドに位置する。　重複関係　SI-

９より新しい。　平面形状・規模　３間×２間の側柱式で、柱間は桁行 2.12 〜 2.55 ｍ、梁行 2.42 〜 5.36

ｍである。Ｐ４と５の間にも柱穴があった可能性が高い。柱穴はＰ２は不整形、Ｐ４が楕円形の他は円形で、

直径 41 〜 57 ㎝、深さは確認面から 28 〜 71 ㎝を測る。掘方の断面はＵ字形である。　方向　北辺に直交

する軸の傾きは北方向、Ｎ - ０゜である。　その他　Ｐ５の底面から粘土が確認された。　遺物の出土状況　

覆土中から出土している。　出土遺物　土師器の鉢と推測される。口縁部外面と内面は漆仕上げか。

第 40 図　10 区ＳＢ -10　実測図

第 17 表　10 区ＳＢ - ５　出土遺物観察表

10 区ＳＢ-10
１ 　暗褐色土　ローム粒子微量　しまり
ややあり　粘性ややあり
２ 　褐色土　ローム粒子多量　ロームブ
ロック少量　しまりあり　粘性ややあり
３ 　黄褐色土　ローム粒子・ロームブロッ
ク多量　しまりあり　粘性ややあり
４ 　黒褐色土　ローム粒子少量　しまり
あり　粘性ややあり　
５ 　暗褐色土　ローム粒子少量　しまり
あり　粘性ややあり　
６ 　暗褐色土　ローム粒子微量　焼土粒
子若干　しまり非常にあり　粘性やや欠

ける
７ 　暗褐色土　ローム粒子微量　ローム
ブロック若干　しまりあり　粘性ややあ
り
８ 　褐色土　ローム粒子・ロームブロッ
ク多量　しまりあり　粘性ややあり
９ 　暗褐色土　ローム粒子微量　焼土粒
子若干　しまりやや欠ける　粘性ややあ
り
10　暗褐色土　ローム粒子少量　ロームブ
ロック微量　しまりあり　粘性ややあり　
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第18表10区SB-11遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記

ロクロナデ　　　　　
底部　回転ヘラ切り

1 灰釉　
壷

口径　-　
底径　-　
器高　［4.5］

外面　10YR6/2　
灰黄褐　
内面　10YR5/2　
灰黄褐

砂粒少量　
黒色粒子
微量

砂粒・銀雲
母少量

良好 胴～底部
25%残存

北東部　
P1内　
床上33cm

SB-11　
P1-1

胴部外面　平行叩き　
胴部内面　ナデ

2 須恵器　
甕

厚　0.65 外面　2.5Y6/2　
灰黄　
内面　2.5Y6/2　
灰黄

良好 新治産

三毳産

不明

胴部一部
残存

北西部　
P3内　　
覆土中

SB-11
P3

図版No

第19表10区SB-30遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記

1 ロクロナデ
ボタン状

須恵器
蓋

つまみ径  3.1　
端　-　
高　［1.2］

外面　2.5Y7/1　
灰白　
内面　5Y6/1  灰

良好 つまみ部
100%残
存

P2内　
床上1cm

SB-30　
P2内№1

砂粒少量

41

41

43

図版No

第17表10区SB-5出土遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記

139 土師器
鉢

厚　0.8 外面　10YR3/1　
黒褐　
内面　10YR3/1　
黒褐

砂粒多量　
白色粒子
少量

良好 口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴部外面　ヘラミ
ガキ　胴部内面　ナデ

口縁部一
部残存

P4内　
床上5cm

SB-5№1口縁部　
漆仕上げか

備考・産地

備考・産地

備考・産地
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第 41 図　10 区ＳＢ -11　実測図 ･出土遺物実測図

ＳＢ -10（第 40 図、第 16 表、図版八）

　位置　調査区の西、緩い斜面上に立地し、127.5-10.0 グリッドに位置する。　重複関係　27 区 SK-8、SX-

70・71より古く、SB-12より新しい。SB-11、27区SK-13、27区Ｐ -12との新旧関係は不明である。　平面形状・

規模　２間×２間の側柱式で、柱間は桁行 ･ 梁行きとも 1.55 〜 1.65 ｍである。柱穴は楕円形で、直径 23 〜

82 ㎝、深さは確認面から 26 〜 70 ㎝を測る。掘方の断面はＰ４はＵ字形、他は逆台形である。　方向　北

10 区ＳＢ-11
１　暗褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック微量
しまりあり　粘性ややあり
２　褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量　しまりあり　粘性ややあり
３　褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量（２層よりロームの入り方が多い）　し
まりあり　粘性ややあり
４　黄褐色土　ローム主体　しまりあり　粘性ややあり
５　暗褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック若干　しまりあり　粘性ややあり
６　褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　しまりややあり　粘性ややあり
７　暗褐色土　砂質土ブロック微量　しまりあり　粘性ややあり
８　暗褐色土　ローム粒子若干　しまりあり　
９　褐色土　ローム粒子・ロームブロック微量　しまりあり
10　暗褐色土　ローム粒子普通　ロームブロック微量　炭化物若干　しまりあり
11　暗黄褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック少量しまりあり
12　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック微量　しまりあり
13　明黒褐色土　ローム粒子微量　赤色粒子若干　しまりあり
14　暗黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック普通　しまりあり
15　明暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量　砂質土ブロック含む　しまりあり

16　暗褐色土　ローム粒子若干　しまりあり
17　明黒褐色土　ローム粒子微量　しまりやや欠ける
18　明黒褐色土　ロームブロック少量　ローム粒子微量しまりあり
19　暗黄褐色土　ロームブロック普通　ローム粒子少量しまりあり
20　暗黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　砂質土ブロック含む　しまりあり
21　暗褐色土　ローム粒子微量　しまりあり　
22　明黒褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック微量しまりあり
23　暗褐色土　ローム粒子普通　ロームブロック少量　しまりあり
24　暗黄褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック普通しまりあり
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辺に直交する軸の傾きは北方向、Ｎ - ５゜ -W である。　その他　1 層が柱痕の可能性が高い。Ｐ２の７層は

古い段階の柱痕の可能性があり、建て替えの可能性も指摘できる。

ＳＢ -11（第 41 図、第 16・18 表、図版八）

　位置　調査区の西、緩い斜面上に立地し、127.5-10.0 グリッドに位置する。　重複関係　27 区 SK-8 より

古く、SX-70・71 より新しい。SB-10・12、27 区 SK-13、27 区Ｐ -12 との新旧関係は不明である。　平面

形状・規模　２間×２間の側柱式で、柱間は桁行 3.05 〜 3.40 ｍ、梁行 1.55 〜 1.90 ｍである。柱穴は楕円

形で、直径35〜 74㎝、深さは確認面から43〜 70㎝を測る。掘方の断面はＰ８はＵ字形、他は逆台形である。

　方向　北辺に直交する軸の傾きは北方向、Ｎ - ２ -゚ Ｅである。　遺物の出土状況　覆土上層から須恵器の

坏が出土している。　出土遺物　１は短頸壺の底部と推測される。２は甕の胴部である。胎土に銀雲母が含

まれる。

ＳＢ -12（第 42 図、第 16 表、図版八）

　位置　調査区の西、緩い斜面上に立地し、127.5-10.0 グリッドに位置する。　平面形状・規模　１間×２

間の側柱式で、柱間は桁行 3.0 ｍ、梁行 1.45 〜 1.55 ｍである。柱穴はＰ 1・3・5 はほぼ円形で、Ｐ２・４

は楕円形である。直径 40 〜 58 ㎝、深さは確認面から 44 〜 61 ㎝を測る。掘方の断面は逆台形である。　

方向　北辺に直交する軸の傾きは北方向、Ｎ - ８ -゚W である。　その他　Ｐ１は掘り直しの可能性が推測さ

れる。

ＳＢ -27（第 43 図、第 16 表、図版八）

　位置　調査区の中央やや東寄り、台地の平坦面上に立地し、128.0-13.5 グリッドに位置する。　重複関係

　SD-14 との新旧関係は不明である。　平面形状・規模　２間×１間の側柱式で、柱間は桁行 1.78 〜 1.86 ｍ、

梁行 2.90 〜 2.92 ｍである。柱穴はＰ３・６は楕円形、他はほぼ円形で、直径 41 〜 46 ㎝、深さは確認面か

ら 47 〜 63 ㎝を測る。掘方の断面は U 字形である。　方向　北辺に直交する軸の傾きは東方向、Ｎ -84 ゜

- Ｅである。　その他　柱痕が残る。Ｐ２とＰ５はロームブロックと黒色土ブロックを主体とする土が固く締

めている。最下層 ( ４層）には厚さ３〜４㎜の黒色土の堆積が認められる。　

ＳＢ -30（第 43 図、第 16・19 表、図版八）

　位置　調査区の中央北寄り、台地の平坦面上に立地し、128.0-13.5 グリッドに位置する。　重複関係　SI-

１、SB-37 との新旧関係は不明である。北側は調査区外である。　平面形状・規模　２間×２間の側柱式か。

柱間は桁行 2.47 ｍ、梁行 2.63 〜 2.70 ｍである。柱穴はＰ３は楕円形、他はほぼ円形で、直径 45 〜 66 ㎝、

図版No

第18表10区SB-11遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記

ロクロナデ　　　　　
底部　回転ヘラ切り

1 灰釉　
壷

口径　-　
底径　-　
器高　［4.5］

外面　10YR6/2　
灰黄褐　
内面　10YR5/2　
灰黄褐

砂粒少量　
黒色粒子
微量

砂粒・銀雲
母少量

良好 胴～底部
25%残存

北東部　
P1内　
床上33cm

SB-11　
P1-1

胴部外面　平行叩き　
胴部内面　ナデ

2 須恵器　
甕

厚　0.65 外面　2.5Y6/2　
灰黄　
内面　2.5Y6/2　
灰黄

良好 新治産

三毳産

不明

胴部一部
残存

北西部　
P3内　　
覆土中

SB-11
P3

図版No

第19表10区SB-30遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記

1 ロクロナデ
ボタン状

須恵器
蓋

つまみ径  3.1　
端　-　
高　［1.2］

外面　2.5Y7/1　
灰白　
内面　5Y6/1  灰

良好 つまみ部
100%残
存

P2内　
床上1cm

SB-30　
P2内№1

砂粒少量

41

41

43

図版No

第17表10区SB-5出土遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記

139 土師器
鉢

厚　0.8 外面　10YR3/1　
黒褐　
内面　10YR3/1　
黒褐

砂粒多量　
白色粒子
少量

良好 口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴部外面　ヘラミ
ガキ　胴部内面　ナデ

口縁部一
部残存

P4内　
床上5cm

SB-5№1口縁部　
漆仕上げか

備考・産地

備考・産地

備考・産地

第 18 表　10 区ＳＢ -11　出土遺物観察表
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第 42 図　10 区ＳＢ -12　実測図

10 区ＳＢ-12
１　暗褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック・砂質
土ブロック微量　しまりあり　粘性普通
２　暗褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック・砂質
土ブロック微量　（１層よりロームの入り方が多い）　し
まりあり　　粘性ややあり
３　黄褐色土　ロームブロック多量　しまりややあり　粘
性ややあり

４　褐色土　暗褐色粒子・ローム粒子多量　しまりやや欠
ける　粘性普通
５　黒褐色土　ローム粒子多量　しまりやや欠ける　粘性
普通
６　褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック少量　しま
りあり　粘性ややあり
７　暗褐色土　ローム粒子微量　しまりあり　粘性普通

８　暗褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック微量　
しまりあり　粘性ややあり
９　褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック少量　し
まりあり　粘性ややあり
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深さは確認面から 34 〜 52 ㎝を測る。掘方の断面はＰ１はＵ字形、Ｐ３は段を持ち、他は逆台形である。　

方向　北辺に直交する軸の傾きは西方向、Ｎ -90 ゜ -W である。　その他　Ｐ１は柱痕が残る。SB-31 とは同

時期か。Ｐ４の北側にも柱穴があった可能性が高い。　遺物の出土状況　覆土中からの出土である。　出土

遺物　須恵器の蓋のつまみ。ボタン状である。

ＳＢ -31（第 43 図、第 16 表、図版八）

　位置　調査区の中央やや北寄り、台地の平坦面上に立地し、128.0-13.5 グリッドに位置する。　重複関係

図版No

第18表10区SB-11遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記

ロクロナデ　　　　　
底部　回転ヘラ切り

1 灰釉　
壷

口径　-　
底径　-　
器高　［4.5］

外面　10YR6/2　
灰黄褐　
内面　10YR5/2　
灰黄褐

砂粒少量　
黒色粒子
微量

砂粒・銀雲
母少量

良好 胴～底部
25%残存

北東部　
P1内　
床上33cm

SB-11　
P1-1

胴部外面　平行叩き　
胴部内面　ナデ

2 須恵器　
甕

厚　0.65 外面　2.5Y6/2　
灰黄　
内面　2.5Y6/2　
灰黄

良好 新治産

三毳産

不明

胴部一部
残存

北西部　
P3内　　
覆土中

SB-11
P3

図版No

第19表10区SB-30遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記

1 ロクロナデ
ボタン状

須恵器
蓋

つまみ径  3.1　
端　-　
高　［1.2］

外面　2.5Y7/1　
灰白　
内面　5Y6/1  灰

良好 つまみ部
100%残
存

P2内　
床上1cm

SB-30　
P2内№1

砂粒少量

41

41

43

図版No

第17表10区SB-5出土遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記

139 土師器
鉢

厚　0.8 外面　10YR3/1　
黒褐　
内面　10YR3/1　
黒褐

砂粒多量　
白色粒子
少量

良好 口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴部外面　ヘラミ
ガキ　胴部内面　ナデ

口縁部一
部残存

P4内　
床上5cm

SB-5№1口縁部　
漆仕上げか

備考・産地

備考・産地

備考・産地

第 19 表　10 区ＳＢ -30　出土遺物観察表
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第 43 図　10 区ＳＢ -27・30・31・37　実測図 ･出土遺物実測図

0 2m1：80
L=87.900m

0 2m1：80
L=88.000m

0 2m1：80
L=88.000m

10 区ＳＢ-37
１　明黒褐色土　ローム粒子微量　しまりあり　
２　暗褐色土　ローム粒子少量　しまりあり　
３　明黒褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量　しまりあり

10区ＳＢ-31
１　暗褐色土　ローム粒子微量　しまりあり
２　明黒褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック微量　しまりややあり
３　暗黄褐色土　ローム粒子普通　ロームブロック微量　しまりややあり
４　明黒褐色土　ローム粒子少量　しまりややあり
５　暗黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック普通　しまりあり　
６　暗褐色土　ローム粒子少量　しまりあり　
７　明黒褐色土　黒色土主体　ロームブロック少量　ローム粒子微量　しまりあり　
８　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック微量　しまりあり　

0 2m1：80
L=88.000m

10 区ＳＢ-27
１　黒褐色土　ローム粒子普通　ロームブロック微量　しまり欠ける　粘
性欠ける
２　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　しまり欠ける　粘性欠
ける
３　暗黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　しまりややあり　粘
性ややあり
４　暗黄褐色土　ロームブロック・黒色土ブロック主体　しまり非常にあ
り　硬い　粘性ややあり

10区ＳＢ-30
１　明黒褐色土　ローム粒子微量　しまりあり　
２　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック微量　しまりあり
３　暗褐色土　ローム粒子少量　しまりややあり
４　暗黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量　しまりあり
５　暗褐色土　ローム粒子・白色粒子若干　しまりあり
６　明黒褐色土　ローム粒子少量　しまりあり　
７　明黒褐色土　ローム粒子微量　しまりあり　
８　暗褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック微量　しまりややあり
９　暗褐色土　ローム粒子少量　しまりあり
10　明黒褐色土　ロームブロック少量　ローム粒子微量　しまりあり

SI-1

調査区外

P1

P2 P3 P4

1

1

12
3

4

9

103

5

6

7

8
2

5
54

1

2

3

86
7

10 区 SB-30

10 区 SB-31

P-27

SK-28

P-26

P-39

P-28
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　SB-37、Ｐ -25・26 との新旧関係は不明である。　平面形状・規模　１間×１間の側柱式である。柱間は

桁行 1.60 〜 1.63 ｍ、梁行 2.90 〜 3.10 ｍである。柱穴はＰ３が不整円形、他はほぼ円形で、直径 41 〜 58 ㎝、

深さは確認面から 30 〜 48 ㎝を測る。掘方の断面はＰ２・４はＵ字形、他は逆台形である。　方向　北辺に

直交する軸の傾きは西方向、Ｎ -90 ゜ -W である。　その他　柱痕は残っていない。抜き取りか。SB-30 と同

時期か。

ＳＢ -37（第 43 図、第 16 表、図版八）

　位置　調査区の中央北寄り、台地の平坦面上に立地し、128.0-13.0 グリッドに位置する。　重複関係　SB-

30・31、SK-28、Ｐ -26 〜 29・31・37・39 との新旧関係は不明である。　平面形状・規模　１間×１間の

側柱式である。柱間は桁行 4.10 〜 4.13 ｍ、梁行 4.07 〜 4.17 ｍである。柱穴はＰ３が不整円形、他はほぼ

円形で、直径 41 〜 58 ㎝、深さは確認面から 30 〜 48 ㎝を測る。掘方の断面はＰ２・４はＵ字形、他は逆

台形である。　方向　北辺に直交する軸の傾きは西方向、Ｎ -89 -゚Wである。　その他　柱痕は残っていない。

抜き取りか。

ＳＢ -72（第 44 図、第 16 表、図版九）

　位置　調査区の西、台地の平坦面上に立地し、128.0-11.5 グリッドに位置する。　重複関係　SI-65、SD-

14・45・47、SK-76 との新旧関係は不明である。　平面形状・規模　４間×２間の側柱式か。柱間は桁行 2.52

〜 7.65 ｍ、梁行 2.50 〜 2.83 ｍである。柱穴は円形を意識していると考えられる。Ｐ８・10 は円形、その

他は不整形である。長軸43〜154cm、確認面からの深さは20〜58cmを測る。掘方の断面は一番新しいピッ

トは U 字形、他は逆台形である。８・14 はＵ字形、他は逆台形である。　方向　北辺に直交する軸の傾きは

北方向、Ｎ - ０ で゚ある。　その他　南辺と西辺に２回の建て替えが確認できる。柱穴の位置をずらしている。

SD-14 に撹乱されているため、確認できなかったが、Ｐ 19 と 20 の間に柱穴の存在した可能性は高い。

ＳＢ -82（第 45 図、第 16 表）

　位置　調査区の西、台地の平坦面上に立地し、128.0-10.5 グリッドに位置する。　重複関係　SI-12 より

新しい。　平面形状・規模　３間×２間の側柱式で、柱間は桁行 1.18 〜 3.50 ｍ、梁行 0.57 〜 3.08 ｍである。

柱穴はＰ５が楕円形、他はほぼ円形で、直径 28 〜 80 ㎝、深さは確認面から 10 〜 62 ㎝を測る。掘方の断

面はほとんどがＵ字形である。　方向　北辺に直交する軸の傾きは北方向、Ｎ -4 -゚ Ｅである。　その他　Ｐ

６・７・９は柱痕が残る。建て替えの可能性が高い。
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第 44 図　10 区ＳＢ -72　実測図

E

E’

Ｂ’
Ｂ

Ｃ

J

J’

Ｃ
’

Ｄ
’

Ｄ

F F’

G
G’

H

H’

I

I’

K

K’
L

L’

M

M
’

A A’

A A’

B B’

F F’ G’G H H’

I I’ J J’ K K’

L L’ O O’

E’
E

N

O
O’

C’
C

D
D
’

N’

N N’M M’

P1 P2 P3

P4 P5 P6

P7
P8

P9

P10

P11

P12
P13 P14

P15 P16
P17

P18

P19

P20P21

SD-45

SD-47 SD-14

SI-65

SK-76

２ １

３

４５

６

７
９８９ 15

4

10
11

1

1415

51312 13

6
10

15

16
5 6

17

20
18 1

19

6 5 6

10
11

21

22

27

28

29

30

31

5
6
10

33

32
34

35
36

25

26

SI-65

2324

SK-76 37 SD-14

0 2m1：80
L=87.700m



第２節　10 区の遺構と遺物

－ 69 －

第 45 図　10 区ＳＢ -82　実測図

10 区ＳＢ-72
１　褐色土　ローム粒子普通　ロームブロック少量　し
まりあり　
２　暗褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック微量　
しまりあり　
３　暗褐色土　ローム粒子少量　赤色粒子微量　しまり
あり　
４　明黒褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック微量
赤色粒子若干　しまりあり
５　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック微量　赤色
粒子若干　しまりあり　
６　暗黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック普通　し
まりあり　
７　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック微量　しま
りあり　
８　明黒褐色土　ローム粒子・ロームブロック微量　し
まりあり　
９　暗黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　し
まりあり　
10　明黒褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量　し
まりあり
11　暗黄褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック普通
しまりあり　
12　暗褐色土　ロームブロック普通  ローム粒子微量　
しまりあり　

13　暗黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量　し
まりあり　
14　暗褐色土　ローム粒子少量　しまりあり　
15　暗褐色土　ロームブロック少量　ローム粒子微量　
しまりあり
16　黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　しま
りあり
17　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック・赤色粒子
微量　しまりあり　
18　暗黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量　し
まりあり　
19　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック微量　赤色
粒子若干　しまりあり　
20　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック若干　しま
りあり　
21　暗黄褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック少量
しまりややあり
22　暗黄褐色土　ローム粒子 ・ロームブロック多量　し
まりあり　
23　淡黄褐色土　ローム粒子普通　砂質土ブロック少量
赤色粒子微量　しまりあり　
24　明黒褐色土　ローム粒子・ロームブロック微量　赤
色粒子若干　しまりあり　
25　明黒褐色土　ロームブロック少量　ローム粒子微量
しまりあり　

26　暗褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック微量　
しまりあり　
27　暗褐色土　ローム粒子微量　ロームブロック若干　
しまりあり
28　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック微量　しま
りあり　
29　明黒褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量　し
まりあり　
30　暗褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック微量　
しまりあり
31　明黒褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量　し
まりあり
32　暗褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック微量　
赤色粒子若干　しまりあり　
33　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量　IP　
粒子若干　しまりあり
34　暗黄褐色土　ロームブロック普通  ローム粒子微量
しまりあり　
35　暗褐色土　ローム粒子微量　赤色粒子若干　しまり
あり　
36　明黒褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量　し
まりあり　
37　暗褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック微量　
赤色粒子若干　しまりあり

0 2m1：80
L=87.600m

10 区ＳＢ-82　
１　褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量　IP 粒
子若干　しまりあり
２　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量　し
まりあり
３　明黒褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック微
量　しまりあり
４　褐色土　ローム粒子普通　しまりあり
５　暗褐色土　ローム粒子微量　しまりあり
６　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック普通　し
まりあり
７　暗褐色土　ローム粒子微量　しまりあり
８　暗黄褐色土　ロームブロック少量　ローム粒子微
量　しまりあり
９　明黒褐色土　ローム粒子・ロームブロック微量　
しまりあり
10　暗黄褐色土　ローム粒子普通　ロームブロック少
量　しまりややあり
11　黒褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック・炭
化物粒子微量　焼土粒子若干　しまりややあり
12　暗黒褐色土　ローム粒子少量　炭化物粒子若干　
しまりあり
13　明黒褐色土
14　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック・砂質土
少量　IP 粒子若干　しまりあり
15　明黒褐色土　ローム粒子微量　IP 粒子若干　しま
りややあり
16　明黒褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量　
しまりあり
17　黄褐色土　ロームブロック多量　ローム粒子少量
しまりあり
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３. ピット　Ｐ -１～ 101（第 46 ～ 50 図、第 20・21 表、図版六五 ･六六）

第 20 表　10 区ピット　計測表

遺構番号 位置 平面形状 長軸（m） 短軸（m） 深さ（m） 遺物の出土 重複関係
P-1
P-2
P-3
P-4
P-5
P-6
P-7
P-8
P-9
P-10
P-11
P-12
P-13
P-14
P-15
P-16
P-17
P-18
P-19
P-20
P-21
P-22
P-23
P-24
P-25
P-26
P-27
P-28
P-29
P-30
P-31
P-32
P-33
P-34
P-35
P-36
P-37
P-38
P-39
P-40
P-41
P-42
P-43
P-44
P-47
P-49
P-51
P-52
P-53
P-57
P-58
P-59

なし。
なし。
なし。
なし。
なし。
なし。
なし。
なし。
なし。
なし。
なし。
なし。
なし。
なし。
なし。
P-20より新。
なし。
なし。
なし。
P-16より古。
なし。
なし。
なし。
なし。
SB-31とは不明。
SB-31・37とは不明。
SB-37とは不明。
SB-37とは不明。
SB-37とは不明。
なし。
SB-37とは不明。
なし。
なし。
なし。
P-36より古。
P-35より新。
SB-37とは不明。
なし。
SB-37とは不明。
なし。
なし。
なし。
なし。
なし。
なし。
SI-7とは不明。
SD-15・SI-7とは不明。
SD-60・SI-7とは不明。
SI-7より古。
SX-70より新。27区P-14とは不明。
SD-60とは不明。
なし。

0.30
0.31
0.30
0.27
0.28
0.30
0.31
0.32
0.32
0.41
0.42
0.26
0.18
0.27
0.29
0.31
0.28
0.31
0.30
0.23
0.38
0.51
0.24
0.22
0.28
0.24
0.35
0.17
0.19
0.23
0.24
0.21
0.20
0.25
0.31
0.25
0.25
0.36
0.22
0.34
0.30
0.28
0.33
0.38
0.37
0.35
0.35
0.23
（0.37）
0.60
0.29
0.57

0.15
0.13
0.17
0.23
0.35
0.50
0.29
0.22
0.30
0.33
0.40
0.22
0.26
0.44
0.48
0.39
0.50
0.29
0.33
0.36
0.41
0.34
0.56
0.51
0.41
0.29
0.40
0.29
0.36
0.53
0.29
0.48
0.36
0.30
0.39
0.40
0.46
0.26
0.20
0.32
0.45
0.32
0.29
0.37
0.48
0.13
0.14
0.31
0.47
0.75
0.10
0.59

0.31
0.49
0.31
0.28
0.28
0.33
0.33
0.33
0.35
0.42
0.47
0.31
0.22
0.30
0.32
0.33
0.31
0.32
0.35
0.29
0.40
0.52
0.38
0.22
0.31
0.28
0.42
0.18
0.24
0.28
0.36
0.28
0.28
0.25
0.35
0.28
0.36
0.41
0.27
0.37
0.34
0.37
0.40
0.41
0.42
0.40
0.40
0.26
0.45
0.70
0.34
0.66

不整円形
楕円形
円形
円形
円形
楕円形
円形
円形
円形
円形
不整円形
楕円形
楕円形
不整円形
楕円形
不整形
円形
円形
円形
不整形
不整円形
不整円形
楕円形
円形
楕円形
円形
楕円形
円形
楕円形
円形
楕円形
円形
円形
円形
不整形
不整形
楕円形
楕円形
楕円形
不整円形
円形
不整形
楕円形
円形
円形
不整円形
不整円形
不整円形
楕円形
楕円形
　円形　
　円形　

無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
有
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
有
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
有
有
無
無

128.0-14.5
128.0-14.0
128.0-14.0
128.0-14.0
128.0-14.5
128.0-14.5
128.0-14.5
128.0-14.0
128.0-14.0
128.0-14.0
128.0-14.0
128.0-14.0
128.0-14.0
128.0-14.0
128.0-14.0
128.0-13.5
127.5-14.0
127.5-14.0
127.5-14.0
128.0-13.5
127.5-14.0
127.5-14.0
128.0-13.5
128.0-13.0
128.0-13.0
128.0-13.0
128.0-13.0
128.0-13.0
128.0-13.0
128.0-13.0
128.0-13.0
128.0-13.0
128.0-13.0
128.0-13.0
128.0-13.0
128.0-13.0
128.0-13.0
128.0-13.0
128.0-13.0
127.5-14.0
127.0-14.0
127.0-14.0
127.0-13.5
127.0-13.5
127.0-12.5
127.0-12.5
127.5-12.5
127.5-12.0
127.5-12.5
127.5-10.0
127.5-12.0
127.5-10.0

P-60
P-61
P-62
P-63
P-64
P-65
P-66
P-67
P-68
P-69

128.0-11.5
128.0-11.5
128.0-11.0
128.0-11.0
128.0-11.0
128.0-11.0
128.0-11.0
128.0-11.0
128.0-11.0
128.0-10.5

   円形　
    円形　 
楕円形 
円形
円形
不整形
円形
円形
円形
円形

0.45
0.33
0.46
0.46
0.36
0.54
0.38
0.25
0.29
0.45

0.44
0.31
0.30
0.44
0.32
0.37
0.35
0.25
0.28
0.38

0.32
0.46
0.22
0.23
0.18
0.24
0.34
0.29
0.90
0.32

無
無
無
無
無
無
無
無
無
無

なし。
なし。
なし。
なし。
なし。
なし。
なし。
なし。
なし。
なし。
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P-70
P-71
P-79
P-80
P-81
P-82
P-85
P-86
P-87
P-88
P-89
P-90
P-91
P-92
P-93
P-94
P-95
P-96
P-97
P-98
P-99
P-100
P-101

なし。
なし。
なし。
P-81とは不明。
P-80とは不明。
SD-45とは不明。
SK-77とは不明。
P-87とは不明。
P-86・88とは不明。
P-87とは不明。
P-90・92とは不明。
P-89とは不明。
SI-7とは不明。
P-89とは不明。
SK-81とは不明。
SK-81とは不明。
なし。
SD-60・SK-50とは不明。
なし。
SI-6より古。
SI-6より古。
SI-6より古。
SK-77より新。

0.34
0.27
0.29
0.45
0.40
0.35
0.41
0.45
0.49
0.50
0.55
（0.38）
（0.58）
（0.42）
0.40
0.45
0.61
0.66
0.40
0.41
0.41
0.30
［0.31］

0.28
0.23
0.32
0.45
0.68
0.24
0.55
0.50
0.58
0.32
0.43
0.20
0.51
0.48
0.26
0.18
0.35
0.59
0.40
0.22
0.20
0.12
0.55

0.40
0.27
0.34
0.46
0.44
0.41
0.47
0.45
0.49
0.52
（0.59）
0.41
0.61
0.53
0.50
0.54
0.70
0.66
0.47
0.53
0.45
0.44
［0.42］

不整円形
円形
円形
円形
円形
不整円形
楕円形
円形
円形
円形
不整形
不整形
推定円形
不整形
不整形
不整形
楕円形
円形
楕円形
不整形
楕円形
不整形
楕円形

有
無
無
無
無
無
無
無
無
無
有
無
無
有
無
無
無
有
無
無
無
無
無

128.0-10.5
128.0-10.5
127.5-11.0
128.0-11.0
128.0-11.0
128.0-11.5
127.0-12.5
127.0-12.5
127.0-12.5
127.5-12.5
127.5-12.5
127.5-12.5
127.5-12.5
127.5-12.5
127.5-13.0
127.5-13.0
127.0-12.0
127.5-12.0
127.0-12.0
127.5-12.5
127.0-12.5
127.0-12.5
127.0-12.5

第 46 図　10 区Ｐ - １～ 16・20　実測図
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1

2
1
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10 区
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Ｐ-4

1
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1

10 区
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10 区
Ｐ-1
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Ｐ-10

1
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1

3
4

3

10 区
Ｐ-12

1

10 区
Ｐ-13

1

10 区Ｐ-14 10 区Ｐ-15

1

10 区
Ｐ-16･20

Ｐ-16

Ｐ-20

1

4
2

3
10 区Ｐ-1・3・6・7・8・9・11・13・24・25・29
１　明黒褐色土　ローム粒子微量　しまりあり
２　暗褐色土　ローム粒子多量　しまりややあり
３　暗褐色土　ローム粒子微量　しまりあり　
４　黒黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量　し
まりややあり　
５　暗黄褐色土　ローム粒子普通　ロームブロック少量
しまりややあり　
６　暗黄褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック少量
しまりややあり　

10区Ｐ-2
１　明黒褐色土　ローム粒子微量　赤色粒子若干　しま
りややあり

10区Ｐ-4・12・26・28
１　暗褐色土　ローム粒子微量　しまりややあり
２　暗褐色土　ローム粒子少量　しまりややあり　

10区Ｐ-5
１　暗褐色土　ローム粒子微量　赤色粒子若干　しまり
あり

10区Ｐ-10・23
１　明黒褐色土　ローム粒子少量　しまりあり　

10区Ｐ-14・15
１　明黒褐色土　ローム粒子微量　しまりややあり

10区Ｐ-16・20
１　褐色土　ローム粒子少量　しまりややあり
２　黒褐色土　ローム粒子・ロームブロック微量　しま
りややあり　
３　黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　しま
りややあり　
４　暗褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック微量　
しまりややあり　

　

　Ｐ -93・94・95・96・97 は覆土に焼土が含まれる。

　Ｐ -38 からは須恵器の坏が出土した。口縁部外面と口縁から体部内面が黒くなっている。Ｐ -57 から出土

した蓋は歪みが著しい。宝珠状のつまみである。Ｐ -70 からは須恵器の坏で底部ヘラ切りである。Ｐ -96 は

高台付坏である。
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第 47 図　10 区Ｐ -17 ～ 19・21 ～ 44・47・49・51 ～ 53　実測図
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１
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１
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10 区Ｐ-43

１２

３４
５ ５

10 区Ｐ-41

１

２ ３３
３

４
５４

５

１２ １

３ ２

10 区Ｐ-40 10 区Ｐ-42

10 区Ｐ-49

１

２ ２

SI-7
10 区Ｐ-52 10 区Ｐ-53

1

1

2
3
4

5 2
3

4

10 区Ｐ-51

１ ２

SI-7
SI-7 SI-7

SD-15

10 区Ｐ-17
１　褐色土　ローム粒子普通  やわらかい  粘性あり　
２　暗黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　IP
粒子微量　やわらかい　粘性あり

10区Ｐ-18・19
１　暗褐色土　ローム粒子微量　しまりあり　粘性あり
２　褐色土　ローム粒子少量　しまり欠ける　やわらか
い　粘性あり
３　黄褐色土　ローム粒子普通　しまりあり　やわらか
い　粘土質　

10区Ｐ-21・22
１　暗褐色土　ローム粒子・IP 粒子微量　ロームブロッ
ク含む　しまりあり　やわらかい　粘性あり
２　暗褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック普通　
やわらかい　粘性あり

10区Ｐ-27・30・32
１　暗褐色土　ローム粒子微量　しまりあり　
２　明黒色土　ローム粒子若干　しまりあり　
３　明黒褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量　し
まりあり　
４　暗黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック普通　し
まりややあり　
５　明黒褐色土　ローム粒子・ロームブロック微量　し
まりややあり　
６　暗黄褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック普通
しまりあり　

10区Ｐ-31
１　暗褐色土　ロームブロック少量　ローム粒子微量　
しまりあり　

10区Ｐ-33・38
１　暗褐色土　ローム粒子少量　しまりあり　

10区Ｐ-34
１　暗褐色土　淡灰褐色粒子少量　ローム粒子微量　し
まりあり　
２　暗褐色土　ローム粒子微量　しまりあり　
３　黒黄褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック微量

10区Ｐ-35・36
１　暗褐色土　ローム粒子微量（2層より多い）　しまり
あり　
２　暗褐色土　ローム粒子微量　しまりあり　
３　暗黄褐色土　ローム粒子普通　しまりあり　
４　暗褐色土　ローム粒子微量　しまりあり　
５　暗黄褐色土　ローム粒子普通　しまりあり　

10区Ｐ-37
１　暗褐色土　ローム粒子微量　しまりあり　
２　暗褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック微量　
しまりあり　

10区Ｐ-39
１　暗褐色土　ローム粒子少量　しまりややあり

10区Ｐ-40
１　褐色土　ローム粒子普通　IP 粒子微量　やわらかい
粘性あり
２　暗黄褐色土　ローム粒子多量　やわらかい　粘土質
３　暗黄褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック普通
やわらかい　粘土質　

10区Ｐ-41
１　褐色土　ローム粒子少量　IP 粒子微量　やわらかい
粘性あり
２　暗黄褐色土　ローム粒子普通　やわらかい　粘性あ
り
３　褐色土　ローム粒子少量　IP 粒子若干　しまり欠け
る　やわらかい　粘性あり　
４　暗褐色土　ロームブロック少量　ローム粒子微量　
しまりあり　やや硬い　粘性あり　
５　黒褐色土　ロームブロック少量　ローム粒子微量　
しまりあり　やや硬い　粘性あり

10区Ｐ-42
１　褐色土　ローム粒子普通　ロームブロック少量　IP
粒子微量　やわらかい　粘性あり　
２　暗褐色土　ローム粒子普通　ロームブロック少量　
SP粒子微量　やわらかい　粘性あり
３　黒褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　やわ
らかい　粘性あり　

10区Ｐ-43
１　褐色土　ローム粒子少量　やややわらかい　粘性あ
り
２　暗褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック微量　
やわらかい　粘性あり
３　黒褐色土　ロームブロック普通　ローム粒子少量　
やわらかい　粘性あり
４　黄褐色土　黄褐色粘土層　しまりあり　硬い
５　暗黄褐色土　ローム粒子微量　やわらかい　粘性あ
り

10区Ｐ-44
１　褐色土　ローム粒子・IP 粒子微量　やわらかい粘性
あり
２　黒褐色土　ローム粒子普通　しまり欠ける　やわら
かい　粘性あり
３　暗褐色土　ローム粒子少量　やややわらかい　粘性
あり
４　暗黄褐色土　ローム粒子多量　やわらかい　粘性あ
り　

10区Ｐ-47
１　褐色土　ローム粒子・焼土粒子・SP粒子微量　し
まりややあり　粘性あり
２　暗褐色土　ローム粒子・焼土粒子微量　しまりやや
欠ける　粘性あり
３　暗黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック普通　焼
土粒子微量　しまりやや欠ける　粘性あり

10区Ｐ-49
１　黒褐色土　ローム粒子少量　赤色粒子微量　しまり
ややあり　粘性やや欠ける
２　黄褐色土　ロームブロック・黒色土ブロック主体　
しまりあり　粘性ややあり

10区Ｐ-51
１　黒褐色土　ローム粒子少量　しまりややあり　粘性
やや欠ける
２　暗褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック少量　
しまり普通　粘性ややあり

10区Ｐ-52
１　暗褐色土　ローム粒子多量　粘性ややあり

10区Ｐ-53
１　暗褐色土　白色粘土・暗褐色粘土ブロック少量　し
まりややあり　粘性欠ける
２　暗黄褐色土　ロームブロック・黒色土主体　しまり
あり　粘性欠ける
３　暗黄褐色土　ローム粒子・黒色土多量　しまりやや
あり　粘性あり
４　暗褐色土　ローム粒子・しまりややあり　粘性欠け
る
５　暗褐色土　ローム普通　ロームブロック少量　赤色
粒子微量　しまりあり　粘性やや欠ける
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第 48 図　10 区Ｐ -57 ～ 71・79 ～ 82・85 ～ 92　実測図
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0 2m1：80
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10 区Ｐ-57
１　暗褐色土　ローム粒子若干　しまりあり
２　暗褐色土　ローム粒子微量　しまりあり
３　暗褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック微量　
SP粒子含む　しまりあり
４　明黒褐色土　ローム粒子・ロームブロック微量　し
まりあり
５　暗黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック普通　し
まりあり
６　黒褐色土　ローム粒子微量　ロームブロック若干　
しまりあり

10区Ｐ-58
１　黒褐色土　ローム粒子普通　ロームブロック微量　
しまりややあり　粘性やや欠ける

10区Ｐ-59
１　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック微量　しま
りあり
２　暗黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック普通　し
まりややあり
３　黒褐色土　ロームブロック少量　ローム粒子微量　
しまりあり
４　明黒褐色土　ローム粒子・ロームブロック普通　し
まりあり
５　暗褐色土　ローム粒子普通　しまりあり

10区Ｐ-60
１　明黒褐色土　ローム粒子微量　赤色粒子（IP 粒子か）
若干　しまりあり
２　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック普通　しま
りあり
３　暗黄褐色土　ローム粒子普通　ロームブロック少量
しまりあり

10区Ｐ-61
１　暗褐色土　ローム粒子普通　ロームブロック少量　
しまりあり
２　暗黄褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック普通
しまりややあり
　

10区Ｐ-62・65
１　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量　IP 粒
子若干　しまりあり
２　明黒褐色土　ローム粒子微量　ロームブロック若干
しまりあり
３　暗黄褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック普通
しまりあり
４　暗黄褐色土　ローム粒子普通　ロームブロック少量
しまりあり

10区Ｐ-63
１　暗褐色土　ロームブロック普通　ローム粒子少量　
しまりあり

10区Ｐ-64
１　暗黄褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック微量
しまりややあり

10区 P-66・68
１　暗褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック微量　
しまりあり
２　暗黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量　し
まりあり

10区Ｐ-67
１　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量　しま
りあり
２　暗黄褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック普通
しまりやや欠ける

10区Ｐ-69
１　暗褐色土　ローム粒子微量　ロームブロック・IP 粒
子若干　しまりあり
２　明黒褐色土　ローム粒子・ロームブロック微量　し
まりあり
３　暗黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量　し
まりあり
４　暗黄褐色土　ロームブロック多量　ローム粒子少量
しまりあり

10区Ｐ-70
１　暗褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック微量　
IP 粒子若干　しまりあり
２　暗黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック普通　し
まりあり

10区Ｐ-71
１　明黒褐色土　ロームブロック少量　ローム粒子微量
しまりあり

10区Ｐ-79
１　暗褐色土　ローム粒子少量　しまりあり
２　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量　しま
りあり

10区Ｐ-80
１　暗褐色土　ローム粒子微量　ロームブロック・砂質
土若干　しまりあり
２　暗褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック少量　
しまりあり

10区Ｐ-81　
１　明黒褐色土　ローム粒子微量　ロームブロック若干
しまりあり
２　明黒褐色土　ロームブロック少量　ローム粒子微量
しまりややあり

10区Ｐ-82
１　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量　黒色
土含む　しまりややあり

10区Ｐ-85・86・87・88・89・90・91
１　褐色土　ローム粒子・焼土粒子・SP粒子微量　し
まりややあり　粘性あり　
２　暗褐色土　ローム粒子・焼土粒子微量　しまりやや
欠ける　粘性あり　
３　暗褐色土　ローム粒子・焼土粒子微量　しまり欠け
る　粘性あり　
４　暗褐色土　ローム粒子少量　焼土粒子微量　しまり
やや欠ける　粘性あり　
５　暗黄褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック普通
しまりやや欠ける　粘性あり　
６　暗黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック普通　SP
粒子微量　しまりあり　粘性あり　
７　褐色土　ローム粒子少量　焼土粒子・SP粒子微量
しまりやや欠ける　粘性あり　
８　暗黄褐色土　ロームブロック多量　ローム粒子普通
しまりややあり　粘性あり　
９　暗黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　し
まりややあり　粘性あり　　
10　暗褐色土　ロームブロック普通　ローム粒子少量　
IP 粒子微量　しまりやや欠ける　粘性あり　
11　暗褐色土　ローム粒子普通　焼土粒子微量　しまり
欠ける　粘性あり　
12　暗黄褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック普通
しまり欠ける　粘性あり　
13　暗黄褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック少量
しまりややあり　粘性あり　
14　黄褐色土　ロームブロック多量　しまりややあり　
粘性あり
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第 50 図　10 区ピット　出土遺物実測図

第 49 図　10 区Ｐ -93 ～ 101　実測図
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10 区Ｐ-93
１　暗褐色土　ローム粒子・焼土粒子微量　しまりやや
欠ける　粘性あり　
２　黒褐色土　ローム粒子少量　焼土粒子微量　しまり
欠ける　粘性あり　
３　暗黄褐色土　ローム粒子普通　ロームブロック微量
しまり欠ける　粘性欠ける　
４　黄褐色土　ローム主体　黒色土少量　しまりやや欠
ける　粘性あり
　

10区Ｐ-94
１　暗褐色土　ローム粒子・焼土粒子微量　しまり欠け
る　粘性あり　
２　褐色土　ローム粒子・焼土粒子・SP粒子微量　し
まりやや欠ける　粘性あり　
３　暗黄褐色土　ローム粒子多量　焼土粒子微量　しま
りやや欠ける　粘性あり

10区Ｐ-95
１　暗褐色土　ローム粒子・焼土粒子微量　しまりあり
粘性あり　
２　黒褐色土　ローム粒子・焼土粒子微量　しまりやや
欠ける　粘性あり　
３　黒褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量　しま
りやや欠ける　粘性あり　
４　暗黄褐色土　ローム主体　しまりあり　粘性あり　

10区Ｐ-96・97
１　暗褐色土　ローム粒子・焼土粒子・SP粒子微量　
しまりややあり　粘性あり　

２　黒褐色土　ローム粒子微量　しまりやや欠ける　粘
性あり　
３　褐色土　ローム粒子普通　ロームブロック微量　し
まりあり　硬い　粘性あり
４　褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック少量　し
まりあり　硬い　粘性あり
５　黒色土　やわらかい　
６　黒褐色土　ローム粒子普通　しまりやや欠ける　粘
性あり　
７　暗黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　し
まりあり　硬い　粘性あり　
８　黄褐色土　ロームブロック多量　黒色土少量　しま
りあり　硬い　粘性あり

10区Ｐ-101
１　褐色土　ローム粒子・ロームブロック・白色粒子微
量　しまりあり　粘性あり
２　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック微量　しま
り欠ける　粘性あり
３　黒褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量　しま
り欠ける　粘性あり

図版No No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記

1 須恵器　
坏

口　（12.9）
底　（7.0）
高　3.6

外面　10YR4/1
褐灰
内面　N3/0　
暗灰

砂粒多量 良好 ロクロナデ 口縁～底
部25%残
存

P-38内　
床上13cm

P-38№1

2 ロクロナデ須恵器　
蓋

つまみ径  3.2
端　-　
高　［1.3］

外面　N4/0　灰
内面　5G4/1
暗緑灰

良好 つまみ部
100%残
存

P-57内　
壁際　
床面直上

P-57覆
土・P-59
№2

ロクロ目顕著　　　　
底部　回転ヘラ切り後
手持ちナデ

3 須恵器
坏

口　（13.5）
底　（5.7）
高　4.4

外面　10Y5/1 灰
内面　10Y4/1 灰

砂粒多量　
礫少量

砂粒・礫多
量　赤色粒
子微量

砂粒多量　
石英少量　
礫微量

良好 口縁～底
部50%残
存

P-70内　
中　
床上11cm

P-70№1

ロクロナデ4 須恵器
高台付坏

口　-　
底　（9.9）
高　［2.8］

外面　5Y3/1
オリーブ黒
内面　10YR4/1
褐灰

やや
不良

底～高台
部

覆土中 P-96一括

5 鉄製品
釘か

長　［6.41］
幅　1.01
厚　0.79
重　9.28

一部残存 P内上　
床上27cm

P-89№2

6 含鉄椀形
鍛冶滓か

長　5.74
幅　4.94
厚　2.53
重　73.57

側面は図中の下面を除き、3面の破面。黒サビが随所に見られる。下面は小粒の
木炭痕が密である。重量感あり。

完存 P内
底面より
18cm

P-92№1

益子産

三毳産

益子産

不明

50

50

50

50

50

50

備考・産地

第 21 表　10 区ピット　出土遺物観察表
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第 22 表　10 区土坑　計測表

　

４. 土坑　

図版No No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記

1 須恵器　
坏

口　（12.9）
底　（7.0）
高　3.6

外面　10YR4/1
褐灰
内面　N3/0　
暗灰

砂粒多量 良好 ロクロナデ 口縁～底
部25%残
存

P-38内　
床上13cm

P-38№1

2 ロクロナデ須恵器　
蓋

つまみ径  3.2
端　-　
高　［1.3］

外面　N4/0　灰
内面　5G4/1
暗緑灰

良好 つまみ部
100%残
存

P-57内　
壁際　
床面直上

P-57覆
土・P-59
№2

ロクロ目顕著　　　　
底部　回転ヘラ切り後
手持ちナデ

3 須恵器
坏

口　（13.5）
底　（5.7）
高　4.4

外面　10Y5/1 灰
内面　10Y4/1 灰

砂粒多量　
礫少量

砂粒・礫多
量　赤色粒
子微量

砂粒多量　
石英少量　
礫微量

良好 口縁～底
部50%残
存

P-70内　
中　
床上11cm

P-70№1

ロクロナデ4 須恵器
高台付坏

口　-　
底　（9.9）
高　［2.8］

外面　5Y3/1
オリーブ黒
内面　10YR4/1
褐灰

やや
不良

底～高台
部

覆土中 P-96一括

5 鉄製品
釘か

長　［6.41］
幅　1.01
厚　0.79
重　9.28

一部残存 P内上　
床上27cm

P-89№2

6 含鉄椀形
鍛冶滓か

長　5.74
幅　4.94
厚　2.53
重　73.57

側面は図中の下面を除き、3面の破面。黒サビが随所に見られる。下面は小粒の
木炭痕が密である。重量感あり。

完存 P内
底面より
18cm

P-92№1

益子産

三毳産

益子産

不明

50

50

50

50

50

50

備考・産地

遺構番号 位置 主軸 平面形状 長軸（m） 短軸（m） 深さ（m） 遺物の出土 重複関係
Ｎ-   88 -゚Ｗ
Ｎ-   86 -゚Ｗ
Ｎ-   89 -゚Ｅ
Ｎ-   83 -゚Ｅ
Ｎ-   85 -゚Ｅ
Ｎ-   89 -゚Ｅ
Ｎ-　89 -゚Ｅ
Ｎ-   84 -゚Ｅ
Ｎ-     3 -゚Ｅ
Ｎ-     2 -゚Ｗ
Ｎ-     6 -゚Ｗ
Ｎ-     2 -゚Ｅ
Ｎ- 0゜

Ｎ-   83 -゚Ｗ
不明

Ｎ-   80 -゚Ｅ
Ｎ-   83 -゚Ｅ
Ｎ-   83 -゚Ｅ
Ｎ- 0゜
Ｎ- 0゜

Ｎ-   80 -゚Ｅ
Ｎ- 0゜

Ｎ-   90 -゚Ｅ
不明
Ｎ- 0゜
Ｎ- 0゜

Ｎ-   85 -゚Ｅ
Ｎ-   85 -゚Ｅ
Ｎ-   85 -゚Ｅ
Ｎ-     2 -゚Ｗ
Ｎ-     3 -゚Ｗ
Ｎ-  77 -゚Ｅ
Ｎ-  85 -゚Ｅ
Ｎ-  53 -゚Ｅ
Ｎ-  83 -゚Ｗ
Ｎ-     1 -゚Ｅ
Ｎ-   80 -゚Ｗ
Ｎ-   85 -゚Ｅ
Ｎ- 0゜

Ｎ-     4 -゚Ｗ
Ｎ-   34 -゚Ｗ
Ｎ-   83 -゚Ｅ
Ｎ- 0゜

Ｎ-     1 -゚Ｗ
Ｎ-   50 -゚Ｗ
Ｎ-     6 -゚Ｗ
Ｎ-     1 -゚Ｅ
Ｎ- 　2 -゚Ｅ
Ｎ-     5 -゚Ｗ
Ｎ- 0゜

Ｎ- 　8 -゚Ｅ
Ｎ-     7 -゚Ｅ
Ｎ-     7 -゚Ｅ
Ｎ-     7 -゚Ｅ
Ｎ-     7 -゚Ｅ
Ｎ-   82 -゚Ｅ

SK-16
SK-17
SK-18
SK-19
SK-20
SK-21
SK-22
SK-23
SK-24
SK-25
SK-26
SK-28
SK-29
SK-32
SK-33
SK-34
SK-35
SK-36
SK-38
SK-39
SK-40
SK-41
SK-42
SK-44
SK-48
SK-49
SK-50
SK-51
SK-52
SK-53
SK-54
SK-55
SK-56
SK-57
SK-58
SK-59
SK-61
SK-62
SK-63
SK-66
SK-67
SK-68
SK-74
SK-75
SK-76
SK-77
SK-78
SK-79
SK-80
SK-81
SK-83
SK-84
SK-85
SK-86
SK-87
SK-96

SD-15より新。
SD-15より新。
なし。
SI-10・SK-35より新。
SI-10より新。SK-34とは不明。
SK-22とは不明。
SK-21とは不明。
SD-15より新。
なし。
なし。
なし。
SB-37とは不明。
なし。
SD-14より新。
SI-2より古。
SI-10より新。SK-20とは不明。
SK-19より古。SK-36より新。
SK-35より古。
SK-39・40・SD-60より新。
SK-38より古。SK-40・SD-60より新。SK-51とは不明。
SK-38・39より古い。SD-60より新。
SF-13より古い。SD-60より新。
SD-45より新。
SD-14・47より新。
SD-15より新。
SD-15より新。
SD-15・60より新。P-96とは不明。
SD-60より新。SK-39とは不明。
SK-55･SD-60より新。SK-56とは不明。
SK-54･SD-60より新。
SK-53より古。
SD-60より新。SK-52より古。SK-56・SF-13とは不明。
SK-52･55・SF-13とは不明。SD-60より新。
SK-59より古。
SF-13より古い。SK-63より新。
SK-57より新。
SD-45より新。
SD-45より新。SX-64より新。
SK-58･SF-13より古。
SI-11より新。
SI-11より古。
SI-11より新。
なし。
SD-45より古。
SD-14・47・SB-72とは不明。
P-85とは不明。P-101より古い。
なし。
なし。
SD-15とは不明。
SI-6より古。P-93・94とは不明。
SD-14とは不明。
SK-85より古。SD-14とは不明。
SK-86より古。SK-84・87より新。SD-14とは不明。
SK-85・87より新。SD-14とは不明。
SK-85・86より古。SD-14とは不明。
SD-14より古。

0.60
0.84
0.99
0.58
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10 区ＳＫ-16・17
１　明黒褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック微量
しまりあり　
２　黒褐色土　ローム粒子・ロームブロック若干　しま
りあり　
３　黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　しま
りあり　
４　明黒褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック微量
しまりあり　

10区ＳＫ-18
１　暗黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　非
常にしまりあり　硬い　粘性ややあり　
２　暗褐色土　ローム粒子普通　ロームブロック少量　
しまりあり　やや硬い　粘性ややあり　
３　黄褐色土　ロームブロック多量　しまりあり　やや
硬い　粘性あり

10区ＳＫ-19・35・36
１　黒褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量　しま
りややあり　粘性欠ける　
２　暗黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　し
まり欠ける　粘性欠ける　
３　暗黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　し
まり欠ける　粘性欠ける　　
４　黒色土　ローム粒子微量　しまり欠ける　粘性欠け
る
５　明黒褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック微量
６　黒色土　ローム粒子微量　しまり欠ける　粘性欠け
る
７　明黒褐色土　ローム粒子微量　しまりあり

10区ＳＫ-21・22
１　黒褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量　しま
りややあり　粘性欠ける　
２　暗黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　し
まり欠ける　粘性欠ける
３　黒色土　ロームブロック少量　しまりややあり　粘
性欠ける

10区ＳＫ-34
１　黒褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量　しま
りややあり　粘性欠ける　
２　暗黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　し
まり欠ける　粘性欠ける　
３　黄褐色土　ロームブロック　非常にしまりあり　粘
性ややあり
４　黒色土　ロームブロック少量　しまりややあり　粘
性欠ける

10区ＳＫ-23
１　明黒褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック微量
しまりあり　
２　暗褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック少量　
しまりややあり　
３　黒褐色土　ローム粒子微量　しまりあり　
４　暗褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック少量　
しまりあり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

10区ＳＫ-24
１　明黒褐色土　ローム粒子微量　しまりあり

10区ＳＫ-25
１　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック微量　しま
りあり　
２　明黒褐色土　ローム粒子・ロームブロック微量　し
まりあり
３　暗黄褐色土　ローム粒子普通　ロームブロック少量
しまりややあり
４　黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　しま
りあり

10区ＳＫ-26
１　暗褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック微量　
しまりあり　
２　明黒褐色土　ローム粒子微量　しまりあり　
３　暗黄褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック微量
しまりややあり　

10区ＳＫ-28　
１　明黒褐色土　ローム粒子・白色粒子（火山灰か）微
量　しまりあり　
２　明褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック微量　
しまりややあり　

10区ＳＫ-29
１　明黒褐色土　ローム粒子・ロームブロック・白色粒
子（火山灰か）微量　焼土粒子・炭化物粒子若干　しま
りあり　
２　暗褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック・白色
粒子（火山灰か）微量　炭化物粒子若干　しまりややあ
り　
３　黒褐色土　ローム粒子・ロームブロック・白色粒子
（火山灰か）微量　焼土粒子・炭化物粒子若干　しまり
ややあり　
４　褐色土　焼土層  焼土粒子多量　ローム粒子少量　
ロームブロック・炭化物粒子微量　しまりややあり
５　暗黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量　焼
土粒子若干　しまりややあり

10区ＳＫ-32
１　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　しま
りあり　
２　黒褐色土　ローム粒子微量　ロームブロック若干　
しまりあり
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10 区ＳＫ-33
１　黄褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック少量　
白色粒子微量　しまりあり　硬い　粘性あり
２　黒褐色土　ローム粒子・白色粒子少量　焼土粒子若
干　しまりあり　硬い　粘性あり
３　暗褐色土　ローム粒子少量　白色粒子微量　しまり
あり　やや硬い　粘性あり
４　暗黄褐色土　ローム粒子多量　しまりやや欠ける　
粘性あり
５　暗黒褐色土　ローム粒子・白色粒子少量　ロームブ
ロック微量　しまりあり　やや硬い　粘性あり
６　黒褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック微量　
しまりあり
７　黄褐色土　ローム主体　しまりあり　硬い　粘性あ
り
８　暗黄褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック少量
しまりあり　硬い　粘性あり
９　黄褐色土　ローム主体　IP 粒子若干　しまりあり　
やや硬い　粘性あり

10区ＳＫ-38・39・40・51
１　明黒褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック微量
しまりあり
２　黒褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック微量
しまりあり
３　暗黒褐色土　ローム粒子微量　ロームブロック若干
しまりあり
４　暗褐色土　ローム粒子普通　ロームブロック微量　
焼土粒子若干　しまりあり
５　黒褐色土　ローム粒子微量　しまりあり

10区ＳＫ-41
１　暗褐色土　ローム粒子微量　しまりあり
２　黒褐色土　ローム粒子微量　ロームブロック若干　
しまりややあり
３　明黒褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック若干
しまりややあり

10区ＳＫ-42
Ⅰ　褐色土　表土

１　黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　しま
りあり
２　褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック微量　し
まりややあり

10区ＳＫ-44
Ⅰ　褐色土　表土
Ⅱ　暗褐色土　畑耕作土
Ⅲ　茶褐色土

１　褐色土　ローム粒子・焼土粒子・SP粒子微量　し
まりあり　粘性あり

10区ＳＫ-48
１　明黒褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック普通
しまりややあり

10区ＳＫ-49
１　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量　しま
りややあり

10区ＳＫ-50
１　明黒褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　し
まりあり

10区ＳＫ-52・55・56
１　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　しま
りややあり
２　明黒褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック微量
しまりややあり
３　褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック少量　し
まりややあり
４　黒褐色土　ローム粒子少量　しまりあり
５　明黒褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量　し
まりあり
６　黒褐色土　ローム粒子・ロームブロック微量　しま
りあり

10区ＳＫ-53・54
１　暗黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　焼
土粒子若干　しまりあり　やや硬い　粘性あり
２　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量　しま
りやや欠ける　粘性あり
３　黒褐色土　ローム粒子・ロームブロック若干　しま
り欠ける

10区ＳＫ-57・59
１　暗褐色土　焼土粒子多量　焼土ブロック普通　ロー
ム粒子・灰白色粘土ブロック・炭化物粒子微量　しまり
あり
２　暗褐色土　ローム粒子・焼土ブロック・焼土粒子微
量　しまりあり
３　暗褐色土　焼土ブロック・焼土粒子・灰白色粘土少
量　ローム粒子・炭化物粒子微量　しまりあり
４　明黒褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック・焼
土粒子・灰白色粘土粒子微量　しまりあり

1
2

3 SK-40

SK-39SK-38

SF-13SF-13
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10 区ＳＫ-58
１　灰褐色土　灰褐色粘土主体　焼土粒子微量　しまり
非常にあり
２　暗灰褐色土　灰褐色粘土粒子・灰褐色粘土ブロック
多量　焼土粒子微量
３　褐色土　灰褐色粘土ブロック少量　焼土粒子ブロッ
ク微量
４　暗褐色土　焼土ブロック多量　焼土粒子少量
５　暗褐色土　焼土ブロック・焼土粒子微量

10区ＳＫ-61
１　暗褐色土　ロームブロック少量　ローム粒子微量　
しまりややあり
　
10区ＳＫ-62
１　暗褐色土　ローム粒子微量　しまりややあり

10区ＳＫ-63
１　黒褐色土　白色土粒子（火山灰か）少量　ローム粒
子微量　しまりあり
２　明褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量　しま
りややあり

10区ＳＫ-66
１　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック・焼土粒子・
IP 粒子少量　しまりあり　硬い　粘性あり
２　黄褐色土　ローム粒子多量　しまりあり　粘性あり
３　黄褐色土　ロームブロック主体　しまりあり
４　黒褐色土　ロームブロック普通　ローム粒子少量　
IP 粒子・焼土粒子微量　しまり欠ける　粘性あり
５　黄褐色土　黒色土含む　しまりあり 硬い　粘性あ
り　ローム質

10区ＳＫ-67
１　褐色土　IP 粒子普通（全体的に散在）しまりあり　
非常に硬い　粘性あり
２　暗黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック・IP 粒子
多量　しまりあり　非常に硬い　粘性あり

10区ＳＫ-68
１　暗黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　し
まりあり　硬い　粘性あり
２　黒褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量　IP 粒
子微量　しまりあり　硬い　粘性あり

10区ＳＫ-74
１　明黒褐色土　ローム粒子微量　IP 粒子若干　しまり
あり
２　褐色土　ロームブロック少量　ローム粒子微量　し
まりあり

10区ＳＫ-75
１　暗黄色土　ローム粒子・ロームブロック・砂質土微
量　IP 粒子若干　黒色土含む　しまりあり
２　黄色土　ロームブロック・砂質土少量　黒色土・ロー
ム粒子微量　IP 粒子若干　しまりあり
３　暗黄色土　ローム粒子・ロームブロック・砂質土・
黒色土微量　IP 粒子若干　しまりあり
４　黄褐色土　ロームブロック・砂質土少量　ローム粒
子微量　しまりあり
５　明黒褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量　し
まりあり

10区ＳＫ-76
１　明黒褐色土　ローム粒子若干　しまりあり
２　暗褐色土　ローム粒子・IP 粒子・褐色土粒子・SP
粒子微量　しまり非常にあり
３　暗黄褐色土　ローム粒子・IP 粒子微量　しまり非常
にあり

10区ＳＫ-77
１　褐色土　ローム粒子少量　しまりややあり　粘性あ
り
２　黒褐色土　ローム粒子普通　IP 粒子微量　しまりや
やあり　粘性あり
３　黒褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　しま
り欠ける　粘性あり
４　暗褐色土　ローム粒子普通　ロームブロック微量　
しまり欠ける　粘性あり
５　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量　焼土
粒子若干　しまりやや欠ける　粘性あり
６　暗黄褐色土　ローム主体　黒色土少量　しまり欠け
る　粘性あり
７　黄褐色土　ローム主体　黒色土少量　しまり欠ける
粘性あり
８　暗黄褐色土　ローム主体　黒色土少量　しまりあり
粘性あり

10区ＳＫ-78
１　暗褐色土　ローム粒子・IP 粒子微量　しまりややあ
り　粘性あり
２　黒褐色土　ローム粒子・焼土粒子微量　しまりやや
あり　粘性あり
３　黒色土　ローム粒子・SP粒子・焼土粒子微量　し
まりややあり　粘性あり
４　黒色土　ロームブロック多量　ローム粒子普通　焼
土粒子・SP粒子微量　しまりやや欠ける　粘性あり

0 2m1：80
L=88.000m

8
7
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第 54 図　10 区ＳＫ -79 ～ 81・83 ～ 87・96　実測図

10 区
SK-83

１

２

３

P-93

P-94

10 区 SK-81

SI-6

SD-15

SD-14

SI-4

SK-85

SK-86

SK-87

10 区 SK-9610 区 SK-80

１

２３

10 区 SK-79

１ 9

SI-6

SD-14

SK-96

9

88.200

10 区 SK-84・85・86・87

SD-14

SD-14

SD-14

1

SD-142

5

SD-14

1

6

1

3

3

2

4

7

6

5

SK-84

Ａ

Ａ

Ａ’

Ａ’

A A’

A A’

Ａ

Ａ

Ａ’

Ａ’

Ａ

Ａ

Ａ’

Ａ’

Ａ’Ａ

Ａ’Ａ

Ａ’Ａ Ａ’Ａ

Ｂ’Ｂ

Ｂ’Ｂ
Ｃ’Ｃ

Ｃ’Ｃ

10 区ＳＫ-79
１　褐色土　ローム粒子・SP粒子・焼土粒子微量　し
まりあり　粘性あり　

10区ＳＫ-80
１　黒色土　ローム粒子・ロームブロック微量　しまり
ややあり　粘性あり
２　暗褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック微量　
しまりやや欠ける　粘性あり
３　黄褐色土　ローム主体　黒色土微量　しまりややあ
り　粘性あり

0 2m1：80
L=88.000m

10 区ＳＫ-81　
１　暗褐色土　ローム粒子・白色・焼土粒子粒子微量
しまりややあり　粘性あり
２　黒褐色土　ローム粒子少量　しまりやや欠ける　
粘性あり
３　暗黄褐色土　ロームブロック・焼土粒子微量　し
まりやや欠ける　粘性あり

10区ＳＫ-83 
１　暗黄褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック少
量　しまりやや欠ける　粘性ややあり
２　暗黄褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック普
通　しまり欠ける　粘性ややあり

10区ＳＫ-84・85・86・87
１　暗黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　し
まりやや欠ける　粘性ややあり
２　褐色土　ロームブロック普通　ローム粒子少量　し
まりやや欠ける　粘性ややあり
３　暗黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　し
まりやや欠ける　粘性ややあり
４　褐色土　ロームブロック普通　ローム粒子少量　し
まりやや欠ける　粘性ややあり
５　褐色土　ローム粒子・ロームブロック普通　しまり
やや欠ける　粘性ややあり
６　暗褐色土　ローム粒子少量　しまり欠ける　粘性や
やあり
７　暗黄褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック普通
しまりやや欠ける　粘性ややあり

ＳＫ -16 ～ 96（第 51 ～ 55 図、第 22・23 表、図版九～一三・五五 ･六五）

土坑は台地の平坦面上に立地し、56 基が確認されている。SK-81 は覆土中に白色粒子と焼土粒子を含み、

SK-29・57・59 は白色粒子 ･ 焼土・炭化物、	SK-28・	63・77	は白色粒子のみ、SK-51・53・54	は焼土粒子

のみを含む。	SK-57・58・59・63・74 は	古墳時代の土坑の可能性が高い。SK-29 は４層中より焼土と炭化

物が多量に確認されている。埋め戻しの可能性が高い。SK-57・58 は粘土と焼土を含む。SK-66 は IP 粒子と

焼土 ･ 黒色土を含む。SK-74 は IP 粒子のみ含む。SK-19	・29	・33	・83	・84・85・86・87 は埋め戻しの可

能性が高い。SK-42・83・84・85・86・87 は現代の所産である可能性が残る。SK-83 は工具痕が顕著に残っ

ている。SK-21 と 22 は同時期に埋没したと推測される。SK-53 はビニール製の髪留めが出土した。現代の土

坑である。SK-96 は SD-14 に平行している。同時期の可能性が高い。礫が集中して出土している。SK-33 は

底面を平らにするためかロームを含んだ土を貼っている。SK-59 は焼土を多量含む。

　SK-16・25 からは覆土中より礫、SK-17 〜 20・22・23・26・28・29・32 〜 41・48 〜 53・55 〜 59・

61・63・68・75・77 〜 79 からは土器片、SK-66 では土器と礫が出土している。SK-68 と 69 では焼粘土塊

が出土した。

　SK-66 からは漆仕上げを施した６の坏と７の編物石が出土している。SK-24・25・28 は古代以前の土坑か。

自然埋没である。SK-16・17・18・21・22・23・32・35・36・38・39・40・42・43・44・48 〜 56・
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第 55 図　10 区土坑　出土遺物実測図

栃木・茨
城産

不明

新治産

三毳産

益子産

図版No No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記

1 須恵器　
甕

口　-　
底　-　
高　-　
厚　0.75

外面　10YR4/1　
褐灰
内面　2.5Y5/1
黄灰

砂粒少量　
黒色粒子
微量

良好 ナデ 口縁部一
部残存

覆土中 SK-18一括

胴部内外面　
自然釉

2 須恵器　
甕

口　-
底　-
高　-
厚　1.1

外面　2.5Y4/1
黄灰
内面　2.5Y5/2
暗灰黄

砂粒多量 良好 胴部外面　平行叩き　
胴部内面　ナデ

胴部一部
残存

覆土中 SK-39

3 須恵器　
甕

口　-
底　-
高　-
厚　0.75

外面　10YR5/2
灰黄褐
内面　2.5Y4/2
暗灰黄

砂粒多量　
赤色粒子
少量

やや
不良

ナデ 口縁部一
部残存

覆土中 SK-50

4 須恵器　
蓋

端　-
高　［2.5］

外面　10YR5/2
灰黄褐　
内面　10YR5/1
褐灰

外面　N4/0　灰
内面　N4/0　灰

砂粒多量 良好

砂粒多量 良好

ロクロナデ　　　　　
天井部　回転ヘラケズリ

ロクロナデ　　　　　
底部　手持ちナデ

天井部一
部残存

覆土中 SK-51

6 土師器
坏

口　（13.3）
底　（6.0）
高　4.9

外面　5YR5/6
明赤褐
内面　5YR4/3
にぶい赤褐

外面　10YR5/2
灰黄褐
内面　2.5Y5/1
黄灰

砂粒多量 良好

良好

口縁部外面　ミガキ　
口縁部内面　ナデ　
胴・底部外面　ヘラケ
ズリ　胴・底部内面　
ミガキ後ナデ

胴部外面　格子叩き　
胴部内面　ナデ

口縁～底
部一部残
存

北西部　
中央　
床上1cm

SK-66
№6

7 編物石か 長　12.55　
幅　5.59　
厚　3.30　
重　280.62

流紋岩 完存 北東部　
中央　
床上5cm

SK-66
№5

8 不明
石

長　23.0　
幅　7.52　
厚　4.99　
重　1401.85

レキ岩 完存 南西部南　
床下11cm

SK-66
№7

平滑

新治産9 須恵器
甕

口　-　
底　-　
高　-　
厚　0.8

砂粒・銀雲
母多量

胴部一部
残存

中央部　
床上7cm

SK-79№
1・P-53-
1

10 焼粘土塊 長　4.30　
幅　3.34　
厚　3.29　
重　21.01

覆土中 SK-68一
括

5 須恵器
坏

口　-
底　（6.0）
高　［2.3］

体～底部
一部残存

覆土中 SK-51

11

12

鉄製品
不明

長　［1.11］　
幅　0.65　
厚　0.71
重　0.90

覆土中 SK-18一
括

鉄製品
釘

長　［2.00］　
幅　0.38
厚　0.48
重　1.07

覆土中 SK-51一
括

13

14

鉄製品
釘か

長　［8.35］
幅　0.49　
厚　0.53　
重　4.95

覆土中 SK-52・55
・56一括

鉄製品
釘か

長　［3.59］
幅　0.65　
厚　0.48　
重　2.21

覆土中

一部残存

一部欠損

一部残存 他に
1.72ｇ
あり

一部残存 SK-52・55
・56一括

くねりながら曲がってい
る

15 鉄製品
刀子か　

長　［4.25］
幅　1.92　
厚　0.47
重　7.05

一部残存 覆土中 SK-85・86
埋土中

16 鉄製品
不明　

長　［6.54］
幅　（0.59）　
厚　0.56　
重　5.79

一部残存 覆土中 SK-87
埋土中

口縁部外面
口～底部内
面　漆仕上
げ

55

55

55

　

55

55

55

55

55

55

55

55

55

55

55

55

55

備考・産地

第 23 表　10 区土坑　出土遺物観察表

61・62・75 は埋め戻されている。イモ穴の可能性が高い。SK-19 もイモ穴と推測される。2 層に黒色土が堆

積しているが、1 層は埋め戻し。SK-20 と 34、SK-21 と 22 は同時に埋まっている可能性が高い。

　SK-50 の３は新治産、SK-51 の４は三毳産、5 は益子産である。

　

1

6

7

8

10

11

12

13

14

15

16

2 3

4

5

9

SK-18

SK-66

SK-39 SK-50

SK-79

SK-18

SK-68

SK-51

SK-52・55・56

SK-85・86

SK-87

SK-51

0 3cm2：3

0 20cm1：5

0 10cm1：3

0 10cm1：4

0 10cm1：5

0 3cm1：1

0 20cm1：6

0 2m1：80

0 1m1：40

遺物 遺構

0 3cm1：2

1

○・○は（S=1/4）

0 5cm1：2

0 3cm2：3

0 20cm1：5

0 10cm1：3

0 10cm1：4

0 20cm1：6
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栃木・茨
城産

不明

新治産

三毳産

益子産

図版No No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記

1 須恵器　
甕

口　-　
底　-　
高　-　
厚　0.75

外面　10YR4/1　
褐灰
内面　2.5Y5/1
黄灰

砂粒少量　
黒色粒子
微量

良好 ナデ 口縁部一
部残存

覆土中 SK-18一括

胴部内外面　
自然釉

2 須恵器　
甕

口　-
底　-
高　-
厚　1.1

外面　2.5Y4/1
黄灰
内面　2.5Y5/2
暗灰黄

砂粒多量 良好 胴部外面　平行叩き　
胴部内面　ナデ

胴部一部
残存

覆土中 SK-39

3 須恵器　
甕

口　-
底　-
高　-
厚　0.75

外面　10YR5/2
灰黄褐
内面　2.5Y4/2
暗灰黄

砂粒多量　
赤色粒子
少量

やや
不良

ナデ 口縁部一
部残存

覆土中 SK-50

4 須恵器　
蓋

端　-
高　［2.5］

外面　10YR5/2
灰黄褐　
内面　10YR5/1
褐灰

外面　N4/0　灰
内面　N4/0　灰

砂粒多量 良好

砂粒多量 良好

ロクロナデ　　　　　
天井部　回転ヘラケズリ

ロクロナデ　　　　　
底部　手持ちナデ

天井部一
部残存

覆土中 SK-51

6 土師器
坏

口　（13.3）
底　（6.0）
高　4.9

外面　5YR5/6
明赤褐
内面　5YR4/3
にぶい赤褐

外面　10YR5/2
灰黄褐
内面　2.5Y5/1
黄灰

砂粒多量 良好

良好

口縁部外面　ミガキ　
口縁部内面　ナデ　
胴・底部外面　ヘラケ
ズリ　胴・底部内面　
ミガキ後ナデ

胴部外面　格子叩き　
胴部内面　ナデ

口縁～底
部一部残
存

北西部　
中央　
床上1cm

SK-66
№6

7 編物石か 長　12.55　
幅　5.59　
厚　3.30　
重　280.62

流紋岩 完存 北東部　
中央　
床上5cm

SK-66
№5

8 不明
石

長　23.0　
幅　7.52　
厚　4.99　
重　1401.85

レキ岩 完存 南西部南　
床下11cm

SK-66
№7

平滑

新治産9 須恵器
甕

口　-　
底　-　
高　-　
厚　0.8

砂粒・銀雲
母多量

胴部一部
残存

中央部　
床上7cm

SK-79№
1・P-53-
1

10 焼粘土塊 長　4.30　
幅　3.34　
厚　3.29　
重　21.01

覆土中 SK-68一
括

5 須恵器
坏

口　-
底　（6.0）
高　［2.3］

体～底部
一部残存

覆土中 SK-51

11

12

鉄製品
不明

長　［1.11］　
幅　0.65　
厚　0.71
重　0.90

覆土中 SK-18一
括

鉄製品
釘

長　［2.00］　
幅　0.38
厚　0.48
重　1.07

覆土中 SK-51一
括

13

14

鉄製品
釘か

長　［8.35］
幅　0.49　
厚　0.53　
重　4.95

覆土中 SK-52・55
・56一括

鉄製品
釘か

長　［3.59］
幅　0.65　
厚　0.48　
重　2.21

覆土中

一部残存

一部欠損

一部残存 他に
1.72ｇ
あり

一部残存 SK-52・55
・56一括

くねりながら曲がってい
る

15 鉄製品
刀子か　

長　［4.25］
幅　1.92　
厚　0.47
重　7.05

一部残存 覆土中 SK-85・86
埋土中

16 鉄製品
不明　

長　［6.54］
幅　（0.59）　
厚　0.56　
重　5.79

一部残存 覆土中 SK-87
埋土中

口縁部外面
口～底部内
面　漆仕上
げ

55

55

55

　

55

55

55

55

55

55

55

55

55

55

55

55

55

備考・産地
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P1

P3

P2

SD-14

5

2
3 4

5

1･2
1

1 2 4
5

1 2
4

5

6
7

5

8

9

1･2

SD-14

SD-14

SD-14

A A’

B
B’

C

C’

D

D’

E

E’

A A’

B’
B

C C’

E E’

D D’

0 2m1：80
L=88.000m

10 区ＳＸ-８
１　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック微量　赤色粒子・白色粒子若干　しまりあり
２　明黒褐色土　ローム粒子・ロームブロック微量　赤色粒子若干　しまりあり
３　黒褐色土　ローム粒子若干　しまりややあり
４　明黒褐色土　ローム粒子普通　ロームブロック少量　しまりあり
５　暗黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　しまりあり
６　黒褐色土　ローム粒子微量　しまりあり
７　明黒褐色土　ローム粒子・ロームブロック普通　しまりやや欠ける
８　暗黄褐色土　ローム粒子多量　しまりあり
９　明黒褐色土　ローム粒子・ロームブロック・砂質土ブロック少量　しまりあり

第 56 図　10 区ＳＸ - ８　実測図

第 24 表　10 区周溝遺構　計測表

５.	周溝遺構　

ＳＸ -８（第 56 図、第 24・25 表、図版一四）　

　位置　調査区の中央北寄り、台地の平坦面上に立地し、128.0-12.0 グリッドに位置する。　重複関係　

SD-14 より古い。　平面形状・規模　長軸 6.00 ｍ、短軸残存部 5.50 ｍの円形か。断面は逆台形で、壁は急

傾斜で立ち上がる。確認面からの深さは 18 ㎝である。　主軸　北方向、Ｎ - ０゜である。　覆土　９層で、

自然埋没と推測される。一部は埋め戻しか。　底面　凹凸がみられる。　遺物の出土状況　覆土中より出土

している。　その他　周溝内よりピットが３基確認された。Ｐ１は長軸 36 ㎝、短軸 35 ㎝、深さ 33 ㎝、Ｐ

遺構番号

第24表　 10区円形周溝遺構計測表

位置 主軸 平面形状 長軸（m） 短軸（m） 深さ（m） 遺物の出土 備考重複関係
Ｎ- 0゜
Ｎ- 0゜

Ｎ- 0゜

Ｎ-  16 -゚Ｗ

SX-8
SX-64

SX-70

SX-71

SD-14より古い。
SD-45・47・60・SK-62より古い。
SX-71・SB-11・P-57・27区SK-7・27区SK-8より
古。SB-10・12・27区SI-1より新。27区SK-13・27
区P-12・14とは不明。
SX-70・SB-10・12・27区SK-7・27区SK-8より新。
SB-11より古。27区SK-13・27区P-12・14とは不
明。

［5.50］
7.82

6.80

（7.00）

6.00
8.42

7.32

7.35

推定円形
楕円形

円形

円形

有
無

有

有

0.18
0.45

0.03

0.03

128.0-12.0
127.5-10.5

127.5-10.0

127.5-10.0

遺構番号

第27表　10区道路状遺構計測表

位置 主軸 平面形状 東西（m） 南北（m） 最大幅（m） 遺物の出土 備考重複関係

SF-13

SF-88

SK-41・58・63・SI-10・SD-60
より新。SK-52・55・56・SF-88
とは不明。
SD-15･17区SD-31・32・SF-
13より新。

-

13.12

2.14

2.00

最小幅（m）

0.42

0.32

深さ（m）

0.47

0.54

［31.9］

-

直線

直線

有

無

Ｎ-   83 -゚Ｅ

Ｎ-    5 -゚Ｅ

128.0-13.5

128.0-14.5

遺構番号

第29表　10区溝計測表

位置 主軸 平面形状 東西（m） 南北（m） 最大幅（m） 遺物の出土 備考重複関係

SD-14

SD-15

SD-45

SD-47

SK-32・44・SF-13・SD-47より
古。SI-65・SK-96・SX-8より新。
SB-27・72・SK-76・83～87と
は不明。SD-15・45・60とは同
時期。
SI-6・7・12区SI-9・17区SD-
31・17区SD-32より新。SK-16
・17・23・48・49・SF-88より古。
SD-14・45・60とは同時期。
SK-80・P-51とは不明。
SK-42・61・62より古。SI-43・
65・SK-75・SX-64より新。SD-
14・15・60とは同時期。SB-72・
16区SX-4・P-82とは不明。
SI-65・SX-64・SD-14・60より
新。SK-44より古。SB-72・SK-76
・16区SB-11とは不明。

-

-

-

-

3.00

2.08

2.34

2.52

最小幅（m）

1.72

1.00

0.42

0.52

深さ（m）

0.94

0.75

0.66

0.90

75.96

［61.00］

46.20

54.40

有

有

有

有

128.0-12.0

127.5-12.5

127.5-10.0

127.5-10.0

Ｎ-   83 -゚Ｅ

Ｎ-   82 -゚Ｅ

Ｎ-   80 -゚Ｅ

Ｎ-   79 -゚Ｅ

コの字状

の状

Ｌの字状

Ｌの字状

SD-60 127.5-10.0 Ｎ-   84 -゚Ｅ Ｌの字状 52.00 - 3.08 1.24 1.05 有

SI-7・SX-64・16区SI-2・16区
SI-69より新。SK-38～41・50
～53・55・56・SF-13より古。
SD-14・15・45とは同時期。
P-52・58・96とは不明。

1

2
1

○・○は（S=1/4）

0 5cm1：2

0 3cm2：3

0 20cm1：5

0 10cm1：3

0 10cm1：4

0 20cm1：6
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第 57 図　10 区ＳＸ -64　実測図

２は長軸 31 ㎝、短軸 18 ㎝、深さ 14 ㎝、Ｐ３は長軸 32 ㎝、短軸 28 ㎝、深さ 28 ㎝である。底面付近にロー

ムブロック主体の土が確認された。貼っているようである。　出土遺物　土師器の坏が２点出土している１

は漆仕上げか。

ＳＸ -64（第 57 図、第 24 表、図版一四）　

　位置　調査区の西、台地の平坦面上に立地し、127.5-10.5 グリッドに位置する。　重複関係　SD-45・

47・60、SK-62 より古い。　平面形状・規模　長軸 8.42 ｍ、短軸 7.82 ｍの隅丸方形。断面は逆台形で、確

認面からの深さは 45 ㎝である。　主軸　北方向、Ｎ - ０゜である。　覆土　４層で、自然埋没と推測される。

SX-64

SD-45

SD-47

SK-62

27 区

10 区

SD-60

1
2

3
1
2
3

1

2

3
4

3
SD
-6
0

SD
-4
7

SD
-4
5

1

2
3

1
2

3

A A’

D
’

D

B

B’

C
C’

B’ C’
C

D
’

D

B

A’A

0 2m1：80
L=87.500m

10 区ＳＸ-64
１  暗褐色土　ローム粒子少量　しまりあり
２  明黒褐色土　ローム粒子・ロームブロック
微量　しまりややあり
３  暗黄褐色土　ローム粒子普通　ロームブロ
ック少量　しまりあり
４  黒褐色土　ローム粒子・ロームブロック少
量　しまりあり　粘性ややあり

第 25 表　10 区ＳＸ - ８　出土遺物観察表
図版No

第25表　10区SX-8遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記

1 土師器
坏

口　（14.7）
底　-
高　［3.3］

外面　7.5YR6/4　
にぶい橙　
内面　2.5Y6/2　
灰黄

砂粒少量 良好 口縁部外面　ヨコナデ　
胴部外面　ヘラケズリ　
口縁～胴部内面　ヨコ
ナデ

口縁～体
部一部残
存

南東部東　
周溝内　
中　
床上27cm

SX-8№8

2 口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴部外面　ヘラケ
ズリか　胴部内面　ナ
デか

土師器
坏

口　（11.7）
底　-
高　［3.3］

外面　10YR6/4　
にぶい黄橙　
内面　10YR5/3　
にぶい黄褐

良好 口縁～体
部一部残
存

南東部東　
周溝内　
中　
床上27cm

SX-8№8内外面　剥
離・荒れて
いる

内外面　
漆仕上げか

砂粒少量　
白色粒子
微量

図版No

第26表　10区SX-71遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記

1 土師器
坏

口　（13.1）
底　-
高　［4.1］

外面　5YR6/6 橙
内面　5YR5/6
明赤褐

砂粒多量　
赤色粒子
少量

良好 口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴部外面　ヘラケ
ズリ　胴部内面　ナデ

口縁～体
部一部残
存

南東部南　
床上8cm

10区SX-
71№2・3
SB-71覆
土

2 口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴部外面　ヘラケ
ズリ　胴部内面　ナデ

土師器
鉢

口　（16.0）
底　-
高　［6.0］

外面　10YR7/2
にぶい黄橙　
内面　10YR7/2　
にぶい黄橙

良好 口縁～胴
部一部残
存

覆土中 10区SX-
71一括
SB-70覆
土

ロクロナデ　　　　　
体部下端　ヘラケズリ

3 須恵器
蓋

つまみ径  3.5
端　-
高　［1.3］

外面　10YR5/1　
褐灰　
内面　2.5Y5/1　
黄灰

砂粒多量　
礫少量

良好 つまみ～
天井部25
%残存

南西部　
東西　
床上33cm

10区SX-
71№1

ロクロナデ4 須恵器
蓋

口　-
底　（19.6）
高　［3.0］

外面　10YR6/2
灰黄褐　
内面　10YR6/2　
灰黄褐

砂粒少量　
礫微量

良好 端～天井
部一部残
存

北西部北　
床上10cm

27区SI-1
№71

砂粒多量　
黒色粒子
少量

三毳産

益子産

56

56

59

59

59

59

備考・産地

備考・産地
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第 58 図　10 区ＳＸ -70・71　実測図

A

C

B’

D

D’
E

E’

B･
F

Ｆ
’

Ｇ
’

Ｇ

C’

A’

A

C

A’

C’

B

F

G

F’ G
’

D E

D
’

E’B’

0 2m1：80
L=87.500m

10 区ＳＸ-70・71　
１　暗褐色土　ローム粒子微量　しまりあり
２　明黒褐色土　ローム粒子・ロームブロック微量
しまりあり
３　明黒褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量
しまりあり
４　明黒褐色土　ローム粒子微量　しまりあり
５　褐色土　ローム粒子微量　しまりあり

SX-71

SX-70
SB-11

SB-11SB-11

P-59

P-57

SB-10
27 区
SK-13

SB-12

SB-11

SB-10

SB-10

SB-12

SB-12

SB-10

SB-11

SB-10

SB-12

SB-10

SB-11

SB-12

SB-10

SB-1127 区
P-12

SB-10

27 区 SI-1

SX-71

SX-70

27 区
SK-7

27 区
SK-8

SB-10

SB-12

SB-11

27 区
P-14

P-
57

4 5

1

2

3

1

2 3

4

5
SB
-1
1

1
2

3

4

5
SB
-1
1

4

5
SB
-1
1

5123
1

2
3

4

5

4

3
1

3 4 1

　底面　凹凸がみられる。

ＳＸ -70（第 58 図、第 24 表、図版一四・一五）　

　位置　調査区の西、緩い斜面上に立地し、127.5-10.0 グリッドに位置する。　重複関係　SX-71、27 区

SK-7、SB-11 より古く、SI-1、SB-10・12 より新しい。27 区 SK-13、27 区Ｐ -12・14 との新旧関係は不明。

　平面形状・規模　長軸 7.32 ｍ、短軸 6.80 ｍの円形である。断面は皿状で、確認面からの深さは３㎝である。

　主軸　北方向、Ｎ -0 ゜である。　覆土　２層で、自然埋没と推測される。　底面　ほぼ平坦である。遺物

の出土状況　覆土中より出土している。土師器の細片である。

ＳＸ -71（第 58・59 図、第 24・26 表、図版一四・一五）　

　位置　調査区の西、緩い斜面上に立地し、127.5-10.0 グリッドに位置する。　重複関係　27 区 SK-7、

SB-11 より古く、SX-70、SB-10・12、27 区 SK-7・8 より新しい。27 区 SK-13、27 区Ｐ -12・14 との新旧
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関係は不明。　平面形状・規模　長軸 7.35 ｍ、残存部短軸 7.00 ｍの円形である。断面は皿状で、確認面か

らの深さは３㎝である。　主軸　北方向、Ｎ -16° -W である。　覆土　３層で、自然埋没と推測される。　

底面　凹凸がみられる。　遺物の出土状況　覆土中から出土している。　出土遺物　土師器の坏や須恵器の

蓋が出土している。３はボタン状のつまみである。

　

6. 道路状遺構

ＳＦ -13（第 60・61 図、第 27・28 表、図版一五 ･一六・六五）　

　位置　調査区の南、台地の平坦面上に立地し、128.0-13.5 グリッドに位置する。　重複関係　SI-10、SK-

41・58・63、SD-60 より新しく、SK-52・55・56、SF-88 との新旧関係は不明である。　平面形状・規模　

確認された全長 31.9 ｍ、最大幅 2.14 ｍ、最小幅 0.42 ｍである。確認面からの深さは 0.43 〜 0.47 ｍである。

直線状にのびる。　主軸　東方向、Ｎ-83゜ -Ｅである。　覆土　７層に分層される。３層と７層が路面である。

　底面　ほぼ平らである。　その他　最近まであった道路の下にある。硬化した土層が浅い溝状に確認できる。

ガラス製のおはじきや金属製のボタンなどが出土した。近代から現代のものであろう。SF-88 と合流すると推

第 27 表　10 区道路状遺構　計測表

第 59 図　10 区ＳＸ -71　出土遺物実測図

第 26 表　10 区ＳＸ -71　出土遺物観察表

図版No

第25表　10区SX-8遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記

1 土師器
坏

口　（14.7）
底　-
高　［3.3］

外面　7.5YR6/4　
にぶい橙　
内面　2.5Y6/2　
灰黄

砂粒少量 良好 口縁部外面　ヨコナデ　
胴部外面　ヘラケズリ　
口縁～胴部内面　ヨコ
ナデ

口縁～体
部一部残
存

南東部東　
周溝内　
中　
床上27cm

SX-8№8

2 口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴部外面　ヘラケ
ズリか　胴部内面　ナ
デか

土師器
坏

口　（11.7）
底　-
高　［3.3］

外面　10YR6/4　
にぶい黄橙　
内面　10YR5/3　
にぶい黄褐

良好 口縁～体
部一部残
存

南東部東　
周溝内　
中　
床上27cm

SX-8№8内外面　剥
離・荒れて
いる

内外面　
漆仕上げか

砂粒少量　
白色粒子
微量

図版No

第26表　10区SX-71遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記

1 土師器
坏

口　（13.1）
底　-
高　［4.1］

外面　5YR6/6 橙
内面　5YR5/6
明赤褐

砂粒多量　
赤色粒子
少量

良好 口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴部外面　ヘラケ
ズリ　胴部内面　ナデ

口縁～体
部一部残
存

南東部南　
床上8cm

10区SX-
71№2・3
SB-71覆
土

2 口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴部外面　ヘラケ
ズリ　胴部内面　ナデ

土師器
鉢

口　（16.0）
底　-
高　［6.0］

外面　10YR7/2
にぶい黄橙　
内面　10YR7/2　
にぶい黄橙

良好 口縁～胴
部一部残
存

覆土中 10区SX-
71一括
SB-70覆
土

ロクロナデ　　　　　
体部下端　ヘラケズリ

3 須恵器
蓋

つまみ径  3.5
端　-
高　［1.3］

外面　10YR5/1　
褐灰　
内面　2.5Y5/1　
黄灰

砂粒多量　
礫少量

良好 つまみ～
天井部25
%残存

南西部　
東西　
床上33cm

10区SX-
71№1

ロクロナデ4 須恵器
蓋

口　-
底　（19.6）
高　［3.0］

外面　10YR6/2
灰黄褐　
内面　10YR6/2　
灰黄褐

砂粒少量　
礫微量

良好 端～天井
部一部残
存

北西部北　
床上10cm

27区SI-1
№71

砂粒多量　
黒色粒子
少量

三毳産

益子産

56

56

59

59

59

59

備考・産地

備考・産地

遺構番号

第24表　 10区円形周溝遺構計測表

位置 主軸 平面形状 長軸（m） 短軸（m） 深さ（m） 遺物の出土 備考重複関係
Ｎ- 0゜
Ｎ- 0゜

Ｎ- 0゜

Ｎ-  16 -゚Ｗ

SX-8
SX-64

SX-70

SX-71

SD-14より古い。
SD-45・47・60・SK-62より古い。
SX-71・SB-11・P-57・27区SK-7・27区SK-8より
古。SB-10・12・27区SI-1より新。27区SK-13・27
区P-12・14とは不明。
SX-70・SB-10・12・27区SK-7・27区SK-8より新。
SB-11より古。27区SK-13・27区P-12・14とは不
明。

［5.50］
7.82

6.80

（7.00）

6.00
8.42

7.32

7.35

推定円形
楕円形

円形

円形

有
無

有

有

0.18
0.45

0.03

0.03

128.0-12.0
127.5-10.5

127.5-10.0

127.5-10.0

遺構番号

第27表　10区道路状遺構計測表

位置 主軸 平面形状 東西（m） 南北（m） 最大幅（m） 遺物の出土 備考重複関係

SF-13

SF-88

SK-41・58・63・SI-10・SD-60
より新。SK-52・55・56・SF-88
とは不明。
SD-15･17区SD-31・32・SF-
13より新。

-

13.12

2.14

2.00

最小幅（m）

0.42

0.32

深さ（m）

0.47

0.54

［31.9］

-

直線

直線

有

無

Ｎ-   83 -゚Ｅ

Ｎ-    5 -゚Ｅ

128.0-13.5

128.0-14.5

遺構番号

第29表　10区溝計測表

位置 主軸 平面形状 東西（m） 南北（m） 最大幅（m） 遺物の出土 備考重複関係

SD-14

SD-15

SD-45

SD-47

SK-32・44・SF-13・SD-47より
古。SI-65・SK-96・SX-8より新。
SB-27・72・SK-76・83～87と
は不明。SD-15・45・60とは同
時期。
SI-6・7・12区SI-9・17区SD-
31・17区SD-32より新。SK-16
・17・23・48・49・SF-88より古。
SD-14・45・60とは同時期。
SK-80・P-51とは不明。
SK-42・61・62より古。SI-43・
65・SK-75・SX-64より新。SD-
14・15・60とは同時期。SB-72・
16区SX-4・P-82とは不明。
SI-65・SX-64・SD-14・60より
新。SK-44より古。SB-72・SK-76
・16区SB-11とは不明。

-

-

-

-

3.00

2.08

2.34

2.52

最小幅（m）

1.72

1.00

0.42

0.52

深さ（m）

0.94

0.75

0.66

0.90

75.96

［61.00］

46.20

54.40

有

有

有

有

128.0-12.0

127.5-12.5

127.5-10.0

127.5-10.0

Ｎ-   83 -゚Ｅ

Ｎ-   82 -゚Ｅ

Ｎ-   80 -゚Ｅ

Ｎ-   79 -゚Ｅ

コの字状

の状

Ｌの字状

Ｌの字状

SD-60 127.5-10.0 Ｎ-   84 -゚Ｅ Ｌの字状 52.00 - 3.08 1.24 1.05 有

SI-7・SX-64・16区SI-2・16区
SI-69より新。SK-38～41・50
～53・55・56・SF-13より古。
SD-14・15・45とは同時期。
P-52・58・96とは不明。

1　2　3　4　5　6　7　8　9　10

11　12　13　14　15　16　17　18　19　20

21　22　23　24　25　26　27　28　29　30

1　2　3　4　5　6　7　8　9　10

11　12　13　14　15　16　17　18　19　20

21　22　23　24　25　26　27　28　29　30

1　2　3　4　5　6　7　8　9　10

11　12　13　14　15　16　17　18　19　20

21　22　23　24　25　26　27　28　29　30
1　2　3　4　5　6　7　8　9　10

11　12　13　14　15　16　17　18　19　20

21　22　23　24　25　26　27　28　29　30

1

○・○は（S=1/4）

0 5cm1：2

0 3cm2：3

0 20cm1：5

0 10cm1：3

0 10cm1：4

0 20cm1：6
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第 60 図　10 区ＳＦ -13　実測図
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0
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SK
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8
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3

SD-60

SK
-5
0

SI-10

1 2
7 1

SK-20地山黒色土
ローム漸移層ローム漸移層

SD-15

8

5

6
4

2

7

3

SI
-1
0

8 8 8

SK-39
SK-40

SK-41
SD-60

SD-60

8

4

5

6

7

1
8

SD-60

SK-38

1
8

7

4

1

SK-41

SK-52

SK-56

SK-55
SK-56

6

7

10 区ＳＦ-13
１　明黒褐色土　耕作土　ローム粒子微量　しまりややあ
り　
２　明黒褐色土　最近まであった道路　ローム粒子微量　
しまり非常にあり　硬い
３　暗褐色土　路面　ローム粒子・ロームブロック・炭化
物粒子微量　しまりややあり
４　黒褐色土　硬化層　ローム粒子・砂粒微量　しまり非
常にあり　
５　明黒褐色土　ローム粒子微量　砂粒若干　しまりあり
６　明黒褐色土　ローム粒子少量　砂粒若干　しまりあり
７　黒褐色土　路面　ローム粒子・砂粒微量　しまり非常
にあり　
８　明黒褐色土　耕作土　ローム粒子微量　しまりややあ
り　

4

0 4m1：160

0 2m1：80
L=88.400m

6

1

7
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焼土 粘土 炭化物

断面

第 28 表　10 区ＳＦ -13　出土遺物観察表

測される。南側では平行する長方形土坑も存在する。　遺物の出土状況　流れ込みや混入と推測される。　

出土遺物　４は蓋で、リング状のつまみ。６は瓦を転用した円板。砥石として利用か。　

ＳＦ -88（第 62 図、第 27 表、図版一五・一六）　

　位置　調査区の東、台地の平坦面上に立地し、128.0-14.5 グリッドに位置する。　重複関係　SD-15・32、

17区 SD-31・32、SF-13より新しい。　平面形状・規模　確認された全長13.12ｍ、最大幅2.00ｍ、最小幅 0.32

ｍである。確認面からの深さは0.08〜0.54ｍである。直線状にのびる。　主軸　北方向、Ｎ-５゜-Ｅである。

　覆土　13 層に分層される。５層は最近まであった道路である。８層の上面が路面であったと推測される。

　底面　ほぼ平らである。　その他　３列の浅い溝。現在の道路下に存在する。　　

第 61 図　10 区ＳＦ -13　出土遺物実測図

益子産
ヘラ記
号「ス」

益子産

不明

瓦を再
利用

図版No No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記

1 須恵器
坏

口　-
底　7.7
高　［2.6］

外面　2.5Y4/1
黄灰　
内面　2.5Y4/1
黄灰

砂粒・礫多
量

良好 ロクロナデ 体～底部
50%残存

床上9cm 10区
SF-13№
26・床面

2 口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴部外面　ヘラケ
ズリ　胴部内面　ナデ

須恵器
坏

口　-　
底　（9.0）　
高　［1.2］

外面　5Y6/1  灰　
内面　2.5Y5/1　
黄灰

良好 口縁～胴
部一部残
存

覆土中 10区
SF-13西
ベルト西
側

口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴部外面　ヘラケ
ズリ　胴部内面　ナデ

3 土師器
坏

口　（14.8）　
底　-　
高　［2.6］

外面　5YR5/6
明赤褐
内面　5YR5/4　
にぶい赤褐

砂粒多量　
赤色粒子
少量

良好 口縁～体
部一部残
存

覆土中 10区
SF-13中
ベルト東

ロクロナデ
ボタン状

4 須恵器
蓋

つまみ径  3.2
端　-　
高　［1.5］

外面　N3/0　
暗灰　
内面　2.5Y5/1　
黄灰

砂粒多量　
礫少量

良好 つまみ部
75%残存

床上2cm 10区
SF-13№
17

ロクロナデ5 陶器
鉢か

口　-　
底　（12.0）
高　［2.6］

外面　5Y4/1  灰　
内面　5Y4/1  灰

砂粒多量

土製

良好 底部一部
残存

覆土中 10区
SF-13中
ベルト東

6 砥石か 長　5.56　
幅　5.07　
厚　1.54　
重　40.04

一部欠損 床面直上 10区
SF-13№2

7 鉄製品
不明

長　［2.56］
幅　0.52
厚　0.36
重　1.28

一部残存 床上15cm 10区
SF-13№3

8 鉄製品
不明

長　［2.69］
幅　173
厚　0.25
重　2.99

一部残存 覆土中 10区
SF-13　
2区硬化
層

砂粒多量　
礫微量

61

61

61

61

61

61

61

61

備考・産地

1
2

3

4
5

6

7
8

0 3cm2：3

0 20cm1：5

0 10cm1：3

0 10cm1：4

0 10cm1：5

0 3cm1：1

0 20cm1：6

0 2m1：80

0 1m1：40

遺物 遺構

0 3cm1：2

1

○・○は（S=1/4）

0 5cm1：2

0 3cm2：3

0 20cm1：5

0 10cm1：3

0 10cm1：4

0 20cm1：6
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第 62 図　10 区ＳＦ -88　実測図

R R’

S
S’

T
T’

Ｔ Ｔ’

Ｓ’Ｓ

Ｒ Ｒ’調査区外

SD-15

SD-32

SF-13

SD-15

17 区 SD-32

17 区 SD-31

13

12 11

12 13 17 区 SD-31

3

8

910 10

2
3

17 区 SD-32

4 5
7 6

8
10

910
SD-14

10
1

調査区外

17 区 SD-32

0 2m1：80
L=88.500m

0 3m1：120

10 区ＳＦ-88
１　現在の道路面　砂利層
２　明黒褐色土　水田耕作土　ローム粒子微量　酸化した鉄分含む　しまりややあり
３　明黒褐色土　床土　ローム粒子・ロームブロック微量　しまり非常にあり
４　明黒褐色土　畑の耕作土　ローム粒子微量　しまりややあり　
５　明黒褐色土　最近まであった道路　ローム粒子微量　しまり非常にあり　硬い
６　黒褐色土　水田耕作土　ローム粒子少量　酸化した鉄分含む　しまりあり　
７　暗褐色土　路面　ローム粒子・ロームブロック・炭化物粒子微量　しまりややあり
８　黒褐色土　硬化層　ローム粒子・砂粒微量　しまり非常にあり　
９　明黒褐色土　ローム粒子微量　砂粒若干　しまりあり
10　明黒褐色土　ローム粒子少量　砂粒若干　しまりあり
11　黒褐色土　硬化層　ローム粒子・砂粒微量　しまり非常にあり　　
12　明黒褐色土　ローム粒子微量　砂粒若干　しまりあり
13　黒褐色土　路面　ローム粒子・砂粒微量　しまり非常にあり

第 29 表　10 区溝　計測表

7. 溝
　溝は５条が確認されている。コの字状に屈曲するものが多い。近現代の遺構であると推測される。

遺構番号

第24表　 10区円形周溝遺構計測表

位置 主軸 平面形状 長軸（m） 短軸（m） 深さ（m） 遺物の出土 備考重複関係
Ｎ- 0゜
Ｎ- 0゜

Ｎ- 0゜

Ｎ-  16 -゚Ｗ

SX-8
SX-64

SX-70

SX-71

SD-14より古い。
SD-45・47・60・SK-62より古い。
SX-71・SB-11・P-57・27区SK-7・27区SK-8より
古。SB-10・12・27区SI-1より新。27区SK-13・27
区P-12・14とは不明。
SX-70・SB-10・12・27区SK-7・27区SK-8より新。
SB-11より古。27区SK-13・27区P-12・14とは不
明。

［5.50］
7.82

6.80

（7.00）

6.00
8.42

7.32

7.35

推定円形
楕円形

円形

円形

有
無

有

有

0.18
0.45

0.03

0.03

128.0-12.0
127.5-10.5

127.5-10.0

127.5-10.0

遺構番号

第27表　10区道路状遺構計測表

位置 主軸 平面形状 東西（m） 南北（m） 最大幅（m） 遺物の出土 備考重複関係

SF-13

SF-88

SK-41・58・63・SI-10・SD-60
より新。SK-52・55・56・SF-88
とは不明。
SD-15･17区SD-31・32・SF-
13より新。

-

13.12

2.14

2.00

最小幅（m）

0.42

0.32

深さ（m）

0.47

0.54

［31.9］

-

直線

直線

有

無

Ｎ-   83 -゚Ｅ

Ｎ-    5 -゚Ｅ

128.0-13.5

128.0-14.5

遺構番号

第29表　10区溝計測表

位置 主軸 平面形状 東西（m） 南北（m） 最大幅（m） 遺物の出土 備考重複関係

SD-14

SD-15

SD-45

SD-47

SK-32・44・SF-13・SD-47より
古。SI-65・SK-96・SX-8より新。
SB-27・72・SK-76・83～87と
は不明。SD-15・45・60とは同
時期。
SI-6・7・12区SI-9・17区SD-
31・17区SD-32より新。SK-16
・17・23・48・49・SF-88より古。
SD-14・45・60とは同時期。
SK-80・P-51とは不明。
SK-42・61・62より古。SI-43・
65・SK-75・SX-64より新。SD-
14・15・60とは同時期。SB-72・
16区SX-4・P-82とは不明。
SI-65・SX-64・SD-14・60より
新。SK-44より古。SB-72・SK-76
・16区SB-11とは不明。

-

-

-

-

3.00

2.08

2.34

2.52

最小幅（m）

1.72

1.00

0.42

0.52

深さ（m）

0.94

0.75

0.66

0.90

75.96

［61.00］

46.20

54.40

有

有

有

有

128.0-12.0

127.5-12.5

127.5-10.0

127.5-10.0

Ｎ-   83 -゚Ｅ

Ｎ-   82 -゚Ｅ

Ｎ-   80 -゚Ｅ

Ｎ-   79 -゚Ｅ

コの字状

の状

Ｌの字状

Ｌの字状

SD-60 127.5-10.0 Ｎ-   84 -゚Ｅ Ｌの字状 52.00 - 3.08 1.24 1.05 有

SI-7・SX-64・16区SI-2・16区
SI-69より新。SK-38～41・50
～53・55・56・SF-13より古。
SD-14・15・45とは同時期。
P-52・58・96とは不明。
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ＳＤ -14（第 63・64 図、第 29・30・31 表、図版一六・一七 ･六四）　

　位置　調査区の北から東、台地の平坦面上に立地し、128.0-12.0 〜 128.0-14.5 グリッドに位置する。　

　重複関係　SD-47、SF-13、SK-32・44 より古く、SI-65、SX-8、SK-96 より新しい。SB-27・72、SK-76・

83 〜 87 との新旧関係は不明である。　平面形状・規模　確認された全長 75.0 ｍ、最大幅 3.00 ｍ、最小幅

1.72 ｍである。断面は逆台形で、西側の壁は急角度、内側は緩やかな傾斜で立ち上がる。確認面からの深さ

は 0.54 〜 0.94 ｍである。コの字状にのびる。　主軸　北方向、Ｎ -83 ゜ - Ｅである。　覆土　14 層に分層

され、ほとんどが自然埋没である。　底面　凹凸がみられる。　遺物の出土状況　覆土中から出土している。

　その他　SD-15・45・60 と同時期と推測される。SD-15 とともに SF-13 に伴う側溝と推測される。道路側

の壁が急傾斜になっている。砂田 A 遺跡の SD-30 と同遺構と推測される。　出土遺物　２は糸切り後、ヘラ

ケズリされる。SX- ８の遺物として取り上げたが、出土位置から SD-14 に伴うものと判断した。３は天井部

に刻書されている。「小」か。４は甑の底部である。１孔。８は陶器の皿。９は砥石として使われていたと推

測される。　

第 30 表　10 区ＳＤ -14　出土遺物観察表（1）

遺構番号

第24表　 10区円形周溝遺構計測表

位置 主軸 平面形状 長軸（m） 短軸（m） 深さ（m） 遺物の出土 備考重複関係
Ｎ- 0゜
Ｎ- 0゜

Ｎ- 0゜

Ｎ-  16 -゚Ｗ

SX-8
SX-64

SX-70

SX-71

SD-14より古い。
SD-45・47・60・SK-62より古い。
SX-71・SB-11・P-57・27区SK-7・27区SK-8より
古。SB-10・12・27区SI-1より新。27区SK-13・27
区P-12・14とは不明。
SX-70・SB-10・12・27区SK-7・27区SK-8より新。
SB-11より古。27区SK-13・27区P-12・14とは不
明。

［5.50］
7.82

6.80

（7.00）

6.00
8.42

7.32

7.35

推定円形
楕円形

円形

円形

有
無

有

有

0.18
0.45

0.03

0.03

128.0-12.0
127.5-10.5

127.5-10.0

127.5-10.0

遺構番号

第27表　10区道路状遺構計測表

位置 主軸 平面形状 東西（m） 南北（m） 最大幅（m） 遺物の出土 備考重複関係

SF-13

SF-88

SK-41・58・63・SI-10・SD-60
より新。SK-52・55・56・SF-88
とは不明。
SD-15･17区SD-31・32・SF-
13より新。

-

13.12

2.14

2.00

最小幅（m）

0.42

0.32

深さ（m）

0.47

0.54

［31.9］

-

直線

直線

有

無

Ｎ-   83 -゚Ｅ

Ｎ-    5 -゚Ｅ

128.0-13.5

128.0-14.5

遺構番号

第29表　10区溝計測表

位置 主軸 平面形状 東西（m） 南北（m） 最大幅（m） 遺物の出土 備考重複関係

SD-14

SD-15

SD-45

SD-47

SK-32・44・SF-13・SD-47より
古。SI-65・SK-96・SX-8より新。
SB-27・72・SK-76・83～87と
は不明。SD-15・45・60とは同
時期。
SI-6・7・12区SI-9・17区SD-
31・17区SD-32より新。SK-16
・17・23・48・49・SF-88より古。
SD-14・45・60とは同時期。
SK-80・P-51とは不明。
SK-42・61・62より古。SI-43・
65・SK-75・SX-64より新。SD-
14・15・60とは同時期。SB-72・
16区SX-4・P-82とは不明。
SI-65・SX-64・SD-14・60より
新。SK-44より古。SB-72・SK-76
・16区SB-11とは不明。

-

-

-

-

3.00

2.08

2.34

2.52

最小幅（m）

1.72

1.00

0.42

0.52

深さ（m）

0.94

0.75

0.66

0.90

75.96

［61.00］

46.20

54.40

有

有

有

有

128.0-12.0

127.5-12.5

127.5-10.0

127.5-10.0

Ｎ-   83 -゚Ｅ

Ｎ-   82 -゚Ｅ

Ｎ-   80 -゚Ｅ

Ｎ-   79 -゚Ｅ

コの字状

の状

Ｌの字状

Ｌの字状

SD-60 127.5-10.0 Ｎ-   84 -゚Ｅ Ｌの字状 52.00 - 3.08 1.24 1.05 有

SI-7・SX-64・16区SI-2・16区
SI-69より新。SK-38～41・50
～53・55・56・SF-13より古。
SD-14・15・45とは同時期。
P-52・58・96とは不明。

図版No

第30表　10区SD-14遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記

1 土師器
坏

口　（15.7）
底　-　
高　［4.4］

外面　7.5YR6/4　
にぶい橙　
内面　5YR5/6　
明赤褐

砂粒多量　
黒色粒子
少量

良好 口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴部外面　ヘラケ
ズリ　胴部内面　ヘラ
ミガキ後ヨコナデ

口縁～体
部一部残
存

覆土中 10区
SD-14一
括

口縁～体部
外面　漆仕
上げ

2 須恵器　
坏

口　-
底　（8.8）
高　［1.4］

外面　10YR6/3　
にぶい黄橙　
内面　10YR6/3　
にぶい黄橙

砂粒多量 良好 ロクロナデ
底部　回転糸切り後ヘ
ラケズリ

底部35%
残存

床上55cm 10区
SX-8№1

内外面　荒
れている　
被熱

3 須恵器　
蓋

口　-
端　-
高　［1.5］
厚　0.8

外面　2.5Y4/1　 
黄灰　
内面　7.5YR4/1　
褐灰

砂粒・礫多
量

やや
不良

ロクロナデ　
天井部　回転ヘラケズリ

天井部一
部残存

覆土中 10区
SD-14　
3区埋土
中

益子産
刻書
「小」か

不明

益子産
か

新治産

三毳産

4 土師器　
甑

口　-
底　（7.0）
高　［1.9］

外面　2.5YR4/6　
赤褐　
内面　2.5YR5/6　
明赤褐

砂粒・礫多
量　赤色粒
子少量

良好 胴部外面　タテ方向の
ヘラケズリ　底部外面　
ヘラケズリ　底部内面　
ナデ

底部50%
残存

床下15cm 10区
SD-14№
24

5 須恵器　
甕

口　-
底　-
高　-
厚　0.8

外面　5Y4/1  灰　
内面　10YR5/2　
敗黄褐

砂粒多量　
礫少量

良好 胴部　ナデ 口縁部一
部残存

覆土中 16区
SD-14

内外面　
自然釉

6 須恵器
甕

口　-
頸　（10.0）
高　［5.2］

外面　2.5Y5/1　 
黄灰　
内面　10YR5/1　
褐灰

砂粒・石英
多量　礫少
量

良好 ロクロナデ 頸部一部
残存

覆土中 10区
SD-14　
4区（トレ
ンチ）

7 須恵器　
甕

口　-
底　（18.0）
高　［6.0］

外面　2.5Y4/1　 
黄灰　
内面　10YR5/2　
黄灰褐

砂粒多量　
銀雲母少
量

砂粒少量

安山岩

良好 胴部外面　平行叩き　
胴部内面　ナデ

胴～底部
一部残存

覆土中 10区
SD-14　
4区ベル
ト一括

内外面　荒
れている

8 陶器　
皿

口　（7.9）
底　（4.4）
高　1.5

外面　7.5YR4/2　
灰褐　
内面　2.5YR4/2　
灰赤

良好 ロクロナデ　
底部　回転糸切り

一部残存

覆土中 10区SD-
14、3区
埋土（中
ベルト）

木質部残る

内外面　
鉄釉

9 砥石 長　［6.86］
幅　4.92
厚　［1.12］
重　51.27

一括 10区
4区トレ
ンチ

一部残存10 鉄製品
刀子

長　［9.55］
幅　1.49
厚　0.39
重　11.54

床上6cm 10区
SD-14№
14

一部欠損11 鉄製品
釘か

長　［4.32］
幅　0.41
厚　0.31
重　1.01

床上13cm 10区
SD-14№
18

一部残存12 鉄製品
釘か

長　［3.95］
幅　0.35
厚　0.31
重　2.69

床上13cm 10区
SD-14№
18

一部残存13 鉄製品
鉄鏃

長　［2.76］
幅　4.06
厚　4.03
重　1.47

覆土中 10区
SD-14一
括

64

64

64

64

64

64

64

64

64

64

64

64

64

備考・産地

第31表　10区SD-14遺物観察表
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10 区ＳＤ-14
Ⅰ　明黒褐色土　畑耕作土
Ⅱ　暗褐色土　畑耕作土
Ⅲ　黒褐色土　最近まであった道路の一部
Ⅳ　明黒褐色土　畑耕作土

１　明黒褐色土　ローム粒子・炭化物粒子若干　しまりややあり
２　褐色土　ローム粒子少量　しまりあり
３　黒褐色土　ローム粒子微量　炭化物粒子若干　しまりややあり
４　明褐色土　ローム粒子多量　炭化物粒子若干　しまりややあり
５　暗褐色土　ローム粒子少量　炭化物粒子若干　しまりややあり
６　褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック微量　しまりややあり
７　明黒褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック微量　しまりあり
８　明褐色土　ローム粒子少量　しまりややあり
９　黒褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック若干　しまりあり
10　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量　しまりあり
11　暗褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック微量　しまりあり
12　褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　しまりややあり
13　明黒褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック微量　しまりややあり
14　暗黄褐色土　ローム粒子・礫多量　ロームブロック少量　しまりあり

0 7.5m1：300

0 2m1：80
L=88.200m

SK-84SK-85SK-86
SK-87 SK-83

調
査
区
外

SK-32

SB-27

SK-96

SK
-76

SX-8

調
査
区
外

SD-47 8
9

1011

12

13

SX-8

SD-47
SK-44

Ⅰ
ⅡⅣ

8 9
10

12

13

Ⅳ

SF-13

SF-13
1

3

4 68
9 10

12

13
14

SF-13

4 10

11・12

N N’

12
11

13

3

4 58

9

10

1

2

3 5 9 127
8
11 13

2 10

Ⅰ
Ⅲ

Ⅳ
1
34

8 6
9

10
12

11
13

2

3
57

8
11

13

9 10

12

SK-96

SK-96 か

SF-13

SI-65

SI-65

SB-72
SB-72

SD-47

4

10

11・12

2

2撹乱

P
P’

O
O’

N N’

M M’

L L’

K
K’

J’J

K K’

J
J’

L L’ M M’

P P’

O O’

第 63 図　10 区ＳＤ -14　実測図
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焼土 粘土 炭化物

断面

ＳＤ -15（第 65・66 図、第 29・32 表、図版一六・一七 ･五五 ･ 六四）　

　位置　調査区の南、台地の平坦面上に立地し、127.5-12.5 〜 128.0-15.0 グリッドに位置する。　重複関係

　SK-16・17・23・48 〜 50、SF-88 より古く、SI- ６・７、17 区 SD-31・32、13 区 SI-9 より新しい。SK-

80、Ｐ-51とは新旧関係不明である。　平面形状・規模　確認された全長約61.0ｍ、最大幅2.08ｍ、最小幅1.00

ｍである。17・36 区でも確認された。断面は逆台形で、確認面からの深さは 0.46 〜 0.75 ｍである。東西に

のび、西部でＵ字状の凸部がみられる。　主軸　東方向、Ｎ -82 ゜ - Ｅである。　覆土　全部で 13 層に分層

され、ほとんどが自然埋没である。ロームは南から多く流入している。　底面　工具痕や溝と平行するスジ

が認められる。　その他　SD-14・45・60、SF-13 とと同時期と推測される。SD-14 とともに SF-13 に伴う

側溝と推測される。道路側の壁が急傾斜になっている。　遺物の出土状況　覆土中から出土している。　出

土遺物　１は内面に放射状にミガキを施している。２はコップ形。３と４はボタン状のつまみである。５は

格子叩き後、カキメが施されている。６は女瓦の一部である。二次焼成を受けている。７は「東」という墨

書の一部か。

第 31 表　10 区ＳＤ -14　出土遺物観察表（2）

図版No

第30表　10区SD-14遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記

1 土師器
坏

口　（15.7）
底　-　
高　［4.4］

外面　7.5YR6/4　
にぶい橙　
内面　5YR5/6　
明赤褐

砂粒多量　
黒色粒子
少量

良好 口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴部外面　ヘラケ
ズリ　胴部内面　ヘラ
ミガキ後ヨコナデ

口縁～体
部一部残
存

覆土中 10区
SD-14一
括

口縁～体部
外面　漆仕
上げ

2 須恵器　
坏

口　-
底　（8.8）
高　［1.4］

外面　10YR6/3　
にぶい黄橙　
内面　10YR6/3　
にぶい黄橙

砂粒多量 良好 ロクロナデ
底部　回転糸切り後ヘ
ラケズリ

底部35%
残存

床上55cm 10区
SX-8№1

内外面　荒
れている　
被熱

3 須恵器　
蓋

口　-
端　-
高　［1.5］
厚　0.8

外面　2.5Y4/1　 
黄灰　
内面　7.5YR4/1　
褐灰

砂粒・礫多
量

やや
不良

ロクロナデ　
天井部　回転ヘラケズリ

天井部一
部残存

覆土中 10区
SD-14　
3区埋土
中

益子産
刻書
「小」か

不明

益子産
か

新治産

三毳産

4 土師器　
甑

口　-
底　（7.0）
高　［1.9］

外面　2.5YR4/6　
赤褐　
内面　2.5YR5/6　
明赤褐

砂粒・礫多
量　赤色粒
子少量

良好 胴部外面　タテ方向の
ヘラケズリ　底部外面　
ヘラケズリ　底部内面　
ナデ

底部50%
残存

床下15cm 10区
SD-14№
24

5 須恵器　
甕

口　-
底　-
高　-
厚　0.8

外面　5Y4/1  灰　
内面　10YR5/2　
敗黄褐

砂粒多量　
礫少量

良好 胴部　ナデ 口縁部一
部残存

覆土中 16区
SD-14

内外面　
自然釉

6 須恵器
甕

口　-
頸　（10.0）
高　［5.2］

外面　2.5Y5/1　 
黄灰　
内面　10YR5/1　
褐灰

砂粒・石英
多量　礫少
量

良好 ロクロナデ 頸部一部
残存

覆土中 10区
SD-14　
4区（トレ
ンチ）

7 須恵器　
甕

口　-
底　（18.0）
高　［6.0］

外面　2.5Y4/1　 
黄灰　
内面　10YR5/2　
黄灰褐

砂粒多量　
銀雲母少
量

砂粒少量

安山岩

良好 胴部外面　平行叩き　
胴部内面　ナデ

胴～底部
一部残存

覆土中 10区
SD-14　
4区ベル
ト一括

内外面　荒
れている

8 陶器　
皿

口　（7.9）
底　（4.4）
高　1.5

外面　7.5YR4/2　
灰褐　
内面　2.5YR4/2　
灰赤

良好 ロクロナデ　
底部　回転糸切り

一部残存

覆土中 10区SD-
14、3区
埋土（中
ベルト）

木質部残る

内外面　
鉄釉

9 砥石 長　［6.86］
幅　4.92
厚　［1.12］
重　51.27

一括 10区
4区トレ
ンチ

一部残存10 鉄製品
刀子

長　［9.55］
幅　1.49
厚　0.39
重　11.54

床上6cm 10区
SD-14№
14

一部欠損11 鉄製品
釘か

長　［4.32］
幅　0.41
厚　0.31
重　1.01

床上13cm 10区
SD-14№
18

一部残存12 鉄製品
釘か

長　［3.95］
幅　0.35
厚　0.31
重　2.69

床上13cm 10区
SD-14№
18

一部残存13 鉄製品
鉄鏃

長　［2.76］
幅　4.06
厚　4.03
重　1.47

覆土中 10区
SD-14一
括

64

64

64

64

64

64

64

64

64

64

64

64

64

備考・産地

第31表　10区SD-14遺物観察表

第 64 図　10 区ＳＤ -14　出土遺物実測図
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第 65 図　10 区ＳＤ -15　実測図
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撹乱
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SK-16
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SK-23
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P-51

P-52
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P-93
P-94

SK-80

SD-15
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査
区
外

SK-17SK-16 4

5
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9
10
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3
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9
1011

1
1

3
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9
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11

23

4578
9

10
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SK-23

SD-60

17 区 SD-31

1

1

8

8

6
8

17 区 SD-32

0 6m1：240

0 2m1：80
L=87.900m

10 区ＳＤ-15
１　黒褐色土　ローム粒子若干　しまりややあり
２　明黒褐色土　ローム粒子・炭化物粒子若干　しまりあり
３　褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック微量　しまりあり
４　黒褐色土　ローム粒子若干　しまりややあり
５　明黒褐色土　ローム粒子少量　しまりあり
６　暗褐色土　ローム粒子少量　しまりややあり
７　暗褐色土　ローム粒子微量　しまりあり
８　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量　しまりややあり
９　褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　しまりあり
10　明黒褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック微量　しまりややあり
11　黒褐色土　ローム粒子・ロームブロック微量　しまりややあり
12　暗黄褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック微量　しまりあり

第 66 図　10 区ＳＤ -15　実測図・出土遺物実測図
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第 32 表　10 区ＳＤ -15　出土遺物観察表

ＳＤ -45（第 67 図、第 29・33 表、図版一七 ･一八 ･ 六四）　

　位置　調査区の北から西、台地上、127.5-10.0 〜 128.5-12.0 グリッドに位置する。　重複関係　SK-42・

61・62 より古く、SI-43・65、SB-72、16 区 SB-11、SK-75、SX-64、16 区Ｐ -51 より新しい。16 区 SX-4、

SB-72、Ｐ -82 との新旧関係は不明である。　平面形状・規模　確認された全長約 46.2 ｍ、最大幅 2.34 ｍ、

最小幅 0.42 ｍである。断面は逆台形で、確認面からの深さは 0.46 〜 0.66 ｍである。東西に長い L 字状であ

る。　主軸　北東方向、Ｎ -80 ゜ - Ｅである。　覆土　８層に分層可能で、自然埋没か。　底面　丸味を帯び、

工具痕がわずかに残る。他の SD より丁寧に掘削されている。　その他　SD-14・15・60 と同時期で、砂田

A 遺跡の SD-28 と同じ溝と推測される。　遺物の出土状況　覆土中層よりの出土である。　出土遺物　１の

須恵器の坏は底部手持ちヘラケズリ、体部下端に手持ちヘラケズリが施される。２は大戸産の瓶。３の口縁

部は無文、胴部は平行叩き、４は櫛状工具による波状文が施される。５は釘である。

　

ＳＤ -47（第 68 ～ 71 図、第 29・34 表、図版一七 ･一八 ･ 五五 ･ 六四）　

　位置　調査区の北から西、台地上、127.5-10.0 〜 128.0-12.0 グリッドに位置する。　重複関係　SI-65、

SX-64、SD-14・60 より新しく、SK-44、SF-13 より古い。SB-72、SK-76、16 区 SB-11 とは不明である。　

平面形状・規模　確認された全長約 54.4 ｍ、最大幅 2.52 ｍ、最小幅 0.52 ｍである。断面は逆台形で、確

認面からの深さは 0.33 〜 0.90 ｍである。南北に長い L 字状である。　主軸　北方向、Ｎ -79 ゜ - Ｅである。

　覆土　10 層に分層可能で、自然埋没か。掘り返しが一部で確認されている。4 層と 5 層はローム質の層と

黒色土が薄く互層をなして堆積する。流水があった可能性が高い。　底面　工具痕が明瞭に残る。工具は溝

墨書か

益子産

三毳産

三毳産

不明

図版No

第32表　10区SD-15遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記

1 土師器
坏

口　（14.8）
底　-
高　4.7

外面　7.5YR4/2　
灰褐　
内面　10YR3/1　
黒褐

砂粒・石英
多量　黒色
粒子・赤色
粒子少量

良好 口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴部外面　ヨコナ
デ後ヘラケズリ　胴～
底部内面　ヘラミガキ

口縁～底
部65%残
存

床上31cm 10区
SD-15№
1

2 ロクロナデ　
体部下端　回転ナデ　
底部外面　回転ヘラ切
り後回転ナデ

須恵器
コップ形

口　-
底　（8.1）
高　［3.1］

外面　N5/0　灰　
内面　N4/0　灰

口縁～底部
内外面　
漆仕上げ

良好 体～底部
一部残存

覆土中 12区
SD-15埋
土中

ナデ3 須恵器　
蓋

つまみ径  3.4　
端　-
高　［1.9］

外面　2.5Y5/1　
黄灰　
内面　2.5Y5/1　
黄灰

砂粒多量　
白色粒子
微量

砂粒少量　
礫微量

良好 つまみ～
天井部
100%残
存

覆土中

ロクロナデ4 須恵器　
蓋

つまみ径  4.9　
端　-
高　［1.1］

外面　10YR5/2　
灰黄褐　
内面　10YR6/1　
褐灰

砂粒多量 良好 つまみ部
100%残
存

覆土中 10区
SD-15　
4区

10区
SD-15　
4区

胴部外面　平行叩き後
カキメ　胴部内面　同
心円叩き

5 須恵器　 
甕

口　-
底　-
高　-
厚　0.8

外面　5Y4/1　
褐灰　
内面　10YR5/2　
灰黄褐

砂粒多量 良好 胴部一部
残存

覆土中 10区
SD-15一
括

6 女瓦 厚　1.79 外面　10YR4/2　
内面　2.5Y4/2

砂粒少量　
金雲母か
微量

良好 一部残存 覆土中 10区
一括

7 土師器　
坏

外面　7.5YR6/4　
にぶい橙　
内面　7.5YR6/4　
にぶい橙

砂粒少量 良好－ 底部一部
残存

覆土中 10区
SD-15　
4区

8 鉄製品
不明

長　［4.77］
幅　0.48
厚　0.43
重　3.21

一部残存 － 12区
SD-15№1

二次焼成

66

66

66

66

66

66

66

66

備考・産地
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調査区外

SK-42

SK-75

P-82

SB-72

撹乱
SK-61

SI-43

SI-65

SX-64

16 区 SX-4

16 区
SB-11

SK-62
16 区
P-51

16 区
SB-11

Ⅰ
4
6
7
8

3
4
56

7

4
6
7

8

撹乱
3

4
56 7SX-64

SD-47

1 2

1

3

4

調査区外

SK-42
Ｄ

Ｄ
’

Ｃ
’

Ｃ

Ｂ Ｂ’

Ａ Ａ’

A’ B B’ C C’ D D’A

0 2m1：80
L=88.000m

0 6m1：240

3 4 1

10 区ＳＤ-45
Ⅰ　表土

１　暗黄褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック微量　しまりあり　
２　明黒褐色土　ローム粒子微量　しまりややあり　
３　明褐色土　ローム粒子微量　しまりあり　
４　褐色土　ローム粒子微量　しまりあり　
５　暗褐色土　ローム粒子少量　しまりややあり　
６　明黒褐色土　黒色土ブロック少量　ローム粒子・ロームブロック微量
しまりややあり　
７　明褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック微量　しまりややあり　
８　暗黄褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック少量　しまりややあり

第 67 図　10 区ＳＤ -45　実測図 ･出土遺物実測図

第 33 表　10 区ＳＤ -45　出土遺物観察表

新治産

大戸産

不明

三毳産

図版No

第33表　10区SD-45遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記

1 須恵器
坏

口　-
底　（7.8）
高　［2.8］

外面　10YR5/1　
褐灰　
内面　10YR4/1　
褐灰

砂粒・礫多
量

良好 ロクロナデ
体部下端  手持ちヘラ
ケズリ　底部　ヘラ切り

体～底部
25%残存

床上28cm 10区
SD-45　
7区№7

2 ナデ須恵器
瓶

口　-
底　-
高　-
厚　0.4

外面　2.5Y5/1　 
黄灰　
内面　5Y5/1  灰

内外面　自
然釉

良好 口縁部一
部残存

覆土中 10区
SD-45　
9区一括

口縁部　ナデ　胴部外
面　平行叩き

3 須恵器
甕

口　-
底　-
高　-
厚　1.0

外面　2.5Y5/1　 
黄灰　
内面　10YR6/2　
灰黄褐

砂粒少量

砂粒少量

良好 口縁～胴
部一部残
存

床上40cm

口縁部　ナデ後波状文4 須恵器
甕

口　-
底　-
高　-
厚　0.9

外面　2.5Y4/2　 
暗灰黄　
内面　10YR5/2　
黄灰褐

砂粒少量 良好 口縁部一
部残存

床上31cm 10区
SD-45　
6区№1

10区
SD-45　
6区№2　
7区№6

5 鉄製品
釘

長　［3.04］
幅　1.13
厚　0.43
重　1.42

一部残存 覆土中 10区
南北流れ
曲がり角
付近

67

67

67

67

67

備考・産地

1 2

34 5

0 3cm2：3

0 20cm1：5

0 10cm1：3

0 10cm1：4

0 10cm1：5

0 3cm1：1

0 20cm1：6

0 2m1：80

0 1m1：40

遺物 遺構

0 3cm1：2

1

○・○は（S=1/4）

0 5cm1：2

0 3cm2：3

0 20cm1：5

0 10cm1：3

0 10cm1：4

0 20cm1：6
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調
査
区
外

SI-65

SD-14

SD-15 SF-13

SI-65

SX-8

SD-47

SK-55

SK-56
SK-76

SK-96

SB-72

SB-72

SK-52

SK-40

SK-50

SI-7

P-52

P-58

SK-53

SK-54

16 区 SI-69

16 区 SI-1

調
査
区
外

16区 SI-2

16 区 P-19

16 区 P-18

SX-64 SX-64

16 区 SB-11

SD-60

SD-47

調査区外

P-96

5

13

30

19

23

35

34

24

18
25

21

7

29

28

426

SK-39

SK-38

SK-41

SK-51

32

0 6m1：240

0 2m1：80

Ａ
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Ｃ
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第 68 図　10 区ＳＤ -47・60　実測図（1）
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と直交する方向に刃を向けて掘削されている。　その他　砂田 A 遺跡の SD-29 と同じ溝と推測される。　遺

物の出土状況　礫が多く出土している須恵器片も多数含まれている。出土レベルは北寄りがやや高く、量も

少ないが、屈曲部から西辺りは多く、レベルも低い。　出土遺物　２は益子産の須恵器の坏である。底部に

ヘラ記号「十」か。３は 10 区の SI- ７の７と同一個体である。６は砥石である。

47-1
47-4

47-10

60-4

60-6

60-6

60-760-10
SD-15

撹乱

A A’

47-8

47-10

撹乱

47-9

47-2

B B’

18 2825

60-8 60-6 60-8SX-64

47-8 47-1
47-4
47-9

47-10

撹乱

16区 SI-2

60-11

60-6

60-10

60-12
60-7

60-11
60-9

47-2

C C’

47-5

47-647-7 47-9

47-10
47-8S

47-4 47-2

撹乱

16区
SI-69

60-11

60-5

60-6
60-9

60-12

60-3
60-7

60-10
60-11

60-9

撹乱SF-13
47-3

47-4

47-5

47-10

47-8

E E’
47-647-9

47-8

47-10

47-7

47-4

60-12

26 5 4

60-2
60-3
60-7

60-10
60-11

60-12
60-12
60-9

SF-13
SF-13

SF-13

SK-38 -39
SK-40

SK-4160-11

60-11 60-12 60-10
60-9

60-3

60-1
60-2

SF-13
60-7

60-10

47-10

SF-13

47-9

撹乱SF-13

8 47-1
47-2

47-3

SD-45
47-1

47-2
47-3 47-5

撹乱

47-9
47-10

SD-14( 新 )
SD-14( 旧 )

SD-15

SD-45
SD-14

SK-44

SD-14( 新 )
SD-14( 旧 )

47-1
47-2

47-3

撹乱

47-4
47-5
47-9

47-10

47-9

Ⅰ
ⅡⅢ Ⅲ

47-4

SK

F F’

D D’

G G’

K’K

I I’ J J’

H H’

10 区ＳＤ-47・60
Ⅰ　明黒褐色土　畑耕作土
Ⅱ　暗褐色土　畑耕作土
Ⅲ　黒褐色土　最近まであった道路の一部

10区ＳＤ-47
１　暗褐色土　ローム粒子少量　しまりあり　
２　褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック少量　し
まりややあり　
３　黒褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック微量　
しまりややあり　
４　褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック微量　し
まり欠ける　
５　暗褐色土　ローム粒子微量　しまり欠ける

６　明黒褐色土　ローム粒子微量　しまりややあり　
７　明黒褐色土　ローム粒子少量　しまりあり　
８　暗黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　し
まりややあり　
９　黒褐色土　ローム粒子少量　しまりややあり　
10   暗黒褐色土　ローム粒子若干　しまりややあり

10区ＳＤ-60
１　明黒褐色土　ローム粒子・ロームブロック微量　し
まりあり
２　黒褐色土　ローム粒子若干　しまりややあり
３　褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック微量　し
まりあり
４　明黒褐色土　ローム粒子・炭化物粒子若干　しまり
あり

５　明黒褐色土　ローム粒子少量　しまりあり
６　黒褐色土　炭化物多量　ローム粒子少量　しまりや
や欠ける　粘性ややあり
７　明黒褐色土　ローム粒子少量　しまりあり
８　暗灰褐色土　砂質土ブロック微量　しまり非常にあ
り　粘性欠ける
９　暗黄褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック微量
しまりあり
10　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量　しま
りややあり
11　褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　しまり
あり
12　黄褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック少量　
しまりあり　

0 2m1：80
L=88.000m

19

23・24 21

13

7

30

3534

32

29

第 69 図　10 区ＳＤ -47・60　実測図（2）
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焼土 粘土 炭化物

断面

焼土 粘土 炭化物

断面

第 70 図　10 区ＳＤ -47・60　出土遺物実測図（1）
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第 34 表　10 区ＳＤ -47・60　出土遺物観察表

不明

不明

三毳産

不明

益子産
ヘラ記
号「十」
か

図版No

第34表　10区SD-60・47遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記

1 須恵器
坏

口　-
底　（7.9）
高　［2.3］

外面　10YR4/1
褐灰
内面　10YR5/2
灰黄褐

砂粒多量　
礫少量

良好 ナデ　
底部　回転ヘラケズリ

体～底部
一部残存

覆土中 10区
SD-47一
括

2 須恵器
坏

口　-
底　（8.0）
高　［0.9］

外面　N3/0　
暗灰　
内面　N3/0　
暗灰

砂粒多量 良好 ロクロナデ　
底部　回転ヘラケズリ

体～底部
一部残存

覆土中 16区
SD-47

3 須恵器
甕

口　-
底　-
高　-
厚　0.7

外面　10YR4/1　
褐灰　
内面　10YR4/1　
褐灰

外面　5Y5/1  灰　
内面　2.5Y5/1　
黄灰

砂粒多量 やや
不良

胴部外面　平行叩き　
胴部内面　同心円叩き

砂粒・石英
多量

良好 胴部外綿　平行叩き　
胴部内面　ナデ

胴部一部
残存

床上11cm 10区
SD-47№
19

黒色物付着

4 須恵器
甕

口　-
底　-
高　-
厚　1.3

胴部一部
残存

床上38cm 10区
SD-47№
16

外面　2.5Y5/1　
黄灰　
内面　2.5Y5/1　
黄灰

砂粒多量　
礫・白色粒
子少量

良好 胴部外面　平行叩き　
胴部内面　ナデ

5 須恵器
甕

口　-
底　-
高　-
厚　0.6

胴部一部
残存

覆土中 16区
SD-47西

砂岩6 砥石 長　15.53　
幅　5.74
厚　2.78
重　338.18

一部欠損 床上27cm 10区
SD-47№
3

70

70

70

70

70

70

益子産

三毳産

三毳産

不明

不明

三毳産

益子産

湖西産

不明

第34表　10区SD-60・47遺物観察表

16 土師器
ミニチュ
アか

口　-　
底　5.2
高　［2.1］

外面　7.5YR5/4
にぶい褐　
内面　10YR3/1
黒褐

砂粒多量　
礫・白色粒
子少量

良好 胴～底部外面　ヘラケ
ズリ　胴～底部内面ナ
デ

底部75%
残存

覆土中 16区
SD-47・
SD-60一
括

外面　7.5YR5/1　
褐灰　
内面　2.5Y4/1　
黄灰

砂粒少量　
礫微量

良好 ロクロナデ　
底部　回転ヘラケズリ

21 須恵器
高台付坏

口　-
底　（8.8）
高　［1.7］

底部25%
残存

覆土中 10区
SD-47・
60
5区一括

益子産
ヘラ記
号「十」
か

口縁部内面　
灰釉

口縁部内外
面　自然釉

流紋岩7 編物石 長　14.21
幅　5.60
厚　3.63
重　421.3

ほぼ完存 覆土中 SD-47
5区

泥岩起源
のホルン
フェルス

8 編物石か 長　11.74
幅　7.50
厚　3.35
重　399.2

完存 覆土中 10区
SD-47
5区

外面　10YR6/2　
灰黄褐　
内面　10YR6/2　
灰黄褐

砂粒少量 良好 ロクロナデ　
底部　回転糸切り

9 須恵器
坏

口　-
底　（5.4）
高　［0.9］

底部75%
残存

覆土中 16区
SD-60一
括

外面　5Y5/1　
黄灰　
内面　5Y5/1
黄灰

砂粒多量 良好 ロクロナデ10 須恵器
坏

口　-
底　（6.4）
高　［1.5］

底部75%
残存

覆土中 16区
SD-60一
括

外面　10GY4/1　
暗緑灰　
内面　7.5GY4/1　
暗緑灰

砂粒多量　
石英少量　
礫微量

やや
不良

ロクロナデ　
底部　回転ヘラ切り後
回転ヘラケズリ

11 須恵器
高台付坏

口　-
底　（8.0）
高　［2.4］

体～底部
50%残存

床下19cm 10区
SD-60№
4

外面　2.5Y6/2　
灰黄　
内面　5Y6/2　
灰オリーブ

砂粒多量　
黒色粒子
少量

良好 ロクロナデ12 須恵器
瓶

口　（12.0）
底　-
高　［1.9］

口縁部一
部残存

覆土中 16区
SD-60ベ
ルト内

外面　2.5Y6/2　
灰黄　
内面　5Y6/2　
灰オリーブ

砂粒多量　
礫微量

良好 ロクロナデ13 須恵器
甕

口　-
底　-
高　-
厚　0.7

口縁部一
部残存

覆土中 16区
SD-60一
括

14 陶器
碗

口　-
底　（4.9）
高　［2.2］

外面　10Y7/2　
灰白　
内面　10Y7/2　
灰白

砂粒少量 やや
不良

ロクロナデ　
底部　回転ヘラケズリ

体～底部
50%残存

覆土中 10区
SD-60
5区一括

15 砥石 長　5.63
幅　3.86
厚　1.66
重　74.79

一部欠損 覆土中 10区
SD-60
45区

底部内外面　
灰釉

凝灰岩

ロクロナデ　
底部　回転糸切り後手
持ちナデ

17 須恵器
坏

口　-
底　（7.1）
高　［2.7］

外面　10YR4/1　
褐灰　
内面　10Y4/1　
灰

砂粒多量　
礫・石英
少量

良好 体～底部
50%残存

床上11cm 16区
SD-47・
60№36

胴部外面　ヘラケズリ　
底部外面　ナデ

18 土師器
甑

口　-
底　（9.9）
高　（1.8）

外面　7.5YR5/4　
にぶい褐　
内面　7.5Y6/3　
にぶい褐

砂粒・黒色
粒子少量　
赤色粒子
微量

良好 一部残存 覆土中 16区
SD-47・
60上層

19 須恵器
甕

口　-
底　-
高　-
厚　0.5

外面　2.5Y6/2　
灰黄　
内面　2.5Y6/2　
灰黄

砂粒多量　
礫微量

良好 口縁部一
部残存

覆土中 16区
SD-47・
60上層

口縁部外面　ナデ

益子産
ヘラ記
号「キ」
か

ロクロナデ　
底部　回転ナデ

20 須恵器
壺

口　-
底　（6.9）
高　［3.9］

外面　5Y4/1  灰　
内面　5Y4/1  灰

砂粒多量　
礫微量

良好 底部25%
残存

床上9cm 16区SD-
47・60№
44・127.5
-11.5

16区
SD-47・
60№18

22 須恵器
甕

口　-
底　-
高　-
厚　1.0

床上29cm胴部外面　格子叩きか　
胴部内面　同心円叩き

外面　10YR5/1　
褐灰　
内面　5GY3/1　
暗オリーブ灰

砂粒多量 良好 胴部一部
残存

23 須恵器
甕

口　-
底　-
高　-
厚　0.9

外面　10YR4/1　
褐灰　
内面　2.5Y5/1　
黄灰

砂粒多量 良好 胴部一部
残存

床上11cm 16区
SD-47・
60№32

胴部　平行叩き

70

70

70

70

70

70

70

70

70

70

70

70

70

70

70

70

70

益子産

新治産

猿投産
か

不明

不明

つぶれている

屈曲する

第34表　10区SD-47・60遺物観察表

31 鉄製品
釘

長　3.76
幅　0.46
厚　0.39
重　1.25

ほぼ完存 覆土中 10区
SD-60　
4区

32 銅製品
キセルか

長　［2.73］
幅　1.00
厚　［0.87］
重　0.81

一部残存 床上37cm 10区
SD-60№
7

33 銅製品
キセル

長　［4.95］
幅　1.00
厚　0.64
重　1.04

覆土中 10区
SD-60北
端底面

34 鉄製品
刀子か

長　［2.58］
幅　［1.27］
厚　0.21
重　1.53

一部残存 床下1cm 10区
SD-47・
60№12

35 鉄製品
肥後の守

長　10.68
幅　1.84
厚　0.84
重　36.61

完存 床上6cm 10区
SD-47・
60№11

24 須恵器
甕

外面　10Y4/1
灰　
内面　5Y4/1  灰

砂粒多量　
白色粒子
少量

良好 16区
SD-47・
60上層
東

口　-
底　-
高　-
厚　0.7

覆土中胴部外面　平行叩き　
胴部内面　同心円叩き

胴部一部
残存

25 須恵器
甕

口　-
底　-
高　-
厚　1.3

外面　10Y4/1　
灰　
内面　2.5Y5/1　
黄灰

砂粒多量　
礫少量

良好 胴部一部
残存

床上11cm 16区
SD-47・
60№35

胴部外面　平行叩き　
胴部内面　ナデ

26 須恵器
甕

口　-
径　-
高　-
厚　0.7

外面　10YR5/2　
灰黄褐　
内面　2.5Y4/1　
黄灰

砂粒・銀雲
母多量　礫
少量

良好 胴部一部
残存

床上11cm 16区
SD-47・
60№32

胴部外面　平行叩き　
胴部内面　同心円叩き

底部内面　
自然釉

外面　Ｎ4/0　灰　
内面　10YR6/2　
灰黄褐

砂粒多量　
礫少量

良好 SD-47・
60№38

27 須恵器　  　　
蓋

口　-
端　（15.0）
高　［3.5］

床上3cm底部一部
残存

ロクロナデ　
天井部　手持ちヘラケ
ズリ

ロクロナデ　
底部　回転ヘラケズリ

28 灰釉
皿

口　（14.2）
底　（8.0）
高　［2.5］

外面　10YR7/2　
にぶい黄橙　
内面　2.5Y6/2　
灰黄

砂粒少量 良好 口縁～底
部25%残
存

床上5cm 16区
SD-47・
60№1

10区
SD-47№
1

29 鉄製品
釘

長　4.02
幅　［0.38］
厚　0.34
重　0.97

床上22cmほぼ完存

10区
SD-60№
5

30 鉄製品
不明

長　4.46
幅　3.71
厚　1.40
重　33.78

床上26cm一部欠損
か

70

70

70

70

70

71

備考・産地

71

71

71

71

71

71

第 71 図　10 区ＳＤ -47・60　出土遺物実測図（2）

ＳＤ -60（第 68 ～ 71 図、第 29・34 表、図版一六 ･一八 ･ 五五 ･ 六五）　

　位置　調査区の南西、台地上、127.5-10.0 〜 127.5-12.5 グリッドに位置する。　重複関係　SI-	7、SX-

64、SD-15・47、16 区 SI-2・69 より新しく、SK-38 〜 41･50 〜 53・55・56、SF-13 より古い。Ｐ -52・

58・96 とは不明である。　平面形状・規模　確認された全長約 52.0 ｍ、最大幅 3.08 ｍ、最小幅 1.24 ｍで

ある。断面は逆台形で、確認面からの深さは 0.25 〜 1.05 ｍである。東西に長い L 字状である。　主軸　北

方向、Ｎ -79 ゜ - Ｅである。　覆土　12 層に分層可能で、自然埋没か。掘り返しが一部で確認されている。

1 層は SK-39 開口時に踏み固めたものと推測される。　底面　工具痕が明瞭に残る。工具は溝と直交する方

向に刃を向けて掘削されている。　その他　	SD-14・15・45 と同時期と推測される。　遺物の出土状況　

SD-15 と重複する屈曲付近ではキセルが出土した。　出土遺物　10 と 11 は益子産の須恵器の坏である。10

はヘラ記号が見られる。「十」か。15 は砥石である。16 〜 28・34・35 は SD-47 と 60 のどちらに所属する

かが不明の遺物である。18 は２孔の甑である。20 は底部にヘラ記号が刻まれている。「キ」か。26 は胎土

に銀雲母を含む。28 は灰釉陶器の皿である。釉薬は外面は薄いのか範囲がはっきりしない。猿投産か。33

はキセル。32 もキセルか。35 は肥後の守である。明治以降のものか。

29

30

31

33

32

SD-47 SD-47・60SD-60

35

34

0 3cm2：3

0 20cm1：5

0 10cm1：3

0 10cm1：4

0 10cm1：5

0 3cm1：1

0 20cm1：6

0 2m1：80

0 1m1：40

遺物 遺構

0 3cm1：2



第３章　発見された遺構と遺物

－ 100 －

不明

不明

三毳産

不明

益子産
ヘラ記
号「十」
か

図版No

第34表　10区SD-60・47遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記

1 須恵器
坏

口　-
底　（7.9）
高　［2.3］

外面　10YR4/1
褐灰
内面　10YR5/2
灰黄褐

砂粒多量　
礫少量

良好 ナデ　
底部　回転ヘラケズリ

体～底部
一部残存

覆土中 10区
SD-47一
括

2 須恵器
坏

口　-
底　（8.0）
高　［0.9］

外面　N3/0　
暗灰　
内面　N3/0　
暗灰

砂粒多量 良好 ロクロナデ　
底部　回転ヘラケズリ

体～底部
一部残存

覆土中 16区
SD-47

3 須恵器
甕

口　-
底　-
高　-
厚　0.7

外面　10YR4/1　
褐灰　
内面　10YR4/1　
褐灰

外面　5Y5/1  灰　
内面　2.5Y5/1　
黄灰

砂粒多量 やや
不良

胴部外面　平行叩き　
胴部内面　同心円叩き

砂粒・石英
多量

良好 胴部外綿　平行叩き　
胴部内面　ナデ

胴部一部
残存

床上11cm 10区
SD-47№
19

黒色物付着

4 須恵器
甕

口　-
底　-
高　-
厚　1.3

胴部一部
残存

床上38cm 10区
SD-47№
16

外面　2.5Y5/1　
黄灰　
内面　2.5Y5/1　
黄灰

砂粒多量　
礫・白色粒
子少量

良好 胴部外面　平行叩き　
胴部内面　ナデ

5 須恵器
甕

口　-
底　-
高　-
厚　0.6

胴部一部
残存

覆土中 16区
SD-47西

砂岩6 砥石 長　15.53　
幅　5.74
厚　2.78
重　338.18

一部欠損 床上27cm 10区
SD-47№
3

70

70

70

70

70

70

益子産

三毳産

三毳産

不明

不明

三毳産

益子産

湖西産

不明

第34表　10区SD-60・47遺物観察表

16 土師器
ミニチュ
アか

口　-　
底　5.2
高　［2.1］

外面　7.5YR5/4
にぶい褐　
内面　10YR3/1
黒褐

砂粒多量　
礫・白色粒
子少量

良好 胴～底部外面　ヘラケ
ズリ　胴～底部内面ナ
デ

底部75%
残存

覆土中 16区
SD-47・
SD-60一
括

外面　7.5YR5/1　
褐灰　
内面　2.5Y4/1　
黄灰

砂粒少量　
礫微量

良好 ロクロナデ　
底部　回転ヘラケズリ

21 須恵器
高台付坏

口　-
底　（8.8）
高　［1.7］

底部25%
残存

覆土中 10区
SD-47・
60
5区一括

益子産
ヘラ記
号「十」
か

口縁部内面　
灰釉

口縁部内外
面　自然釉

流紋岩7 編物石 長　14.21
幅　5.60
厚　3.63
重　421.3

ほぼ完存 覆土中 SD-47
5区

泥岩起源
のホルン
フェルス

8 編物石か 長　11.74
幅　7.50
厚　3.35
重　399.2

完存 覆土中 10区
SD-47
5区

外面　10YR6/2　
灰黄褐　
内面　10YR6/2　
灰黄褐

砂粒少量 良好 ロクロナデ　
底部　回転糸切り

9 須恵器
坏

口　-
底　（5.4）
高　［0.9］

底部75%
残存

覆土中 16区
SD-60一
括

外面　5Y5/1　
黄灰　
内面　5Y5/1
黄灰

砂粒多量 良好 ロクロナデ10 須恵器
坏

口　-
底　（6.4）
高　［1.5］

底部75%
残存

覆土中 16区
SD-60一
括

外面　10GY4/1　
暗緑灰　
内面　7.5GY4/1　
暗緑灰

砂粒多量　
石英少量　
礫微量

やや
不良

ロクロナデ　
底部　回転ヘラ切り後
回転ヘラケズリ

11 須恵器
高台付坏

口　-
底　（8.0）
高　［2.4］

体～底部
50%残存

床下19cm 10区
SD-60№
4

外面　2.5Y6/2　
灰黄　
内面　5Y6/2　
灰オリーブ

砂粒多量　
黒色粒子
少量

良好 ロクロナデ12 須恵器
瓶

口　（12.0）
底　-
高　［1.9］

口縁部一
部残存

覆土中 16区
SD-60ベ
ルト内

外面　2.5Y6/2　
灰黄　
内面　5Y6/2　
灰オリーブ

砂粒多量　
礫微量

良好 ロクロナデ13 須恵器
甕

口　-
底　-
高　-
厚　0.7

口縁部一
部残存

覆土中 16区
SD-60一
括

14 陶器
碗

口　-
底　（4.9）
高　［2.2］

外面　10Y7/2　
灰白　
内面　10Y7/2　
灰白

砂粒少量 やや
不良

ロクロナデ　
底部　回転ヘラケズリ

体～底部
50%残存

覆土中 10区
SD-60
5区一括

15 砥石 長　5.63
幅　3.86
厚　1.66
重　74.79

一部欠損 覆土中 10区
SD-60
45区

底部内外面　
灰釉

凝灰岩

ロクロナデ　
底部　回転糸切り後手
持ちナデ

17 須恵器
坏

口　-
底　（7.1）
高　［2.7］

外面　10YR4/1　
褐灰　
内面　10Y4/1　
灰

砂粒多量　
礫・石英
少量

良好 体～底部
50%残存

床上11cm 16区
SD-47・
60№36

胴部外面　ヘラケズリ　
底部外面　ナデ

18 土師器
甑

口　-
底　（9.9）
高　（1.8）

外面　7.5YR5/4　
にぶい褐　
内面　7.5Y6/3　
にぶい褐

砂粒・黒色
粒子少量　
赤色粒子
微量

良好 一部残存 覆土中 16区
SD-47・
60上層

19 須恵器
甕

口　-
底　-
高　-
厚　0.5

外面　2.5Y6/2　
灰黄　
内面　2.5Y6/2　
灰黄

砂粒多量　
礫微量

良好 口縁部一
部残存

覆土中 16区
SD-47・
60上層

口縁部外面　ナデ

益子産
ヘラ記
号「キ」
か

ロクロナデ　
底部　回転ナデ

20 須恵器
壺

口　-
底　（6.9）
高　［3.9］

外面　5Y4/1  灰　
内面　5Y4/1  灰

砂粒多量　
礫微量

良好 底部25%
残存

床上9cm 16区SD-
47・60№
44・127.5
-11.5

16区
SD-47・
60№18

22 須恵器
甕

口　-
底　-
高　-
厚　1.0

床上29cm胴部外面　格子叩きか　
胴部内面　同心円叩き

外面　10YR5/1　
褐灰　
内面　5GY3/1　
暗オリーブ灰

砂粒多量 良好 胴部一部
残存

23 須恵器
甕

口　-
底　-
高　-
厚　0.9

外面　10YR4/1　
褐灰　
内面　2.5Y5/1　
黄灰

砂粒多量 良好 胴部一部
残存

床上11cm 16区
SD-47・
60№32

胴部　平行叩き

70

70

70

70

70

70

70

70

70

70

70

70

70

70

70

70

70

益子産

新治産

猿投産
か

不明

不明

つぶれている

屈曲する

第34表　10区SD-47・60遺物観察表

31 鉄製品
釘

長　3.76
幅　0.46
厚　0.39
重　1.25

ほぼ完存 覆土中 10区
SD-60　
4区

32 銅製品
キセルか

長　［2.73］
幅　1.00
厚　［0.87］
重　0.81

一部残存 床上37cm 10区
SD-60№
7

33 銅製品
キセル

長　［4.95］
幅　1.00
厚　0.64
重　1.04

覆土中 10区
SD-60北
端底面

34 鉄製品
刀子か

長　［2.58］
幅　［1.27］
厚　0.21
重　1.53

一部残存 床下1cm 10区
SD-47・
60№12

35 鉄製品
肥後の守

長　10.68
幅　1.84
厚　0.84
重　36.61

完存 床上6cm 10区
SD-47・
60№11

24 須恵器
甕

外面　10Y4/1
灰　
内面　5Y4/1  灰

砂粒多量　
白色粒子
少量

良好 16区
SD-47・
60上層
東

口　-
底　-
高　-
厚　0.7

覆土中胴部外面　平行叩き　
胴部内面　同心円叩き

胴部一部
残存

25 須恵器
甕

口　-
底　-
高　-
厚　1.3

外面　10Y4/1　
灰　
内面　2.5Y5/1　
黄灰

砂粒多量　
礫少量

良好 胴部一部
残存

床上11cm 16区
SD-47・
60№35

胴部外面　平行叩き　
胴部内面　ナデ

26 須恵器
甕

口　-
径　-
高　-
厚　0.7

外面　10YR5/2　
灰黄褐　
内面　2.5Y4/1　
黄灰

砂粒・銀雲
母多量　礫
少量

良好 胴部一部
残存

床上11cm 16区
SD-47・
60№32

胴部外面　平行叩き　
胴部内面　同心円叩き

底部内面　
自然釉

外面　Ｎ4/0　灰　
内面　10YR6/2　
灰黄褐

砂粒多量　
礫少量

良好 SD-47・
60№38

27 須恵器　  　　
蓋

口　-
端　（15.0）
高　［3.5］

床上3cm底部一部
残存

ロクロナデ　
天井部　手持ちヘラケ
ズリ

ロクロナデ　
底部　回転ヘラケズリ

28 灰釉
皿

口　（14.2）
底　（8.0）
高　［2.5］

外面　10YR7/2　
にぶい黄橙　
内面　2.5Y6/2　
灰黄

砂粒少量 良好 口縁～底
部25%残
存

床上5cm 16区
SD-47・
60№1

10区
SD-47№
1

29 鉄製品
釘

長　4.02
幅　［0.38］
厚　0.34
重　0.97

床上22cmほぼ完存

10区
SD-60№
5

30 鉄製品
不明

長　4.46
幅　3.71
厚　1.40
重　33.78

床上26cm一部欠損
か

70

70

70

70

70

71

備考・産地

71

71

71

71

71

71
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不明

不明

三毳産

不明

益子産
ヘラ記
号「十」
か

図版No

第34表　10区SD-60・47遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記

1 須恵器
坏

口　-
底　（7.9）
高　［2.3］

外面　10YR4/1
褐灰
内面　10YR5/2
灰黄褐

砂粒多量　
礫少量

良好 ナデ　
底部　回転ヘラケズリ

体～底部
一部残存

覆土中 10区
SD-47一
括

2 須恵器
坏

口　-
底　（8.0）
高　［0.9］

外面　N3/0　
暗灰　
内面　N3/0　
暗灰

砂粒多量 良好 ロクロナデ　
底部　回転ヘラケズリ

体～底部
一部残存

覆土中 16区
SD-47

3 須恵器
甕

口　-
底　-
高　-
厚　0.7

外面　10YR4/1　
褐灰　
内面　10YR4/1　
褐灰

外面　5Y5/1  灰　
内面　2.5Y5/1　
黄灰

砂粒多量 やや
不良

胴部外面　平行叩き　
胴部内面　同心円叩き

砂粒・石英
多量

良好 胴部外綿　平行叩き　
胴部内面　ナデ

胴部一部
残存

床上11cm 10区
SD-47№
19

黒色物付着

4 須恵器
甕

口　-
底　-
高　-
厚　1.3

胴部一部
残存

床上38cm 10区
SD-47№
16

外面　2.5Y5/1　
黄灰　
内面　2.5Y5/1　
黄灰

砂粒多量　
礫・白色粒
子少量

良好 胴部外面　平行叩き　
胴部内面　ナデ

5 須恵器
甕

口　-
底　-
高　-
厚　0.6

胴部一部
残存

覆土中 16区
SD-47西

砂岩6 砥石 長　15.53　
幅　5.74
厚　2.78
重　338.18

一部欠損 床上27cm 10区
SD-47№
3

70

70

70

70

70

70

益子産

三毳産

三毳産

不明

不明

三毳産

益子産

湖西産

不明

第34表　10区SD-60・47遺物観察表

16 土師器
ミニチュ
アか

口　-　
底　5.2
高　［2.1］

外面　7.5YR5/4
にぶい褐　
内面　10YR3/1
黒褐

砂粒多量　
礫・白色粒
子少量

良好 胴～底部外面　ヘラケ
ズリ　胴～底部内面ナ
デ

底部75%
残存

覆土中 16区
SD-47・
SD-60一
括

外面　7.5YR5/1　
褐灰　
内面　2.5Y4/1　
黄灰

砂粒少量　
礫微量

良好 ロクロナデ　
底部　回転ヘラケズリ

21 須恵器
高台付坏

口　-
底　（8.8）
高　［1.7］

底部25%
残存

覆土中 10区
SD-47・
60
5区一括

益子産
ヘラ記
号「十」
か

口縁部内面　
灰釉

口縁部内外
面　自然釉

流紋岩7 編物石 長　14.21
幅　5.60
厚　3.63
重　421.3

ほぼ完存 覆土中 SD-47
5区

泥岩起源
のホルン
フェルス

8 編物石か 長　11.74
幅　7.50
厚　3.35
重　399.2

完存 覆土中 10区
SD-47
5区

外面　10YR6/2　
灰黄褐　
内面　10YR6/2　
灰黄褐

砂粒少量 良好 ロクロナデ　
底部　回転糸切り

9 須恵器
坏

口　-
底　（5.4）
高　［0.9］

底部75%
残存

覆土中 16区
SD-60一
括

外面　5Y5/1　
黄灰　
内面　5Y5/1
黄灰

砂粒多量 良好 ロクロナデ10 須恵器
坏

口　-
底　（6.4）
高　［1.5］

底部75%
残存

覆土中 16区
SD-60一
括

外面　10GY4/1　
暗緑灰　
内面　7.5GY4/1　
暗緑灰

砂粒多量　
石英少量　
礫微量

やや
不良

ロクロナデ　
底部　回転ヘラ切り後
回転ヘラケズリ

11 須恵器
高台付坏

口　-
底　（8.0）
高　［2.4］

体～底部
50%残存

床下19cm 10区
SD-60№
4

外面　2.5Y6/2　
灰黄　
内面　5Y6/2　
灰オリーブ

砂粒多量　
黒色粒子
少量

良好 ロクロナデ12 須恵器
瓶

口　（12.0）
底　-
高　［1.9］

口縁部一
部残存

覆土中 16区
SD-60ベ
ルト内

外面　2.5Y6/2　
灰黄　
内面　5Y6/2　
灰オリーブ

砂粒多量　
礫微量

良好 ロクロナデ13 須恵器
甕

口　-
底　-
高　-
厚　0.7

口縁部一
部残存

覆土中 16区
SD-60一
括

14 陶器
碗

口　-
底　（4.9）
高　［2.2］

外面　10Y7/2　
灰白　
内面　10Y7/2　
灰白

砂粒少量 やや
不良

ロクロナデ　
底部　回転ヘラケズリ

体～底部
50%残存

覆土中 10区
SD-60
5区一括

15 砥石 長　5.63
幅　3.86
厚　1.66
重　74.79

一部欠損 覆土中 10区
SD-60
45区

底部内外面　
灰釉

凝灰岩

ロクロナデ　
底部　回転糸切り後手
持ちナデ

17 須恵器
坏

口　-
底　（7.1）
高　［2.7］

外面　10YR4/1　
褐灰　
内面　10Y4/1　
灰

砂粒多量　
礫・石英
少量

良好 体～底部
50%残存

床上11cm 16区
SD-47・
60№36

胴部外面　ヘラケズリ　
底部外面　ナデ

18 土師器
甑

口　-
底　（9.9）
高　（1.8）

外面　7.5YR5/4　
にぶい褐　
内面　7.5Y6/3　
にぶい褐

砂粒・黒色
粒子少量　
赤色粒子
微量

良好 一部残存 覆土中 16区
SD-47・
60上層

19 須恵器
甕

口　-
底　-
高　-
厚　0.5

外面　2.5Y6/2　
灰黄　
内面　2.5Y6/2　
灰黄

砂粒多量　
礫微量

良好 口縁部一
部残存

覆土中 16区
SD-47・
60上層

口縁部外面　ナデ

益子産
ヘラ記
号「キ」
か

ロクロナデ　
底部　回転ナデ

20 須恵器
壺

口　-
底　（6.9）
高　［3.9］

外面　5Y4/1  灰　
内面　5Y4/1  灰

砂粒多量　
礫微量

良好 底部25%
残存

床上9cm 16区SD-
47・60№
44・127.5
-11.5

16区
SD-47・
60№18

22 須恵器
甕

口　-
底　-
高　-
厚　1.0

床上29cm胴部外面　格子叩きか　
胴部内面　同心円叩き

外面　10YR5/1　
褐灰　
内面　5GY3/1　
暗オリーブ灰

砂粒多量 良好 胴部一部
残存

23 須恵器
甕

口　-
底　-
高　-
厚　0.9

外面　10YR4/1　
褐灰　
内面　2.5Y5/1　
黄灰

砂粒多量 良好 胴部一部
残存

床上11cm 16区
SD-47・
60№32

胴部　平行叩き

70

70

70

70

70

70

70

70

70

70

70

70

70

70

70

70

70

益子産

新治産

猿投産
か

不明

不明

つぶれている

屈曲する

第34表　10区SD-47・60遺物観察表

31 鉄製品
釘

長　3.76
幅　0.46
厚　0.39
重　1.25

ほぼ完存 覆土中 10区
SD-60　
4区

32 銅製品
キセルか

長　［2.73］
幅　1.00
厚　［0.87］
重　0.81

一部残存 床上37cm 10区
SD-60№
7

33 銅製品
キセル

長　［4.95］
幅　1.00
厚　0.64
重　1.04

覆土中 10区
SD-60北
端底面

34 鉄製品
刀子か

長　［2.58］
幅　［1.27］
厚　0.21
重　1.53

一部残存 床下1cm 10区
SD-47・
60№12

35 鉄製品
肥後の守

長　10.68
幅　1.84
厚　0.84
重　36.61

完存 床上6cm 10区
SD-47・
60№11

24 須恵器
甕

外面　10Y4/1
灰　
内面　5Y4/1  灰

砂粒多量　
白色粒子
少量

良好 16区
SD-47・
60上層
東

口　-
底　-
高　-
厚　0.7

覆土中胴部外面　平行叩き　
胴部内面　同心円叩き

胴部一部
残存

25 須恵器
甕

口　-
底　-
高　-
厚　1.3

外面　10Y4/1　
灰　
内面　2.5Y5/1　
黄灰

砂粒多量　
礫少量

良好 胴部一部
残存

床上11cm 16区
SD-47・
60№35

胴部外面　平行叩き　
胴部内面　ナデ

26 須恵器
甕

口　-
径　-
高　-
厚　0.7

外面　10YR5/2　
灰黄褐　
内面　2.5Y4/1　
黄灰

砂粒・銀雲
母多量　礫
少量

良好 胴部一部
残存

床上11cm 16区
SD-47・
60№32

胴部外面　平行叩き　
胴部内面　同心円叩き

底部内面　
自然釉

外面　Ｎ4/0　灰　
内面　10YR6/2　
灰黄褐

砂粒多量　
礫少量

良好 SD-47・
60№38

27 須恵器　  　　
蓋

口　-
端　（15.0）
高　［3.5］

床上3cm底部一部
残存

ロクロナデ　
天井部　手持ちヘラケ
ズリ

ロクロナデ　
底部　回転ヘラケズリ

28 灰釉
皿

口　（14.2）
底　（8.0）
高　［2.5］

外面　10YR7/2　
にぶい黄橙　
内面　2.5Y6/2　
灰黄

砂粒少量 良好 口縁～底
部25%残
存

床上5cm 16区
SD-47・
60№1

10区
SD-47№
1

29 鉄製品
釘

長　4.02
幅　［0.38］
厚　0.34
重　0.97

床上22cmほぼ完存

10区
SD-60№
5

30 鉄製品
不明

長　4.46
幅　3.71
厚　1.40
重　33.78

床上26cm一部欠損
か

70

70

70

70

70

71

備考・産地

71

71

71

71

71

71

　

８.	10 区表採
（第 72 図、第 35 表、図版六五）

　１は整形が粗雑な坏である。３は円面硯の一部である。４の高坏は 4 孔の透かし。5 から９は蓋のつまみ。

５はリング状のつまみであり、焼きが甘い。７は中央が凹む。群馬産か。10は三毳産の短径壺の口縁部である。

11 と 12 は甕の口縁部。櫛状工具による波状文が施されている。11 は新治産である。13 は坏の内面に墨書

のような黒いシミがある。
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第 35 表　10 区表採　出土遺物観察表

三毳産

三毳産

三毳産

不明

不明

不明

益子産

益子産

群馬産
か

図版No No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記

1 土師器
埦

口　11.4　
底　（4.6）　
高　5.7

外面　7.5YR6/4
にぶい橙　
内面　10YR5/3
にぶい黄褐

砂粒多量　
礫少量　黒
色粒子・赤
色粒子微量

良好 口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴部内外面　ナデ　
底部外面　ヘラケズリ　
胴～底部内面　ナデ

口縁～底
部50%残
存

覆土中 128-12口縁～底部
外面　黒斑　
体部外面　
荒れている

2 須恵器
高台付
坏か

口　-
底　（9.8）
高　［2.0］

外面　2.5Y4/1
黄灰
内面　10YR5/2
灰黄褐

砂粒少量 良好 ロクロナデ　　　　　
底部　回転ヘラケズリ

底～高台
部一部残
存

表採 表採

3 須恵器
円面硯

口　-
底　-
高　［2.4］
厚　0.8

外面　7.5Y5/1　
灰　
内面　7.5Y5/1　
灰

砂粒多量　
赤色粒子
微量

良好 ロクロナデ 高台部一
部残存

覆土中 127.5-12
表土一括

4 須恵器
高坏

脚　6.0
高　［4.6］

外面　2.5Y5/1
黄灰
内面　2.5Y5/1
黄灰

外面　10YR4/1
褐灰
内面　7.5YR5/2
灰褐

砂粒少量

砂粒多量　
黒色粒子・
赤色粒子・
石英微量

良好

良好

ナデ

ロクロナデ

底～脚部
50%残存

覆土中 128-12
一括

内外面　被
熱・荒れて
いる

頸部内外面　
自然釉

5 須恵器
蓋

つまみ径  （5.0）
端　-
高　［1.1］

つまみ部
75%残存

覆土中 127.5-
12.5

外面　2.5Y5/1
黄灰
内面　2.5Y5/1
黄灰

砂粒多量 良好 ロクロナデ6 須恵器
蓋

つまみ径  3.0
端　-
高　［1.5］

つまみ部
100%残
存

覆土中 127.5-
10.5

外面　2.5Y5/1
黄灰
内面　2.5Y5/1
黄灰

砂粒多量　
礫少量　白
色粒子微量

良好 ロクロナデ
ボタン状

7 須恵器
蓋

つまみ径  3.6
端　-
高　［1.2］

つまみ部
100%残
存

表採 表採

外面　10YR7/2
にぶい黄橙
内面　10YR7/2
にぶい黄橙

砂粒多量 良好 ロクロナデ　
宝珠状　

8 須恵器
蓋

つまみ径  3.5
端　-
高　［0.9］

つまみ部
100%残
存

覆土中 127.5-
12.5一括

外面　5Y4/1  灰
内面　5Y4/1  灰

砂粒多量　
礫少量

良好 ロクロナデ　
宝珠状　

9 須恵器
蓋

つまみ径  3.0
端　-
高　［1.3］

つまみ部
100%残
存

表採 表採

外面　2.5Y5/2
暗灰黄
内面　10YR5/2
灰黄褐

砂粒少量 良好 ロクロナデ10 須恵器
壺

口　（10.2）
底　-
高　［4.3］

口縁部一
部残存

覆土中 127.5-
12.0

72

備考・産地

72

72

72

72

72

72

72

72

72

第 72図　10 区表採　出土遺物実測図
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新治産

不明

外面　波状
文

外面　2.5Y4/2
暗灰黄
内面　2.5Y5/1
黄灰

砂粒・銀雲
母少量　赤
色粒子微量

良好 口縁部外面　波状文・
ナデ

11 須恵器
甕

口　-
底　-
高　-
厚　0.8

口縁部一
部残存

覆土中 127-12

頸部内外面　
自然釉

外面　7.5Y4/1　
灰
内面　2.5Y4/1
黄灰

砂粒・白色
粒子少量　
礫微量

やや
不良

口縁部外面　波状文12 須恵器
甕

口　-
底　-
高　-
厚　0.9

口縁部一
部残存

覆土中 127-12.5

外面　7.5YR6/4
にぶい橙
内面　7.5YR6/4
にぶい橙

砂粒少量　
赤色粒子
微量

良好 胴部外面　ヘラケズリ　
胴部内面　ナデ

13 土師器
坏

口　-
底　-
高　-
厚　0.8

体部一部
残存

覆土中 127.5-
12.5

14 鉄製品 長　12..46
幅　2.50
厚　0.70
重　34.87

ほぼ完存 覆土中 表採

15 鉄製品 長　［4.99］
幅　0.89
厚　0.59
重　9.14

一部残存 覆土中 128-12.0
付近

16 鉄製品
釘

長　［3.88］
幅　0.34
厚　0.38
重　1.83

一部残存 覆土中 127.5-12
表土

17 鉄製品
釘

長　2.82
幅　0.74
厚　0.43
重　1.73

ほぼ完存 覆土中 127.5-12

18 鉄製品
鉄鏃か

長　［3.30］
幅　0.67
厚　0.50
重　1.34

一部残存 覆土中 表採　

19 鉄製品
不明

長　［2.17］
幅　0.57
厚　0.57
重　2.02

一部残存 覆土中 127.5-12
表土

20 鉄製品
不明

長　［1.97］
幅　0.88
厚　0.48
重　1.95

一部残存 覆土中 表採

21 鉄製品
不明

長　［3.31］
幅　2.42
厚　0.34
重　3.00

一部残存 覆土中 127.5-12
表土

72

72

72

72

72

72

72

72

72

72

72
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第 73 図　12 区全体図
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12 区ＳＩ - １（第 74 図、第 36・37 表、図版一九）

　位置　調査区の南、台地の平坦面上に立地し、124.5-17.0 グリッドに位置している。　重複関係　SK-20

第３節　12 区の遺構と遺物

　本区では竪穴建物跡 11 棟、土坑 30 基、溝 6 条が確認された。

１. 竪穴建物跡

第74図　12 区ＳＩ - １　実測図・出土遺物実測図

第 36 表　12 区竪穴建物跡　計測表
遺構番号

第35表　12区竪穴建物跡一覧表

位置 主軸 平面形状 東西（m） 南北（m） 深さ（m） ピット 炉 カマド 貯蔵穴 壁溝 間仕切溝 重複関係
Ｎ- 0゜
Ｎ-    9 -゚Ｅ
Ｎ-  10 -゚W
Ｎ- 0゜
Ｎ-    1 -゚W
Ｎ-  23 -゚W
Ｎ-    6 -゚Ｅ
Ｎ-  11 -゚Ｅ

Ｎ-    6 -゚Ｅ

Ｎ-    3 -゚W
Ｎ-    1 -゚W

SI-1
SI-2
SI-3
SI-4
SI-5
SI-6
SI-7
SI-8

SI-9

SI-16
SI-17

124.5-17.0
125.0-16.0
126.5-16.0
126.5-16.5
127.5-16.0
127.5-15.5
128.0-15.5
128.5-15.0

128.0-15.0

128.0-15.5
128.0-15.5

SK-20より新。
撹乱より古い。
なし。
なし。
撹乱より古い。
なし。
SI-8・SK-38より古。
SI-7より新。
SK-19より新。SD-15よ
り古。
なし。
なし。

0.04
0.06
0.22
0.05
0.29
0.24
0.52
0.36

0.31

0.55
0.11

2.36
2.68
5.04
2.50
4.80
3.48
9.36
［2.20］

5.00

2.94
2.87

3.52
3.03
5.04
2.82
5.12
3.88
10.22  
5.90

4.99

3.81
2.62

隅丸長方形
隅丸方形
方形
隅丸方形
隅丸方形
方形
方形
方形か

方形

隅丸長方形
隅丸長方形

無
有
5
無
4
6
13
3

5

有
無

無
無
2
有
有
有
有
無

無

無
無

有
無
無
無
有
有
有
無

有

有
無

無
無
有
無
有
有
有
無

無

無
無

無
無
無
無
有
無
有
無

有

有
無

無
無
有
無
無
有
3
無

無

無
無

1

12

2
3

8 5 8 23

3
6

10

4
5

4

10
9

7

6

4

5
4

10

10

Ａ’Ａ

Ａ’Ａ

Ｂ
’

Ｂ

Ｃ’Ｃ

Ｃ’Ｃ

Ｄ
’

Ｄ

Ｄ
’

Ｄ

Ｃ’Ｃ

Ｂ
’

Ｂ

Ｃ’Ｃ

Ｄ
’

Ｄ

Ｄ
’

Ｄ

L=87.400m
0 2m1：80

L=87.400m
0 1m1：40

12 区ＳＩ-１
１　暗褐色土　ローム粒子多量　しまり欠
ける　粘性ややあり
２　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロッ
ク・焼土ブロック少量　しまりややあり　
粘性ややあり
３　明黒褐色土　焼土粒子・炭化物粒子少
量　明灰褐色粘土粒子微量　しまりややあ
り
４　明黒褐色土　ロームブロック普通　焼
土粒子・焼土ブロック・炭化物粒子少量　
明灰褐色粘土粒子微量　しまりややあり　
粘性ややあり（貼床）
５　明黒褐色土　焼土粒子少量　明灰褐色
粘土粒子・ロームブロック・炭化物粒子微
量（貼床）

12区ＳＩ-１　カマド
１　明黒褐色土　明灰褐色粘土少量　焼土
粒子微量　炭化物粒子若干　しまりあり
２　暗褐色土　焼土ブロック普通　明灰褐
色粘土粒子・焼土粒子少量　しまりあり　
３　暗灰褐色土　明灰褐色粘土粒子・粘土
ブロック多量　焼土粒子微量　しまりあり
４　暗褐色土　明灰褐色粘土粒子・焼土粒
子多量　しまりあり　
５　明黒褐色土　焼土粒子・炭化物粒子少
量　明灰褐色粘土粒子微量　しまりややあ
り
６　暗灰褐色土　明灰褐色粘土粒子多量　
焼土粒子・炭化物粒子微量　しまりあり
７　暗灰褐色土　明灰褐色粘土粒子少量　
焼土粒子微量　しまりあり
８　灰褐色土　灰褐色粘土層　明灰褐色粘
土多量　焼土粒子微量（ソデ）
９　明黒褐色土　焼土粒子少量　ロームブ
ロック・明灰褐色粘土粒子・炭化物粒子微
量（貼床）
10　明黒褐色土　ロームブロック普通　焼
土粒子・焼土ブロック・炭化物粒子少量　
ロームブロック・明灰褐色粘土粒子微量　
しまりややあり　粘性ややあり（貼床）

SK-20

1

2

1

2

2 1 2

1　2　3　4　5　6　7　8　9　10

11　12　13　14　15　16　17　18　19　20

21　22　23　24　25　26　27　28　29　30

1　2　3　4　5　6　7　8　9　10

11　12　13　14　15　16　17　18　19　20

21　22　23　24　25　26　27　28　29　30

1

○・○は（S=1/4）

0 5cm1：2

0 3cm2：3

0 20cm1：5

0 10cm1：3

0 10cm1：4

0 20cm1：6
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より新しい。　平面形状・規模　東西 3.52 ｍ、南北 2.36 ｍの隅丸長方形。面積は約 8.31 ㎡である。東壁４

cm、西壁４㎝、南壁３㎝、北壁４㎝と確認面が低かったため浅い。　方向　南北の中軸線は北方向、Ｎ - ０゜

である。　覆土　３層に分層可能で、自然埋没である。　カマド　北壁中央やや東寄りに、灰褐色粘土で構

築される。８層はソデの残りである。10 層上面が火床、３・４層は天井崩落土であろう。煙道の掘方はＵ字

状である。　床面　硬化しているわけではないがしまりがあり、ほぼ平坦である。カマド前面が一番しまっ

ている。貼床は２層に分層され、ほぼ全面である。四隅を掘り込むタイプである。　遺物の出土状況　土師

器片などがわずかに出土している。多くはカマドの周辺の覆土中から出土している。　出土遺物　１の坏の

口縁部の内面は磨滅している。２の小型甕は輪積みが残る。被熱はほとんど無い。木口の痕跡が顕著で、ハ

ケメ状になっている。

12区ＳＩ - ２（第 75 図、第 36・38 表、図版一九・二〇 ･五六 ･ 六四）

　位置　調査区の南西、台地の平坦面上に立地し、125.0-16.0 グリッドに位置している。　重複関係　撹乱

第 37 表　12 区ＳＩ - １　出土遺物観察表

第 75 図　12 区ＳＩ - ２　実測図・出土遺物実測図

3面が破面で椀形滓の側縁が残る。下面には２㎜ほどの木炭痕が残る。

図版No

第36表12区SI-1遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記

74 75

75

75

75

75

74

土師器
坏

口　（15.3）
高　4.5

外面　7.5YR6/4　
にぶい橙　
内面　7.5YR6/3　
にぶい褐

砂粒・赤色
粒子少量　
黒色粒子微
量

良好 口縁～胴部外面　ヘラ
ナデ　底部外面　ヘラ
ケズリ　内面　ナデ

口～底部
一部残存

カマド内上　
床上12cm

№K3 №3・4・5・
6

図版No

第37表12区SI-2遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記

1 土師器
坏

口　（11.4）
高　4.9

内外面　5YR6/4　
にぶい橙

砂粒・赤色
粒子多量　
礫・白色粒
子少量

良好 口縁部　ヨコナデ後ミ
ガキ　胴～底部外面　
ヘラケズリ後ミガキ　胴・
底部内面　ナデ後ミガキ

口～底部
65%残存

中央部　
床面直上

2 口縁部　ヨコナデ後ミ
ガキ　胴部外面　ヘラ
ナデ　底部外面　ヘラ
ナデ後ミガキ　胴・底部　
ナデ後ミガキ

土師器
坏

口　（11.5）
底　5.0
高　4.9

外面　10R5/6
赤
内面　7.5YR6/4　
にぶい橙

底部外面　
黒斑　口～
底部内外面　
赤斑か

良好 口縁～底
部65%残
存

南西部南
床面直上

No.2

口縁部外面　ヨコナデ
後ミガキ　胴～底部外
面　ヘラケズリ　内面　
ヘラナデ後ミガキ

3 土師器　
坏

口　11.9
底　5.0
高　5.5

内外面　
2.5YR5/6　
明赤褐

砂粒少量　
白色粒子・
黒色粒子・
赤色粒子微
量

砂粒・白色
粒子・赤色
粒子微量

良好 ほぼ完形 南西部東
床面直上

№11

口縁部　ヨコナデ　胴
部外面　ヘラケズリか　
胴部内面　ヘラナデ

4 土師器
甕

口　（14.6）
高　［10.6］

外面　5YR5/2
灰褐
内面　7.5YR4/1
褐灰

砂粒多量　
白色粒子少
量　礫微量

良好 口～胴部
50%残存

中央部　
床面直上

№4・5

5 管玉 長
幅
厚
重

南西部南
床上2cm

№1

胴部外面　
荒れている

床面

図版No

第38表12区SI-3遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記

1 土師器
坏

口　（13.7）
高　［4.8］

外面　N3/0　
暗灰
内面　7.5YR4/2
灰褐

砂粒少量　
黒色粒子・
赤色粒子微
量

良好 口縁部　ヨコナデ胴部
外面　ヘラナデ　胴部
内面　ナデ後ミガキ

口～体部
一部残存

覆土中

2 口縁部　ヨコナデ　胴
部外面上半　ナデ後ミ
ガキ　下半　ヘラケズ
リ後ミガキ　胴部～底部
内面　ヘラナデ　底部
外面　ヘラケズリ

土師器　
甑

口　20.2　
底　6.3　
高　26.1

外面　10YR5/1
褐灰
内面　N4/0　灰

胴下半部外
面　スス・炭
化物付着　
内面　黒化

口～体部内
外面　漆仕
上げ

良好 ほぼ完形 南東部
床下1cm

№1・12・
13・24～
26・南西区
埋土中・P5
貯蔵穴内

頸部外面　ナデ　頸部
内面　ナデか　胴部　
ヘラケズリ

3 土師器　
甕

口　（17.9）
高　［15.7］

外面　10YR5/2　
灰黄褐
内面　10YR4/1　
褐灰

砂粒多量　
礫少量　黒
色粒子・赤
色粒子微量

砂粒多量　
白色粒子・
黒色粒子少
量　赤色粒
子微量

良好 頸～胴部
一部残存

南西部東
床面直上

№5・7・9・
10

胴部外面　ヘラケズリ　
胴部内面　ヘラナデ

4 土師器　
甕

高　［13.4］
径　（23.7）

外面　7.5YR5/3　
にぶい褐　
内面　10YR4/1　
褐灰

砂粒多量　
黒色粒子少
量　礫・赤
色粒子微量

良好 胴部25%
残存

北東部東
床面直上

№3・4胴部外面　
スス付着　
胴部内面　
やや黒化

№22 近畿産5 須恵器　
甕

高　［24.0］
径　（53.4）
厚　0.8

外面　N4/0　灰　
内面　7.5YR5/1　
褐灰

砂粒多量　
礫少量

やや
不良

胴部外面　並行叩き　
胴部内面　ナデ

胴～底部
75%残存

南東部　
床下16cm

6 台石 長　17.8
幅　9.75
厚　2.96
重　834.75

1/2残存 中央部　
床面直上

№8安山岩

口縁部内面　
磨滅

2

1

土師器　
甕

口　（13.2）
高　［9.8］

外面　5YR6/3
にぶい橙
内面　7.5YR6/3
にぶい褐

砂粒・赤色
粒子微量

良好 口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴部　ヘラナデ　
ハケメ状の痕跡が顕著

口～胴部
25%残存

北東部北
床面直上

№2・K7

図版No

第40表12区SI-5遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記

1 土師器
坏

口　12.0
高　5.2

外面　10YR4/1　
褐灰
内面　N3/0
暗灰

砂粒多量　
白色粒子少
量　黒色粒
子・赤色粒
子微量

良好 口縁部外面　不明　口
縁部内面　ヨコナデ　
胴～底部外面　ヘラケ
ズリか　胴～底部内面　
ミガキ

ほぼ完形 南西部北
床上2cm

№4

2 口縁部　ミガキ　胴・底
部外面　ヘラケズリ　
内面　ミガキ

土師器
坏

口　11.1　
高　3.9

外面　5YR5/4
にぶい赤褐
内面　7.5YR4/1
褐灰

良好 口～底部
75%残存

北東部北
床下3cm

№5・北西
埋土中

口縁～胴部外面　ミガ
キ　底部外面　ヘラケ
ズリ　内面　ミガキ

3 土師器
坏

口　（14.9）　
高　［4.7］

外面　2.5YR5/6
明赤褐
内面　2.5YR5/6
明赤褐

砂粒・赤色
粒子少量　
白色粒子・
黒色粒子微
量

良好 口～底部
一部残存

覆土中 南西埋土
中

全面　ミガキ4 土師器
坏

口　（14.9）
高　［5.2］

外面　7.5YR5/2
灰褐
内面　10YR5/1　
褐灰

砂粒少量　
黒色粒子・
赤色粒子・
石英微量

良好 口～底部
一部残存

カマド内
底面
床上1.5cm

№1・2

胴～底部　ナデ5 羽口か 底　（8.0）
高　［6.5］

外面　7.5YR6/4 
にぶい橙
内面　10YR6/3
にぶい黄橙

砂粒少量　
黒色粒子・
赤色粒子・
石英微量

良好 脚部一部
残存

南東部南
貯蔵穴
上
床上55cm

№9

6 椀形鍛冶
滓

長　［3.37］
幅　3.79
厚　2.40
重　28.43

一部残存 南西部
中央
床上16cm

№10

内外面　漆
仕上げ　口
～底部外面　
磨滅

内外面　漆
仕上げ　剥
離　荒れて
いる

内外面　漆
仕上げか

内外面　磨
滅

口縁部　荒
れている

図版No

第39表12区SI-4遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記

1 土師器
坏

口　13.6
高　5.1

外面　2.5YR6/6　
橙
内面　5YR5/4
にぶい赤褐

砂粒・赤色
粒子少量　
礫微量

良好 口縁部　ナデ後ミガキ　
胴～底部　ミガキ

口縁部外面　ナデ後ミ
ガキ　口縁部内面　ヨ
コナデ　体部外面　ヘ
ラケズリ　体部内面　
ナデ後ミガキ

ほぼ完形 中央部　
床上1cm

№1底部　被熱

2 土師器
坏

口　13.1
高　［5.9］

外面　7.5YR4/1
褐灰
内面　5YR4/1
褐灰

砂粒多量　
白色粒子少
量　礫・赤
色粒子微量

良好 口～体部
75%残存

南東部東
床上3cm

№4口～体部　
漆仕上げ 砂粒多量　

白色粒子少
量　黒色粒
子・赤色粒
子微量

図版No

第41表12区SI-6遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記

1 土師器　
坏

径　（14.7）
高　4.0

外面　10YR4/1
褐灰
内面　7.5YR5/2
灰褐

砂粒多量　
白色粒子少
量　黒色粒
子・赤色粒
子微量

良好 口縁部外面　ヨコナデ　
口縁部内面　ナデか　
胴～底部外面　ヘラケ
ズリ後ミガキか　胴～
底部内面　ミガキ

口～底部
25%残存

南東部
中央
床上5cm

№7

2 口縁部　ミガキ　胴部
外面　ヘラケズリ　胴
部内面　ナデ後ミガキ

土師器　
坏

径　（15.7）
高　［4.6］

外面　5YR4/2
灰褐
内面　7.5YR4/1
褐灰

良好 口～体部
一部残存

北東部南
床面直上

№10

胴～底部外面　ヘラケ
ズリ　胴～底部内面　
ヘラナデ

3 土師器　
坏

径　7.5
高　［4.3］

外面　7.5YR4/1
褐灰
内面　7.5YR4/1
褐灰

砂粒多量　
礫・白色粒
子・赤色粒
子少量　黒
色粒子微量

良好 胴～底部
50%残存

南西部
北西
床上20cm

№1・南西
区

口縁部　ヨコナデ　胴
～底部外面　ヘラケズ
リ　胴内面　ヨコナデ　
底部内面　ナデ

4 土師器　
坏

口　10.9
径　6.3
高　4.1

外面　5YR5/4
にぶい赤褐
内面　5YR5/4
にぶい赤褐

砂粒多量　
礫・白色粒
子・黒色粒
子・石英少
量　赤色粒
子微量

良好 完形 カマド際
底面
床面直上

№K13

5

6

羽口 長　［7.79］
径　5.3
孔　1.5

土製 一部残存 北東部
中央
床上2cm

№K17

羽口 長　［5.27］
幅　［5.46］
孔　（1.4）

外面　10YR5/3
内面　2.5YR4/4

土製 一部残存 覆土中 北東区・
カマド埋
土中

7 羽口 長　［5.03］
径　（5.7）
孔　（1.6）

土製 一部残存 北東部
中央
床上3cm

№K16

8 台石 長　20.3
幅　16.8
厚　6.67
重　2954.12

安山岩 完存 北東部東
床上2cm

№12

9 鉄製品 長　1.03
幅　0.29
厚　0.22
重　0.09

ほぼ完存
か

中央
床面直上

SI-6№9

内外面　漆
仕上げ　口
～底部内面　
剥離

内外面　漆
仕上げ

胴～底部外
面　黒斑　
底部内外面　
剥離

磨滅部分あ
り

砂粒少量　
黒色粒子・
赤色粒子微
量

備考・産地

77

77

77

77

77

77

備考・産地備考・産地

78

78

備考・産地

80

80

80

80

80

80

備考・産地

82

82

82

82

82

82

82

82

82

備考・産地
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12 区ＳＩ-２
１　褐色土　ローム粒子普通　ロームブ
ロック少量　しまりややあり　粘性やや
あり
２　灰褐色土　ローム粒子・炭化物・明
赤褐色粘土ブロック少量　しまりややあ
り　粘性ややあり　
３　赤褐色土　焼土層
４　暗黄褐色土　ロームブロック普通　
ローム粒子少量　しまりややあり　粘性
ややあり
５　暗黄褐色土　ローム粒子多量　ロー
ムブロック普通　しまりややあり　粘性
ややあり（貼床）

撹乱

撹乱

撹乱 撹乱

P1
1
2
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1･4
1･4
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が多い。　平面形状・規模　東西 3.03 ｍ、南北 2.68 ｍの隅丸方形。面積は約 8.12 ㎡である。東壁６㎝、西

壁４㎝、南壁２㎝、北壁３㎝と確認面が低かったため浅い。　方向　南北の中軸線は北西方向、Ｎ - ９゜

-E である。　覆土　４層に分層可能である。自然埋没か。　柱穴　床面から掘り込まれているピットが南東

隅に１基確認されている。Ｐ１は長軸 38 ㎝、短軸 36 ㎝、深さ 20 ㎝である。　床面　緩やかな凹凸がある

が、ほぼ平坦である。中央部が硬化し、一部に被熱による赤化がみられる。貼床は１層で、全面が貼床され

る。掘方は凹凸が著しい。南壁際がやや深い。　遺物の出土状況　２の坏上に１の坏が重なって出土している。

１〜４は床面直上から出土している。　その他　中央付近に東西方向に続くピット状の撹乱が多く存在する。

　出土遺物　２の底面はナデの痕跡が明瞭である。４は被熱による赤化が一部にみられる。内面は小口の痕

跡が顕著で、ハケメ状になっている。

12 区ＳＩ - ３（第 76・77 図、第 36・39 表、図版二〇 ･五六）

　位置　調査区の西、台地の平坦面上に立地し、126.5-16.0 グリッドに位置している。　平面形状・規模　

東西 5.04 ｍ、南北 5.04 ｍの方形。面積は約 25.4 ㎡である。確認面からの深さは東壁 19cm、西壁 20 ㎝、

南壁 18 ㎝、北壁 22 ㎝である。壁は床面から斜めに立ち上がる。　方向　南北の中軸線は北方向、Ｎ -10 ゜

-W である。　覆土　17 層に分層可能で、自然埋没である。1 層にはロームブロックが多く混入し、埋め戻

しの可能性が高い。床上 10cm くらいまでには焼土や炭化材が含まれる。　炉　2 基が確認された。新旧が

あるのかは不明である。炉１は北壁中央に構築されている。長軸 41cm、短軸 33cm、深さ 4cm の不整円形

である。炉２は中央に構築されている。長軸 45cm、短軸 26cm、深さ 4cm の不整楕円形である。　 貯蔵穴

　南東隅に位置する。覆土は３層で自然埋没である。段を持って立ち上がる。長軸 115 ㎝、短軸 90 ㎝、深

さ 40 ㎝の楕円形である。周辺より土師器の甑や須恵器の甕が出土している。　柱穴　5 基確認され、うち、

主柱穴は 4 本である。Ｐ１は長軸 36 ㎝、短軸 29 ㎝、深さ 56 ㎝、Ｐ２は長軸 40 ㎝、短軸 34 ㎝、深さ 67 ㎝、

Ｐ３は長軸 32 ㎝、短軸 25 ㎝、深さ 67 ㎝、Ｐ４は長軸 39 ㎝、短軸 38 ㎝、深さ 56 ㎝、Ｐ６は入口ピット

と推定される。長軸 32 ㎝、短軸 25 ㎝、深さ 28 ㎝である。　床面　全体的にしまりがあり、ほぼ平坦である。

第 38 表　12 区ＳＩ - ２　出土遺物観察表

75

75

75

75

75

№3・4・5・
6

図版No

第37表12区SI-2遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記

1 土師器
坏

口　（11.4）
高　4.9

内外面　5YR6/4　
にぶい橙

砂粒・赤色
粒子多量　
礫・白色粒
子少量

良好 口縁部　ヨコナデ後ミ
ガキ　胴～底部外面　
ヘラケズリ後ミガキ　胴～
底部内面　ナデ後ミガキ

口～底部
65%残存

中央部　
床面直上

2 口縁部　ヨコナデ後ミ
ガキ　胴部外面　ヘラ
ナデ　底部外面　ヘラ
ナデ後ミガキ　胴～底部　
内面　ナデ後ミガキ

土師器
坏

口　（11.5）
底　5.0
高　4.9

外面　10R5/6
赤
内面　7.5YR6/4　
にぶい橙

底部外面　
黒斑　口～
底部内外面　
赤斑か

良好 口縁～底
部65%残
存

南西部南
床面直上

No.2

口縁部外面　ヨコナデ
後ミガキ　胴～底部外
面　ヘラケズリ　内面　
ヘラナデ後ミガキ

3 土師器　
坏

口　11.9
底　5.0
高　5.5

内外面　
2.5YR5/6　
明赤褐

砂粒少量　
白色粒子・
黒色粒子・
赤色粒子微
量

砂粒・白色
粒子・赤色
粒子微量

良好 ほぼ完形 南西部東
床面直上

№11

口縁部　ヨコナデ　胴
部外面　ヘラケズリか　
胴部内面　ヘラナデ

4 土師器
甕

口　（14.6）
高　［10.6］

外面　5YR5/2
灰褐
内面　7.5YR4/1
褐灰

砂粒多量　
白色粒子少
量　礫微量

蛇紋岩

良好 口～胴部
50%残存

完存

中央部　
床面直上

№4・5

5 管玉 長　1.70
幅　0.65
厚　0.47
重　0.90

南西部南
床上2cm

№1

胴部外面　
荒れている

備考・産地
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炉や入口ピットの周辺はやや硬くなっている。貼床は２層である。四隅を掘り込むタイプである。　間仕切

り溝　東西方向に 1 本存在する。Ｄ１は長軸 95 ㎝、短軸 32 ㎝、深さ 22 ㎝である。　遺物の出土状況　貯

蔵穴内や炉の周辺よりの出土である。　その他　Ｐ６の周囲は馬蹄形状の高まりが見られる。　出土遺物　

１の坏は内外面に漆仕上げが施されている。２の甑は歪みが著しく、外面は縦方向のヘラミガキ後、横方向

のヘラミガキ、底部付近はヘラケズリで整形されている。３と４はヘラケズリの一部がハケメ状になっている。

５は須恵器の甕で、胴部下半から底部にかけて残存する。外面は平行叩き、内面は丸底である。６は台石の

可能性が推測される。

第 76 図　12 区ＳＩ - ３　実測図

12 区ＳＩ-３
１　明黒褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量　し
まりややあり
２　暗黒褐色土　ローム粒子微量　しまりややあり
３　黒褐色土　ローム粒子・炭化材微量　焼土粒子・炭
化物粒子若干　しまりややあり
４　暗黒褐色土　ローム粒子少量　炭化物粒子微量　ロー
ムブロック若干　しまりややあり
５　暗褐色土　焼土粒子少量　ローム粒子・炭化物粒子・
炭化材微量　しまりややあり
６　明黒褐色土　焼土粒子少量　ローム粒子・炭化物粒
子・炭化材微量　しまりあり
７　褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック微量　し
まりややあり
８　暗褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック・炭化
物粒子微量　しまりややあり

９　明褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　しま
り欠ける
10　褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量   しまり
ややあり
11　暗褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック微量　し
まり欠ける　
12　明黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック極多量　
しまりあり
13　黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　しま
りあり
14　褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック微量　し
まりややあり
15　明黒褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック微量
焼土粒子・炭化物若干　しまりあり

16　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量　焼土
粒子・炭化物若干　しまりあり
17　暗褐色土　ロームブロック・砂質土ブロック普通　ロ
ーム粒子少量　しまりあり
18　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量　しま
りややあり（貼床）
19　暗黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　し
まりややあり（貼床）

12区ＳＩ-３　炉
１　暗褐色土　焼土粒子少量　ローム粒子・炭化物粒子・
炭化材微量　しまりややあり
２　明黒褐色土　焼土粒子少量　ローム粒子・炭化物粒子・
炭化材微量　しまりあり
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第 77 図　12 区ＳＩ - ３　出土遺物実測図

第 39 表　12 区ＳＩ - ３　出土遺物観察表

床面

図版No

第38表12区SI-3遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記

1 土師器
坏

口　（13.7）
高　［4.8］

外面　N3/0　
暗灰
内面　7.5YR4/2
灰褐

砂粒少量　
黒色粒子・
赤色粒子微
量

良好 口縁部　ヨコナデ　胴部
外面　ヘラナデ　胴部
内面　ナデ後ミガキ

口～体部
一部残存

覆土中

2 口縁部　ヨコナデ　胴
部外面上半　ナデ後ミ
ガキ　下半　ヘラケズ
リ後ミガキ　胴部～底部
内面　ヘラナデ　底部
外面　ヘラケズリ

土師器　
甑

口　20.2　
底　6.3　
高　26.1

外面　10YR5/1
褐灰
内面　N4/0　灰

胴部外面下
半　スス・炭
化物付着　
内面　黒化

口～体部内
外面　漆仕
上げ

良好 ほぼ完形 南東部
床下1cm

№1・12・
13・24～
26・南西区
埋土中・P5
貯蔵穴内

頸部外面　ナデ　頸部
内面　ナデか　胴部　
ヘラケズリ

3 土師器　
甕

口　（17.9）
高　［15.7］

外面　10YR5/2　
灰黄褐
内面　10YR4/1　
褐灰

砂粒多量　
礫少量　黒
色粒子・赤
色粒子微量

砂粒多量　
白色粒子・
黒色粒子少
量　赤色粒
子微量

良好 頸～胴部
一部残存

南西部東
床面直上

№5・7・9・
10

胴部外面　ヘラケズリ　
胴部内面　ヘラナデ

4 土師器　
甕

高　［13.4］
径　（23.7）

外面　7.5YR5/3　
にぶい褐　
内面　10YR4/1　
褐灰

砂粒多量　
黒色粒子少
量　礫・赤
色粒子微量

良好 胴部25%
残存

北東部東
床面直上

№3・4胴部外面　
スス付着　
胴部内面　
やや黒化

№22 近畿産5 須恵器　
甕

高　［24.0］
径　（53.4）
厚　0.8

外面　N4/0　灰　
内面　7.5YR5/1　
褐灰

砂粒多量　
礫少量

やや
不良

胴部外面　平行叩き　
胴部内面　ナデ

胴～底部
75%残存

南東部　
床下16cm

6 台石 長　17.8
幅　9.75
厚　2.96
重　834.75

1/2残存 中央部　
床面直上

№8安山岩

77

77

77

77

77

77

備考・産地

1　2　3　4　5　6　7　8　9　10

11　12　13　14　15　16　17　18　19　20

21　22　23　24　25　26　27　28　29　30

1　2　3　4　5　6　7　8　9　10

11　12　13　14　15　16　17　18　19　20

21　22　23　24　25　26　27　28　29　30

1　2　3　4　5　6　7　8　9　10

11　12　13　14　15　16　17　18　19　20

21　22　23　24　25　26　27　28　29　30

1　2　3　4　5　6　7　8　9　10

11　12　13　14　15　16　17　18　19　20

21　22　23　24　25　26　27　28　29　30

1　2　3　4　5　6　7　8　9　10

11　12　13　14　15　16　17　18　19　20

21　22　23　24　25　26　27　28　29　301　2　3　4　5　6　7　8　9　10

11　12　13　14　15　16　17　18　19　20

21　22　23　24　25　26　27　28　29　30

1

○・○は（S=1/4）

0 5cm1：2

0 3cm2：3

0 20cm1：5

0 10cm1：3

0 10cm1：4

0 20cm1：6



第３章　発見された遺構と遺物

－ 110 －

12 区ＳＩ - ４（第 78 図、第 36・40 表、図版二一 ･五六）

　位置　調査区の中央、低地に臨む台地縁辺に立地し、126.5-16.5 グリッドに位置している。　平面形状・

規模　東西 2.82 ｍ、南北 2.5 ｍの隅丸方形。面積は約 7.05 ㎡である。深さは西壁５㎝、南壁３㎝、北壁４

㎝と確認面が低かったため浅い。壁の立ち上がりは丸味を帯びる。　方向　南北の中軸線は北方向、Ｎ - ０゜

である。　覆土　１層で、自然埋没か。焼土が南東隅に集中して確認された。　炉　中央に構築されている。

長軸 47cm、短軸 35cm、深さ５cm のひょうたん形である。　 床面　緩やかな凹凸が見られる。　遺物の出

土状況　覆土中からの出土である。　その他　SI-17 に類似する。　出土遺物　1 は内外面ともミガキ、２は

内外面に漆仕上げが施される坏である。口縁部外面はススのように黒くなっている。

12 区ＳＩ - ５（第 79・80 図、第 36・41 表、図版二一・二二・五六・六八）

　位置　調査区の北西、台地の平坦面上に立地し、127.5-16.0 グリッドに位置している。　重複関係　南西

から北東方向に配管による撹乱を受けている。　平面形状・規模　東西 5.12 ｍ、南北は 4.8 ｍの隅丸方形で

第 78 図　12 区ＳＩ - ４　実測図・出土遺物実測図

第 40 表　12 区ＳＩ - ４　出土遺物観察表

床面

図版No

第38表12区SI-3遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記

1 土師器
坏

口　（13.7）
高　［4.8］

外面　N3/0　
暗灰
内面　7.5YR4/2
灰褐

砂粒少量　
黒色粒子・
赤色粒子微
量

良好 口縁部　ヨコナデ　胴部
外面　ヘラナデ　胴部
内面　ナデ後ミガキ

口～体部
一部残存

覆土中

2 口縁部　ヨコナデ　胴
部外面上半　ナデ後ミ
ガキ　下半　ヘラケズ
リ後ミガキ　胴部～底部
内面　ヘラナデ　底部
外面　ヘラケズリ

土師器　
甑

口　20.2　
底　6.3　
高　26.1

外面　10YR5/1
褐灰
内面　N4/0　灰

胴部外面下
半　スス・炭
化物付着　
内面　黒化

口～体部内
外面　漆仕
上げ

良好 ほぼ完形 南東部
床下1cm

№1・12・
13・24～
26・南西区
埋土中・P5
貯蔵穴内

頸部外面　ナデ　頸部
内面　ナデか　胴部　
ヘラケズリ

3 土師器　
甕

口　（17.9）
高　［15.7］

外面　10YR5/2　
灰黄褐
内面　10YR4/1　
褐灰

砂粒多量　
礫少量　黒
色粒子・赤
色粒子微量

砂粒多量　
白色粒子・
黒色粒子少
量　赤色粒
子微量

良好 頸～胴部
一部残存

南西部東
床面直上

№5・7・9・
10

胴部外面　ヘラケズリ　
胴部内面　ヘラナデ

4 土師器　
甕

高　［13.4］
径　（23.7）

外面　7.5YR5/3　
にぶい褐　
内面　10YR4/1　
褐灰

砂粒多量　
黒色粒子少
量　礫・赤
色粒子微量

良好 胴部25%
残存

北東部東
床面直上

№3・4胴部外面　
スス付着　
胴部内面　
やや黒化

№22 近畿産5 須恵器　
甕

高　［24.0］
径　（53.4）
厚　0.8

外面　N4/0　灰　
内面　7.5YR5/1　
褐灰

砂粒多量　
礫少量

やや
不良

胴部外面　平行叩き　
胴部内面　ナデ

胴～底部
75%残存

南東部　
床下16cm

6 台石 長　17.8
幅　9.75
厚　2.96
重　834.75

1/2残存 中央部　
床面直上

№8安山岩

77

77

77

77

77

77

備考・産地

1

1

1

1

Ａ’Ａ

Ｃ’Ｃ

Ｃ’Ｃ

Ｃ’

Ｃ

Ｄ
’

Ｄ

Ｄ
’

Ｄ

Ｄ
’

Ｄ

Ａ’Ａ

Ｂ
’

Ｂ

Ｂ
’

Ｂ

L=88.000m
0 2m1：80

L=88.000m
0 1m1：40

12 区ＳＩ-４ 
1　暗褐色土　ローム粒子少量　焼土粒子・炭化物・砂
質土粒子微量　しまりややあり　粘性ややあり

12区ＳＩ-４　炉　
1　暗褐色土　焼土粒子多量　ローム粒子・炭化物粒子
微量　しまりあり

1 1 2

1

2

3面が破面で椀形滓の側縁が残る。下面には２㎜ほどの木炭痕が残る。

図版No

第36表12区SI-1遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記

74 75

75

75

75

75

74

土師器
坏

口　（15.3）
高　4.5

外面　7.5YR6/4　
にぶい橙　
内面　7.5YR6/3　
にぶい褐

砂粒・赤色
粒子少量　
黒色粒子微
量

良好 口縁～胴部外面　ヘラ
ナデ　底部外面　ヘラ
ケズリ　　内面　ナデ

口～底部
一部残存

カマド内上　
床上12cm

№K3 №3・4・5・
6

図版No

第37表12区SI-2遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記

1 土師器
坏

口　（11.4）
高　4.9

内外面　5YR6/4　
にぶい橙

砂粒・赤色
粒子多量　
礫・白色粒
子少量

良好 口縁部　ヨコナデ後ミ
ガキ　胴～底部外面　
ヘラケズリ後ミガキ　胴・
底部内面　ナデ後ミガキ

口～底部
65%残存

中央部　
床面直上

2 口縁部　ヨコナデ後ミ
ガキ　胴部外面　ヘラ
ナデ　底部外面　ヘラ
ナデ後ミガキ　胴・底部　
ナデ後ミガキ

土師器
坏

口　（11.5）
底　5.0
高　4.9

外面　10R5/6
赤
内面　7.5YR6/4　
にぶい橙

底部外面　
黒斑　口～
底部内外面　
赤斑か

良好 口縁～底
部65%残
存

南西部南
床面直上

No.2

口縁部外面　ヨコナデ
後ミガキ　胴～底部外
面　ヘラケズリ　内面　
ヘラナデ後ミガキ

3 土師器　
坏

口　11.9
底　5.0
高　5.5

内外面　
2.5YR5/6　
明赤褐

砂粒少量　
白色粒子・
黒色粒子・
赤色粒子微
量

砂粒・白色
粒子・赤色
粒子微量

良好 ほぼ完形 南西部東
床面直上

№11

口縁部　ヨコナデ　胴
部外面　ヘラケズリか　
胴部内面　ヘラナデ

4 土師器
甕

口　（14.6）
高　［10.6］

外面　5YR5/2
灰褐
内面　7.5YR4/1
褐灰

砂粒多量　
白色粒子少
量　礫微量

良好 口～胴部
50%残存

中央部　
床面直上

№4・5

5 管玉 長
幅
厚
重

南西部南
床上2cm

№1

胴部外面　
荒れている

床面

図版No

第38表12区SI-3遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記

1 土師器
坏

口　（13.7）
高　［4.8］

外面　N3/0　
暗灰
内面　7.5YR4/2
灰褐

砂粒少量　
黒色粒子・
赤色粒子微
量

良好 口縁部　ヨコナデ胴部
外面　ヘラナデ　胴部
内面　ナデ後ミガキ

口～体部
一部残存

覆土中

2 口縁部　ヨコナデ　胴
部外面上半　ナデ後ミ
ガキ　下半　ヘラケズ
リ後ミガキ　胴部～底部
内面　ヘラナデ　底部
外面　ヘラケズリ

土師器　
甑

口　20.2　
底　6.3　
高　26.1

外面　10YR5/1
褐灰
内面　N4/0　灰

胴下半部外
面　スス・炭
化物付着　
内面　黒化

口～体部内
外面　漆仕
上げ

良好 ほぼ完形 南東部
床下1cm

№1・12・
13・24～
26・南西区
埋土中・P5
貯蔵穴内

頸部外面　ナデ　頸部
内面　ナデか　胴部　
ヘラケズリ

3 土師器　
甕

口　（17.9）
高　［15.7］

外面　10YR5/2　
灰黄褐
内面　10YR4/1　
褐灰

砂粒多量　
礫少量　黒
色粒子・赤
色粒子微量

砂粒多量　
白色粒子・
黒色粒子少
量　赤色粒
子微量

良好 頸～胴部
一部残存

南西部東
床面直上

№5・7・9・
10

胴部外面　ヘラケズリ　
胴部内面　ヘラナデ

4 土師器　
甕

高　［13.4］
径　（23.7）

外面　7.5YR5/3　
にぶい褐　
内面　10YR4/1　
褐灰

砂粒多量　
黒色粒子少
量　礫・赤
色粒子微量

良好 胴部25%
残存

北東部東
床面直上

№3・4胴部外面　
スス付着　
胴部内面　
やや黒化

№22 近畿産5 須恵器　
甕

高　［24.0］
径　（53.4）
厚　0.8

外面　N4/0　灰　
内面　7.5YR5/1　
褐灰

砂粒多量　
礫少量

やや
不良

胴部外面　並行叩き　
胴部内面　ナデ

胴～底部
75%残存

南東部　
床下16cm

6 台石 長　17.8
幅　9.75
厚　2.96
重　834.75

1/2残存 中央部　
床面直上

№8安山岩

口縁部内面　
磨滅

2 土師器　
甕

口　（13.2）
高　［9.8］

外面　5YR6/3
にぶい橙
内面　7.5YR6/3
にぶい褐

砂粒・赤色
粒子微量

良好 口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴部　ヘラナデ　
ハケメ状の痕跡が顕著

口～胴部
25%残存

北東部北
床面直上

№2・K7

図版No

第40表12区SI-5遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記

1 土師器
坏

口　12.0
高　5.2

外面　10YR4/1　
褐灰
内面　N3/0
暗灰

砂粒多量　
白色粒子少
量　黒色粒
子・赤色粒
子微量

良好 口縁部外面　不明　口
縁部内面　ヨコナデ　
胴～底部外面　ヘラケ
ズリか　胴～底部内面　
ミガキ

ほぼ完形 南西部北
床上2cm

№4

2 口縁部　ミガキ　胴・底
部外面　ヘラケズリ　
内面　ミガキ

土師器
坏

口　11.1　
高　3.9

外面　5YR5/4
にぶい赤褐
内面　7.5YR4/1
褐灰

良好 口～底部
75%残存

北東部北
床下3cm

№5・北西
埋土中

口縁～胴部外面　ミガ
キ　底部外面　ヘラケ
ズリ　内面　ミガキ

3 土師器
坏

口　（14.9）　
高　［4.7］

外面　2.5YR5/6
明赤褐
内面　2.5YR5/6
明赤褐

砂粒・赤色
粒子少量　
白色粒子・
黒色粒子微
量

良好 口～底部
一部残存

覆土中 南西埋土
中

全面　ミガキ4 土師器
坏

口　（14.9）
高　［5.2］

外面　7.5YR5/2
灰褐
内面　10YR5/1　
褐灰

砂粒少量　
黒色粒子・
赤色粒子・
石英微量

良好 口～底部
一部残存

カマド内
底面
床上1.5cm

№1・2

胴～底部　ナデ5 羽口か 底　（8.0）
高　［6.5］

外面　7.5YR6/4 
にぶい橙
内面　10YR6/3
にぶい黄橙

砂粒少量　
黒色粒子・
赤色粒子・
石英微量

良好 脚部一部
残存

南東部南
貯蔵穴
上
床上55cm

№9

6 椀形鍛冶
滓

長　［3.37］
幅　3.79
厚　2.40
重　28.43

一部残存 南西部
中央
床上16cm

№10

内外面　漆
仕上げ　口
～底部外面　
磨滅

内外面　漆
仕上げ　剥
離　荒れて
いる

内外面　漆
仕上げか

内外面　磨
滅

口縁部　荒
れている

図版No

第39表12区SI-4遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記

1 土師器
坏

口　13.6
高　5.1

外面　2.5YR6/6　
橙
内面　5YR5/4
にぶい赤褐

砂粒・赤色
粒子少量　
礫微量

良好 口縁部　ナデ後ミガキ　
胴～底部　ミガキ

口縁部外面　ナデ後ミ
ガキ　口縁部内面　ヨ
コナデ　体部外面　ヘ
ラケズリ　体部内面　
ナデ後ミガキ

ほぼ完形 中央部　
床上1cm

№1底部　被熱

2 土師器
坏

口　13.1
高　［5.9］

外面　7.5YR4/1
褐灰
内面　5YR4/1
褐灰

砂粒多量　
白色粒子少
量　礫・赤
色粒子微量

良好 口～体部
75%残存

南東部東
床上3cm

№4口～体部　
漆仕上げ 砂粒多量　

白色粒子少
量　黒色粒
子・赤色粒
子微量

図版No

第41表12区SI-6遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記

1 土師器　
坏

径　（14.7）
高　4.0

外面　10YR4/1
褐灰
内面　7.5YR5/2
灰褐

砂粒多量　
白色粒子少
量　黒色粒
子・赤色粒
子微量

良好 口縁部外面　ヨコナデ　
口縁部内面　ナデか　
胴～底部外面　ヘラケ
ズリ後ミガキか　胴～
底部内面　ミガキ

口～底部
25%残存

南東部
中央
床上5cm

№7

2 口縁部　ミガキ　胴部
外面　ヘラケズリ　胴
部内面　ナデ後ミガキ

土師器　
坏

径　（15.7）
高　［4.6］

外面　5YR4/2
灰褐
内面　7.5YR4/1
褐灰

良好 口～体部
一部残存

北東部南
床面直上

№10

胴～底部外面　ヘラケ
ズリ　胴～底部内面　
ヘラナデ

3 土師器　
坏

径　7.5
高　［4.3］

外面　7.5YR4/1
褐灰
内面　7.5YR4/1
褐灰

砂粒多量　
礫・白色粒
子・赤色粒
子少量　黒
色粒子微量

良好 胴～底部
50%残存

南西部
北西
床上20cm

№1・南西
区

口縁部　ヨコナデ　胴
～底部外面　ヘラケズ
リ　胴内面　ヨコナデ　
底部内面　ナデ

4 土師器　
坏

口　10.9
径　6.3
高　4.1

外面　5YR5/4
にぶい赤褐
内面　5YR5/4
にぶい赤褐

砂粒多量　
礫・白色粒
子・黒色粒
子・石英少
量　赤色粒
子微量

良好 完形 カマド際
底面
床面直上

№K13

5

6

羽口 長　［7.79］
径　5.3
孔　1.5

土製 一部残存 北東部
中央
床上2cm

№K17

羽口 長　［5.27］
幅　［5.46］
孔　（1.4）

外面　10YR5/3
内面　2.5YR4/4

土製 一部残存 覆土中 北東区・
カマド埋
土中

7 羽口 長　［5.03］
径　（5.7）
孔　（1.6）

土製 一部残存 北東部
中央
床上3cm

№K16

8 台石 長　20.3
幅　16.8
厚　6.67
重　2954.12

安山岩 完存 北東部東
床上2cm

№12

9 鉄製品 長　1.03
幅　0.29
厚　0.22
重　0.09

ほぼ完存
か

中央
床面直上

SI-6№9

内外面　漆
仕上げ　口
～底部内面　
剥離

内外面　漆
仕上げ

胴～底部外
面　黒斑　
底部内外面　
剥離

磨滅部分あ
り

砂粒少量　
黒色粒子・
赤色粒子微
量

備考・産地

77

77

77

77

77

77

備考・産地備考・産地

78

78

備考・産地

80

80

80

80

80

80

備考・産地

82

82

82

82

82

82

82

82

82

備考・産地

1　2　3　4　5　6　7　8　9　10

11　12　13　14　15　16　17　18　19　20

21　22　23　24　25　26　27　28　29　30

1　2　3　4　5　6　7　8　9　10

11　12　13　14　15　16　17　18　19　20

21　22　23　24　25　26　27　28　29　30

1

○・○は（S=1/4）

0 5cm1：2

0 3cm2：3

0 20cm1：5

0 10cm1：3

0 10cm1：4

0 20cm1：6



第３節　12 区の遺構と遺物
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ある。面積は約 24.58 ㎡である。確認面からの深さは東壁 24cm、西壁 24 ㎝、南壁 22 ㎝、北壁 29 ㎝である。

壁はほぼ垂直に立ち上がる。　方向　南北の中軸線は北方向、Ｎ - １゜ -W である。　覆土　13 層に分層可能で、

ロームと黒色土を含む土である。埋め戻しか。　炉　中央に構築されている。長軸 82cm、短軸 70cm、深

さ 13cm の不整形である。　カマド　北壁ほぼ中央に暗灰褐色粘土で構築されている。ソデの残りは良好で、

第 79 図　12 区ＳＩ - ５　実測図
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12 区ＳＩ-５
１　明黒褐色土　ローム粒子微量　ロームブロッ
ク若干　しまりあり
２　明黒褐色土　ローム粒子・焼土粒子少量　し
まり非常にあり　
３　褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック少
量　焼土粒子微量　しまり非常にあり
４　黒褐色土　ローム粒子・焼土粒子・焼土ブロッ
ク微量　しまり非常にあり
５　暗褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック
微量　しまりあり（壁溝）
６　暗褐色土　ローム粒子・焼土粒子少量　焼土
ブロック微量　しまりあり
７　黒褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量
しまり非常にあり　
８　明褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック
微量　しまり非常にあり
９　明黄褐色土　明黄褐色粘土層
10　暗赤褐色土　灰褐色粘土ブロック・焼土粒子・
焼土ブロック少量　しまりあり
11　暗褐色土　ローム粒子微量　焼土粒子若干　
しまりあり
12　暗黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック少
量　しまりややあり
13　黄褐色土　ロームブロック普通　ローム粒子
少量　しまり非常にあり
14　暗褐色土　ロームブロック少量　ローム粒子・
砂質土ブロック・焼土粒子微量　炭化物若干　し
まりあり
15　明黒褐色土　ロームブロック・砂質土ブロッ
ク少量　ローム粒子微量　しまりややあり（貼床）
16　明黒褐色土　ローム粒子・ロームブロック少
量　しまり非常にあり（貼床）

12区ＳＩ-５　カマド　
１　明黒褐色土　ローム粒子・焼土粒子少量　
しまり非常にあり　
２　明黒褐色土　焼土粒子少量　ローム粒子・
褐色粘土粒子微量　しまりあり
３　褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック
少量　焼土粒子微量　しまり非常にあり
４　暗褐色土　ローム粒子・焼土粒子少量　焼
土ブロック微量　しまりあり
５　灰褐色土　褐色粘土粒子多量　焼土粒子微
量　しまりあり（ソデの崩れ）
６　明橙灰褐色土　明灰褐色粘土・明橙褐色土
ブロック多量　焼土粒子微量　しまりあり（天
井の崩れ）
７　黒褐色土　焼土粒子・炭化物粒子少量　ロー
ム粒子・褐色粘土粒子微量　しまりあり　
８　橙灰褐色土　明橙褐色土ブロック多量　明
灰褐色粘土少量　焼土粒子微量　しまりあり
（天井の崩れ）

９　暗橙黄褐色土　褐色粘土粒子多量　焼土粒
子・焼土ブロック少量　しまりややあり
10　明黒褐色土　明橙褐色粘土ブロック少量　
焼土粒子微量　しまりややあり
11　暗褐色土　焼土粒子多量　ローム粒子・褐
色粘土粒子・焼土ブロック微量　しまりややあ
り（天井・ソデ崩落土）　
12　明橙黄褐色土　焼土粒子・褐色粘土粒子・
焼土ブロック少量　しまりややあり（天井崩落
土）
13　暗灰褐色土　明灰褐色粘土極多量　ローム
粒子微量　しまり非常にあり（ソデ）
14　黒褐色土　ローム粒子・ロームブロック・
焼土粒子微量　しまりあり（貼床）
15　明黒褐色土　ローム粒子・ロームブロック
少量　しまり非常にあり（貼床）

撹乱

撹乱

撹乱

撹乱

撹乱

撹乱

配管P1

P2 P3

P4

1 2 56

4

1
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2
4

4

5

4

4



第３章　発見された遺構と遺物
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13 層がソデ、5 層はソデの流出土、11 層は天井 ･ ソデの崩落土、12 層は天井崩落土、14・15 層は貼床である。

ソデの内面と天井はよく焼けている。　貯蔵穴　南壁中央やや東寄りに位置する。覆土は１層で埋め戻しか。

長軸 88 ㎝、短軸 71 ㎝、深さ 48 ㎝の長隅丸長方形である。羽口が出土している。　柱穴　４本確認され、

主柱穴とみられる。Ｐ１は長軸 21 ㎝、短軸 16 ㎝、深さ 30 ㎝、Ｐ２は長軸 20 ㎝、短軸 15 ㎝、深さ 43 ㎝、

Ｐ３は長軸 14 ㎝、短軸 13 ㎝、深さ 39 ㎝、Ｐ４は長軸 18 ㎝、短軸 15 ㎝、深さ 44 ㎝である。　床面　ほ

ぼ平坦である。貼床は全面で、２層である。4 本の主柱穴の間が固く、壁際がやわらかい。中央が浅く、壁際

が深い。　遺物の出土状況　完形の土師器の坏が床面付近から出土した。　その他　南東隅の貯蔵穴の周囲

に白色粘土の塊が確認できた。入口施設か。Ｐ１とＰ２の間を繋ぐ溝状の痕跡が見られる。中央には焼土 ( 粘

土混じり）を入れたような方形の掘り込みがある。　出土遺物　１は全面漆仕上げである。口縁部の磨滅が

著しい。３は胎土に鉄分が多く含まれる。４は内外面ともよく磨いている。５は羽口と推定される。器面は

磨滅している。SI-6 からの流入と推定される。SI- ７の 25 と同一個体か。６の椀形鍛冶滓も出土している。

第 80 図　12 区ＳＩ - ５　出土遺物実測図

第 41 表　12 区ＳＩ - ５　出土遺物観察表

3面が破面で椀形滓の側縁が残る。下面には２㎜ほどの木炭痕が残る。

図版No

第36表12区SI-1遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記

74 75

75

75

75

75

74

土師器
坏

口　（15.3）
高　4.5

外面　7.5YR6/4　
にぶい橙　
内面　7.5YR6/3　
にぶい褐

砂粒・赤色
粒子少量　
黒色粒子微
量

良好 口縁～胴部外面　ヘラ
ナデ　底部外面　ヘラ
ケズリ　　内面　ナデ

口～底部
一部残存

カマド内上　
床上12cm

№K3 №3・4・5・
6

図版No

第37表12区SI-2遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記

1 土師器
坏

口　（11.4）
高　4.9

内外面　5YR6/4　
にぶい橙

砂粒・赤色
粒子多量　
礫・白色粒
子少量

良好 口縁部　ヨコナデ後ミ
ガキ　胴～底部外面　
ヘラケズリ後ミガキ　胴・
底部内面　ナデ後ミガキ

口～底部
65%残存

中央部　
床面直上

2 口縁部　ヨコナデ後ミ
ガキ　胴部外面　ヘラ
ナデ　底部外面　ヘラ
ナデ後ミガキ　胴・底部　
ナデ後ミガキ

土師器
坏

口　（11.5）
底　5.0
高　4.9

外面　10R5/6
赤
内面　7.5YR6/4　
にぶい橙

底部外面　
黒斑　口～
底部内外面　
赤斑か

良好 口縁～底
部65%残
存

南西部南
床面直上

No.2

口縁部外面　ヨコナデ
後ミガキ　胴～底部外
面　ヘラケズリ　内面　
ヘラナデ後ミガキ

3 土師器　
坏

口　11.9
底　5.0
高　5.5

内外面　
2.5YR5/6　
明赤褐

砂粒少量　
白色粒子・
黒色粒子・
赤色粒子微
量

砂粒・白色
粒子・赤色
粒子微量

良好 ほぼ完形 南西部東
床面直上

№11

口縁部　ヨコナデ　胴
部外面　ヘラケズリか　
胴部内面　ヘラナデ

4 土師器
甕

口　（14.6）
高　［10.6］

外面　5YR5/2
灰褐
内面　7.5YR4/1
褐灰

砂粒多量　
白色粒子少
量　礫微量

良好 口～胴部
50%残存

中央部　
床面直上

№4・5

5 管玉 長
幅
厚
重

南西部南
床上2cm

№1

胴部外面　
荒れている

床面

図版No

第38表12区SI-3遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記

1 土師器
坏

口　（13.7）
高　［4.8］

外面　N3/0　
暗灰
内面　7.5YR4/2
灰褐

砂粒少量　
黒色粒子・
赤色粒子微
量

良好 口縁部　ヨコナデ胴部
外面　ヘラナデ　胴部
内面　ナデ後ミガキ

口～体部
一部残存

覆土中

2 口縁部　ヨコナデ　胴
部外面上半　ナデ後ミ
ガキ　下半　ヘラケズ
リ後ミガキ　胴部～底部
内面　ヘラナデ　底部
外面　ヘラケズリ

土師器　
甑

口　20.2　
底　6.3　
高　26.1

外面　10YR5/1
褐灰
内面　N4/0　灰

胴下半部外
面　スス・炭
化物付着　
内面　黒化

口～体部内
外面　漆仕
上げ

良好 ほぼ完形 南東部
床下1cm

№1・12・
13・24～
26・南西区
埋土中・P5
貯蔵穴内

頸部外面　ナデ　頸部
内面　ナデか　胴部　
ヘラケズリ

3 土師器　
甕

口　（17.9）
高　［15.7］

外面　10YR5/2　
灰黄褐
内面　10YR4/1　
褐灰

砂粒多量　
礫少量　黒
色粒子・赤
色粒子微量

砂粒多量　
白色粒子・
黒色粒子少
量　赤色粒
子微量

良好 頸～胴部
一部残存

南西部東
床面直上

№5・7・9・
10

胴部外面　ヘラケズリ　
胴部内面　ヘラナデ

4 土師器　
甕

高　［13.4］
径　（23.7）

外面　7.5YR5/3　
にぶい褐　
内面　10YR4/1　
褐灰

砂粒多量　
黒色粒子少
量　礫・赤
色粒子微量

良好 胴部25%
残存

北東部東
床面直上

№3・4胴部外面　
スス付着　
胴部内面　
やや黒化

№22 近畿産5 須恵器　
甕

高　［24.0］
径　（53.4）
厚　0.8

外面　N4/0　灰　
内面　7.5YR5/1　
褐灰

砂粒多量　
礫少量

やや
不良

胴部外面　並行叩き　
胴部内面　ナデ

胴～底部
75%残存

南東部　
床下16cm

6 台石 長　17.8
幅　9.75
厚　2.96
重　834.75

1/2残存 中央部　
床面直上

№8安山岩

口縁部内面　
磨滅

2 土師器　
甕

口　（13.2）
高　［9.8］

外面　5YR6/3
にぶい橙
内面　7.5YR6/3
にぶい褐

砂粒・赤色
粒子微量

良好 口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴部　ヘラナデ　
ハケメ状の痕跡が顕著

口～胴部
25%残存

北東部北
床面直上

№2・K7

図版No

第40表12区SI-5遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記

1 土師器
坏

口　12.0
高　5.2

外面　10YR4/1　
褐灰
内面　N3/0
暗灰

砂粒多量　
白色粒子少
量　黒色粒
子・赤色粒
子微量

良好 口縁部外面　不明　口
縁部内面　ヨコナデ　
胴～底部外面　ヘラケ
ズリか　胴～底部内面　
ミガキ

ほぼ完形 南西部北
床上2cm

№4

2 口縁部　ミガキ　胴・底
部外面　ヘラケズリ　
内面　ミガキ

土師器
坏

口　11.1　
高　3.9

外面　5YR5/4
にぶい赤褐
内面　7.5YR4/1
褐灰

良好 口～底部
75%残存

北東部北
床下3cm

№5・北西
埋土中

口縁～胴部外面　ミガ
キ　底部外面　ヘラケ
ズリ　内面　ミガキ

3 土師器
坏

口　（14.9）　
高　［4.7］

外面　2.5YR5/6
明赤褐
内面　2.5YR5/6
明赤褐

砂粒・赤色
粒子少量　
白色粒子・
黒色粒子微
量

良好 口～底部
一部残存

覆土中 南西埋土
中

全面　ミガキ4 土師器
坏

口　（14.9）
高　［5.2］

外面　7.5YR5/2
灰褐
内面　10YR5/1　
褐灰

砂粒少量　
黒色粒子・
赤色粒子・
石英微量

良好 口～底部
一部残存

カマド内
底面
床上1.5cm

№1・2

胴～底部　ナデ5 羽口か 底　（8.0）
高　［6.5］

外面　7.5YR6/4 
にぶい橙
内面　10YR6/3
にぶい黄橙

砂粒少量　
黒色粒子・
赤色粒子・
石英微量

良好 脚部一部
残存

南東部南
貯蔵穴
上
床上55cm

№9

6 椀形鍛冶
滓

長　［3.37］
幅　3.79
厚　2.40
重　28.43

一部残存 南西部
中央
床上16cm

№10

内外面　漆
仕上げ　口
～底部外面　
磨滅

内外面　漆
仕上げ　剥
離　荒れて
いる

内外面　漆
仕上げか

内外面　磨
滅

口縁部　荒
れている

図版No

第39表12区SI-4遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記

1 土師器
坏

口　13.6
高　5.1

外面　2.5YR6/6　
橙
内面　5YR5/4
にぶい赤褐

砂粒・赤色
粒子少量　
礫微量

良好 口縁部　ナデ後ミガキ　
胴～底部　ミガキ

口縁部外面　ナデ後ミ
ガキ　口縁部内面　ヨ
コナデ　体部外面　ヘ
ラケズリ　体部内面　
ナデ後ミガキ

ほぼ完形 中央部　
床上1cm

№1底部　被熱

2 土師器
坏

口　13.1
高　［5.9］

外面　7.5YR4/1
褐灰
内面　5YR4/1
褐灰

砂粒多量　
白色粒子少
量　礫・赤
色粒子微量

良好 口～体部
75%残存

南東部東
床上3cm

№4口～体部　
漆仕上げ 砂粒多量　

白色粒子少
量　黒色粒
子・赤色粒
子微量

図版No

第41表12区SI-6遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記

1 土師器　
坏

径　（14.7）
高　4.0

外面　10YR4/1
褐灰
内面　7.5YR5/2
灰褐

砂粒多量　
白色粒子少
量　黒色粒
子・赤色粒
子微量

良好 口縁部外面　ヨコナデ　
口縁部内面　ナデか　
胴～底部外面　ヘラケ
ズリ後ミガキか　胴～
底部内面　ミガキ

口～底部
25%残存

南東部
中央
床上5cm

№7

2 口縁部　ミガキ　胴部
外面　ヘラケズリ　胴
部内面　ナデ後ミガキ

土師器　
坏

径　（15.7）
高　［4.6］

外面　5YR4/2
灰褐
内面　7.5YR4/1
褐灰

良好 口～体部
一部残存

北東部南
床面直上

№10

胴～底部外面　ヘラケ
ズリ　胴～底部内面　
ヘラナデ

3 土師器　
坏

径　7.5
高　［4.3］

外面　7.5YR4/1
褐灰
内面　7.5YR4/1
褐灰

砂粒多量　
礫・白色粒
子・赤色粒
子少量　黒
色粒子微量

良好 胴～底部
50%残存

南西部
北西
床上20cm

№1・南西
区

口縁部　ヨコナデ　胴
～底部外面　ヘラケズ
リ　胴内面　ヨコナデ　
底部内面　ナデ

4 土師器　
坏

口　10.9
径　6.3
高　4.1

外面　5YR5/4
にぶい赤褐
内面　5YR5/4
にぶい赤褐

砂粒多量　
礫・白色粒
子・黒色粒
子・石英少
量　赤色粒
子微量

良好 完形 カマド際
底面
床面直上

№K13

5

6

羽口 長　［7.79］
径　5.3
孔　1.5

土製 一部残存 北東部
中央
床上2cm

№K17

羽口 長　［5.27］
幅　［5.46］
孔　（1.4）

外面　10YR5/3
内面　2.5YR4/4

土製 一部残存 覆土中 北東区・
カマド埋
土中

7 羽口 長　［5.03］
径　（5.7）
孔　（1.6）

土製 一部残存 北東部
中央
床上3cm

№K16

8 台石 長　20.3
幅　16.8
厚　6.67
重　2954.12

安山岩 完存 北東部東
床上2cm

№12

9 鉄製品 長　1.03
幅　0.29
厚　0.22
重　0.09

ほぼ完存
か

中央
床面直上

SI-6№9

内外面　漆
仕上げ　口
～底部内面　
剥離

内外面　漆
仕上げ

胴～底部外
面　黒斑　
底部内外面　
剥離

磨滅部分あ
り

砂粒少量　
黒色粒子・
赤色粒子微
量

備考・産地

77

77

77

77

77

77

備考・産地備考・産地
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備考・産地

80
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備考・産地
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12 区ＳＩ - ６（第 81・82 図、第 36・42 表、図版二二 ･五六）

　位置　調査区の北西、台地の平坦面上に立地し、127.5-15.5 グリッドに位置している。　平面形状・規模

　東西 3.88 ｍ、南北 3.48 ｍの隅丸方形。面積は約 13.50 ㎡である。確認面からの深さは東壁 21cm、西壁

24 ㎝、南壁 20 ㎝、北壁 20 ㎝である。壁は床面からほぼ垂直に立ち上がる。　方向　南北の中軸線は北西

方向、Ｎ -23 ゜ -W である。　覆土　11 層に分層可能で、中央部床面直上はロームブロックを多く含むため、

埋め戻しか。南東隅の壁際には焼土を含む土が堆積している。　炉　中央に構築されている。長軸 49cm、短

軸 28cm、深さ 7cm の楕円形である。炉の南側から鉄滓が出土し、北側は平坦である。覆土の下層は炭化物

が多量に含まれる。掘方は青灰褐色になっており、その下は硬化赤変する。鍛冶炉と推測される。Ｐ７は金

床石を据えたピットか。長軸 41 ㎝、短軸 29 ㎝、深さ 6 ㎝である。　カマド　暗灰褐色粘土で構築される。

ソデはほとんど残らず、壊されていると推測される。左ソデは内面が被熱のため、赤変が認められる。カマ

ドの前面では羽口が出土している。　 貯蔵穴　南東隅に位置する。覆土は６層で自然埋没。長軸 89 ㎝、短

軸 56 ㎝、深さ 25 ㎝の隅丸長方形である。　柱穴　６本確認され、主柱穴は 4 本である。Ｐ１は長軸 40 ㎝、

第 81 図　12 区ＳＩ - ６　実測図（1）
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12 区ＳＩ-６
１　明褐色土　ローム粒子普通　ロームブロック・白色
粒子（火山灰か）・焼土粒子・炭化物微量　しまりややあ
り　粘性やや欠ける
２　暗褐色土　ローム粒子・白色粘土粒子少量　ローム
ブロック・焼土粒子・炭化物微量　しまりあり　粘性や
やあり
３　褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック・焼土ブ
ロック微量　しまりややあり　粘性ややあり
４　明褐色土　ローム粒子普通　ロームブロック・焼土
粒子少量　焼土ブロック・白色粘土粒子微量　しまりや
やあり　粘性ややあり
５　褐色土　ローム粒子・焼土粒子・炭化物少量　ロー
ムブロック・白色粘土粒子微量　しまりあり　粘性やや
あり

６　明褐色土　ローム粒子普通　ロームブロック少量　
焼土粒子微量　しまりややあり　粘性ややあり
７　暗黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量　
しまりあり
８　明黒褐色土　ローム粒子少量　焼土粒子微量　し
まりあり
９　暗褐色土　ローム粒子微量　焼土粒子若干　しま
りあり
10　褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量　しま
りあり
11　黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　し
まりあり
12　明褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック少量　
しまりややあり

13　明黒褐色土　炭化材多量　炭化物粒子・鉄滓片少量
ローム粒子・焼土粒子微量　しまりややあり
14　褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック微量　し
まりあり　
15　明褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　しま
りややあり　
16　黒褐色土　ローム粒子少量　しまり欠ける
17　黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　しま
りあり
18　褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量　しまり
あり
19　明黄褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック・灰
白色粘土ブロック微量　しまり非常にあり
20　暗黄褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック少量
しまり非常にあり（貼床）
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第 82 図　12 区ＳＩ - ６　実測図（2）・出土遺物実測図

短軸 29 ㎝、深さ 35 ㎝、Ｐ２は径 32 ㎝、深さ 58 ㎝、Ｐ３は長軸 33 ㎝、短軸 27 ㎝、深さ 45 ㎝、Ｐ４は

径 30 ㎝、深さ 33 ㎝、Ｐ６は径 52 ㎝、深さ 5 ㎝、Ｐ７は長軸 41 ㎝、短軸 29 ㎝、深さ６㎝である。Ｐ６は

入口ピットと推測される。北側にはロームと灰白色粘土の高まりが確認できる。16 層は柱痕と推測される。

　床面　ほぼ平坦である。貼床は１層である。Ｐ５〜７の周辺が深い。工具痕が見られる。　間仕切り溝　

東西方向に１本確認された。D １は長軸［53］㎝、短軸 19 ㎝、深さは３㎝である。　遺物の出土状況　床
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12 区ＳＩ-６　カマド
１　暗褐色土　ローム粒子・白色粘土粒子少量　ローム
ブロック・焼土粒子・炭化物微量　しまりあり　粘性や
やあり
２　褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック・焼土ブ
ロック微量　しまりややあり　粘性ややあり
３　明褐色土　ローム粒子普通　ロームブロック少量　
白色粒子・焼土粒子微量　しまりあり　粘性ややあり
４　褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック・白色粒
子・焼土粒子微量　しまりややあり　粘性ややあり
５　褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック・焼土粒
子・焼土ブロック微量　しまりあり　粘性ややあり
６　暗褐色土　炭化物多量　ローム粒子少量　ロームブ
ロック・焼土粒子微量　しまりややあり　粘性ややあり
７　灰褐色粘土　粘土ブロック普通　炭化物少量　ロー
ム粒子・ロームブロック・焼土ブロック微量　しまりあ
り　粘性ややあり（天井崩落土）

８　赤褐色土　焼土粒子・焼土ブロック多量　しまり
非常にあり（天井内面の崩落土）
９　暗褐色土　焼土粒子・焼土ブロック普通　ローム
粒子・炭化物少量　粘土ブロック微量　しまりあり　
粘性ややあり
10　黒褐色土　炭化物多量　焼土粒子・焼土ブロック
少量　ローム粒子微量　しまりややあり　粘性ややあ
り
11　暗褐色土　焼土粒子・焼土ブロック普通　ローム
粒子・炭化物少量　ロームブロック微量　しまりやや
欠ける　粘性ややあり
12　褐色土　焼土粒子・灰褐色粘土粒子少量　しまり
ややあり　
13　暗褐色土　焼土ブロック多量　焼土粒子普通　
ローム粒子少量　ロームブロック微量　しまりやや欠
ける　粘性ややあり　

14　明褐色土　ローム粒子・ロームブロック普通　焼土
ブロック少量　焼土粒子微量　しまりやや欠ける　粘性
ややあり
15　暗黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック普通　焼
土粒子微量　しまりやや欠ける　粘性ややあり　
16　灰褐色土　灰褐色粘土多量　ローム粒子・焼土粒子
微量　しまりあり（ソデ）　
17　明黒褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック微量　
しまりあり
18　暗黄褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック少量　
しまり非常にあり（貼床）
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面直上からやや浮いた状態で出土した。　その他　炉の南側には粘土の詰まった円形の掘り込みがある。北

東部床面直上で羽口が出土。覆土中から鍛造剥片や鉄滓が出土している。鍛冶工房と推測される。　出土遺

物　１は漆仕上げであり、他の地域の坏と推測される。3 は平底の坏である。４は小型の坏で、平底である。

体部下半から底部はヘラケズリが施される。５〜７は羽口である。８は台石で、金床石の可能性も推測される。

12 区ＳＩ - ７（第 83 ～ 88 図、第 36・43 表、図版二二 ･二三 ･ 五六 ･ 五七）

　位置　調査区の北西、台地の平坦面上に立地し、128.0-15.5 グリッドに位置している。　重複関係　SI-8、

SK-38 より古い。　平面形状・規模　東西 10.22 ｍ、南北 9.36 ｍの長方形。面積は約 95.66 ㎡である。確

認面からの深さは東壁 46cm、西壁 50 ㎝、南壁 52 ㎝、北壁 50 ㎝である。壁は床面からほぼ垂直に立ち上

がる。　方向　南北の中軸線は北方向、Ｎ - ６゜ - Ｅである。　覆土　20 層に分層可能で、自然埋没である。

火山灰と推定される白色粒子が２・3 層に含まれる。床面付近に炭化物と焼土が確認され、5 層は埋め戻しの

可能性も指摘される。　炉　中央やや北寄りに構築されている。長軸 46cm、短軸 36cm、深さ 10cm の楕円

形である。Ｐ 12・Ｐ 13・Ｐ 14 も焼土が詰まっており、炉の可能性がある。　カマド　明褐色粘土で、壁溝

を埋めて構築される。４・５・７・13 層は天井崩落土、９層は天井内面の崩落土である。　貯蔵穴　南壁中

央に位置する。覆土は自然埋没。長軸 144 ㎝、短軸 82 ㎝、深さ 88 ㎝の長方形である。南壁の辺りが赤変

第 42 表　12 区ＳＩ - ６　出土遺物観察表

3面が破面で椀形滓の側縁が残る。下面には２㎜ほどの木炭痕が残る。

図版No

第36表12区SI-1遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記

74 75

75

75

75

75

74

土師器
坏

口　（15.3）
高　4.5

外面　7.5YR6/4　
にぶい橙　
内面　7.5YR6/3　
にぶい褐

砂粒・赤色
粒子少量　
黒色粒子微
量

良好 口縁～胴部外面　ヘラ
ナデ　底部外面　ヘラ
ケズリ　　内面　ナデ

口～底部
一部残存

カマド内上　
床上12cm

№K3 №3・4・5・
6

図版No

第37表12区SI-2遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記

1 土師器
坏

口　（11.4）
高　4.9

内外面　5YR6/4　
にぶい橙

砂粒・赤色
粒子多量　
礫・白色粒
子少量

良好 口縁部　ヨコナデ後ミ
ガキ　胴～底部外面　
ヘラケズリ後ミガキ　胴・
底部内面　ナデ後ミガキ

口～底部
65%残存

中央部　
床面直上

2 口縁部　ヨコナデ後ミ
ガキ　胴部外面　ヘラ
ナデ　底部外面　ヘラ
ナデ後ミガキ　胴・底部　
ナデ後ミガキ

土師器
坏

口　（11.5）
底　5.0
高　4.9

外面　10R5/6
赤
内面　7.5YR6/4　
にぶい橙

底部外面　
黒斑　口～
底部内外面　
赤斑か

良好 口縁～底
部65%残
存

南西部南
床面直上

No.2

口縁部外面　ヨコナデ
後ミガキ　胴～底部外
面　ヘラケズリ　内面　
ヘラナデ後ミガキ

3 土師器　
坏

口　11.9
底　5.0
高　5.5

内外面　
2.5YR5/6　
明赤褐

砂粒少量　
白色粒子・
黒色粒子・
赤色粒子微
量

砂粒・白色
粒子・赤色
粒子微量

良好 ほぼ完形 南西部東
床面直上

№11

口縁部　ヨコナデ　胴
部外面　ヘラケズリか　
胴部内面　ヘラナデ

4 土師器
甕

口　（14.6）
高　［10.6］

外面　5YR5/2
灰褐
内面　7.5YR4/1
褐灰

砂粒多量　
白色粒子少
量　礫微量

良好 口～胴部
50%残存

中央部　
床面直上

№4・5

5 管玉 長
幅
厚
重

南西部南
床上2cm

№1

胴部外面　
荒れている

床面

図版No

第38表12区SI-3遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記

1 土師器
坏

口　（13.7）
高　［4.8］

外面　N3/0　
暗灰
内面　7.5YR4/2
灰褐

砂粒少量　
黒色粒子・
赤色粒子微
量

良好 口縁部　ヨコナデ胴部
外面　ヘラナデ　胴部
内面　ナデ後ミガキ

口～体部
一部残存

覆土中

2 口縁部　ヨコナデ　胴
部外面上半　ナデ後ミ
ガキ　下半　ヘラケズ
リ後ミガキ　胴部～底部
内面　ヘラナデ　底部
外面　ヘラケズリ

土師器　
甑

口　20.2　
底　6.3　
高　26.1

外面　10YR5/1
褐灰
内面　N4/0　灰

胴下半部外
面　スス・炭
化物付着　
内面　黒化

口～体部内
外面　漆仕
上げ

良好 ほぼ完形 南東部
床下1cm

№1・12・
13・24～
26・南西区
埋土中・P5
貯蔵穴内

頸部外面　ナデ　頸部
内面　ナデか　胴部　
ヘラケズリ

3 土師器　
甕

口　（17.9）
高　［15.7］

外面　10YR5/2　
灰黄褐
内面　10YR4/1　
褐灰

砂粒多量　
礫少量　黒
色粒子・赤
色粒子微量

砂粒多量　
白色粒子・
黒色粒子少
量　赤色粒
子微量

良好 頸～胴部
一部残存

南西部東
床面直上

№5・7・9・
10

胴部外面　ヘラケズリ　
胴部内面　ヘラナデ

4 土師器　
甕

高　［13.4］
径　（23.7）

外面　7.5YR5/3　
にぶい褐　
内面　10YR4/1　
褐灰

砂粒多量　
黒色粒子少
量　礫・赤
色粒子微量

良好 胴部25%
残存

北東部東
床面直上

№3・4胴部外面　
スス付着　
胴部内面　
やや黒化

№22 近畿産5 須恵器　
甕

高　［24.0］
径　（53.4）
厚　0.8

外面　N4/0　灰　
内面　7.5YR5/1　
褐灰

砂粒多量　
礫少量

やや
不良

胴部外面　並行叩き　
胴部内面　ナデ

胴～底部
75%残存

南東部　
床下16cm

6 台石 長　17.8
幅　9.75
厚　2.96
重　834.75

1/2残存 中央部　
床面直上

№8安山岩

口縁部内面　
磨滅

2 土師器　
甕

口　（13.2）
高　［9.8］

外面　5YR6/3
にぶい橙
内面　7.5YR6/3
にぶい褐

砂粒・赤色
粒子微量

良好 口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴部　ヘラナデ　
ハケメ状の痕跡が顕著

口～胴部
25%残存

北東部北
床面直上

№2・K7

図版No

第40表12区SI-5遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記

1 土師器
坏

口　12.0
高　5.2

外面　10YR4/1　
褐灰
内面　N3/0
暗灰

砂粒多量　
白色粒子少
量　黒色粒
子・赤色粒
子微量

良好 口縁部外面　不明　口
縁部内面　ヨコナデ　
胴～底部外面　ヘラケ
ズリか　胴～底部内面　
ミガキ

ほぼ完形 南西部北
床上2cm

№4

2 口縁部　ミガキ　胴・底
部外面　ヘラケズリ　
内面　ミガキ

土師器
坏

口　11.1　
高　3.9

外面　5YR5/4
にぶい赤褐
内面　7.5YR4/1
褐灰

良好 口～底部
75%残存

北東部北
床下3cm

№5・北西
埋土中

口縁～胴部外面　ミガ
キ　底部外面　ヘラケ
ズリ　内面　ミガキ

3 土師器
坏

口　（14.9）　
高　［4.7］

外面　2.5YR5/6
明赤褐
内面　2.5YR5/6
明赤褐

砂粒・赤色
粒子少量　
白色粒子・
黒色粒子微
量

良好 口～底部
一部残存

覆土中 南西埋土
中

全面　ミガキ4 土師器
坏

口　（14.9）
高　［5.2］

外面　7.5YR5/2
灰褐
内面　10YR5/1　
褐灰

砂粒少量　
黒色粒子・
赤色粒子・
石英微量

良好 口～底部
一部残存

カマド内
底面
床上1.5cm

№1・2

胴～底部　ナデ5 羽口か 底　（8.0）
高　［6.5］

外面　7.5YR6/4 
にぶい橙
内面　10YR6/3
にぶい黄橙

砂粒少量　
黒色粒子・
赤色粒子・
石英微量

良好 脚部一部
残存

南東部南
貯蔵穴
上
床上55cm

№9

6 椀形鍛冶
滓

長　［3.37］
幅　3.79
厚　2.40
重　28.43

一部残存 南西部
中央
床上16cm

№10

内外面　漆
仕上げ　口
～底部外面　
磨滅

内外面　漆
仕上げ　剥
離　荒れて
いる

内外面　漆
仕上げか

内外面　磨
滅

口縁部　荒
れている

図版No

第39表12区SI-4遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記

1 土師器
坏

口　13.6
高　5.1

外面　2.5YR6/6　
橙
内面　5YR5/4
にぶい赤褐

砂粒・赤色
粒子少量　
礫微量

良好 口縁部　ナデ後ミガキ　
胴～底部　ミガキ

口縁部外面　ナデ後ミ
ガキ　口縁部内面　ヨ
コナデ　体部外面　ヘ
ラケズリ　体部内面　
ナデ後ミガキ

ほぼ完形 中央部　
床上1cm

№1底部　被熱

2 土師器
坏

口　13.1
高　［5.9］

外面　7.5YR4/1
褐灰
内面　5YR4/1
褐灰

砂粒多量　
白色粒子少
量　礫・赤
色粒子微量

良好 口～体部
75%残存

南東部東
床上3cm

№4口～体部　
漆仕上げ 砂粒多量　

白色粒子少
量　黒色粒
子・赤色粒
子微量

図版No

第41表12区SI-6遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記

1 土師器　
坏

径　（14.7）
高　4.0

外面　10YR4/1
褐灰
内面　7.5YR5/2
灰褐

砂粒多量　
白色粒子少
量　黒色粒
子・赤色粒
子微量

良好 口縁部外面　ヨコナデ　
口縁部内面　ナデか　
胴～底部外面　ヘラケ
ズリ後ミガキか　胴～
底部内面　ミガキ

口～底部
25%残存

南東部
中央
床上5cm

№7

2 口縁部　ミガキ　胴部
外面　ヘラケズリ　胴
部内面　ナデ後ミガキ

土師器　
坏

径　（15.7）
高　［4.6］

外面　5YR4/2
灰褐
内面　7.5YR4/1
褐灰

良好 口～体部
一部残存

北東部南
床面直上

№10

胴～底部外面　ヘラケ
ズリ　胴～底部内面　
ヘラナデ

3 土師器　
坏

径　7.5
高　［4.3］

外面　7.5YR4/1
褐灰
内面　7.5YR4/1
褐灰

砂粒多量　
礫・白色粒
子・赤色粒
子少量　黒
色粒子微量

良好 胴～底部
50%残存

南西部
北西
床上20cm

№1・南西
区

口縁部　ヨコナデ　胴
～底部外面　ヘラケズ
リ　胴内面　ヨコナデ　
底部内面　ナデ

4 土師器　
坏

口　10.9
径　6.3
高　4.1

外面　5YR5/4
にぶい赤褐
内面　5YR5/4
にぶい赤褐

砂粒多量　
礫・白色粒
子・黒色粒
子・石英少
量　赤色粒
子微量

良好 完形 カマド際
底面
床面直上

№K13

5

6

羽口 長　［7.79］
径　5.3
孔　1.5

土製 一部残存 北東部
中央
床上2cm

№K17

羽口 長　［5.27］
幅　［5.46］
孔　（1.4）

外面　10YR5/3
内面　2.5YR4/4

土製 一部残存 覆土中 北東区・
カマド埋
土中

7 羽口 長　［5.03］
径　（5.7）
孔　（1.6）

土製 一部残存 北東部
中央
床上3cm

№K16

8 台石 長　20.3
幅　16.8
厚　6.67
重　2954.12

安山岩 完存 北東部東
床上2cm

№12

9 鉄製品 長　1.03
幅　0.29
厚　0.22
重　0.09

ほぼ完存
か

中央
床面直上

SI-6№9

内外面　漆
仕上げ　口
～底部内面　
剥離

内外面　漆
仕上げ

胴～底部外
面　黒斑　
底部内外面　
剥離

磨滅部分あ
り

砂粒少量　
黒色粒子・
赤色粒子微
量

備考・産地

77

77

77

77

77

77

備考・産地備考・産地

78

78

備考・産地

80

80

80

80

80

80

備考・産地

82

82

82

82

82

82

82

82

82

備考・産地



第３章　発見された遺構と遺物
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第 83 図　12 区ＳＩ - ７　実測図（1）
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第３節　12 区の遺構と遺物
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第 84 図　12 区ＳＩ - ７　実測図（2）
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12 区ＳＩ-７
１　暗黒褐色土　ローム粒子若干　しまり非常にあり
２　黒褐色土　白色粒子（火山灰）少量　ローム粒子
若干　しまり非常にあり　
３　明黒褐色土　白色粒子多量　白色土ブロック（火
山灰）少量　ローム粒子若干　しまり非常にあり
４　黒褐色土　白色粒子少量　ローム粒子微量　しま
り非常にあり
５　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック・黒色土
ブロック少量　炭化材・炭化物粒子微量　しまりあり
６　褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック少量　
焼土粒子若干　しまり非常にあり　　
７　暗褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック・焼
土粒子・炭化材・炭化物粒子微量　しまりあり
８　明黒褐色土　ローム粒子・焼土粒子微量　しまり
非常にあり　
９　暗橙褐色土　焼土粒子少量　ローム粒子・焼土ブ
ロック微量　しまり非常にあり
10　褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック・焼土
粒子・炭化材・炭化物粒子微量　しまりあり
11　褐色土　ローム粒子・焼土粒子・炭化材多量　炭
化物粒子少量　ロームブロック微量　しまりあり
12　明褐色土　ローム粒子多量　焼土粒子・炭化材・
炭化物粒子微量　しまりあり　
13　暗褐色土　ローム粒子・炭化材・炭化物粒子少量
焼土粒子微量　ロームブロック若干　しまりあり　
14　暗黄褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック・
炭化物粒子微量　焼土粒子若干　しまりややあり
15　橙褐色土　焼土層　焼土粒子・焼土ブロック多量
ローム粒子・炭化材少量　しまり非常にあり

16　明褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック少量
しまりあり
17　黒褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック微量
焼土粒子若干　しまり非常にあり
18　褐色土　ローム粒子少量　しまり欠ける
19　明黒褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック微
量　しまり欠ける
20　明褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック少量
しまり欠ける
21　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量　し
まりややあり
22　黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　し
まりあり
23　明褐色土　ローム粒子多量　焼土粒子少量　ロー
ムブロック微量　しまりあり　
24　黒褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック・焼
土粒子微量　しまりあり
25　橙褐色土　焼土粒子極多量　ローム粒子・焼土ブ
ロック少量　しまり非常にあり
26　橙黄褐色土　焼土粒子多量　ローム粒子・ローム
ブロック微量　しまり非常にあり
27　明黒褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック微
量　しまり非常にあり
28　暗褐色土　ローム粒子少量　焼土粒子微量　しま
りあり
29　明黄褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック少
量　しまり非常にあり
30　明黄褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック少
量　砂質土含む　しまりあり
31　暗黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　
しまり非常にあり
32　明黒褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック微
量　しまり非常にあり
33　黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック極多量　
しまり非常にあり

SI-8

SK-38

P1
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219・20
10･22

12・20・21・23 6･8･10･18･
21・22･23

20・21・23

19・20
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第 85 図　12 区ＳＩ - ７　実測図（3）

し、焼土が見られる。　柱穴　13 本確認され、Ｐ１〜Ｐ８が主柱穴とみられる。Ｐ１は径 28 ㎝、深さ 84 ㎝、

Ｐ２は長軸 48 ㎝、短軸 54 ㎝、深さ 32 ㎝、Ｐ３は長軸 34 ㎝、短軸 32 ㎝、深さ 64 ㎝、Ｐ４は長軸 62 ㎝、

短軸 58 ㎝、深さ 50 ㎝、Ｐ５は長軸 34 ㎝、短軸 30 ㎝、深さ 70 ㎝、Ｐ６は径 26 ㎝、深さ 36 ㎝、Ｐ７は

長軸 30 ㎝、短軸 24 ㎝、深さ 78 ㎝、Ｐ８は長軸 34 ㎝、短軸 32 ㎝、深さ 50 ㎝、Ｐ 10 は長軸 18 ㎝、短

軸 16 ㎝、深さ 20 ㎝、Ｐ 11 は長軸（30）㎝、短軸 25 ㎝、深さ 14 ㎝、Ｐ 12 は長軸 108 ㎝、短軸 104 ㎝、

深さ 28 ㎝、Ｐ 13 は長軸 74 ㎝、短軸 58 ㎝、深さ 12 ㎝、Ｐ 14 は長軸 98 ㎝、短軸 74 ㎝、深さ 17 ㎝、で

ある。　床面　ほぼ平坦である。貼床は全面であり、硬化面もほぼ全面である。掘方は中央を掘り残している。

　壁溝　断面は U 字状で、幅 16 〜 40cm、深さ 10 〜 12cm でカマド周辺以外全周する。　間仕切り溝　南

北方向に３本確認された。D １は長軸 108 ㎝、短軸 34 ㎝、深さは不明、D ２は長軸［48］㎝、短軸 26 ㎝、

深さは不明、D ３は長軸 58 ㎝、短軸 26 ㎝、深さは不明である。　遺物の出土状況　南西部より管玉が出土

した。張り出しピット周辺に遺物が集中する。東カマド周辺には遺物と焼土が集中している。14・16・17・

22・28 は床面直上で出土した。　出土遺物　１はやや平底状になり、紐積みが残っている。２・３・４は

漆仕上げが施される。２は作りが粗雑である。３は平底である。５は刃物か何かを研いだ痕跡が残っている。

砥石のような使われ方をしたと推測される。５・８の胎土は鉄分を多く含む。８は高坏の坏部であり、口縁

部と体部の境に沈線が施されている。12 の底部内面はおこげと推測される黒色物が付着している。13・15

は小型の甕である。23 は被熱により外面が荒れている。25 は羽口か。SI-6 からの流入と推測される。胎土

などから SI- ５の５と同一個体と推測される。26 〜 29 は砥石で、27 は上下が割れた後も使用していた。29

は角を使用して研いでいる。31 は焼粘土塊である。スサの痕跡が残っている。32 は管玉である。
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12 区ＳＩ-７　カマド
１　黒褐色土　白色土粒子（火山灰か）少量　ローム
粒子若干　しまり非常にあり
２　明黒褐色土　白色粒子多量　白色土ブロック（火
山灰か）少量　ローム粒子若干　しまり非常にあり
３　暗褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック・焼
土粒子・炭化材・炭化物粒子微量　しまりあり
４　褐色土　明褐色粘土粒子・焼土粒子少量　明褐色
粘土ブロック微量　しまりあり（天井崩落土）
５　明褐色土　明褐色粘土多量　焼土粒子微量　しま
りあり（天井崩落土）
６　褐色土　ローム粒子・焼土粒子・炭化材多量　炭
化物粒子少量　ロームブロック微量　しまりあり
７　褐色土　明褐色粘土粒子多量　焼土粒子少量　し
まりあり（天井崩落土）
８　明黒褐色土　ローム粒子少量　明褐色粘土粒子・
焼土粒子・炭化材微量　しまりあり
９　明赤褐色土　焼土粒子多量　明褐色粘土粒子・焼
土ブロック少量　明褐色粘土ブロック微量　しまりあ
り（天井内面の崩落土）
10　褐色土　焼土粒子多量　明褐色粘土粒子少量　
ローム粒子・炭化物粒子微量　しまりあり　
11　暗褐色土　焼土粒子多量　ローム粒子・焼土ブロッ
ク少量　明褐色粘土粒子・炭化材微量　しまり非常に
あり
12　黄褐色土　ローム粒子多量　焼土粒子少量　ロー
ムブロック微量　しまりあり　　　
13　橙黄褐色土　焼土粒子・焼土ブロック多量　ロー
ム粒子・明褐色粘土粒子微量　しまりあり（天井崩落
土）
14　明褐色土　ローム粒子多量　焼土粒子少量　ロー
ムブロック・焼土ブロック微量　しまりあり（壁溝）
15　明橙黄褐色土　焼土ブロック層　炭化物微量　し
まり非常にあり
16　褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック・焼土
粒子少量　しまり非常にあり
17　明褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　焼
土粒子・灰褐色粘土微量　しまり非常にあり（硬化面）
18　橙黄褐色土　焼土ブロック層　しまり非常にあり
19　明黒褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　
焼土粒子微量　しまり非常にあり

13

15

11
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第 86 図　12 区ＳＩ - ７　出土遺物実測図（1）
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第 87 図　12 区ＳＩ - ７　出土遺物実測図（2）
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第 88 図　12 区ＳＩ - ７　出土遺物実測図（3）

第 43 表　12 区ＳＩ - ７　出土遺物観察表

図版No

第42表12区SI-7遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記

1 土師器
坏

口　（11.8）
高　4.3

外面　10YR6/3
にぶい黄橙
内面　10YR6/2
灰褐

砂粒多量　
礫・黒色粒
子・赤色粒
子・石英微量

良好 口縁部　ヨコナデ　胴・
底部外面　ヘラケズリ　
胴・底部内面　ヘラナデ

口～底部
50%残存

南東部南
床上18cm

№28・南
東区埋土
中・南張出
Ｐ内北

南張貼出
P・北西区・
南東区・南
東埋土中・
北東区埋
土中

12区SI-7遺物観察表

4 土師器
坏

口　（11.4）
高　4.9

外面　2.5YR4/2
灰赤
内面　5YR5/3
にぶい赤褐

砂粒少量　
黒色粒子・
赤色粒子微
量

良好 口縁～胴部外面　ミガ
キ　底部外面　ヘラケ
ズリ　内面　ミガキ

口～体部
35%残存

覆土中

5 口縁部外面　ナデ後ミ
ガキ　胴部外面　ヘラ
ケズリ後ミガキ　底部
外面　ヘラケズリ　内
面　ミガキ

土師器
坏

口　（11.5）
高　4.5

外面　2.5YR6/6
橙
内面　2.5YR5/4
にぶい赤褐

内外面　黒
斑

良好 口～底部
35%残存

南東部
南西
床上13cm

№73・75・
76・80・南
張出Ｐ内・
北東区

口縁部　ナデ後ミガキ　
胴～底部外面　ヘラケ
ズリ　内面　ナデ後ミ
ガキ

6 土師器　
坏

口　12.6
高　4.8

外面　2.5YR5/6
明赤褐
内面　5YR5/4
にぶい赤褐

赤色粒子
多量　砂
粒少量　
黒色粒子
微量

砂粒少量　
白色粒子・
赤色粒子微
量

良好 口～底部
65%残存

南東部西
床上1cm

№64・66・
68・70・90・
94・南貼床
中・南東埋
土中

口縁部外面　ナデ後ミ
ガキ　口縁部内面　ヨ
コナデ後ミガキ　胴部
外面　ミガキ　胴部内
面　ナデ後ミガキ

7 土師器
鉢

口　（11.1）
高　［7.0］

外面　2.5YR5/4
にぶい赤褐
内面　2.5YR5/4
にぶい赤褐

砂粒・赤色
粒子少量

良好 口～体部
25%残存

口縁部外面　ヨコナデ　
胴部外面　ヘラケズリ
か　内面　ミガキか

外面　5YR5/4
にぶい赤褐
内面　2.5YR5/6
明赤褐

砂粒多量　
黒色粒子・
赤色粒子少
量　白色粒
子微量

良好 口～底部
25%残存

南部中央
床上2cm

№63・64・
66・南東
埋土中

8 土師器　
高坏

口　（12.2）
高　［5.0］

南西部西
床上1cm

№70・99・
南東区埋
土中

口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴部外面　タテ方
向のヘラケズリ　底部
外面　ヨコナデか　胴
部内面　ヘラナデ後ミ
ガキ　底部内面　ナデ

外面　5YR5/4
にぶい赤褐
内面　5YR5/4
にぶい赤褐

砂粒多量　
白色粒子少
量　黒色粒
子・赤色粒
子・石英微
量

良好 ほぼ完形9 土師器　
甑

口　18.6
底　8.5
高　21.9

南東部西
床上2cm

№64・65・
67・68・87・
南張出P
北東区

口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴部外面　ナデ後
タテ方向のミガキ　胴
部内面　ヘラナデ後ミ
ガキか　底部　不明

外面　5YR5/3
にぶい赤褐
内面　7.5YR6/3
にぶい褐

砂粒多量　
白色粒子・
黒色粒子少
量　赤色粒
子微量

良好 口～底部
90％残存

10 土師器　
甑

口　25.6
底　9.6
高　22.4

南部中央
床上2cm

№69・70・
90・93・95・
99・一括・
P5・張出P
内・南東区・
北東区

全部内外面　
赤彩か　体
部外面　荒
れている　

胴部外面　
黒斑　胴部
外面　やや
黒化　

胴部外面　
黒斑　胴～
底部内面　
荒れている

11 底部外面　ヘラケズリ　
底部内面　ナデ　1孔

土師器　
甑

口　1.5
底　5.9
高　［3.0］

外面　10YR6/3
にぶい黄橙
内面　7.5YR5/3
にぶい褐

胴～底部下
半　内面　
炭化物付着

良好 底部完存 南東部東
壁際
床上30cm

№3

口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴・底部外面　ヘラ
ケズリ　胴・底部内面　
ヘラナデ

12 土師器　
甕

口　（14.2）
底　6.4
高　19.4

外面　5YR5/6
明赤褐
内面　2.5YR4/2
灰赤

砂粒少量　
黒色粒子・
赤色粒子微
量

砂粒多量　
黒色粒子少
量　赤色粒
子微量

良好 口～底部
35%残存

南東部西
床上9cm

№33・84・
89・南東
区埋土中

口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴部外面　ヘラナ
デか　底部外面　ヘラ
ケズリ　胴・底部内面　
ナデ

13 土師器　
甕

口　14.8
底　5.0
高　12.6

外面　5YR5/4
にぶい赤褐
内面　7.5YR5/3
にぶい褐

砂粒多量　
礫・黒色粒
子・石英少
量

良好

口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴部内　ヘラケズ
リか

外面　5YR5/3
にぶい赤褐
内面　2.5YR4/3
にぶい赤褐

砂粒・礫多
量　黒色粒
子・石英少
量　赤色粒
子微量

良好 口～胴部
65%残存

北東部
南東
床上17cm

№11

14 土師器　
甕

口　12.5
高　［16.9］

南西部
中央
床面直上

№105～
107・118

口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴部外面　ヘラケ
ズリ後ミガキ　胴部内
面　ヘラナデ　下半ミ
ガキ

外面　7.5YR6/4
にぶい橙
内面　5YR4/2
灰褐

礫・黒色粒
子少量　砂
粒多量　赤
色粒子微量

砂粒多量
黒色粒子
少量　礫
微量

良好 口～胴部
65%残存

15 土師器　
甕

口　13.6
高　［11.4］

南東部北
床上2cm

№13・40
～42・北
東区埋土
中・南東区
埋土中

底部外面　
磨滅　胴部
外面　剥離　
荒れている

胴下半部内
面　黒化

胴部内外面　
剥離

№99～101・
103・106・
107・118・
南西埋土
中・南東区
埋土中

12区SI-7遺物観察表

16 土師器　
甕

口　17.9
底　7.0
高　28.0

外面　5YR5/4
にぶい赤褐
内面　7.5YR4/2
灰褐

良好 口縁部内外面　ヨコナデ　
胴部外面　ヘラナデか　
底部外面　ヘラケズリ　
胴・底部内面　ヘラナデ

口～底部
20%残存

南西部
中央
床面直上

17 口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴部外面　上半ナ
デ　下半～底部外面　
ヘラケズリ　胴部内面　
ヘラナデ　底部内面　
ナデ

土師器　
甕

口　18.2
底　7.7
高　29.0

外面　N4/0　灰
内面　7.5YR5/3
にぶい褐

口～胴部外
面　スス・
炭化物　胴
～底部内面　
黒化

口縁部外面　
スス　口～
胴部内外面　
磨滅　荒れ
ている　黒
化

良好 口～底部
75%残存

南西部東
床面直上

№90・91・
93・96～
99・103・
一括・南東
区埋土中

18 土師器　
甕

口　16.5
高　［16.6］

外面　7.5YR5/3
にぶい褐
内面　7.5YR6/3
にぶい褐

砂粒多量　
白色粒子・
黒色粒子少
量　礫微量

砂粒多量　
黒色粒子・
赤色粒子少
量　礫微量

良好 口～胴部
35%残存

南部中央
床上2cm

№67・68・
70・92～
95・P5・南
東埋土中

口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴部外面　ヘラケ
ズリ　胴部内面　ヘラ
ナデ

19 土師器　
甕

口　18.0
高　［26.9］

外面　10YR6/3
にぶい黄橙
内面　10YR6/3
にぶい黄橙

砂粒多量　
礫・黒色粒
子・赤色粒
子少量

良好 口～胴部
65%残存　
底部欠損

貯蔵穴
上
床上30cm

№88 指頭痕
あり

胴部内外面　
荒れている　
被熱10R5/4

胴部外面　
被熱　胴部
内面　剥離

口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴部外面　ヘラケ
ズリか　胴部内面　ヘ
ラナデ

20 土師器　
甕

口　18.3
高　29.7

外面　5YR6/4
にぶい橙
内面　N3/0
暗灰

砂粒多量　
礫・黒色粒
子少量　赤
色粒子微量

良好 口～胴部
75%残存　
底部欠損

南部中央
床上2cm

№83・84・
87・88・P1
覆土・南張
出P内

胴部外面　
磨滅　胴部
内面　黒化

口縁部外面　ヨコナデ
後ミガキ　口縁部内面　
ヨコナデ　胴部外面　
ミガキ　胴部内面　ヘ
ラナデ

21 土師器　
甕

口　20.5
高　［28.8］

外面　7.5YR5/3
にぶい褐
内面　10YR5/2
灰黄褐

砂粒多量　
礫・黒色粒
子少量

良好 口～胴部
65%残存

南部中央
床上2cm

№68・70・
71・82～
84・90・94・
86・99・P
11覆土・
南東区埋
土中・南張
出Ｐ・北西
区

頸部外面　
スス・炭化物　
胴部下半内
外面　磨滅・
剥離

口縁部　ヨコナデ　胴
部外面　ハケメ　胴部
内面　ヘラナデ

22 土師器　
甕

口　（15.2）
高　［20.4］

外面　5YR5/3
にぶい赤褐
内面　2.5YR5/4
にぶい赤褐

砂粒多量　
礫・黒色粒
子少量　赤
色粒子微量

良好 頸～胴部
35%残存

南部中央
床面直上

№68～70・
99・100・
一括・張出
P周辺

胴部内外面　
黒化

№66～68・
70・82～
84・94・P
11覆土・
南東区埋
土中

23 土師器　
甕

底　6.4
高　［8.9］

外面　5YR5/4
にぶい赤褐
内面　2.5YR5/4
にぶい赤褐

良好 胴・底部外面　ヘラケ
ズリ　胴部内面　ヘラ
ナデ　底部内面　ナデ

胴～底部
75%残存

南部中央
床上2cm

24 胴部外面　ヘラケズリ
後ミガキ　底部外面　
ミガキ　胴・底部内面　
ミガキ

土師器　
甕

底　5.1
高　［5.3］

外面　7.5YR5/2
灰褐
内面　5YR5/4
にぶい赤褐

底部外面　
黒斑か　底
部内外面　
黒化

胴～底部外
面　磨滅　
荒れている

良好 底部完存 南東部北
床上6cm

№44

25 羽口か 底　（8.0）
高　［5.5］

外面　10YR7/3
にぶい黄橙
内面　7.5YR7/3
にぶい橙

砂粒・赤色
粒子少量　
黒色粒子微
量

砂粒多量　
黒色粒子・
赤色粒子少
量　礫・石
英微量

砂粒・礫多
量　黒色粒
子・赤色粒
子少量

良好 底部一部
残存

南東部東
床上29cm

№23胴・底部　ナデか　
胴・底部内面　ナデか

26 砥石 長　3.42
幅　2.67
厚　1.11
重　11.25

凝灰岩 一部残存 覆土中 東カマド
埋土中

5面

2面

褐色の付着
物

全部内外面　
荒れている

27 砥石 長　6.43
幅　4.55
厚　1.22
重　43.15

泥岩　ホル
ンフェルス

一部残存 北西部東
床上6cm

№58

28 砥石 長　［10.69］
幅　［9.93］
厚　［7.89］
重　490.78

砂岩

安山岩

一部残存 南西部北
床面直上

№112

29 砥石 長　11.81
幅　9.03
厚　7.99
重　1219.43

一部欠損 南西部南
壁際
床上1cm

№117

30 砥石か 長　29.7
幅　15.9
厚　6.05
重　4639.2

完存か 南東部南
壁際
床上8cm

№35

31 焼粘土塊 長　3.81
幅　3.50
厚　1.29
重　8.30

覆土中 北東区埋
土中

32 菅玉 長　　
幅　
厚　
重

南部東
壁際
床上14cm

№1

内外面　漆
仕上げ

口～体部内
外面　漆仕
上げ

2 土師器
埦

口　11.5
高　6.1

外面　10YR5/1
褐灰
内面　N4/0　灰

赤色粒子少
量　石英微
量

良好 口縁部　ヨコナデ　胴
～底部外面　ヘラケズ
リ　胴～底部内面　ナ
デ後ミガキ

口～底部
35%残存

北東部東
床上2cm

№56・北
東区埋土
中・南東区
埋土中

3 土師器　
坏

口　11.5
底　5.2
高　5.3

外面　5YR4/1
褐灰
内面　2.5YR4/2
灰赤

砂粒少量　
白色粒子・
黒色粒子・
赤色粒子微
量

良好 全面　ミガキ 口縁部
20%欠損

覆土中 P11覆土
中

図版No

第44表12区SI-9遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記

1 須恵器
坏

口　（13.4）
底　6.8
高　4.6

外面　2.5YR5/4
にぶい赤褐
内面　2.5YR4/3
にぶい赤褐

砂粒多量　
赤色粒子
少量

やや
不良

ロクロナデ　底部　回
転糸切り後手持ちヘラ
ケズリ

口～底部
65%残存

中央部
床下1.5cm

№27・30

2 ロクロナデ須恵器
坏

口　（32.8）
底　8.0
高　7.0

外面　2.5Y5/1
黄灰
内面　5Y5/1
灰

良好 口～底部
50%残存

中央部北
床上4cm

№39・北
西部中央

ヘラ記
号「＋」
益子産

三毳産

益子産

益子産

益子産

益子産

益子産

新治産

ロクロナデ　底部　回
転ヘラ切り後手持ちナ
デ

3 須恵器
坏

口　（14.8）
底　（8.8）
高　4.5

外面　5Y5/1  灰　　　　　　　　
内面　5GY5/1
オリーブ灰

砂粒多量　
礫少量

良好 口～底部
50%残存

北部　
床下1.5cm

№47・K4

ロクロナデ　底部　ヘ
ラ切り後手持ちナデ

4 須恵器
坏

口　（15.9）
底　（9.8）
高　4.5

外面　5Y6/1  灰
内面　2.5Y5/1
黄灰

砂粒多量　
礫微量

良好 口～底部
50%残存

カマド際
床上
17.5cm

№K2・北
西埋土中・
北西区ベ
ルト埋土中

ロクロナデ　ロクロメ
ほとんどみられない　
底部　回転ヘラ切り後
手持ちヘラケズリ

ロクロナデ　底部　回
転ヘラ切り後ナデ

5 須恵器
坏

口　（14.3）
底　（8.5）
高　3.4

外面　5Y5/1　灰
内面　10YR5/1
褐灰

砂粒少量　
礫微量

良好

良好

良好

良好

良好

良好

口～底部
50%残存

中央部
床上1cm

№11・19・
南西埋土
中・北西埋
土中

6 須恵器
坏

口　（14.7）
底　（8.7）
高　3.9

口～底部
30%残存

北西部東
床上9cm

№20

口縁部　油
煙

口縁部内面　
スス付着

外面　10YR5/1
褐灰
内面　10YR5/1
褐灰

口縁～胴部外面　ヨコ
ナデ　口～底部内面　
ヨコナデ　底部　ヘラ
ケズリ

7 土師器
坏

口　（11.8）
底　（8.3）
高　3.2

口～底部
一部残存

南東部南
壁際
床上22cm

№13外面　10YR7/3
にぶい黄橙
内面　10YR6/3
にぶい黄橙

砂粒少量 口縁部外面・
内面　漆仕
上げ

ロクロナデ　底部　回
転ヘラ切り

8 須恵器
蓋

端　18.7
天井　（7.8）
高　3.6

天井～端
部25%残
存

南東部南
床上12cm

№12外面　N4/0　灰
内面　N5/0　灰

砂粒少量　
礫微量

胴部　並行叩き　下半　
ヘラケズリ

9 須恵器
甕

高　［6.0］
厚　0.9

胴～底部
一部残存

南東部北
床上6cm

№24外面　10YR6/2　
灰黄褐
内面　5Y7/1　
灰白

砂粒・銀雲
母少量　礫
微量

口縁部　ヨコナデ　胴
部外面　ヘラケズリ　
胴部内面　ヘラナデ

10 土師器
甕

口　（20.3）
高　［13.5］

口～胴部
25%残存

中央部
床上2cm

№31・33外面　2.5YR5/4
にぶい赤褐
内面　5YR5/3
にぶい赤褐

砂粒少量　
黒色粒子・
赤色粒子微
量

11 磨石か 長　7.63
幅　7.31
厚　1.70
重　149.63

完存 南東部東
床上8cm

№15安山岩 磨滅する

12 鉄製品
鎌

長　16.15
幅　4.22
厚　0.53
重　68.01

ほぼ完存 南東部北
床上2cm

№26

図版No

第43表12区SI-8遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記

1 須恵器　
蓋

つまみ　3.4
高　［1.2］

外面　2.5YR5/1
黄橙
内面　7.5YR5/1
褐灰

砂質少量 良好 天井部　ナデ後ヘラケ
ズリ　ボタン状

胴部　ナデ　底部　ヨ
コナデ

つまみ部
完存

南東部東
床上33cm

№1 益子産
か

2 土製支脚 径　10.2
高　［5.2］

外面　10YR5/2
灰黄褐
内面　7.5YR5/2
灰褐

砂粒・礫多
量　黒色粒
子微量

良好 体～底部
35%残存

南東部北
床上3cm

№2全面　剥離・
被熱

3 編物石か 長　12.58
幅　4.54
厚　3.28
重　285.74

安山岩 良好 完存 南東部南
床面直上

№8

砂粒多量　
礫少量

図版No

第45表12区SI-16遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記

1 須恵器
坏

底　9.9 
高　［2.6］

外面　2.5Y6/2
灰黄
内面　5Y6/1  灰

砂粒多量　
黒色粒子少
量　礫微量

良好 ロクロナデ　底部　回
転糸切り後回転ヘラケ
ズリ

体～底部
75%残存

中央部
床上8cm

№K1・3 三毳産

2 口縁部　ヨコナデ　胴
部外面　ヘラケズリ　
胴部内面　ヘラナデ

土師器
鉢

口　（11.9）
高　［6.3］

外面　7.5YR5/2
灰褐
内面　7.5YR5/2
灰褐

良好 口～体部
25%残存

中央部
床上3cm

№4・K2

3 砥石 長　［3.46］
幅　4.19
厚　1.34
重　23.15

外面　7.5YR4/1
褐灰
内面　7.5YR4/1
褐灰

凝灰岩 一部残存 中央部
床上7.5cm

№5

4 焼粘土塊 長　4.49
幅　3.82
厚　1.69
重　17.11

外面　10YR6/3
内面　7.5YR5/3

完存 覆土中 北東

内外面　荒
れている

砂粒多量　
黒色粒子・
赤色粒子少
量　金雲母
微量

図版No

第46表12区SI-17遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記

1 土師器
甕

口　（22.0）
高　［3.9］

外面　7.5YR6/3
にぶい褐
内面　10YR5/2
灰黄褐

砂粒・黒色
粒子少量

良好 口縁部　ヨコナデ　頸
部外面　ヘラケズリ後
ナデ　頸部内面　ナデ

口～頸部
一部残存

中央部
床上6cm

№1

2 胴・底部外面　ヘラケズ
リ　胴・底部内面　へラ
ナデ

土師器
甕

底　（7.4）
高　［15.1］

外面　10YR5/2
灰黄褐
内面　N4/0　灰

良好 胴～底部
35%残存

中央部
床上6cm

口縁部外面　
スス付着

胴～底部　
黒化

砂粒多量　
黒色粒子・
赤色粒子少
量

内側か
らの穿
孔あり

口～体部内
外面　漆仕
上げ

№1

86

86

86

備考・産地

89

89

89

備考・産地

91

91

91

91

91

91

91

91

91

91

91

91
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南張貼出
P・北西区・
南東区・南
東埋土中・
北東区埋
土中

12区SI-7遺物観察表

4 土師器
坏

口　（11.4）
高　4.9

外面　2.5YR4/2
灰赤
内面　5YR5/3
にぶい赤褐

砂粒少量　
黒色粒子・
赤色粒子微
量

良好 口縁～胴部外面　ミガ
キ　底部外面　ヘラケ
ズリ　内面　ミガキ

口～体部
35%残存

覆土中

5 口縁部外面　ナデ後ミ
ガキ　胴部外面　ヘラ
ケズリ後ミガキ　底部
外面　ヘラケズリ　内
面　ミガキ

土師器
坏

口　（11.5）
高　4.5

外面　2.5YR6/6
橙
内面　2.5YR5/4
にぶい赤褐

内外面　黒
斑

良好 口～底部
35%残存

南東部
南西
床上13cm

№73・75・
76・80・南
張出Ｐ内・
北東区

口縁部　ナデ後ミガキ　
胴～底部外面　ヘラケ
ズリ　内面　ナデ後ミ
ガキ

6 土師器　
坏

口　12.6
高　4.8

外面　2.5YR5/6
明赤褐
内面　5YR5/4
にぶい赤褐

赤色粒子
多量　砂
粒少量　
黒色粒子
微量

砂粒少量　
白色粒子・
赤色粒子微
量

良好 口～底部
65%残存

南東部西
床上1cm

№64・66・
68・70・90・
94・南貼床
中・南東埋
土中

口縁部外面　ナデ後ミ
ガキ　口縁部内面　ヨ
コナデ後ミガキ　胴部
外面　ミガキ　胴部内
面　ナデ後ミガキ

7 土師器
鉢

口　（11.1）
高　［7.0］

外面　2.5YR5/4
にぶい赤褐
内面　2.5YR5/4
にぶい赤褐

砂粒・赤色
粒子少量

良好 口～体部
25%残存

口縁部外面　ヨコナデ　
胴部外面　ヘラケズリ
か　内面　ミガキか

外面　5YR5/4
にぶい赤褐
内面　2.5YR5/6
明赤褐

砂粒多量　
黒色粒子・
赤色粒子少
量　白色粒
子微量

良好 口～底部
25%残存

南部中央
床上2cm

№63・64・
66・南東
埋土中

8 土師器　
高坏

口　（12.2）
高　［5.0］

南西部西
床上1cm

№70・99・
南東区埋
土中

口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴部外面　タテ方
向のヘラケズリ　底部
外面　ヨコナデか　胴
部内面　ヘラナデ後ミ
ガキ　底部内面　ナデ

外面　5YR5/4
にぶい赤褐
内面　5YR5/4
にぶい赤褐

砂粒多量　
白色粒子少
量　黒色粒
子・赤色粒
子・石英微
量

良好 ほぼ完形9 土師器　
甑

口　18.6
底　8.5
高　21.9

南東部西
床上2cm

№64・65・
67・68・87・
南張出P
北東区

口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴部外面　ナデ後
タテ方向のミガキ　胴
部内面　ヘラナデ後ミ
ガキか　底部　不明

外面　5YR5/3
にぶい赤褐
内面　7.5YR6/3
にぶい褐

砂粒多量　
白色粒子・
黒色粒子少
量　赤色粒
子微量

良好 口～底部
90％残存

10 土師器　
甑

口　25.6
底　9.6
高　22.4

南部中央
床上2cm

№69・70・
90・93・95・
99・一括・
P5・張出P
内・南東区・
北東区

全部内外面　
赤彩か　体
部外面　荒
れている　

胴部外面　
黒斑　胴部
外面　やや
黒化　

胴部外面　
黒斑　胴～
底部内面　
荒れている

11 底部外面　ヘラケズリ　
底部内面　ナデ　1孔

土師器　
甑

口　1.5
底　5.9
高　［3.0］

外面　10YR6/3
にぶい黄橙
内面　7.5YR5/3
にぶい褐

胴～底部下
半　内面　
炭化物付着

良好 底部完存 南東部東
壁際
床上30cm

№3

口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴・底部外面　ヘラ
ケズリ　胴・底部内面　
ヘラナデ

12 土師器　
甕

口　（14.2）
底　6.4
高　19.4

外面　5YR5/6
明赤褐
内面　2.5YR4/2
灰赤

砂粒少量　
黒色粒子・
赤色粒子微
量

砂粒多量　
黒色粒子少
量　赤色粒
子微量

良好 口～底部
35%残存

南東部西
床上9cm

№33・84・
89・南東
区埋土中

口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴部外面　ヘラナ
デか　底部外面　ヘラ
ケズリ　胴・底部内面　
ナデ

13 土師器　
甕

口　14.8
底　5.0
高　12.6

外面　5YR5/4
にぶい赤褐
内面　7.5YR5/3
にぶい褐

砂粒多量　
礫・黒色粒
子・石英少
量

良好

口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴部内　ヘラケズ
リか

外面　5YR5/3
にぶい赤褐
内面　2.5YR4/3
にぶい赤褐

砂粒・礫多
量　黒色粒
子・石英少
量　赤色粒
子微量

良好 口～胴部
65%残存

北東部
南東
床上17cm

№11

14 土師器　
甕

口　12.5
高　［16.9］

南西部
中央
床面直上

№105～
107・118

口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴部外面　ヘラケ
ズリ後ミガキ　胴部内
面　ヘラナデ　下半ミ
ガキ

外面　7.5YR6/4
にぶい橙
内面　5YR4/2
灰褐

礫・黒色粒
子少量　砂
粒多量　赤
色粒子微量

砂粒多量
黒色粒子
少量　礫
微量

良好 口～胴部
65%残存

15 土師器　
甕

口　13.6
高　［11.4］

南東部北
床上2cm

№13・40
～42・北
東区埋土
中・南東区
埋土中

底部外面　
磨滅　胴部
外面　剥離　
荒れている

胴下半部内
面　黒化

胴部内外面　
剥離

№99～101・
103・106・
107・118・
南西埋土
中・南東区
埋土中

16 土師器　
甕

口　17.9
底　7.0
高　28.0

外面　5YR5/4
にぶい赤褐
内面　7.5YR4/2
灰褐

良好 口縁部内外面　ヨコナデ　
胴部外面　ヘラナデか　
底部外面　ヘラケズリ　
胴・底部内面　ヘラナデ

口～底部
20%残存

南西部
中央
床面直上

口縁部外面　
スス　口～
胴部内外面　
磨滅　荒れ
ている　黒
化

口～体部内
外面　漆仕
上げ

86

86

86

86

86

86

86

86

86

86

86

86

86
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12区SI-7遺物観察表

17 口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴部外面　上半ナ
デ　下半～底部外面　
ヘラケズリ　胴部内面　
ヘラナデ　底部内面　
ナデ

土師器　
甕

口　18.2
底　7.7
高　29.0

外面　N4/0　灰
内面　7.5YR5/3
にぶい褐

口～胴部外
面　スス・
炭化物　胴
～底部内面　
黒化

良好 口～底部
75%残存

南西部東
床面直上

№90・91・
93・96～
99・103・
一括・南東
区埋土中

18 土師器　
甕

口　16.5
高　［16.6］

外面　7.5YR5/3
にぶい褐
内面　7.5YR6/3
にぶい褐

砂粒多量　
白色粒子・
黒色粒子少
量　礫微量

砂粒多量　
黒色粒子・
赤色粒子少
量　礫微量

良好 口～胴部
35%残存

南部中央
床上2cm

№67・68・
70・92～
95・P5・南
東埋土中

口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴部外面　ヘラケ
ズリ　胴部内面　ヘラ
ナデ

19 土師器　
甕

口　18.0
高　［26.9］

外面　10YR6/3
にぶい黄橙
内面　10YR6/3
にぶい黄橙

砂粒多量　
礫・黒色粒
子・赤色粒
子少量

良好 口～胴部
65%残存　
底部欠損

貯蔵穴
上
床上30cm

№88 指頭痕
あり

胴部内外面　
荒れている　
被熱

胴部外面　
被熱　胴部
内面　剥離

口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴部外面　ヘラケ
ズリか　胴部内面　ヘ
ラナデ

20 土師器　
甕

口　18.3
高　29.7

外面　5YR6/4
にぶい橙
内面　N3/0
暗灰

砂粒多量　
礫・黒色粒
子少量　赤
色粒子微量

良好 口～胴部
75%残存　
底部欠損

南部中央
床上2cm

№83・84・
87・88・P1
覆土・南張
出P内

胴部外面　
磨滅　胴部
内面　黒化

口縁部外面　ヨコナデ
後ミガキ　口縁部内面　
ヨコナデ　胴部外面　
ミガキ　胴部内面　ヘ
ラナデ

21 土師器　
甕

口　20.5
高　［28.8］

外面　7.5YR5/3
にぶい褐
内面　10YR5/2
灰黄褐

砂粒多量　
礫・黒色粒
子少量

良好 口～胴部
65%残存

南部中央
床上2cm

№68・70・
71・82～
84・90・94・
86・99・P
11覆土・
南東区埋
土中・南張
出Ｐ・北西
区

頸部外面　
スス・炭化物　
胴部下半内
外面　磨滅・
剥離

口縁部　ヨコナデ　胴
部外面　ハケメ　胴部
内面　ヘラナデ

22 土師器　
甕

口　（15.2）
高　［20.4］

外面　5YR5/3
にぶい赤褐
内面　2.5YR5/4
にぶい赤褐

砂粒多量　
礫・黒色粒
子少量　赤
色粒子微量

良好 頸～胴部
35%残存

南部中央
床面直上

№68～70・
99・100・
一括・張出
P周辺

胴部内外面　
黒化

№66～68・
70・82～
84・94・P
11覆土・
南東区埋
土中

23 土師器　
甕

底　6.4
高　［8.9］

外面　5YR5/4
にぶい赤褐
内面　2.5YR5/4
にぶい赤褐

良好 胴・底部外面　ヘラケ
ズリ　胴部内面　ヘラ
ナデ　底部内面　ナデ

胴～底部
75%残存

南部中央
床上2cm

24 胴部外面　ヘラケズリ
後ミガキ　底部外面　
ミガキ　胴・底部内面　
ミガキ

土師器　
甕

底　5.1
高　［5.3］

外面　7.5YR5/2
灰褐
内面　5YR5/4
にぶい赤褐

底部外面　
黒斑か　底
部内外面　
黒化

胴～底部外
面　磨滅　
荒れている

良好 底部完存 南東部北
床上6cm

№44

25 羽口か 底　（8.0）
高　［5.5］

外面　10YR7/3
にぶい黄橙
内面　7.5YR7/3
にぶい橙

砂粒・赤色
粒子少量　
黒色粒子微
量

砂粒多量　
黒色粒子・
赤色粒子少
量　礫・石
英微量

砂粒・礫多
量　黒色粒
子・赤色粒
子少量

良好 底部一部
残存

南東部東
床上29cm

№23胴・底部　ナデか　
胴・底部内面　ナデか

26 砥石 長　3.42
幅　2.67
厚　1.11
重　11.25

凝灰岩 一部残存 覆土中 東カマド
埋土中

5面

2面

褐色の付着
物

全部内外面　
荒れている

27 砥石 長　6.43
幅　4.55
厚　1.22
重　43.15

泥岩起源の
ホルンフェ
ルス

一部残存 北西部東
床上6cm

№58

28 砥石 長　［10.69］
幅　［9.93］
厚　［7.89］
重　490.78

砂岩

砂岩

安山岩

緑色片岩

一部残存 南西部北
床面直上

№112

29 砥石 長　11.81
幅　9.03
厚　7.99
重　1219.43

一部欠損 南西部南
壁際
床上1cm

№117

30 砥石か 長　29.7
幅　15.9
厚　6.05
重　4639.2

完存か

完存

南東部南
壁際
床上8cm

№35

31 焼粘土塊 長　3.81
幅　3.50
厚　1.29
重　8.30

覆土中 北東区埋
土中

32 菅玉 長　3.07　　
幅　0.83　
厚　0.79　
重　3.32

南部東
壁際
床上14cm

№1

86

87

87

87

87

87

87

87

87

88

88

88

88

88

87

87



第３章　発見された遺構と遺物

－ 124 －

1

6

10

3

1

6

7 1514

10

18

18
14
18

13

18

15

8 5 3 5 18 18

8
18 18

6 7156

1
2

74
9

12
12

撹乱撹乱

11

4 2 4
8

4 SI-7

17

4
7

8

17

2

調 査 区 外 調 査 区 外
16

11
18

Ａ’Ａ

Ａ’Ａ

Ａ’Ａ

Ｃ’Ｃ

Ｃ’

Ｃ

Ｅ’Ｅ

Ｅ
’

Ｅ

Ｄ
’

Ｄ

Ｄ
’

Ｄ

Ｂ
’

Ｂ

Ｂ
’

Ｂ

Ｃ’

Ｃ

Ｅ
’

Ｅ

Ｄ
’

Ｄ

Ｂ
’

Ｂ

L=88.400m
0 2m1：80

12 区ＳＩ-８
Ⅰ　水田耕作土
Ⅱ　水田耕作土　
Ⅲ　床土

１　黒褐色土　ローム粒子少量　白色粒子（火山灰か）・焼土粒子微
量　しまり非常にあり
２　明黒褐色土　ローム粒子少量　焼土粒子微量　しまり非常にあり
３　暗褐色土　ローム粒子・焼土粒子微量　しまり非常にあり　
４　褐色土　ローム粒子少量　焼土粒子微量　しまり非常にあり
５　褐色土　ローム粒子多量　焼土粒子少量　炭化物粒子微量　しま
りあり
６　明黒褐色土　ローム粒子多量　焼土粒子微量　しまり非常にあり
７　暗褐色土　ローム粒子多量　焼土粒子微量　しまり非常にあり
８　黒褐色土　ローム粒子多量　焼土粒子・炭化物粒子若干　しまり
非常にあり
９　暗黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量　しまりあり
10　暗褐色土　ローム粒子少量　しまりあり
11　明黒褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック微量　しまりあり
12　褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック少量　しまりあり
13　黒褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック微量　しまりややあ
り
14　明黒褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック微量　しまりあり
15　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　しまり非常にあり
（貼床）
16　明黒褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量　しまり非常にあ
り（貼床）
17　暗黄褐色土　ロームブロック多量　ローム粒子少量　しまり非常
にあり（貼床）
18　褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　しまり非常にあり（貼
床）

撹乱

SI-7

SI-7

調査区外

調
査
区
外

P1

P3

P2

調査区外

調
査
区
外

P1

P3

P2

1

2

3
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第 89 図　12 区ＳＩ - ８　実測図 ･出土遺物実測図　

12 区ＳＩ - ８（第 89 図、第 36・44 表、図版二三・五七）

　位置　調査区の北西、台地の平坦面上に立地し、128.5-15.0 グリッドに位置している。　重複関係　SI-7

12区SI-7遺物観察表

17 口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴部外面　上半ナ
デ　下半～底部外面　
ヘラケズリ　胴部内面　
ヘラナデ　底部内面　
ナデ

土師器　
甕

口　18.2
底　7.7
高　29.0

外面　N4/0　灰
内面　7.5YR5/3
にぶい褐

口～胴部外
面　スス・
炭化物　胴
～底部内面　
黒化

良好 口～底部
75%残存

南西部東
床面直上

№90・91・
93・96～
99・103・
一括・南東
区埋土中

18 土師器　
甕

口　16.5
高　［16.6］

外面　7.5YR5/3
にぶい褐
内面　7.5YR6/3
にぶい褐

砂粒多量　
白色粒子・
黒色粒子少
量　礫微量

砂粒多量　
黒色粒子・
赤色粒子少
量　礫微量

良好 口～胴部
35%残存

南部中央
床上2cm

№67・68・
70・92～
95・P5・南
東埋土中

口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴部外面　ヘラケ
ズリ　胴部内面　ヘラ
ナデ

19 土師器　
甕

口　18.0
高　［26.9］

外面　10YR6/3
にぶい黄橙
内面　10YR6/3
にぶい黄橙

砂粒多量　
礫・黒色粒
子・赤色粒
子少量

良好 口～胴部
65%残存　
底部欠損

貯蔵穴
上
床上30cm

№88 指頭痕
あり

胴部内外面　
荒れている　
被熱

胴部外面　
被熱　胴部
内面　剥離

口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴部外面　ヘラケ
ズリか　胴部内面　ヘ
ラナデ

20 土師器　
甕

口　18.3
高　29.7

外面　5YR6/4
にぶい橙
内面　N3/0
暗灰

砂粒多量　
礫・黒色粒
子少量　赤
色粒子微量

良好 口～胴部
75%残存　
底部欠損

南部中央
床上2cm

№83・84・
87・88・P1
覆土・南張
出P内

胴部外面　
磨滅　胴部
内面　黒化

口縁部外面　ヨコナデ
後ミガキ　口縁部内面　
ヨコナデ　胴部外面　
ミガキ　胴部内面　ヘ
ラナデ

21 土師器　
甕

口　20.5
高　［28.8］

外面　7.5YR5/3
にぶい褐
内面　10YR5/2
灰黄褐

砂粒多量　
礫・黒色粒
子少量

良好 口～胴部
65%残存

南部中央
床上2cm

№68・70・
71・82～
84・90・94・
86・99・P
11覆土・
南東区埋
土中・南張
出Ｐ・北西
区

頸部外面　
スス・炭化物　
胴部下半内
外面　磨滅・
剥離

口縁部　ヨコナデ　胴
部外面　ハケメ　胴部
内面　ヘラナデ

22 土師器　
甕

口　（15.2）
高　［20.4］

外面　5YR5/3
にぶい赤褐
内面　2.5YR5/4
にぶい赤褐

砂粒多量　
礫・黒色粒
子少量　赤
色粒子微量

良好 頸～胴部
35%残存

南部中央
床面直上

№68～70・
99・100・
一括・張出
P周辺

胴部内外面　
黒化

№66～68・
70・82～
84・94・P
11覆土・
南東区埋
土中

23 土師器　
甕

底　6.4
高　［8.9］

外面　5YR5/4
にぶい赤褐
内面　2.5YR5/4
にぶい赤褐

良好 胴・底部外面　ヘラケ
ズリ　胴部内面　ヘラ
ナデ　底部内面　ナデ

胴～底部
75%残存

南部中央
床上2cm

24 胴部外面　ヘラケズリ
後ミガキ　底部外面　
ミガキ　胴・底部内面　
ミガキ

土師器　
甕

底　5.1
高　［5.3］

外面　7.5YR5/2
灰褐
内面　5YR5/4
にぶい赤褐

底部外面　
黒斑か　底
部内外面　
黒化

胴～底部外
面　磨滅　
荒れている

良好 底部完存 南東部北
床上6cm

№44

25 羽口か 底　（8.0）
高　［5.5］

外面　10YR7/3
にぶい黄橙
内面　7.5YR7/3
にぶい橙

砂粒・赤色
粒子少量　
黒色粒子微
量

砂粒多量　
黒色粒子・
赤色粒子少
量　礫・石
英微量

砂粒・礫多
量　黒色粒
子・赤色粒
子少量

良好 底部一部
残存

南東部東
床上29cm

№23胴・底部　ナデか　
胴・底部内面　ナデか

26 砥石 長　3.42
幅　2.67
厚　1.11
重　11.25

凝灰岩 一部残存 覆土中 東カマド
埋土中

5面

2面

褐色の付着
物

全部内外面　
荒れている

27 砥石 長　6.43
幅　4.55
厚　1.22
重　43.15

泥岩起源の
ホルンフェ
ルス

一部残存 北西部東
床上6cm

№58

28 砥石 長　［10.69］
幅　［9.93］
厚　［7.89］
重　490.78

砂岩

砂岩

安山岩

緑色片岩

一部残存 南西部北
床面直上

№112

29 砥石 長　11.81
幅　9.03
厚　7.99
重　1219.43

一部欠損 南西部南
壁際
床上1cm

№117

30 砥石か 長　29.7
幅　15.9
厚　6.05
重　4639.2

完存か

完存

南東部南
壁際
床上8cm

№35

31 焼粘土塊 長　3.81
幅　3.50
厚　1.29
重　8.30

覆土中 北東区埋
土中

32 菅玉 長　3.07　　
幅　0.83　
厚　0.79　
重　3.32

南部東
壁際
床上14cm

№1

86

87

87

87

87

87

87

87

87

88

88

88

88

88

87

87

1

2

3

1

○・○は（S=1/4）

0 5cm1：2

0 3cm2：3

0 20cm1：5

0 10cm1：3

0 10cm1：4

0 20cm1：6



第３節　12 区の遺構と遺物

－ 125 －

より新しい。北側は調査区外、西半北寄りは用水の引き込みのためのコンクリートで撹乱されている。　平

面形状・規模　東西 5.90 ｍ、南北の残存部は［2.2］ｍの隅丸方形か。面積は約 12.98 ㎡である。確認面か

らの深さは東壁 36cm、西壁 26 ㎝、南壁 29 ㎝である。壁は床面からほぼ垂直に立ち上がる。　方向　南北

の中軸線は北方向、Ｎ -11 ゜ - Ｅである。　覆土　９層に分層可能で、自然埋没である。火山灰が含まれる。

　柱穴　３本確認された。Ｐ１は長軸 32 ㎝、短軸不明、深さ 55 ㎝、Ｐ２は長軸 29 ㎝、短軸 28 ㎝、深さ

44 ㎝、Ｐ３は長軸 33 ㎝、短軸 21 ㎝、深さ 16 ㎝である。Ｐ３は入口ピットと推定される。　床面　南壁中

央付近が硬化している。Ｐ３の北側は床面より若干高くなっている。貼床は４層である。壁際を溝状に掘り

込むタイプと推定され、西壁と中央部は浅くなっている。　遺物の出土状況　Ｐ２付近に多く出土。武蔵型

甕の破片が床面直上で出土した。　出土遺物　１は蓋のつまみ。ボタン状である。２は土製支脚、３は編物

石と推定される。

12 区ＳＩ -9（第 90・91 図、第 36・45 表、図版二四 ･五七 ･ 六六）

　位置　調査区の北西、台地の平坦面上に立地し、128.0-15.0 グリッドに位置している。　重複関係　

SD-15 より古く、SK-19 より新しい。　平面形状・規模　東西 4.99 ｍ、南北 5.00 ｍの隅丸方形。面積は約

24.95 ㎡である。確認面からの深さは東壁 31cm、西壁 18cm、南壁 29 ㎝、北壁 25 ㎝である。壁は外傾し

て立ち上がる。　方向　南北の中軸線は北方向、Ｎ - ６゜ - Ｅである。　覆土　10 層に分層可能で、自然埋

没である。焼土や炭化物を含む。　カマド　暗灰褐色粘土で、中央やや東寄りに構築されている。カマド中

央には撹乱が入っており、ソデも一部壊されている。８〜 10 層は天井崩落土、14 層がソデである。　柱穴

　５本確認された。主柱穴は４本である。４本ともほぼ同じ堆積をしている。Ｐ１は長軸 56 ㎝、短軸 55 ㎝、

深さ 52 ㎝、Ｐ２a は長軸 45 ㎝、短軸 39 ㎝、深さ 58 ㎝、Ｐ２b は長軸約 63 ㎝、短軸 55 ㎝、深さ 20 ㎝、

Ｐ３は長軸 53 ㎝、短軸 50 ㎝、深さ 60 ㎝、Ｐ４は長軸 50 ㎝、短軸 47 ㎝、深さ 52 ㎝、Ｐ５は長軸 50 ㎝、

短軸 39 ㎝、深さ 20 ㎝である。Ｐ５は入口ピットと推定され、周囲はわずかに堤状に高くなる部分がある。

柱は抜き取られたと推測される。　床面　主柱穴の内側が硬化している。貼床は２層である。砂質土を含む

土である。　壁溝　断面は U 字状で、幅 9 〜 22cm、深さ 4 〜 8cm で西壁際のみ確認されている。　遺物

の出土状況　中央部に集中して出土している。４はカマド内からの出土である。　出土遺物　１は焼きの悪

い須恵器である。底部は糸切り後、周囲は手持ちヘラケズリをする。２は底部にヘラ記号「十」が刻書され、

口縁部内外面にはススの痕跡が見られる。７は漆仕上げが施されている。８は蓋、９は甕の胴部から底部に

かけて、外面は平行叩きである。銀雲母が胎土に含まれる。10 は武蔵型の甕である。胴部上半は横方向のヘ

ラケズリが施されている。11 は扁平な石である。

第 44 表　12 区ＳＩ - ８　出土遺物観察表

図版No

第43表12区SI-8遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記

1 須恵器　
蓋

つまみ径  3.4
端　-
高　［1.2］

外面　2.5YR5/1
黄橙
内面　7.5YR5/1
褐灰

砂質少量 良好 天井部　ナデ後ヘラケ
ズリ
ボタン状

胴部　ナデ　底部　ヨ
コナデ

つまみ部
完存

南東部東
床上33cm

№1 益子産
か

2 土製支脚 径　10.2
高　［5.2］

外面　10YR5/2
灰黄褐
内面　7.5YR5/2
灰褐

砂粒・礫多
量　黒色粒
子微量

良好 体～底部
35%残存

南東部北
床上3cm

№2全面　剥離・
被熱

3 編物石か 長　12.58
幅　4.54
厚　3.28
重　285.74

安山岩 良好 完存 南東部南
床面直上

№8

89

89

89

備考・産地
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第 90 図　12 区ＳＩ - ９　実測図
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12 区ＳＩ-９
１　明黒褐色土　ローム粒子少量　焼土
粒子・炭化物粒子微量　しまり非常にあ
り
２　暗褐色土　ローム粒子少量　焼土粒
子・炭化物粒子微量　しまり非常にあり
３　暗褐色土　ローム粒子・焼土粒子・
焼土ブロック少量　炭化物粒子微量　し
まり非常にあり
４　黒褐色土　ローム粒子少量　焼土粒
子・炭化物粒子若干　しまり非常にあり
５　褐色土　ローム粒子多量　しまりあ
り　
６　明褐色土　ローム粒子・焼土粒子・
焼土ブロック・粘土粒子少量　炭化物粒
子微量　しまり非常にあり
７　明褐色土　ローム粒子多量　ローム
ブロック微量　しまりややあり
８　暗黄褐色土　ローム粒子多量　ロー
ムブロック少量　しまりあり
９　黄褐色土　ローム粒子・ロームブロッ
ク多量　しまりややあり
10　褐色土　ローム粒子多量　しまり欠
ける　　
11　明黄褐色土　ローム粒子・ロームブ
ロック極多量　しまり非常にあり　
12　黄褐色土　ローム粒子・ロームブロッ
ク多量　しまり非常にあり
13　明黄褐色土　ロームブロック多量　
ローム粒子少量　しまり非常にあり（貼
床）
14　暗黄褐色土　ローム粒子多量　ロー
ムブロック少量　しまり非常にあり（貼
床）

SK-19

SD-15

SK-19

SD-15

P1

P2a

P5

P3

P4

P2b

P1

P2a

P5

P3

P4

P2b

1

１

2

3
34

5

5

6

7

8

9

12

10

10

11

4

3

346 5 1 531110 1 210

7
9

8
12

34
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12 区ＳＩ-９　カマド
１　暗褐色土　ローム粒子少量　焼土粒子・炭化物粒子
微量　しまり非常にあり
２　黒褐色土　ローム粒子少量　焼土粒子・炭化物粒子
若干　しまり非常にあり
３　暗褐色土　ローム粒子微量　しまり非常にあり
４　明黒褐色土　ローム粒子微量　焼土粒子若干　しま
りあり
５　明褐色土　ローム粒子少量　焼土粒子微量　しまり
あり
６　暗褐色土　焼土粒子少量　ローム粒子・灰褐色粘土

微量　しまりあり　
７　褐色土　焼土粒子・灰褐色粘土少量　ローム粒子
微量　しまりあり　
８　褐色土　ローム粒子・焼土粒子・灰褐色粘土少量
しまりあり（天井崩落土）
９　暗褐色土　ローム粒子・灰褐色粘土少量　焼土粒
子・焼土ブロック微量　しまりあり（天井崩落土）
10　暗灰褐色土　灰褐色粘土多量　焼土粒子少量　ロー
ム粒子微量　しまり非常にあり（天井崩落土）
11　褐色土　ローム粒子多量　しまりあり

12　褐色土　焼土粒子・焼土ブロック少量　ローム粒子・
灰褐色粘土微量　しまりあり（天井内面の崩落土）
13　明褐色土　焼土粒子少量　ローム粒子・灰褐色粘土
微量　しまりあり
14　暗灰褐色土　暗灰褐色粘土極多量　ローム粒子・焼
土粒子微量　しまり非常にあり（ソデ）
15　褐色土　ローム粒子多量　焼土粒子・暗灰褐色粘土
微量　しまり非常にあり
16　暗黄褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック少量
しまり非常にあり（貼床）

第 45 表　12 区ＳＩ - ９　出土遺物観察表

第 91 図　12 区ＳＩ - ９　出土遺物実測図

図版No

第44表12区SI-9遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記

1 須恵器
坏

口　（13.4）
底　6.8
高　4.6

外面　2.5YR5/4
にぶい赤褐
内面　2.5YR4/3
にぶい赤褐

砂粒多量　
赤色粒子
少量

やや
不良

ロクロナデ　
底部　回転糸切り後手
持ちヘラケズリ

口～底部
65%残存

中央部
床下1.5cm

№27・30

2 ロクロナデ須恵器
坏

口　（32.8）
底　8.0
高　7.0

外面　2.5Y5/1
黄灰
内面　5Y5/1
灰

良好 口～底部
50%残存

中央部北
床上4cm

№39・北
西部中央

ヘラ記
号「＋」
益子産

三毳産

益子産

益子産

益子産

益子産

益子産

新治産

ロクロナデ　
底部　回転ヘラ切り後
手持ちナデ

3 須恵器
坏

口　（14.8）
底　（8.8）
高　4.5

外面　5Y5/1  灰　　　　　　　　
内面　5GY5/1
オリーブ灰

砂粒多量　
礫少量

良好 口～底部
50%残存

北部　
床下1.5cm

№47・K4

ロクロナデ　
底部　ヘラ切り後手持
ちナデ

4 須恵器
坏

口　（15.9）
底　（9.8）
高　4.5

外面　5Y6/1  灰
内面　2.5Y5/1
黄灰

砂粒多量　
礫微量

良好 口～底部
50%残存

カマド際
床上
17.5cm

№K2・北
西埋土中・
北西区ベ
ルト埋土中

ロクロナデ　
底部　回転ヘラ切り後
手持ちヘラケズリ

ロクロナデ　
底部　回転ヘラ切り後
ナデ

5 須恵器
坏

口　（14.3）
底　（8.5）
高　3.4

外面　5Y5/1　灰
内面　10YR5/1
褐灰

砂粒少量　
礫微量

砂粒少量　
礫微量

良好

良好

良好

良好

良好

良好

口～底部
50%残存

中央部
床上1cm

№11・19・
南西埋土
中・北西埋
土中

6 須恵器
坏

口　（14.7）
底　（8.7）
高　3.9

口～底部
30%残存

北西部東
床上9cm

№20

口縁部　油
煙

口縁部内面　
スス付着

外面　10YR5/1
褐灰
内面　10YR5/1
褐灰

口縁～胴部外面　ヨコ
ナデ　口～底部内面　
ヨコナデ　底部　ヘラ
ケズリ

7 土師器
坏

口　（11.8）
底　（8.3）
高　3.2

口～底部
一部残存

南東部南
壁際
床上22cm

№13外面　10YR7/3
にぶい黄橙
内面　10YR6/3
にぶい黄橙

砂粒少量 口縁部外面
内面　漆仕
上げ

ロクロナデ　
底部　回転ヘラ切り

8 須恵器
蓋

端　18.7
天井　（7.8）
高　3.6

天井～端
部25%残
存

南東部南
床上12cm

№12外面　N4/0　灰
内面　N5/0　灰

砂粒少量　
礫微量

胴部　平行叩き　下半　
ヘラケズリ

9 須恵器
甕

高　［6.0］
厚　0.9

胴～底部
一部残存

南東部北
床上6cm

№24外面　10YR6/2　
灰黄褐
内面　5Y7/1　
灰白

砂粒・銀雲
母少量　礫
微量

口縁部　ヨコナデ　胴
部外面　ヘラケズリ　
胴部内面　ヘラナデ

10 土師器
甕

口　（20.3）
高　［13.5］

口～胴部
25%残存

中央部
床上2cm

№31・33外面　2.5YR5/4
にぶい赤褐
内面　5YR5/3
にぶい赤褐

砂粒少量　
黒色粒子・
赤色粒子微
量

11 磨石か 長　7.63
幅　7.31
厚　1.70
重　149.63

完存 南東部東
床上8cm

№15安山岩 磨滅する

12 鉄製品
鎌

長　16.15
幅　4.22
厚　0.53
重　68.01

ほぼ完存 南東部北
床上2cm

№26

砂粒多量　
礫少量

91

91

91

91

91

91

91

91

91

91

91

91

備考・産地

1
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0 3cm2：3

0 20cm1：5

0 10cm1：3

0 10cm1：4

0 10cm1：5

0 3cm1：1

0 20cm1：6

0 2m1：80

0 1m1：40

遺物 遺構

0 3cm1：2

1

○・○は（S=1/4）
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0 20cm1：5
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図版No

第44表12区SI-9遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記

1 須恵器
坏

口　（13.4）
底　6.8
高　4.6

外面　2.5YR5/4
にぶい赤褐
内面　2.5YR4/3
にぶい赤褐

砂粒多量　
赤色粒子
少量

やや
不良

ロクロナデ　
底部　回転糸切り後手
持ちヘラケズリ

口～底部
65%残存

中央部
床下1.5cm

№27・30

2 ロクロナデ須恵器
坏

口　（32.8）
底　8.0
高　7.0

外面　2.5Y5/1
黄灰
内面　5Y5/1
灰

良好 口～底部
50%残存

中央部北
床上4cm

№39・北
西部中央

ヘラ記
号「＋」
益子産

三毳産

益子産

益子産

益子産

益子産

益子産

新治産

ロクロナデ　
底部　回転ヘラ切り後
手持ちナデ

3 須恵器
坏

口　（14.8）
底　（8.8）
高　4.5

外面　5Y5/1  灰　　　　　　　　
内面　5GY5/1
オリーブ灰

砂粒多量　
礫少量

良好 口～底部
50%残存

北部　
床下1.5cm

№47・K4

ロクロナデ　
底部　ヘラ切り後手持
ちナデ

4 須恵器
坏

口　（15.9）
底　（9.8）
高　4.5

外面　5Y6/1  灰
内面　2.5Y5/1
黄灰

砂粒多量　
礫微量

良好 口～底部
50%残存

カマド際
床上
17.5cm

№K2・北
西埋土中・
北西区ベ
ルト埋土中

ロクロナデ　
底部　回転ヘラ切り後
手持ちヘラケズリ

ロクロナデ　
底部　回転ヘラ切り後
ナデ

5 須恵器
坏

口　（14.3）
底　（8.5）
高　3.4

外面　5Y5/1　灰
内面　10YR5/1
褐灰

砂粒少量　
礫微量

砂粒少量　
礫微量

良好

良好

良好

良好

良好

良好

口～底部
50%残存

中央部
床上1cm

№11・19・
南西埋土
中・北西埋
土中

6 須恵器
坏

口　（14.7）
底　（8.7）
高　3.9

口～底部
30%残存

北西部東
床上9cm

№20

口縁部　油
煙

口縁部内面　
スス付着

外面　10YR5/1
褐灰
内面　10YR5/1
褐灰

口縁～胴部外面　ヨコ
ナデ　口～底部内面　
ヨコナデ　底部　ヘラ
ケズリ

7 土師器
坏

口　（11.8）
底　（8.3）
高　3.2

口～底部
一部残存

南東部南
壁際
床上22cm

№13外面　10YR7/3
にぶい黄橙
内面　10YR6/3
にぶい黄橙

砂粒少量 口縁部外面
内面　漆仕
上げ

ロクロナデ　
底部　回転ヘラ切り

8 須恵器
蓋

端　18.7
天井　（7.8）
高　3.6

天井～端
部25%残
存

南東部南
床上12cm

№12外面　N4/0　灰
内面　N5/0　灰

砂粒少量　
礫微量

胴部　平行叩き　下半　
ヘラケズリ

9 須恵器
甕

高　［6.0］
厚　0.9

胴～底部
一部残存

南東部北
床上6cm

№24外面　10YR6/2　
灰黄褐
内面　5Y7/1　
灰白

砂粒・銀雲
母少量　礫
微量

口縁部　ヨコナデ　胴
部外面　ヘラケズリ　
胴部内面　ヘラナデ

10 土師器
甕

口　（20.3）
高　［13.5］

口～胴部
25%残存

中央部
床上2cm

№31・33外面　2.5YR5/4
にぶい赤褐
内面　5YR5/3
にぶい赤褐

砂粒少量　
黒色粒子・
赤色粒子微
量

11 磨石か 長　7.63
幅　7.31
厚　1.70
重　149.63

完存 南東部東
床上8cm

№15安山岩 磨滅する

12 鉄製品
鎌

長　16.15
幅　4.22
厚　0.53
重　68.01

ほぼ完存 南東部北
床上2cm

№26

砂粒多量　
礫少量
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91
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91

91

91

91

91
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91

91

備考・産地
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12 区ＳＩ-16 
１　暗褐色土　ローム粒子少量　炭化物粒子微量　焼土粒子若干　
しまりあり
２　暗褐色土　焼土粒子多量　ローム粒子・焼土ブロック少量　炭
化物粒子微量　しまりあり
３　褐色土　明褐色粘土粒子多量　焼土粒子少量　ローム粒子・焼
土ブロック微量　しまりあり
４　褐色土　明褐色粘土粒子・焼土粒子少量　ローム粒子微量　し
まりあり
５　明褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック・焼土粒子・炭化
物粒子微量　しまり非常にあり
６　褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック少量　焼土粒子・炭
化物粒子若干　しまり非常にあり　
７　暗褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック・焼土粒子微量　
しまりあり
８　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量　焼土粒子・炭化
物粒子微量　しまり非常にあり
９　明褐色土　明褐色粘土粒子極多量　ローム粒子・焼土粒子微量
しまりややあり
10　褐色土　焼土粒子多量　ローム粒子少量　炭化物粒子微量　ロー
ムブロック若干　しまり非常にあり
11　明褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック微量　しまり非常
にあり
12　橙黄褐色土　焼土粒子・焼土ブロック多量　ローム粒子・明褐
色粘土粒子微量　しまりややあり
13　暗褐色土　ローム粒子少量　焼土粒子微量　しまりややあり
14　暗黄褐色土　ロームブロック・焼土粒子少量　しまり非常にあ
り（貼床）
15　明褐色土　ローム粒子・焼土粒子少量　焼土ブロック・明褐色
粘土粒子微量　しまりあり（貼床）
16　暗黄褐色土　ロームブロック多量　しまり非常にあり（貼床）
17　明黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　しまり非常に
あり（貼床）

P1

1

1

2

3

2

2 1 3

第 92 図　12 区ＳＩ -16　実測図（1）

12 区ＳＩ -16（第 92・93 図、第 36・46 表、図版二四・二五）
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　位置　調査区の北西、台地の平坦面上に立地し、128.0-15.5 グリッドに位置している。　平面形状・規模

　東西 3.81 ｍ、南北 2.94 ｍの隅丸長方形。面積は約 11.2 ㎡である。確認面からの深さは東壁 50cm、西壁

48 ㎝、南壁 55 ㎝、北壁 49 ㎝である。壁は床面から外傾して立ち上がる。　方向　南北の中軸線は北方向、

Ｎ - ３゜ -W である。　覆土　8 層に分層可能で、床面付近で黒色土の薄い層が入る。１・２・10・11 層は

自然埋没、４・６〜８層は埋め戻しか。　カマド　北壁際中央に構築されている。地山を掘り残し、明褐色

粘土でソデを構築しているがほとんど粘土は残っていない。10 層は天井やソデの流出土、11 層は天井内面

の崩落土、13 層は埋め戻し、14 層は貼床である。　柱穴　１本確認された。Ｐ１は径 12 ㎝、深さ９㎝、土

層堆積状況観察時に確認された。入口ピットか。　床面　貼床は４層である。貼床は砂質ロームが主体であ

るため、極めて硬い。入口ピットからカマド周辺の部分が硬く締まっている。中央部が深く、南西部にも深

くなっている部分がある。他は貼床はわずかである。　壁溝　断面は U 字状で、幅 13 〜 27cm、深さ 2 〜

5cm で北壁際以外で確認されている。　遺物の出土状況　カマドから中央部付近に出土する。　出土遺物　

１は回転糸切り後、回転ヘラケズリされる。2 は紐積み痕が残る。金雲母が胎土に含まれる。３の砥石は凝灰

製である。4 は焼粘土塊である。

第 93 図　12 区ＳＩ -16　実測図（2）･出土遺物実測図
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12 区ＳＩ-16　カマド 
１　褐色土　ローム粒子微量　しまりあり
２　暗褐色土　ローム粒子少量　炭化物粒子微量　焼土粒子若干　
しまりあり
３　暗褐色土　焼土粒子多量　ローム粒子・焼土ブロック少量　炭
化物粒子微量　しまりあり
４　褐色土　明褐色粘土粒子多量　焼土粒子少量　ローム粒子・焼
土ブロック微量　しまりあり
５　褐色土　明褐色粘土粒子・焼土粒子少量　ローム粒子微量　し
まりあり
６　明褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック・焼土粒子・炭化
物粒子微量　しまり非常にあり
７　褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック少量　焼土粒子・炭
化物粒子若干　しまり非常にあり　
８　暗褐色土　明褐色粘土粒子・焼土粒子少量　ローム粒子微量　
しまりあり
９　褐色土　明褐色粘土粒子多量　焼土粒子少量　ローム粒子微量　
しまりあり
10　明褐色土　明褐色粘土粒子極多量　ローム粒子・焼土粒子微量　
しまりややあり
11　橙黄褐色土　焼土粒子・焼土ブロック多量　ローム粒子・明褐
色粘土粒子微量　しまりややあり（天井内面の崩落土）
12　暗褐色土　ローム粒子少量　焼土粒子微量　しまりややあり
13　暗黄褐色土　ロームブロック・焼土粒子少量　しまり非常にあ
り
14　明褐色土　ローム粒子・焼土粒子少量　焼土ブロック・明褐色
粘土粒子微量　しまりあり（貼床）
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12 区ＳＩ -17（第 94 図、第 36・47 表、図版二五）

　位置　調査区の北西、低地に臨む台地縁辺に立地し、128.0-15.5 グリッドに位置している。　平面形状・

規模　東西 2.62 ｍ、南北 2.87 ｍの隅丸長方形。面積は約 7.52 ㎡である。確認面からの深さは東壁６cm、

西壁 11 ㎝、南壁６㎝、北壁４㎝である。壁は床面からやや丸味を帯びて立ち上がる。　方向　南北の中軸線

は北方向、Ｎ - １゜ -W である。　覆土　３層に分層可能で、自然埋没か。焼土や炭化物が含まれている。焼

土は南東部を中心として東壁際に多い。　床面　若干の凹凸がある。やや締まっている程度で、硬化してい

る部分はない。貼床は４層である。　遺物の出土状況　中央部に多く出土。　出土遺物　１は甕の口縁部、

２は甕の胴部から底部である。
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12 区ＳＩ-17 
１　明黒褐色土　ローム粒子微量　焼土粒子若干　しまりあり
２　褐色土　ローム粒子少量　焼土粒子若干　しまりあり　
３　暗褐色土　焼土粒子少量　ローム粒子・焼土ブロック微量　しまりあり
４　褐色土　ローム粒子微量　炭化物粒子若干　しまりあり（貼床）
５　明褐色土　ローム粒子少量　炭化物粒子若干　しまりあり（貼床）
６　暗褐色土　ローム粒子少量　しまりあり（貼床）
７　明褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量　しまりあり（貼床）

1･2

1･2

第 94 図　12 区ＳＩ -17　実測図 ･出土遺物実測図

第 46 表　12 区ＳＩ -16　出土遺物観察表
図版No

第45表12区SI-16遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記

1 須恵器
坏

底　9.9 
高　［2.6］

外面　2.5Y6/2
灰黄
内面　5Y6/1  灰

砂粒多量　
黒色粒子少
量　礫微量

良好 ロクロナデ　
底部　回転糸切り後回
転ヘラケズリ

体～底部
75%残存

中央部
床上8cm

№K1・3 三毳産

2 口縁部　ヨコナデ　胴
部外面　ヘラケズリ　
胴部内面　ヘラナデ

土師器
鉢

口　（11.9）
高　［6.3］

外面　7.5YR5/2
灰褐
内面　7.5YR5/2
灰褐

良好 口～体部
25%残存

中央部
床上3cm

№4・K2

3 砥石 長　［3.46］
幅　4.19
厚　1.34
重　23.15

外面　7.5YR4/1
褐灰
内面　7.5YR4/1
褐灰

凝灰岩 一部残存 中央部
床上7.5cm

№5

4 焼粘土塊 長　4.49
幅　3.82
厚　1.69
重　17.11

外面　10YR6/3
内面　7.5YR5/3

完存 覆土中 北東

内外面　荒
れている

砂粒多量　
黒色粒子・
赤色粒子少
量　金雲母
微量

93

93

93

93

備考・産地

1　2　3　4　5　6　7　8　9　10

11　12　13　14　15　16　17　18　19　20

21　22　23　24　25　26　27　28　29　30

1　2　3　4　5　6　7　8　9　10

11　12　13　14　15　16　17　18　19　20

21　22　23　24　25　26　27　28　29　30

1

○・○は（S=1/4）

0 5cm1：2

0 3cm2：3

0 20cm1：5

0 10cm1：3

0 10cm1：4

0 20cm1：6
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２. 土坑　

ＳＫ -19 ～ 68（第 95 ～ 97 図、第 48・49 表、図版二五～二九 ･五七 ･ 六八）

　土坑は台地の平坦面上や低地に臨む台地縁辺に立地し、30 基が確認されている。

　SK-56 は覆土中に白色粒子と IP 粒子、 SK-52 は白色粒子と焼土粒子、SK-19・32 ・39・40・41・53・54・

55・57・59・64 は白色粒子のみ、SK-50 は焼土粒子のみ、SK-38・48 は焼土と炭化物、SK-36 は白色粒子

と炭化物、SK-37 は IP 粒子と炭化物を含む。古墳時代の土坑の可能性が高い。SK-19 は SI-9 より古く、壁

が抉り込まれている。底面は平坦ではなく、若干の凹凸がある。低い部分はローム質の土で貼っている。覆

土は上層の火山灰が入る層の他は埋め戻しの可能性が高い。掘りあげた土を埋め戻しに使用したと推測され

る。SK-31・32・37 は上層を埋め戻し、最下層は貼った土である。SK- 33・49・50 の覆土は緻密な黒色土

で、自然埋没である。SK-40 は最上層が埋め戻しである。SK-48 は焼土と炭化物が確認されている。SK-36・

第 48 表　12 区土坑　計測表

第 47 表　12 区ＳＩ -17　出土遺物観察表
図版No

第46表12区SI-17遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記

1 土師器
甕

口　（22.0）
高　［3.9］

外面　7.5YR6/3
にぶい褐
内面　10YR5/2
灰黄褐

砂粒・黒色
粒子少量

良好 口縁部　ヨコナデ　頸
部外面　ヘラケズリ後
ナデ　頸部内面　ナデ

口～頸部
一部残存

中央部
床上6cm

№1

2 胴・底部外面　ヘラケズ
リ　胴・底部内面　へラ
ナデ

土師器
甕

底　（7.4）
高　［15.1］

外面　10YR5/2
灰黄褐
内面　N4/0　灰

良好 胴～底部
35%残存

中央部
床上6cm

口縁部外面　
スス付着

胴～底部　
黒化

砂粒多量　
黒色粒子・
赤色粒子少
量

№1

94

94

備考・産地

遺構番号

第47表　12区土坑計測表

位置 主軸 平面形状 長軸（m） 短軸（m） 深さ（m） 遺物の出土 重複関係
Ｎ - 0゜
Ｎ - 0゜
Ｎ - 0゜
Ｎ - 0゜
Ｎ - 0゜
Ｎ - 0゜
Ｎ - 0゜
Ｎ - 0゜
Ｎ - 23 -゚Ｅ
Ｎ - 24 -゚Ｗ
Ｎ - 0゜
Ｎ - 5 -゚Ｅ
Ｎ - 0゜
Ｎ - 10 -゚Ｅ
Ｎ - 0゜
Ｎ - 4 -゚Ｗ
Ｎ - 0゜
Ｎ - 0゜
Ｎ - 6 -゚Ｅ
Ｎ - 32 -゚W
Ｎ - 0゜
Ｎ - 5 -゚Ｅ
Ｎ - 0゜
Ｎ - 0゜
Ｎ - 5 -゚Ｅ
Ｎ - 2 -゚Ｅ
Ｎ - 21 -゚Ｗ
Ｎ - 7 -゚W
Ｎ - 0゜
Ｎ - 0゜

SK-19
SK-31
SK-32
SK-33
SK-34
SK-36
SK-37
SK-38
SK-39
SK-40
SK-41
SK-43
SK-47
SK-48
SK-49
SK-50
SK-52
SK-53
SK-54
SK-55
SK-56
SK-57
SK-58
SK-59
SK-60
SK-62
SK-63
SK-64
SK-67
SK-68

SI-9より古。
なし。
なし。
なし。
なし。
なし。
なし。
SI-7より新。
なし。
なし。
なし。
なし。
なし。
なし。
SD-24より古。
なし。
なし。
なし。
SK-55より新。
SK-54より古。
なし。
なし。
なし。
なし。
なし。
なし。
なし。
なし。
なし。
なし。

2.28
1.23
1.10
1.24
0.87
1.67
1.45
［0.98］
1.06
1.25
0.95
1.11
0.91
0.67
1.32
1.00
1.05
1.08
0.75 
［0.92］
0.98
0.75
0.75
0.82
0.99
1.40
0.67
0.89
0.88
0.88

0.62
0.39
0.38
0.16
0.13
0.30
0.35
0.14
0.18
0.31
0.18
0.11
0.20
0.12
0.32
0.24
0.14
0.13
0.17
0.16
0.07
0.08
0.06
0.19
0.15
0.10
0.05
0.11
0.04
0.08

2.40
1.25
1.11
1.27
0.94
1.73
1.54
［1.40］
1.37
1.35
1.03
1.15
0.99
1.04
1.41
1.16
1.16
1.17
0.94
［1.13］
1.00
0.89
0.76
0.84
1.11
1.42
0.88
0.90
0.91
1.00

円形
円形
円形
円形
円形
円形
円形
円形

隅丸方形
不整形
円形
円形
円形
楕円形
円形

隅丸方形
円形
円形
不整形
不整形
円形

隅丸方形
円形
円形
楕円形
隅丸方形
隅丸長方形
隅丸方形
円形
円形

有
有
無
無
有
有
有
無
無
有
有
無
有
無
有
有
無
有
無
無
無
無
不明
有
有
有
無
有
無
無

128.0-15.0
127.5-16.0
127.5-16.0
128.0-17.0
128.0-17.0
127.5-15.0
127.5-15.5
128.0-15.0
127.0-17.5
127.0-17.5
127.0-17.5
124.5-17.0
124.0-16.0
124.5-16.0
125.5-17.5
126.0-17.0
127.5-17.5
127.5-17.5
127.5-17.5
127.5-17.5
127.5-17.5
127.5-17.5
127.5-17.5
128.0-17.5
126.0-16.5
126.0-16.5
127.5-17.5
128.0-18.0
127.5-17.0
125.5-17.0
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1

1 12

26 1

1
3

4
2

2

3 2

13 1012

2 4
12

13

9

11

11

5

5

6

6

8

8
8

7

7
7

SI
-9

1 2
3

1

1 1 2
21

5

2 3 3
4

1 2
SI-7 1

1 1
1

2

3

2

Ａ’Ａ

Ａ’Ａ

Ａ’Ａ

Ａ’Ａ

Ａ’Ａ Ａ’Ａ

Ａ’ＡＡ’Ａ

Ｂ
’

Ｂ

Ｂ
’

Ｂ

Ａ’Ａ

Ａ’Ａ

Ａ’Ａ

Ａ’Ａ

Ａ’Ａ

Ａ’Ａ

Ａ’Ａ

Ａ’Ａ

Ａ’Ａ

Ａ’Ａ

Ａ’Ａ

Ａ’Ａ

Ａ’Ａ

Ａ’Ａ

Ａ’Ａ

Ａ’Ａ

L=88.100m
0 2m1：8012 区ＳＫ-19

１　黒褐色土　灰白色土（FAか）少量　ローム粒子微
量　しまり非常にあり　
２　灰褐色土　灰白色土（FAか）多量　ローム粒子微
量（ブロック状に入る）　しまり非常にあり
３　明黒褐色土　ローム粒子・灰白色土（FAか）少量　
しまり非常にあり
４　暗褐色土　ローム粒子少量　しまりあり
５　明褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　しま
り非常にあり
６　明黒褐色土　ローム粒子微量　しまり非常にあり
７　褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量　しまり
非常にあり
８　暗黄褐色土　ロームブロック多量　ローム粒子少量
しまりややあり
９　褐色土　ローム粒子少量　しまりあり
10　黒褐色土　ローム粒子若干　しまりあり
11　明黒褐色土　ローム粒子微量　しまり非常にあり
12　褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック少量　し
まり非常にあり
13　黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　しま
り非常にあり

12区ＳＫ-31
１　暗褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック少量　
しまりあり
２　黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　しま
り非常にあり

12区ＳＫ-32
１　暗黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　し
まりあり
２　明黒褐色土　ローム粒子・ロームブロック・白色粒
子（火山灰か）微量　しまりあり
３　黒褐色土　ロームブロック少量　ローム粒子微量　
しまり非常にあり
４　黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　しま
り非常にあり

12区ＳＫ-33 
１　暗褐色土　ローム粒子微量　非常に硬い　粘性あ
り
２　褐色土　ローム粒子少量　硬い　粘性あり

12区ＳＫ-34 
１　褐色土　ローム粒子若干　硬い　粘性あり
２　暗褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック微量
やや硬い　粘性あり

12区ＳＫ-36
１　褐色土　ローム粒子・ロームブロック・炭化物少量
しまりややあり　粘性ややあり
２　明黒褐色土　ローム粒子普通　ロームブロック少
量　白色粒子・炭化物微量　しまりやや欠ける　粘性
あり
３　明褐色土　ローム粒子普通　ロームブロック少量
白色粒子・炭化物微量　しまりややあり　粘性ややあ
り

12区ＳＫ-37
１　明褐色土　ローム粒子普通　ロームブロック少量
炭化物・IP 粒子微量　しまりややあり　粘性ややあり
２　褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック・炭化
物・IP 粒子微量　しまりあり　粘性ややあり
３　暗黄褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック普通
炭化物・IP 粒子微量　しまりあり　粘性ややあり
４　褐色土　ローム粒子普通　ロームブロック少量　
炭化物・IP 粒子微量　しまりややあり　粘性あり
５　黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック普通　し
まりあり　粘性あり

12区ＳＫ-38
１　暗褐色土　ローム粒子微量　炭化物粒子若干　し
まり非常にあり
２　明黒褐色土　ローム粒子微量　ロームブロック・
焼土粒子・炭化物粒子若干　しまり非常にあり

12区ＳＫ-39
１　暗褐色土　ローム粒子少量　白色粒子微量　硬い　
粘性あり　

12区ＳＫ-40
１　黒褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック少量　
白色粒子微量　非常に硬い　粘性あり
２　暗黒褐色土　ローム粒子・白色粒子少量　ロームブ
ロック微量　非常に硬い　粘性あり
３　明褐色土　ローム粒子微量　硬い　粘性あり

12区ＳＫ-41
１　暗褐色土　ローム粒子・白色粒子微量　非常に硬い
粘性あり
２　黒褐色土　ローム粒子少量　白色粒子微量　硬い　
粘性あり

12区ＳＫ-43 
１　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量　しま
りあり

SI-9

SI-7

12 区 SK-19 12 区 SK-3312 区 SK-31 12 区 SK-32

12 区 SK-34

12 区
SK-36

12 区
SK-37

12 区 SK-38
12 区 SK-39

12 区 SK-4312 区 SK-4112 区
SK-40

3

1
8

6

7

8

3 1

7 6

第 95 図　12 区ＳＫ -19・31 ～ 34・36 ～ 41・43　実測図

43・47・53・54・55・60・62 は埋め戻しの可能性が高い。SK-59 は 1 層が自然埋没、2 層は埋め戻しの可

能性が高い。SK-19 では土師器 ･ 須恵器と礫、鉄器片が出土している。SK-31・37・39・41・47・49・53・

59・60・62 からは土師器片、SK-34・36・50・64 からは土師器 ･ 須恵器片、SK-40 では土師器片のほか、
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Ａ’Ａ
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Ａ’Ａ

Ａ’Ａ

Ａ’Ａ

Ａ’Ａ

Ａ’Ａ

Ａ’Ａ

Ａ’Ａ

Ａ’Ａ
L=88.100m
0 2m1：80

12 区ＳＫ-47
１　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量　しま
り欠ける　粘性あり
２　黒褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　しま
りやや欠ける　粘性あり

12区ＳＫ-48
１　暗褐色土　ローム粒子・焼土粒子微量　しまりあり
粘性あり
２　黒褐色土　ロームブロック・炭化物ブロック少量　
しまりやや欠ける　粘性あり

12区ＳＫ-49
１　黒褐色土　ローム粒子微量　しまり非常にあり
２　暗黒褐色土　ローム粒子・礫微量　しまり非常にあ
り

12区ＳＫ-50 
１　黒褐色土　ローム粒子微量　しまりあり　粘性あり
２　黒色土　ローム粒子少量　ロームブロック・焼土粒子
若干　しまりあり　粘性あり

12区ＳＫ-52
１　黒褐色土　ローム粒子微量　白色粒子・焼土粒子若
干　硬い　粘性あり
２　暗黒褐色土　ロームブロック多量　ローム粒子微量
やや硬い　粘性あり

12区ＳＫ-53 
１　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック・白色粒子
微量　硬い　粘性あり

12区ＳＫ-54・55
１　明褐色土　ローム粒子少量　白色粒子若干　非常に
硬い　粘性あり　
２　明褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック微量　
非常に硬い　粘性あり
３　暗黄褐色土　ロームブロック多量　非常に硬い　粘
性あり
４　明褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック微量　
非常に硬い　粘性あり

12区ＳＫ-56
１　暗褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック・白色
粒子・IP 粒子微量　硬い　粘性あり

12区ＳＫ-57 
１　暗褐色土　ローム粒子少量　白色粒子微量　非常に
硬い　粘性あり

12区ＳＫ-58
１　暗褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック微量　
非常に硬い　粘性あり

12区ＳＫ-59
１　暗黒褐色土　白色粒子微量　ローム粒子若干　硬い
粘性あり
２　暗黄褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック普通
やや硬い　粘性あり

12区ＳＫ-60 
１　明黒褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック少量
しまりあり
２　黒褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック微量　
しまりあり

12区ＳＫ-62
１　暗褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック微量　
しまりあり

12区ＳＫ-63 
１　褐色土　ローム粒子多量　硬い　粘性あり

12区ＳＫ-64 
１　暗褐色土　ローム粒子普通　ロームブロック・白色
粒子微量　非常に硬い　粘性あり

12区ＳＫ-67 
１　黒褐色土　ローム粒子微量　やや硬い　粘性あり

12区ＳＫ-68
１　明黒褐色土　ローム粒子微量　しまりあり
２　黒褐色土　ローム粒子微量　ロームブロック若干　
しまりあり

SD-2412 区 SK-47 12 区 SK-48

12 区 SK-53

12 区 SK-5212 区 SK-5012 区
SK-49

SK-54 SK-55

12 区 SK-54・55
12 区 SK-5812 区 SK-5712 区 SK-56

12 区 SK-59 12 区 SK-60 12 区 SK-62 12 区 SK-63 12 区 SK-64

12 区 SK-67 12 区 SK-68

第 96 図　12 区ＳＫ -47 ～ 50・52 ～ 60・62 ～ 64・67・68　実測図
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第 97 図　12 区土坑　出土遺物実測図

第 49 表　12 区土坑　出土遺物観察表

羽口も出土した。SK-64 からは土師器 ･ 須恵器片のほか、焼粘土塊が出土している。

図版No

第48表12区SK遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記

1 土師器
坏

口　（12.8）
高　［3.1］

外面　5YR5/3
にぶい赤褐
内面　5YR5/4
にぶい赤褐

砂粒少量　
黒色粒子・
赤色粒子微
量

良好 口縁部外面　ナデ後ミ
ガキ　胴部外面　ヘラ
ケズリ後ミガキ　内面　
ミガキ

口～体部
一部残存

北西部南
床面直上

SK-19№
17

内外面　漆
仕上げか

口縁部外面　
スス

2 土師器
甕

口　（18.5）
高　［4.1］

外面　5YR3/1
黒褐
内面　5YR5/4
にぶい赤褐

砂粒・黒色
粒子少量　
白色粒子・
赤色粒子
微量

良好 口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴部外面　ナデか　
胴部内面　ナデ

口縁部一
部残存

覆土中 SK-19北
西埋土中・
北東埋土
中

3 不明
石

長　［9.04］
幅　11.69
厚　3.17
重　565.53

流紋岩 一部残存 北西部南
床上1cm

SK-19№
16

被熱 偏平

口～底部外
面　スス　
底部内面　
剥離　荒れ
ている

4 土師器
埦

口　（13.6）
高　6.8

外面　2.5YR6/6
橙
内面　2.5YR6/6
橙

砂粒多量　
白色粒子・
赤色粒子
少量

良好 口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴部外面　ヘラナ
デか　底部外面　ヘラ
ケズリ　胴部内面　ナ
デ後ミガキ　底部内面　
不明

口～底部
65%残存

覆土中 SK-38埋
土中

5 土師器
甕

口　（14.6）
高　［8.6］

外面　7.5YR6/3
にぶい褐
内面　10YR5/2
灰黄褐

砂粒多量　
黒色粒子・
石英少量　
赤色粒子
微量

良好 口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴部内外面　ナデ

口～胴部
35%残存

覆土中 SK-38埋
土中

胴部外面　
スス　口縁
部内外面　
黒化

6 羽口 径　（5.8）
厚　2.0
孔　（2.1）
重　32.63

土製 一部残存 南部中央
床上23cm

SK-40№
7

7 羽口 径　（4.8）
厚　1.4
孔　（1.8）
重　29.26

土製 一部残存 北部中央
床上22cm

SK-40№
3

8 椀形鍛冶
滓　

長　［4.83］
幅　［3.17］
厚　1.76
重　44.01

一部残存 南東部
中央
床上62cm

SK-19№
1

側縁全面が破面の椀形鍛冶滓。下面は気孔が密で、上面は平滑、破面は５面。滓
の地色は暗青灰褐色、緻密で重量感あり。

97

97

97

97

備考・産地

97

97

97

97

8

75

3

2

1

4
6

0 3cm2：3

0 20cm1：5

0 10cm1：3

0 10cm1：4

0 10cm1：5

0 3cm1：1

0 20cm1：6

0 2m1：80

0 1m1：40

遺物 遺構

0 3cm1：2

1

○・○は（S=1/4）

0 5cm1：2

0 3cm2：3

0 20cm1：5

0 10cm1：3

0 10cm1：4

0 20cm1：6

SK-19

SK-19

SK-38 SK-40
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３. 溝

ＳＤ -21（第 98 図、第 50・51 表、図版二九）　

　位置　調査区の南、台地の平坦面上に立地し、125.5-17.5 〜 124.5-16.0 グリッドに位置する。　重複関係

　SD-22 より古い。　平面形状・規模　確認された全長 43.7 ｍ、最大幅 0.93 ｍ、最小幅 0.32 ｍである。断

面は逆台形で、北側の壁は急角度、内側は緩やかな傾斜で立ち上がる。確認面からの深さは 0.04 〜 0.26 ｍ

である。L 字状にのびる。　主軸　北東方向、Ｎ -30 ゜ - Ｅである。　覆土　５層に分層され、ほとんどが自

然埋没である。　底面　凹凸が著しい。　遺物の出土状況　覆土中から出土している。　その他　SE-23 の手

前で途切れる。同時期か。　出土遺物　１は須恵器の蓋である。

ＳＤ -22（第 99 図、第 50 表、図版二九 ･三〇）　

　位置　調査区の南、台地の平坦面上に立地し、124.5-17.5 グリッドに位置する。　重複関係　SD-21・24

より新しい。SD-51 より新しいか。　平面形状・規模　確認された全長約 53.8 ｍ、最大幅 1.96 ｍ、最小幅 0.36

ｍである。断面は V 字形で、確認面からの深さは 0.08 〜 0.35 ｍである。南北にのび、南部で屈曲する。　

主軸　北方向、Ｎ - ０゜である。　覆土　３層に分層され、自然埋没である。覆土は 2 時期あり、砂が多く

含まれる。流水の痕跡か。　底面　溝と平行する細いスジが認められる。　その他　南端は調査区外へと続

くが、低地の覆土と一体となっており、土層からも溝の形がはっきりしない。北側は低地が入るため途切れ

るが、再度確認できる。SD-14・15 などと近い時期のものと推測される。

　

ＳＤ -24（第 99・100 図、第 50・52 表、図版三〇）　

　位置　調査区の南、台地上、124.0-15.0グリッドに位置する。　重複関係　13区SI-７・９、SK-49より新しく、

SD-22 より古い。Ｐ - ４との新旧関係は不明である。SD-22 との交点付近に新しい道路による撹乱が入る。　

平面形状・規模　確認された全長約 212 ｍ、最大幅 1.08 ｍ、最小幅 0.40 ｍである。断面は逆台形で、確認

面からの深さは 0.08 〜 0.15 ｍである。東西に長い L 字状である。　主軸　北方向、Ｎ - ３゜ - Ｅである。　

覆土　２層に分層可能で、自然埋没か。　底面　少し凹凸がある。　その他　12 区と 13 区にまたがる。　

遺物の出土状況　13 区では礫の出土が多い。　出土遺物　１の坏はヘラミガキが施される。２は須恵器の甕

の底部付近。

第 51 表　12 区ＳＤ -21　出土遺物観察表

第 50 表　12 区溝　計測表

Ｎ-  30 -゚Ｅ

Ｎ- 0゜

Ｎ-    3 -゚Ｅ

Ｎ-  90 -゚W
Ｎ-  15 -゚Ｅ
Ｎ-  10 -゚Ｅ

遺構番号

第49表　12区溝計測表

位置 主軸 平面形状 東西（m） 南北（m） 最大幅（m） 遺物の出土 備考重複関係
SD-21

SD-22

SD-24

SD-51
SD-69
SD-70

124.5-16.0

124.5-17.5

124.0-15.0

125.5-17.0
128.0-18.5
128.0-19.0

Lの字状

Lの字状か

Lの字状

直線状
直線状
直線状

SD-22より古。
SD-21・24より新。SD-51より
新か。
SD-22より古。SK-49・13区SI-
7・13区SI-9・より新。
SD-22より古か。
なし。
なし。

-

［53.80］

-

13.10
13.43
13.10

0.93

1.96

1.08

0.42
0.80
0.45

0.32

0.36

0.40

0.07
0.52
0.20

最小幅（m） 深さ（m）
0.26

0.35

0.15

0.21
0.11
0.06

   43.70

-

212.00

-
-
-

有

無

有

無
無
無

Ｅ区埋土
中

図版No

第50表12区SD-21遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記

1 須恵器
蓋

端　（13.9）
高　［1.4］

外面　7.5YR5/1
褐灰
内面　N4/0　灰

砂粒少量 良好 ロクロナデ 端～体部
一部残存

覆土中 不明98

備考・産地
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第 98 図　12 区ＳＤ -21　実測図

23

53

3 4

3

1 2

2

2

Ａ’Ａ Ａ’Ａ

Ｂ’Ｂ

Ｂ’
Ｂ

Ｃ’Ｃ

Ｄ’Ｄ

Ｄ
’

Ｄ

Ｃ
’

Ｃ

L=87.800m
0 3.75m1：150

L=87.800m
0 1.67m1：60

12 区ＳＤ-21
Ⅰ　黒褐色土　耕作土 
Ⅱ　明黒褐色土　耕作土　
Ⅲ　暗褐色土　

１　暗褐色土　ローム粒子若干　しまりあり
２　黒褐色土　ローム粒子微量　しまりややあり
３　明褐色土　ローム粒子普通　焼土粒子・炭化物若干　しまりあり
４　暗褐色土　ローム粒子若干　しまりややあり　
５　暗黄褐色土　ローム粒子普通　黒色粒子少量　しまりあり

SD-22

調査区外

11

○・○は（S=1/4）

0 5cm1：2

0 3cm2：3

0 20cm1：5

0 10cm1：3

0 10cm1：4

0 20cm1：6
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第 99 図　12 区ＳＤ -22・24・51　実測図

Ａ’Ａ Ａ’Ａ

Ｂ’Ｂ

Ｃ’Ｃ

Ｄ’Ｄ

Ａ’Ａ

Ａ’Ａ

Ａ
’

Ａ

Ｂ’Ｂ

Ｂ
’

Ｂ

Ｂ’Ｂ

Ｂ’Ｂ

Ｃ’Ｃ

Ｃ’Ｃ

Ｄ’Ｄ

Ｄ’Ｄ

Ｅ’Ｅ

Ｆ’Ｆ

Ｇ’Ｇ

Ａ
’

Ａ

Ｂ
’

Ｂ

Ｃ
’

Ｃ

Ｄ
’

Ｄ

Ｅ’Ｅ

Ｆ’Ｆ

Ｇ’Ｇ

Ｅ’Ｅ

Ｅ’Ｅ

Ｆ’Ｆ

Ｆ
’

Ｆ

2

1

1

2

2 3

3

1

1

1

1

2

2 3
1 2

SD-51

10

2

3

3

SD-24

SD-21SD-21

SD-24

2

2

2

31

1

1

撹乱

撹乱

1

1

2

2

L=87.800m
0 2m1：80

L=87.800m
0 10m1：400

87.700m

87.700m

87.700m

12 区ＳＤ-22
Ⅰ　表土　耕作土　
Ⅱ　暗褐色土　谷の埋土
Ⅲ　黒色土

１　明黒褐色土　砂極多量　ローム粒子微量　しまり
非常にあり
２　黒褐色土　砂極多量　ローム粒子微量　しまり非
常にあり　
３　暗黒褐色土　砂多量　ローム粒子若干　しまり非
常にあり　

12区ＳＤ-24
１　暗褐色土　ローム粒子微量　しまりややあり
２　黄褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック少量
しまりあり　

12区ＳＤ-51 
１　黒褐色土　ローム粒子若干　しまりあり
２　暗黒褐色土　ローム粒子・砂微量　しまり非常に
あり

撹乱

13区
SI-9

SD-21

SK-43

SK-68 SK-49

13区
SI-7

SK-59

P-1

P-4

P-12

P-3

12 区ＳＤ-22

SD-22

SD-22

12 区ＳＤ-24

SD-24

12 区ＳＤ-51

SD-51

調査区外

調
査
区
外

調
査
区
外

調査区外

13区 12 区

2

1
6

8

3

3

8

2 16
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ＳＤ -51（第 99 図、第 50 表、図版三〇）　

　位置　調査区の南、台地上、125.5-17.0 グリッドに位置する。　重複関係　SD-22 より古いか。　平面形状・

規模　確認された全長約 13.1 ｍ、最大幅 0.42 ｍ、最小幅 0.07 ｍである。断面は V 字形で、確認面からの深

さは 0.09 〜 0.21 ｍである。東西に長い直線状である。　主軸　西方向、Ｎ -90 ゜ - Ｗである。　覆土　２

第 100 図　12 区Ｓ D-24　出土遺物実測図

第 52 表　12 区ＳＤ -24　出土遺物観察表

不明

№26

図版No

第51表12区SD-24遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記

1 土師器
坏

底　（12.1）
高　［2.3］

外面　5YR5/6
明赤褐
内面　5YR5/6
明赤褐

砂粒・赤色
粒子少量

良好 胴～底部　ヘラミガキ 底部50%
残存

北西部西
床上17cm

2 内外面　ナデ　底部付
近　手持ちヘラケズリ

須恵器
甕

底　（12.0）
高　［5.3］

外面　5Y4/1  灰
内面　10YR5/1
褐灰

底部内外面　
剥離　荒れ
ている

良好 底部 南西部西
床上8cm

№34

底部外面　ヘラケズリ
か　底部内面　ヘラナ
デか

3 土師器
甕

底　（11.0）
高　［2.4］

外面　10YR5/3
にぶい黄褐
内面　10YR6/3
にぶい黄橙

砂粒多量　
赤色粒子
微量

砂粒・礫多
量　白色
粒子少量

良好 底部50%
残存

南西部西
床上21cm

№41

凸面　ナデ　凹面　布
目　側面　ナデ

4 女瓦 厚　1.83
重　14.75

外面　7.5YR5/3
内面　10YR5/2

砂粒少量 不良 一部残存 覆土中 5区

Ｇ区5 不明 厚　1.2 外面　7.5YR5/4
にぶい褐
内面　7.5YR5/4
にぶい褐

赤色粒子
少量

良好 胴部外面　沈線　胴部
内面　ナデか

胴部一部
残存

覆土中

6 砥石か 長　12.82
幅　8.43
厚　7.42
重　1145.97

完存 北西部西
床上20cm

№20

7 石皿か 長　［17.0］
幅　［9.88］
厚　［4.85］
重　620

安山岩質
溶岩

安山岩

一部残存 覆土中 Ｇ区

8 編物石か 長　12.90
幅　6.80
厚　3.83
重　551.0

流紋岩 完存 北西部西
床上17cm

№6被熱

100

100

100

100

100

100

100

100

備考・産地

8

4

3

2

1

5

6
7

1

○・○は（S=1/4）

0 5cm1：2

0 3cm2：3

0 20cm1：5

0 10cm1：3

0 10cm1：4

0 20cm1：6
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層に分層可能で、自然埋没か。砂は含まれず、緻密な黒色土である。　底面　溝と平行する細いスジが確認

された。　その他　SD-22 に合流して止まっているため、SD-22 と関連するものと考えられる。同時埋没の

可能性も推定される。

ＳＤ -69（第 101 図、第 50 表、図版三〇）　

　位置　調査区の北東、台地上、128.0-18.5 〜 128.0-19.0 グリッドに位置する。　平面形状・規模　確認さ

れた全長 13.43 ｍ、最大幅 0.80 ｍ、最小幅 0.52 ｍである。断面は逆台形で、確認面からの深さは 0.02 〜

0.11 ｍである。南北に長い直線状である。　主軸　北方向、Ｎ -15 ゜ - Ｅである。　覆土　２層に分層可能で、

第 101 図　12 区ＳＤ -69・70　実測図

2

2

2

1

1

Ａ’Ａ

Ａ’Ａ

Ｂ’Ｂ

Ｂ’

Ｂ

Ｃ’Ｃ

Ｃ’Ｃ

L=87.900m
0 2m1：80

12 区ＳＤ-69　
Ⅰ　黒褐色土
Ⅱ　明褐色土

１　暗褐色土　ローム粒子・白色粒
子少量　硬い　粘性あり
２　暗黄褐色土　ローム粒子多量　
白色粒子微量　硬い　粘性あり

12区ＳＤ-70
１　褐色土　白色粒子少量　ローム
粒子微量　硬い　粘性あり
２　暗褐色土　ローム粒子・白色粒
子微量　硬い　粘性ややあり

調査区外 調査区外

12 区ＳＤ-69 12 区ＳＤ-70
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自然埋没か。白色粒子が含まれる。　底面　ほぼ平らだが、若干の凹凸の見られる部分もある。　その他　

SD-70 と類似し、平行するため、関連するものと推測される。道路跡の可能性が推測される。

ＳＤ -70（第 101 図、第 50 表、図版三〇）　

　位置　調査区の北東、台地上、128.0-19.0 グリッドに位置する。　平面形状・規模　確認された全長 13.1 ｍ、

最大幅 0.45 ｍ、最小幅 0.20 ｍである。断面は逆台形で、確認面からの深さは 0.01 〜 0.06 ｍである。南北

に長い直線状である。　主軸　北方向、Ｎ -10 ゜ - Ｅである。　覆土　２層に分層可能で、自然埋没か。白

色粒子が含まれる。　底面　ほぼ平らだが、若干の凹凸の見られる部分もある。　その他　SD-69 と類似し、

平行するため、関連するものと推定される。道路跡の可能性が推測される。
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第 102 図　13 区全体図
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SI-10

SI-17

SI-22

SI-12

SI-21
SI-11

SI-7
SI-8

12 区 SD-24
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13 区ＳＩ-1
１　明黒褐色土　ローム粒子・炭化物粒子微量　焼土粒
子若干　しまりややあり
２　黒褐色土　ローム粒子・炭化物粒子微量　焼土粒子
若干　しまりややあり
３　褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック微量　焼
土粒子・炭化物粒子若干　しまりややあり　
４　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量　炭化
物粒子若干　しまりややあり
５　褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック微量　し
まりややあり
６　明黒褐色土　ローム粒子少量　焼土粒子・炭化物粒

子若干　しまりややあり　
７　黒褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量　しま
りあり　粘性ややあり（貼床）　　
８　黄褐色土　ローム主体　黒褐色土少量　しまりあり
粘性ややあり（貼床）

13区ＳＩ-1　カマド 　
１　褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量　ローム
ブロック・焼土粒子微量　しまりややあり
２　暗褐色土　焼土粒子・焼土ブロック普通　ローム粒
子少量　SP粒子微量　しまりややあり　

３　暗黄褐色土　ローム粒子多量　焼土粒子微量　しま
りやや欠ける
４　黄褐色土　ローム主体　黒色土少量　しまりややあ
り
５　暗褐色土　焼土ブロック多量　焼土粒子普通　しま
りややあり
６　黒褐色土　ローム粒子・ロームブロック微量　しま
りやや欠ける　粘性ややあり
７　黒褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量　しま
りあり　粘性ややあり（貼床）　　
８　黄褐色土　ローム主体　黒褐色土少量　しまりあり
粘性ややあり（貼床）

SD-61 6

8 8 78

4

5
4

撹
乱

撹乱 3

5
5

1
2

1 1

2 53

4

48 8
86 6 7

1 12

1
2

3

8

7

8

5

L=87.700m
0 2m1：80

L=87.700m
0 1m1：40

Ａ’Ａ

Ａ’Ａ

Ｃ’Ｃ

Ｄ
’

Ｄ

Ｄ
’

Ｄ

Ｄ
’

Ｄ

Ｂ
’

Ｂ

Ｂ
’

Ｂ

Ｃ’Ｃ

Ｃ’Ｃ

Ｅ’Ｅ

Ｅ’

Ｅ

Ａ’Ａ

Ｃ’Ｃ

Ｄ
’

Ｄ

Ｂ
’

Ｂ

Ｅ’

Ｅ

SD-61 SD-61

P1
P2

P3 P4

P5

P1
P2

P3 P4

P5

3 1 2

3

1

2

P1 P2

第 103 図　13 区ＳＩ - １　実測図

第４節　13 区の遺構と遺物

　本区では竪穴建物跡 18 棟、掘立柱建物跡３棟、ピット 39 基、土坑 27 基、井戸 1 本、溝１条が確認された。

１. 竪穴建物跡

遺構番号

第53表　13区住居跡計測表

位置 主軸 平面形状 東西（m） 南北（m） 深さ（m） ピット 炉 カマド 貯蔵穴 壁溝 間仕切溝 重複関係
Ｎ-  16 -゚Ｅ

Ｎ-  25 -゚Ｅ

Ｎ-  15 -゚Ｗ
Ｎ-     7 -゚Ｅ
Ｎ-     7 -゚Ｅ
Ｎ- 0゜
Ｎ- 0゜

Ｎ-  22 -゚Ｅ
Ｎ-  10 -゚Ｗ
Ｎ-  26 -゚Ｗ
Ｎ-     4 -゚Ｅ
Ｎ-  65 -゚Ｅ
Ｎ- 0゜

Ｎ-  28 -゚Ｅ
Ｎ-  45 -゚Ｅ
Ｎ-  16 -゚Ｅ
Ｎ-  0゜
Ｎ-  20 -゚Ｗ

SI-1

SI-2

SI-3
SI-4
SI-6
SI-7
SI-8
SI-9
SI-10
SI-11
SI-12
SI-13
SI-14
SI-16
SI-17
SI-21
SI-22
SI-26

SD-61より古。
SD-61より古。P-37・38
とは不明。
SK-58より古。
なし。
なし。
12区SD-24より古。
SB-45より古。
12区SD-24より古。
なし。
撹乱。
SI-21より新。
なし。
17区SD-39より古。
なし。
SI-22・SK-53･54より古。
SI-12より古。撹乱。
SI-17より新。
なし。

0.24

0.48

0.17
0.50
0.35
0.16
0.32
0.40
0.22
0.25
0.27
0.24
0.23
0.09
0.06
0.24
0.20
0.11

3.42

［1.70］

2.64
［2.10］
6.20
3.20
7.72
5.32
5.95
5.96
4.34
4.55
6.25
3.30
2.75
5.10
4.52
2.46

4.40

3.42

2.70
3.80
6.23
3.08
7.97
5.08
5.62
5.83
3.93
4.80
5.96
3.95
2.50
4.86
4.45
3.47

長方形

（方形）

方形
（方形）
方形
方形
方形
方形
方形
方形
長方形
方形
方形
長方形
方形
方形
方形
長方形

5

無

無
3
5
無
4
5
8
12
5
5
8
2
無
3
7
2

無

無

無
無
無
無
有
無
3
無
無
無
無
有
有
2
無
無

有

有

有
有
有
有
無
有
有
有
有
有
有
無
無
無
有
無

無

無

無
無
有
無
有
有
2
無
有
有
有
有
無
有
有
有

無

無

無
無
有
無
有
有
有
無
無
有
有
無
無
無
無
無

無

無

無
無
9
無
有
7
6
3
無
無
4
有
無
無
無
無

124.0-15.5

123.5-15.0

124.0-14.5
124.0-14.5
124.5-14.5
124.5-15.0
125.0-15.5
125.5-15.0
126.5-16.0
127.5-16.0
127.5-15.0
125.5-14.5
126.0-15.0
126.0-15.0
126.5-15.5
127.5-15.0
126.5-15.5
126.5-15.0

第 53 表　13 区竪穴建物跡　計測表



第４節　13 区の遺構と遺物

－ 143 －

13 区ＳＩ-1
１　明黒褐色土　ローム粒子・炭化物粒子微量　焼土粒
子若干　しまりややあり
２　黒褐色土　ローム粒子・炭化物粒子微量　焼土粒子
若干　しまりややあり
３　褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック微量　焼
土粒子・炭化物粒子若干　しまりややあり　
４　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量　炭化
物粒子若干　しまりややあり
５　褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック微量　し
まりややあり
６　明黒褐色土　ローム粒子少量　焼土粒子・炭化物粒

子若干　しまりややあり　
７　黒褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量　しま
りあり　粘性ややあり（貼床）　　
８　黄褐色土　ローム主体　黒褐色土少量　しまりあり
粘性ややあり（貼床）

13区ＳＩ-1　カマド 　
１　褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量　ローム
ブロック・焼土粒子微量　しまりややあり
２　暗褐色土　焼土粒子・焼土ブロック普通　ローム粒
子少量　SP粒子微量　しまりややあり　

３　暗黄褐色土　ローム粒子多量　焼土粒子微量　しま
りやや欠ける
４　黄褐色土　ローム主体　黒色土少量　しまりややあ
り
５　暗褐色土　焼土ブロック多量　焼土粒子普通　しま
りややあり
６　黒褐色土　ローム粒子・ロームブロック微量　しま
りやや欠ける　粘性ややあり
７　黒褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量　しま
りあり　粘性ややあり（貼床）　　
８　黄褐色土　ローム主体　黒褐色土少量　しまりあり
粘性ややあり（貼床）
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第 104 図　13 区ＳＩ - １　出土遺物実測図

13 区ＳＩ - １（第 103・104 図、第 53・54 表、図版三一 ･ 五八 ･ 六四）

　位置　調査区の南、台地の平坦面上に立地し、124.0-15.5 グリッドに位置している。　重複関係　

SD-61 より古い。　平面形状・規模　東西 4.40 ｍ、南北 3.42 ｍの長方形。残存面積は約 15.05 ㎡である。

確認面からの深さは東壁 15cm、西壁 24 ㎝、南壁 21 ㎝、北壁 18 ㎝である。壁は床面から外傾しながら

立ち上がる。　方向　南北の中軸線は北方向、Ｎ -16 ゜ - Ｅである。　覆土　６層に分層可能で、自然埋

没である。覆土中には炭化物と焼土が混入する。　カマド　北壁中央やや東寄りに構築される。ソデは確認

されず、煙道の掘方はＵ字状である。　柱穴　５本が確認され、2 本はカマド脇の柱穴か。Ｐ１は長軸 24 ㎝、

短軸 20 ㎝、深さは 18 ㎝、Ｐ２は長軸（30）㎝、短軸（20）㎝、深さは 15 ㎝、Ｐ３は長軸 37 ㎝、短軸 23

㎝、深さは 12 ㎝、Ｐ４は長軸 62 ㎝、短軸 29 ㎝、深さは 10 ㎝、Ｐ５は長軸 54 ㎝、短軸 39 ㎝、深さは 7

㎝である。Ｐ３・４は入口ピットの可能性が推測される。　床面　ほぼ平坦である。東壁に近い部分が硬化

している。貼床は 2 層に分層される。四隅を掘り込むタイプである。　遺物の出土状況　ほとんど出土しない。

３は貼床中からの出土である。　出土遺物　遺物はほとんど無く、1 と２の坏は新治産である。３は古墳時

代の土器であり、混入と推測される。

13 区ＳＩ - ２（第 105 図、第 53 表、図版三一・三二）

　位置　調査区の南、台地の平坦面上に立地し、123.5-15.0 グリッドに位置している。　重複関係　SD-61 よ

第 54 表　13 区ＳＩ - １　出土遺物観察表

図版No

第54表13区SI-1遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記 備考・産地

1 須恵器　
坏

口　13.9
底　9.0
高　4.5

外面　10YR5/1
褐灰 
内面　10R5/1
褐灰

砂粒･礫多
量　石英
微量

良好 ロクロナデ
底部　回転ヘラ切り後回
転ナデ

口縁～底
部75%残
存

南東部　
中央
床面直上

№2・南東・
カマド覆
土・一括

新治産

新治産2 須恵器　
坏

口　（13.7）
底　（8.5）
高　4.6

外面　10YR5/1
褐灰
内面　7.5YR5/1
褐灰

砂粒･礫多
量　石英
微量

良好 ロクロナデ
底部　手持ちナデ

口縁部外面　ヨコナデ
後ミガキ　胴・底部外面　
ヘラケズリ　口縁・胴・底
部内面　ナデ後ミガキ

口縁～底
部25%残
存

南東部　
中央　
床下1cm

№1

3 土師器　
坏

厚　0.9 外面　2.5YR5/6
明赤褐
内面　2.5YR5/6
明赤褐

砂粒多量　
赤色粒子少
量　黒色粒
子微量

良好 口縁部一
部残存

北西部西　
床下2cm

№8貼床
中

体～底部外
面一部　油
煙か

104

104

104

1 2

3
0 5cm1：2

0 3cm2：3

0 20cm1：5

0 10cm1：3

0 10cm1：4

0 10cm1：5

0 3cm1：1

0 20cm1：6

0 2m1：80

0 1m1：40

遺物 遺構
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り古い。Ｐ -37・38 とは新旧関係不明である。　平面形状・規模　南部は調査区外のため、東西 3.42 ｍ、

南北の残存部約 1.70 ｍの方形か。残存面積は約 5.81 ㎡である。確認面からの深さは東壁 48 ㎝、西壁 41 ㎝、

北壁 30 ㎝である。壁は床面から外傾して立ち上がる。　方向　南北の中軸線は北方向、Ｎ -25 ゜ - Ｅである。

　覆土　４層に分層可能である。自然埋没か。覆土には炭化物や焼土が混入する。　カマド　北壁中央やや

西寄りに、暗灰褐色粘土と砂質土で構築される。７〜 10 層でソデを作る。11 層上面が火床、５層は天井崩

落土。煙道の掘方はＵ字状である。　床面　ほぼ平坦である。カマド周辺が硬化している。貼床は３層に分

層される。カマドの左ソデの下にピット状の掘り込みが確認された。　遺物の出土状況　カマド周辺からの

出土が多く認められる。　出土遺物　図示できる遺物はなかった。

13 区ＳＩ - ３（第 106 図、第 53・55 表、図版三二）

　位置　調査区の南西、台地の平坦面上に立地し、124.0-14.5 グリッドに位置している。　重複関係　

SK-58 より古い。　平面形状・規模　東西 2.70 ｍ、南北 2.64 ｍの方形。面積は約 7.13 ㎡である。確認面か

第 105 図　13 区ＳＩ - ２　実測図

13 区ＳＩ-2
Ⅰ　黒褐色土　表土
Ⅱ　黒褐色土　水田の床土（鉄分の層）

１　暗茶褐色土　ローム粒子・焼土粒子・粘土
微量　しまりあり　粘性ややあり
２　暗茶褐色土　焼土粒子・粘土粒子・粘土ブ
ロック少量　炭化物微量　しまりあり　粘性や
やあり

13区ＳＩ-2　カマド
１　暗茶褐色土　ローム粒子・焼土粒子・粘土微
量　しまりあり　粘性ややあり
２　暗茶褐色土　焼土粒子・粘土粒子・粘土ブロッ
ク少量　炭化物微量　しまりあり　粘性ややあり
３　暗褐色土　ロームブロック少量　FA粒子微量
しまりあり　粘性ややあり
４　黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量
しまりあり　粘性ややあり
５　赤褐色土　粘土多量　焼土粒子少量　しまり
あり　粘性あり ( 天井崩落土 )
６　暗黄褐色土　砂質土多量　焼土粒子少量　し
まりあり　粘性ややあり
７　赤褐色土　焼土層　粘土多量　しまりあり　
硬い　粘性非常にあり（ソデ）

８　暗灰褐色土　焼土粒子・粘土少量　しまりあ
り　粘性ややあり（ソデ）
９　赤褐色土　焼土層　粘土多量　しまりあり　
硬い　粘性非常にあり（ソデ）
10　暗黄褐色土　砂質土層　しまりあり　粘性や
や欠ける（ソデ）
11　赤褐色土　ローム・焼土粒子・黒褐色土含む
（薄い層状）　しまりあり　硬い　粘性ややあり　
12　黒褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　
焼土粒子微量　しまりあり　粘性ややあり（貼床）
13　暗茶褐色土　ローム主体　暗褐色土少量　
焼土粒子微量　しまり欠ける　粘性ややあり（貼
床）
14　暗茶褐色土　黒褐色土含む

３　暗褐色土　ロームブロック少量　FA微量　
しまりあり　粘性ややあり
４　黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック多
量　しまりあり　粘性ややあり
５　赤褐色土　ローム・焼土粒子・黒褐色土（薄
い層状）含む　しまりあり　硬い　粘性ややあ
り（貼床）　
６　黒褐色土　ローム粒子・ロームブロック多
量　焼土粒子微量　しまりあり　粘性ややあり
（貼床）　
７　暗茶褐色土　ローム主体　暗褐色土少量　
焼土粒子微量　しまり欠ける　粘性ややあり（貼
床）
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らの深さは南壁 17 ㎝、北壁 16 ㎝である。壁は床面から外傾しながら立ち上がる。　方向　南北の中軸線は

北方向、Ｎ -15 ゜ - Ｗである。　覆土　６層に分層可能で、自然埋没と推測される。焼土粒子 ･ 炭化物が混入

する。　カマド　東壁中央やや南寄りに、灰褐色粘土で構築されている。ソデは９･10 層、４層は天井崩落土、

5 層は天井内面の崩落土である。煙道の掘方は浅いＵ字状である。支脚は細長い礫を立て、その上に甕の破

片が載っていた。ソデの先端に礫を置いている。掘方は東側が深くなっている。　柱穴　主柱穴は確認され

ていない。　床面　ほぼ平坦である。貼床は２層である。中央部がやや硬く、東側が深く掘り込まれている。

　遺物の出土状況　ほとんどがカマド周辺からの出土である。　出土遺物　１の甕は上半はタテ方向のヘラ

ケズリが施される。２は編物石と推測される。

第 106 図　13 区ＳＩ - ３　実測図 ･ 出土遺物実測図

第 55 表　13 区ＳＩ - ３　出土遺物観察表
図版No

第55表13区SI-3遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記 備考・産地

1 土師器
甕

口　（18.8）
底　-
高　［19.6］

外面　7.5YR5/3
にぶい褐
内面　7.5YR6/4
にぶい橙

砂粒・黒色
粒子多量　
赤色粒子
少量

内外面　荒
れている　
胴部下半　
被熱

良好 口縁部外面　ヨコナデ
後ヘラケズリ　口縁部
内部　ヨコナデ　胴部
外面　ヘラケズリ　胴
部内面　ナデ

口縁～胴
部一部残
存

カマド　
底面　
床上2cm

№1・2・
14・16・
東半覆土

2 編物石か 長　13.73　
幅　5.63　
厚　4.36　
重　493.7

安山岩 完存 南東部北
床上6cm

№8

106

106

13 区ＳＩ-3
１　暗褐色土　ローム粒子少量　しまりやや
あり　
２　黒褐色土　ローム粒子・焼土粒子・炭化
物粒子微量　しまりあり
３　褐色土　ローム粒子多量　焼土粒子・炭
化物粒子若干　しまりあり
４　明黒褐色土　ローム粒子少量　焼土粒子
・炭化物粒子若干　しまりあり
５　明褐色土　ローム粒子多量　しまりあり
６　褐色土　焼土粒子少量　ローム粒子・炭
化物粒子微量　しまりあり
７　暗褐色土　ローム粒子多量　ロームブ
ロック普通　しまりあり ( 貼床 )
８　黄褐色土　ローム主体　褐色土少量　し
まりあり ( 貼床 )

13 区ＳＩ-3　カマド
１　黒褐色土　ローム粒子・焼土粒子・炭化
物粒子微量　しまりあり
２　明黒褐色土　焼土粒子少量　炭化物粒
子・暗灰褐色粘土微量　しまりあり
３　暗褐色土　ローム粒子少量　焼土粒子・
炭化物粒子微量　しまりあり　
４　暗灰褐色土　焼土粒子・暗灰褐色粘土少
量　ローム粒子・炭化物粒子・焼土ブロック
微量　しまりあり（天井崩落土）
５　暗橙褐色土　 焼土粒子多量　焼土ブロッ
ク少量　ローム粒子・暗灰褐色粘土微量　炭
化物粒子若干　しまりあり（天井内面の崩落
土）
６　暗灰褐色土　焼土粒子・暗灰褐色粘土少
量　ローム粒子・炭化物粒子・焼土ブロック
微量　しまりあり　
７　暗褐色土　ローム粒子・焼土粒子・炭化
物粒子微量　暗灰褐色粘土若干　しまりあり
８　褐色土　ローム粒子少量　ロームブロッ
ク・焼土粒子微量
９　赤褐色土　焼土ブロック多量　しまりあ
り（ソデ）
10　褐色粘土　焼土粒子・炭化物粒子微量　
しまりあり（ソデ）　
11　褐色土　ローム粒子・焼土粒子少量　し
まりあり

13区ＳＩ-4
Ⅰ　黒褐色土　表土

１　暗褐色土　ローム粒子・焼土粒子・炭化物粒
子若干　しまりあり
２　暗褐色土　焼土粒子少量　ローム粒子・炭化
物微量　しまりあり
３　暗褐色土　焼土粒子・焼土ブロック少量　ロー
ム粒子・灰褐色粘土ブロック微量　しまりあり
４　暗褐色土　灰褐色粘土粒子少量　ローム粒子・
焼土粒子やや少量　焼土ブロック微量　しまりや
や欠ける　
５　暗褐色土　ローム粒子・焼土粒子微量　しま

りあり
６　暗褐色土　ローム粒子・灰褐色粘土粒子少量
焼土粒子若干　しまりやや欠ける
７　暗褐色土　ローム粒子少量　しまりやや欠け
る
８　黄褐色土　ローム主体　焼土粒子・灰褐色粘
土粒子・暗褐色土少量　しまりあり　
９　暗褐色土 　ローム粒子・ロームブロック多量
しまりあり（貼床）
10　黄褐色土 　ローム主体　黒褐色土少量　しま
り非常にあり（貼床）
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13 区ＳＩ-3
１　暗褐色土　ローム粒子少量　しまりやや
あり　
２　黒褐色土　ローム粒子・焼土粒子・炭化
物粒子微量　しまりあり
３　褐色土　ローム粒子多量　焼土粒子・炭
化物粒子若干　しまりあり
４　明黒褐色土　ローム粒子少量　焼土粒子
・炭化物粒子若干　しまりあり
５　明褐色土　ローム粒子多量　しまりあり
６　褐色土　焼土粒子少量　ローム粒子・炭
化物粒子微量　しまりあり
７　暗褐色土　ローム粒子多量　ロームブ
ロック普通　しまりあり ( 貼床 )
８　黄褐色土　ローム主体　褐色土少量　し
まりあり ( 貼床 )

13 区ＳＩ-3　カマド
１　黒褐色土　ローム粒子・焼土粒子・炭化
物粒子微量　しまりあり
２　明黒褐色土　焼土粒子少量　炭化物粒
子・暗灰褐色粘土微量　しまりあり
３　暗褐色土　ローム粒子少量　焼土粒子・
炭化物粒子微量　しまりあり　
４　暗灰褐色土　焼土粒子・暗灰褐色粘土少
量　ローム粒子・炭化物粒子・焼土ブロック
微量　しまりあり（天井崩落土）
５　暗橙褐色土　 焼土粒子多量　焼土ブロッ
ク少量　ローム粒子・暗灰褐色粘土微量　炭
化物粒子若干　しまりあり（天井内面の崩落
土）
６　暗灰褐色土　焼土粒子・暗灰褐色粘土少
量　ローム粒子・炭化物粒子・焼土ブロック
微量　しまりあり　
７　暗褐色土　ローム粒子・焼土粒子・炭化
物粒子微量　暗灰褐色粘土若干　しまりあり
８　褐色土　ローム粒子少量　ロームブロッ
ク・焼土粒子微量
９　赤褐色土　焼土ブロック多量　しまりあ
り（ソデ）
10　褐色粘土　焼土粒子・炭化物粒子微量　
しまりあり（ソデ）　
11　褐色土　ローム粒子・焼土粒子少量　し
まりあり

13区ＳＩ-4
Ⅰ　黒褐色土　表土

１　暗褐色土　ローム粒子・焼土粒子・炭化物粒
子若干　しまりあり
２　暗褐色土　焼土粒子少量　ローム粒子・炭化
物微量　しまりあり
３　暗褐色土　焼土粒子・焼土ブロック少量　ロー
ム粒子・灰褐色粘土ブロック微量　しまりあり
４　暗褐色土　灰褐色粘土粒子少量　ローム粒子・
焼土粒子やや少量　焼土ブロック微量　しまりや
や欠ける　
５　暗褐色土　ローム粒子・焼土粒子微量　しま

りあり
６　暗褐色土　ローム粒子・灰褐色粘土粒子少量
焼土粒子若干　しまりやや欠ける
７　暗褐色土　ローム粒子少量　しまりやや欠け
る
８　黄褐色土　ローム主体　焼土粒子・灰褐色粘
土粒子・暗褐色土少量　しまりあり　
９　暗褐色土 　ローム粒子・ロームブロック多量
しまりあり（貼床）
10　黄褐色土 　ローム主体　黒褐色土少量　しま
り非常にあり（貼床）
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第 107 図　13 区ＳＩ - ４　実測図・出土遺物実測図

13 区ＳＩ - ４（第 107 図、第 53・56 表、図版三二・三三）

　位置　調査区の南、台地の平坦面上に立地し、124.0-14.5 グリッドに位置している。　平面形状・規模　

南部は調査区外のため、東西 3.80 ｍ、南北の残存部は 2.10 ｍの方形。残存面積は約 7.98 ㎡である。確認

面からの深さは東壁 50cm、西壁 42 ㎝、北壁 37 ㎝である。壁は床面から外傾しながら立ち上がる。　方向

　南北の中軸線は北方向、Ｎ - ７゜ - Ｅである。　覆土　７層に分層可能で、自然埋没と推測される。　カ

マド　北壁にカマドが構築されていたと推測されるが、壊されている。須恵器片が重なって出土した。長軸

35cm、短軸 26cm、深さ 10cm のピットが確認されている。ピット内には粘土ブロックが充填されていた。

8 層はローム主体の土で煙道底面を貼っている。煙道の掘方はＵ字状である。　柱穴　３本が確認された。Ｐ

１は長軸 39 ㎝、短軸 18 ㎝、深さは 11 ㎝、Ｐ２は長軸 58 ㎝、短軸 49 ㎝、深さは３㎝、Ｐ３は長軸 38 ㎝、

短軸 31 ㎝、深さは９㎝である。　床面　ほぼ平坦である。貼床は２層に分層される。　遺物の出土状況　ほ

とんどが覆土中からの出土である。中央部から長さ約 40cm、幅 15cm ほどの礫が 1 層中より出土している。

　出土遺物　１・２は底部回転糸切りの坏である。１は三毳産と推測される。３は底部回転糸切り後、ヘラ

ケズリが施されている。４はロクロ整形で、内面に黒色処理を施した土師器坏である。５は手捏ねであり、

混入と推測される。６と７は外面が平行叩きの甕の頸・胴部の破片である。６の胎土には銀雲母が含まれて

いる。８は女瓦の破片である。　
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第 56 表　13 区ＳＩ - ４　出土遺物観察表

13 区ＳＩ - ６（第 108 ～ 112 図、第 53・57 表、図版三三）

　位置　調査区の南西、台地の平坦面上に立地し、124.5-14.5 グリッドに位置している。　平面形状・規模

　東西 6.23 ｍ、南北 6.20 ｍの方形である。面積は約 38.63 ㎡である。確認面からの深さは東壁 35 ㎝、西

壁 32 ㎝、南壁 24 ㎝、北壁 35 ㎝である。壁は斜めに立ち上がる。　方向　南北の中軸線は北方向、Ｎ - ７゜

- Ｅである。　覆土　24 層に分層可能で、自然埋没である。1 層に FA と推測される白色粒子が多量に、10

層には焼土が多量に混入する。炭化物粒子も含まれる。　カマド　北壁やや東寄りに構築されている。ソデ

は灰色粘土、天井部は白色粘土で構築される。ソデの芯材に土師器の甕を使用している。下層には焼土が多

量に堆積する。　貯蔵穴　張り出しピットであり、南壁中央に位置する。覆土は８層で自然埋没と推測される。

長軸 112 ㎝、短軸 93 ㎝、深さ 42 ㎝の長方形である。　柱穴　４本確認され、主柱穴とみられる。Ｐ１は長

軸 40 ㎝、短軸 38 ㎝、深さ 72 ㎝、Ｐ２は長軸 41 ㎝、短軸 37 ㎝、深さ 70 ㎝、Ｐ３は長軸 44 ㎝、短軸 36 ㎝、

深さ 74 ㎝、Ｐ４は長軸 43 ㎝、短軸 43 ㎝、深さ 80 ㎝、Ｐ６は長軸［28］㎝、短軸 25 ㎝、深さ 35 ㎝である。

Ｐ６は薄く灰色粘土が貼ってあった。　床面　ほぼ平坦である。貼床は４層である。　壁溝　断面は逆台形で、

幅 17 〜 27 ㎝、深さ 9 〜 12c ㎝。東壁と西壁際に一部確認された。　間仕切り溝　東西方向と南北方向に９

本確認された。D １は長軸 94 ㎝、短軸 27 ㎝、深さは８㎝、D ２は長軸［54］㎝、短軸 32 ㎝、深さは９㎝、

D ３は長軸 111 ㎝、短軸 35 ㎝、深さは２㎝、D ４は長軸 89 ㎝、短軸 19 ㎝、深さは 16 ㎝、D ５は長軸（125）

㎝、短軸 24 ㎝、深さは５㎝、D ６は長軸 72 ㎝、短軸 23 ㎝、深さは１㎝、D ７は長軸 102 ㎝、短軸 24 ㎝、

深さは５㎝、D ８は長軸 115 ㎝、短軸 31 ㎝、深さは 42 ㎝、D ９は長軸（73）㎝、短軸 14 ㎝、深さは３㎝

である。　遺物の出土状況　カマド周辺 ( 特に左側）と張り出しピット内及び周辺から出土している。　

三毳産
か

三毳産

新治産

不明

宇都宮
産か

模骨不明

図版No

第56表13区SI-4遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記 備考・産地

1 須恵器
坏

口　12.7
底　6.1
高　3.6

外面　10YR6/1
褐灰
内面　2.5YR5/1
黄灰

砂粒多量　
礫微量

底部外面　
被熱　

口縁～体部
内面　黒色
処理

良好 ロクロナデ
底部　回転糸切り

北西部東　
床上5cm

№1・2・東
半・西半・
南北ベル
ト内

ロクロナデ
底部　回転糸切り

2 須恵器
坏

口　（12.1）
底　（5.8）
高　3.4

外面　2.5Y5/1
黄灰
内面　2.5Y5/1
黄灰

砂粒多量　
礫微量

良好

口縁～底
部75%残
存

覆土中 東半

底部　回転糸切り後手
持ちヘラケズリ

3 土師器
坏

口　-　
底　7.1
高　［1.0］

外面　10YR4/2
灰黄褐
内面　2.5Y4/1
黄灰

砂粒・黒色
粒子多量　
礫微量

良好

口縁～底
部20%残
存

覆土中 西半 

口縁～胴部内面　ヘラ
ミガキ

4 土師器
坏

口　（14.3）　
底　-　
高　［4.5］

外面　7.5YR6/4
にぶい橙
内面　N3/0
暗灰

砂粒多量 良好

底部25%
残存

覆土中 西半・南
北ベルト

口縁部　ナデ5 手捏ね 口　（5.0）　
底　（5.0）　
高　［2.6］

外面　10YR5/2
灰黄褐
内面　10YR5/2
灰黄褐

砂粒・白色
粒子少量

良好

口縁～体
部一部残
存

覆土中 東半

胴部外面　平行叩き　
胴部内面　ナデ

6 須恵器　
甕

厚　0.7 外面　10YR4/1
褐灰
内面　10YR4/1
褐灰

砂粒多量　
銀雲母少
量

良好

口縁～体
部20%残
存

覆土中 西半

胴部外面　平行叩き　
胴部内面　ナデ

7 須恵器　
甕

厚　0.8 外面　N5/0 　灰
内面　N4/0 　灰

良好

頸～胴部
一部残存

北西部　
北東　
床上1cm

№1

凸面　格子叩き
凹面　布目

8 女瓦 厚　1.63　 外面　7.5YR4/2
内面　7.5YR4/1

砂粒多量　
赤色粒子
微量

良好

胴部一部
残存

覆土中 東半一部残存
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107

107
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第 108 図　13 区ＳＩ - ６　実測図（1）

13 区ＳＩ-6
１　黒褐色土　白色粒子（FAか）多量　ローム粒
子若干　しまりややあり
２　明黒褐色土　白色粒子微量　ローム粒子・炭化
物粒子若干　しまりややあり　 
３　褐色土　ローム粒子多量　白色粒子若干　しま
りややあり
４　明褐色土　ローム粒子若干　しまりややあり 
５　暗褐色土　ローム粒子・焼土粒子微量　炭化物
粒子若干　しまり非常にあり
６　暗褐色土　ローム粒子少量　焼土粒子微量　炭
化物粒子若干　しまりややあり
７　暗褐色土　ローム粒子少量　灰褐色土・赤褐色
土微量　焼土粒子若干　しまりややあり 
８　暗褐色土　灰褐色土多量　赤褐色土少量　ロー

ム粒子微量　焼土粒子若干　しまりややあり　
９　明褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック少
量　炭化物粒子微量　しまりややあり　 
10　橙褐色土　焼土ブロック多量　ローム粒子・
炭化物粒子微量　しまりややあり　
11　明黒褐色土　ローム粒子少量　焼土粒子・炭
化物粒子微量　しまりややあり
12　明黒褐色土　ローム粒子・焼土粒子微量　し
まりあり
13　褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック少
量　しまりあり
14　暗褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック
少量　しまりあり
15　黒褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック

微量　しまりあり
16　暗褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック普
通　しまりややあり
17　褐色土　ローム粒子多量　焼土粒子微量　炭化
物粒子若干　しまりあり
18　明褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック・
焼土粒子微量　しまりあり
19　暗褐色土　焼土粒子多量　ローム粒子少量　焼
土ブロック・炭化物粒子微量　しまりあり
20　褐色土　ローム粒子多量　焼土粒子・炭化物粒
子微量　しまりややあり
21　暗褐色土　ローム粒子少量　焼土粒子・炭化物
粒子微量　しまりややあり　
22　暗褐色土　ローム粒子多量　焼土粒子微量　
ロームブロック若干　しまりややあり
23　暗褐色土　ローム粒子多量　しまりやや欠ける
24　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　
しまりややあり
25　暗黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量
焼土ブロック微量　黒色土ブロック含む　しまり非
常にあり
26　黒褐色土　ローム粒子・ロームブロック普通　
しまり非常にあり　粘性欠ける
27　黄褐色土　ローム主体　しまりややあり
28　黒褐色土　ローム粒子普通　ロームブロック微
量　しまり非常にあり
29　淡黄色土　ローム粒子多量　しまり非常にあり
30　明黄褐色土　ロームブロック主体　ローム粒子
多量　黒色土含む　しまり非常にあり
31　暗黄褐色土　ロームブロック・黒色土ブロック
主体　しまり非常にあり
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出土遺物　４の底部外面には刃物を研いだと推測される鋭利な痕跡が確認できる。一部に漆の痕跡か。８・９・

11・12・13・14 は漆仕上げが施される。７・10 も漆仕上げか。黒色が濃い。４・８・９・12 は剥落が著しい。

６・13・14 はミガキを放射状に施す。15 は赤彩が施され、口縁部にはススと推測される黒色物が付着する。

17 は鉢。二次焼成を受けている。18 は裾部が欠け、磨滅している。支脚的な使われ方をしていたと推測さ

れる。20 は坩であるが、二次焼成を受けている。21 は底部にヒビが入ったため、取り繕った痕跡が確認で

きる。１も同様である。23 は上半部がハケ目、下半はタテ方向のヘラケズリ、内面はミガキを施している。

27 はカマドの芯材に使われた土師器の甕である。34 は一部にススが付着している。

第 109 図　13 区ＳＩ - ６　実測図（2）

13区ＳＩ-6　カマド
１　黒褐色土　白色粒子（FAか）多量　ローム粒子若
干　しまりややあり　
２　明黒褐色土　白色粒子微量　ローム粒子・炭化物
粒子若干　しまりややあり
３　明褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック少量
炭化物粒子微量　しまりややあり
４　褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック少量　
しまりあり
５　暗褐色土　ローム粒子多量　灰白色粘土・炭化物
粒子微量　焼土粒子若干　しまりあり
６　暗褐色土　ローム粒子多量　灰白色粘土少量　炭
化物粒子・灰色粘土ブロック微量　焼土粒子若干　し
まりあり
７　褐色土　ローム粒子・焼土粒子少量　灰白色粘土・
炭化物粒子・焼土ブロック微量　しまりあり
８　暗橙褐色土　焼土粒子・焼土ブロック多量　灰白
色粘土少量　ローム粒子・炭化物粒子微量　しまりや
やあり
９　暗褐色土　焼土粒子少量　ローム粒子・焼土ブロッ
ク・炭化物粒子・灰白色粘土微量　しまりややあり
10　明灰褐色土　灰褐色粘土多量　焼土粒子・灰白色
粘土少量　ローム粒子・炭化物粒子・焼土ブロック微
量　しまりあり
11　明橙褐色土　焼土粒子多量　焼土ブロック・灰褐
色粘土少量　ローム粒子・灰白色粘土・炭化物粒子微
量　しまりあり
12　橙褐色土　焼土粒子・焼土ブロック多量　ローム
粒子・炭化物粒子・灰褐色粘土微量　しまりあり（天
井内面の崩落土）

13　明橙褐色土　焼土粒子・焼土ブロック多量　炭化
物粒子・灰褐色粘土微量　しまりややあり
14　明灰褐色土　焼土粒子多量　灰褐色粘土少量　灰
白色粘土・炭化物粒子微量　しまりややあり
15　暗橙褐色土　焼土粒子・焼土ブロック多量　灰褐
色粘土少量　ローム粒子・炭化物粒子微量　しまりあ
り（天井内面の崩落土）　
16　黒褐色土　炭化物粒子少量　ローム粒子・炭化物
粒子・焼土粒子・灰白色粘土・焼土ブロック・灰褐色
粘土微量　しまりあり
17　灰褐色土　灰褐色粘土多量　ローム粒子・焼土粒
子・炭化物粒子微量　しまりややあり
18　暗褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック普通
しまりややあり（間仕切り）
19　暗灰褐色土　焼土粒子・焼土ブロック多量　ロー
ム粒子・炭化物粒子少量　しまりややあり（20層が焼
土化）
20　暗灰褐色土　焼土粒子多量　焼土ブロック普通　
ローム粒子・炭化物粒子少量　しまりややあり
21　暗灰褐色土　ローム粒子・焼土粒子・炭化物粒子
少量　焼土ブロック微量　礫含む　
22　暗灰褐色土　灰白色粘土・黄色粘土普通　ローム
粒子少量　
23　暗灰褐色土　灰褐色粘土主体　ローム粒子・焼土
粒子少量　炭化物粒子微量
24　暗灰褐色土　灰白色粘土多量　焼土粒子・焼土ブ
ロック普通　炭化物粒子少量　ローム粒子微量　しま
り欠ける（ソデ）
25　橙褐色土　焼土粒子・焼土ブロック多量　ローム
粒子・炭化物粒子・灰褐色粘土微量　しまりあり（天
井内面の崩落土）
26　暗橙褐色土　焼土粒子・焼土ブロック多量　灰褐
色粘土少量　ローム粒子・炭化物粒子微量　しまりあ
り（天井内面の崩落土）　
27　暗灰褐色土　焼土粒子・焼土ブロック・灰白色粘
土多量　炭化物粒子少量　ローム粒子微量　しまりあ
り（ソデ）
28　暗灰色土　灰白色粘土主体　焼土粒子少量　ロー
ム粒子・炭化物粒子微量　しまり非常にあり（ソデ）
29　暗灰色土　灰白色粘土・炭化物粒子多量　焼土粒
子少量　ローム粒子微量　しまり非常にあり（ソデ）
30　暗灰色土　灰白色粘土・炭化物粒子多量　焼土粒
子少量　ローム粒子微量　しまり非常にあり
31　暗褐色土　ローム粒子普通　焼土粒子・焼土ブロッ
ク・炭化物粒子少量　灰白色粘土微量　しまりややあ
り
32　黒褐色土　ローム粒子・ロームブロック普通　粘
性欠ける（貼床）
33　黒褐色土　ローム粒子普通　ロームブロック微量
しまり非常にあり（貼床）
34　暗黄褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック微
量　黒色土含む　しまり欠ける　
35　明黄褐色土　ロームブロック主体　ローム粒子多
量　黒色土含む　しまり非常にあり（貼床）
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第 110 図　13 区ＳＩ - ６　出土遺物実測図（1）
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第 111 図　13 区ＳＩ - ６　出土遺物実測図（2）
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図版No

第57表13区SI-6遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記 備考・産地

1 土師器　
坏

口　13.7
底　-
高　4.8

外面　2.5YR5/6
明赤褐
内面　2.5YR5/6
明赤褐

砂粒少量　
赤色粒子
微量

良好 口縁部外面　ヨコナデ　
口～底部内面　ナデ後
ミガキ　胴・底部外面　
ヘラケズリ

ほぼ完形 北西部　
北西　
床上5cm

№56

2 土師器　
坏

口　12.6
底　-
高　4.1

外面　７.5YR6/4
にぶい橙
内面　5YR5/6
明赤褐

砂粒少量　
赤色粒子
微量

良好 口縁部外面・口～底部
内面　ヘラミガキ　胴・
底部外面　ヘラケズリ

口縁部内外面　へラミ
ガキ　胴・底部外面　
ヘラケズリ後ミガキ　
胴・底部内面　ヘラナデ
後ミガキ

ほぼ完形 南東部　
南西　
床上29cm

№147・
南西

3 土師器　
坏

口　（13.9）
径　-
高　5.1

外面　7.5YR6/4
にぶい橙
内面　7.5YR5/3
にぶい褐

砂粒少量　
赤色粒子
微量

良好 口縁～底
部65%残
存

南東部南
壁際　
床上7cm

№149・
張出P周
辺

口縁部外面・口～底部
内面　ヘラミガキ　胴・
底部外面　ヘラケズリ

4 土師器　
坏

口　（14.9）
底　-
高　4.9

外面　5YR5/6
明赤褐
内面　2.5YR5/6
明赤褐

赤色粒子
多量　砂
粒少量

良好 口縁～底
部35%残
存

カマド　
中　
床上18cm

№K49・
94

口縁部内外面・胴部内面　
ナデ後ミガキ　胴部外
面　ヘラケズリ

5 土師器　
坏

口　（13.8）
底　-
高　［4.7］

外面　2.5YR4/6
赤褐
内面　2.5YR5/6
明赤褐

砂粒多量　
赤色粒子
少量　礫
微量

良好 口縁～体
部50%残
存

南東部　
北西　
床上52cm

№138・
南東

体～底部内
面　剥離

口縁～底部
内面　荒れ
ている

内外面　剥
離　荒れて
いる

口縁部外面　ミガキ後
ヨコナデ　口縁・胴・底
部内面　ミガキ　胴・底
部外面　ヘラケズリ

6 土師器　
埦

口　13.0
底　-
高　5.4

外面　5YR5/4
にぶい赤褐
内面　5YR5/4
にぶい赤褐

砂粒多量　
礫少量　
黒色・赤色
粒子微量

良好 ほぼ完形 北西部北
床面直上

№52～
54・176
～178

体部外面　
黒斑

口縁・胴部外面　ヘラケ
ズリ　口縁・胴・底部内
面　ヘラミガキ

7 土師器　
坏

口　（14.8）
底　-
高　［4.2］

外面　N3/0
暗灰
内面　10YR3/1
黒褐

砂粒少量 良好 口縁～底
部50%残
存

南東部西
床上21cm

№139・
140・南
西・北西・
張出P付近

口縁部外面・口～底部
内面　ヘラミガキ　胴・
底部外面　ヘラケズリ

8 土師器　
坏

口　14.0 
底　-
高　3.9

外面　７.5YR4/1
褐灰
内面　7.5YR4/1
褐灰

砂粒少量　
黒色・赤色
粒子微量

良好 口縁～底
部75%残
存

南西部　
中央　
床面直上

№113・
115・南西

内外面　
漆仕上げ　
底部内面　
剥離・被熱

口縁部外面　ミガキ　
口縁部内面　ヘラミガ
キ　胴・底部外面　ヘラ
ケズリ　胴・底部内面　
ヘラミガキか

9 土師器　
坏

口　14.3
底　-
高　3.6

外面　10YR3/1
黒褐
内面　7.5YR3/1
黒褐

砂粒多量　
礫・赤色粒
子微量

良好 口縁～底
部95%残
存

南東部　
南西　
床上57cm

№135・
136・カマ
ド一括南
西

内外面　
漆仕上げ　
内面　剥離　
荒れている

口縁部外面･口～底部
内面　ヘラミガキ　胴
部外面　ヘラケズリ

10 土師器　
坏

口　（13.0）
底　-
高　4.5

外面　10YR3/1
黒褐
内面　N3/0
暗灰

砂粒少量 良好 口縁～底
部

カマド　
底面　
床上1cm

№171・
K47・埋
土一括

内外面　漆
仕上げか

口縁部外面　ヘラミガ
キ　口縁部内面　ヨコ
ナデ　胴・底部外面　
ヘラケズリ　胴・底部内
面　ヘラミガキ

11 土師器　
坏

口　12.7
底　-
高　3.9

外面　10YR3/1
黒褐
内面　7.5YR3/1
黒褐

砂粒･赤色
粒子多量　
白色粒子
少量

良好 口縁～底
部75%残
存

北東部　
中央　
床上20cm

№81・P1
埋土中

内外面　漆
仕上げ

内外面　漆
仕上げか
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110

110

110

110

第 57 表　13 区ＳＩ - ６　出土遺物観察表

第 112 図　13 区ＳＩ - ６　出土遺物実測図（3）
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36
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16
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17

12区SI-2
5

12区SI-7
32
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18

13区SI-12
15

13区SI-12
13

13区SI-12
14

13区SI-13
32

13区SI-13
33

13区SI-6
36
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13区SI-8
16
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17
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5

12区SI-7
32

13区SI-10
18

13区SI-12
15



第４節　13 区の遺構と遺物

－ 153 －

口縁部外面　不明　口
縁部内面　ミガキか　
胴・底部外面　ヘラケ
ズリ　胴・底部内面　ヘ
ラナデ後ミガキ

12 土師器　
坏

口　（12.6）
底　-
高　4.5

外面　2.5Y4/1
黄灰
内面　10YR3/1
黒褐

砂粒少量　
赤色粒子
微量

良好 口縁～底
部25%残
存

北東部北　
床面直上

№K33・
北東

内外面　
漆仕上げ　
剥離　荒れ
ている

口縁部内外面・胴部内
面　ヘラミガキ　胴部
外面　ヘラケズリか

13 土師器　
坏

口　（12.8）
底　-
高　-

外面　7.5YR4/2
灰褐
内面　7.5YR3/2
黒褐

砂粒多量　
礫・赤色粒
子少量

良好 口縁～体
部35%残
存

南西部東　
床上7cm

№122･
187・南西

口縁～体部
内外面　漆
仕上げ

口縁･胴部外面　ミガキ　
口縁部内面　ヨコナデ　
胴部内面　ヨコナデ後
ミガキ

14 土師器　
坏

口　（15.2）
底　-
高　［3.9］

外面　7.5YR4/1
褐灰
内面　2.5YR4/3
にぶい赤褐

砂粒多量　
赤色粒子
少量

良好 口縁～体
部25%残
存

北西部北
壁際　
床上14cm

№51･55内外面　漆
仕上げ

第56表13区SI-6遺物観察表

15 土師器　
坏

口　12.9
底　-
高　4.2

外面　10R5/6
赤
内面　10R4/4
赤褐

砂粒多量　
赤色粒子
微量

良好 口縁部内外面　ヘラミ
ガキ　胴・底部外面　
ヘラケズリ　胴・底部内
面　ヘラナデ後ヘラミ
ガキ

口縁～底
部95%残
存

北西部北
床上20cm

№50・北
西

16 土師器　
坏

口　12.4
底　4.5
高　5.9

外面　5YR5/6
明赤褐
内面　2.5YR5/6
明赤褐

砂粒少量　
黒色・赤色
粒子微量

良好 口縁部外面・口～底部
内面　ヘラミガキ　胴・
底部外面　ヘラケズリ

口縁部外面　ヨコナデ
後ミガキ　口縁・胴部
内面　ナデ後ミガキ　
胴部外面　ナデ後ミガキ

口縁～底
部50%残
存

北東部　
中央　
床上1cm

№85・K24・
K42・南西
カマド一
括・貼床埋
土中一括

17 土師器　
鉢

口　（20.8）
底　-
高　［10.9］

外面　2.5YR5/6
明赤褐
内面　2.5YR5/6
明赤褐

砂粒多量　
礫・赤色粒
子少量

良好 口縁～胴
部50%残
存

カマド　
中　
床上14cm

№K9・K12・
K15

口縁部外面　ヨコナデ　
口縁部内面　ヨコナデ
後ミガキ　胴部外面　
ヘラケズリ　胴部内面　
ナデ後ミガキ

18 土師器　
高坏

口　13.3
底　-
高　［9.2］

外面　5YR5/6
明赤褐
内面　5YR4/6
赤褐

砂粒・礫少
量

良好 口縁～脚
部完存

カマド　
底面　
床上20cm

№K2

胴部外面　ヘラケズリ　
脚・底部内面　ナデ　
底部外面　ヘラケズリ
後ミガキ

19 土師器　
高坏

口　-
脚　3.5
高　［7.1］

外面　5YR4/4
にぶい赤褐
内面　2.5YR5/6
明赤褐

砂粒・赤色
粒子少量　
黒色粒子
微量

良好 口縁～体
部50%残
存

脚部完存
北東部南
床上12cm

№88

内外面（底
部外面を除
く）赤彩　口
縁部内外面　
黒色物付着

坏部内面　
漆仕上げ

口縁部内外面　ヨコナ
デ　頸部外面　ヘラナ
デ後ミガキ　胴部外面　
ヘラケズリ　頸・胴部内
面　ヘラナデ

20 土師器　
坩

口　（9.0）
底　-
高　［14.3］

外面　5YR4/3
にぶい赤褐
内面　7.5YR4/2
灰赤

砂粒・礫多
量　黒色・
赤色粒子
少量

良好 口縁～胴
部35%残
存

南西部　
南東　
床上7cm

№118・187
P6・120・
P6埋土中・
カマド一括・
K8・南西

頸～胴部外
面　スス　
頸～胴部内
外面　脆い　
荒れている　
被熱

口縁部外面・口～底部
内面　ナデ　胴・底部
外面　ヘラケズリ

21 土師器　
坩

口　-
頸　7.0
高　［8.0］

外面　5YR5/4
にぶい赤褐
内面　2.5YR3/2
明赤褐

砂粒多量　
礫・赤色粒
子少量　
黒色粒子
微量

良好 胴部完存 北東部　
中央　
D8内　
床上9cm

№84

口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴部外面　ヘラケ
ズリ後ミガキ　胴部内
面　ヘラナデ後ミガキ　
底部内外面　ヘラケズリ

22 土師器　
甑

口　（24.1）
底　（9.1）
高　25.5

外面　2.5YR5/6
明赤褐
内面　2.5YR5/6
明赤褐

砂粒・赤色
粒子少量　
礫・黒色粒
子微量

良好 口縁～底
部65%残
存

南西部　
中央　
床面直上

№89・00・
93・98・111
～116・178
～181・北西・
南西・東北
覆土中

胴部外面　
スス

口縁部外面　ヨコナデ
後ハケメ　口縁部内面　
ヨコナデ　胴部外面上
半　ハケメ　胴部外面
下半・底部内外面　ヘ
ラケズリ　胴部内面　
ヘラケズリ後ミガキ

23 土師器　
甑

口　27.2
底　10.1
高　28.7

外面　2.5YR5/6
明赤褐
内面　2.5YR5/6
明赤褐

砂粒多量　
礫少量　
黒色・赤色
粒子微量

良好 ほぼ完形 南都部　
南西　
張出しP
内床上5cm

№145・151・
153～159・
161・162・
176P5・
177P5・
張出P内

胴部外面　
黒斑

口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴部外面　ナデ　
胴部内面　ヘラナデ

24 土師器　
甕

口　（8.9）
底　-
高　［8.4］

外面　10YR3/1
黒褐
内面　7.5YR3/1
黒褐

砂粒多量　
礫少量

良好 口縁～胴
部25%残
存

カマド
中
床上15cm

№K49・
167

口縁部外面　
スス　胴部
外面　黒斑

口縁～胴部
外面　スス　
炭化物　胴
部内面　黒
化

110

110

110

110

110

110

110

110

110

110

110

110

110
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平滑

裏面平ら

第56表13区SI-6遺物観察表

27 土師器　
甕

口　15.9
底　8.2
高　（26.2）

外面　7.5YR5/3
にぶい褐
内面　7.5YR4/2
灰褐

砂粒多量　
礫・石英少
量

良好 口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴・底部外面　ヘラ
ケズリ　胴・底部内面　
ナデラケズリ

口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴・底部外面　ヘ
ラケズリ　胴部内面　
ナデ

口縁～底
部50%残
存

カマド　
左ソデ
中
床上9cm

№191・193
～195・197・
カマドヒダ
リソデ199・
200・カマド
一括・北西・
201・202

28 土師器　
甕

口　32.5
底　7.0
高　（32.5）

外面　2.5YR4/4
にぶい赤褐
内面　5YR4/3
にぶい赤褐

砂粒多量　
礫・赤色粒
子少量

良好 口縁～底
部65%残
存

北西部　
中央　
床下2cm

№31・59・
71・P7-189・
196・K1・K
18・K26・カマ
ド一括・北西・
南西・貼床埋
土中一括・張
出P付近

口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴部外面上半　タ
テ方向のハケメ　胴部
外面下半　ナナメ方向
のヘラケズリ　底部外
面　ヘラケズリ　胴・底
部内面　ナデ

29 土師器　
甕

口　19.3
底　7.3
高　32.7

外面　10YR5/2
灰黄褐
内面　7.5YR4/2
灰褐

砂粒・礫多
量

良好 口縁～底
部75%残
存

南西部西
D3・D5内
床上20cm

№103・
105・130・
南西

口縁部内外面　ヨコナデ　
胴部外面上半　ハケメ　
胴部外面下半　ヘラケ
ズリ　胴部内面　ナデ

30 土師器
甕

口　18.4
底　-
高　［28.7］

外面　7.5YR6/3
にぶい褐
内面　2.5Y4/1
黄灰

砂粒多量　
礫・黒色粒
子少量

良好 口縁～胴
部65%残
存

北西部　
南東　
床上1cm

№71・74

胴部内外面
下半　荒れ
ている　黒
化

口縁～胴部
外面・口縁
部内面　炭
化物　底部
内面　黒化

口縁部内外面・胴部外
面　不明　胴部内面　
ヘラナデ

31 土師器　
甕

口　14.9
底　-
高　［17.7］

外面　10YR6/4
にぶい黄橙
内面　7.5YR5/4
にぶい褐

砂粒多量　
礫・石英少量　
黒色・赤色
粒子微量

良好 口縁～胴
部50%残
存

南西部西
床上20cm

№99・100・
108・南西

胴部内外面　
黒化

口縁部外面　ヨコナデ　
口縁～底部内面　ナ
デ　胴・底部　ヘラケズ
リ

32 土師器　
甕

口　20.3
底　7.3
高　18.6

外面　7.5YR4/2
灰赤
内面　7.5YR4/3
にぶい赤褐

砂粒・礫・
赤色粒子
多量

良好 ほぼ完形 北西部北
床上17cm

№57

35 焼粘土塊 長　4.86
幅　4.75
厚　1.66
重　18.03

覆土中 カマド

内外面　
荒れている

33 不明
石

長　11.46
幅　5.79
厚　6.17
重　581.1

安山岩 完存 南東部南
床上1cm

No.133

口縁～底部
内外面　炭
化物　底部
内面　剥離

平滑
一部スス付
着

34 不明
石

長　11.96
幅　7.96
厚　6.09
重　808.0

安山岩 完存 北西部　
西　
床上18cm

№66

36 臼玉 頁岩

頁岩

長　0.68
幅　0.67
厚　0.20
重　0.09

一部欠損 南西部東
床下5cm

No.160

37 臼玉 長　0.70
幅　0.64
厚　0.22
重　0.11

一部欠損 南西部東
床下5cm

No.160

111

111

111

111

111

111

112

112

112

112

112

口縁部外面　ヘラミガ
キ　口縁・胴部内面　
ナデ　胴部外面　ケズ
リ後ミガキか

25 土師器　
甕（小型）

口　9.3
底　-
高　［7.7］

外面　2.5YR4/4
にぶい赤褐
内面　7.5YR3/1
黒褐

砂粒多量　
礫少量

良好 口縁～頸
部完存

張出しP内　
床上1cm

№118・
152

口縁部外面　
スス　内外
面　荒れて
いる　黒化

26 土師器　
甕か

口　（10.8）
底　-
高　［11.4］

外面　7.5YR6/6
橙
内面　7.5YR5/4
にぶい褐

砂粒･赤色
粒子少量

良好 口縁部外面　ヨコナデ
後ミガキ　口縁部内面　
ヨコナデ　胴部外面　
ミガキ　胴部内面　ナデ

口縁～胴
部一部残
存

カマド内　
底面　
床面直上

№K4・6・
25・27・43・
44・168・
カマド一括

胴部内外面
下半　剥離　
被熱　荒れ
ている

110

110
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第 113 図　13 区ＳＩ - ７　実測図 ･ 出土遺物実測図

第 58 表　13 区ＳＩ - ７　出土遺物観察表

13 区ＳＩ - ７（第 113 図、第 53・58 表、図版三四）

　位置　調査区の南、台地の平坦面上に立地し、124.5-15.0 グリッドに位置している。　重複関係　12 区

SD-24 より古い。　平面形状・規模　東西 3.08 ｍ、南北 3.20 ｍの方形。面積は約 9.86 ㎡である。確認面

からの深さは東壁 16cm、西壁 15 ㎝である。壁は床面からほぼ垂直に立ち上がる。　方向　南北の中軸線

は北方向、Ｎ - ０゜である。　覆土　５層に分層可能で、自然埋没である。　カマド　北壁やや東寄りに灰

褐色粘土で構築されている。須恵器の蓋と坏が逆位で、ソデをある程度除去した段階で置かれたと推定され

る。凸型に掘り込まれ、左ソデは粘土が多く、右ソデは粘土が左ソデよりも少ない。　床面　ほぼ平坦である。

全体に締まっているが、硬化が著しいところはない。カマド前面と南壁中央付近はやや硬い程度である。貼

床は２層である。北西隅と南側が深い。　遺物の出土状況　カマドの周辺や中央やや南寄りで出土した。　

13 区ＳＩ-7
１　灰褐色土　灰褐色粘土多量　ローム粒子微量　しまり
非常にあり
２　暗黒色土　ローム粒子微量　しまり非常にあり
３　明黒色土　ローム粒子少量　ロームブロック・炭化物
粒子若干　しまりあり
４　褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック・炭化物粒
子若干　しまりあり
５　暗黄褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック微量　
しまりあり　
６　暗黄褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック少量　
しまりあり（貼床）
７　黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　しまり
非常にあり（貼床）

13区ＳＩ-7　カマド
１　褐色土　ローム粒子少量　焼土粒子微量　しまりあり
２　暗褐色土　焼土粒子少量　ローム粒子若干　しまりあ
り

３　褐色土　褐色粘土多量　焼土粒子微量　しまり非常に
あり（ソデの崩れ）
４　褐色土　ローム粒子・焼土粒子微量　しまりあり
５　橙褐色土　焼土粒子・焼土ブロック多量　褐色粘土
微量　しまり欠ける（天井内面の崩落土）
６　暗橙褐色土　焼土粒子・焼土ブロック少量　しまりあり
（天井内面の崩落土）
７　暗黒色土　炭化物粒子多量　焼土粒子少量　しまりあ
り（流入土）
８　褐色土　褐色粘土多量　焼土粒子微量　しまりあり（
ソデ）
９　暗黄褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック少量　し
まりあり（貼床）
10　黒褐色土　ローム粒子・ロームブロック微量　焼土粒子
若干　しまりあり（貼床）
11　明黒褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量　しまりあ
り（貼床）
12　黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　しま
り非常にあり（貼床）

4 6
28 47

7
7

4 12 56

5 3

12

12 区 SD-24 3
47 2 1

1
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9 9
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11
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5
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12 区

1

1

2

2
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図版No

第58表13区SI-7遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記 備考・産地

1 須恵器　
坏

口　12.8
底　6.5
高　3.5

外面　10YR4/1
灰
内面　10YR4/1
灰

砂粒・礫多
量

良好 ロクロナデ
底部　回転ヘラ切り後
手持ちナデ

ほぼ完形 益子産

益子産

カマド　
上　
床上9cm

№K2・北
半

2 須恵器　
蓋

端　（12.6）
底　-
高　3.5

外面　2.5Y5/1
黄灰
内面　2.5Y5/1
黄灰

砂粒多量　
礫少量

良好 ロクロナデ
天井部　回転ヘラケズ
リ　宝珠状のつまみ

端～つま
み50%完
存

カマド　
上　
床上15cm

№K4

体部外面　
スス

113

113

1　2　3　4　5　6　7　8　9　10

11　12　13　14　15　16　17　18　19　20

21　22　23　24　25　26　27　28　29　30
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11　12　13　14　15　16　17　18　19　20
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13区ＳＩ-8
１　明黒褐色土　白色
粒子（FAか）多量　炭
化物微量　ローム粒子
若干　しまりあり
２　黒褐色土　白色粒
子（FAか）多量　ロー
ム粒子微量　炭化物若
干　しまりややあり
３　暗黒褐色土　ロー
ム粒子微量　炭化物若
干　しまりややあり
４　暗黒褐色土　焼土
粒子少量　ローム粒子・
炭化物微量　しまりや
やあり
５　褐色土　ローム粒
子多量　ロームブロッ
ク少量　しまりややあ
り
６　暗褐色土　ローム
粒子少量　ロームブロッ
ク微量　しまりややあ
り
７　明黒褐色土　ロー
ム粒子・ロームブロッ
ク微量　しまりややあ
り
８　黒褐色土　ローム
粒子少量　しまりやや
あり
９　褐色土　ローム粒
子多量　ロームブロッ
ク微量　炭化物・焼土
粒子若干　しまりやや
あり
10　明褐色土　ローム
粒子多量　ロームブロッ
ク微量　しまりややあ
り (壁溝)
11　明黒褐色土　焼土
粒子・炭化物粒子多量
しまりややあり(炉)
12　暗赤褐色土　焼土
主体　炭化物やや多量
しまりややあり(炉)

13　明黒褐色土　ローム粒子少量　しまり
あり
14　暗褐色土　ローム粒子やや多量　しま
りあり　
15　暗黄褐色土　ローム粒子主体　しまり
あり
16　明黒褐色土　ローム粒子少量　ローム
ブロック微量　しまりあり
17　暗褐色土　ローム粒子普通　ロームブ
ロック少量　しまりややあり
18　明黒褐色土　ローム粒子微量　しまり
あり
19　暗褐色土　ローム粒子少量　しまりあ
り
20　暗赤褐色土　焼土層　ローム粒子・ロー
ムブロックやや多量　しまりあり
21　明黒褐色土　ローム粒子やや多量　ロー
ムブロック微量　赤色粒子・炭化物粒子若
干　しまり非常にあり
22　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロッ
クやや多量　しまりあり
23　暗褐色土　ロームブロック多量　ロー
ム粒子やや多量　
24　暗黄褐色土　ローム粒子・ロームブロッ
ク多量　しまりあり
25　暗褐色土　ローム粒子多量　しまりあ
り
26　明黒褐色土　ローム粒子やや多量　ロ
ームブロック微量　赤色粒子・炭化物粒子
若干　しまり非常にあり
27　黄褐色土　ロームブロック多量　しま
りあり
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第 114 図　13 区ＳＩ - ８　実測図（1）



第４節　13 区の遺構と遺物

－ 157 －

出土遺物　１は歪みが著しい。礫を多く含む胎土で、益子産である。外面の一部は煤けている。２はやや器

高が高めの蓋で、宝珠状のつまみである。

13 区ＳＩ - ８（第 114 ～ 117 図、第 53・59 表、図版三四・三五）

　位置　調査区の南、台地の平坦面上に立地し、125.0-15.5 グリッドに位置している。　重複関係　Ｓ

Ｂ -45 より古い。　平面形状・規模　東西 7.97 ｍ、南北 7.72 ｍの方形。面積は約 61.53 ㎡である。確認面

第 116 図　13 区ＳＩ - ８　出土遺物実測図（1）

第 115 図　13 区ＳＩ - ８　実測図（2）

13区ＳＩ-8　炉
１　明黒褐色土　焼土粒子・炭
化物粒子多量　しまりややあり
２　暗赤褐色土　焼土主体　炭
化物やや多量　しまりややあり
３　暗褐色土　ローム粒子・ロー
ムブロックやや多量　しまりあ
り
４　黄褐色土　ロームブロック
多量　しまりあり

21

3

3 3

4 L=87.700m
0 1m1：40
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図版No

第59表13区SI-8遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記 備考・産地

1 須恵器
坏蓋

口　12.6
底　-
高　4.8

外面　N5/0　灰
内面　10Y4/1
灰

外面　10YR6/3
にぶい黄橙
内面　7.5YR6/4
にぶい橙

砂粒・礫多
量

砂粒多量　
礫・赤色粒
子少量

砂粒・赤色
粒子多量　
白色・黒色
粒子少量

体部外面　
荒れている

良好

良好

ロクロナデ
底部回転　ヘラケズリ

口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴部外面　ナデか　
底部外面　ヘラケズリ
胴・底部内面　ナデ後
ミガキ

ほぼ完形 南東部　
南東　
床下1cm

№9・35 不明

2 土師器　
坏

口　14.8
底　4.4
高　5.8

口縁～底
部75%残
存

南東部西
床上1cm

№19・SI-
9№99・
南東

外面　7.5YR5/4
にぶい褐
内面　2.5YR4/4
にぶい赤褐

口縁～底部
内面　赤っ
ぽい胎土　
口縁部内面　
荒れている

良好 口縁部内外面　ヨコナ
デ後ミガキ　胴・底部外
面　ヘラケズリ後ミガキ　
胴・底部内面　ナデ後ミ
ガキ

3 土師器　
坏

口　（13.0）
底　-
高　6.0

口縁～底
部50%残
存

南東部　
中央　
床上2cm

№16・25・
P-4・貯穴・
南東・一括

外面　5YR5/6
明赤褐
内面　5YR5/6
明赤褐

良好 口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴部内外面　ヘラ
ナデ後ミガキ　底部外
面ヘラケズリ　底部内
面　ナデ

4 土師器　
坏

口　12.9
底　5.0
高　5.4

ほぼ完形 南東部　
壁際　
床下1cm

№4・30・
33・36・
55・貯穴

116

116

116

116

砂粒･黒色
粒子少量　
礫･赤色粒
子微量

第 59 表　13 区ＳＩ - ８　出土遺物観察表

第 117 図　13 区ＳＩ - ８　出土遺物実測図（2）

からの深さは東壁 25cm、西壁 32 ㎝、南壁 28 ㎝、北壁 24 ㎝である。壁は床面からほぼ垂直に立ち上がる。

　方向　南北の中軸線は北方向、Ｎ - ０゜である。　覆土　17 層に分層可能で、自然埋没である。１・２層

には FA と推測される白色粒子が混入している。ブロック状の混入もみられる。　炉　中央北寄りに確認され

ている。長軸 122 ㎝、短軸 65 ㎝、深さ８㎝のひょうたん形である。炉内から土師器片が出土している。甕か。

　貯蔵穴　南東隅に確認された。長軸 110 ㎝、短軸 92 ㎝、深さ 38 ㎝の隅丸長方形である。覆土は 2 層である。

周囲は高まりが存在する。　柱穴　主柱穴とみられる４本が確認された。Ｐ１は長軸 56 ㎝、短軸 53 ㎝、深

さ 62 ㎝、Ｐ２は長軸 38 ㎝、短軸 30 ㎝、深さ 62 ㎝、Ｐ３は長軸 68 ㎝、短軸 53 ㎝、深さ 59 ㎝、Ｐ４は

長軸 38 ㎝、短軸 33 ㎝、深さ 56 ㎝である。　床面　軟弱で、硬い部分はみられない。　壁溝　幅 15 〜 27

㎝、深さは 13 ㎝、ほぼ全周する。。　間仕切り溝　D １は長軸［141］㎝、短軸 32 ㎝、深さは 10 ㎝である。

　その他　貯蔵穴の周辺は一段高くなり、粘土が確認されている。掘方は工具痕が顕著にみられる。　遺物

の出土状況　Ｐ３や貯蔵穴の周辺に集中する。　出土遺物　１は須恵器の坏蓋である。TK-23 で、産地は不

明である。２・４〜８は平底で、2 以外は赤い。３と７の内面のミガキは放射状である。５の底部内面は剥

落が著しい。８は器面の荒れが著しい。９は埦で、内面はミガキを施している。10・11・12 は高坏である。

10 は脚部が短脚化しつつある。12 は脚部がラッパ状になると推測される。15 は平滑で、台石と推測される。

　

15

16
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13 区ＳＩ - ９（第 118 ～ 121 図、第 53・60 表、図版三五・三六）

　位置　調査区の中央、台地の平坦面上に立地し、125.5-15.0 グリッドに位置している。　重複関係　12 区

SD-24 より古い。　平面形状・規模　東西 5.08 ｍ、南北 5.32 ｍの方形。面積は約 27.03 ㎡である。確認面

からの深さは東壁 31cm、西壁 40 ㎝、南壁 35 ㎝、北壁 33 ㎝である。壁は床面からほぼ垂直に立ち上がる。

　方向　南北の中軸線は北方向、Ｎ -22 ゜ - Ｅである。　覆土　13 層に分層可能である。火山灰と推測され

る白色粒子が 5 層に多く、3・6 層にも含まれる。その下はロームブロックが多く含む層が続き、人為的な埋

め戻しの可能性が高い。　カマド　東壁際中央に構築されている。淡褐色粘質土と灰褐色粘土で構築される。

芯材は淡褐色粘質土を乾燥させたものと推測される。周溝を埋めて構築している。埦を伏せて支脚としている。

平滑（側面よ
り）

砂粒多量　
黒色・赤色
粒子少量

外面　5YR6/6
橙
内面　5YR4/3
にぶい赤褐

口縁～体部
外面　黒斑　
底部内面　
剥離　被熱

良好 口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴・底部外面　ヘ
ラケズリ　胴・底部内面　
ナデ後ミガキ

5 土師器　
坏

口　12.2
底　3.4
高　6.6

口縁～底
部75%残
存

南東部西
床上1cm

№17

砂粒多量　
礫・黒色・
赤色粒子
少量

外面　7.5YR6/4
にぶい橙
内面　2.5YR5/6
明赤褐

内外面　荒
れている

良好 口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴部外面　ヘラナ
デか　底部外面　ヘラ
ケズリ　胴・底部内面　
ナデ後ミガキ

6 土師器　
坏

口　14.9
底　4.5
高　5.5

ほぼ完形 貯蔵穴内
壁際　
床上1cm

№8・16・
23・南東・
15・Ｐ-4・
貯穴・床下

砂粒・赤色
粒子多量　
礫・黒色粒
子少量

外面　7.5YR6/4
にぶい橙
内面　2.5YR5/6
明赤褐

体部外面　
荒れている

良好 口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴部外面　ヘラケ
ズリ後ミガキ　胴・底部
内面　ナデ後ミガキ　
底部外面　ヘラケズリ

7 土師器　
坏

口　13.1
底　4.5
高　5.2

ほぼ完形 南東部南
床下1cm

№7

砂粒・礫・
赤色粒子
多量　黒
色粒子少
量

外面　2.5YR5/6
明赤褐
内面　2.5YR5/6
明赤褐

体部外面　
黒斑　体～
底部内外面　
剥離　荒れ
ている

良好 口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴部外面　ナデか　
底部外面　ヘラケズリ　

8 土師器　
埦

口　14.8
底　4.5
高　7.3

南東部　
南西　
床上4cm

№3

砂粒・赤色
粒子多量　
黒色粒子
微量

外面　2.5YR4/4
にぶい赤褐
内面　5YR4/3
にぶい赤褐

胴～底部内
外面　黒化　
被熱

胴部外面　
黒斑　胴部
内面　黒化

良好 口縁部外面　ヨコナデ　
口縁～底部内面　ヘ
ラミガキ　胴・底部外面　
ヘラケズリ

9 土師器　
埦

口　11.5
底　-
高　9.9

口縁～底
部75%残
存

貯蔵穴内
底面　
床上4cm

№6・53・
54・貯穴
内

砂粒多量　
礫・赤色粒
子少量

外面　2.5YR5/6
明赤褐
内面　2.5YR5/6
明赤褐

良好 口縁部外面　ナデ　口
縁部内面　ナデ後ミガ
キ　胴部外面　ヘラミ
ガキ　底部外面　ナデ
後ミガキ　脚・底部内面　
ナデ

10 土師器　
高坏

口　15.0
底　11.4
高　13.4

ほぼ完形 南東部　
南東　
床上1cm

№8・10・
12～15・
貯穴・南
東・床下

砂粒・黒色・
赤色粒子
少量

外面　10YR5/4
にぶい黄褐
内面　2.5YR5/6
明赤褐

良好 坏体～底部外面　ヘラケ
ズリ　坏底部内面　ミ
ガキ　

11 土師器　
高坏

脚　4.1
底　-
高　［7.0］

坏底～脚
部一部残
存

南西部　
中央　
床上29cm

№50

砂粒多量　
黒色・赤色
粒子微量

外面　10YR6/2
灰黄褐
内面　N2/0　黒

良好 胴部外面　ヘラミガキ　
胴部内面　ナデ

12 土師器　
高坏

脚　3.6
底　-
高　［4.1］

脚部一部
残存

北西部　
南西　
床上4cm

№51

砂粒・礫多
量

外面　7.5YR4/2
灰褐
内面　7.5YR4/2
灰褐

良好 口縁部外面　ヨコナデ　
口縁・胴部内面　ヘラナ
デ　胴部外面　ヘラナデ

13 土師器　
甕

口　（20.6）
底　-
高　［15.4］

口縁～胴
部35%残
存

南東部　
P4内　
床上21cm

№27～29・
31・32・
49・50・
一括・P4

第59表13区SI-8遺物観察表

14 土師器　
甕

口　17.4
底　-
高　［22.5］

外面　7.5YR5/3
にぶい褐
内面　5YR4/3
にぶい赤褐

砂粒多量　
赤色粒子
微量

胴部外面上
半　スス　
胴部内面　
荒れている　
黒化

良好 口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴部外面　ヘラケ
ズリ　胴部内面　ナデ
後ミガキ

北東部北
床上18cm

№48・北
西

15 台石か 長　18.7
幅　30.5
厚　7.68
重　6460

安山岩

滑石片岩

口縁～胴
部75%残
存

南西部南
壁際　
床上5cm

№1

16 臼玉 長　0.46
幅　0.44
厚　0.27
重　0.07

北東部南
上　
床上1cm

№38完存

116

116

116

116

116

116

116

116

116

116

117

117
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13 区ＳＩ-9
１　黒褐色土　白色粒子（FAか）多量　ロー
ム粒子若干　しまり非常にあり
２　明黒褐色土　ローム粒子・ロームブロッ
ク少量　白色粒子（FAか）微量　炭化物粒子・
焼土粒子若干　しまり非常にあり
３　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック
多量　炭化物粒子・焼土粒子若干　しまりあ
り
４　褐色土　ローム粒子多量　ロームブロッ
ク微量　炭化物粒子・焼土粒子若干　しまり
あり
５　明黒褐色土　ローム粒子多量　ロームブ
ロック少量　炭化物粒子・焼土粒子若干　し
まりあり
６　明褐色土　ローム粒子多量　ロームブロッ
ク少量　しまり欠ける
７　暗黒褐色土　ローム粒子少量　炭化物粒
子・焼土粒子微量　しまりあり
８　黄褐色土　ローム粒子多量　ロームブロッ
ク少量　しまりあり
９　明黒褐色土　ローム粒子・ロームブロッ
ク少量　しまり非常にあり
10　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック
少量　しまりややあり
11　暗黄褐色土　ローム粒子普通　ロームブ
ロック少量　砂質土含む　しまりあり
12　暗褐色土　ローム粒子少量　しまりやや
あり
13　暗褐色土　ローム粒子微量　しまりあり
14　暗黄褐色土　ローム粒子普通　ロームブ
ロック少量　砂質土微量　しまりややあり
15　淡褐色土　砂質土層　ロームブロック多
量　ローム粒子微量　しまり非常にあり
16　暗黄褐色土　ロームブロック多量　ロー
ム粒子少量　しまりややあり
17　暗褐色土　ロームブロック多量　ローム
粒子・砂質土少量　しまり非常にあり（入口
付近の高まり）
18　黒褐色土　ロームブロック普通　ローム
粒子少量　砂質土微量　しまり非常にあり
（入口付近の高まり）
19　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック
少量　しまり非常にあり（貼床）
20　黄褐色土　ロームブロック多量　ローム
粒子普通　しまり非常にあり（貼床）
21　淡褐色土　砂質土粒子・砂質土ブロック
多量　ローム粒子・ロームブロック少量　し
まり非常にあり（貼床）
22　暗褐色土　　ロームブロック普通　ロー
ム粒子少量　しまりややあり（貼床）
23　暗黄褐色土　ローム粒子少量　ロームブ
ロック微量　しまりあり（貼床）
24　明黒褐色土　ローム粒子・ロームブロッ
ク少量　しまり欠ける（貼床）
25　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック
少量　しまり非常にあり（貼床）
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第 118 図　13 区ＳＩ - ９　実測図（1）

埦は二つが重なって出土した。　貯蔵穴　南東隅に位置する。覆土は３層で自然埋没か。長軸 78 ㎝、短軸 73 ㎝、

深さ 28 ㎝の長方形である。　柱穴　５本確認され、Ｐ１〜Ｐ４が主柱穴とみられる。Ｐ１は長軸 28 ㎝、短

軸 27 ㎝、深さ 62 ㎝、Ｐ２は長軸 30 ㎝、短軸 28 ㎝、深さ 65 ㎝、Ｐ３は長軸 30 ㎝、短軸 29 ㎝、深さ 63

㎝、Ｐ４は長軸 38 ㎝、短軸 32 ㎝、深さ 66 ㎝、Ｐ６は長軸 39 ㎝、短軸 36 ㎝、深さ 24 ㎝である。　床面

　凹凸がみられ、中央部が硬化している。貼床は 7 層である。掘方は南西隅がやや深くなっている。　壁溝

　断面は U 字状で、幅 10 〜 21cm、深さ 5 〜 10cm。カマド周辺を除き全周する。　間仕切り溝　東西方向

と南北方向に７本確認された。D １は長軸［90］㎝、短軸 14 ㎝、深さは５㎝、D ２は長軸 125 ㎝、短軸 13 ㎝、

深さは４㎝、D ３は長軸 100 ㎝、短軸 20 ㎝、深さは５㎝、D ４は長軸 85 ㎝、短軸９㎝、深さは５㎝、D ５
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13 区ＳＩ-9　カマド
１　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量
炭化物粒子・焼土粒子若干　しまりあり
２　明黒褐色土　ローム粒子多量　ロームブロッ
ク少量　炭化物粒子・焼土粒子若干　しまりあり
３　黄褐色土　ロームブロック普通　ローム粒子
少量　しまりあり
４　暗灰褐色土　暗灰褐色粘土層　焼土粒子・焼
土ブロック微量　しまり非常にあり
５　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック・粘
土粒子少量　焼土粒子微量　淡褐色粘土ブロック
含む　しまりあり

６　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量
しまりあり
７　明黒褐色土　焼土ブロック普通　焼土粒子・
粘土粒子少量　ローム粒子微量　しまり欠ける
８　明褐色土　ローム粒子多量　焼土粒子少量　
焼土ブロック微量　しまり欠ける
９　明褐色土　ローム粒子普通　ロームブロック・
粘土粒子少量　焼土粒子微量　しまり非常にあり
10　赤褐色土　焼土粒子普通　ローム粒子・焼土
ブロック・粘土ブロック少量　しまりあり
11　黒色土　焼土粒子少量　ローム粒子・焼土ブ
ロック微量　しまりややあり
12　暗褐色土　焼土粒子少量　焼土ブロック微量
しまりややあり
13　暗赤灰褐色土　暗赤灰褐色粘質土層　粘土粒
子普通　ローム粒子・焼土粒子微量　しまりあり
14　赤褐色土　焼土粒子多量　粘土粒子少量　し
まりあり
15　黒色土　焼土ブロック少量　ローム粒子・焼
土粒子微量　しまり非常にあり
16　淡褐色土　淡褐色粘質土層　粘土粒子普通　
ローム粒子・ロームブロック少量　焼土粒子微量　
しまりあり
17　淡灰褐色土　砂質粘土層　灰色粘土ブロック
少量　ローム粒子・ロームブロック・焼土粒子微
量　しまり非常にあり　
18　暗赤褐色土　焼土粒子・焼土ブロック少量　
しまりあり
19　黒色土　焼土ブロック少量　ローム粒子・焼
土粒子微量　しまり非常にあり
20　暗褐色土　焼土粒子少量　ローム粒子・焼土
ブロック微量　しまりあり
21　黒色土　焼土粒子・焼土ブロック少量　ロー
ム粒子微量　しまり欠ける
22　暗黄褐色土　ローム粒子普通　ロームブロッ
ク少量　しまりあり
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第 119 図　13 区ＳＩ - ９　実測図（2）・出土遺物実測図（1）

は長軸 92 ㎝、短軸 23 ㎝、深さは５㎝、  D ６は長軸［100］㎝、短軸 22 ㎝、深さは４㎝、D ７は長軸 89 ㎝、

短軸 20 ㎝、深さは５㎝である。　遺物の出土状況　遺物が東側のカマド周辺から中央部にかけて、多量に

上層から出土している。10 と 11 が壁際に重なって出土した。19 と 22 の甕が床面直上で、２の坏がほぼ床

上で出土した。　出土遺物　１は須恵器の高坏の脚部である。２は底部内面にハケ状の工具の痕跡が見られ
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第 120 図　13 区ＳＩ - ９　出土遺物実測図（2）
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第 121 図　13 区ＳＩ - ９　出土遺物実測図（3）

不明

図版No

第60表13区SI-9遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記 備考・産地

1 須恵器　
高坏

口　-
底　（11.0）
高　［5.5］

外面　2.5Y4/1
黄灰
内面　10YR4/1
褐灰

砂粒少量 良好 ロクロナデ　
4孔透し　

脚部25%
残存

南西部　
覆土中

南西区一
括

2 土師器　
坏

口　11.5
底　-
高　4.8

外面　2.5YR5/6
明赤褐
内面　2.5YR5/6
明赤褐

砂粒・赤色
粒子多量

良好 口縁部外面　ヨコナデ
後ミガキ　口縁部内面　
ミガキ　胴・底部外面　
ミガキに近いヘラケズリ　
胴・底部内面　ハケメ状
のナデ後ミガキ

口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴・底部外面　ヘラ
ケズリ　胴・底部内面　
ナデ後ミガキ

ほぼ完形 南西部　
中央　
床上1cm

№7・67・
71・南西
区

3 土師器　
坏

口　（11.8）
底　-
高　［5.4］

外面　7.5YR5/3
にぶい褐
内面　2.5YR4/4
にぶい赤褐

砂粒多量　
礫・赤色粒
子少量

良好 口縁～底
部25%残
存

北東部西
床上8cm

№58

口縁部外面　ヨコナデ後
ミガキ　口縁部内面　ヨ
コナデ　胴部外面　ヘラ
ケズリ後ミガキ　胴部内
面　ナデ後ミガキ　底部
外面　ヘラケズリ　底部
内面　ナデ後ミガキ放射状

4 土師器　
坏

口　11.6
底　-
高　5.7

外面　7.5YR5/4
にぶい褐
内面　5YR5/4
にぶい赤褐

砂粒多量　
赤色粒子
少量　礫
微量

良好 完形 カマド内
底面　
床上2cm

№127

口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴・底部外面　ヘラ
ケズリ　胴・底部内面　
ナデ後ミガキ

5 土師器　
坏

口　11.8
底　-
高　5.5

外面　7.5YR4/1
褐灰
内面　5YR4/1
褐灰

砂粒多量　
礫微量

良好 ほぼ完形 カマド内
底面　
床上2cm

№126

脚部外面　
自然釉

口縁～底部
内面　漆仕
上げ

底部外面　
黒斑　黒化

119

119

119

119

119

第 60 表　13 区ＳＩ - ９　出土遺物観察表

る。７・８は内面漆仕上げか。６は黒色物が付着している。７のケズリはミガキのようである。８は底部内

面の剥落が著しい。二次焼成か。スス付着する。９は鉢の口縁と推測される。10 と 11 は歪みが著しい。一

孔の甑である。12・13 は甑か。17 は器面の荒れが著しく、砂っぽい。22 の接合痕には刻みが施されている。

23 は甑の底部の可能性もある。

18

19 

23 22
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0 20cm1：5
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遺物 遺構
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21
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口縁・胴・底部内外面　
不明

6 土師器　
坏

口　（12.3）
底　5.5
高　4.2

外面　5YR6/6
橙　
内面　5YR5/6
明赤褐

砂粒多量　
黒色・赤色
粒子少量

良好 口縁～底
部50%残
存

南東部　
西　
床面直上

№73・74・
南東区一
括

内外面　剥　
離　荒れて
いる　黒色
物付着

口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴・底部外面　ヘラ
ケズリ　胴・底部内面　
ヘラナデ後ミガキ

7 土師器　
坏

口　11.7
底　-
高　6.8

外面　7.5YR4/1
褐灰　
内面　7.5YR4/1
褐灰

砂粒多量　
赤色粒子
微量

良好 完形 中央部　
床上8cm

№4

8 土師器　
鉢

口　13.2
底　-
高　9.2

外面　N 3/0　
暗灰
内面　N1.5/0  黒

砂粒・赤色
粒子多量　
黒色粒子
少量

良好 完形 南東部　
壁際　
床上12cm

№1内外面　漆
仕上げか　
底部内面　
剥離　荒れ
ている
スス付着

漆仕上げか　
底部内外面　
荒れている

口縁・胴部内面　ナデか　
胴部外面　ヘラケズリ

9 土師器　
鉢か

口　（11.0）
底　-
高　［4.1］

外面　2.5YR5/6
明赤褐
内面　2.5YR5/6
明赤褐

砂粒・赤色
粒子少量　
礫微量

良好 口縁部一
部残存

北東部南
床上26cm

№36口縁部内外
面　荒れて
いる

口縁部外面　ヨコナデ　
口縁部内面　ヨコナデ後
ミガキ　胴部外面　ナデ　
胴部内面　ヘラナデ後ミ
ガキ

10 土師器　
甑

口　20.1
底　11.9
高　23.8

外面　2.5YR5/6
明赤褐
内面　2.5YR5/6
明赤褐

砂粒・礫・
赤色粒子
少量

良好 口縁～底
部75%残
存

南東部南
P5内　
床上6cm

№3胴部外面　
黒斑

口縁部外面　ヨコナデ　
口縁部内面　ナデ　胴・
底部内外面　ヘラケズリ

11 土師器　
甑

口　23.7
底　8.8
高　29.5

外面　7.5YR5/4
にぶい褐
内面　5YR5/6
明赤褐

砂粒・礫多
量　白色・黒
色粒子少量　
赤色粒子微量

良好 口縁～底
部65%残
存

南東部南
壁際　
床上45cm

№2・南東
区一括

胴部外面　
黒斑

口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴部外面　ヘラケ
ズリ　胴部内面　ヘラ
ナデ

12 土師器　
甑か

口　23.4
底　-
高　［16.6］

外面　10R4/4
赤褐
内面　10R4/3
赤褐

砂粒多量　
礫少量

良好 口縁～胴
部50%残
存

北西部　
北東　
床上19cm

№36・55・
南東区一括・
北西区一括・
南西区一括

外面　スス　
黒斑　胴部
内面　黒化　
被熱

口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴部外面　ヘラケ
ズリ　胴部内面　ヘラ
ナデ

13 土師器　
甑か

口　（23.8）
底　-
高　［18.3］

外面　7.5YR5/4
にぶい褐
内面　2.5YR5/6
明赤褐

砂粒・赤色
粒子多量

良好 口縁～胴
部50%残
存

南東部西
床上6cm

№8・9・13・
38・40・41・
61・62・66・
80・94・96・
100・カマド
一括・南東
区一括・SD-
24（SI-9）内
埋土中

口縁部外面　
黒斑

第60表13区SI-9遺物観察表

14 土師器　
甕

口　（16.6）
底　6.8
高　29.0

外面　7.5YR5/3
にぶい褐　
内面　10YR4/2
灰黄褐

砂粒多量　
礫・黒色粒
子少量

良好 口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴部外面　ヘラケ
ズリ　底部外面　ヘラ
ケズリか　胴・底部内面　
ヘラナデ

口縁～底
部50%残
存

カマド際　
壁際　
床上27cm

№83・カ
マド一括

16 土師器　
甕

口　17.6
底　5.6
高　30.0

外面　7.5YR4/2
灰褐
内面　10YR5/2
灰黄褐

砂粒・礫・
黒色粒子
多量

良好 口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴・底部外面　ヘラ
ケズリ　胴・底部内面　
ヘラナデ

口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴部外面　ヘラケ
ズリか　底部外面　ヘ
ラケズリ　胴・底部内面　
ヘラナデ

口縁～底
部50%残
存

カマド際
壁際　
床上21cm

№84

17 土師器　
甕

口　18.0
底　7.0
高　28.3

外面　10YR6/3
にぶい黄橙
内面　10YR6/3
にぶい黄橙

砂粒多量　
黒色粒子・
石英少量

良好 口縁～底
部65%残
存

カマド際
壁際　
床上30cm

№88

口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴部外面　ヘラケ
ズリ　胴部内面　ヘラ
ナデ

18 土師器　
甕

口　（23.0）
底　-
高　［18.9］

外面　10YR6/3
にぶい黄橙
内面　7.5YR5/3
にぶい褐

砂粒多量　
黒色粒子・
石英少量

良好 口縁～胴
部一部残
存

南東部　
中央　
床上6cm

№14・16・
35・南東区
一括・カマ
ド一括

口縁部外面　ヨコナデ
後ヘラナデ　口縁部内
面　ヨコナデ　胴部外
面　ヘラケズリ　胴部
内面　ヘラナデ

19 土師器　
甕

口　（15.3）
底　-
高　［14.9］

外面　7.5YR6/3
にぶい褐
内面　7.5YR4/2
灰褐

砂粒・黒色
粒子多量　
礫少量

良好 口縁～胴
部35%残
存

カマド際　　
底面壁際　
床面直上

№ 68・79・
89・102

全部内外面　
荒れている　
被熱

15 土師器　
甕

口　19.0
底　5.5
高　26.6

外面　7.5YR4/2
灰褐　
内面　2.5Y4/2
暗灰黄

砂粒・黒色
粒子多量　
礫少量　
赤色粒子
微量

良好 口縁部内外面　ヨコナデ　
胴・底部外面　ヘラケズ
リ　胴部内面　ヘラナデ　
底部内面　ナデか

口縁～底
部50%残
存

南東部西
床上1cm

№24・75・
76・69・98・
99・102・
105・106・
110

胴～底部内
外面　荒れ
ている

胴部外面　
黒斑　胴部
内外面　荒
れている　
黒化

胴部外面　
スス　黒斑　
底部内面　
荒れている　
黒化　被熱

全部内外面　
荒れている

口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴部外面　ヘラケ
ズリ　胴部内面　ヘラ
ナデ

20 土師器　
甕

口　（15.2）
底　-
高　［6.1］

外面　2.5YR5/6　
明赤褐　
内面　5YR4/4　
にぶい赤褐

砂粒多量　
赤色粒子
少量　白
色粒子微
量

良好 口縁部50
%残存

北東部　
中央　
床上6cm

№55・59口縁部内外
面　黒斑

胴部内外面　
荒れている　
黒化

口縁部内外面　ナデ21 土師器　
甕

口　（15.7）
底　-
高　［5.9］

外面　7.5YR5/4　
にぶい褐　
内面　7.5YR5/4　
にぶい褐

砂粒多量　
白色・黒色・
赤色粒子
微量

良好 口縁部50
%残存

北東部　
中央　
床上20cm

№50・60

胴・底部外面　ヘラケズ
リ　胴部内面　ヘラナデ　
底部内面　ナデ

22 土師器　
甕

口　-
底　7.6
高　［14.1］

外面　7.5YR5/3　
にぶい褐　
内面　7.5YR5/4　
にぶい褐

砂粒・白色
粒子多量　
黒色粒子
少量

良好 胴～底部
50%残存

カマド際　
底面壁際
床面直上

№86・90・
92・93・97・
115

底部内外面　ヘラケズリ23 土師器　
甑か

口　-
底　-
高　［1.2］

外面　5YR4/6　
赤褐
内面　5YR4/6　
赤褐

砂粒・赤色
粒子多量　
黒色粒子
少量

良好 底部一部
残存

カマド際　
壁際　
床下36cm

№128

胴～底部内
外面　剥離　
荒れている　
黒化

119

119

119

119

119

119

120

120

120

120

120

120

121

121

121

121

121

121

口縁部外面　ナデ　口
縁部内面　ヨコナデ　胴
部外面　ヘラケズリ　胴
部内面　ナデのちミガキ
底部内外面　ヘラケズリ
のちミガキ



第４節　13 区の遺構と遺物
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13 区ＳＩ -10（第 122 ～ 124 図、第 53・61 表、図版三六・三七）

　位置　調査区の北東、台地の平坦面上に立地し、126.5-16.0 グリッドに位置している。　平面形状・規模

　東西 5.62 ｍ、南北 5.95 ｍの方形。面積は約 33.44 ㎡である。確認面からの深さは東壁 10cm、西壁 12

㎝、南壁９㎝、北壁 22 ㎝である。壁は床面からほぼ垂直に立ち上がる。　方向　南北の中軸線は北方向、

Ｎ -10 ゜ - Ｗである。　覆土　15 層に分層可能で、自然埋没である。南東隅と西壁中央付近の床上 10cm ほ

どに炭化物が多く含まれる。　炉　北壁際やや東寄りに構築されている。3 基確認されている。炉１は長軸

44 ㎝、短軸 38 ㎝、深さ 15 ㎝、炉２は長軸 35 ㎝、短軸 35 ㎝、深さ 10 ㎝、粘土と焼土が詰まっている。

炉３は長軸 50 ㎝、短軸 47 ㎝、深さ 16 ㎝である。　貯蔵穴　Ｐ５は南壁中央に位置する。覆土は３層で自

然埋没か。長軸 112 ㎝、短軸 96 ㎝、深さ 46 ㎝の長方形である。底面は 1 層貼っている。剥がすと凹みがある。

Ｐ８は南壁中央から東寄りに位置する。覆土は６層で埋め戻しと推測される。長軸 98 ㎝、短軸 64 ㎝、深さ

30 ㎝の隅丸方形である。　柱穴　８本確認された。4 本主柱穴である。Ｐ１は長軸 42 ㎝、短軸 31 ㎝、深

さ 73 ㎝、Ｐ２は長軸 44 ㎝、短軸 41 ㎝、深さ 74 ㎝、Ｐ３は長軸 55 ㎝、短軸［50］㎝、深さ 62 ㎝、Ｐ４

は長軸 57 ㎝、短軸 45 ㎝、深さ 50 ㎝、Ｐ６は長軸 29 ㎝、短軸 19 ㎝、深さ 25 ㎝、Ｐ７は長軸 34 ㎝、短

軸 22 ㎝、深さ 23 ㎝、Ｐ９は長軸 49 ㎝、短軸 25 ㎝、深さ４㎝、Ｐ 10 は長軸 35 ㎝、短軸 32 ㎝、深さ３

㎝である。柱穴は新旧共存していると推測される。　床面　平坦で、硬化面がみられる。貼床は３層である。

南西隅から南壁際以外の壁際を掘り込むタイプである。　壁溝　断面は逆台形で、幅 9 〜 19cm、深さ 6 〜

11cm。カマド周辺を除き全周する。　間仕切り溝　東西方向と南北方向に６本確認された。D １は長軸 99 ㎝、

短軸 25 ㎝、深さは５㎝、D ２は長軸［105］㎝、短軸 28 ㎝、深さは８㎝、D ３は長軸 103 ㎝、短軸 27 ㎝、

深さは８㎝、D ４は長軸［106］㎝、短軸 28 ㎝、深さは 11 ㎝、D ５は長軸 105 ㎝、短軸 37 ㎝、深さは 16

㎝、D ６は長軸 124 ㎝、短軸 24 ㎝、深さは６㎝である。　その他　南壁中央の貯蔵穴周辺に若干の高まり

が見られる。非常に硬くしまる。　遺物の出土状況　カマド付近、貯蔵穴周辺に多く、床面付近で出土した。

　出土遺物　１は底部がやや平底で、底部内面が剥離する。２は他に比べやや大型の埦である。３と５は内

外面が漆仕上げされている。４の内面は荒れている　漆仕上げか。6 〜９はほぼ同じ大きさ、作りである。６

は口縁の広がり方が若干違う。11 は平底で、接合痕が顕著である。12 は甕の破片を砥石として再利用した

可能性が推測される。15 は甑か。16 は石皿を再利用したものか。17 は土製の紡錘車である。18 の管玉は

貼床中から出土した。

口縁・胴・底部内外面　
不明

6 土師器　
坏

口　（12.3）
底　5.5
高　4.2

外面　5YR6/6
橙　
内面　5YR5/6
明赤褐

砂粒多量　
黒色・赤色
粒子少量

良好 口縁～底
部50%残
存

南東部　
西　
床面直上

№73・74・
南東区一
括

内外面　剥　
離　荒れて
いる　黒色
物付着

口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴・底部外面　ヘラ
ケズリ　胴・底部内面　
ヘラナデ後ミガキ

7 土師器　
坏

口　11.7
底　-
高　6.8

外面　7.5YR4/1
褐灰　
内面　7.5YR4/1
褐灰

砂粒多量　
赤色粒子
微量

良好 完形 中央部　
床上8cm

№4

8 土師器　
鉢

口　13.2
底　-
高　9.2

外面　N 3/0　
暗灰
内面　N1.5/0  黒

砂粒・赤色
粒子多量　
黒色粒子
少量

良好 完形 南東部　
壁際　
床上12cm

№1内外面　漆
仕上げか　
底部内面　
剥離　荒れ
ている
スス付着

漆仕上げか　
底部内外面　
荒れている

口縁・胴部内面　ナデか　
胴部外面　ヘラケズリ

9 土師器　
鉢か

口　（11.0）
底　-
高　［4.1］

外面　2.5YR5/6
明赤褐
内面　2.5YR5/6
明赤褐

砂粒・赤色
粒子少量　
礫微量

良好 口縁部一
部残存

北東部南
床上26cm

№36口縁部内外
面　荒れて
いる

口縁部外面　ヨコナデ　
口縁部内面　ヨコナデ後
ミガキ　胴部外面　ナデ　
胴部内面　ヘラナデ後ミ
ガキ

10 土師器　
甑

口　20.1
底　11.9
高　23.8

外面　2.5YR5/6
明赤褐
内面　2.5YR5/6
明赤褐

砂粒・礫・
赤色粒子
少量

良好 口縁～底
部75%残
存

南東部南
P5内　
床上6cm

№3胴部外面　
黒斑

口縁部外面　ヨコナデ　
口縁部内面　ナデ　胴・
底部内外面　ヘラケズリ

11 土師器　
甑

口　23.7
底　8.8
高　29.5

外面　7.5YR5/4
にぶい褐
内面　5YR5/6
明赤褐

砂粒・礫多
量　白色・黒
色粒子少量　
赤色粒子微量

良好 口縁～底
部65%残
存

南東部南
壁際　
床上45cm

№2・南東
区一括

胴部外面　
黒斑

口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴部外面　ヘラケ
ズリ　胴部内面　ヘラ
ナデ

12 土師器　
甑か

口　23.4
底　-
高　［16.6］

外面　10R4/4
赤褐
内面　10R4/3
赤褐

砂粒多量　
礫少量

良好 口縁～胴
部50%残
存

北西部　
北東　
床上19cm

№36・55・
南東区一括・
北西区一括・
南西区一括

外面　スス　
黒斑　胴部
内面　黒化　
被熱

口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴部外面　ヘラケ
ズリ　胴部内面　ヘラ
ナデ

13 土師器　
甑か

口　（23.8）
底　-
高　［18.3］

外面　7.5YR5/4
にぶい褐
内面　2.5YR5/6
明赤褐

砂粒・赤色
粒子多量

良好 口縁～胴
部50%残
存

南東部西
床上6cm

№8・9・13・
38・40・41・
61・62・66・
80・94・96・
100・カマド
一括・南東
区一括・SD-
24（SI-9）内
埋土中

口縁部外面　
黒斑

第60表13区SI-9遺物観察表

14 土師器　
甕

口　（16.6）
底　6.8
高　29.0

外面　7.5YR5/3
にぶい褐　
内面　10YR4/2
灰黄褐

砂粒多量　
礫・黒色粒
子少量

良好 口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴部外面　ヘラケ
ズリ　底部外面　ヘラ
ケズリか　胴・底部内面　
ヘラナデ

口縁～底
部50%残
存

カマド際　
壁際　
床上27cm

№83・カ
マド一括

16 土師器　
甕

口　17.6
底　5.6
高　30.0

外面　7.5YR4/2
灰褐
内面　10YR5/2
灰黄褐

砂粒・礫・
黒色粒子
多量

良好 口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴・底部外面　ヘラ
ケズリ　胴・底部内面　
ヘラナデ

口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴部外面　ヘラケ
ズリか　底部外面　ヘ
ラケズリ　胴・底部内面　
ヘラナデ

口縁～底
部50%残
存

カマド際
壁際　
床上21cm

№84

17 土師器　
甕

口　18.0
底　7.0
高　28.3

外面　10YR6/3
にぶい黄橙
内面　10YR6/3
にぶい黄橙

砂粒多量　
黒色粒子・
石英少量

良好 口縁～底
部65%残
存

カマド際
壁際　
床上30cm

№88

口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴部外面　ヘラケ
ズリ　胴部内面　ヘラ
ナデ

18 土師器　
甕

口　（23.0）
底　-
高　［18.9］

外面　10YR6/3
にぶい黄橙
内面　7.5YR5/3
にぶい褐

砂粒多量　
黒色粒子・
石英少量

良好 口縁～胴
部一部残
存

南東部　
中央　
床上6cm

№14・16・
35・南東区
一括・カマ
ド一括

口縁部外面　ヨコナデ
後ヘラナデ　口縁部内
面　ヨコナデ　胴部外
面　ヘラケズリ　胴部
内面　ヘラナデ

19 土師器　
甕

口　（15.3）
底　-
高　［14.9］

外面　7.5YR6/3
にぶい褐
内面　7.5YR4/2
灰褐

砂粒・黒色
粒子多量　
礫少量

良好 口縁～胴
部35%残
存

カマド際　　
底面壁際　
床面直上

№ 68・79・
89・102

全部内外面　
荒れている　
被熱

15 土師器　
甕

口　19.0
底　5.5
高　26.6

外面　7.5YR4/2
灰褐　
内面　2.5Y4/2
暗灰黄

砂粒・黒色
粒子多量　
礫少量　
赤色粒子
微量

良好 口縁部内外面　ヨコナデ　
胴・底部外面　ヘラケズ
リ　胴部内面　ヘラナデ　
底部内面　ナデか

口縁～底
部50%残
存

南東部西
床上1cm

№24・75・
76・69・98・
99・102・
105・106・
110

胴～底部内
外面　荒れ
ている

胴部外面　
黒斑　胴部
内外面　荒
れている　
黒化

胴部外面　
スス　黒斑　
底部内面　
荒れている　
黒化　被熱

全部内外面　
荒れている

口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴部外面　ヘラケ
ズリ　胴部内面　ヘラ
ナデ

20 土師器　
甕

口　（15.2）
底　-
高　［6.1］

外面　2.5YR5/6　
明赤褐　
内面　5YR4/4　
にぶい赤褐

砂粒多量　
赤色粒子
少量　白
色粒子微
量

良好 口縁部50
%残存

北東部　
中央　
床上6cm

№55・59口縁部内外
面　黒斑

胴部内外面　
荒れている　
黒化

口縁部内外面　ナデ21 土師器　
甕

口　（15.7）
底　-
高　［5.9］

外面　7.5YR5/4　
にぶい褐　
内面　7.5YR5/4　
にぶい褐

砂粒多量　
白色・黒色・
赤色粒子
微量

良好 口縁部50
%残存

北東部　
中央　
床上20cm

№50・60

胴・底部外面　ヘラケズ
リ　胴部内面　ヘラナデ　
底部内面　ナデ

22 土師器　
甕

口　-
底　7.6
高　［14.1］

外面　7.5YR5/3　
にぶい褐　
内面　7.5YR5/4　
にぶい褐

砂粒・白色
粒子多量　
黒色粒子
少量

良好 胴～底部
50%残存

カマド際　
底面壁際
床面直上

№86・90・
92・93・97・
115

底部内外面　ヘラケズリ23 土師器　
甑か

口　-
底　-
高　［1.2］

外面　5YR4/6　
赤褐
内面　5YR4/6　
赤褐

砂粒・赤色
粒子多量　
黒色粒子
少量

良好 底部一部
残存

カマド際　
壁際　
床下36cm

№128

胴～底部内
外面　剥離　
荒れている　
黒化

119

119

119

119

119

119

120

120

120

120

120

120

121

121

121

121

121

121

口縁部外面　ナデ　口
縁部内面　ヨコナデ　胴
部外面　ヘラケズリ　胴
部内面　ナデのちミガキ
底部内外面　ヘラケズリ
のちミガキ



第３章　発見された遺構と遺物
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第 122 図　13 区ＳＩ -10　実測図（1）

13 区ＳＩ-10
１　黒褐色土　ローム粒子微量　焼土粒子若干　しまりあり
２　暗褐色土　ローム粒子少量　焼土粒子微量　しまりあり
３　明黒褐色土　ローム粒子・焼土粒子少量　しまりあり
４　暗黒褐色土　ローム粒子微量　焼土粒子　しまりあり
５　明黒褐色土　ローム粒子・ロームブロック微量　しまりあり
６　褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック若干　しまりあり　
７　黒褐色土　ローム粒子少量　しまり欠ける
８　暗褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック若干　しまりあり
９　明褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　しまりあり
10　黒褐色土　ローム粒子少量　しまりあり
11　明黒褐色土　ローム粒子少量　しまりややあり
12　黒褐色土　ローム粒子微量　焼土粒子若干　しまりあり
13　暗褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック微量　しまりややあり
14　明黒褐色土　ローム粒子少量　焼土粒子微量　しまりあり
15　暗褐色土　ローム粒子・焼土粒子少量　しまりあり
16　暗黄褐色土　ロームブロック・砂質土多量　ローム粒子少量　しま
り非常にあり（硬化面）
17　明黒褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量　しまり非常にあり
（貼床）
18　明黒褐色土　ローム粒子少量　ローム粒子微量　しまりあり
19　明黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　砂質土含む　しま
り非常にあり
20　明褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック微量　砂質土含む　し
まりあり
21　黄褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック少量　砂質土含む　し
まりあり
22　暗黄褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック微量　砂質土含む　
しまりあり
23　褐色土　ローム粒子多量　明灰褐色粘土少量　ロームブロック微量
砂質土含む　しまりあり
24　明黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　しまりあり
25　暗褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック・砂質土少量　しまり
非常にあり
26　黄褐色土　ロームブロック・砂質土多量　ローム粒子少量　しまり
非常にあり
27　褐色土　焼土粒子・明灰褐色粘土多量　ローム粒子・焼土ブロック
少量　ロームブロック微量　しまり非常にあり（貼床）
28　明黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　しまり非常にあり
（貼床）
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第 123 図　13 区ＳＩ -10　実測図（2）・出土遺物実測図（1）

13 区ＳＩ-10　カマド
１　暗黒褐色土　ローム粒子微量　焼土粒子若干
しまりあり
２　褐色土　焼土粒子・明褐色粘土粒子少量　焼
土ブロック微量　しまりあり（ソデ、天井の流出
土）
３　暗褐色土　焼土粒子・明褐色粘土粒子微量　
しまりあり（ソデの崩れ）
４　暗褐色土　焼土粒子・明褐色粘土粒子少量　
しまりあり
５　明黒褐色土　焼土粒子・焼土ブロック・明褐
色粘土粒子微量　しまりあり
６　暗橙褐色土　明褐色粘土粒子極多量　焼土粒
子少量　焼土ブロック微量　しまりあり（天井）
７　橙褐色土　焼土粒子・明褐色粘土粒子多量　
焼土ブロック微量　しまりあり（天井崩落土）
８　橙黄褐色土　焼土粒子・焼土ブロック多量　
明褐色粘土粒子少量　しまりあり（天井崩落土）
９　明橙褐色土　焼土粒子・焼土ブロック極多量

明褐色粘土粒子微量　しまりあり（天井内面の崩
落土）
10　暗橙褐色土　焼土粒子・明褐色粘土粒子少量
焼土ブロック微量　ロームブロック若干　しまり
あり
11　褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック若
干　しまりあり
12　明灰褐色土　明灰褐色粘土粒子極多量　焼土
粒子微量　しまり非常にあり（ソデ）
13　黒褐色土　ローム粒子微量　ロームブロック・
焼土粒子若干　しまり非常にあり
14　黒褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック
微量　しまりあり
15　明黒褐色土　ローム粒子・ロームブロック少
量　しまり非常にあり
16　明黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック多
量　しまり非常にあり
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第 61 表　13 区ＳＩ -10　出土遺物観察表

第 124 図　13 区ＳＩ -10　出土遺物実測図（2）

図版No

第61表13区SI-10遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記 備考・産地

1 土師器　
坏

口　（13.2）
底　-
高　4.8

外面　10R4/4
赤褐
内面　2.5YR5/4
にぶい赤褐

砂粒多量　
黒色粒子少
量　石英微
量

良好 口縁部外面　ヨコナデ
後ミガキ　胴・底部外面　
ヘラケズリ後ミガキ　口
縁・胴・底部内面　ミガキ

口縁～底
部65%残
存

南東部南
P5
貯蔵穴内
床上51cm

12区
№35

2 土師器　
埦

口　（14.1）
底　-
高　7.3

外面　2.5YR6/6
橙
内面　2.5YR5/6
明赤褐

砂粒多量　
礫・石英少量　
黒色・赤色
粒子微量

良好 口縁部外面　ヨコナデ　
口縁部内面　ヨコナデ
一部ミガキ　胴・底部外
面　ヘラケズリ　胴・底
部内面　ミガキ

口縁部内外面　ヨコナ
デ後ミガキ　胴・底部外
面　ヘラケズリ　胴・底
部内面　ナデ後ミガキ

口縁～底
部75%残
存

南東部　
中央　
床下1cm

12区
№34

3 土師器　
坏

口　（13.2）
底　-
高　［70.3］

外面　7.5YR4/1
褐灰
内面　5YR4/2
灰褐

砂粒多量　
礫・赤色粒
子少量

良好 口縁～体
部20%残
存

北西部西
床上5cm

12区
№61・北
西区埋土
中

口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴・底部外面　ヘラ
ケズリ　胴・底部内面　
ミガキ

4 土師器　
坏

口　（11.4）
底　-
高　5.7

外面　5YR5/3
にぶい赤褐
内面　5YR5/3
にぶい赤褐

砂粒多量　
石英少量　
黒色・赤色
粒子微量

良好 口縁～底
部50%残
存

南西部東
貯蔵穴内　
底面　
床上4cm

12区
№71

口縁部外面　ヨコナデ　
胴・底部外面　ヘラケズ
リ後ミガキ　口縁・胴・底
部内面　ミガキ

5 土師器　
埦

口　（14.1）
底　3.5
高　6.0

外面　2.5YR5/4
にぶい赤褐
内面　5YR5/3
にぶい赤褐

砂粒・黒色
粒子多量　
赤色粒子少
量　礫微量

良好 口縁～底
部75%残
存

南西部東
貯蔵穴内
中　
床上22cm

12区
№69・南
貯蔵穴内

底部内面　
剥離　荒れ
ている

漆仕上げか
体部内外面　
剥離　荒れ
ている

全部内外面　
漆仕上げ

底部内外面　
荒れている

口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴・底部外面　ヘラ
ケズリ　胴・底部内面　
ナデ

6 土師器　
坏

口　（111.3）
底　-
高　3.8

外面　2.5YR5/4
にぶい赤褐
内面　2.5YR5/6
明赤褐

赤色粒子
多量　砂
粒少量　
礫微量

良好 口縁～底
部75%残
存

南西部東
貯蔵穴内　
底面　
床上6cm

12区
№67・南
貯蔵穴内

口縁部外面・
全部内面　漆
仕上げ　体～
底部内外面　
剥離　荒れて
いる　口縁先
端　磨滅

口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴・底部外面　ヘ
ラケズリ　胴・底部内面　
ヘラナデ

7 土師器　
坏

口　11.9
底　-
高　4.3

外面　2.5YR5/4
にぶい赤褐
内面　2.5YR5/4
にぶい赤褐

砂粒・黒色
粒子少量　
礫・石英微
量

良好 口縁～底
部95%残
存

南西部東
貯蔵穴内　
底面　
床上8cm

12区
№68・南
貯蔵穴内

底部内外面　
荒れている

口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴・底部外面　ヘ
ラケズリ　胴・底部内面　
ナデ

8 土師器　
坏

口　（12.0）
底　-
高　4.7

外面　2.5YR5/4
にぶい赤褐
内面　2.5YR5/6
明赤褐

砂粒・赤色
粒子少量　
礫微量

良好 口縁～底
部

北西部西
床面直上

12区
№60

口縁部外面　ヨコナデ　
胴・底部外面　ヘラケズ
リ　口縁・胴・底部内面　
ナデ

9 土師器　
坏

口　（12.0）
径　-
高　4.0

外面　2.5YR5/6
明赤褐
内面　2.5YR5/4
にぶい赤褐

砂粒多量　
黒色粒子
少量　赤
色粒子微量

良好 口縁～底
部65%残
存

南西部東
貯蔵穴内　
底面　
床上8cm

12区
№68

底部内面　
荒れている

口縁・胴部内外面　ミガ
キ　

10 土師器　
埦

口　（14.0）
底　-
高　4.8

外面　10R5/6
赤
内面　2.5YR5/6
明赤褐

赤色粒子
多量　砂
粒・礫少量

良好 口縁～底
部75%残
存

北西部
カマド際
床下1cm

12区№18
・59・一括・
南西区埋
土中・北西
区埋土中

全部内外面　
磨滅
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13 区ＳＩ -11（第 125 ～ 126 図、第 53・62 表、図版三七・三八）

　位置　調査区の北、台地の平坦面上に立地し、127.5-16.0 グリッドに位置しいてる。　重複関係　現代の

ビニールハウスにより撹乱されている。　平面形状・規模　東西 5.83 ｍ、南北 5.96 ｍの方形である。面積

は約 34.75 ㎡である。確認面からの深さは東壁 18cm、西壁 25 ㎝、南壁 20 ㎝、北壁 15 ㎝である。壁はほ

ぼ垂直に立ち上がる。　方向　南北の中軸線は北方向、Ｎ -26 ゜ -W である。　覆土　16 層に分層可能であ

る。自然埋没か。焼土と炭化物が混入する。　カマド　北壁中央やや東寄りに黄褐色粘土で構築されている。

白色粘土や灰褐色粘土も使用している。白色粘土は煙道部付近、灰褐色粘土は燃焼部付近で使用されていた

と推測される。12 の細長い石を使用した支脚が確認され、粘土で固定されていた。　柱穴　12 本確認された。

主柱穴は４本である。Ｐ１は長軸 28 ㎝、短軸 23 ㎝、深さ 54 ㎝、Ｐ２は長軸 21 ㎝、短軸 21 ㎝、深さ 48 ㎝、

Ｐ３は長軸 20 ㎝、短軸 19 ㎝、深さ 52 ㎝、Ｐ４は長軸 30 ㎝、短軸 25 ㎝、深さ 51 ㎝、Ｐ５は長軸 48 ㎝、

短軸 35 ㎝、深さ 28 ㎝、Ｐ６は長軸 40 ㎝、短軸 39 ㎝、深さ 49 ㎝、Ｐ７は長軸 18 ㎝、短軸 18 ㎝、深さ６㎝、

Ｐ８は長軸 28 ㎝、短軸 26 ㎝、深さ 47 ㎝、Ｐ９は長軸 29 ㎝、短軸 27 ㎝、深さ 40 ㎝、Ｐ 10 は長軸 30 ㎝、

短軸 30 ㎝、深さ 44 ㎝、Ｐ 11 は長軸 25 ㎝、短軸 22 ㎝、深さ 47 ㎝、Ｐ 12 は長軸 53 ㎝、短軸 48 ㎝、深

さ４㎝である。Ｐ８〜 11 は旧段階の柱穴であり、貼床で埋められている。　床面　貼床は６層である。南東

と西から北壁際が深くなっている。　間仕切り溝　東西方向の D １は長軸 103 ㎝、短軸 22 ㎝、深さは５㎝、

D ２は長軸 92 ㎝、短軸 20 ㎝、深さは８㎝、D ３は長軸 110 ㎝、短軸 26 ㎝、深さは 12 ㎝である。貼床除

去後に確認されたため、旧段階に伴うものと推測される。　その他　Ｐ５とＰ６の北側に砂質土とロームに

口縁部外面　ヨコナデ　
口縁部内面　ナデ後ミ
ガキ　胴・底部外面　ヘ
ラケズリ　胴・底部内面　
ヘラミガキ

11 土師器　
埦

口　11.6
底　5.3
高　6.0

外面　2.5YR5/4
にぶい赤褐
内面　2.5YR4/2
灰赤

砂粒・赤色
粒子少量

良好 口縁～底
部

北東部東　
床上1cm

12区
№12・25・
38・一括

底部内面　
荒れている

12 甕か
胴部

厚　0.8 外面　7.5YR5/3
にぶい褐
内面　10YR6/2
灰黄褐

砂粒多量　
黒色粒子
少量

良好 覆土中 12区
南貯蔵穴
内

荒れている

第60表13区SI-10遺物観察表

14 土師器　
甕

口　17.0
底　-
高　［17.3］

外面　5YR5/3
にぶい赤褐　
内面　2.5YR4/3
にぶい赤褐

砂粒・礫多
量　石英少
量　黒色・
赤色粒子
微量

良好 口縁部外面　ヨコナデ
後ミガキ　口縁部内面　
ヨコナデ　胴部内外面　
ヘラケズリ

口縁～胴
部75%残
存

北西部　
中央　
床面直上

12区
№55・62

15 土師器　
甑か

口　（17.1）
底　-
高　［14.6］

外面　2.5YR5/6　
明赤褐
内面　７.5YR6/4
にぶい橙

砂粒少量　
赤色粒子
微量

良好 口縁部外面　ヨコナデ　
胴部外面　ヘラケズリ
か　口縁・胴部内面　
ミガキ

口縁～胴
部50%残
存

南西部　
中央　
床面直上

12区№15
・23・25・39
・41・45・46
・52・66

16 石皿か 長　［9.15］
幅　［10.8］
厚　［6.64］
重　573.81

安山岩質
溶岩

土製

一部残存 北西部東
床上2cm

12区
№51

17 紡錘車 径　［2.6］
厚　1.35
孔　（0.69）

長　2.22
幅　0.86
厚　0.70
重　2.54

上　2.5YR5/4
にぶい赤褐
下　5YR5/4
にぶい赤褐

一部残存

完存蛇紋岩

覆土中 12区
カマド

18 管玉 南東部西
床下9cm

12区
№72

胴部外面　
黒斑

胴部内外面　
剥離　荒れ
ている　被
熱

口縁部外面　ヨコナデ　
口縁部内面　ヨコナデ後
ミガキ　胴部外面上半　
ヨコ方向のヘラケズリ　
下半　タテ方向のヘラケ
ズリ　胴部内面　ミガキ

13 土師器　
甑

口　（21.7）
底　-
高　［20.5］

外面　5YR5/4
にぶい赤褐
内面　2.5YR5/6
明赤褐

砂粒多量
赤色粒子少
量　礫・白
色粒子微量

良好 口縁～胴
部35%残
存

北東部　
南西　
床下1cm

12区
№31・49・
53・56・57

胴部外面　
スス
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123
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124

124

124

123

123
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第 125 図　13 区ＳＩ -11　実測図（1）

13 区ＳＩ-11
１　暗黒褐色土　ローム粒子・焼土粒子・炭化物粒子微量　しまり非常
にあり
２　明黒褐色土　焼土粒子少量　ローム粒子・炭化物粒子微量　しまり
非常にあり　
３　明黒褐色土　ローム粒子・炭化物粒子微量　焼土粒子若干　しまり
非常にあり
４　黒褐色土　ローム粒子・焼土粒子微量　ロームブロック・炭化物粒
子若干　しまりあり
５　黒褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量　焼土粒子若干　しま
り非常にあり
６　暗褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック微量　焼土粒子・炭化
物粒子若干　しまりあり
７　黒褐色土　ローム粒子・ロームブロック微量　焼土粒子・炭化物粒
子若干　しまり非常にあり
８　明褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック微量　焼土粒子・炭化
物粒子若干　しまり非常にあり
９　褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック微量　焼土粒子・炭化物
粒子若干　しまり非常にあり
10　明褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック微量　しまりややあり
11　褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック微量　しまりあり
12　暗褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック微量　しまりあり
13　明黒褐色土　ローム粒子少量　しまりあり
14　暗褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック若干　しまりあり
15　明褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　しまりあり
16　黒褐色土　ローム粒子・焼土粒子微量　ロームブロック・炭化物粒
子若干　しまりあり
17　暗褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック少量　しまりややあり
18　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量　黒色土微量　しまり
あり
19　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック・砂質土少量　IP 粒子若干
しまりあり
20　褐色土　ローム粒子・ロームブロック・焼土粒子・灰褐色粘土少量　
しまりあり
21　明黄褐色土　砂質土ブロック多量　ローム粒子少量　ロームブロッ
ク微量　しまり非常にあり（馬蹄形状の高まり）
22　暗黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック・砂質土多量　しまり非
常にあり
23　明黄褐色土　ローム粒子・砂質土ブロック多量　ロームブロック・
灰褐色粘土少量　しまり非常にあり
24　明黒褐色土　ローム粒子・ロームブロック・砂質土ブロック少量　
しまり非常にあり　硬い
25　暗黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック・砂質土ブロック多量　
しまり非常にあり　硬い
26　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量　砂質土ブロック微量　
しまり非常にあり　やわらかい
27　暗褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック少量　しまりややあり
28　黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック・砂質土多量　しまりあり
29　黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　砂質土ブロック若干　
しまり非常にあり
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13 区ＳＩ-11　カマド
1　暗褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック微量　
焼土粒子・炭化物粒子若干　しまりあり
2　明褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック微量　
焼土粒子・炭化物粒子若干　しまり非常にあり
3　褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック微量　焼
土粒子・炭化物粒子若干　しまり非常にあり
4　明褐色土　明褐色粘土粒子・明褐色粘土ブロック多
量　焼土粒子微量　しまりあり

5　褐色土　明褐色粘土粒子多量　暗灰褐色粘土粒子少
量　焼土粒子・炭化物粒子微量　しまりあり
6　明灰褐色土　暗灰褐色粘土粒子多量　焼土粒子・炭
化物粒子・明褐色粘土粒子微量　しまりあり（天井の
崩れ）
7　灰褐色土　焼土粒子・暗灰褐色粘土粒子少量　炭化
物粒子・明褐色粘土粒子微量　しまりあり
8　橙黄褐色土　焼土粒子・焼土ブロック多量　炭化物
粒子・明褐色粘土粒子・暗灰褐色粘土粒子微量　しま
りあり（天井崩落土）
9　暗橙黄褐色土　焼土粒子・炭化物粒子少量　焼土ブ
ロック・明褐色粘土粒微量　しまりあり（天井崩落土）
10　明橙黄褐色土　焼土粒子・焼土ブロック多量　炭
化物粒子微量　しまりあり（天井崩落土）
11　明黒褐色土　焼土粒子・炭化物粒子少量　しまり
あり（流入土）
12　明灰褐色土　焼土粒子・白色粘土粒子少量　炭化

物粒子・暗灰褐色粘土粒子微量　しまり非常にあり
13　暗褐色土　焼土粒子少量　炭化物粒子微量　しまり
あり（流入土）
14　橙黄褐色土　焼土粒子多量　焼土ブロック少量　し
まりあり
15　暗黄褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック・焼
土粒子微量　しまりあり
16　暗灰褐色土　暗灰褐色粘土・焼土粒子多量　しまり
あり
17　灰褐色土　灰褐色粘土極多量　焼土粒子多量　しま
りあり（ソデ）
18　明黒褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック微量
焼土粒子若干　しまりあり（貼床）
19　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量　砂質
土ブロック微量　しまり非常にあり　やわらかい（貼床）
20　黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　砂質
土ブロック若干　しまり非常にあり（貼床）
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第 126 図　13 区ＳＩ -11　実測図（2）・出土遺物実測図
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より馬蹄形状の高まりが形成される。中央には焼土や粘土が充填された穴が確認されている。　遺物の出土

状況　中央部に集中して出土した。　出土遺物　４は赤彩が施されている。７は小形の甑か。口縁部が波状

になっている。11 は羽口であり、SI-21 で鉄滓が多く確認されているため、捨てられた可能性が推測される。

12 は支脚で、黒色物が付着し、被熱を受けている。　

第 62 表　13 区ＳＩ -11　出土遺物観察表
No図版No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記 備考・産地

1 土師器
坏

口　12.5
底　-
高　4.8

外面　2.5YR5/4
にぶい赤褐
内面　2.5YR5/3
にぶい赤褐

砂粒多量　
礫・赤色粒
子少量　
黒色粒子
微量

良好 体～底部内
面　剥離　
荒れている

口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴部外面　ヘラケ
ズリ後ミガキ　底部外
面　ヘラケズリ　胴・底
部内面　ナデ後ミガキ

口縁～底
部65%残
存

中央部
床上4cm

12区
№97

2 土師器
坏

口　（11.3）
底　-
高　［6.0］

外面　2.5YR5/4
にぶい赤褐
内面　2.5YR4/4
にぶい赤褐　   

砂粒多量
礫・赤色粒
子少量

良好 体～底部内
面　剥離　
体部外面　
荒れている　

口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴・底部内面　ナ
デ後ミガキ

口縁～底
部25%残
存　

中央部
床上6cm

12区
№91・98・
一括

3 土師器
坏

口　（14.8）
底　-
高　5.8

外面　2.5YR5/6
明赤褐
内面　2.5YR5/6
明赤褐

赤色粒子
多量　砂
粒少量

良好 体部外面　
荒れている　

口縁部内外面　ヨコナ
デ後ミガキ　胴・底部
外面　ヘラケズリか　
胴・底部内面　ナデ後
ミガキ

口縁～底
部25%残
存

南東部
中央
床上5cm

12区
№46・108・
109・111・
112・117

4 土師器
坏

口　（12.7）
底　-
高　［4.3］

外面　10R5/4
赤褐
内面　10R4/4
赤褐

砂粒・白色
粒子少量　
赤色粒子
微量

良好 全部内外面　
赤彩

口縁部外面　ヨコナデ　
口縁・胴部内面　ヨコ
ナデ後ミガキ　胴部外
面　ヘラケズリ　

口縁～体
部一部残
存

南東部西
床上16cm

12区
№46・北
東・南東
埋土中

5 土師器
高坏

口　（12.8）
底　6.1
高　［11.0］

外面　5YR4/3
にぶい赤褐
内面　2.5YR5/4
にぶい赤褐

砂粒・赤色
粒子多量　
礫少量

良好 体部内外面　
剥離　荒れ
ている

胴下～底部
外面　黒化

口縁部外面　ヨコナデ　
口縁部内面　ナデ　胴・
脚部　ヘラケズリ　胴・
底部内面　ヘラナデ　
脚部内面　ナデ

口縁～脚
部25%残
存

中央部
床上5cm

12区
№98・一
括・北東
ベルト埋
土中

6 土師器
高坏

口　（14.2）
底　- 
高　［5.3］

外面　2.5YR5/6
明赤褐
内面　5YR5/4
にぶい赤褐

砂粒少量　
黒色・赤色
粒子微量

良好 口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴部外面　ナデ後
ミガキ　底部外面　ヘ
ラケズリか　胴部内面　
ナデ後ミガキ

坏部35%
残存

中央部
床上16cm

12区
№91・92・
北東ベル
ト・南東埋
土中

7 土師器
甑か

口　（11.9）
底　（4.8）
高　9.2
孔　（2.6）

外面　5YR4/2
灰褐
内面　7.5YR4/1
褐灰

赤色粒子
多量　砂
粒少量　
礫微量

良好 口縁部内外面　ナデ　
胴部外面　ヘラナデ　
底部外面　ヘラケズリ　
胴・底部内面　ヘラナ
デ

口縁～底
部50%残
存

北西部東
床上6cm

12区
№36・一
括・東北

胴部内外面
荒れている

9 土師器
甕

口　（17.0）
底　-
高　［22.1］

外面　5YR4/2
灰褐
内面　10YR5/2
にぶい黄褐

砂粒・白色
粒子・黒色
粒子多量　
礫少量

良好 口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴部外面　ヘラケ
ズリ　胴部内面　ナデ

口縁～胴
部25%残
存

南西部
中央
床上7cm

12区
№118

胴～底部外
面　剥離　
荒れている　
胴部内面下
半　黒化

10 土師器
甕

口　14.5
底　6.0
高　20.8

外面　7.5YR6/3
にぶい褐
内面　7.5YR5/3
にぶい褐

砂粒・白色
粒子・黒色
粒子多量　
礫少量　赤
色粒子微量

良好 口縁部外面　ヨコナデ　
胴部外面　ヘラナデ　
底部外面　ヘラナデか　
口縁・胴・底部内面　ヘ
ラナデ

口縁～底
部75%残
存

一部欠損

北西部南
床上7cm

12区
№71

溶解部には
緑色の物質
あり

11 羽口 孔　（1.9） 外面　10YR6/3
にぶい黄橙
内面　5YR5/4
にぶい赤褐　

砂粒少量　
赤色微量

下にむかってやや開く　
内外面　ナデ

南東部西
床上5cm

12区
№114

被熱　黒色
物付着

流紋岩12 支脚 長　18.80
幅　6.81
厚　5.33
重　1145.9

外面　10YR6/3
にぶい黄橙
内面　5YR5/4
にぶい赤褐　

カマド内
底面
床面直上

12区
№132

胴部内面　
剥離

8 土師器
甑

口　-
底　10.2
高　24.9

外面　5YR5/4
にぶい褐
内面　7.5YR5/3
にぶい褐

砂粒多量　
礫少量　
黒色・赤色
粒子微量

良好 口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴・底部外面　ヘ
ラケズリ　胴・底部内面
ミガキ

口縁～底
部50%残
存

中央部
床上2cm

12区
№71～73・
76～78・80・
82・84・86・
87・94・98・
127・128・
北東ベルト
埋土中・南
東埋土中

第62表13区SI-11遺物観察表
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L=88.100m
0 2m1：80

L=88.100m
0 1m1：40

13 区ＳＩ-12
１　暗褐色土　ローム粒子・灰褐色粘土粒子・灰褐色粘
土ブロック少量　焼土粒子・炭化物微量　しまりややあ
り　粘性ややあり
２　褐色土　ローム粒子普通　ロームブロック・白色粒
子・焼土粒子・炭化物微量　しまりややあり　粘性やや
あり
３　暗黄褐色土　ローム粒子普通　ロームブロック少量
焼土粒子・炭化物・小礫微量　しまりややあり　粘性や
やあり
４　明黒褐色土　ローム粒子・焼土粒子・炭化物微量　
しまりややあり　粘性あり
５　褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック・白色粒
子・焼土粒子微量　しまりややあり　粘性ややあり
６　暗茶褐色土　焼土粒子普通　ローム粒子・焼土ブロッ
ク少量　炭化物微量　しまりややあり　粘性ややあり
７　暗黄褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック微量
しまりややあり　粘性あり
８　黒褐色土　ローム粒子・ロームブロック微量　しま
りややあり
９　黄褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック普通　
炭化物少量　焼土粒子微量　しまりややあり　粘性やや
あり
10　褐色土　ローム粒子普通　ロームブロック微量　し
まりやや欠ける　粘性あり
11　暗褐色土　ローム粒子少量　焼土粒子若干　しまり
ややあり　粘性あり
12　明黒褐色土　ローム粒子普通　ロームブロック微量
しまりやや欠ける　粘性あり
13　暗褐色土　ローム粒子・焼土粒子・焼土ブロック微
量　しまりあり
14　暗褐色土　ローム粒子多量　焼土粒子若干　しまり
あり
15　暗黄褐色土　ローム粒子多量　焼土粒子若干　しま
りややあり
16　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック・砂質土ブ
ロック少量　しまり非常にあり
17　明黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　砂
質土ブロック少量　しまり非常にあり
18　灰褐色土　ローム粒子・焼土粒子・灰褐色粘土少量
ロームブロック微量　しまり非常にあり
19　明黒褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量　砂
質土ブロック微量　しまり非常にあり ( 貼床 )
20　黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　砂質
土ブロック若干　しまり非常にあり ( 貼床 )
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13 区ＳＩ-12　カマド
１　褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック・白色粒
子・焼土粒子微量　しまりややあり　粘性ややあり
２　明褐色土　焼土粒子・灰褐色粘土少量　ローム粒子
微量　しまりあり（天井の崩れ）
３　暗黄褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック微量
しまりややあり　粘性あり
４　褐色土　焼土粒子少量　ローム粒子・灰褐色粘土微
量　しまりあり（天井の崩れ）
５　灰褐色土　灰褐色粘土極多量　焼土粒子微量　ロー
ム粒子若干　しまりあり（天井）

６　橙黄褐色土　焼土粒子極多量　焼土ブロック多量　
灰褐色粘土微量　しまりあり（天井内面の崩落土）
７　暗橙黄褐色土　焼土粒子極多量　焼土ブロック多量
しまりあり（天井内面の崩落土）
８　明灰褐色土　灰褐色粘土極多量　焼土粒子微量　し
まりあり
９　灰褐色土　灰褐色粘土極多量　しまりあり（ソデ）
10　明黒褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック・焼
土粒子微量　しまり非常にあり　
11　黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　砂質
土ブロック若干　しまり非常にあり（貼床）

13 区ＳＩ -12（第 127 ～ 128 図、第 53・63 表、図版三八・三九 ･ 六四）

　位置　調査区の北、台地の平坦面上に立地し、127.5-15.0 グリッドに位置している。　重複関係　Ｓ

第 127 図　13 区ＳＩ -12　実測図

No図版No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記 備考・産地

1 土師器
坏

口　12.5
底　-
高　4.8

外面　2.5YR5/4
にぶい赤褐
内面　2.5YR5/3
にぶい赤褐

砂粒多量　
礫・赤色粒
子少量　
黒色粒子
微量

良好 体～底部内
面　剥離　
荒れている

口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴部外面　ヘラケ
ズリ後ミガキ　底部外
面　ヘラケズリ　胴・底
部内面　ナデ後ミガキ

口縁～底
部65%残
存

中央部
床上4cm

12区
№97

2 土師器
坏

口　（11.3）
底　-
高　［6.0］

外面　2.5YR5/4
にぶい赤褐
内面　2.5YR4/4
にぶい赤褐　   

砂粒多量
礫・赤色粒
子少量

良好 体～底部内
面　剥離　
体部外面　
荒れている　

口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴・底部内面　ナ
デ後ミガキ

口縁～底
部25%残
存　

中央部
床上6cm

12区
№91・98・
一括

3 土師器
坏

口　（14.8）
底　-
高　5.8

外面　2.5YR5/6
明赤褐
内面　2.5YR5/6
明赤褐

赤色粒子
多量　砂
粒少量

良好 体部外面　
荒れている　

口縁部内外面　ヨコナ
デ後ミガキ　胴・底部
外面　ヘラケズリか　
胴・底部内面　ナデ後
ミガキ

口縁～底
部25%残
存

南東部
中央
床上5cm

12区
№46・108・
109・111・
112・117

4 土師器
坏

口　（12.7）
底　-
高　［4.3］

外面　10R5/4
赤褐
内面　10R4/4
赤褐

砂粒・白色
粒子少量　
赤色粒子
微量

良好 全部内外面　
赤彩

口縁部外面　ヨコナデ　
口縁・胴部内面　ヨコ
ナデ後ミガキ　胴部外
面　ヘラケズリ　

口縁～体
部一部残
存

南東部西
床上16cm

12区
№46・北
東・南東
埋土中

5 土師器
高坏

口　（12.8）
底　6.1
高　［11.0］

外面　5YR4/3
にぶい赤褐
内面　2.5YR5/4
にぶい赤褐

砂粒・赤色
粒子多量　
礫少量

良好 体部内外面　
剥離　荒れ
ている

胴下～底部
外面　黒化

口縁部外面　ヨコナデ　
口縁部内面　ナデ　胴・
脚部　ヘラケズリ　胴・
底部内面　ヘラナデ　
脚部内面　ナデ

口縁～脚
部25%残
存

中央部
床上5cm

12区
№98・一
括・北東
ベルト埋
土中

6 土師器
高坏

口　（14.2）
底　- 
高　［5.3］

外面　2.5YR5/6
明赤褐
内面　5YR5/4
にぶい赤褐

砂粒少量　
黒色・赤色
粒子微量

良好 口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴部外面　ナデ後
ミガキ　底部外面　ヘ
ラケズリか　胴部内面　
ナデ後ミガキ

坏部35%
残存

中央部
床上16cm

12区
№91・92・
北東ベル
ト・南東埋
土中

7 土師器
甑か

口　（11.9）
底　（4.8）
高　9.2
孔　（2.6）

外面　5YR4/2
灰褐
内面　7.5YR4/1
褐灰

赤色粒子
多量　砂
粒少量　
礫微量

良好 口縁部内外面　ナデ　
胴部外面　ヘラナデ　
底部外面　ヘラケズリ　
胴・底部内面　ヘラナ
デ

口縁～底
部50%残
存

北西部東
床上6cm

12区
№36・一
括・東北

胴部内外面
荒れている

9 土師器
甕

口　（17.0）
底　-
高　［22.1］

外面　5YR4/2
灰褐
内面　10YR5/2
にぶい黄褐

砂粒・白色
粒子・黒色
粒子多量　
礫少量

良好 口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴部外面　ヘラケ
ズリ　胴部内面　ナデ

口縁～胴
部25%残
存

南西部
中央
床上7cm

12区
№118

胴～底部外
面　剥離　
荒れている　
胴部内面下
半　黒化

10 土師器
甕

口　14.5
底　6.0
高　20.8

外面　7.5YR6/3
にぶい褐
内面　7.5YR5/3
にぶい褐

砂粒・白色
粒子・黒色
粒子多量　
礫少量　赤
色粒子微量

良好 口縁部外面　ヨコナデ　
胴部外面　ヘラナデ　
底部外面　ヘラナデか　
口縁・胴・底部内面　ヘ
ラナデ

口縁～底
部75%残
存

一部欠損

北西部南
床上7cm

12区
№71

溶解部には
緑色の物質
あり

11 羽口 孔　（1.9） 外面　10YR6/3
にぶい黄橙
内面　5YR5/4
にぶい赤褐　

砂粒少量　
赤色微量

下にむかってやや開く　
内外面　ナデ

南東部西
床上5cm

12区
№114

被熱　黒色
物付着

流紋岩12 支脚 長　18.80
幅　6.81
厚　5.33
重　1145.9

外面　10YR6/3
にぶい黄橙
内面　5YR5/4
にぶい赤褐　

カマド内
底面
床面直上

12区
№132

胴部内面　
剥離

8 土師器
甑

口　-
底　10.2
高　24.9

外面　5YR5/4
にぶい褐
内面　7.5YR5/3
にぶい褐

砂粒多量　
礫少量　
黒色・赤色
粒子微量

良好 口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴・底部外面　ヘ
ラケズリ　胴・底部内面
ミガキ

口縁～底
部50%残
存

中央部
床上2cm

12区
№71～73・
76～78・80・
82・84・86・
87・94・98・
127・128・
北東ベルト
埋土中・南
東埋土中

第62表13区SI-11遺物観察表
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第３章　発見された遺構と遺物
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第 128 図　13 区ＳＩ -12　出土遺物実測図

第 63 表　13 区ＳＩ -12　出土遺物観察表

Ｉ -21 より新しい。　平面形状・規模　東西 3.93 ｍ、南北 4.34 ｍの方形。面積は約 17.06 ㎡である。確認

面からの深さは東壁 24cm、西壁 20 ㎝、南壁 20 ㎝、北壁 27 ㎝である。壁は床面からほぼ垂直に立ち上がる。

　方向　南北の中軸線は北方向、Ｎ - ４゜ - Ｅである。　覆土　15 層に分層可能で、自然埋没である。　カ

マド　北壁際やや東寄りに灰褐色粘土で構築される。　柱穴　５本確認された。主柱穴は４本である。Ｐ１

は長軸 19 ㎝、短軸 17 ㎝、深さ 48 ㎝、Ｐ２は長軸 15 ㎝、短軸 15 ㎝、深さ 40 ㎝、Ｐ３は長軸 18 ㎝、短

軸 17 ㎝、深さ 42 ㎝、Ｐ４は長軸 17 ㎝、短軸 15 ㎝、深さ 44 ㎝、Ｐ５は長軸 52 ㎝、短軸 36 ㎝、深さ 10

㎝である。Ｐ５は入口ピットと推測され、粘土や焼土が多く混入する。　床面　ほぼ平坦である。貼床は３

層である。　遺物の出土状況　壁際に出土する。ほとんどが流れ込みの可能性が高い。　出土遺物　2 〜４

はほぼ同じ大きさでつくりも同じ。６は平底の坏。体部外面にススが付着する。７は甑か。８は甑の底部か。

12 はところどころ黒くなっている。13 と 14 は臼玉、15 は不整方板である。

風化した頁岩を材とする祭具。孔の上部から鉄製刃部を持つ工具で分割しようと
した痕跡が残る。孔の上部の側面は風化した自然面、他は打突による剥離面。
表裏面は荒く研磨痕が残る。穿孔は片面穿孔の後、両面穿孔で整えている。剣形
・有孔円板の区別ある時期のものではなく、石製品を懸垂するだけの時期に作ら
れたものであるため、種別の判別は出来ない。

図版No

第63表13区SI-12遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記 備考・産地

1 土師器
坏

口　13.3
底　-
高　5.4

外面　2.5YR5/6
明赤褐
内面　5YR5/4
にぶい赤褐

砂粒多量　
赤色粒子
少量　黒
色粒子微量

良好 口縁・胴・底部外面　ヨコ
ナデ後ミガキ　口縁部内
面　ナデ後ミガキか　胴・
底部内面　ナデ

ほぼ完形 カマド
左ソデ
底面
床下1cm

12区
№K1

ヘラ痕
顕著

2 土師器
坏

口　13.7
底　-
高　4.6

外面　10R5/6 赤
内面　10R5/6 赤

砂粒少量　
赤色粒子
微量

良好 口縁部外面　ヨコナデ
後ミガキ　胴・底部外面　
ヘラケズリ　口縁・胴・底
部内面　ナデ後ミガキ

口縁部外面　ヨコナデ後
ミガキ　胴・底部外面　ヘ
ラケズリ　口縁・胴・底部
内面　ナデ後ミガキ

ほぼ完形 南東部南
貯蔵穴内
上
床上18cm

12区
№37・58

3 土師器
坏

口　13.6
底　-
高　4.5

外面　5YR5/4
にぶい赤褐
内面　2.5YR5/4
にぶい赤褐

砂粒少量　
赤色粒子
微量

良好 ほぼ完形 南東部南
貯蔵穴内
上
床上10cm

12区
№38・覆
土

口縁部外面　ヨコナデ　
胴・底部外面　ヘラケズ
リか　口縁・胴・底部内
面　ナデ後ミガキ

4 土師器
坏

口　（15.8）
底　-
高　4.7

外面　5YR5/6
明赤褐
内面　2.5YR5/4
にぶい赤褐

砂粒多量　
礫・赤色粒
子少量

良好 口縁～底
部25%残
存

カマド際
底面
床上6cm

12区№
62・K12
・K19・北
東埋土中

口縁部外面　ヨコナデ後
ミガキ　胴・底部外面　ヘ
ラケズリか　口縁・底部内
面　ナデ後ミガキ　胴部
内面　ナデ後ミガキか

5 土師器
坏

口　（13.4）
底　-
高　5.3

外面　5YR5/3
にぶい赤褐
内面　5YR5/3
にぶい赤褐

砂粒少量　
赤色粒子
微量

良好 口縁～底
部25%残
存

南西部南
壁際
床上15cm

12区
№33・35

口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴・底部外面　ヘラ
ケズリ　胴・底部内面　
ナデ

6 土師器
坏

口　（12.6）
底　（5.7）
高　5.7

外面　2.5YR4/3
にぶい赤褐
内面　5YR4/2
灰褐

砂粒多量　
礫・黒色粒
子少量

良好 口縁～底
部25%残
存

南東部東
床上16cm

12区
№41

胴部外面　叩き　格子　
胴部内面　ナデ

9 須恵器
甕

口　-
底　-
高　-
厚　0.8

外面　N5/0　灰
内面　N5/0　灰

砂粒少量 良好 胴部一部
残存

南西部南
P5内
床上7cm

12区
№32

不明

口縁部外面　ヨコナデ　
口縁部内面　ナデ後ミ
ガキ

10 土師器
壺

口　（14.3）
底　-
高　［3.8］

外面　7.5YR5/3
にぶい褐
内面　10YR5/2
にぶい黄褐

砂粒多量　
黒色粒子
少量

良好 口縁部一
部残存

北西部
中央
床上6cm

12区
№22

口縁部外面　ヨコナデ　
口縁部内面　ヨコナデ
か　胴部内外面　ヘラ
ナデ

11 土師器
甕

口　（22.9）
底　-
高　［17.5］

外面　7.5YR6/3
にぶい褐
内面　7.5YR5/3
にぶい褐

砂粒・黒色
粒子多量　
礫少量

良好 口縁～胴
部35%残
存

北東部
北東
床上10cm

12区
№47・K2

№49

12区
№30

P1

12 不明
石

長　12.06
幅　11.58
厚　2.96
重　611.0

南西部南
床下1cm

13 臼玉 長　0.82
幅　0.76
厚　0.14
重　0.11

北西部南
床面直上

№4914 臼玉 長　0.79
幅　0.79
厚　0.24
重　0.19

北西部南
床面直上

体～底部内
外面　荒れ
ている

体～底部内
外面　剥離　
荒れている

体部外面　
スス付着

全部内外面　
脆い　荒れ
ている　被
熱

一部欠損

一部欠損

一部欠損
か

覆土中

胴部外面　ナデ後ミガ
キ　胴部内面　ナデ　
底部内外面　ヘラケズ
リ

8 土師器
甑か

口　-
底　（7.9）
高　［5.3］

外面　7.5YR5/3
にぶい褐
内面　10YR6/3
にぶい黄橙

砂粒少量　
赤色粒子
微量

良好 胴～底部
一部残存

北東部南
床上2cm

12区
№45

胴部内面　
荒れている

口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴部外面　ヘラケ
ズリ　胴部内面上半　
ナデ　下半　ナデ後ミ
ガキ

7 土師器
甑か

口　（19.7）
底　-
高　［11.3］

外面　2.5YR5/4
にぶい赤褐
内面　2.5YR4/3
にぶい赤褐

砂粒多量　
礫少量　
黒色・赤色
粒子微量

良好 口縁～胴
部65%残
存

カマド際
底面壁際
床面直上

12区
№K8・K
10・K14・
K16～18

口縁～胴部
内面　荒れ
ている

128

128

128

128

128

128

128

128

128

128

128

128

128

128

安山岩

頁岩

頁岩

被熱
裏面平滑

ほぼ完存

128 15 不整方板 穿孔径　0.36　
重　21.24

0 5cm1：2
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0 20cm1：5

0 10cm1：3

0 10cm1：4

0 10cm1：5
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13 区ＳＩ -13（第 129 ～ 132 図、第 53・64 表、図版三九・四〇 ･ 六四）

　位置　調査区の西、台地の平坦面上に立地し、125.5-14.5 グリッドに位置している。　平面形状・規模　

東西 4.8 ｍ、南北 4.55 ｍの方形である。面積は約 21.84 ㎡である。確認面からの深さは東壁 23cm、西壁 21 ㎝、

南壁 24 ㎝、北壁 23 ㎝である。壁は床面から外傾して立ち上がる。　方向　南北の中軸線は北方向、Ｎ -65- Ｅ゜

である。　覆土　22 層に分層可能で、自然埋没か。下層はロームブロックが多く混入し、人為的な埋め戻し

の可能性も推測される。FA と推測される白色粒子や炭化物が混入し、焼土がまとまって確認されている。　

カマド　東壁際やや南寄りに灰褐色粘土で構築される。9 層は天井崩落土、20 〜 22 層はソデ。16 の高坏は

支脚と推測される。22 と 25 の甕はカマド内から出土している。25 はカマドにかけられていたものか。　貯

蔵穴　南東隅に位置する。覆土は５層で自然埋没か。長軸 114 ㎝、短軸 90 ㎝、深さ 43 ㎝の隅丸長方形である。

　柱穴　５本確認された。Ｐ１は長軸 30 ㎝、短軸 18 ㎝、深さ 45 ㎝、Ｐ２は長軸 27 ㎝、短軸 25 ㎝、深さ

35 ㎝、Ｐ３は長軸 26 ㎝、短軸 18 ㎝、深さ 42 ㎝、Ｐ４は長軸 30 ㎝、短軸 28 ㎝、深さ 28 ㎝、Ｐ５は長

風化した頁岩を材とする祭具。孔の上部から鉄製刃部を持つ工具で分割しようと
した痕跡が残る。孔の上部の側面は風化した自然面、他は打突による剥離面。
表裏面は荒く研磨痕が残る。穿孔は片面穿孔の後、両面穿孔で整えている。剣形
・有孔円板の区別ある時期のものではなく、石製品を懸垂するだけの時期に作ら
れたものであるため、種別の判別は出来ない。

図版No

第63表13区SI-12遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記 備考・産地

1 土師器
坏

口　13.3
底　-
高　5.4

外面　2.5YR5/6
明赤褐
内面　5YR5/4
にぶい赤褐

砂粒多量　
赤色粒子
少量　黒
色粒子微量

良好 口縁・胴・底部外面　ヨコ
ナデ後ミガキ　口縁部内
面　ナデ後ミガキか　胴・
底部内面　ナデ

ほぼ完形 カマド
左ソデ
底面
床下1cm

12区
№K1

ヘラ痕
顕著

2 土師器
坏

口　13.7
底　-
高　4.6

外面　10R5/6 赤
内面　10R5/6 赤

砂粒少量　
赤色粒子
微量

良好 口縁部外面　ヨコナデ
後ミガキ　胴・底部外面　
ヘラケズリ　口縁・胴・底
部内面　ナデ後ミガキ

口縁部外面　ヨコナデ後
ミガキ　胴・底部外面　ヘ
ラケズリ　口縁・胴・底部
内面　ナデ後ミガキ

ほぼ完形 南東部南
貯蔵穴内
上
床上18cm

12区
№37・58

3 土師器
坏

口　13.6
底　-
高　4.5

外面　5YR5/4
にぶい赤褐
内面　2.5YR5/4
にぶい赤褐

砂粒少量　
赤色粒子
微量

良好 ほぼ完形 南東部南
貯蔵穴内
上
床上10cm

12区
№38・覆
土

口縁部外面　ヨコナデ　
胴・底部外面　ヘラケズ
リか　口縁・胴・底部内
面　ナデ後ミガキ

4 土師器
坏

口　（15.8）
底　-
高　4.7

外面　5YR5/6
明赤褐
内面　2.5YR5/4
にぶい赤褐

砂粒多量　
礫・赤色粒
子少量

良好 口縁～底
部25%残
存

カマド際
底面
床上6cm

12区№
62・K12
・K19・北
東埋土中

口縁部外面　ヨコナデ後
ミガキ　胴・底部外面　ヘ
ラケズリか　口縁・底部内
面　ナデ後ミガキ　胴部
内面　ナデ後ミガキか

5 土師器
坏

口　（13.4）
底　-
高　5.3

外面　5YR5/3
にぶい赤褐
内面　5YR5/3
にぶい赤褐

砂粒少量　
赤色粒子
微量

良好 口縁～底
部25%残
存

南西部南
壁際
床上15cm

12区
№33・35

口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴・底部外面　ヘラ
ケズリ　胴・底部内面　
ナデ

6 土師器
坏

口　（12.6）
底　（5.7）
高　5.7

外面　2.5YR4/3
にぶい赤褐
内面　5YR4/2
灰褐

砂粒多量　
礫・黒色粒
子少量

良好 口縁～底
部25%残
存

南東部東
床上16cm

12区
№41

胴部外面　叩き　格子　
胴部内面　ナデ

9 須恵器
甕

口　-
底　-
高　-
厚　0.8

外面　N5/0　灰
内面　N5/0　灰

砂粒少量 良好 胴部一部
残存

南西部南
P5内
床上7cm

12区
№32

不明

口縁部外面　ヨコナデ　
口縁部内面　ナデ後ミ
ガキ

10 土師器
壺

口　（14.3）
底　-
高　［3.8］

外面　7.5YR5/3
にぶい褐
内面　10YR5/2
にぶい黄褐

砂粒多量　
黒色粒子
少量

良好 口縁部一
部残存

北西部
中央
床上6cm

12区
№22

口縁部外面　ヨコナデ　
口縁部内面　ヨコナデ
か　胴部内外面　ヘラ
ナデ

11 土師器
甕

口　（22.9）
底　-
高　［17.5］

外面　7.5YR6/3
にぶい褐
内面　7.5YR5/3
にぶい褐

砂粒・黒色
粒子多量　
礫少量

良好 口縁～胴
部35%残
存

北東部
北東
床上10cm

12区
№47・K2

№49

12区
№30

P1

12 不明
石

長　12.06
幅　11.58
厚　2.96
重　611.0

南西部南
床下1cm

13 臼玉 長　0.82
幅　0.76
厚　0.14
重　0.11

北西部南
床面直上

№4914 臼玉 長　0.79
幅　0.79
厚　0.24
重　0.19

北西部南
床面直上

体～底部内
外面　荒れ
ている

体～底部内
外面　剥離　
荒れている

体部外面　
スス付着

全部内外面　
脆い　荒れ
ている　被
熱

一部欠損

一部欠損

一部欠損
か

覆土中

胴部外面　ナデ後ミガ
キ　胴部内面　ナデ　
底部内外面　ヘラケズ
リ

8 土師器
甑か

口　-
底　（7.9）
高　［5.3］

外面　7.5YR5/3
にぶい褐
内面　10YR6/3
にぶい黄橙

砂粒少量　
赤色粒子
微量

良好 胴～底部
一部残存

北東部南
床上2cm

12区
№45

胴部内面　
荒れている

口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴部外面　ヘラケ
ズリ　胴部内面上半　
ナデ　下半　ナデ後ミ
ガキ

7 土師器
甑か

口　（19.7）
底　-
高　［11.3］

外面　2.5YR5/4
にぶい赤褐
内面　2.5YR4/3
にぶい赤褐

砂粒多量　
礫少量　
黒色・赤色
粒子微量

良好 口縁～胴
部65%残
存

カマド際
底面壁際
床面直上

12区
№K8・K
10・K14・
K16～18

口縁～胴部
内面　荒れ
ている

128

128

128

128

128

128

128

128

128

128

128

128

128

128

安山岩

頁岩

頁岩

被熱
裏面平滑

ほぼ完存

128 15 不整方板 穿孔径　0.36　
重　21.24
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第 129 図　13 区ＳＩ -13　実測図（1）

13 区ＳＩ-13
１　明黒褐色土　ローム粒子・白色粒子（FAか）・焼土粒子微量　しまり非常にあり　
２　暗褐色土　ローム粒子・白色粒子（FAか）・焼土粒子微量　しまりあり
３　明黒褐色土　ローム粒子・焼土粒子・焼土ブロック・炭化物微量　しまりあり
４　暗褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック・焼土粒子微量　しまりあり
５　褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量　焼土粒子・炭化物微量　しまりあり
６　暗褐色土　ローム粒子普通　ロームブロック・焼土粒子・炭化物少量　焼土ブロック
微量　しまりあり　
７　暗褐色土　ローム粒子普通　ロームブロック少量　焼土粒子・炭化物微量　しまりあ
り
８　褐色土　ローム粒子・ロームブロック普通　炭化物微量　しまりあり
９　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック・焼土粒子・焼土ブロック・炭化物少量　し
まりあり
10　明黒褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック微量　焼土粒子・炭化物若干　しまり
あり
11　暗黒褐色土　ローム粒子・焼土粒子微量　しまり非常にあり
12　暗黄褐色土　ローム粒子普通　ロームブロック少量　焼土粒子微量　しまりややあり
13　暗褐色土　ローム粒子普通　ロームブロック微量　しまりあり
14　暗褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック・焼土粒子・炭化物微量　しまりあり
15　暗褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック微量　焼土粒子・炭化物若干　しまりや
やあり
16　暗黄褐色土　ローム粒子少量　焼土粒子・炭化物微量　しまりあり
17　暗黄褐色土　ロームブロック普通　ローム粒子少量　しまりややあり
18　暗褐色土　ローム粒子少量　焼土粒子・炭化物若干　しまり非常にあり
19　暗褐色土　炭化物少量　ローム粒子微量　しまり非常にあり
20　暗褐色土　ローム粒子普通　炭化物微量　焼土粒子若干　しまりあり
21　暗褐色土　ローム粒子普通　焼土粒子・焼土ブロック・炭化物少量　しまり非常にあ
り
22　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量　焼土粒子・焼土ブロック微量　しまり
非常にあり
23　明黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック普通　砂質土の方が多い　しまり非常にあ
り（貼床）
24　暗黄褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック普通　しまり非常にあり（23層より
砂質土少ない）（貼床）
25　黒色土　ローム粒子微量　しまりあり（貼床）
26　黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　しまり非常にあり（貼床）
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軸 24 ㎝、短軸 20 ㎝、深さ 22 ㎝である。Ｐ５は入口ピットと推測される。　床面　若干の凹凸が見られる。

貼床は４層である。南西隅と北西隅を掘り込む。　壁溝　断面は逆台形で、幅 12 〜 20 ㎝、深さ 5 〜 10 ㎝。

カマド ･ 貯蔵穴周辺を除きほぼ全周する。　遺物の出土状況　多くは覆土中から出土している。貯蔵穴から
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第 130 図　13 区ＳＩ -13　実測図（2）･ 出土遺物実測図（1）

13 区ＳＩ-13　カマド
１　褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量　焼
土粒子・炭化物微量　しまりあり
２　暗褐色土　ローム粒子・白色粒子（FAか）・焼
土粒子微量　しまりあり
３　褐色土　ローム粒子・ロームブロック普通　炭
化物微量　しまりあり
４　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック・焼土
粒子・焼土ブロック・炭化物少量　しまりあり
５　明黒褐色土　ローム粒子・焼土粒子・焼土ブロッ
ク・炭化物微量　しまりあり
６　暗黄褐色土　ローム粒子普通　ロームブロック
少量　焼土粒子微量　しまりややあり
７　暗褐色土　ローム粒子・焼土粒子・炭化物微量
しまりややあり

８　暗灰褐色土　焼土粒子普通　焼土ブロック・炭
化物・粘土粒子少量　しまり非常にあり
９　淡灰褐色土　淡灰褐色粘土多量　焼土粒子普通
しまり非常にあり（天井崩落土）
10　淡灰褐色土　淡灰褐色粘土多量　焼土粒子少量
しまりあり
11　暗灰褐色土　焼土粒子・焼土ブロック・粘土粒
子少量　しまりあり
12　暗灰褐色土　焼土粒子普通　焼土ブロック・粘
土粒子少量　しまりややあり
13　暗灰褐色土　焼土粒子普通　焼土ブロック少量
しまりあり
14　暗灰褐色土　暗灰褐色粘土層　焼土粒子・焼土
ブロック微量　しまり非常にあり
15　明褐色土　焼土粒子多量　しまりあり
16　暗灰褐色土　焼土粒子・焼土ブロック多量　し
まりややあり
17　黒色土　焼土粒子・炭化物・粘土粒子微量　し
まり非常にあり
18　明黒褐色土　ローム粒子・焼土粒子微量　しま
りあり
19　暗褐色土　炭化物少量　ローム粒子微量　しま
り非常にあり
20　暗灰褐色粘土　粘土粒子多量　ローム粒子・焼
土粒子・焼土ブロック微量　しまりややあり（ソデ）
21　淡灰褐色粘土　焼土粒子・焼土ブロック・粘土
粒子少量　しまりややあり（ソデ）
22　明黒褐色土　ローム粒子・焼土粒子・焼土ブロッ
ク・粘土粒子微量　しまりあり（ソデ）
23　黒色土　ローム粒子微量　しまりあり
24　黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　
しまり非常にあり
25　明黒褐色土　ローム粒子少量　焼土粒子微量　
しまりあり
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も完形の土器が出土している。　出土遺物　６は漆ではなく、黒斑か黒色処理の可能性が推測される。12 は

内外面漆仕上げ。13 は底部に木葉痕が残る。21 は内面が剥離し、黒化が著しい。23 は内面の剥落が著しい。

2 つに分かれており、割れ口が磨滅している。器台と鉢として再利用していると推測される。28 〜 30 は砥石、
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第 131 図　13 区ＳＩ -13　出土遺物実測図（2）

20

24

21

22

23

25

26

27
0 5cm1：2

0 3cm2：3

0 20cm1：5

0 10cm1：3

0 10cm1：4

0 10cm1：5

0 3cm1：1

0 20cm1：6

0 2m1：80

0 1m1：40

遺物 遺構



第４節　13 区の遺構と遺物

－ 179 －

第 64 表　13 区ＳＩ -13　出土遺物観察表

第 132 図　13 区ＳＩ -13　出土遺物実測図（3）

31 は砥ぎ痕ようなキズが確認された。

図版No

第64表13区SI-13遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記 備考・産地

1 須恵器
坏身

口　9.0
底　-
高　［3.5］

外面　N4/0　灰
内面　N3/0
暗灰

砂粒少量 外面　自然
釉

脚部外面　
自然釉

良好 ロクロナデ
底部　回転ヘラケズリ

口端～底
部一部残
存

覆土中 南東区一
括

不明

不明2 須恵器
高坏

口　-
底　6.7
高　［3.7］

外面　N4/0　灰
内面　N3/0
暗灰

砂粒少量　
礫微量

良好 ロクロナデ

口縁部内外面　ヨコナ
デ後ミガキ　胴・底部内
外面　ミガキ

脚部35%
残存

南東部
南西
床上9cm

№14

3 土師器
埦

口　13.8
底　-
高　5.1

外面　2.5YR5/6
明赤褐
内面　2.5YR5/6
明赤褐

砂粒・赤色
粒子少量　
黒色粒子
微量

良好 ほぼ完形 不明 №12

口縁部内外面　ヨコナ
デ後ミガキ　胴・底部外
面　ヘラケズリ後ミガキ　
胴・底部内面　ナデ後ミ
ガキ

4 土師器
坏

口　12.1
底　-
高　4.7

外面　5YR5/6
明赤褐
内面　2.5YR5/6
明赤褐

砂粒多量　
赤色粒子
少量　礫・
黒色粒子
微量

良好 ほぼ完形 北西部南
床上15cm

№2

口～底部内外面　
ミガキ

5 土師器
坏

口　12.5
底　4.9
高　5.0 

外面　2.5YR5/6
明赤褐
内面　2.5YR5/6
明赤褐

砂粒少量　
黒色・赤色
粒子微量

良好 ほぼ完形 南東部
貯蔵穴内
中
床上12cm

№35

口縁部内外面　ヨコナ
デ後ミガキ　胴部内外
面・底部内面　ミガキ　
底部外面　ヘラケズリ

6 土師器
坏

口　12.4
底　-
高　4.9

外面 5YR4/3
にぶい赤褐
内面　5YR3/3
明赤褐

砂粒多量　
赤色粒子
少量　礫
微量

良好 ほぼ完形 南東部
貯蔵穴内
底面
床上7cm

№43

口～底部内外面　
ミガキ

7 土師器
坏

口　13.0
底　-
高　5.5

外面　5YR5/6
明赤褐
内面　5YR5/6
明赤褐

砂粒少量　
黒色粒子
微量

良好 ほぼ完形 南東部
貯蔵穴内
底面
床上15cm

№34

底部外面　
黒斑

底部内面　
剥離

130

130

130

130

130

130

130

28

30

29

32 33 31
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0 1m1：40
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口～胴部外面・口～底
部内面　ミガキ　底部
外面　ヘラケズリ

8 土師器
坏

口　12.1
底　-
高　5.0

外面　5YR4/3
にぶい赤褐
内面　2.5YR3/1
暗赤灰

砂粒多量　
白色・赤色
粒子少量

良好 ほぼ完形 南東部
貯蔵穴内
底面
床上11cm

№44

口縁部外面・口～底部
内面　ミガキ　胴・底部
外面　ヘラケズリ後ミガ
キ

9 土師器
坏

口　12.2
底　-
高　5.5

外面　2.5YR5/6
明赤褐
内面　2.5YR5/6
明赤褐

砂粒多量　
赤色粒子
少量　礫・
白色粒子
微量

良好 ほぼ完形 南東部
貯蔵穴内
底面
床上2cm

№42

口縁部内外面　ミガキ　
胴・底部外面　ヘラケズ
リ後ミガキ　胴・底部内
面　ナデ後ミガキ

10 土師器
坏

口　（12.5）
底　-
高　4.3

外面　2.5YR4/4
にぶい赤褐
内面　2.5YR4/4
にぶい赤褐

砂粒多量　
黒色粒子
少量

良好 口縁～底
部50%残
存

北西部南
床上16cm

№2・3

口縁部外面　ヘラミガキ　
口縁部内面　ヨコナデ後
ミガキ　胴・底部外面　ヘ
ラケズリ後ミガキ　胴・底
部内面　ナデ後ミガキ

11 土師器
坏

口　14.3
底　-
高　3.8

外面　5YR4/3
にぶい赤褐
内面　7.5YR3/1
黒褐

砂粒・赤色
粒子多量　
礫少量

良好 口縁～底
部95%残
存

北東部
中央
床上8cm

№6・7・北
東区・ベル
ト一括

№1012 土師器
壺

口　8.1
底　4.0
高　7.4

南東部
南東
床面直上

13 土師器
鉢

内外面　漆
仕上げ

底部内面　
剥離

内外面　漆
仕上げ

口縁部内外面・胴部外面
上半　ミガキ　胴部下
半・底部外面　ヘラケズ
リ　胴・底部内面　ナデ
後ミガキ

外面　7.5YR3/1
黒褐
内面　N3/0
暗灰

砂粒多量　
赤色粒子
少量

良好 ほぼ完形内外面　漆
仕上げ

№4014 土師器
鉢

口　13.2
底　-
高　9.4

南東部
貯蔵穴内
中
床上16cm

口縁部外面　ミガキ　内
面　ヨコナデ　胴部外面
上半　ヘラケズリ後ミガ
キ　胴部下半・底部外面　
ヘラケズリ　胴・底部内面　
ナデ後ミガキ

外面　5YR6/6
橙
内面　7.5YR5/4
にぶい褐

砂粒・赤色
粒子少量　
礫・黒色粒
子微量

良好 ほぼ完形底部内面　
剥離

№36口　10.8
底　7.1
高　9.6

南東部
貯蔵穴内
上
床上22cm

口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴・底部外面　ヘ
ラケズリ　胴・底部内面　
ミガキ

外面　5YR5/4
にぶい赤褐
内面　5YR3/3
暗赤褐

砂粒多量　
礫少量　
白色粒子・
赤色粒子
微量

良好 ほぼ完形

第64表13区SI-13遺物観察表

15 土師器
高坏

口　14.9
底　10.8
高　12.2

外面　7.5YR6/6
橙
内面　5YR5/6
明赤褐

砂粒多量　
赤色粒子
少量

坏部内面　
荒れている

良好 口縁部外面　ナデ　胴
部外面　ヘラケズリ　口
縁・胴部内面　ナデ後ミガ
キ　底部外面　ナデ後ミ
ガキ　底部内面　ナデ

南東部
貯蔵穴内
上
床上15cm

№39

口縁部外面　ヨコナデ　
口縁部内面　ヨコナデ
後ミガキ　胴部外面　ミ
ガキ　胴部内面　ナデ後
ミガキ　底部外面　ヨコ
ナデ　底部内面　ナデ

16 土師器
高坏

口　14.2
底　8.6
高　12.0

外面　5YR5/6
明赤褐
内面　7.5YR5/4
にぶい褐

砂粒・赤色
粒子少量　
黒色粒子
微量

良好

ほぼ完形

南東部
カマド内
中
床上14cm

№45

胴部外面　ヘラケズリ
後ミガキ　胴・底部内面　
ナデ後ミガキ　脚部外
面　ヘラケズリ　

17 土師器
高坏

口　-
頸　4.1
高　［5.0］

外面　5YR5/6
明赤褐
内面　2.5YR5/6
明赤褐

砂粒多量　
赤色粒子
少量　礫
微量

良好

ほぼ完形

北東部南
床上11cm

№17 

口縁部外面　ミガキに
近いヘラケズリ　口縁
部内面　ヨコナデ　胴
部外面　ヘラケズリ　
胴部内面　ナデ後ミガ
キ　底部内外面　ナデ

18 土師器
高坏

口　15.2
底　11.0
高　11.7

外面　5YR6/6
橙
内面　5YR5/6
明赤褐

砂粒・赤色
粒子少量　
黒色粒子
微量

良好

坏底～脚
部50%残
存

南東部
貯蔵穴内
中
床上9cm

№33

口縁部外面　ヘラミガ
キ　口縁・胴部内面　
ナデ後ミガキ　胴部外
面　ヘラケズリ　底部
内外面　ナデ

19 土師器
高坏

口　16.1
底　11.0
高　11.0

外面　5YR5/6
明赤褐
内面　5YR5/6
明赤褐

砂粒・赤色
粒子多量　
礫・白色粒
子少量

良好

ほぼ完形

南東部
貯蔵穴内
中
床上4cm

№41

口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴部外面　ヘラケ
ズリ一部ミガキ　底部
外面　ヘラケズリ　胴・
底部内面　ヘラナデ後
ミガキ

20 土師器
甑

口　20.5
底　8.3
高　24.6

外面　5YR5/4
にぶい赤褐
内面　5YR5/4
にぶい赤褐

砂粒・礫多
量　赤色
粒子少量

良好

ほぼ完形

北西部
中央
床上8cm

№4・南西
区・北西
区・ベル
ト一括

口縁～底
部65%残
存

胴部外面　
黒斑

底部木葉痕

130

130

130

130

130

130

130

130

130

130

130

130

131
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13 区ＳＩ -14（第 133 ～ 135 図、第 53・65 表、図版四〇・四一）

　位置　調査区の北西、台地の平坦面上に立地し、126.0-15.0 グリッドに位置している。　平面形状・規模

　東西 5.96 ｍ、南北 6.25 ｍの方形である。面積は約 37.25 ㎡である。確認面からの深さは東壁 20cm、西

口縁部外面　ナデ後ミ
ガキ　口縁部内面　ナ
デ　胴部外面　ヘラケ
ズリ後ミガキ　底部外
面　

24 土師器
甕

口　16.1
底　6.7
高　27.3

外面　5YR4/4
にぶい赤褐
内面　7.5YR4/3
褐

砂粒・礫多
量　赤色
粒子少量

良好 南東部
貯蔵穴内
中
床上13cm

№30・31

口縁部外面　ヘラナデ　
口縁部内面　ナデ　胴・
底部外面　ヘラケズリ　
胴部内面　ヘラナデ　
底部内面　ナデ

21 土師器
甕

口　（17.7）
底　5.9
高　19.2

外面　5YR4/2
灰褐
内面　5YR4/4
にぶい赤褐

砂粒多量　
礫少量　
黒色・赤色
粒子微量

良好

ほぼ完形

ほぼ完形

カマド内
底面
床上7cm

№34・カ
マド周辺

22 土師器
甕

胴下～底部
外面　スス　
胴～底部内
面　剥離　
黒化　被熱

口縁部外面　
スス　炭化
物　胴～底
部内外面　
剥離　荒れ
ている　黒
化　被熱

胴～底部内
外面　剥離　
荒れている　
被熱

内面　剥離　
荒れている　
被熱

№1・9口　13.6
底　6.5
高　21.3

北西部
北西
床上1cm

口縁部外面　ヨコナデ
後ミガキ　口縁部内面　
ミガキ　

外面　5YR5/4
にぶい赤褐
内面　7.5YR5/4
にぶい褐

砂粒・礫・
赤色粒子
少量

良好

口縁部完
存

23 土師器
甕

№K33口　13.5
底　-
高　［8.0］

カマド際
床下3cm

口縁部外面　ヨコナデ
後ミガキ（タテ方向）　
口縁部内面　ナデ後ミ
ガキ（ヨコ方向）

外面　5YR5/4
にぶい赤褐
内面　5YR4/3
にぶい赤褐

砂粒・赤色
粒子少量　
礫微量

良好

胴～底部
50%残存

25 土師器
甕

№K35・南
東区一括

口　-
底　5.8
高　［18.1］

カマド内
中
床上14cm

胴部上半　ヨコ方向のヘ
ラケズリ　胴部下半　タテ
方向のヘラケズリ　胴部
内面　ヘラケズリ後ミガ
キ　底部外面　ヘラケズ
リ　底部内面　ナデ

外面　5YR6/6
橙
内面　10YR6/4
にぶい黄橙

赤色粒子
多量　砂
粒・礫少量　
黒色粒子
微量

良好

口縁～底
部95%残
存

第64表13区SI-13遺物観察表

26 土師器
甕

頸　21.1
底　8.0
高　［34.1］

外面　10YR6/3
にぶい褐
内面　7.5YR5/3
にぶい褐

砂粒・礫多
量　黒色・
赤色粒子
微量

胴部外面　
黒斑　胴～
底部内面　
剥離　荒れ
ている

良好 口縁部外面　ヨコナデ後
ミガキ　口縁部内面　ヨコ
ナデ　胴部外面　ヘラケ
ズリ後ミガキ　胴部内面　
ヘラナデ　底部外面　ヘラ
ケズリ　底部内面　ナデか

南東部
貯蔵穴内
上
床上12cm

№37・38・
貯蔵穴一
括

27

砥石 長　14.05
幅　6.58
厚　5.90
重　540.89

タール状の
付着物　
被熱

良好

頸～底部
75%残存

南西部南
床面直上

№20

28 砥石 長　21.80
幅　10.48
厚　4.41
重　1465.28

一部欠損

北東部
北東
床面直上

№24 

29 砥石 長　7.92
幅　6.71
厚　2.02
重　144.96

ほぼ完存

北西部東
床上22cm

№5

30

砥石か 長　19.5
幅　18.3
厚　3.13
重　1787.15

研磨されて
いる

一部残存

南東部南
壁際
床上18cm

№19

31 不明
石

長　9.90
幅　7.09
厚　6.15
重　618.6

安山岩

砂岩

安山岩

泥岩起源
のホルン
フェルス

泥岩起源
のホルン
フェルス

ほぼ完形

南東部南
壁際
床面直上

№18

32 臼玉 長　0.72
幅　0.71
厚　0.34
重　0.21

完存

中央部
床上9cm

№15

33 臼玉

頁岩

粘板岩長　0.64
幅　0.64
厚　0.76
重　0.23

完存

中央部
床上9cm

№15

3面研磨

一部欠損
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131

131

131
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132

132

132

132
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第 133 図　13 区ＳＩ -14　実測図（1）

13 区ＳＩ-14　
１　明黒褐色土　ローム粒子微量　しまりあり　硬い　
粘性あり　
２　暗褐色土　ローム粒子多量　白色粒子（FAか）・焼
土粒子微量 しまりあり　硬い　粘性あり　
３　暗褐色土　ローム粒子普通　焼土粒子少量　白色粒
子微量　しまりあり　硬い　粘性あり　
４　褐色土　ローム粒子少量　砂質土含む　しまりあり
硬い　粘性あり
５　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量　白色
粒子・焼土粒子微量　しまりややあり　硬い　粘性あり
６　明褐色土　ローム粒子多量　しまりあり　硬い　粘
性あり　
７　黒褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量　しま
りややあり　硬い　粘性あり
８　黒褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量　しま
りややあり　硬い　粘性あり
９　暗黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　し
まり非常にあり　硬い　粘性あり
10　暗褐色土　ローム粒子微量　しまりあり　やややわ
らかい　粘性あり
11　明黒褐色土　ローム粒子少量　焼土粒子若干　しま
りややあり　硬い　粘性あり
12　褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　しまり
あり　硬い　粘性あり

13　暗黄褐色土　ローム粒子多量　ローム小ブロック少
量　しまりややあり　硬い　粘性あり
14　黄褐色土　ロームブロック多量　しまりあり　硬い
粘性あり
15　暗褐色土　ローム粒子多量　焼土粒子若干　しまり
あり硬い　粘性あり
16　暗黄褐色土　ローム粒子多量　黄褐色粘土少量　焼
土粒子若干　しまりややあり　硬い　粘性あり　
17　黄褐色土　黄褐色粘土主体　ローム粒子微量　しま
りややあり　硬い　粘性あり
18　暗褐色土　黄褐色粘土主体　ローム粒子微量　しま
りややあり　硬い　粘性あり
19　暗黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　し
まりあり　硬い　粘性あり
20　暗褐色土　ローム粒子少量　しまりあり　硬い　粘
性あり　
21　暗黄褐色土　ローム粒子多量　しまりあり　硬い　
粘性あり　
22　黄褐色土　ロームブロック・砂質土ブロック主体　
しまりあり　硬い　粘性あり
23　黄褐色土　黄褐色粘土主体　しまりあり　硬い　粘
性あり　
24　暗褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック少量　
しまりあり　硬い　粘性あり

25　黄褐色土　ローム主体　しまりややあり　硬い　粘
性あり　
26　暗黄褐色土　ローム粒子多量　しまりあり　硬い　
粘性あり　
27　黒褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　しま
り非常にあり　硬い　粘性あり
28　黒褐色土　ロームブロック多量　ローム粒子普通　
焼土粒子微量　しまりややあり　硬い　粘性あり
29　暗黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　焼
土粒子・灰褐色粘土少量　しまりややあり　硬い　粘性
あり　
30　暗褐色土　ローム粒子普通　ロームブロック少量　
しまりあり　硬い　粘性あり　
31　黒褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック普通　
焼土粒子少量　しまりあり　硬い　粘性あり　
32　黄褐色土　ローム主体　しまりあり　硬い　粘性あ
り　
33　暗灰褐色土　砂質土ブロック多量　黒褐色土少量　
しまりあり　粘性あり（貼床）
34　黄褐色土　ローム主体　しまりあり　粘性あり（貼
床）

6 1

1
1

3
8

2

15

1519 21

15

15

2
17
区

SD
-3
9

27

1 1 3

2

24

23 24

24

24 26

757

8

29

23 9 9 1314

30

32

9
34

3434333034

34 34 34 34

20

20 20

14

25

25

30

30

22 22

21

16

28

28 17

22

21
22

22

19

4

3
8

8
2

29 3
1

19
18

30

1

9

312 10 11

L=87.800m
0 2m1：80

Ａ’
Ａ

Ａ’Ａ

Ｉ’Ｉ

Ｉ
’

Ｉ

Ｈ’Ｈ

Ｈ’Ｈ

Ｈ’Ｈ

Ｍ’Ｍ

Ｍ
’

Ｍ
Ｊ’Ｊ

Ｊ
’

Ｊ

Ｋ’Ｋ

Ｌ’Ｌ

Ｌ
’

Ｌ

Ｋ
’

Ｋ

Ｂ
’

Ｂ

Ｂ
’

Ｂ

Ｆ’Ｆ

Ｆ’Ｆ

Ｇ’Ｇ

Ｇ’
Ｇ

Ｃ’Ｃ

Ｄ
’

Ｄ

Ｅ’Ｅ

P1

P2

P8

P3

P4

P7

P6

D1

D2

D3

D4

P5

17 区

17 区

SD-39

SD-39

9

73 57

7
4

7
5

3

7

4
7

9

7

101・8

2

11

12

11
12



第４節　13 区の遺構と遺物

－ 183 －

第 134 図　13 区ＳＩ -14　実測図（2）

壁 18 ㎝、南壁 23 ㎝、北壁 21 ㎝である。壁は床面から外傾して立ち上がる。　方向　南北の中軸線は北方

向、Ｎ -0 ゜である。　覆土　20 層に分層可能で、自然埋没か。FA と推測される白色粒子や焼土が混入する。

　カマド　北壁中央に黄褐色粘土で構築される。4 層は天井崩落土、10 層は流入土、20 〜 22 層はソデ。ソ

デの構築材には土師器の甕が使用されている。壁溝はカマドを構築する前に作られている。　貯蔵穴　南東

隅に位置する。2 時期確認されている。新段階の貯蔵穴は覆土は４層で自然埋没か。長軸 134 ㎝、短軸 90 ㎝、

深さ 34 ㎝の隅丸長方形である。旧段階の覆土は 6 層で、埋め戻されている。長軸 130 ㎝、短軸 98 ㎝、深

さ 44 ㎝の隅丸長方形である。　柱穴　５本確認された。Ｐ１は長軸 66 ㎝、短軸 61 ㎝、深さ 65 ㎝、Ｐ２

は長軸 56 ㎝、短軸 43 ㎝、深さ 62 ㎝、Ｐ３は長軸 55 ㎝、短軸 42 ㎝、深さ 67 ㎝、Ｐ４は長軸 66 ㎝、短

軸 64 ㎝、深さ 65 ㎝、Ｐ６は長軸 23 ㎝、短軸 14 ㎝、深さ 21 ㎝、Ｐ７は長軸 43 ㎝、短軸 35 ㎝、深さ不

明、Ｐ８は長軸 32 ㎝、短軸 24 ㎝、深さ 21 ㎝である。Ｐ６は入口ピットと推測される。Ｐ７は炉の可能性

も推測される。Ｐ８は旧段階の柱穴か。　床面　南壁際は砂質土 ･ 黒色土 ･ ロームなどでやや高い面が作り

出されている。南東隅と南西隅が硬くなっている。貼床は４層である。　壁溝　断面は逆台形で、幅 32 〜

36 ㎝、深さ 12 〜 20 ㎝。全周する。　間仕切り溝　すべて東西方向である。D １は長軸［82］㎝、短軸 22

13 区ＳＩ-14　カマド
１　暗褐色土　焼土粒子少量　ローム粒子若干
しまりあり　硬い　粘性あり
２　暗灰褐色土　焼土粒子・焼土ブロック・暗
灰褐色粘土多量　ローム粒子若干　炭含む　し
まりあり　硬い　粘性あり
３　暗赤褐色土　焼土粒子多量　しまりあり　
硬い　粘性あり
４　暗赤褐色土　焼土粒子・焼土ブロック多量
暗灰褐色粘土少量　しまりあり　硬い　粘性あ
り（天井崩落土）
５　暗褐色土　ローム粒子多量　白色粒子（FA
か）・焼土粒子微量  しまりあり　硬い　粘性あ
り
６　暗灰褐色土　暗灰褐色粘土多量　焼土粒子
普通　ローム粒子少量　しまりあり　硬い 粘性
あり
７　暗赤褐色粘土　焼土粒子少量　しまりあり
硬い　粘性あり
８　暗赤褐色土　焼土粒子・焼土ブロック多量
ローム粒子少量　炭含む　しまりややあり　硬
い　粘性あり
９　暗褐色土　ローム粒子・焼土粒子・焼土ブ
ロック少量　暗灰褐色粘土微量　しまりあり　
硬い　粘性あり
10　暗褐色土　ローム粒子・焼土粒子少量　炭
含む　しまりあり　硬い　粘性あり（流入土）
11　暗赤褐色土　焼土粒子・焼土ブロック少量
ローム粒子微量　しまりあり　硬い　粘性あり
12　黒褐色土　ローム粒子・ローム小ブロック
少量　しまりややあり　硬い　粘性あり
13　褐色粘土　ローム粒子・焼土粒子若干　し

まりあり　硬い　粘性あり
14　暗褐色粘土　ローム粒子・焼土粒子微量　
しまりあり　硬い　粘性あり
15　暗灰褐色土　暗灰褐色粘土層　ローム粒
子・焼土粒子若干　しまりあり　硬い　粘性あ
り
16　黒褐色粘土　ローム粒子・焼土粒子少量　
しまりあり　硬い　粘性あり
17　灰褐色土　暗灰褐色粘土多量　ローム粒子
少量　焼土粒子微量　しまりややあり　硬い　
粘性あり　
18　暗赤褐色土　焼土粒子多量　ローム粒子少
量　しまりややあり　硬い　粘性あり
19　黒褐色土　ローム粒子少量　焼土粒子微量
しまりややあり　硬い　粘性あり
20　灰褐色粘土　ローム粒子・焼土粒子少量　
しまりあり　硬い　粘性あり ( ソデ )
21　黒褐色土　灰褐色粘土少量　ローム粒子・
焼土粒子微量　しまりあり　硬い　粘性あり(ソ
デ )
22　暗灰褐色土　ローム粒子・焼土粒子・焼土
ブロック少量　しまりあり　硬い　粘性あり(ソ
デ )
23　赤褐色土粘土　焼土粒子・焼土ブロック多
量　しまりあり　硬い　粘性あり ( ソデ )
24　暗赤褐色土　焼土粒子多量　ローム粒子微
量　しまりあり　硬い　粘性あり ( ソデ )
25　黒褐色土　ローム粒子・焼土粒子普通　し
まりあり　硬い　粘性あり ( ソデ )
26　暗黄褐色土　ロームブロック多量　しまり
あり　粘性ややあり ( 貼床 )
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第 135 図　13 区ＳＩ -14　出土遺物実測図

㎝、深さは９㎝、D ２は長軸 95 ㎝、短軸 24 ㎝、深さは 10 ㎝、D ３は長軸 137 ㎝、短軸 18 ㎝、深さは９㎝、

D ４は長軸 116 ㎝、短軸 13 ㎝、深さは８㎝である。　その他　作り替えが認められる。貯蔵穴を埋めた土

と同じ土で馬蹄形状の高まりが構築されている。　遺物の出土状況　カマド周辺と貯蔵穴周辺から多く出土。

　出土遺物　５と６は漆仕上げ。11 は砥石か。12 は研磨された部分が見られる。

第 65 表　13 区ＳＩ -14　出土遺物観察表
図版No

第65表13区SI-14遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記 備考・産地

1 土師器
埦

口　（13.9）
底　-
高　［5.5］

外面　2.5YR5/6
明赤褐
内面　2.5YR5/6
明赤褐

砂粒少量 良好 口縁部内面・口～底部
外面　ミガキ　胴～底
部内面　ヘラケズリ

口縁～底
部25%残
存

カマド
左ソデ
中
床下13cm

№K23

磨いている
部分あり

2 土師器
坏

口　（15.6）
底　-
高　［4.1］

外面　2.5YR5/6
明赤褐
内面　5YR4/3
にぶい赤褐

砂粒・赤色
粒子少量

良好 口縁部外面　ヨコナデ　
口～胴部内面　ミガキ　
胴部外面　ヘラケズリ

口縁部外面　ヨコナデ　
口縁部内面　ヨコナデ後
ミガキ　胴部外面　ヘラ
ケズリ　胴部内面　ミガキ

口縁～体
部一部残
存

カマド内
中
床上9cm

№K5

3 土師器
坏

口　（14.3）
底　-
高　［3.6］

外面　2.5YR4/4
にぶい赤褐
内面　2.5YR4/4
にぶい赤褐

砂粒・赤色
粒子少量

良好 口縁～体
部一部残
存

南西部南
壁際
床上17cm

№22

口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴部外面　ヘラケ
ズリ　胴部内面　ヘラ
ミガキ

4 土師器
坏

口　（13.2）
底　-
高　［3.8］

外面　2.5YR5/6
明赤褐
内面　5YR4/6
赤褐

砂粒少量　
礫微量

良好 口縁～体
部一部残
存

南東部
貯蔵穴内
底面
床下38cm

№40・北
西区・南東
区・貯蔵穴
内・貼床中

口縁部外面　ヨコナデ　
口縁部内面　ナデ　胴
部外面　ヘラケズリ　
胴・底部内面　ナデ後ミ
ガキ　

5 土師器
坏

口　-
底　-
高　［4.3］
径　14.4

外面　10YR3/1
黒褐
内面　10YR3/1
黒褐

砂粒少量　
黒色粒子
微量

良好 口縁～底
部存

南東部南
張出し
P内
床上16cm

№16

口縁部外面　ナデ後ミガ
キ　口縁・胴部内面　ヘ
ラナデ後ミガキ　胴部外
面　ミガキに近いケズリ

6 土師器
鉢

口　（11.0）
底　-
高　［4.0］

外面　7.5YR4/1
褐灰
内面　5YR3/1
黒褐

砂粒少量　
赤色粒子
微量

良好 口縁～体
部一部

カマド際
底面
床上4cm

№K17・北
東区一括・
南東区一
括

口縁部内外面　ナデ後
ミガキ　胴部内外面　
ミガキ　底部内外面　
ヘラケズリ

7 土師器
甑

口　（22.6）
底　（9.4）
高　29.0

外面　5YR5/6
明赤褐
内面　2.5YR5/6
明赤褐

砂粒・赤色
粒子少量

良好 口縁～底
部65%残
存

南東部
中央
床下1cm

№ 10・14・
19・K9・K10・
南東区一括・
南西区一括・
北西区一括・
北東区一括・
張出P一括・
東ベルト一
括・南ベルト
一括・西ベル
ト一括・カマ
ド一括・一括

口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴部外面　ヘラケ
ズリ　胴部内面　ヘラ
ナデ

8 土師器
甕

口　17.5
底　-
高　［18.5］

外面　7.5YR5/3
にぶい褐
内面　7.5YR4/2
灰褐

砂粒・礫多
量 黒色粒
子微量

良好 口縁～胴
部50%残
存

カマド
左ソデ
中
床下13cm

№K23

口縁部外面　ヨコナデ
後ミガキ　口縁部内面　
ナデ後ミガキ

9 土師器
甑

口　（15.0）
底　-
高　［4.6］

外面　5YR5/4
にぶい赤褐
内面　2.5YR5/6
暗赤褐

砂粒多量　
赤色粒子
少量 黒色
粒子微量

良好 口縁部35
%残存

南西部北
床上1cm

№11

口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴部外面　ヘラケ
ズリ　胴部内面　ヘラ
ナデ

10 土師器
甕

口　（18.6）
底　-
高　［9.2］

外面　7.5YR6/4
にぶい橙
内面　7.5YR6/4
にぶい橙

砂粒多量　
黒色・赤色
粒子少量

良好 口縁～胴
部25%残
存

カマド
右ソデ
中
床下12cm

№24K

11 砥石か 全　［8.03］
幅　10.44
厚　5.36
重　596.60

ホルンフェ
ルス

流紋岩

一部残存 北東部西
床面直上

№21

№112 編物石か 長　21.35
幅　5.80
厚　5.68
重　1042

北東部
北東
床上4cm

体部内外面　
剥離　荒れ
ている　被
熱

口縁～体部
外面　黒斑

内外面　漆
仕上げ　体
～底部内外
面　剥離　
荒れている

内外面　漆
仕上げ

胴部外面　
黒斑　胴部
内外面下半　
剥離　荒れ
ている

口縁部外面　
黒斑

胴部外面　
黒斑　胴部
内外面　剥
離　荒れて
いる（内面は
著しい）

胴部内外面　
荒れている　
黒化

一部欠損
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図版No

第65表13区SI-14遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記 備考・産地

1 土師器
埦

口　（13.9）
底　-
高　［5.5］

外面　2.5YR5/6
明赤褐
内面　2.5YR5/6
明赤褐

砂粒少量 良好 口縁部内面・口～底部
外面　ミガキ　胴～底
部内面　ヘラケズリ

口縁～底
部25%残
存

カマド
左ソデ
中
床下13cm

№K23

磨いている
部分あり

2 土師器
坏

口　（15.6）
底　-
高　［4.1］

外面　2.5YR5/6
明赤褐
内面　5YR4/3
にぶい赤褐

砂粒・赤色
粒子少量

良好 口縁部外面　ヨコナデ　
口～胴部内面　ミガキ　
胴部外面　ヘラケズリ

口縁部外面　ヨコナデ　
口縁部内面　ヨコナデ後
ミガキ　胴部外面　ヘラ
ケズリ　胴部内面　ミガキ

口縁～体
部一部残
存

カマド内
中
床上9cm

№K5

3 土師器
坏

口　（14.3）
底　-
高　［3.6］

外面　2.5YR4/4
にぶい赤褐
内面　2.5YR4/4
にぶい赤褐

砂粒・赤色
粒子少量

良好 口縁～体
部一部残
存

南西部南
壁際
床上17cm

№22

口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴部外面　ヘラケ
ズリ　胴部内面　ヘラ
ミガキ

4 土師器
坏

口　（13.2）
底　-
高　［3.8］

外面　2.5YR5/6
明赤褐
内面　5YR4/6
赤褐

砂粒少量　
礫微量

良好 口縁～体
部一部残
存

南東部
貯蔵穴内
底面
床下38cm

№40・北
西区・南東
区・貯蔵穴
内・貼床中

口縁部外面　ヨコナデ　
口縁部内面　ナデ　胴
部外面　ヘラケズリ　
胴・底部内面　ナデ後ミ
ガキ　

5 土師器
坏

口　-
底　-
高　［4.3］
径　14.4

外面　10YR3/1
黒褐
内面　10YR3/1
黒褐

砂粒少量　
黒色粒子
微量

良好 口縁～底
部存

南東部南
張出し
P内
床上16cm

№16

口縁部外面　ナデ後ミガ
キ　口縁・胴部内面　ヘ
ラナデ後ミガキ　胴部外
面　ミガキに近いケズリ

6 土師器
鉢

口　（11.0）
底　-
高　［4.0］

外面　7.5YR4/1
褐灰
内面　5YR3/1
黒褐

砂粒少量　
赤色粒子
微量

良好 口縁～体
部一部

カマド際
底面
床上4cm

№K17・北
東区一括・
南東区一
括

口縁部内外面　ナデ後
ミガキ　胴部内外面　
ミガキ　底部内外面　
ヘラケズリ

7 土師器
甑

口　（22.6）
底　（9.4）
高　29.0

外面　5YR5/6
明赤褐
内面　2.5YR5/6
明赤褐

砂粒・赤色
粒子少量

良好 口縁～底
部65%残
存

南東部
中央
床下1cm

№ 10・14・
19・K9・K10・
南東区一括・
南西区一括・
北西区一括・
北東区一括・
張出P一括・
東ベルト一
括・南ベルト
一括・西ベル
ト一括・カマ
ド一括・一括

口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴部外面　ヘラケ
ズリ　胴部内面　ヘラ
ナデ

8 土師器
甕

口　17.5
底　-
高　［18.5］

外面　7.5YR5/3
にぶい褐
内面　7.5YR4/2
灰褐

砂粒・礫多
量 黒色粒
子微量

良好 口縁～胴
部50%残
存

カマド
左ソデ
中
床下13cm

№K23

口縁部外面　ヨコナデ
後ミガキ　口縁部内面　
ナデ後ミガキ

9 土師器
甑

口　（15.0）
底　-
高　［4.6］

外面　5YR5/4
にぶい赤褐
内面　2.5YR5/6
暗赤褐

砂粒多量　
赤色粒子
少量 黒色
粒子微量

良好 口縁部35
%残存

南西部北
床上1cm

№11

口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴部外面　ヘラケ
ズリ　胴部内面　ヘラ
ナデ

10 土師器
甕

口　（18.6）
底　-
高　［9.2］

外面　7.5YR6/4
にぶい橙
内面　7.5YR6/4
にぶい橙

砂粒多量　
黒色・赤色
粒子少量

良好 口縁～胴
部25%残
存

カマド
右ソデ
中
床下12cm

№24K

11 砥石か 全　［8.03］
幅　10.44
厚　5.36
重　596.60

ホルンフェ
ルス

流紋岩

一部残存 北東部西
床面直上

№21

№112 編物石か 長　21.35
幅　5.80
厚　5.68
重　1042

北東部
北東
床上4cm

体部内外面　
剥離　荒れ
ている　被
熱

口縁～体部
外面　黒斑

内外面　漆
仕上げ　体
～底部内外
面　剥離　
荒れている

内外面　漆
仕上げ

胴部外面　
黒斑　胴部
内外面下半　
剥離　荒れ
ている

口縁部外面　
黒斑

胴部外面　
黒斑　胴部
内外面　剥
離　荒れて
いる（内面は
著しい）

胴部内外面　
荒れている　
黒化

一部欠損

135

135

135

135

135

135

135

135

135

135

135

135

13 区ＳＩ -16（第 136・137 図、第 53・66 表、図版四一 ･ 四二・六二）

　位置　調査区の中央、台地の平坦面上に立地し、126.0-15.0 グリッドに位置している。　平面形状・規模

　東西 3.95 ｍ、南北 3.30 ｍの長方形である。面積は約 13.04 ㎡である。確認面からの深さは東壁８cm、西

壁９㎝、南壁９㎝、北壁８㎝と浅い。壁は床面から外傾して立ち上がる。　方向　南北の中軸線は北東方向、

Ｎ -28- ゜Ｅである。　覆土　13 層に分層可能で、自然埋没か。焼土が中央から南東にかけて集中する。炭

化物も混入している。　炉　中央北東寄りに確認されている。長軸 142 ㎝、短軸 54 ㎝、深さ 8 ㎝の長楕円

形である。底面は赤変している部分や硬化している部分が見られる。　貯蔵穴　南東隅に位置する。覆土は

４層で自然埋没か。長軸 83 ㎝、短軸 68 ㎝、深さ 26 ㎝の不整円形である。　柱穴　ピット状の掘り込みが

２本確認された。Ｐ２は長軸 40 ㎝、短軸 30 ㎝、深さ７㎝、Ｐ３は長軸 65 ㎝、短軸 60 ㎝、深さ 10 ㎝であ

る。　床面　ほぼ平坦である。中央から南壁際が硬く締まっている。貼床は３層である。掘方は中央が高く、

壁際が溝状に深くなる。　間仕切り溝　東西方向である。D １は長軸 85 ㎝、短軸 25 ㎝、深さは６㎝である。

掘方の土と類似する土で埋まっている。　その他　南壁寄りに馬蹄形状の高まりが確認されている。高まり
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13 区ＳＩ-16
１　暗黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　し
まり非常にあり
２　明黒褐色土　ローム粒子・焼土粒子微量　ロームブ
ロック若干　しまり非常にあり
３　褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック微量　焼
土粒子・炭化物粒子若干　しまりあり
４　暗褐色土　焼土粒子多量　ローム粒子・焼土ブロッ
ク・炭化物粒子微量　ロームブロック若干　しまり非常
にあり
５　暗橙褐色土　焼土層　焼土粒子・焼土ブロック多量
ローム粒子・炭化物粒子微量　しまり非常にあり
６　褐色土　ローム粒子微量　ロームブロック若干　し
まり非常にあり
７　暗灰褐色土　粘土層　灰褐色粘土多量　ローム粒子・
焼土粒子微量　しまり非常にあり

８　黒褐色土　ローム粒子・ロームブロック・焼土粒子
微量　しまりあり
９　明黒褐色土　焼土粒子多量　ローム粒子・焼土ブロッ
ク少量　炭化物粒子微量　しまり非常にあり
10　明黒褐色土　焼土粒子少量　ローム粒子・炭化物粒
子微量　しまりあり
11　黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　しま
りあり
12　暗褐色土　ローム粒子少量　焼土粒子微量　しまり
あり
13　明褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　しま
りあり

14　暗黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　し
まり非常にあり（貼床）
15　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量　しま
り非常にあり（貼床）
16　黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　しま
り非常にあり（貼床）

13区ＳＩ-16　炉
１　明黒褐色土　焼土粒子多量　ローム粒子・焼土ブ
ロック少量　炭化物粒子微量　しまり非常にあり
２　明褐色土　ローム粒子多量　焼土粒子少量　炭化物
粒子微量　しまり非常にあり
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の南側には粘土の塊が確認されている。　遺物の出土状況　貯蔵穴内や覆土中から出土している。　出土遺

物　２は内面が黒く、黒色処理と推測される。３と 14 の口縁部の上部は赤いが赤彩ではないと推測される。

５はスス状の黒色物が付着する。15 の底部は研ぎ痕のようなキズ痕があり、砥石のように研いで使用したと

推測される。

第 136 図　13 区ＳＩ -16　実測図 ･ 出土遺物実測図（1）

1

2 3 4

5

6

7

8 9 10
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第 66 表　13 区ＳＩ -16　出土遺物観察表

第 137 図　13 区ＳＩ -16　出土遺物実測図（2）

図版No

第66表13区SI-16遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記 備考・産地

1 須恵器
坏

口　-
底　（9.0）
高　［2.0］

外面　5Y5/1  灰
内面　5Y5/1  灰

砂粒少量　
礫微量

良好 ロクロナデ
底部　手持ちナデ

底部一部
残存

覆土中 不明埋土中

2 土師器
埦

口　（12.4）
底　3.5
高　5.9

外面　5YR4/3
にぶい赤褐
内面　10YR3/1
黒

砂粒・礫・赤
色粒子多量

良好 口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴・底部内外面　
ヘラケズリ

口縁部外面　ナデ後ミガ
キ　口縁部内面　ヨコナ
デ後ミガキ　胴部外面　
ヘラケズリ後ミガキ　胴・
底部内面　ナデ後ミガキ　
底部外面　ヘラケズリ

口縁～底
部50%残
存

南東部南
P1内
床上28cm

№4・一括

3 土師器
埦

口　11.4
底　3.7
高　6.3

外面　2.5YR5/6
明赤褐
内面　2.5YR5/6
明赤褐

砂粒多量　
赤色粒子
少量

良好 ほぼ完形 北東部東
床上2cm

№1

口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴～底部外面　ヘ
ラケズリ　胴・底部内面　
ヘラナデ

4 土師器
埦

口　12.0
底　-
高　4.8

外面　2.5YR4/4
にぶい赤褐
内面　5YR4/3
にぶい赤褐

黒色粒子
多量 砂粒・
礫少量

良好 ほぼ完形 南東部南
P1内
床上1cm

№3

口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴部外面　ヘラケ
ズリ　胴部内面　ナデ
後ミガキ

5 土師器
埦

口　（13.1）
底　3.7
高　［4.7］

外面　5YR5/4
にぶい赤褐
内面　2.5YR5/6
明赤褐

砂粒多量　
礫・赤色粒
子少量　
黒色粒子
微量

良好 口縁～体
部一部残
存

覆土中 一括

口縁部外面　ヨコナデ　
口縁部内面　ヨコナデ
か　胴部内面　ヘラナ
デ

6 土師器
埦

口　13.0
底　-
高　［7.1］

外面　10YR6/3
にぶい黄橙
内面　7.5YR5/3
にぶい褐

砂粒多量　
礫少量

良好 口縁～体
部65%残
存

覆土中 埋土中

口縁・胴部外面　ケズリ
後ミガキ　口縁・胴部内
面　ミガキ

7 土師器
高坏

口　（16.9）
底　-
高　［13.2］

外面　5YR3/1
黒褐
内面　5YR3/1
黒褐

砂粒多量　
礫・赤色粒
子少量

良好 口縁～脚
部50%残
存

覆土中 南東区埋
土中・埋土
中

体～底部外
面　黒斑　
体～底部内
面　荒れて
いる

底部内面　
剥離　荒れ
ている

全部内面　
黒色処理か

口縁～体部
外面　スス

体部外面　
スス　体部
内外面　脆
い　荒れて
いる　被熱

坏部内外面　
漆仕上げ　
坏底部内外
面　剥離　
荒れている

136

136

136

136

136

136

136

11

12

13

14

15

16
0 5cm1：2

0 3cm2：3

0 20cm1：5

0 10cm1：3

0 10cm1：4

0 10cm1：5

0 3cm1：1

0 20cm1：6

0 2m1：80

0 1m1：40

遺物 遺構
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三毳産

新治産

ロクロナデ
底部　回転ヘラケズリ

8 須恵器
蓋

口　-
底　-
高　［1.6］
厚　1.0

外面　10YR7/2
にぶい黄橙
内面　10YR7/2
にぶい黄橙

砂粒多量　
礫・石英少
量

良好 天井部一
部残存

覆土中 埋土中

胴部外面　叩き　平行　
胴部内面　ナデ

9 須恵器
甕

口　-
底　-
高　-
厚　0.8

外面　5Y4/1  灰
内面　5Y4/1  灰

砂粒少量　
礫微量

良好 胴部一部
残存

覆土中 北東

口縁部外面　ヨコナデ後
ヘラケズリ　口縁部内面　
ヨコナデ後ミガキ　胴部
外面　ヘラケズリ　胴部
内面　ヘラナデ後ミガキ

10 土師器
甑

口　（21.8）
底　-
高　［22.9］

外面　7.5YR5/4
にぶい褐
内面　5YR4/3
にぶい赤褐

砂粒・赤色
粒子少量　
礫微量

良好 口縁～胴
部50%残
存

南東部
中央
床上13cm

№5・埋土
中・南東区
一括

胴部内外面　
黒斑（外面の
み）　剥離　
スス・炭化
物

口縁部内外面　ヨコナデ　
胴・底部外面　ヘラケズ
リ　胴・底部内面　ナデ

11 土師器
甕

口　（13.0）
底　4.5
高　13.9

外面　7.5YR4/2　
灰褐
内面　7.5YR3/1
黒褐

砂粒多量　
礫少量

粘板岩

良好 口縁～底
部75%残
存

覆土中 埋土中

埋土中

頸部外面　
炭化物　胴
～底部内面　
荒れている　
黒化

口縁部内外面　ヨコナデ　
胴部外面上半　ナデに近
い　下半　ヘラケズリ後
ヨコナデ　胴部内面　ヘ
ラナデ

12 土師器
壷

口　10.8
底　-
高　［12.2］

外面　10YR5/4
にぶい黄橙
内面　10YR5/2
灰黄褐

砂粒・礫少
量

良好 口縁～胴
部50%残
存

覆土中口縁～胴部
外面　スス

第66表13区SI-16遺物観察表

13 土師器
甕

口　-
底　7.4
高　-

外面　5YR4/2
灰褐
内面　10YR5/2
灰黄褐

砂粒・礫多
量　黒色粒
子少量

良好 胴部外面上半　ミガキ　
胴・底部外面下半　ヘラ
ケズリ　胴部内面　ヘラ
ナデ　底部内面　ヘラナ
デか

胴～底部
35%残存

覆土中 埋土中

14 土師器
甕

口　（18.0）
底　-
高　［10.1］

外面　7.5YR5/4
にぶい褐
内面　7.5YR5/4
にぶい褐

砂粒多量 
礫・赤色粒
子少量 黒
色粒子微量

良好 口縁部内外面　ヨコナデ　
胴部外面　ヘラケズリ　
胴部内面　ヘラナデ

胴・底部外面　ヘラケズ
リ　胴・底部内面　ヘラ
ナデ

口縁～胴
部一部残
存

中央部
床上9cm

№7・覆土

15 土師器
甕

口　-
底　7.6
高　［7.5］

外面　7.5YR6/4
にぶい橙
内面　10YR5/2
灰黄褐

砂粒・礫少
量

良好 底部完存 覆土中 埋土中

16 砥石 長　6.79
幅　3.39
厚　1.12
重　31.16

ほぼ完存 南西部
間仕切り内
床下2cm

№13

全部内外面　
荒れている

口縁部上部　
赤い

底部付近外
面　胴～底
部内面　剥
離　荒れて
いる　黒化

136

136

136

137

137

137

137

137

137

13 区ＳＩ -17（第 138 図、第 53・67 表、図版四二）

　位置　調査区の北東、台地の平坦面上に立地し、126.5-15.5 グリッドに位置している。　重複関係　SI-

22、SK-53・54 より古い。　平面形状・規模　東西 2.50 ｍ、南北 2.75 ｍの方形である。面積は約 6.88 ㎡で

ある。確認面からの深さは東壁４cm、西壁５㎝、南壁５㎝、北壁６㎝である。壁は床面からほぼ垂直に立ち

上がる。　方向　南北の中軸線は北東方向、Ｎ -45- ゜Ｅである。　覆土　２層に分層可能で、自然埋没か。

焼土と炭化物が混入する。　炉　中央に確認されている。長軸 84 ㎝、短軸 64 ㎝、深さ 10 ㎝の不整円形で

ある。底面はそれほど被熱していない。　床面　全体的に締まっているが硬化していない。貼床は３層である。

　遺物の出土状況　遺物は少なく、壁際の覆土中から出土している。　出土遺物　１は甑の底部である。１

孔である。図示できる遺物は他にない。

13 区ＳＩ -21（第 139・140 図、第 53・68 表、図版六七 ･ 六八）

　位置　調査区の北、台地の平坦面上に立地し、127.5-15.0 グリッドに位置している。　重複関係　SI-12

より古い。キャタピラ痕が見られるため、重機による撹乱を受けている。　平面形状・規模　東西 4.86 ｍ、

南北 5.10 ｍの方形である。面積は約 24.79 ㎡である。確認面からの深さは東壁 24cm、西壁 16 ㎝、南壁 10

㎝、北壁 13 ㎝である。壁は床面から外傾して立ち上がる。　方向　南北の中軸線は北方向、Ｎ -16- ゜Ｅで
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ある。　覆土　13 層に分層可能で、自然埋没か。西側部分には焼土 ( 特に 2 層中）と炭化物が多く混入する。

　炉　中央北寄りに 2 基に確認されている。炉１は長軸 62 ㎝、短軸 42 ㎝、深さ４㎝の楕円形である。底面

付近は焼けているが、底面の中央は赤変していない。炉２は長軸 42 ㎝、短軸 32 ㎝、深さ４㎝の楕円形である。

底面から北東部は赤変する。どちらも断面は皿状である。同時存在の可能性が高い。　貯蔵穴　南東隅に位

置する。覆土は４層で自然埋没か。長軸 62 ㎝、短軸 54 ㎝、深さ 39 ㎝の隅丸方形である。　柱穴　３本確

認された。Ｐ１は長軸 33 ㎝、短軸 30 ㎝、深さ 42 ㎝、Ｐ２は長軸 34 ㎝、短軸 31 ㎝、深さ 47 ㎝、Ｐ３は

長軸 36 ㎝、短軸 33 ㎝、深さ 60 ㎝である。Ｐ１〜Ｐ３は主柱穴と推測される。北東にも 1 本あったと推測

されるが、撹乱のため不明である。　床面　若干の凹凸が見られ、中央は硬化している。貼床は５層である。

掘方は中央が高く、壁際が溝状に掘り込まれる。南壁際はやや浅い。　その他　複数炉の存在や椀形鍛冶滓

が出土しており、短期間に操業した鍛冶遺構であった可能性も推測される。10 ｍほど離れた 12 区の SI- ６で

も鍛冶遺構が確認されている。　遺物の出土状況　北東の撹乱付近の、撹乱を受けていない部分からの出土

が多い。４と７は一度掘ったものを埋め戻している。　出土遺物　5 は埦か。器面は剥落が著しい。６は小型

壺の口縁部である。８は羽口の一部である。９は石皿の可能性が高い。10 は釘の一部か。11 と 12 は椀形鍛

冶滓である。

13 区ＳＩ -22（第 141・142 図、第 53・69 表、図版四三 ･ 四四・六三）

　位置　調査区の北東、台地の平坦面上に立地し、126.5-15.5 グリッドに位置している。　重複関係　南東

13 区ＳＩ-17 
１　明黒褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック・炭化物粒子微量　しまり非常にあり
２　褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック・焼土粒子・炭化物粒子微量　しまり非常にあり
３　暗黄褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック微量　しまり非常にあり（貼床）
４　暗黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量　赤色粒子・白色粒子微量　しまり非常にあり（貼床）
５　明褐色土　ローム粒子普通　ロームブロック少量　しまり非常にあり（貼床）

13区ＳＩ-17　炉
１　明黒褐色土　焼土粒子少
量　ローム粒子・炭化物粒子
微量　しまりあり
２　暗橙黄褐色土　焼土粒子
多量　ローム粒子少量　焼土
ブロック微量　炭化物粒子若
干　しまりあり
３　明褐色土　ローム粒子多
量　焼土粒子微量　炭化物粒
子若干　しまりあり
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第 138 図　13 区ＳＩ -17　実測図 ･ 出土遺物実測図

第 67 表　13 区ＳＩ -17　出土遺物観察表
図版No

第67表13区SI-17遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記 備考・産地

1 土師器
甑

口　-
底　5.8
高　［1.9］

外面　10YR5/3
にぶい黄褐
内面　7.5YR5/4
にぶい褐

砂粒少量　
礫微量

良好 胴部外面・底部内外面　
ナデ

底部完存 覆土中 カクニン
西

底部外面　
黒斑

138

1

0 5cm1：2

0 3cm2：3

0 20cm1：5

0 10cm1：3

0 10cm1：4

0 10cm1：5

0 3cm1：1

0 20cm1：6

0 2m1：80

0 1m1：40

遺物 遺構
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13区ＳＩ-21
１　 暗褐色土　ローム粒子・焼土粒子・炭化物少量　しまりあり
２　 暗赤褐色土　焼土粒子普通　焼土ブロック少量　ローム粒子・炭化物若干　しまりあり
３　 黒褐色土　ローム粒子微量　ロームブロック・焼土粒子若干　しまりあり
４　 暗褐色土　ロームブロック少量　ローム粒子微量　しまりややあり　
５　 暗褐色土　ローム粒子微量　焼土粒子若干　しまり非常にあり
６　 暗褐色土　ローム粒子・焼土粒子少量　しまりあり
７　 暗灰褐色土　ローム粒子・粘土粒子少量　粘土ブロック微量　しまりあり
８　 暗褐色土　ローム粒子微量　焼土粒子若干　しまりあり
９　 明黒褐色土　ローム粒子微量　ロームブロック・焼土粒子若干　砂質土含む　しまり非常にあり
10　明黒褐色土　ローム粒子・焼土粒子若干　しまりあり
11　暗褐色土　ローム粒子・焼土粒子微量　ロームブロック若干　しまりややあり
12　暗黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量　砂質土含む　しまりあり
13　暗黄褐色土　砂質土主体　ローム粒子普通　ロームブロック少量　しまり非常にあり
14　暗黄褐色土　ローム粒子普通　ロームブロック・粘土粒子少量　砂質土含む　しまりあり
15　暗灰褐色土　暗灰褐色粘土層　しまりあり
16　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック・砂質土少量　しまりあり
17　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量　赤色粒子微量　砂質土含む　しまり非常にあり
18　明黒褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック微量　しまり非常にあり
19　暗褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック微量　しまり非常にあり
20　暗黄褐色土　ロームブロック普通　ローム粒子少量　しまり非常にあり
21　黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　砂質土含む　しまり非常にあり　

13区ＳＩ-21　炉
１　暗褐色土　粘土粒子少量　ローム粒子・ロー
ムブロック・焼土粒子微量　焼土ブロック若干　砂
質土含む　しまり非常にあり
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第 140 図　13 区ＳＩ -21　出土遺物実測図

第 68 表　13 区ＳＩ -21　出土遺物観察表

140
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140
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140

140

140

140

140

図版No

第68表13区SI-21遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記 備考・産地

1 土師器
坏

口　11.8
底　-
高　5.7

外面　2.5YR5/6
明赤褐
内面　2.5YR5/6
明赤褐

砂粒多量　
礫・黒色粒
子・赤色粒
子少量

良好 口縁部内外面　ヨコナ
デ後ミガキ　胴・底部外
面　ヘラケズリ後ミガキ　
胴・底部内面　ヘラナデ
後ミガキ

口縁～底
部95%残
存

北東部
中央
床下47cm

№10

2 土師器
坏

口　14.0
底　-
高　5.3

外面　2.5YR5/6
明赤褐
内面　7.5YR4/2
灰褐

砂粒・赤色
粒子多量　
礫・黒色粒
子少量

良好 口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴・底部外面　ヘラ
ケズリ　胴・底部内面　
ヘラナデ後ミガキ

口縁部内外面　ナデ　
胴部外面　ヘラケズリ
後ミガキ　底部外面　
ヘラケズリ　胴・底部内
面　ナデ後ミガキ

口縁～底
部75%残
存

南東部
中央
床面直上

№7・SI-21
内カクラン・
南西区・貯
蔵穴・南カ
クラン一括

3 土師器
埦

口　（14.9）
底　-
高　7.5

外面　5YR5/4
にぶい赤褐
内面　5YR4/3
にぶい赤褐

砂粒多量　
礫少量

良好 口縁～底
部50%残
存

南西部東
床上19cm

№8・南西
区・南カクラ
ン一括・南
東区・SI-21
内カクラン

体～底部内
外面　荒れ
ている　黒
化　被熱

底部内外面　
黒斑　底部
内面　剥離

4 土師器
壺

口　（10.3）
底　-
高　［12.6］

外面　2.5YR5/6
明赤褐
内面　2.5YR4/4
にぶい赤褐

砂粒・白色
粒子少量　
礫・黒色粒
子微量

良好 口縁部外面　ヨコナデ
後ミガキ　口縁部内面　
ナデ後ミガキ　胴部外
面　ヘラケズリ後ミガキ　
胴部内面　ヘラナデ

口縁部外面　ナデか　
口縁部内面　ヨコナデ
か　胴部外面　ヘラケ
ズリか　

口縁～胴
部50%残
存

北東部南
床上38cm

№11・北
東カクラ
ン内

5 土師器
埦か

口　（11.5）
底　-
高　［6.6］

外面　5YR5/6
明赤褐
内面　5YR5/6
明赤褐

砂粒・赤色
粒子少量　
黒色粒子
微量

良好 口縁～体
部一部残
存

覆土中 SI-21内カ
クラン

胴部外面　
黒斑　黒化

口縁～体部
内外面　剥
離　荒れて
いる

6 土師器
壺

口　（9.6）
底　-
高　［3.2］

外面　7.5YR5/4
にぶい褐
内面　10YR3/3
暗褐

砂粒・赤色
粒子少量　
礫・黒色粒
子微量

良好 口縁部内外面　ナデ 口縁25%
残存

覆土中 SI-21内カ
クラン

7 土師器
甕

口　27.8
底　9.3
高　51.0
径　46.2

外面　2.5YR5/6
明赤褐
内面　7.5YR4/3
褐

小形の椀形鍛冶滓。半分ほどの残片。側縁は3面が破面、下面には２cmほど
の木炭痕、上面は７～８㎜の木炭痕。下面には気孔が多く、緻密ではない。

椀形鍛冶滓。側面はほぼ3面が破面、下面は炉床粘土付着。滓の地色は黒褐色。
緻密で重量感あり。

砂粒・白色
粒子多量　
赤色粒子
少量 黒色
粒子微量

良好 口縁部内外面　ヨコナデ
後ミガキ　胴部外面　ヘ
ラケズリ後ミガキ　底部
外面　ヘラケズリ　胴部
内面　ヘラナデ一部ヘラ
ケズリ　底部内部　ナデ

20%欠損 北東部南
床上8cm

№1

8 羽口 長　2.25
幅　2.86
厚　1.44
重　6.28

一部残存 覆土中 攪乱一括

胴部外面　
黒斑

口縁部外面　
スス

9 石皿か 長　9.85
幅　6.78
厚　5.01
重　292.31

安山岩質
溶岩

一部残存 南西部
南西
床下1cm

№13

10 鉄製品
釘か

長　［2.91］
幅　0.32
厚　0.29
重　0.57

一部残存 北東部南
床上4cm

№2

11 椀形滓 長　［7.64］
幅　［7.42］
厚　2.81
重　169.32

一部残存 北東部南
床上3cm

№12

12 椀形滓 長　［6.37］
幅　［4.49］
厚　2.76
重　51.87

一部残存
か

北東・東壁
際
床上1cm

№3
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隅で SI-17 と重複するが、SI-17 より新しい。　平面形状・規模　東西 4.45 ｍ、南北 4.52 ｍの方形である。

面積は約 20.11 ㎡である。確認面からの深さは東壁 19cm、西壁 20 ㎝、南壁 17 ㎝、北壁 19 ㎝である。壁

は床面から外傾して立ち上がる。　方向　南北の中軸線は北方向、Ｎ - ０゜である。　覆土　18 層に分層可

能で、自然埋没か。Ｐ１周辺とＰ２上面には焼土の塊が確認されている。覆土中には炭化物も混入する。　

カマド　北壁中央やや西寄りに灰褐色粘土で構築される。６・７層は天井内面の崩落土、11 層は煙道の崩れ、

13 層は流入土、14 層はソデ。ソデの芯材には土師器の甕が使用されている。６の高坏が支脚として使用さ

れ、支脚内側はソデと同じ粘土で固定されている。　貯蔵穴　南東隅に位置する。覆土は５層で自然埋没か。

長軸 82 ㎝、短軸 60 ㎝、深さ 27 ㎝の隅丸長方形である。　柱穴　７本確認された。Ｐ１は長軸 36 ㎝、短

軸 28 ㎝、深さ 30 ㎝、Ｐ２は長軸 32 ㎝、短軸 26 ㎝、深さ 35 ㎝、Ｐ３は長軸 26 ㎝、短軸 26 ㎝、深さ 40

㎝、Ｐ４は長軸 32 ㎝、短軸 28 ㎝、深さ 33 ㎝、Ｐ６は長軸 14 ㎝、短軸 12 ㎝、深さ６㎝、Ｐ７は長軸 48 ㎝、

短軸 40 ㎝、深さ 17 ㎝、Ｐ８は長軸 35 ㎝、短軸 30 ㎝、深さ 14 ㎝である。Ｐ１〜Ｐ４は主柱穴、Ｐ６は入

口ピットと推測される。　床面　全体的に硬く締まっているが、入口からカマドにかけての中央部が特に硬

い。貼床は２層である。掘方は凹凸はあるものの、特に深いところはない。　その他　貯蔵穴の北側に堤状

の高まり、Ｐ６の周辺に馬蹄形状の高まりが確認されている。　遺物の出土状況　西側の覆土中から多く出土。

　出土遺物　１は須恵器の坏身である。３は内外面漆仕上げである。４の埦と５の高坏の内面は漆仕上げか。

６はカマドの支脚として再利用され、被熱を受けている。７の高坏も被熱を受けている。12 はハケメ調整の

甕である。16 と 17 は編物石と推測される。平滑である。
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第68表13区SI-21遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記 備考・産地

1 土師器
坏

口　11.8
底　-
高　5.7

外面　2.5YR5/6
明赤褐
内面　2.5YR5/6
明赤褐

砂粒多量　
礫・黒色粒
子・赤色粒
子少量

良好 口縁部内外面　ヨコナ
デ後ミガキ　胴・底部外
面　ヘラケズリ後ミガキ　
胴・底部内面　ヘラナデ
後ミガキ

口縁～底
部95%残
存

北東部
中央
床下47cm

№10

2 土師器
坏

口　14.0
底　-
高　5.3

外面　2.5YR5/6
明赤褐
内面　7.5YR4/2
灰褐

砂粒・赤色
粒子多量　
礫・黒色粒
子少量

良好 口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴・底部外面　ヘラ
ケズリ　胴・底部内面　
ヘラナデ後ミガキ

口縁部内外面　ナデ　
胴部外面　ヘラケズリ
後ミガキ　底部外面　
ヘラケズリ　胴・底部内
面　ナデ後ミガキ

口縁～底
部75%残
存

南東部
中央
床面直上

№7・SI-21
内カクラン・
南西区・貯
蔵穴・南カ
クラン一括

3 土師器
埦

口　（14.9）
底　-
高　7.5

外面　5YR5/4
にぶい赤褐
内面　5YR4/3
にぶい赤褐

砂粒多量　
礫少量

良好 口縁～底
部50%残
存

南西部東
床上19cm

№8・南西
区・南カクラ
ン一括・南
東区・SI-21
内カクラン

体～底部内
外面　荒れ
ている　黒
化　被熱

底部内外面　
黒斑　底部
内面　剥離

4 土師器
壺

口　（10.3）
底　-
高　［12.6］

外面　2.5YR5/6
明赤褐
内面　2.5YR4/4
にぶい赤褐

砂粒・白色
粒子少量　
礫・黒色粒
子微量

良好 口縁部外面　ヨコナデ
後ミガキ　口縁部内面　
ナデ後ミガキ　胴部外
面　ヘラケズリ後ミガキ　
胴部内面　ヘラナデ

口縁部外面　ナデか　
口縁部内面　ヨコナデ
か　胴部外面　ヘラケ
ズリか　

口縁～胴
部50%残
存

北東部南
床上38cm

№11・北
東カクラ
ン内

5 土師器
埦か

口　（11.5）
底　-
高　［6.6］

外面　5YR5/6
明赤褐
内面　5YR5/6
明赤褐

砂粒・赤色
粒子少量　
黒色粒子
微量

良好 口縁～体
部一部残
存

覆土中 SI-21内カ
クラン

胴部外面　
黒斑　黒化

口縁～体部
内外面　剥
離　荒れて
いる

6 土師器
壺

口　（9.6）
底　-
高　［3.2］

外面　7.5YR5/4
にぶい褐
内面　10YR3/3
暗褐

砂粒・赤色
粒子少量　
礫・黒色粒
子微量

良好 口縁部内外面　ナデ 口縁25%
残存

覆土中 SI-21内カ
クラン

7 土師器
甕

口　27.8
底　9.3
高　51.0
径　46.2

外面　2.5YR5/6
明赤褐
内面　7.5YR4/3
褐

小形の椀形鍛冶滓。半分ほどの残片。側縁は3面が破面、下面には２cmほど
の木炭痕、上面は７～８㎜の木炭痕。下面には気孔が多く、緻密ではない。

椀形鍛冶滓。側面はほぼ3面が破面、下面は炉床粘土付着。滓の地色は黒褐色。
緻密で重量感あり。

砂粒・白色
粒子多量　
赤色粒子
少量 黒色
粒子微量

良好 口縁部内外面　ヨコナデ
後ミガキ　胴部外面　ヘ
ラケズリ後ミガキ　底部
外面　ヘラケズリ　胴部
内面　ヘラナデ一部ヘラ
ケズリ　底部内部　ナデ

20%欠損 北東部南
床上8cm

№1

8 羽口 長　2.25
幅　2.86
厚　1.44
重　6.28

一部残存 覆土中 攪乱一括

胴部外面　
黒斑

口縁部外面　
スス

9 石皿か 長　9.85
幅　6.78
厚　5.01
重　292.31

安山岩質
溶岩

一部残存 南西部
南西
床下1cm

№13

10 鉄製品
釘か

長　［2.91］
幅　0.32
厚　0.29
重　0.57

一部残存 北東部南
床上4cm

№2

11 椀形滓 長　［7.64］
幅　［7.42］
厚　2.81
重　169.32

一部残存 北東部南
床上3cm

№12

12 椀形滓 長　［6.37］
幅　［4.49］
厚　2.76
重　51.87

一部残存
か

北東・東壁
際
床上1cm

№3
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第 141 図　13 区ＳＩ -22　実測図

13区ＳＩ-22
１　暗褐色土　ローム粒子・ロームブ
ロック普通　しまりあり
２　暗褐色土　ローム粒子・焼土粒子
微量　ロームブロック若干　しまり非
常にあり
３　暗褐色土　ローム粒子少量　ロー
ムブロック若干　しまり非常にあり
４　明黒褐色土　ローム粒子微量　ロー
ムブロック若干　しまり非常にあり
５　暗褐色土　焼土ブロック普通　焼
土粒子・暗灰褐色粘土粒子少量　ロー
ム粒子微量　ロームブロック若干　し
まり非常にあり
６　暗褐色土　ローム粒子少量　しま
りあり
７　暗褐色土　ローム粒子・ロームブ
ロック・暗灰褐色粘土粒子・焼土粒子・
炭化物粒子微量　しまり非常にあり
８　黒褐色土　ローム粒子・ロームブ
ロック・焼土粒子微量　しまり非常に
あり
9　褐色土　ローム粒子多量　ロームブ
ロック微量　焼土粒子若干　しまりあ
り
10　暗黄褐色土　ローム粒子多量　ロー
ムブロック少量　しまりあり
11　黄褐色土　ローム粒子・ロームブ
ロック多量　しまり非常にあり

12　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック・暗灰褐色粘土粒子・焼土粒子・
炭化物粒子微量　しまりややあり
13　黒褐色土　ローム粒子・ロームブロック・焼土粒子微量　しまりあり
14　明黒褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック微量　しまりあり
15　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量　焼土粒子微量　しまりあ
り
16　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック普通　焼土粒子微量　砂質土含
む　しまりあり
17　黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　しまり非常にあり
18　暗黄褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック普通　砂質土含む　しま
りあり
19　明黒褐色土　粘土粒子普通　焼土粒子少量　ローム粒子・ロームブロック
・粘土ブロック微量　しまり非常にあり
20　明黒褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック・粘土粒子微量　しまり
非常にあり
21　暗褐色土　焼土粒子・焼土ブロック・粘土粒少量　ローム粒子微量　し
まりあり
22　暗黄褐色土　ロームブロック普通　ローム粒子少量　しまり非常にあり
23　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量　しまり非常にあり（貼床）
24　暗黄褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック少量　しまり非常にあり（
貼床）

13区ＳＩ-22　カマド
１　暗褐色土　ローム粒子・焼土粒子微量　ロームブロック若干　しまり非
常にあり
２　暗褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック若干　しまり非常にあり
３　暗褐色土　焼土ブロック普通　焼土粒子・暗灰褐色粘土粒子少量　ロー
ム粒子微量　ロームブロック若干　しまり非常にあり
４　暗褐色土　粘土粒子少量　ローム粒子・焼土粒子・焼土ブロック微量　
ロームブロック・炭化物若干　しまり非常にあり
５　淡灰褐色粘土　焼土粒子若干　しまり非常にあり
６　暗褐色土　焼土ブロック普通　焼土粒子・粘土粒子・炭化物微量　しま
り非常にあり（天井内面の崩落土）
７　明黒褐色土　焼土粒子普通　焼土ブロック少量　炭化物微量　しまり欠
ける（天井内面の崩落土）
８　暗褐色土　焼土ブロック・粘土粒子少量　焼土粒子・炭化物微量　しま
り非常にあり
９　暗灰褐色粘土　焼土粒子微量　しまり非常にあり
10　暗灰褐色粘土　暗灰褐色粘土層　しまり非常にあり
11　淡橙褐色土　粘土主体　焼土粒子・粘土粒子普通　焼土ブロック少量　
しまりあり（煙道の崩れ）
12　暗灰赤褐色土　粘土粒子普通　焼土粒子・焼土ブロック少量　しまり非
常にあり
13　黒色土　炭化物少量　焼土粒子・粘土粒子微量　しまりあり（流入土）

14　暗灰褐色土　暗灰褐色粘土層　し
まり非常にあり（ソデ）
15　暗褐色土　ローム粒子・ロームブ
ロック少量　しまり非常にあり（貼床）
16　暗黄褐色土　ローム粒子多量　ロー
ムブロック少量　しまり非常にあり（貼
床）
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第 142 図　13 区ＳＩ -22　出土遺物実測図

第 69 表　13 区ＳＩ -22　出土遺物観察表

図版No

第69表13区SI-22遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記 備考・産地

1 須恵器
坏

口　（12.2）
底　（7.3）
高　5.5

外面　10G5/1
緑灰
内面　10YR4/1
褐灰

砂粒少量　
礫微量

良好 ロクロナデ　
体部下端　ヘラケズリ　
底部　回転ヘラケズリ

口縁～底
部35%残
存

中央部
床上4cm

№25・79 不明

2 土師器
坏

口　（13.5）
底　-
高　5.8

外面　7.5YR6/4
にぶい橙
内面　5YR5/4
にぶい赤褐

砂粒多量　
礫・赤色粒
子微量

良好 口縁部外面　ミガキに近
いナデ　口縁部内面　ナ
デ後ミガキ　胴・底部外
面　ヘラケズリ後ミガキ　
胴～底部内面　ミガキ

口縁部内外面・胴部内面　
ナデ後ミガキ　胴部外面　
ミガキに近いヘラケズリ

口縁～底
部65%残
存

南西部南
床下3cm

№35

3 土師器
坏

口　（12.1）
底　-
高　［3.7］

外面　7.5YR3/1
黒褐
内面　2.5YR2/1
赤黒

砂粒少量 良好 口縁～体
部25%残
存

南西部
北西
床上21cm

№46

底部外面　
黒斑　体～
底部内面　
剥離　荒れ
ている

内外面　漆
仕上げ　
体部内面　
剥離

142

142

142

1

5

6

7

8 9 10

11

12 13

14 15

16

17

2 43

0 5cm1：2

0 3cm2：3

0 20cm1：5

0 10cm1：3

0 10cm1：4

0 10cm1：5

0 3cm1：1

0 20cm1：6

0 2m1：80

0 1m1：40

遺物 遺構
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142

142

142

142

142

142

142

142

142

142

142

142

平滑

平滑

4 土師器
埦

口　（13.7）
底　-
高　5.6

外面　2.5YR5/6
明赤褐
内面　5YR4/4
にぶい赤褐

砂粒・赤色
粒子少量　
礫微量

良好 口縁部外面　ナデ　口
～底部内面　ミガ
キ　胴部外面上半　ナ
デ　下半　ヘラケズリか

口縁部内外面　ナデ後
ミガキ　胴部外面　ヘ
ラミガキ　胴部内面　ナ
デ　底部内外面　ナデ
後ミガキ

口縁～底
部25%残
存

南西部
中央
P3内
床上4cm

№39

5 土師器
高坏

口　17.0
底　（9.3）
高　10.4

外面　7.5YR5/4
にぶい褐
内面　2.5YR5/6
明赤褐

砂粒少量　
黒色・赤色
粒子微量

良好 口縁～底
部75%残
存

北西部北
壁際
床上1cm

№1・96・
南西区埋
土中

内面　漆仕
上げか　口
縁～底部内
面　スス　
剥離　内外
面　荒れて
いる

坏部内面　
漆仕上げか　
坏部内外面　
剥離　被熱

6 土師器
高坏

口　（18.3）
底　-
高　［14.4］

外面　2.5YR5/6
明赤褐
内面　2.5YR4/4
にぶい赤褐

砂粒多量　
礫少量 黒
色粒子微
量

良好 口縁部外面　ヨコナデ後
ミガキ　口縁部内面　ナ
デ後ミガキ　胴部外面　
ヘラケズリ後ミガキ　胴
部内面　ナデ後ミガキ　
脚部外面　ヘラミガキ　
脚部内面　ナデ　底部外
面　ヨコナデ

口縁～脚
部75%残
存

カマド内
中
床上6cm

№95

7 土師器
高坏

口　-
頸　4.2
高　［9.3］

外面　5YR4/4
にぶい赤褐
内面　5YR4/4
にぶい赤褐

砂粒・礫・
赤色粒子
少量

良好 胴部内外面・底部外面　
ヘラミガキ　底部内面　
ナデ

坏底～脚
部75%残
存

南西部
中央
P3内
床上2cm

№38・一
括

8 土師器
壺

口　9.8
底　-
高　［5.0］

口縁部完
存

カマド内
底面
床上3cm

№4・7・8・
11・92・北
西区埋土
中

脚部外面　
剥離　被熱

外面　10YR6/3
にぶい黄橙
内面　7.5YR5/3
にぶい褐

砂粒・白色
粒子多量　
黒色・赤色
粒子少量

良好 口縁部外面　ヨコナデ　
口縁部内面　ナデ

口縁部外面　
若干荒れて
いる　被熱

外面　2.5YR5/4
にぶい赤褐
内面　5YR4/3
にぶい赤褐

良好 口縁部内外面　ナデ　
頸～胴部外面　ヘラケズ
リ　頸部内面　ヘラケズ
リ　胴部内面　ナデ

胴部内面　
黒化

外面　5YR5/6
明赤褐
内面　7.5YR6/4
にぶい橙

良好 口縁部外面　ヨコナデ　
口縁部内面　ミガキ　
頸～胴部外面・頸部内面　
ヘラケズリ　胴部内面　
ナデ

口縁～頸部
内外面　荒
れている

坏部外面　
黒斑　脚部
外面　黒化
被熱

9 土師器
壺

口　（8.5）
底　-
高　［10.5］

砂粒・礫多
量　赤色粒
子微量　黒
色粒子・石
英少量

砂粒少量　
黒色・赤色
粒子微量

口縁～胴
部20%残
存

北西部南
床上2cm

№26・59

10 土師器
壺

口　（9.8）
底　-
高　［7.4］

口縁～頸
部35%残
存

南東部南
壁際
床上14cm

№31・SI-
17№6

外面　2.5YR5/6
明赤褐
内面　2.5YR5/6
明赤褐

良好 口縁部内外面　ナデ後ミ
ガキ　胴部外面　ヘラケ
ズリ後ミガキ　底部外面　
ナデ　胴・底部内面　ヘ
ラミガキ

胴部外面　
黒斑　胴部
内外面下半　
剥離　荒れ
ている

砂粒少量　
黒色粒子
微量

土師器
甑

口　22.0
底　10.0
高　25.9

ほぼ完形 南東部
南東
床上3cm

№27

外面　5YR5/6
明赤褐
内面　7.5YR6/4
にぶい橙

良好 口縁部内外面　ナデ　胴
部外面　ハケメ　胴部内
面上部　ヘラケズリ　下
部　ヘラナデ

胴部内外面
下半　炭化
物　黒化

砂粒多量　
礫・赤色粒
子少量

土師器
甕

口　（16.0）
底　-
高　［14.6］

口縁～胴
部一部残
存

カマド
右ソデ
中
床面直上

№9・32・
87・88・91・
カマド周辺

11

12

第69図13区SI-22遺物観察表

13 土師器
甕

口　17.0
底　-
高　［15.5］

外面　7.5YR5/3
にぶい褐
内面　10YR4/2
灰黄褐

砂粒・礫多
量　石英少
量　黒色・赤
色粒子微量　

口縁部外面　
スス

全部内外面　
荒れている

胴部外面　
スス　荒れて
いる　胴部内
面　黒化

良好 口縁部内外面　木口状
工具によるナデ　胴部外
面　ヘラケズリ　胴部内
面　ヘラナデ

カマド
左ソデ
中
床上7cm

№92

口縁部内外面　ナデ後
ミガキ

14 土師器
甕

口　19.9
底　-
高　［6.7］

外面　7.5YR4/3
褐
内面　7.5YR5/3
にぶい褐

砂粒・礫多
量　赤色粒
子少量

良好

口縁～胴
部65%残
存

南東部西
床面直上

№27・28・
29

口縁部内外面　ナデ後
ミガキ　胴部外面　ヘ
ラケズリ　胴部内面　
ヘラナデ

15 土師器
甕

口　（17.1）
底　-
高　［6.6］

外面　7.5YR4/1
褐灰
内面　7.5YR5/2
灰褐

砂粒少量

安山岩

安山岩

良好

口縁部75
%残存

中央部
床上4cm

№77・北
西区埋土

16 編物石か 長　11.6
幅　5.21
厚　4.24
重　374.49

口縁部一
部残存

北東部
中央
床下4cm

№82

17 編物石か 長　9.32
幅　3.34
厚　2.86
重　139.41

完存

南西部南
床下2cm

№36完存

142

142
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13 区ＳＩ -26（第 143・144 図、第 53・70 表、図版四四 ･ 六三）

　位置　調査区の北西、台地の平坦面上に立地し、126.5-15.0 グリッドに位置している。　重複関係　イモ

穴により撹乱される。　平面形状・規模　東西 3.47 ｍ、南北 2.46 ｍの長方形である。面積は約 8.54 ㎡である。

確認面からの深さは東壁７cm、西壁８㎝、南壁 11 ㎝、北壁６㎝である。壁は床面から外傾して立ち上がる。

　方向　南北の中軸線は北方向、Ｎ -20 ゜ - Ｗである。　覆土　６層に分層可能で、自然埋没か。中央部付近

には焼土が多く確認される。炭化物も混入する。　貯蔵穴　南壁中央やや東寄りに位置する。覆土は３層で

自然埋没か。長軸 61 ㎝、短軸 53 ㎝、深さ 19 ㎝の不整円形である。　柱穴　床下から２本確認された。Ｐ

２は長軸 51 ㎝、短軸 37 ㎝、深さ 24 ㎝、Ｐ３は長軸 56 ㎝、短軸 42 ㎝、深さ 33 ㎝である。Ｐ２は焼土と

粘土が充填されている。Ｐ３はＰ２より新しく、土坑状である。粘土が混入する。　床面　全体的に硬く締まっ

ている。貼床は２層である。　遺物の出土状況　北側に集中して出土している。　出土遺物　２と７は赤彩

が施されている。６は口縁部漆仕上げ、８と９は甑、14 は編物石と推測される。一部に敲打痕が確認される。

１・11 は搬入品の可能性が高い。

13区ＳＩ-26
１　黒褐色土　ローム粒子・焼土粒子・炭化物粒子若干　しまりあり
２　橙褐色土　焼土層　焼土粒子極多量　焼土ブロック多量　ローム粒子・炭化物粒子若干　しまり非常にあり
３　暗黒褐色土　炭化物粒子多量　ローム粒子・焼土粒子若干　しまりあり
４　明黒褐色土　ローム粒子少量　焼土粒子・炭化物粒子若干　しまりあり
５　暗褐色土　ローム粒子少量　焼土粒子微量　炭化物粒子若干　しまりあり
６　暗黄褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック微量　しまりあり
７　暗黄褐色土　ローム粒子普通　ロームブロック少量　しまり非常にあり
８　明黒褐色土　ローム粒子・ロームブロック微量　しまり非常にあり
９　暗灰褐色土　粘土粒子普通　ローム粒子少量　しまり非常にあり
10  暗黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量　しまり非常にあり（貼床）
11  黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　しまり非常にあり（貼床）
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第 143 図　13 区ＳＩ -26　実測図・出土遺物実測図（1）
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142

142

142

142

142

142

142

142

142

142

142

平滑

平滑

4 土師器
埦

口　（13.7）
底　-
高　5.6

外面　2.5YR5/6
明赤褐
内面　5YR4/4
にぶい赤褐

砂粒・赤色
粒子少量　
礫微量

良好 口縁部外面　ナデ　口
～底部内面　ミガ
キ　胴部外面上半　ナ
デ　下半　ヘラケズリか

口縁部内外面　ナデ後
ミガキ　胴部外面　ヘ
ラミガキ　胴部内面　ナ
デ　底部内外面　ナデ
後ミガキ

口縁～底
部25%残
存

南西部
中央
P3内
床上4cm

№39

5 土師器
高坏

口　17.0
底　（9.3）
高　10.4

外面　7.5YR5/4
にぶい褐
内面　2.5YR5/6
明赤褐

砂粒少量　
黒色・赤色
粒子微量

良好 口縁～底
部75%残
存

北西部北
壁際
床上1cm

№1・96・
南西区埋
土中

内面　漆仕
上げか　口
縁～底部内
面　スス　
剥離　内外
面　荒れて
いる

坏部内面　
漆仕上げか　
坏部内外面　
剥離　被熱

6 土師器
高坏

口　（18.3）
底　-
高　［14.4］

外面　2.5YR5/6
明赤褐
内面　2.5YR4/4
にぶい赤褐

砂粒多量　
礫少量 黒
色粒子微
量

良好 口縁部外面　ヨコナデ後
ミガキ　口縁部内面　ナ
デ後ミガキ　胴部外面　
ヘラケズリ後ミガキ　胴
部内面　ナデ後ミガキ　
脚部外面　ヘラミガキ　
脚部内面　ナデ　底部外
面　ヨコナデ

口縁～脚
部75%残
存

カマド内
中
床上6cm

№95

7 土師器
高坏

口　-
頸　4.2
高　［9.3］

外面　5YR4/4
にぶい赤褐
内面　5YR4/4
にぶい赤褐

砂粒・礫・
赤色粒子
少量

良好 胴部内外面・底部外面　
ヘラミガキ　底部内面　
ナデ

坏底～脚
部75%残
存

南西部
中央
P3内
床上2cm

№38・一
括

8 土師器
壺

口　9.8
底　-
高　［5.0］

口縁部完
存

カマド内
底面
床上3cm

№4・7・8・
11・92・北
西区埋土
中

脚部外面　
剥離　被熱

外面　10YR6/3
にぶい黄橙
内面　7.5YR5/3
にぶい褐

砂粒・白色
粒子多量　
黒色・赤色
粒子少量

良好 口縁部外面　ヨコナデ　
口縁部内面　ナデ

口縁部外面　
若干荒れて
いる　被熱

外面　2.5YR5/4
にぶい赤褐
内面　5YR4/3
にぶい赤褐

良好 口縁部内外面　ナデ　
頸～胴部外面　ヘラケズ
リ　頸部内面　ヘラケズ
リ　胴部内面　ナデ

胴部内面　
黒化

外面　5YR5/6
明赤褐
内面　7.5YR6/4
にぶい橙

良好 口縁部外面　ヨコナデ　
口縁部内面　ミガキ　
頸～胴部外面・頸部内面　
ヘラケズリ　胴部内面　
ナデ

口縁～頸部
内外面　荒
れている

坏部外面　
黒斑　脚部
外面　黒化
被熱

9 土師器
壺

口　（8.5）
底　-
高　［10.5］

砂粒・礫多
量　赤色粒
子微量　黒
色粒子・石
英少量

砂粒少量　
黒色・赤色
粒子微量

口縁～胴
部20%残
存

北西部南
床上2cm

№26・59

10 土師器
壺

口　（9.8）
底　-
高　［7.4］

口縁～頸
部35%残
存

南東部南
壁際
床上14cm

№31・SI-
17№6

外面　2.5YR5/6
明赤褐
内面　2.5YR5/6
明赤褐

良好 口縁部内外面　ナデ後ミ
ガキ　胴部外面　ヘラケ
ズリ後ミガキ　底部外面　
ナデ　胴・底部内面　ヘ
ラミガキ

胴部外面　
黒斑　胴部
内外面下半　
剥離　荒れ
ている

砂粒少量　
黒色粒子
微量

土師器
甑

口　22.0
底　10.0
高　25.9

ほぼ完形 南東部
南東
床上3cm

№27

外面　5YR5/6
明赤褐
内面　7.5YR6/4
にぶい橙

良好 口縁部内外面　ナデ　胴
部外面　ハケメ　胴部内
面上部　ヘラケズリ　下
部　ヘラナデ

胴部内外面
下半　炭化
物　黒化

砂粒多量　
礫・赤色粒
子少量

土師器
甕

口　（16.0）
底　-
高　［14.6］

口縁～胴
部一部残
存

カマド
右ソデ
中
床面直上

№9・32・
87・88・91・
カマド周辺

11

12

第69図13区SI-22遺物観察表

13 土師器
甕

口　17.0
底　-
高　［15.5］

外面　7.5YR5/3
にぶい褐
内面　10YR4/2
灰黄褐

砂粒・礫多
量　石英少
量　黒色・赤
色粒子微量　

口縁部外面　
スス

全部内外面　
荒れている

胴部外面　
スス　荒れて
いる　胴部内
面　黒化

良好 口縁部内外面　木口状
工具によるナデ　胴部外
面　ヘラケズリ　胴部内
面　ヘラナデ

カマド
左ソデ
中
床上7cm

№92

口縁部内外面　ナデ後
ミガキ

14 土師器
甕

口　19.9
底　-
高　［6.7］

外面　7.5YR4/3
褐
内面　7.5YR5/3
にぶい褐

砂粒・礫多
量　赤色粒
子少量

良好

口縁～胴
部65%残
存

南東部西
床面直上

№27・28・
29

口縁部内外面　ナデ後
ミガキ　胴部外面　ヘ
ラケズリ　胴部内面　
ヘラナデ

15 土師器
甕

口　（17.1）
底　-
高　［6.6］

外面　7.5YR4/1
褐灰
内面　7.5YR5/2
灰褐

砂粒少量

安山岩

安山岩

良好

口縁部75
%残存

中央部
床上4cm

№77・北
西区埋土

16 編物石か 長　11.6
幅　5.21
厚　4.24
重　374.49

口縁部一
部残存

北東部
中央
床下4cm

№82

17 編物石か 長　9.32
幅　3.34
厚　2.86
重　139.41

完存

南西部南
床下2cm

№36完存
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第 144 図　13 区ＳＩ -26　出土遺物実測図（2）

第 70 表　13 区ＳＩ -26　出土遺物観察表
図版No

第70表13区SI-26遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記 備考・産地

1 土師器
坏

口　14.7
底　-
高　4.5

外面　7.5YR4/3
褐
内面　5YR4/4
にぶい赤褐

砂粒少量　
礫・黒色粒
子・赤色粒
子微量

良好 口縁部内外面　ヨコナデ
後ミガキ　胴・底部外面　
ヘラケズリ　胴・底部内
面　ミガキ

完形 南西部
中央
床下2cm

№29

2 土師器
埦

口　（10.2）
底　-
高　（5.6）

外面　7.5YR5/3
にぶい褐
内面　5YR4/2
灰褐

砂粒少量　
黒色粒子
微量

良好 口縁部外面　ミガキか　
胴部外面　ヘラケズリか　

口縁部内外面　ヨコナデ　
胴部内面　ヘラナデ後ミ
ガキ

口縁～底
部50%残
存

北西部北
床上4cm

№2・4・埋
土中

3 土師器
坏

口　（12.1）
底　-
高　［4.2］

外面　7.5YR5/3
にぶい褐
内面　7.5YR5/4
にぶい褐

砂粒多量　
礫微量

良好 口縁～体
部50%残
存

北東部
北西
床上6cm

№11

口縁部外面　ミガキか　4 土師器
坏

口　（13.8）
底　-
高　［3.8］

外面　5YR5/4
にぶい赤褐
内面　5YR4/3
にぶい赤褐

砂粒多量　
赤色粒子
少量 黒色
粒子微量

良好 口縁～体
部

覆土中 貼床内

口縁部外面　ヨコナデ後
ミガキ　口縁部内面　ヨ
コナデ　胴・底部外面　
ヘラケズリ　胴部内面　
ミガキ　

5 土師器
埦

口　（15.3）
底　-
高　8.7

外面　5YR5/4
にぶい赤褐
内面　2.5YR4/4
にぶい赤褐

砂粒・赤色
粒子少量　
黒色粒子
微量

良好 口縁～底
部25%残
存

北西部東
床下1cm

№22

口縁～体部
内外面　荒
れている

底部外面・全
部内面　赤
彩　全部内
外面　剥離　
荒れている

内外面　剥
離　荒れて
いる

体～底部外
面　スス　
口縁～底部
内面　剥離　
荒れている　
被熱

口縁部外面　ヨコナデ　
口縁部内面　ミガキに近
いナデ　胴・底部外面　
ヘラケズリ　

6 土師器
埦

口　（9.3）
底　5.0
高　7.8

外面　2.5YR4/3
にぶい赤褐
内面　5YR3/1
黒褐

砂粒・赤色
粒子多量　
黒色粒子少
量　石英微
量

良好 口縁～底
部

北東部
中央
床上8cm

№1・北東
埋土中

体部外面　
スス　口縁
部内面　漆
仕上げ　炭
化物　黒斑　

口縁部外面・口縁～底部
内面　ナデ　胴・底部外
面　ヘラケズリ

7 土師器
坩

口　（9.0）
底　-
高　8.9

外面　2.5YR5/4
にぶい赤褐
内面　5YR4/4
にぶい赤褐

砂粒多量　
礫少量

良好 口縁～底
部65%残
存

北西部北
床上4cm

№2・埋土
中

口縁部内外面　ヨコナデ　
胴部外面　ハケメか　胴
部内面　ヘラミガキか　
底部外面　ヘラケズリ　

8 土師器
甑

口　（16.8）
底　（4.6）
高　9.8

外面　7.5YR5/4
にぶい褐
内面　2.5YR5/6
明赤褐

礫・赤色粒
子多量　黒
色粒子微量

良好 口縁～底
部一部残
存

北西部北
床上3cm

№3・5・埋
土中

底部外面　
黒斑

口縁～胴部
外面　黒斑　
口縁～胴部
内外面　赤
彩　内面　
剥離　荒れ
ている

口縁部外面　ヨコナデ後
ミガキ　口縁部内面　ヨ
コ方向のミガキ　胴部外
面　ミガキ　胴部内面　
タテ方向のミガキ　底部
外面　ヘラケズリ　

9 土師器
甑

口　（24.6）
底　（6.3）
高　26.6

外面　7.5YR4/2
灰褐
内面　7.5YR5/2
灰褐

砂粒・黒色
粒子多量　
赤色・石英
少量

良好 口縁～底
部25%残
存

北西部東
床下1cm

№25・26口縁～胴部
外面　スス　
胴部外面　
黒斑　胴部
内面　剥離　
底部内面　
摩滅著しい

口縁部内外面　ヨコナデ　
胴部外面　ヘラケズリ後
ナデ　胴部内面　ナデ後
ミガキ

10 土師器
甕

口　（21.4）
底　-
高　［17.0］

外面　10YR5/2
灰褐
内面　10YR5/3
にぶい黄褐

砂粒少量　
礫・黒色・
赤色粒子
微量

良好 口縁～胴
部25%残
存

北西部
中央
床下1cm

№26・27口縁～胴部
外面　スス　
炭化物　黒
斑　胴部内面　
荒れている

口縁部内外面　ヨコナデ
後ミガキ　胴部外面　ミ
ガキ　胴・底部内面　ナ
デ後ミガキ　底部外面
ヘラケズリ

11 土師器
甕

口　（11.5）
底　5.2
高　16.1

外面　7.5YR4/2
灰褐
内面　7.5YR4/1
褐灰

砂粒・赤色
粒子少量

レキ岩

安山岩

良好 口縁～底
部50%残
存

北東部
北東
床下1cm

№6・8胴部外面　
スス　口縁
～胴部内外
面　剥離　
荒れている

12 土師器
甕

口　（17.1）
底　-
高　［16.7］

外面　7.5YR4/2
灰褐
内面　10YR3/1
黒褐

砂粒多量　
礫・黒色粒
子少量

良好 口縁部内外面　ヨコナデ　
胴部外面　ヘラケズリ　
胴部内面　ヘラナデ

口縁～胴
部一部残
存

北西部東
床面直上

№8・10・
21

敲打痕
あり

13 不明
石

長　11.24
幅　9.68
厚　5.74
重　1080.40

完存 中央
床上2cm

№20

14 編物石か 長　11.92
幅　5.15
厚　5.43
重　507.38

完存 北東部南
床上2cm

№9

口縁～胴部
外面　スス　
胴部内面　
黒化
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0 20cm1：5
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0 2m1：80

0 1m1：40

遺物 遺構
磨面
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２. 掘立柱建物跡

　掘立柱建物跡は３棟である。2 間× 2 間が２棟、2 間× 3 間が１棟確認されている。

13 区ＳＢ -44（第 145 図、第 71 表、図版四五）

　位置　調査区の中央、台地の平坦面上に立地し、125.0-15.0 グリッドに位置する。　平面形状・規模　２

間 × ３間で、柱間は桁行 1.88 〜 3.94 ｍ、梁間 1.90 〜 2.42 ｍである。柱穴はＰ 10 が楕円形の他は円形で、

直径 25 〜 37 ㎝、深さは確認面から 11 〜 29 ㎝を測る。掘方の断面はＵ字形か逆台形である。　方向　北

辺に直交する軸の傾きは北方向、Ｎ - ５゜ - Ｅである。　その他　覆土中に火山灰と推測される白色粒子が混

入している。Ｐ４とＰ６はやや内側に寄り、Ｐ７は外側に寄っている。柱痕はほとんど分からない。　遺物

図版No

第70表13区SI-26遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記 備考・産地

1 土師器
坏

口　14.7
底　-
高　4.5

外面　7.5YR4/3
褐
内面　5YR4/4
にぶい赤褐

砂粒少量　
礫・黒色粒
子・赤色粒
子微量

良好 口縁部内外面　ヨコナデ
後ミガキ　胴・底部外面　
ヘラケズリ　胴・底部内
面　ミガキ

完形 南西部
中央
床下2cm

№29

2 土師器
埦

口　（10.2）
底　-
高　（5.6）

外面　7.5YR5/3
にぶい褐
内面　5YR4/2
灰褐

砂粒少量　
黒色粒子
微量

良好 口縁部外面　ミガキか　
胴部外面　ヘラケズリか　

口縁部内外面　ヨコナデ　
胴部内面　ヘラナデ後ミ
ガキ

口縁～底
部50%残
存

北西部北
床上4cm

№2・4・埋
土中

3 土師器
坏

口　（12.1）
底　-
高　［4.2］

外面　7.5YR5/3
にぶい褐
内面　7.5YR5/4
にぶい褐

砂粒多量　
礫微量

良好 口縁～体
部50%残
存

北東部
北西
床上6cm

№11

口縁部外面　ミガキか　4 土師器
坏

口　（13.8）
底　-
高　［3.8］

外面　5YR5/4
にぶい赤褐
内面　5YR4/3
にぶい赤褐

砂粒多量　
赤色粒子
少量 黒色
粒子微量

良好 口縁～体
部

覆土中 貼床内

口縁部外面　ヨコナデ後
ミガキ　口縁部内面　ヨ
コナデ　胴・底部外面　
ヘラケズリ　胴部内面　
ミガキ　

5 土師器
埦

口　（15.3）
底　-
高　8.7

外面　5YR5/4
にぶい赤褐
内面　2.5YR4/4
にぶい赤褐

砂粒・赤色
粒子少量　
黒色粒子
微量

良好 口縁～底
部25%残
存

北西部東
床下1cm

№22

口縁～体部
内外面　荒
れている

底部外面・全
部内面　赤
彩　全部内
外面　剥離　
荒れている

内外面　剥
離　荒れて
いる

体～底部外
面　スス　
口縁～底部
内面　剥離　
荒れている　
被熱

口縁部外面　ヨコナデ　
口縁部内面　ミガキに近
いナデ　胴・底部外面　
ヘラケズリ　

6 土師器
埦

口　（9.3）
底　5.0
高　7.8

外面　2.5YR4/3
にぶい赤褐
内面　5YR3/1
黒褐

砂粒・赤色
粒子多量　
黒色粒子少
量　石英微
量

良好 口縁～底
部

北東部
中央
床上8cm

№1・北東
埋土中

体部外面　
スス　口縁
部内面　漆
仕上げ　炭
化物　黒斑　

口縁部外面・口縁～底部
内面　ナデ　胴・底部外
面　ヘラケズリ

7 土師器
坩

口　（9.0）
底　-
高　8.9

外面　2.5YR5/4
にぶい赤褐
内面　5YR4/4
にぶい赤褐

砂粒多量　
礫少量

良好 口縁～底
部65%残
存

北西部北
床上4cm

№2・埋土
中

口縁部内外面　ヨコナデ　
胴部外面　ハケメか　胴
部内面　ヘラミガキか　
底部外面　ヘラケズリ　

8 土師器
甑

口　（16.8）
底　（4.6）
高　9.8

外面　7.5YR5/4
にぶい褐
内面　2.5YR5/6
明赤褐

礫・赤色粒
子多量　黒
色粒子微量

良好 口縁～底
部一部残
存

北西部北
床上3cm

№3・5・埋
土中

底部外面　
黒斑

口縁～胴部
外面　黒斑　
口縁～胴部
内外面　赤
彩　内面　
剥離　荒れ
ている

口縁部外面　ヨコナデ後
ミガキ　口縁部内面　ヨ
コ方向のミガキ　胴部外
面　ミガキ　胴部内面　
タテ方向のミガキ　底部
外面　ヘラケズリ　

9 土師器
甑

口　（24.6）
底　（6.3）
高　26.6

外面　7.5YR4/2
灰褐
内面　7.5YR5/2
灰褐

砂粒・黒色
粒子多量　
赤色・石英
少量

良好 口縁～底
部25%残
存

北西部東
床下1cm

№25・26口縁～胴部
外面　スス　
胴部外面　
黒斑　胴部
内面　剥離　
底部内面　
摩滅著しい

口縁部内外面　ヨコナデ　
胴部外面　ヘラケズリ後
ナデ　胴部内面　ナデ後
ミガキ

10 土師器
甕

口　（21.4）
底　-
高　［17.0］

外面　10YR5/2
灰褐
内面　10YR5/3
にぶい黄褐

砂粒少量　
礫・黒色・
赤色粒子
微量

良好 口縁～胴
部25%残
存

北西部
中央
床下1cm

№26・27口縁～胴部
外面　スス　
炭化物　黒
斑　胴部内面　
荒れている

口縁部内外面　ヨコナデ
後ミガキ　胴部外面　ミ
ガキ　胴・底部内面　ナ
デ後ミガキ　底部外面
ヘラケズリ

11 土師器
甕

口　（11.5）
底　5.2
高　16.1

外面　7.5YR4/2
灰褐
内面　7.5YR4/1
褐灰

砂粒・赤色
粒子少量

レキ岩

安山岩

良好 口縁～底
部50%残
存

北東部
北東
床下1cm

№6・8胴部外面　
スス　口縁
～胴部内外
面　剥離　
荒れている

12 土師器
甕

口　（17.1）
底　-
高　［16.7］

外面　7.5YR4/2
灰褐
内面　10YR3/1
黒褐

砂粒多量　
礫・黒色粒
子少量

良好 口縁部内外面　ヨコナデ　
胴部外面　ヘラケズリ　
胴部内面　ヘラナデ

口縁～胴
部一部残
存

北西部東
床面直上

№8・10・
21

敲打痕
あり

13 不明
石

長　11.24
幅　9.68
厚　5.74
重　1080.40

完存 中央
床上2cm

№20

14 編物石か 長　11.92
幅　5.15
厚　5.43
重　507.38

完存 北東部南
床上2cm

№9

口縁～胴部
外面　スス　
胴部内面　
黒化

143

143

143

143

143

143

143

143

144

144

144

144

144

144

第 71 表　13 区掘立柱建物跡　計測表
遺構番号

第71表　13区掘立柱建物跡計測表

位置 主軸 間 桁行（m） 梁行（m） 深さ（m） 遺物の出土 備考重複関係
Ｎ-    5 -゚Ｅ
Ｎ-  17 -゚Ｅ
Ｎ-  17 -゚Ｅ

SB-44
SB-45
SB-59

P-5とは不明。
SI-8より新。SK-47・SK48とは不明。
17区SI-5より古。P-14とは不明。

1.90～2.42
2.13～2.40
1.62～1.80

1.88～3.94
2.23～3.40
1.67～2.25

2間×3間
2間×2間
2間×2間

有
有
有

125.0-15.0
125.0-15.5
124.0-14.5

0.11～0.29
0.27～0.58
0.12～0.67
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L=87.700m
0 2m1：80

13 区ＳＢ-44
1　明黒褐色土　白色粒子（FAか）微量　ローム粒子若干　しまりあり
2　黒褐色土　ローム粒子若干　しまり非常にあり
3　暗黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量　しまり非常にあり

2 3

1 2 1

1 2 1

1 2

1

2 2 3

3

32

2

2

2

P1

P2

P3

P4
P5

P7

P8

P9P10

P6

P-5

Ａ’Ａ

Ａ’Ａ

Ｂ’Ｂ

Ｂ’

Ｂ

Ｃ’Ｃ

Ｃ’

Ｃ

Ｄ’Ｄ

Ｄ’

Ｄ

Ｅ’Ｅ

Ｅ’Ｅ

第 145 図　13 区ＳＢ -44・45　実測図

L=87.700m
0 2m1：80

13 区ＳＢ-45
１　明黒褐色土　ローム粒子・焼土粒子・炭化物粒子若干　しまりあり
２　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量　しまりあり
３　黒褐色土　ローム粒子・焼土粒子若干　しまりあり
４　明褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量　しまり非常にあり

1 1 1

1

1 1 1

4

3 3

3

3

3 3

2 2

4

1

3

3

SK-47

SI-8

SK-48

P1

P2

P3

P4
P5

P6

P7
P8Ａ

’
Ａ

Ａ’Ａ

Ｂ’Ｂ

Ｂ
’

Ｂ

Ｃ’Ｃ

Ｃ
’

Ｃ

の出土状況　覆土中から土師器の坏や甕の破片が出土している。

13 区ＳＢ -45（第 145 図、第 71 表、図版四四）



第３章　発見された遺構と遺物
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第 146 図　13 区ＳＢ -59　実測図

L=87.700m
0 2m1：80

13 区ＳＢ-59
１　明黒褐色土　ローム粒子・ロームブロック・焼土粒子微量　しまりあり
２　黒褐色土　ローム粒子・焼土粒子若干　しまりあり
３　褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック少量　しまりややあり

1 1

1

1

3

3

2

3

2
2

2 2

22
1

1

3

3SI-5

P-14

P1

P2

P3 P4 P5

P6

P7P8

17 区

Ａ’Ａ

Ａ’Ａ

Ｂ’Ｂ

Ｂ’
Ｂ

Ｃ’Ｃ

Ｃ’
Ｃ

　位置　調査区の南東、台地の平坦面上に立地し、125.0-15.5 グリッドに位置する。　重複関係　SI- ８より

新しく、SK-47・48 との新旧関係は不明である。　平面形状・規模　２間×２間で、柱間は桁行 2.23 〜 3.40

ｍ、梁間 2.13 〜 2.40 ｍである。柱穴はＰ２が楕円形、Ｐ３が不整円形の他は円形である。直径 34 〜 48 ㎝、

深さは確認面から 27 〜 58 ㎝を測る。掘方の断面はＰ３は逆台形、他はＵ字形である。　方向　北辺に直交

する軸の傾きは北方向、Ｎ -17 ゜ - Ｅである。　その他　覆土中に焼土と炭化物が混入している。Ｐ４とＰ８

はやや外側に寄っている。柱痕はほとんど分からない。　遺物の出土状況　覆土中から土師器の坏や甕の破

片が出土している。　

13 区ＳＢ -59（第 146 図、第 71 表、図版四五）

　位置　調査区の南西、台地の平坦面上に立地し、124.0-14.5 グリッドに位置する。　重複関係　17 区Ｓ

Ｉ - ５より古く、Ｐ -14 との新旧関係は不明である。　平面形状・規模　２間×２間で、柱間は桁行 1.67 〜 2.25

ｍ、梁間 1.62 〜 1.80 ｍである。柱穴はＰ３が不整円形、Ｐ７が楕円形の他は円形である。直径 32 〜 55 ㎝、

深さは確認面から 12 〜 67 ㎝を測る。掘方の断面はＵ字形である。　方向　北辺に直交する軸の傾きは北方向、

Ｎ -17 ゜ - Ｅである。　その他　柱は抜き取られていると推測される。　遺物の出土状況　覆土中から土師器

の坏や甕の破片が出土している。　

　

３. ピット

第 72 表　13 区ピット　計測表
遺構番号

第72表　13区ピット計測表

位置 平面形状 長軸（m） 短軸（m） 深さ（m） 遺物の出土 重複関係
Ｐ-1
Ｐ-2
Ｐ-3
Ｐ-4
Ｐ-5
Ｐ-6
Ｐ-7
Ｐ-8

なし。
なし。
なし。
12区SD-24より古。
SB-44とは不明。
なし。
なし。
なし。

0.40
0.26
0.27
0.28
0.32
0.28
0.43
0.30

0.24
0.26
0.27
0.27
0.45
0.37
0.48
0.33

0.47
0.26
0.27
0.32
0.34
0.32
0.46
0.31

楕円形
円形
円形
不整円形
楕円形
不整形
楕円形
円形

無
無
無
無
無
無
無
無

125.5-15.0
125.0-15.0
125.0-15.0
125.0-15.0
125.0-15.0
125.0-15.0
125.0-15.5
125.0-15.5

Ｐ-9
Ｐ-10
Ｐ-11
Ｐ-12
Ｐ-13
Ｐ-14
Ｐ-15
Ｐ-16
Ｐ-17
Ｐ-18
Ｐ-19
Ｐ-20
Ｐ-21
Ｐ-22
Ｐ-23
Ｐ-24
Ｐ-25
Ｐ-26
Ｐ-27
Ｐ-28
Ｐ-29
Ｐ-30
Ｐ-31
Ｐ-32
Ｐ-33
Ｐ-34
Ｐ-35
Ｐ-36
Ｐ-37
Ｐ-38
Ｐ-39

なし。
P-11とは不明。
P-10とは不明。
なし。
なし。
SB-59とは不明。
なし。
なし。
なし。
なし。
なし。
なし。
なし。
なし。
なし。
なし。
なし。
なし。
なし。
なし。
なし。
なし。
なし。
なし。
なし。
なし。
なし。
なし。
SI-2とは不明。
SI-2・SD-61とは不明。
なし。

0.23
［0.25］
0.32
0.29
0.28
0.52
0.40
0.29
0.25
0.35
0.31
0.27
0.38
0.36
0.32
0.25
0.25
0.35
0.36
0.32
0.43
0.34
0.62
0.38
0.36
0.39
0.44
0.35
0.21
0.22
0.34

0.30
0.32
0.28
0.33
0.38
0.77
0.37
0.28
0.41
0.59
0.30
0.42
0.38
0.49
0.48
0.25
0.30
0.36
0.44
0.54
0.28
0.30
0.58
0.42
0.36
0.35
1.25
0.42
0.66
0.80
0.41

0.26
0.26
［0.39］
0.31
0.28
0.75
0.42
0.30
0.28
0.47
0.32
0.31
0.42
0.39
0.33
0.26
0.26
0.35
0.43
0.33
0.43
0.38
0.67
0.40
0.36
0.45
0.46
0.35
0.23
0.28
0.35

楕円形
不整形
不整形
不整円形
不整円形
不整形
円形
円形
楕円形
楕円形
円形
楕円形
楕円形
楕円形
円形
円形
円形
円形
楕円形
円形
円形
円形
不整形
円形
円形
不整円形
不整形
不整形
四角形
楕円形
楕円形

無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
有
有
無
無

125.0-15.5
125.0-15.0
125.0-15.0
125.0-15.0
124.5-14.5
124.0-14.0
124.0-14.5
124.0-14.5
124.0-14.5
124.0-14.5
124.0-14.5
124.0-14.5
124.0-15.0
123.5-15.5
123.5-15.0
124.0-15.5
124.0-15.5
124.0-15.5
124.0-15.5
124.0-15.5
124.0-15.0
124.0-15.0
124.0-15.0
124.0-15.0
124.0-15.0
124.0-15.0
124.0-15.0
124.0-15.0
123.5-15.0
123.5-15.0
123.5-15.0
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遺構番号

第72表　13区ピット計測表

位置 平面形状 長軸（m） 短軸（m） 深さ（m） 遺物の出土 重複関係
Ｐ-1
Ｐ-2
Ｐ-3
Ｐ-4
Ｐ-5
Ｐ-6
Ｐ-7
Ｐ-8

なし。
なし。
なし。
12区SD-24より古。
SB-44とは不明。
なし。
なし。
なし。

0.40
0.26
0.27
0.28
0.32
0.28
0.43
0.30

0.24
0.26
0.27
0.27
0.45
0.37
0.48
0.33

0.47
0.26
0.27
0.32
0.34
0.32
0.46
0.31

楕円形
円形
円形
不整円形
楕円形
不整形
楕円形
円形

無
無
無
無
無
無
無
無

125.5-15.0
125.0-15.0
125.0-15.0
125.0-15.0
125.0-15.0
125.0-15.0
125.0-15.5
125.0-15.5

Ｐ-9
Ｐ-10
Ｐ-11
Ｐ-12
Ｐ-13
Ｐ-14
Ｐ-15
Ｐ-16
Ｐ-17
Ｐ-18
Ｐ-19
Ｐ-20
Ｐ-21
Ｐ-22
Ｐ-23
Ｐ-24
Ｐ-25
Ｐ-26
Ｐ-27
Ｐ-28
Ｐ-29
Ｐ-30
Ｐ-31
Ｐ-32
Ｐ-33
Ｐ-34
Ｐ-35
Ｐ-36
Ｐ-37
Ｐ-38
Ｐ-39

なし。
P-11とは不明。
P-10とは不明。
なし。
なし。
SB-59とは不明。
なし。
なし。
なし。
なし。
なし。
なし。
なし。
なし。
なし。
なし。
なし。
なし。
なし。
なし。
なし。
なし。
なし。
なし。
なし。
なし。
なし。
なし。
SI-2とは不明。
SI-2・SD-61とは不明。
なし。

0.23
［0.25］
0.32
0.29
0.28
0.52
0.40
0.29
0.25
0.35
0.31
0.27
0.38
0.36
0.32
0.25
0.25
0.35
0.36
0.32
0.43
0.34
0.62
0.38
0.36
0.39
0.44
0.35
0.21
0.22
0.34

0.30
0.32
0.28
0.33
0.38
0.77
0.37
0.28
0.41
0.59
0.30
0.42
0.38
0.49
0.48
0.25
0.30
0.36
0.44
0.54
0.28
0.30
0.58
0.42
0.36
0.35
1.25
0.42
0.66
0.80
0.41

0.26
0.26
［0.39］
0.31
0.28
0.75
0.42
0.30
0.28
0.47
0.32
0.31
0.42
0.39
0.33
0.26
0.26
0.35
0.43
0.33
0.43
0.38
0.67
0.40
0.36
0.45
0.46
0.35
0.23
0.28
0.35

楕円形
不整形
不整形
不整円形
不整円形
不整形
円形
円形
楕円形
楕円形
円形
楕円形
楕円形
楕円形
円形
円形
円形
円形
楕円形
円形
円形
円形
不整形
円形
円形
不整円形
不整形
不整形
四角形
楕円形
楕円形

無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
有
有
無
無

125.0-15.5
125.0-15.0
125.0-15.0
125.0-15.0
124.5-14.5
124.0-14.0
124.0-14.5
124.0-14.5
124.0-14.5
124.0-14.5
124.0-14.5
124.0-14.5
124.0-15.0
123.5-15.5
123.5-15.0
124.0-15.5
124.0-15.5
124.0-15.5
124.0-15.5
124.0-15.5
124.0-15.0
124.0-15.0
124.0-15.0
124.0-15.0
124.0-15.0
124.0-15.0
124.0-15.0
124.0-15.0
123.5-15.0
123.5-15.0
123.5-15.0

13 区Ｐ - １～ 39（第 147 ～ 149 図、第 72 表）

　Ｐ - １・２・６・10 〜 12 は覆土に火山灰と推測される白色粒子、Ｐ -18 は焼土と炭化物、Ｐ -17・21 は焼土、

Ｐ -30 は炭化物が含まれる。

　出土した遺物は土師器の坏や椀・高坏 ･ 甕などの破片で、図示できるものはなかった。

第 147 図　13 区Ｐ - １～７　実測図
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Ａ’Ａ

Ａ’Ａ

Ａ’Ａ

Ａ’Ａ

Ａ’Ａ

Ａ’Ａ

Ａ’Ａ

L=87.700m
0 2m1：80

13 区Ｐ-１
１　明黒褐色土　白色粒子（火山灰か）微量　ローム粒
子若干　しまり非常にあり
２　黒褐色土　ローム粒子微量　しまり非常にあり
３　暗黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量　し
まり非常にあり

13区Ｐ-２
１　明黒褐色土　ローム粒子・白色粒子（火山灰か）微
量　しまりあり　
２　暗褐色土　ローム粒子少量　しまり非常にあり

13区Ｐ-３・４・５
１　暗褐色土　ローム粒子少量　しまりややあり
２　褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック少量　し
まりややあり

13区Ｐ-６
１　暗褐色土　ローム粒子・白色粒子（火山灰か）微量
しまりあり
２　明黒褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック微量
しまりあり

13区Ｐ-７
１　暗褐色土　ローム粒子多量　しまり非常にあり
２　褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック微量　し
まり非常にあり

1 1 1

3 2 2 2

2 2
1 1 12

21

SD-24
12 区

12区SD-24

13 区Ｐ-1 13 区Ｐ-2 13 区Ｐ-3 13 区Ｐ-4・5 13 区Ｐ-6 13 区Ｐ-7

P-4
P-5
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第 148 図　13 区Ｐ - ８～ 29　実測図
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L=87.700m
0 2m1：80

13 区Ｐ-８
１　明黒褐色土　ローム粒子微量　しまりあり
２　黒褐色土　ローム粒子微量　ロームブロック若干　
しまりややあり
３　暗黄褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック少量
しまり非常にあり

13区Ｐ-９
１　暗褐色土　ローム粒子微量　しまりややあり
２　褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック微量　し
まり非常にあり

13区Ｐ-10
１　明黒褐色土　ローム粒子・白色粒子（火山灰か）微
量　しまりあり
２　暗褐色土　ローム粒子少量　しまりあり
３　明褐色土　ローム粒子多量　しまりあり

13区Ｐ-11
１　明黒褐色土　ローム粒子・白色粒子（火山灰か）微
量　しまりあり
２　暗褐色土　ローム粒子微量　しまりあり
３　褐色土　ローム粒子多量　しまりあり

13区Ｐ-12
１　明黒褐色土　ローム粒子・白色粒子（火山灰か）微
量　しまりあり
２　暗褐色土　ローム粒子少量　しまりあり
３　明褐色土　ローム粒子多量　しまりあり

13区Ｐ-13
１　暗褐色土　ローム粒子少量　しまりあり
２　明黒褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量　し
まりあり

13区Ｐ-14
１　暗褐色土　ローム粒子少量　しまりあり
２　明黒褐色土　ローム粒子少量　しまりあり
３　明褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック少量　
しまりあり
４　明黒褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック微量
しまりあり
５　暗黄褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック少量
しまりあり

13区Ｐ-15
１　暗褐色土　ローム粒子少量　しまりあり
２　明黒褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック微量
しまりあり
３　黄褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック少量　
しまりあり

13区Ｐ-16
１　暗褐色土　ローム粒子少量　しまりあり
２　明褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック少量　
しまりあり

13区Ｐ-17
１　明黒褐色土　ローム粒子・焼土粒子微量　しまりあ
り
２　黒褐色土　ローム粒子・ロームブロック微量　しま
りあり
３　明褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量　しま
り非常にあり

13区Ｐ-18
１　明黒褐色土　ローム粒子・焼土粒子・炭化物粒子微
量　しまりあり
２　黒褐色土　ローム粒子・ロームブロック・焼土粒子・
炭化物粒子微量　しまりあり

13区Ｐ-19
１　暗褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック微量　
しまりあり

13区Ｐ-20
１　暗褐色土　ローム粒子少量　しまりあり
２　褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック微量　し
まりあり
３　明褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック少量　
しまりあり

13区Ｐ-21
１　暗褐色土　ローム粒子少量　焼土粒子若干　しまり
あり
２　明黒褐色土　ローム粒子少量　しまりあり
３　明褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック少量　
しまりあり

４　暗黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　し
まりあり

13区Ｐ-22
１　明黒褐色土　ローム粒子・ロームブロック微量　し
まりややあり

13区Ｐ-23
１　明黒褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック微量
しまりあり

13区Ｐ-24
１　暗黄褐色土　ローム粒子多量　しまりあり
２　黒褐色土　ローム粒子若干　しまりあり

13区Ｐ-25
１　明黒褐色土　ローム粒子微量　ロームブロック若干
しまりややあり
２　褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック若干　し
まりあり

13区Ｐ-26
１　黒褐色土　ローム粒子微量　しまりあり
２　暗褐色土　ローム粒子少量　しまりあり

13区Ｐ-27
１　黒褐色土　ローム粒子微量　しまりあり
２　明黒褐色土　ローム粒子少量　しまりあり

13区Ｐ-28
１　黒褐色土　ローム粒子若干　しまり非常にあり

13区Ｐ-29
１　暗褐色土　ローム粒子少量　しまりあり
２　明黒褐色土　ローム粒子微量　しまり非常にあり
３　黒褐色土　ローム粒子・ロームブロック微量　しま
り非常にあり
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L=87.700m
0 2m1：80

13 区Ｐ-30
１　暗褐色土　ローム粒子微量　しまりあり
２　黒褐色土　ローム粒子・ロームブロック・炭化物粒
子微量　しまりあり
３　暗黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量　し
まり非常にあり

13区Ｐ-31
１　暗褐色土　ローム粒子微量　IＰ粒子・SＰ粒子若干
しまり非常にあり
２　明黒褐色土　ローム粒子少量　IＰ粒子・SＰ粒子微
量　ロームブロック若干　しまり非常にあり
３　暗黄褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック少量
IＰ粒子・SＰ粒子微量　しまりあり　

13区Ｐ-32
１　暗褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック微量　
しまりあり

13区Ｐ-33
１　暗褐色土　ローム粒子微量　しまりあり
２　暗黄褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック少量
しまりあり

13区Ｐ-34
１　暗褐色土　ローム粒子微量　しまりあり
２　褐色土　ローム粒子少量　しまりあり

13区Ｐ-35
１　暗褐色土　ローム粒子微量　ロームブロック若干　

しまり非常にあり
２　明黒褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック・I
Ｐ粒子・SＰ粒子若干　しまり非常にあり

13区Ｐ-36
１　明黒褐色土　ローム粒子微量　しまりあり
２　暗黄褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック少量
しまりあり

13区Ｐ-39
１　暗褐色土　ローム粒子微量　しまりあり
２　明黒褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック微量
しまりあり
３　暗黄褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック少量
しまり非常にあり
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第 149 図　13 区Ｐ -30 ～ 39　実測図

４. 土坑

第 73 表　13 区土坑　計測表
遺構番号

第73表　13区土坑計測表

位置 主軸 平面形状 長軸（m） 短軸（m） 深さ（m） 遺物の出土 重複関係
Ｎ-    5 -゚W
Ｎ- 0゜
 Ｎ- 0  ゚
Ｎ-    5 -゚ E
Ｎ-  10 -゚Ｗ
Ｎ- 0  ゚
Ｎ- 0  ゚
Ｎ- 0  ゚
Ｎ- 0  ゚
Ｎ-  11 -゚W
Ｎ- 0  ゚
Ｎ-  15 -゚ E
Ｎ-  29 -゚Ｗ
Ｎ-  29 -゚Ｗ
Ｎ- 0゜
Ｎ- 0゜
Ｎ- 0゜
Ｎ- 0゜
Ｎ- 0゜
Ｎ- 0゜

Ｎ-  81 -゚Ｗ
Ｎ- 0゜

SK-25
SK-28
SK-29
SK-33
SK-34
SK-35
SK-36
SK-37
SK-38
SK-41
SK-42
SK-43
SK-47
SK-48
SK-49
SK-50
SK-51
SK-52
SK-53
SK-54
SK-55
SK-56

なし。
なし。
なし。
SK-35より新。
なし。
SK-33より古。
なし。
なし。
なし。
なし。
なし。
なし。
SK-48より古。SB-45とは不明。
SK-47より新。SB-45とは不明。
なし。
なし。
なし。
なし。
SI-17より新。
SI-17より新。
SK-46より新。
なし。

1.63
1.20
1.52
0.77
0.80
1.22
1.30
0.91
1.39
1.72
2.00
1.03
0.77
0.80
1.76
1.70
1.49
1.28
0.57
0.74
［0.60］
0.76

0.30
0.23
0.15
0.20
0.32
0.69
3.80
0.19
0.43
0.61
0.55
0.21
0.24
0.27
0.51
0.50
0.42
0.42
0.28
0.43
0.22
0.10

1.75
1.21
1.66
3.46
2.90
1.25
1.41
1.00
1.47
1.95
2.13
1.10
0.87
0.68
1.87
1.77
1.35
1.45
0.72
0.80
［1.75］
0.84

不整形
隅丸方形
円形
長方形
長方形
円形
円形
円形
円形
隅丸方形
隅丸方形
不整形
楕円形
楕円形
円形
円形
円形
円形
楕円形
円形

（楕円形）
円形

有
有
無
有
有
有
有
無
有
有
有
無
無
無
有
有
有
有
有
有
有
無

126.0-15.5
125.5-15.5
127.5-15.5
127.5-14.5
127.5-15.0
127.5-14.5
127.5-15.5
127.5-15.5
127.0-15.5
126.0-15.5
126.0-15.5
125.5-14.5
125.0-15.5
125.0-15.5
125.0-14.5
125.0-14.5
124.5-14.5
124.5-14.5
126.5-15.5
126.5-15.5
125.0-15.5
124.5-14.5

Ｎ-    4 -゚Ｗ
Ｎ- ０゜
Ｎ- ０゜
Ｎ- ０゜
Ｎ- ０゜

SK-57
SK-58
SK-60
SK-62
SK-63

なし。
SI-3より新。
なし。
なし。
なし。

0.74
0.63
1.67
0.65
1.80

0.70
0.03
0.37
0.15
0.41

0.75
0.78
1.78
0.75
1.80

不整円形
円形
円形
円形
円形

有
無
有
無
有

124.5-14.5
124.0-14.5
124.5-15.0
124.5-15.0
124.5-15.5
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13 区ＳＫ-25
１　明黒褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量　白
色粒子微量　しまりややあり　粘性ややあり
２　暗黄褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック普通
白色粒子・炭化物微量　しまりややあり　粘性ややあり
３　暗褐色土　ローム粒子普通　ロームブロック少量 
IP 粒子・白色粒子微量　しまりやや欠ける　粘性ややあ
り
４　褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック少量　し
まりややあり　粘性ややあり

13区ＳＫ-28
１　明黒褐色土　ローム粒子・白色粒子（FAか）少量　
焼土粒子・炭化物粒子微量　しまりあり
２　黒褐色土　ローム粒子微量　焼土粒子・炭化物粒子
若干　しまりあり
３　黄褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック少量　
しまり非常にあり

13区ＳＫ-29
１　明黒褐色土　ローム粒子・焼土粒子少量　ロームブ
ロック・炭化物微量　しまりあり

13区ＳＫ-33・35
１　褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック微量　炭
化物粒子若干　しまりあり
２　暗褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック微量　
炭化物粒子若干　しまりあり
３　黒褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック・炭化
物粒子若干　しまりあり
４　褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック少量　し
まりややあり

５　明褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　しま
りややあり
６　黄褐色土　ロームブロック主体　しまり非常にあり
７　暗褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック少量　
しまり非常にあり
８　黒褐色土　ローム粒子・ロームブロック微量　しま
りあり

13区ＳＫ-34
１　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量　しま
り非常にあり
２　黒褐色土　ローム粒子・ロームブロック微量　しま
りあり

13区ＳＫ-36
１　暗褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック・焼土
粒子微量　炭化物粒子若干　しまり非常にあり
２　明黒褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック微量
しまり非常にあり

13区ＳＫ-37
１　明黒褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック微量
焼土粒子若干　しまりあり
２　褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量　しまり
あり

13区ＳＫ-38
１　暗褐色土　ローム粒子少量　焼土粒子・焼土ブロッ
ク微量　しまりあり
２　黒褐色土　ローム粒子・焼土粒子・焼土ブロック微
量　しまり非常にあり
３　明黒褐色土　ローム粒子少量　焼土粒子・焼土ブロッ
ク微量　しまり非常にあり

４　黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　しま
り非常にあり

13区ＳＫ-41
１　暗黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　し
まり非常にあり
２　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　炭化
物粒子少量　焼土粒子若干　しまりあり
３　黒褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　炭化
物粒子少量　焼土粒子若干　しまりあり
４　黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック極多量　し
まり非常にあり

13区ＳＫ-42
１　明黒褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック・焼
土粒子・炭化物粒子微量　しまりあり
２　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　炭化
物粒子微量　焼土粒子若干　しまりあり
３　暗黒褐色土　ローム粒子・炭化物粒子少量　ローム
ブロック・焼土粒子微量　しまりあり
４　黒褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック・炭化
物粒子微量　焼土粒子若干　しまりあり

13区ＳＫ-43
１　黒褐色土　白色粒子（FAか）少量　ローム粒子・炭
化物粒子微量　しまりあり
２　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック・白色粒子
（FAか）微量　しまり非常にあり
３　暗黄褐色土　ロームブロック多量　ローム粒子少量
しまり非常にあり
４　黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　しま
り非常にあり
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第 150 図　13 区ＳＫ -25・28・29・33 ～ 38・41 ～ 43　実測図

遺構番号

第73表　13区土坑計測表

位置 主軸 平面形状 長軸（m） 短軸（m） 深さ（m） 遺物の出土 重複関係
Ｎ-    5 -゚W
Ｎ- 0゜
 Ｎ- 0  ゚
Ｎ-    5 -゚ E
Ｎ-  10 -゚Ｗ
Ｎ- 0  ゚
Ｎ- 0  ゚
Ｎ- 0  ゚
Ｎ- 0  ゚
Ｎ-  11 -゚W
Ｎ- 0  ゚
Ｎ-  15 -゚ E
Ｎ-  29 -゚Ｗ
Ｎ-  29 -゚Ｗ
Ｎ- 0゜
Ｎ- 0゜
Ｎ- 0゜
Ｎ- 0゜
Ｎ- 0゜
Ｎ- 0゜

Ｎ-  81 -゚Ｗ
Ｎ- 0゜

SK-25
SK-28
SK-29
SK-33
SK-34
SK-35
SK-36
SK-37
SK-38
SK-41
SK-42
SK-43
SK-47
SK-48
SK-49
SK-50
SK-51
SK-52
SK-53
SK-54
SK-55
SK-56

なし。
なし。
なし。
SK-35より新。
なし。
SK-33より古。
なし。
なし。
なし。
なし。
なし。
なし。
SK-48より古。SB-45とは不明。
SK-47より新。SB-45とは不明。
なし。
なし。
なし。
なし。
SI-17より新。
SI-17より新。
SK-46より新。
なし。

1.63
1.20
1.52
0.77
0.80
1.22
1.30
0.91
1.39
1.72
2.00
1.03
0.77
0.80
1.76
1.70
1.49
1.28
0.57
0.74
［0.60］
0.76

0.30
0.23
0.15
0.20
0.32
0.69
3.80
0.19
0.43
0.61
0.55
0.21
0.24
0.27
0.51
0.50
0.42
0.42
0.28
0.43
0.22
0.10

1.75
1.21
1.66
3.46
2.90
1.25
1.41
1.00
1.47
1.95
2.13
1.10
0.87
0.68
1.87
1.77
1.35
1.45
0.72
0.80
［1.75］
0.84

不整形
隅丸方形
円形
長方形
長方形
円形
円形
円形
円形
隅丸方形
隅丸方形
不整形
楕円形
楕円形
円形
円形
円形
円形
楕円形
円形

（楕円形）
円形

有
有
無
有
有
有
有
無
有
有
有
無
無
無
有
有
有
有
有
有
有
無

126.0-15.5
125.5-15.5
127.5-15.5
127.5-14.5
127.5-15.0
127.5-14.5
127.5-15.5
127.5-15.5
127.0-15.5
126.0-15.5
126.0-15.5
125.5-14.5
125.0-15.5
125.0-15.5
125.0-14.5
125.0-14.5
124.5-14.5
124.5-14.5
126.5-15.5
126.5-15.5
125.0-15.5
124.5-14.5

Ｎ-    4 -゚Ｗ
Ｎ- ０゜
Ｎ- ０゜
Ｎ- ０゜
Ｎ- ０゜

SK-57
SK-58
SK-60
SK-62
SK-63

なし。
SI-3より新。
なし。
なし。
なし。

0.74
0.63
1.67
0.65
1.80

0.70
0.03
0.37
0.15
0.41

0.75
0.78
1.78
0.75
1.80

不整円形
円形
円形
円形
円形

有
無
有
無
有

124.5-14.5
124.0-14.5
124.5-15.0
124.5-15.0
124.5-15.5
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第 151 図　13 区ＳＫ -47 ～ 58・60・62・63　実測図

13 区ＳＫ-47・48
１　明黒褐色土　ローム粒子・IP 粒子若干　しまりあり
２　黒褐色土　ローム粒子若干　しまり非常にあり
３　明褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック微量　
しまり非常にあり
４　黒褐色土　ローム粒子微量　ロームブロック若干　
しまり非常にあり
５　明黒褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック微量
しまり非常にあり
６　暗黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量　し
まり非常にあり

13区ＳＫ-49
１　明褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック微量　
白色粒子若干　しまり非常にあり
２　明黒褐色土　ローム粒子・ロームブロック・白色粒
子微量　しまり非常にあり
３　黒褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量　白色
粒子微量　しまり非常にあり
４　褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　しまり
非常にあり
５　明褐色土　ローム粒子多量　しまりあり
６　暗黒褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック微量
しまりややあり
７　褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック微量　し
まりあり

13区ＳＫ-50
１　褐色土　ローム粒子少量　白色粒子（FAか）微量　
ロームブロック・炭化物粒子若干　しまり非常にあり
２　明褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　炭化
物粒子若干　しまり非常にあり
３　明黒褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック・白
色粒子（FAか）微量　炭化物粒子若干　しまり非常にあり
４　明褐色土　ローム粒子多量　しまり非常にあり
５　暗褐色土　ローム粒子微量　しまり非常にあり
６　黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　しま
り非常にあり

13区ＳＫ-51
１　明黒褐色土　ローム粒子・白色粒子（FAか）微量　
しまりあり
２　黒褐色土　ローム粒子・白色粒子（FAか）・炭化物
粒子微量　ロームブロック若干　しまりあり
３　暗褐色土　ロームブロック多量　ローム粒子少量　
しまり非常にあり

13区ＳＫ-52
１　暗褐色土　ローム粒子微量　しまりややあり
２　明黒褐色土　ローム粒子若干　しまりややあり
３　黒褐色土　炭化物粒子微量　ローム粒子若干　しま
りあり
４　暗黒褐色土　炭化物粒子微量　ローム粒子若干　し
まりあり
５　明黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　し
まり非常にあり

13区ＳＫ-53
１　黒褐色土　ローム粒子微量　炭化物粒子若干　しま
りあり
２　明黒褐色土　ローム粒子微量　ロームブロック・炭
化物粒子若干　しまりあり　

13区ＳＫ-54
１　黒褐色土　ローム粒子若干　しまりあり
２　暗黒褐色土　ローム粒子若干　しまりややあり
３　暗褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック微量　
しまりあり

13区ＳＫ-55
１　暗褐色土　ローム粒子若干　しまりあり
２　明黒褐色土　ローム粒子微量　しまりあり
３　暗黄褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック微量
しまりあり

13区ＳＫ-56
１　明黒褐色土　ローム粒子微量　IP 粒子・SP粒子若干
しまり非常にあり

13区ＳＫ-57
１　黒褐色土　ローム粒子微量　IP 粒子・SP粒子・炭化
物粒子若干　しまり非常にあり

13区ＳＫ-58
１　黒褐色土　ローム粒子微量　IP 粒子・SP粒子若干　
しまり非常にあり

13区ＳＫ-60
１　暗褐色土　ローム粒子微量　ロームブロック・白色
粒子（火山灰か）若干　しまりあり
２　黒褐色土　白色粒子（火山灰か）微量　ローム粒子
若干　しまりあり
３　明黒褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量　し
まり非常にあり
４　暗黒褐色土　ローム粒子・白色粒子（火山灰か）微
量　ロームブロック若干　しまりあり
５　黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　しま
り非常にあり

13区ＳＫ-62
１　暗褐色土　ローム粒子・焼土粒子・炭化物粒子若干
しまりあり
２　明黒褐色土　ローム粒子微量　焼土粒子・炭化物粒
子若干　しまりあり

13区ＳＫ-63
１　暗褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック・炭化
物粒子微量　しまりあり
２　暗黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　炭
化物粒子微量　しまりあり
３　暗褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック・炭化
物微量　しまりあり
４　明黒褐色土　白色粒子（火山灰か）少量　ローム粒子・
ロームブロック・炭化物粒子微量　しまりあり
５　黒褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック・白色
粒子（火山灰か）・炭化物粒子微量　しまり非常にあり
６　黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　しま
り非常にあり
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第 152 図　13 区土坑　出土遺物実測図

13 区ＳＫ -25 ～ 63（第 150 ～ 152 図、第 73・74 表、図版四五～四八・六三・六七）

　土坑は台地の平坦面上に立地し、27 基が確認されている。

　SK-28 は白色粒子 ･ 焼土・炭化物を含み、 SK-29・36・41・42・62 は焼土・炭化物を含み、SK-25・43・
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50・51・63 は白色粒子・炭化物を含み、SK- 49・60 は白色粒子のみ、SK-37・38 は焼土粒子のみ、 SK-33・

35・52・53 は炭化物のみを含み、SK-48 は IP 粒子を含み、SK-56・57・58 は IP 粒子 ･SP 粒子を含む。SK-

28・41・42・43・49・50・51・63 は 古墳時代の土坑の可能性が高い。SK-60 は掘り返しの可能性が高い。

SK-42 は３層中より炭化物の塊が確認されている。SK-33・34 は埋め戻しの可能性が高く、現代の所産であ

る可能性が残る。SK-28・38・41・50・51・52・60・63 はロームを含んだ土を貼っている。　

　SK-25・28・35・36・38・50 〜 55・57・60・63 からは土器片、SK-49 では土器と礫が出土している。

SK-33 は土器片と陶磁器片、SK-34 からは鉄製品、SK-41 は土器片と鉄滓、SK-42 は土器片と炭化材が出土した。

　SK-28 の２は漆仕上げされている。SK-42 の９と 10 は平底の坏で、10 は漆仕上げか。黒色処理の可能性

も推測される。SK-42 の 15 は台石と推測され、磨滅している。SK-34 の 17 は器種不明の鉄製品が出土して

いる。鋳造品か。

第 74 表　13 区土坑　出土遺物観察表
図版No

第74表13区SK遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記 備考・産地

2 土師器
埦

口　11.0
底　-
高　6.2

外面　2.5YR6/6
橙
内面　2.5YR3/3
暗赤褐

砂粒・赤色
粒子少量　
礫微量

良好 口縁部外面　ヨコナデ　
口縁・胴部内面　ナデ後
ミガキ　胴・底部外面　
ヘラナデ

口縁～底
部50%残
存

覆土中 SK-28埋
土中

1 土師器　
坏

口　（11.6）
底　-
高　5.2

外面　10YR4/1
褐灰
内面　5YR5/4
にぶい赤褐

砂粒少量　
礫・赤色粒
子微量

良好 口縁部内外面　ヨコナデ
後ミガキ　胴・底部内外
面　ヘラミガキ

口縁～底
部50%残
存

覆土中 SK-28埋
土中

3 土師器
埦

口　（10.6）
底　（3.3）
高　9.9

外面　7.5YR5/6
明褐
内面　5YR5/4
にぶい赤褐

砂粒・赤色
粒子少量

良好 口縁～底
部50%残
存

覆土中 SK-28埋
土中

口縁部外面　ヨコナデ　
口縁・胴部内面　ミガキ　
胴部外面　ミガキに近い
ケズリ　底部内外面　ヘ
ラケズリ

4 土師器
甑

口　23.0
底　（7.9）
高　26.9

外面　5YR4/2
灰褐
内面　5YR4/4
にぶい赤褐

砂粒多量　
礫・赤色粒
子少量

良好 口縁～底
部75%残
存

覆土中 SK-28埋
土中

口縁部内外面　ヨコナデ　
胴部外面上半　ミガキか　
胴部内面上半　ヘラナデ　
胴部内外面下半・底部内
外面　ヘラケズリ

5 土師器
甕

口　（18.6）
底　（8.8）
高　26.2

外面　7.5YR5/3
にぶい褐
内面　7.5YR6/4
にぶい橙

砂粒多量　
黒色粒子少
量　石英微
量

良好 口縁～底
部35%残
存

覆土中 SK-28埋
土中

全部内外面　
荒れている

全部内外面　
漆仕上げ　
体～底部内
外面　剥離　
荒れている

体～底部外面　
黒斑　全部内
外面　剥離　
荒れている

胴部外面　
黒斑　胴部
内面　剥離　
荒れている

胴部内外面　
剥離　荒れ
ている

口縁部内外面　ヨコナデ　
胴部外面上半　ヘラケズ
リ　下半　ヘラケズリ後
ミガキ　底部外面　ナデ　
胴・底部内面　ヘラナデ
後ミガキ

6 土師器
甑

口　（16.9）
底　4.1
高　10.8

外面　7.5YR6/6
橙
内面　7.5YR6/4
にぶい橙

砂粒・赤色
粒子少量

良好 口縁～底
部65%残
存

覆土中 SK-28埋
土中

体下半～底
部外面　黒
斑　口縁～
体部内外面　
荒れている

胴部外面上半・底部内外
面　ヘラケズリ　胴部外
面下半・胴部内面　ミガ
キ

7 土師器
甑

口　-
底　9.0
高　［15.2］
径　22.6

外面　2.5YR4/3
にぶい赤褐
内面　2.5YR4/4
にぶい赤褐

砂粒多量　
黒色粒子少
量　礫微量

良好 胴～底部
50%残存

覆土中 SK-28埋
土中

口縁部内外面　ヨコナデ　
胴部外面　ヘラケズリ　
胴部内面　ヘラナデ

8 土師器
甕

口　19.8
底　-
高　［12.8］

外面　10YR5/2
灰黄褐
内面　7.5YR5/3
にぶい褐

砂粒多量　
石英少量

良好 口縁～胴
部一部残
存

覆土中 SK-28埋
土中

口縁～胴部
内外面　荒
れている

胴部外面　
スス　黒斑　
胴部内外面　
荒れている

口縁部内外面　ミガキに
近いナデ　胴部外面　ヘ
ラケズリ後ミガキ　胴部
内面・底部内外面　ミガキ

9 土師器
坏

口　（11.3）
底　4.3
高　4.9

外面　5YR5/6
明赤褐
内面　5YR5/4
にぶい赤褐

砂粒少量　
赤色粒子微
量

良好 口縁～底
部65%残
存

南西部西
床上5cm

SK-42№1・
2・北半覆
土

口縁部外面　ナデ後ミガ
キ　口縁部内面・胴・底
部内外面　ミガキ

10 土師器　
坏

口　（11.7）
底　（4.8）
高　4.7

外面　N3/0
暗灰
内面　2.5YR5/6
明赤褐

砂粒少量　
赤色粒子微
量

良好 口縁～底
部35%残
存

北西部西
床上5cm

SK-42№4・
北半覆土

全部内外面　
漆仕上げか
体～底部
内面　剥離

152

152

152

152

152

152

152

152

152

152

12区

12区

12区

12区

12区

12区

12区

153

153

153

154

154

154

154

154

154

154

154

被熱

工具痕
あり

155

155

不明
石

不明
石

不明
石

不明
石

不明
石

不明
石

凝灰岩

安山岩

安山岩

安山岩

安山岩

流紋岩

流紋岩



第３章　発見された遺構と遺物

－ 208 －

５. 井戸

13 区ＳＥ -23（第 153・154 図、第 75・76 表、図版四八・六三）　

第 75 表　13 区井戸　計測表

第 153 図　13 区ＳＥ -23　実測図 ･ 出土遺物実測図（1）

L=87.500m
0 2m1：80

13 区ＳＥ-23
１　暗褐色土　中礫少量　しま
りややあり　粘性ややあり
２　黒褐色土　大礫普通　ロー
ム粒子少量　しまり欠ける　粘
性あり
３　黒色土　ローム粒子・酸化
鉄・砂質土粒子・小礫少量　し
まり欠ける　粘性あり（下層で
凝灰岩片出土）
４　黄褐色土　粘土と砂の層　
酸化鉄ブロック少量　しまりや
や欠ける　粘性欠ける　
５　暗褐色土　ローム粒子少量
しまり欠ける　粘性あり（人頭
大の礫を多く含む）

4

2

1

3

5

Ａ’Ａ

Ａ’Ａ

口縁部内外面　ヨコナデ　
胴・底部外面　ヘラケズ
リ　胴・底部内面　ミガ
キ

11 土師器
埦

口　（10.8）
底　-
高　7.5

外面　7.5YR6/6
橙
内面　7.5YR5/4
にぶい褐

砂粒・赤色
粒子少量　
黒色粒子微
量

良好 口縁～底
部20%残
存

覆土中 SK-42北
半覆土・
南半覆土

底部外面　
黒斑　体～
底部内面　
剥離

胴部内外面・底部外面　
ヘラケズリ　底部内面　
ナデ

12 土師器
甑

口　-
底　（5.5）
高　［11.1］

外面　5YR4/4
にぶい赤褐
内面　5YR3/1
黒褐

砂粒・赤色
粒子多量　
黒色・石英
少量

良好 胴～底部
35%残存

北西部西
床上5cm

SK-42№3・
4・南半覆
土

胴部外面　
黒斑

口縁部外面　ヨコナデ後
ミガキ　口縁部内面　ヘ
ラミガキ

13 土師器
甑か

口　（13.5）
高　［5.3］

外面　7.5YR4/3
にぶい赤褐
内面　2.5YR4/4
にぶい赤褐

砂粒多量　
赤色粒子少
量　黒色粒
子微量

良好 口縁部一
部残存

南東部
中央
床上8cm

SK-49№5口縁部内外
面　黒斑か

第74表13区SK遺物観察表

14 土師器
埦

口　（15.4）
底　-
高　［8.1］

外面　5YR5/6
明赤褐
内面　2.5YR5/4
にぶい赤褐

砂粒・赤色
粒子少量

良好 口縁部外面　ヨコナデ後
ミガキ　口縁部内面　ヨ
コナデ　胴・底部外面　
ヘラナデ後ミガキ　胴・底
部内面　ミガキ

口縁～底
部一部残
存

南西部南
床上39cm

SK-49№3

15 台石か 長　19.45
幅　18.55
厚　6.05
重　3029.02

安山岩

安山岩

完存 中央
床上9cm

SK-49№1

16 不明
石

長　13.63
幅　6.92
厚　5.93
重　825.82

一部欠損 南西部北
床上7cm

SK-49№2

17 鉄製品
鋳造品か

長　［9.98］
幅　0.83
厚　0.24
重　5.91

一部欠損 覆土中 SK-34

被熱　スス
付着

スス付着　
磨滅

底部外面　
黒斑

152

152

152

152

152

152

152

12区

12区

12区

12区

12区

12区

12区

153

153

153

154

154

154

154

154

154

154

154

被熱

工具痕
あり

155

155

不明
石

不明
石

不明
石

不明
石

不明
石

不明
石

凝灰岩

安山岩

安山岩

安山岩

安山岩

流紋岩

流紋岩

遺構番号

第75表　13区井戸計測表

位置 主軸 平面形状 長軸（m） 短軸（m） 深さ（m） 遺物の出土 備考重複関係
Ｎ-    4 -゚ＥSE-23 なし。1.431.70楕円形 有124.0-15.5 2.30

遺構番号

第77表　13区溝計測表

位置 主軸 平面形状 東西（m） 南北（m） 最大幅（m） 遺物の出土 備考重複関係
Ｎ-    6 -゚ＥSD-61 SI-1・2より新。P-38とは不明。8.02 1.00

最小幅（m）
0.42

深さ（m）
0.218.28L字状 有124.0-15.5

1 2

3
0 5cm1：2

0 3cm2：3

0 20cm1：5

0 10cm1：3

0 10cm1：4

0 10cm1：5

0 3cm1：1

0 20cm1：6

0 2m1：80

0 1m1：40

遺物 遺構
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第 154 図　13 区ＳＥ -23　出土遺物実測図（2）

　位置　調査区の南東、台地の平坦面上に立地し、124.0-15.5グリッドに位置する。　平面形状・規模　長軸1.7

ｍ、短軸 1.43 ｍの楕円形である。断面は漏斗状で、底面はややオーバーハングする。確認面からの深さは 2.3

ｍである。　主軸　北方向、Ｎ - ４゜ - Ｅである。　覆土　５層で、人為的な埋め戻しか。　底面　凹凸がみ

られる。　遺物の出土状況　1 層下層から 2 層中より出土している。　その他　底面には人頭大の礫が詰まっ

ている。水の浄化のための可能性が推測される。　出土遺物　須恵器の坏が２点出土している。３は砥石。5

面に研磨痕が認められる。５はタール状の、４と７はススと推測される黒色物が付着している。６は平滑な

面が認められる。８は一部に摩擦により黒くなっている。９と 10 は被熱を受けている。11 は工具痕が顕著

7

4

5

6

8 9

10

11

0 5cm1：2

0 3cm2：3

0 20cm1：5

0 10cm1：3

0 10cm1：4

0 10cm1：5

0 3cm1：1

0 20cm1：6

0 2m1：80

0 1m1：40

遺物 遺構

0 5cm1：2

0 3cm2：3

0 20cm1：5

0 10cm1：3

0 10cm1：4

0 10cm1：5

0 3cm1：1

0 20cm1：6

0 2m1：80

0 1m1：40

遺物 遺構
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６. 溝

13 区ＳＤ -61（第 155 図、第 77・78 表、図版四八）　

　位置　調査区の南、台地の平坦面上に立地し、124.0-15.5 グリッドに位置する。　重複関係　SI- １・２よ

り新しく、Ｐ -38 との新旧関係は不明である。　平面形状・規模　確認された全長８.28 ｍ、最大幅 1.0 ｍ、

最小幅 0.42 ｍである。断面は逆台形で、西側の壁は急角度、内側はやや緩やかな傾斜で立ち上がる。確認面

第 77 表　13 区溝　計測表

第 76 表　13 区ＳＥ -23　出土遺物観察表
図版No

第76表13区SE-23遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記 備考・産地

1 須恵器
坏

口　-
底 　（4.7）
高　［2.2］

外面　2.5Y6/1
黄灰
内面　2.5Y5/1
黄灰

砂粒少量 良好 ロクロナデ　 体～底部
一部残存

覆土中 12区
埋土中

益子産

三毳産2 須恵器
高台付坏

口　-
底　（8.6）
高　［1.1］

外面　10YR5/2
にぶい黄褐
内面　7.5YR5/2
灰褐

砂粒少量　
黒色・赤色
粒子微量

良好 ロクロナデ

5面に研磨
痕

底部一部
残存

覆土中 12区
埋土中

3 砥石 長　6.43
幅　3.94
厚　3.94
重　100.98

一部欠損 2層中

4 長　14.31
幅　11.41
厚　4.48
重　1007.13

裏面は黒色
物付着
擦痕あり

一部欠損 2層中

5 長　15.55
幅　11.78
厚　7.35
重　1882.3

一部欠損 2層中

体～底部外
面一部　油
煙か

平滑な部分
あり

6 長　17.1
幅　14.7
厚　10.45
重　2513.2

安山岩質
溶岩

凝灰岩

完存 2層中 12区
埋土中

7

編物石

長　15.14
幅　10.64
厚　5.88
重　1390

一部残存 2層中

8 長　10.03
幅　8.07
厚　5.56
重　594.7

スス付着か
被熱

完存 2層中

9 長　6.91
幅　6.27
厚　5.07
重　242.8

ほぼ完存 2層中

10 長　13.52
幅　6.14
厚　3.88
重　538.69

一部欠損 2層中

不明
石

11 長　28.2
幅　20.2
厚　7.50
重　3921

一部残存
か

3層下面

黒色物付着

12区

12区

12区

12区

12区

12区

12区

12区

153

153

153

154

154

154

154

154

154

154

154

被熱

工具痕
あり

不明
石

不明
石

不明
石

不明
石

不明
石

不明
石

凝灰岩

安山岩

安山岩

安山岩

安山岩

流紋岩

流紋岩

遺構番号

第75表　13区井戸計測表

位置 主軸 平面形状 長軸（m） 短軸（m） 深さ（m） 遺物の出土 備考重複関係
Ｎ-    4 -゚ＥSE-23 なし。1.431.70楕円形 有124.0-15.5 2.30

遺構番号

第77表　13区溝計測表

位置 主軸 平面形状 東西（m） 南北（m） 最大幅（m） 遺物の出土 備考重複関係
Ｎ-    6 -゚ＥSD-61 SI-1・2より新。P-38とは不明。8.02 1.00

最小幅（m）
0.42

深さ（m）
0.218.28L字状 有124.0-15.5

に残る。



第４節　13 区の遺構と遺物

－ 211 －

第 155 図　13 区ＳＤ -61　実測図 ･ 出土遺物実測図

L=87.700m
0 2m1：80

L=87.700m
0 4m1：160

13 区ＳＤ-61
１　明黒褐色土　ローム粒子若干　しまりややあり
２　黒褐色土　ローム粒子微量　しまりあり

1

2

調査区外

調
査
区
外

SI-2

SI-1
1

2

1
2Ａ’Ａ Ａ’Ａ

第 78 表　13 区ＳＤ -61　出土遺物観察表

からの深さは 0.03 〜 0.21 ｍである。L 字状にのびる。　主軸　 北方向、Ｎ - ６゜ - Ｅである。　覆土　２層

に分層され、自然堆積である。　底面　凹凸がみられる。　遺物の出土状況　覆土中から出土している。　

出土遺物　１・２とも須恵器の坏である。

　　

７.13 区表採遺物

（第 156 図、第 79 表）

　　１は赤彩が施されていると推測される坏である。

　

第 79 表　13 区表採　出土遺物観察表

第 156 図　13 区表採　出土遺物実測図

図版No

第78表13区SD-61遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記 備考・産地

1 須恵器
坏

口　-
底　（6.4）
高　［1.7］

外面　10Y4/1　
灰
内面　5Y4/1  灰

外面　2.5Y5/1
黄灰
内面　2.5Y5/1
黄灰

砂粒多量 良好 ロクロナデ　底部　回転
ヘラ切り

ロクロナデ　底部　回転
ヘラ切り後手持ちナデ

底部50%
残存

床上17cm 益子産

益子産
か

SD-61
№2

2 須恵器
坏

口　-
底　（8.0）
高　［1.1］

砂粒少量 底部65%
残存

床面直上 SD-61
№5

155

155

図版No

第79表13区表採遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記 備考・産地

1 土師器
坏

口　（11.9）
底　-
高　（5.4）

外面　7.5YR6/4
にぶい橙
内面　7.5YR5/4
にぶい褐

砂粒少量　
赤色粒子微
量

良好 口縁部内外面　ヨコナデ　
胴・底部外面　ヘラケズ
リ　胴・底部内面　ミガ
キ

口～底部
20%残存

－ 表採口縁部内外
面　赤彩か

156

12区

12区

12区

12区

12区

12区

12区

153

153

153

154

154

154

154

154

154

154

154

被熱

工具痕
あり

155

155

不明
石

不明
石

不明
石

不明
石

不明
石

不明
石

凝灰岩

安山岩

安山岩

安山岩

安山岩

流紋岩

流紋岩

1
0 5cm1：2

0 3cm2：3

0 20cm1：5

0 10cm1：3

0 10cm1：4

0 10cm1：5

0 3cm1：1

0 20cm1：6

0 2m1：80

0 1m1：40

遺物 遺構

1

2

0 5cm1：2

0 3cm2：3

0 20cm1：5

0 10cm1：3

0 10cm1：4

0 10cm1：5

0 3cm1：1

0 20cm1：6

0 2m1：80

0 1m1：40

遺物 遺構
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第 157 図　16 区全体図
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第５節　16 区の遺構と遺物

　本区では竪穴建物跡４棟、掘立柱建物跡１棟、ピット 51 基、土坑６基、周溝遺構 1 基が確認された。

１. 竪穴建物跡

L=87.800m
0 2m1：80

2

2

5

1

5
1

1

4 4
SI
-6
9

6

6

16 区ＳＩ-１
１　褐色土　ローム粒子・白色粒子微量　しまりやや
あり　粘性ややあり
２　暗褐色土　ローム粒子・白色粒子微量　しまりや
や欠ける　粘性ややあり

３　褐色土　ローム粒子普通　ロームブロック・灰褐
色粘土ブロック少量　白色粒子微量　しまりややあり 粘
性ややあり
４　暗褐色土　ローム粒子・焼土粒子微量　しまりやや
あり　粘性ややあり　

５　褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック少量　
焼土粒子微量　しまりややあり　粘性ややあり　
６　黒褐色土　ローム粒子・焼土粒子若干　しまりや
や欠ける　粘性ややあり　
７　黒褐色土　炭化物多量　ローム粒子少量　焼土粒
子微量　しまり欠ける　粘性やや欠ける　
８　褐色土　ローム粒子少量　焼土粒子微量　しまり
あり　粘性ややあり　
９　黒褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量　し
まり非常にあり　粘性ややあり（貼床）

SI
-6
9

6 5

9 4

3 1

8 7 2 SI-69

Ａ Ａ’Ａ Ａ’

Ａ Ａ’

Ｂ

Ｂ
’

Ｂ
Ｂ
’

Ｂ

Ｂ
’SI-69

SI-69

SI-69

SI-69

SI-69
P8

SI-69
P2

SI-69
P8

SI-69
P2

第 158 図　16 区ＳＩ - １　実測図・出土遺物実測図

第 80 表　16 区竪穴建物跡　計測表
遺構番号

第80表　16区住居跡計測表

位置 主軸 平面形状 東西（m） 南北（m） 深さ（m） ピット 炉 カマド 貯蔵穴 壁溝 間仕切溝 重複関係
Ｎ-    4 -゚W

Ｎ-    4 -゚Ｅ

Ｎ-　 3 -゚Ｅ

Ｎ-  13 -゚W

SI-1

SI-2

SI-3

SI-69

127.0-11.5

127.0-10.5

127.0-10.0

127.5-11.5

SI-69より新。
10区SD-47・60より古。
P-18・19より新。
P-49より新。
SI-1・10区SD-60より古。
SK-12より新。

0.32

0.22

0.20

0.50

3.26

［2.00］

3.90

5.30

3.75

3.89

5.20

5.70

隅丸長方形

方形か

長方形

方形

無

無

11

13

無

無

無

無

無

不明

2

有

無

無

無

無

有

無

有

有

無

無

無

無

不使用（縄文SK-12はあとでまとめて報告する）

16 区ＳＩ - １（第 158 図、第 80・81 表、図版四九・六四・六七）

　位置　調査区の東、台地の平坦面上に立地し、127.0-11.5 グリッドに位置している。　重複関係　SI-69

より新しい。　平面形状・規模　東西 3.75 ｍ、南北 3.26 ｍの隅丸長方形。面積は約 12.23 ㎡である。確認

0 5cm1：2

0 3cm2：3

0 20cm1：5

0 10cm1：3

0 10cm1：4

0 10cm1：5

0 3cm1：1

0 20cm1：6

0 2m1：80

0 1m1：40

遺物 遺構

1 2

3

4

5 6

0 3cm2：3

0 20cm1：5

0 10cm1：3

0 10cm1：4

0 10cm1：5

0 3cm1：1

0 20cm1：6

0 2m1：80

0 1m1：40

遺物 遺構

0 3cm1：2
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第 81 表　16 区ＳＩ - １　出土遺物観察表
図版No

第81表16区SI-1遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記 備考・産地

1 須恵器
坏

口　12.9
底　7.6
高　3.7

外面　10R4/1
暗赤灰
内面　7.5R5/1
赤灰

砂粒・礫多
量

良好 ロクロ目顕著
体部下端　手持ちヘラ
ケズリ　底部　手持ち
ヘラケズリ

ほぼ完形 新治産

三毳産

不明

三毳
（佐野）
産

北東部北
床上4cm

SI-1№69・
72・91・南
西区一括

2

158

158

158

158

須恵器
坏

外面　平行叩き　内面　
同心円叩き

3 須恵器
甕

口　-
底　-
厚　0.85

砂粒少量 良好 胴部一部
残存

覆土中 SI-1貼床
中一括

底部　回転ヘラ切り後
回転ヘラケズリ

口　12.8
底　9.5
高　3.3

砂粒少量 内面　研磨
か

良好 口～底部
25%残存

北西部西
床上8cm

SI-1№82

外面　平行叩き　内面　
ナデ

4 須恵器
甕

口　-
底　-
厚　1.1

外面　10YR5/2
灰黄褐
内面　10YR6/2
灰黄褐

砂粒多量 良好 胴部一部
残存

南東部
中央
床上9cm

SI-1№63

口縁部内外面　ヨコナ
デ　外面　ヘラケズリ　
内面　ナデ

5 土師器
坏

口　（12.3）
底　-
高　［4.1］

外面　7.5YR5/4
にぶい褐
内面　7.5YR5/4
にぶい褐

砂粒・赤色
粒子少量

良好 口～体部
20%残存

北東部西
床上15cm

SI-1№70・
ベルト中
一括・フク
土一括

6 鉄製品
不明

長　［24］
幅　0.47
厚　0.46
重　2.14

一部残存 中央部
床上18cm

SI-1№87

口縁部内外
面　漆仕上
げ

外面　5Y6/1  灰
内面　2.5Y5/1
黄灰

外面　10YR5/2
灰黄褐
内面　2.5Y5/1
黄灰

158

158

L=87.400m
0 2m1：80

16 区ＳＩ-２
１　褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック
微量　IP 粒子若干　しまりあり　粘性ややあり
２　暗褐色土　ローム粒子少量　ロームブロッ
ク微量　IP 粒子若干　しまりあり　粘性ややあ
り
３　褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック
少量　IP 粒子若干　しまりあり　粘性ややあり

４　暗褐色土　ローム粒子微量　IP 粒子若干　
しまりあり　粘性ややあり
５　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック少
量　焼土粒子微量　しまりあり　粘性ややあり
（貼床）
６　黄褐色土　ローム主体　しまりややあり　
粘性あり（貼床）

4 3 5 61

2 SD-47SD-60

Ａ Ａ’

Ａ Ａ’

SX-64

10 区
SD-47

10 区
SD-60

P-18

P-19

SX-64

2

2

1

1

3

3

第 159 図　16 区ＳＩ - ２　実測図 ･ 出土遺物実測図

1 2

3

0 5cm1：2

0 3cm2：3

0 20cm1：5

0 10cm1：3

0 10cm1：4

0 10cm1：5

0 3cm1：1

0 20cm1：6

0 2m1：80

0 1m1：40

遺物 遺構
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第 82 表　16 区ＳＩ - ２　出土遺物観察表

面からの深さは東壁 32cm、西壁 22 ㎝、南壁 28 ㎝、北壁 24 ㎝である。壁は床面からほぼ垂直に立ち上がる。

　方向　南北の中軸線は北方向、Ｎ -4 ゜ - Ｗである。　覆土　8 層に分層可能で、自然埋没である。　床面

　ほぼ平坦である。貼床は 1 層である。壁際を掘り込み、中央が高くなるタイプである。　壁溝　断面は逆

台形で、幅 20cm、深さ 8cm である。一部途切れるが、全周すると推測される。　遺物の出土状況　覆土中

から土器や礫が出土する。　出土遺物　須恵器の坏が 2 点と甕の破片が 2 点図示できた。１は新治産である。

２は三毳産である。３は外面は平行叩き、内面は同心円叩きである。４は外面平行叩きである。６の鉄製品

は断面が四角形である。

16 区ＳＩ - ２（第 159 図、第 80・82 表、図版五〇）

　位置　調査区の中央西寄り、台地の平坦面上に立地し、127.0-10.5 グリッドに位置している。　重複関係

　10 区 SD-47・60 より古く、Ｐ -18・19 より新しい。　平面形状・規模　東西 3.89 ｍ、推定南北 2.00 ｍ

の方形か。面積は約 7.78 ㎡である。確認面からの深さは東壁 22cm、西壁 12 ㎝、南壁 22 ㎝である。壁は

床面からほぼ垂直に立ち上がる。　方向　南北の中軸線は北方向、Ｎ -4 ゜ - Ｅである。　覆土　4 層に分層

可能である。　床面　ほぼ平坦である。貼床は２層に分層される。掘方は全体的に凹凸がみられる。　遺物

の出土状況　覆土中からの出土である。　出土遺物　１は焼きの悪い須恵器である。底部は回転糸切りで回

転台から切り離されている。一部の口縁部から体部にかけてスス状の黒色物が付着している。三毳産である。

２は益子産。３は石皿の可能性も推測される。流れ込みか。側面には研磨した痕跡が段状になっている。

16 区ＳＩ - ３（第 160・161 図、第 80・83 表、図版五〇・六四・六七）

　位置　調査区の西、台地の斜面上に立地し、127.0-10.0 グリッドに位置している。　重複関係　Ｐ -49 よ

り新しい。　平面形状・規模　東西 5.20 ｍ、南北 3.90 ｍの長方形。面積は約 20.28 ㎡である。東壁 20 ㎝、

西壁５㎝、南壁 10 ㎝、北壁４㎝である。壁は斜めに立ち上がる。　方向　南北の中軸線は北方向、Ｎ - ３゜

-E である。　覆土　４層に分層可能である。自然埋没か。南西部には粘土や焼土が多く混入する。　カマド

　北と東に 2 基が確認された。北カマドは北壁中央に構築され、カマド内にはピットが 2 基確認されている。

東カマドは東壁北寄りに構築されている。北カマドを壊して東カマドが構築された。　柱穴　床面から掘り

込まれているピットが６基確認されている。Ｐ１は長軸 41 ㎝、短軸 40 ㎝、深さ 7 ㎝、Ｐ２は長軸 20 ㎝、

短軸 19 ㎝、深さ 16 ㎝、Ｐ３は長軸 32 ㎝、短軸 20 ㎝、深さ 14 ㎝、Ｐ４は長軸 31 ㎝、短軸 20 ㎝、深さ

10 ㎝、Ｐ５は長軸 35 ㎝、短軸 32 ㎝、深さ 28 ㎝、Ｐ６は長軸 73 ㎝、短軸 71 ㎝、深さ 13 ㎝、内側は径

35 ㎝、深さ 22 ㎝である。Ｐ３と４は入口ピットの可能性がある。　床面　若干の凹凸がある。貼床は２層で、

図版No

第82表16区SI-2遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記

1 須恵器
坏

口　（13.2）
底　6.5
高　3.9

外面　5YR4/3
にぶい赤褐
内面　5YR4/3
にぶい赤褐

砂粒少量　
黒色粒子・
赤色粒子
微量

良好 底部　回転糸切り　 口～底部
35%残存

南西部南
床上3cm

三毳産

益子産

SI-2・SD-60
ベルト内　
№2・BB'ベ
ルト内

2 須恵器
坏

口　-
底　（6.3）
高　［2.5］

外面　2.5Y4/1
黄灰
内面　7.5Y4/1　
灰

砂粒少量　
石英微量

良好 ロクロ目顕著
底部　回転ヘラ切り後
手持ちナデ

外面　平行叩き　内面　
同心円叩き

底部50%
残存

中央部
床面直上

SI-2№3

3 石皿か 長　12.18
幅　9.41
厚　6.61
重　758.35

安山岩質
溶結凝灰
岩

良好 一部残存 南西部南
床上2cm

SI-2№1

口縁部外面　
帯状にスス
か　全面　
被熱

備考・産地

159

159

159



第３章　発見された遺構と遺物

－ 216 －

全面が貼床される。掘方は凹凸が著しい。　壁溝　断面は逆台形で、幅 25cm、深さ 10cm で南東の壁際に

確認された。東壁際が深い。　遺物の出土状況　床面付近で東カマド周辺からの出土が多く認められる。　

その他　南から南東部にP７〜11とした土坑状の掘り込みが床面精査時に確認されている。Ｐ７は長軸77㎝、

短軸 47 ㎝、深さ 8 ㎝、Ｐ８は長軸 85 ㎝、短軸 70 ㎝、深さ 10 ㎝、Ｐ９は長軸 85 ㎝、短軸 72 ㎝、深さ 2 ㎝、

Ｐ 10 は長軸 99 ㎝、短軸 60 ㎝、深さ 14 ㎝、Ｐ 11 は長軸 99 ㎝、短軸 69 ㎝、深さ 9 ㎝である。Ｐ８から

は遺物が出土している。　出土遺物　１はヘラ切り後、一方向ヘラケズリ、３は焼成不良の益子産の須恵器

である。４は内面に黒色処理が施された土師器である。５は台付甕の脚部、6 〜９は外面平行叩きが施された

須恵器の甕である。６の口縁部はヨコナデ、９の内面は無文あて具痕が確認できる。10 と 11 は常総型の甕。

７と 10・11 は銀雲母が胎土に混入する。12 は凝灰岩製の砥石で、全面に黒色物が付着し、3 面に研磨痕が

認められる。13 は磨石の可能性も推測される。14 は器種不明の鉄製品である。

第 160 図　16 区ＳＩ - ３　実測図（1）

L=87.400m
0 2m1：80

L=87.400m
0 1m1：40

16 区ＳＩ-３
１　暗褐色土　ローム粒子微量　しまりあり　粘性ややあり
２　褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量　しまりあり　粘性ややあり
３　明褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック微量　焼土粒子若干　しまり
あり　粘性ややあり
４　暗黄褐色土　粘土粒子・粘土ブロック多量　焼土粒子少量　しまりあり　粘
性ややあり
５　暗褐色土　ロームブロック・粘土ブロック・焼土粒子微量　しまりあり　粘
性ややあり
６　黄灰褐色土　ローム粒子・粘土・砂質土ブロック少量　しまりやや欠ける
粘性ややあり
７　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　砂質土少量　炭化物微量　し
まりあり　粘性ややあり（貼床）
８　黄褐色土　ロームブロック・砂質土多量　しまりあり　粘性ややあり（貼床）

16区ＳＩ-３　北カマド
１　暗灰褐色土　粘土多量　炭化物少量　火山灰微量　しまりあり　粘性ややあ
り
２　暗黄褐色土　粘土・ロームブロック多量　焼土粒子・炭化物微量　しまりや
やあり　粘性ややあり
３　暗褐色土　粘土・焼土粒子多量　しまりあり　粘性ややあり
４　暗褐色土　炭化物多量　焼土粒子・ロームブロック少量　しまりあり　粘性
ややあり
５　暗黄褐色土　ローム粒子・黒褐色土多量　しまりややあり　粘性ややあり
６　暗赤褐色土　焼土粒子・粘土多量　ローム粒子・ロームブロック少量
７　暗赤褐色土　焼土粒子・粘土多量　ローム粒子・ロームブロック少量
８　黒褐色土　炭化物多量　焼土粒子・粘土少量　しまりやや欠ける　粘性やや
欠ける（火床）
９　暗灰褐色土　砂質土ブロック・焼土粒子・黒色土少量　しまりやや欠ける　
粘性ややあり（貼床）
10　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　砂質土少量　炭化物微量　し
まりあり　粘性ややあり（貼床）
11　暗赤褐色土　焼土粒子・粘土多量　ローム粒子・ロームブロック少量
12　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　砂質土少量　炭化物微量　し
まりあり　粘性ややあり（貼床）
13　黄褐色土　ロームブロック・砂質土多量　しまりあり　粘性ややあり（貼床）
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L=87.400m
0 1m1：40

16 区ＳＩ-３　東カマド　
１　暗灰褐色土　粘土多量　炭化物少量　火山灰微量　し
まりあり　粘性ややあり
２　暗灰褐色土　粘土多量　焼土粒子微量　しまりあり　
粘性ややあり（ソデの崩れ）
３　暗灰褐色土　粘土・焼土粒子・炭化物が１層より多い
しまりあり　粘性ややあり　
４　黄褐色土　ローム粒子多量　焼土粒子・炭化物微量　
しまりややあり　粘性あり
５　赤褐色土　焼土粒子多量　炭化物少量　しまりあり　
粘性欠ける

６　黒色土　炭化物層　焼土粒子少量　しまりあり　粘性
欠ける（火床）
７　赤褐色土　焼土粒子・粘土多量　しまりあり　粘性や
やあり（天井の崩れ）
８　褐色土　ローム粒子・焼土粒子多量　炭化物微量　し
まりややあり　粘性ややあり
９　黄暗褐色土　ロームブロック・ローム粒子少量　しま
りややあり　粘性ややあり（貼床）
10　黄褐色土　ロームブロック・ローム粒子多量　しまり
あり　粘性ややあり

2
11

1

3 4
8

8
10

7

10

3

4
5
6

53 9 316

Ｅ Ｅ’

Ｆ
Ｆ
’

Ｆ
Ｆ
’

Ｆ
Ｆ
’

Ｅ Ｅ’

Ｅ Ｅ’

Ｆ
Ｆ
’

4

8
1

6

4
8
1

6

第 161 図　16 区ＳＩ - ３　実測図（2）・出土遺物実測図
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第 83 表　16 区ＳＩ - ３　出土遺物観察表

益子産

益子産

益子産

益子産

新治産

不明

不明

図版No

第83表16区SI-3遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記

1 須恵器
坏

口　（12.6）
底　5.7
高　3.8

外面　10YR4/1
褐灰
内面　5Y4/1　
灰

砂粒少量　
白色粒子・
赤色粒子
微量

良好 底部　ヘラ切り後手持
ちヘラケズリ

口～底部
25%残存

北東部東
床下3cm

SI-3№25・
28・東西
ベルト内

2 須恵器
坏

ロクロ目顕著
底部　手持ちヘラケズリ

3 須恵器
坏

口　（12.5）
底　（6.9）
高　4.7

砂粒少量　
礫・白色粒
子・赤色粒
子微量

良好 口～底部
一部残存

南東部東
床上2cm

SI-3№2

底部　回転ヘラ切り後
手持ちナデ

口　（14.0）
底　（6.4）
高　4.4

砂粒少量　
礫・白色粒
子微量

良好 口～底部
25%残存

北東部
中央
床上3cm

SI-3№18

体部下端　手持ちヘラ
ケズリ

4 土師器
坏

口　-
底　-
高　［4.1］

外面　10YR5/3
にぶい黄褐
内面　Ｎ3/0
暗灰

黒色粒子少
量　砂粒・
石英・白色
針粒子微量

良好 口縁～体
部一部残
存

カマド内
中
床上6cm

SI-3№21

外面　ヨコナデ　脚部
内面　ナデ　底部内面　
ヨコナデ

5 土師器
台付甕

口　-
底　（7.7）
高　［3.9］

外面　7.5YR4/2
灰褐
内面　7.5YR4/2
灰褐

砂粒少量　
白色粒子・
赤色粒子
微量

良好 脚部20%
残存

覆土中 SI-3北西

6 須恵器
甕

口　-
底　-
厚　1.3

頸部一部
残存

北東部東
カマド内
底面
床上2cm

SI-3№19

脚部外面　
スス

胴部外面　平行叩き　
内面　ナデ

7 須恵器
甕

口　-
底　-
厚　0.5

外面　10YR5/3
にぶい黄褐
内面　10YR5/3
にぶい黄褐

砂粒多量　
赤色粒子・
石英・銀雲
母少量

良好 胴部一部
残存

覆土中 SI-3北カ
マド一括

胴部内外面　
荒れている

内面　無文あて具痕9 須恵器
甕

口　-
底　-
厚　0.8

外面　10YR4/1
褐灰
内面　10YR4/1
褐灰

砂粒多量　
礫少量

砂粒多量　
礫微量

良好 胴部一部
残存

南東部
北東
床上3cm

SI-3№1・
4

内外面　ヨコナデ10 土師器
甕

口　（21.8）
底　-
高　［4.6］

外面　7.5YR4/3　
褐
内面　7.5YR4/3　
褐

砂粒多量　
銀雲母少
量　赤色
粒子微量

良好 口縁部一
部残存

南東部
南西
床下1cm

SI-3№12・
13

胴部外面　タテ方向の
ヘラミガキ　底部外面
不明　胴～底部内部　
ナデ

11 土師器
甕

口　-
底　（9.9）
高　［10.0］

外面　7.5YR5/3
にぶい褐
内面　7.5YR5/3
にぶい褐

砂粒多量　
石英・銀雲
母少量　
赤色粒子
微量

良好 胴～底部
一部残存

北東部
南西
床下13cm

SI-3№29底部外面　
荒れている

全面　黒色
物付着

12 砥石 長　8.25
幅　4.02
厚　3.43
重　124.90

凝灰岩 一部欠損 南東部南
壁際
床上7cm

SI-3No.9

13 磨石か 長　7.30
幅　6.15
厚　3.60
重　224.25

安山岩 完存 北東部西
床上3cm

SI-3No.23

14 鉄製品
不明

長　［10.6］
幅　0.53
厚　0.23
重　2.71

一部残存 北西部北
床下8cm

No.35

外面　平行叩き　内面　
無文あて具痕

8 須恵器
甕

口　-
底　-
厚　1.1

外面　2.5Y5/1
赤灰
内面　5Y6/1　
灰

良好 胴部一部
残存

北東部東
カマド内
底面
床上3cm

SI-3№20

口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴部外面　平行叩
き　内面　ナデ

外面　Ｎ4/0
灰
内面　10Y4/1
灰

砂粒少量　
礫・赤色粒
子微量

良好

外面　5YR5/6
明赤褐
内面　7.5YR5/4
にぶい褐

外面　2.5Y5/1
黄灰
内面　5Y5/1　
灰

全面　被熱

口縁部外面　
油煙　内面
全面　黒色
処理あり

備考・産地

161

161

161

161

161

161

161

161

161

161

161

161

161

161
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16 区ＳＩ -69（第 162 ～ 164 図、第 80・84 表、図版四九・六四・六七）

　位置　調査区の東、台地の平坦面上に立地し、127.5-11.5 グリッドに位置している。　重複関係　SI-1 と

10 区 SD-60 より古く、SK-12 より新しい。　平面形状・規模　東西 5.7 ｍ、南北 5.3 ｍの方形。面積は約

30.21 ㎡である。東壁 50 ㎝、西壁 38 ㎝、南壁 31 ㎝、北壁 35 ㎝である。　方向　南北の中軸線は北西方向、

Ｎ -13 ゜ -W である。　覆土　15 層に分層可能である。自然埋没か。　カマド　壊されている。灰色粘土や

焼土を薄い層状に貼っている。　柱穴　Ｐ１は長軸 67 ㎝、短軸 50 ㎝、深さ 44 ㎝、Ｐ２は長軸 41 ㎝、短

第 162 図　16 区ＳＩ -69　実測図（1）

L=87.900m
0 2m1：80

16 区ＳＩ-69
１　黒褐色土　表土
２　褐色土　ローム粒子・ロームブロック・IP粒子・SP粒子・
焼土粒子・灰色粘土粒子少量　やわらかい　粘性あり
３　暗褐色土　ローム粒子・SP 粒子・焼土粒子少量　や
や硬い　粘性あり
４　暗褐色土　ローム粒子・SP 粒子・黒色土・焼土粒子・
灰色粘土粒子少量　やわらかい　粘性あり
５　褐色土　灰色粘土粒子多量　ローム粒子・焼土ブロッ
ク・灰色粘土ブロック少量　やや硬い　粘性あり
６　黄褐土　ロームブロック多量　灰色粘土粒子少量　焼
土ブロック微量　やわらかい　粘性あり
 ７　暗褐色土　灰色粘土粒子多量　ローム粒子・焼土ブ
ロック粒子少量　炭化物微量　やわらかい　粘性あり
８　黄褐土　焼土ブロック粒子多量　灰色粘土ブロック・
炭化物少量　やや硬い　粘性あり
９　黒褐色土　ローム粒子少量　やや硬い　粘性あり
10　黒褐色土　ローム粒子少量　白色粒子微量　しまり欠
ける　粘性あり（壁溝）
11　暗黄褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック普通　
焼土粒子少量　灰色粘土ブロック微量　しまりあり　粘性
あり
12　暗黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック普通　焼土
粒子少量　しまりやや欠ける　粘性あり
13　暗黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　焼土
粒子普通　しまり欠ける　粘性あり
14　褐色土　ロームブロック少量　焼土粒子微量　しまり
やや欠ける　粘性あり
15　黄褐色土　ロームブロック多量　褐色土少量　しまり
欠ける　粘性あり
16　黒色土　炭化物多量　ローム粒子・焼土粒子少量　灰
色粘土（しま状に入る）　灰色粘土部分はしまりあり　黒色
土部分はしまり欠ける
17　黒色土　炭化物・焼土粒子多量　黄褐色土（全体にと
ぎれとぎれで見られる）　硬くしまる　粘性あり（貼床）
18　黄褐色土　ローム主体　黒色土少量　非常に硬くしま
る　粘性あり（貼床）
19　黒褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　しまり
やや欠ける　粘性あり（貼床）
20　黄褐色土　ローム主体　黒色土少量　焼土粒子微量　
しまりややあり　粘性あり（貼床）
21　黄褐色土　ローム主体　しまりややあり　粘性あり（貼
床）　
22　暗黄褐色土　ロームブロック・黒褐色土多量　砂質土
微量　IP 粒子若干　しまり非常にあり　粘性ややあり（貼
床）
23　黒褐色土　ロームブロック多量　粘土ブロック・IP 粒
子少量　しまり非常にあり　粘性ややあり（貼床）
24　黒褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量　IP 粒子
若干　しまりややあり　粘性ややあり（貼床）
25　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック 24 層より多
い　しまりあり　粘性ややあり（貼床）
26　黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック主体　焼土少
量　しまり非常にあり　粘性やや欠ける（一部粘土が薄い
層状に入る　貼床）
27　明黄褐色土　ロームブロック主体　しまりあり　粘性
ややあり（貼床）
28　暗黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　焼土
粒子微量　しまりやや欠ける　粘性あり（貼床）
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軸 33 ㎝、深さ 21 ㎝、Ｐ３は長軸 40 ㎝、短軸 36 ㎝、深さ 40 ㎝、Ｐ４は長軸 46 ㎝、短軸 38 ㎝、深さ 21 ㎝、

Ｐ５は長軸［36］㎝、短軸 35 ㎝、深さ 33 ㎝、Ｐ６は長軸 45 ㎝、短軸 38 ㎝、深さ 15 ㎝、Ｐ７は長軸 40 ㎝、

短軸 29 ㎝、深さ 18 ㎝、Ｐ８は長軸 28 ㎝、短軸 24 ㎝、深さ 40 ㎝、Ｐ９は長軸 26 ㎝、短軸 25 ㎝、深さ

35 ㎝、Ｐ 10 は長軸 25 ㎝、短軸 20 ㎝、深さ 30 ㎝、Ｐ 11 は長軸 50 ㎝、短軸［28］㎝、深さ 29 ㎝、Ｐ

12 は長軸［29］㎝、短軸（21）㎝、深さ 28 ㎝、Ｐ 13 は長軸 23 ㎝、短軸 21 ㎝、深さ 23 ㎝である。　床

面　緩やかな凹凸があるが、ほぼ平坦である。中央部が硬化し、一部に被熱による赤化がみられる。貼床は

12 層で、粘土・黒色土・焼土・ロームなどが混入した土により層状に重なっている。　壁溝　断面は U 字状で、

幅９〜 24cm、深さ 3 〜 11cm で全周する。　遺物の出土状況　床面付近からの出土が多く認められる。　

その他　中央付近に東西方向に続くピット状の撹乱が多く存在する。　出土遺物　１の器面は滑らかである。

３は漆仕上げ、８も漆仕上げか。９は蓋であるが、内面に墨の痕跡が見られるため、硯として使用されてい

第 163 図　16 区ＳＩ -69　実測図（2）

L=87.900m
0 1m1：40

L=87.900m
0 2m1：80

16 区ＳＩ-69　カマド
１　褐色土　灰色粘土粒子多量　ローム粒子・焼土ブロッ
ク・灰色粘土ブロック少量　やや硬い　粘性あり
２　黄褐色土　ロームブロック多量　灰色粘土粒子少量　
焼土ブロック微量　やわらかい　粘性あり ( 天井崩落土 )
３　暗褐色土　灰色粘土粒子多量　ローム粒子・焼土ブロッ
ク粒子少量　炭化物微量　やわらかい　粘性あり
４　暗褐色土　灰色粘土粒子微量　しまり欠ける　やわら
かい　粘性あり
５　暗褐色土　ローム粒子・焼土粒子・灰色粘土ブロック・
黒色土少量　やや硬い　粘性あり
６　暗褐色土　焼土粒子・粘土ブロック多量　灰色粘土ブ
ロック・黒色土・炭化物少量　
７　黒色土　やわらかい　粘性あり　
８　灰色土　灰色粘土　ローム粒子・焼土ブロック少量　
黒色土（上層にすじ状に入る）　やわらかい　粘性あり
９　褐色土　ローム粒子多量　焼土粒子・黒色土少量　灰
色粘土微量　やわらかい　粘性あり　
10　黒色土　焼土粒子少量　ローム粒子微量　やわらかい　
粘性欠ける　
11　黄褐色土　黒色土微量　硬い　粘性あり（貼床）
12　黄褐色土　黒色土少量　やわらかい　粘性あり（貼床）
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た可能性が高い。12の口縁部には油煙と推測される黒色物が付着する。16は平行叩きの後、カキメが施される。

17 はハケメ調整の甕である。18・19 は長胴甕、20 は搬入の甕の底部の可能性が高い。

第 164 図　16 区ＳＩ -69　出土遺物実測図
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第 84 表　16 区ＳＩ -69　出土遺物観察表

宇都宮
産

不明

三毳産

益子産

不明

新治産

東海産

図版No

第84表16区SI-69遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記

1 須恵器
坏

口　（15.0）
底　-
高　［3.4］

外面　2.5Y5/1
黄灰
内面　2.5Y4/1
黄灰

白色粒子
多量　砂
粒少量

良好 口～体部
50%残存

覆土中 16区SI-69
表土一括・
南西区一
括・北西区
一括

2 土師器
坏

口　（10.8）
底　（6.0）
高　［4.4］

外面　7.5YR6/4
にぶい橙
内面　7.5YR6/4
にぶい橙

砂粒多量　
黒色粒子・
赤色粒子
少量

良好 口縁部内外面　ヨコナ
デ　体～底部外面　ヘ
ラケズリ　体部内面　
ヨコナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ナデ

口縁部内外面　ヨコナ
デ　体部外面　ヘラケ
ズリ　内面　ナデ

口～底部
35%残存

北東部北
床上20cm

10区SI-69
№18

3 土師器
坏

口　（14.5）
底　-
高　［4.5］

砂粒・赤色
粒子少量

良好 口～体部
25%残存

北東部東
壁際
床上19cm

10区SI-69
№1

口縁部外面　ナデ後ミガ
キ　胴～底部外面　ヘラ
ケズリ後ミガキ　口～底
部内面　ヘラミガキ

4 土師器
坏

口　19.0
底　-
高　3.8

外面　2.5YR5/6
明赤褐
内面　2.5YR4/6
赤褐

砂粒多量　
白色粒子・
赤色粒子
少量

良好 ほぼ完形 南東部南
壁際
床上20cm

16区SI-69
№22・23

口縁部内外面　ヨコナ
デ　体部外面　ヘラケ
ズリ　内面　ヨコナデ

5 土師器
坏

口　（18.4）
底　-
高　［3.5］

外面　7.5YR5/4
にぶい褐
内面　7.5YR6/4
にぶい橙

砂粒・赤色
粒子少量

良好

口縁部内外面　ヘラミ
ガキ　体部外面　ナデ　
内面　ヘラミガキ　底
部外面　ヘラケズリ

外面　5YR5/6
明赤褐
内面　2.5YR5/6
明赤褐

砂粒多量　
赤色粒子
少量

良好

口～体部
一部残存

北西部北
壁際
床上39cm

10区SI-69
№23・フク
土一括

6 土師器
坏

口　（13.8）
底　-
高　［3.1］

口～体部
50%残存

北東部北
床上27cm

10区SI-69
№14・17

口縁部外面　ヨコナデ　
体部外面　ヘラケズ
リ　口～体部内面　ヘ
ラミガキ

外面　5YR4/4
にぶい赤褐
内面　5YR4/4
にぶい赤褐

砂粒多量　
礫・赤色粒
子少量

良好7 土師器
坏

口　（15.4）
底　-
高　［3.7］

口～体部
一部残存

北東部
南西
床下1cm

10区SI-69
№36・フク
土一括

口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴部外面　ヘラケ
ズリ　胴部内面　ヨコ
ナデ

外面　10YR4/1
褐白
内面　7.5YR4/2
灰褐

砂粒・赤色
粒子多量

良好8 土師器
坏

口　（14.8）
底　-
高　［3.7］

口～体部
一部残存

覆土中 16区SI-69
貼床中

ロクロ目顕著　
底部　回転ヘラ切り

外面　5Y4/1  灰
内面　5Y5/1  灰

砂粒・礫多
量

良好9 須恵器
蓋

端　（16.4）
高　［2.6］

天～端部
35%残存

北東部北
床上24cm

益子産
硯に転
用か　
研磨し
ている

10区SI-69
№15・16

外面　5Y7/1
灰白
内面　10YR5/2
灰黄褐

砂粒多量　
礫微量

良好10 須恵器
高台付坏

口　-
底　（9.1）
高　［2.4］

底～高台
部一部残
存

覆土中 16区SI-69
ベルト中
一括

ロクロ目顕著　
底部　回転ヘラケズリ

外面　2.5Y5/1
黄灰
内面　2.5Y4/1
黄灰

砂粒多量　
礫少量

良好11 須恵器
高台付坏

口　15.4
底　9.0
高　4.5

口～高台
部一部欠
損

南東部南
床上15cm

16区SI-69
№19

口縁部外面　ヨコナデ　
体部外面　ヘラケズリ　
口～体部内面　ナデ

外面　7.5YR6/4
にぶい橙
内面　7.5YR6/4
にぶい橙

砂粒多量　
赤色粒子
少量

良好12 土師器
鉢

口　（22.2）
底　-
高　［8.7］

体～底部
一部部残
存

覆土中 10区SI-69
フク土一
括

外面　2.5Y5/1
黄灰
内面　2.5Y5/1
黄灰

砂粒多量　
礫微量

良好13 須恵器
瓶類

口　（11.5）
底　-
高　［2.1］

口縁部一
部残存

覆土中 16区SI-69
南西区一
括

外面　10YR6/2
灰黄褐
内面　2.5Y4/2
黄灰

砂粒多量　
礫少量

良好14 須恵器
瓶類

口　（10.8）
底　-
高　［1.6］

口縁部一
部残存

覆土中 10区SI-69
フク土一
括

外面　2.5Y4/1
黄灰
内面　2.5Y5/1
黄灰

砂粒多量　
銀雲母少
量

良好15 須恵器
甕

口　（24.8）
底　-
高　［3.4］

口縁部一
部残存

覆土中 10区SI-69
フク土一
括

口縁部外面　
帯状にスス
か　全面　
被熱

口縁部外面・
全部内面　
漆仕上げ

外面　7.5YR6/4
にぶい橙
内面　7.5YR5/4
にぶい褐

口縁部内外
面　漆仕上
げか

天井部内面　
墨痕か

口縁部内外
面　黒色物
付着

口縁部内面　
自然釉

16 須恵器
甕

口　-
底　-
厚　0.8

外面　5Y5/1　
灰
内面　5Y6/1　
灰

白色粒子
多量　砂
粒少量

良好 胴部外面　平行叩き後
カキメ　内面　同心円
叩き

胴部一部
残存

覆土中 16区SI-69
南東一括

17 土師器
甕

口　（22.0）
底　-
高　［6.9］

外面　7.5YR5/3
にぶい褐
内面　7.5YR6/4
にぶい橙

砂粒・礫多
量　黒色
粒子少量

良好 口縁部外面　ヨコナデ　
内面　ハケメ　胴部外
面　ハケメ

口～頸部
一部残存

覆土中 10区SI-69
フク土一
括・カマド
一括

備考・産地

164

164

164

164

164

164

164

164

164

164

164

164

164

164

164

164

164
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第 85 表　16 区掘立柱建物跡　計測表

２. 掘立柱建物跡

ＳＢ -11（第 165 図、第 85 表、図版五〇）

　位置　調査区の西、台地の平坦面上に立地し、127.5-10.0 グリッドに位置する。　重複関係　SX- ４、10

区 SD-45・47・60 より古い。　平面形状・規模　２間×１間で、柱間は桁行 2.12 〜 2.20 ｍ、梁間 3.60

ｍである。柱穴はＰ１・２・３は楕円形、Ｐ４・５は不整円形で、直径 40 〜 54 ㎝、深さは確認面から

39 〜 65 ㎝を測る。掘方の断面は丸味を帯びた逆台形である。　方向　北辺に直交する軸の傾きは北方向、

Ｎ -14 ゜ -W である。　その他　Ｐ５の 11 層は柱痕か。10 区の SB-10 〜 12 と同時期の可能性が高い。

　

17 土師器
甕

口　（22.0）
底　-
高　［6.9］

外面　7.5YR5/3
にぶい褐
内面　7.5YR6/4
にぶい橙

砂粒・礫多
量　黒色
粒子少量

良好 口縁部外面　ヨコナデ　
内面　ハケメ　胴部外
面　ハケメ

口縁部外面　ヨコナデ
のちヘラケズリ　内面　
ヨコナデ　胴部外面　
タテ方向のヘラケズリ　
内面　ナデ

口～頸部
一部残存

覆土中 10区SI-69
フク土一
括・カマド
一括

18 土師器
甕

口　（22.2）
底　-
高　［9.3］

砂粒・礫多
量　黒色
粒子少量　
赤色粒子
微量

良好 口～胴部
一部残存

北東部北
床上24cm

10区SI-69
№3・5・10

口縁部内外面　ヨコナ
デ　胴部外面　ヘラケ
ズリか　

19 土師器
甕

口　（21.9）
底　-
高　［3.4］

外面　7.5YR5/4
にぶい褐
内面　7.5YR5/4
にぶい褐

砂粒・礫多
量　黒色
粒子少量

良好 口縁部一
部残存

北東部南
床上40cm

16区SI-69
№13・75

内面　ヘラケズリか　
外面　ナデ

20 土師器
甕

口　-
底　-
高　［7.0］

外面　10YR6/3
にぶい黄橙
内面　7.5YR5/3
にぶい褐

砂粒多量　
赤色粒子
少量

良好 体～底部
一部残存

北東部
中央
P7内
床上24cm

10区SI-69
№11・一
括・カマド
一括・16
区№59

22 安山岩質
溶岩

23

編物石 長　8.54
幅　7.05
厚　4.31
重　267.84

ほぼ完存 中央部
床上12cn

SI-69№99

21 焼粘土塊 長　3.30
幅　2.27
厚　1.97
重　7.97

覆土中 10区SK-69
一括

安山岩編物石 長　9.19
幅　4.93
厚　2.67
重　204.73

一部欠損 北東部東
壁際
床上58cm

SI-69№2

鉄製品
不明

長　［8.84］
幅　0.76
厚　0.51
重　6.62

一部残存 南東部東
床上24cm

SI-69№3

鉄製品
不明

長　［3.85］
幅　0.71
厚　0.33
重　3.24

一部残存 南東部東
床上28cm

SI-69№4

鉄製品
不明

長　［5.69］
幅　0.61
厚　0.59
重　7.43

一部残存 中央部
床上28cm

SI-69№29

鉄製品
不明

長　［3.50］
幅　0.85
厚　0.51
重　5.60

一部残存 南西部南
壁際
床上9cm

SI-69№65

24

25

26

27

外面　5YR5/4
にぶい赤褐
内面　7.5YR5/3
にぶい褐

164

164

164

164

164

164

164

164

164

164

164

遺構番号

第85表　16区掘立柱建物跡計測表

位置 主軸 間 桁行（m） 梁行（m） 深さ（m） 遺物の出土 備考重複関係
Ｎ-  14 -゚ＷSB-11 127.5-10.0 SX-4・10区SD-45・47・60より古。3.60 0.652.12～2.202間×1間 無

不使用（縄文SK-12はあとでまとめて報告する）
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第 165 図　16 区ＳＢ -11　実測図

第 86 表　16 区ピット　計測表

　

３. ピット

Ｐ -1 ～ 51（第 166・167 図、第 86 表）　

　Ｐ - ３・９・18・20 は覆土に白色粒子が含まれる。Ｐ -46 は覆土に炭化物が含まれる。Ｐ - ６の 6 層は柱

痕と推測される。Ｐ -45 からは須恵器の蓋のつまみの部分が出土している。宝珠状である。　

16 区ＳＢ-11
１　黒褐色土　ローム粒子少量　しまりあり　粘性やや
あり
２　黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック・暗褐色土
多量　しまりややあり　粘性ややあり
３　暗褐色土　ローム粒子少量　IP粒子若干　しまり
やや欠ける　粘性ややあり
４　暗黄褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック少量
しまりあり　粘性ややあり

５　黄褐色土　ロームブロック主体　しまりあり　粘性やや
あり
６　暗褐色土　ローム粒子微量　IP粒子若干　しまりあ
り　粘性ややあり
７　灰褐色土　砂質土　しまりやや欠ける　粘性欠ける
８　暗褐色土　ローム粒子・焼土粒子・粘土少量　
炭化物微量　しまりあり　粘性ややあり

９　暗褐色土　ローム粒子・焼土粒子・粘土少量　炭
化物微量（８層よりロームの入り方が多い）　しまりあり　
粘性ややあり
10　灰黄褐色土　ローム粒子・粘土多量　しまりあ
り　粘性ややあり
11　黒褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック微量　
しまりあり　粘性ややあり（柱痕か）

L=87.200m
0 2m1：80
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10 区 SD-47
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区
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遺構番号

第86表　16区ピット計測表

位置 平面形状 長軸（m） 短軸（m） 深さ（m） 遺物の出土 重複関係
P-1
P-2
P-3
P-4
P-5
P-6
P-7
P-8
P-9
P-10
P-11
P-12
P-13
P-14

127.0-10.5
127.0-10.5
127.0-10.5
127.0-10.5
127.0-10.5
127.0-10.5
127.0-10.5
127.0-10.5
127.0-10.5
127.0-10.5
127.0-10.5
127.0-10.5
127.0-10.5
127.0-10.5

なし。
P-3より新。
P-2より古。
なし。
なし。
なし。
なし。
なし。
なし。
なし。
なし。
なし。
なし。
なし。

0.29
0.32
［0.45］
0.35
0.27
0.54
0.54
0.32
0.37
0.56
0.35
0.58
0.52
0.28

0.33
0.24
0.47
0.20
0.22
0.27
0.27
0.28
0.68
0.30
0.30
0.28
0.25
0.19

0.32
0.32
0.52
0.35
0.30
0.62
0.62
0.35
0.40
0.62
0.35
0.58
0.53
0.28

円形
円形
円形
円形
円形
円形
円形
円形
円形
円形
円形
円形
円形
円形

無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無

P-15
P-16
P-17
P-18
P-19
P-20
P-21
P-22
P-23
P-24
P-25
P-26
P-27
P-28
P-29
P-30
P-31
P-32
P-33
P-34
P-35
P-36
P-37
P-38
P-39
P-40
P-41
P-42
P-43
P-44
P-45
P-46
P-47
P-48
P-49
P-50
P-51

127.0-10.5
127.0-10.5
127.0-10.5
127.0-10.5
127.0-10.5
127.0-10.5
127.0-10.5
127.0-10.5
126.5-10.5
126.5-10.5
126.5-10.5
126.5-10.5
126.5-11.0
126.5-10.5
126.5-10.5
126.5-11.0
126.5-10.5
126.5-10.5
126.5-10.5
126.5-10.5
126.5-10.5
126.5-10.0
126.5-10.5
126.5-10.5
126.5-10.5
126.5-10.5
126.5-10.5
127.0-11.0
127.0-11.0
127.0-11.0
127.0-11.0
127.0-10.5
127.0-10.5
127.0-10.5
127.0-10.5
127.0-10.5
127.0-10.5

なし。
なし。
なし。
SI-2より古。
SI-2より古。
P-21とは不明。
P-20とは不明。
なし。
なし。
なし。
なし。
なし。
なし。
なし。
なし。
なし。
なし。
P-33とは不明。
P-32とは不明。
なし。
なし。
なし。
なし。
なし。
SK-7とは不明。
なし。
なし。
なし。
なし。
なし。
なし。
なし。
なし。
なし。
SI-3より古。
なし。
10区SD-45より古。

0.45
0.36
0.49
［0.45］
0.27
0.45
［0.30］
0.32
0.55
0.32
0.26
0.25
0.25
0.22
0.27
0.37
0.21
0.22
［0.25］
0.24
0.18
0.21
0.24
0.25
0.65
0.22
0.27
0.28
0.48
0.28
0.40
0.33
0.37
0.36
0.31
0.21
0.38

0.28
0.42
0.64
0.56
0.33
0.52
0.35
0.58
0.56
0.20
0.30
0.20
0.34
0.17
0.15
0.78
0.33
0.23
0.18
0.15
0.23
0.36
0.33
0.84
0.72
0.22
0.33
0.27
0.45
0.33
0.54
0.36
0.22
0.30
0.52
0.24
0.20

0.50
0.38
0.55
0.50
0.37
0.50
0.54
0.32
0.60
0.34
0.30
0.27
0.26
0.23
0.31
0.55
0.32
0.32
0.35
0.25
0.21
0.35
0.28
0.45
0.66
0.27
0.32
0.33
0.53
0.31
0.45
0.37
0.38
0.38
0.38
0.23
0.42

円形
円形
円形
円形
不整形
不整円形
推定円形
円形
円形
円形
円形
円形
円形
円形
円形
楕円形
円形
楕円形
推定円形
円形
楕円形
楕円形
円形
楕円形
円形
楕円形
円形
円形
円形
円形
円形
円形
円形
円形
円形
円形
円形

無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無

不使用（縄文SK-12はあとでまとめて報告する）
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遺構番号

第86表　16区ピット計測表

位置 平面形状 長軸（m） 短軸（m） 深さ（m） 遺物の出土 重複関係
P-1
P-2
P-3
P-4
P-5
P-6
P-7
P-8
P-9
P-10
P-11
P-12
P-13
P-14

127.0-10.5
127.0-10.5
127.0-10.5
127.0-10.5
127.0-10.5
127.0-10.5
127.0-10.5
127.0-10.5
127.0-10.5
127.0-10.5
127.0-10.5
127.0-10.5
127.0-10.5
127.0-10.5

なし。
P-3より新。
P-2より古。
なし。
なし。
なし。
なし。
なし。
なし。
なし。
なし。
なし。
なし。
なし。

0.29
0.32
［0.45］
0.35
0.27
0.54
0.54
0.32
0.37
0.56
0.35
0.58
0.52
0.28

0.33
0.24
0.47
0.20
0.22
0.27
0.27
0.28
0.68
0.30
0.30
0.28
0.25
0.19

0.32
0.32
0.52
0.35
0.30
0.62
0.62
0.35
0.40
0.62
0.35
0.58
0.53
0.28

円形
円形
円形
円形
円形
円形
円形
円形
円形
円形
円形
円形
円形
円形

無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無

P-15
P-16
P-17
P-18
P-19
P-20
P-21
P-22
P-23
P-24
P-25
P-26
P-27
P-28
P-29
P-30
P-31
P-32
P-33
P-34
P-35
P-36
P-37
P-38
P-39
P-40
P-41
P-42
P-43
P-44
P-45
P-46
P-47
P-48
P-49
P-50
P-51

127.0-10.5
127.0-10.5
127.0-10.5
127.0-10.5
127.0-10.5
127.0-10.5
127.0-10.5
127.0-10.5
126.5-10.5
126.5-10.5
126.5-10.5
126.5-10.5
126.5-11.0
126.5-10.5
126.5-10.5
126.5-11.0
126.5-10.5
126.5-10.5
126.5-10.5
126.5-10.5
126.5-10.5
126.5-10.0
126.5-10.5
126.5-10.5
126.5-10.5
126.5-10.5
126.5-10.5
127.0-11.0
127.0-11.0
127.0-11.0
127.0-11.0
127.0-10.5
127.0-10.5
127.0-10.5
127.0-10.5
127.0-10.5
127.0-10.5

なし。
なし。
なし。
SI-2より古。
SI-2より古。
P-21とは不明。
P-20とは不明。
なし。
なし。
なし。
なし。
なし。
なし。
なし。
なし。
なし。
なし。
P-33とは不明。
P-32とは不明。
なし。
なし。
なし。
なし。
なし。
SK-7とは不明。
なし。
なし。
なし。
なし。
なし。
なし。
なし。
なし。
なし。
SI-3より古。
なし。
10区SD-45より古。

0.45
0.36
0.49
［0.45］
0.27
0.45
［0.30］
0.32
0.55
0.32
0.26
0.25
0.25
0.22
0.27
0.37
0.21
0.22
［0.25］
0.24
0.18
0.21
0.24
0.25
0.65
0.22
0.27
0.28
0.48
0.28
0.40
0.33
0.37
0.36
0.31
0.21
0.38

0.28
0.42
0.64
0.56
0.33
0.52
0.35
0.58
0.56
0.20
0.30
0.20
0.34
0.17
0.15
0.78
0.33
0.23
0.18
0.15
0.23
0.36
0.33
0.84
0.72
0.22
0.33
0.27
0.45
0.33
0.54
0.36
0.22
0.30
0.52
0.24
0.20

0.50
0.38
0.55
0.50
0.37
0.50
0.54
0.32
0.60
0.34
0.30
0.27
0.26
0.23
0.31
0.55
0.32
0.32
0.35
0.25
0.21
0.35
0.28
0.45
0.66
0.27
0.32
0.33
0.53
0.31
0.45
0.37
0.38
0.38
0.38
0.23
0.42

円形
円形
円形
円形
不整形
不整円形
推定円形
円形
円形
円形
円形
円形
円形
円形
円形
楕円形
円形
楕円形
推定円形
円形
楕円形
楕円形
円形
楕円形
円形
楕円形
円形
円形
円形
円形
円形
円形
円形
円形
円形
円形
円形

無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無

不使用（縄文SK-12はあとでまとめて報告する）

第 166 図　16 区Ｐ - １～ 24　実測図
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104 11
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6

11
17

6
7

4
3

6 7 6

3 1

4

Ａ Ａ’

Ａ Ａ’

Ａ Ａ’

Ａ Ａ’ Ａ Ａ’ Ａ Ａ’ Ａ Ａ’

Ａ Ａ’Ａ Ａ’Ａ Ａ’Ａ Ａ’

Ａ Ａ’ Ａ Ａ’ Ａ Ａ’ Ａ Ａ’

Ａ Ａ’ Ａ Ａ’ Ａ Ａ’

Ａ Ａ’Ａ Ａ’Ａ Ａ’

Ａ Ａ’Ａ Ａ’Ａ Ａ’Ａ Ａ’

Ａ Ａ’ Ａ Ａ’ Ａ Ａ’ Ａ Ａ’ Ａ Ａ’ Ａ Ａ’ Ａ Ａ’

Ａ Ａ’ Ａ Ａ’

Ａ Ａ’Ａ Ａ’

Ａ Ａ’Ａ Ａ’Ａ Ａ’Ａ Ａ’Ａ Ａ’Ａ Ａ’

16 区 P-1

16 区 P-12

16 区 P-20･21 16 区 P-22 16 区 P-23 16 区 P-24

16 区 P-13 16 区 P-14 16 区 P-15 16 区 P-16

16 区 P-17 16 区 P-18 16 区 P-19

16 区 P-2･3 16 区 P-4 16 区 P-5 16 区 P-6･7 16 区 P-8 16 区 P-9

16 区 P-10

P-3
P-2

SI-2 SI-2

P-20 P-21

P-7 P-6

16 区 P-11
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16 区Ｐ-１～Ｐ-45
１　暗褐色土　ローム粒子微量　しまりあり　粘性ややあり
２　褐色土　ローム粒子少量　しまり欠ける　粘性ややあり
３　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量　しまりあ
り　粘性ややあり
４　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量（3層より
ロームブロックの入り方が多い）　しまりあり　粘性ややあり
５　暗褐色土　ローム粒子微量　白色粒子（火山灰か）若
干　しまりやや欠ける　粘性ややあり
６　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック微量　しまりあ
り　粘性ややあり
７ 　褐色土　ロームブロック多量　しまりあり　粘性ややあり
８ 　褐色土　ローム粒子若干　しまりあり　粘性ややあり
９ 　褐色土　ローム粒子微量（8層よりロームの入り方が
多い）　しまりあり　粘性ややあり
10　暗黄褐色土　ロームブロック少量　しまりやや欠ける　
粘性ややあり
11　暗褐色土　ローム粒子少量　しまりあり　粘性ややあり
12　暗褐色土　ローム粒子微量　しまりやや欠ける　粘性やや
あり
13　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量　しまりや
やあり　粘性ややあり
14　暗黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　しまり
あり　粘性ややあり

15　褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック少量　炭化
物若干　しまりあり　粘性ややあり
16　黄褐色土　ローム主体　黒褐色土少量　しまりあり　
粘性ややあり
17　黒褐色土　ローム粒子・ブロック少量　しまりややあり
粘性ややあり

16区Ｐ-46～Ｐ-51
１　暗褐色土　ローム粒子微量　しまりやや欠ける　粘性
ややあり
２　褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック少量　炭化
物若干　しまりあり　粘性ややあり　
３　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量　しまりや
やあり　粘性ややあり
４　暗黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　しまり
あり　粘性ややあり
５　黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック・暗褐色土多
量　しまりややあり　粘性ややあり
６　暗黄褐色土　ローム粒子多量　ロームブロック少量　
しまりあり　粘性ややあり
７　暗褐色土　ローム粒子少量　IP 粒子若干　しまりやや
欠ける　粘性ややあり
８　黒褐色土　ローム粒子少量　しまりあり　粘性ややあり

41 3

3

35

8

1
2

1

6

1

7

12 13 12 13

13

1312 131215
1514 15
1312

14 1512 1213 15

13 1415 16

12 1412 14

12 1316 17 14

12 14 12 13

15

14 13

12

L=87.500m
0 2m1：80

Ａ Ａ’

Ａ Ａ’

Ａ Ａ’

Ａ Ａ’

Ａ Ａ’

Ａ Ａ’

Ａ Ａ’ Ａ Ａ’ Ａ Ａ’

Ａ Ａ’Ａ Ａ’Ａ Ａ’

Ａ Ａ’ Ａ Ａ’ Ａ Ａ’

Ａ Ａ’Ａ Ａ’Ａ Ａ’

Ａ Ａ’ Ａ Ａ’ Ａ Ａ’

Ａ Ａ’ Ａ Ａ’ Ａ Ａ’ Ａ Ａ’ Ａ Ａ’

Ａ Ａ’Ａ Ａ’Ａ Ａ’Ａ Ａ’Ａ Ａ’

Ａ Ａ’Ａ Ａ’Ａ Ａ’

Ａ Ａ’

Ａ Ａ’

Ａ Ａ’ Ａ Ａ’

Ａ Ａ’ Ａ Ａ’ Ａ Ａ’ Ａ Ａ’ Ａ Ａ’

Ａ Ａ’Ａ Ａ’Ａ Ａ’Ａ Ａ’Ａ Ａ’

Ａ Ａ’
Ａ Ａ’

Ａ Ａ’

Ａ Ａ’

16 区 P-46

16 区 P-47 16 区 P-48 16 区 P-49 16 区 P-50 16 区 P-51

10区
SD-45

16 区 P-29

16 区 P-38 16 区 P-39

16 区 P-40 16 区 P-41 16 区 P-42 16 区 P-43 16 区 P-44

16 区 P-31

16 区 P-32･33 16 区 P-34 16 区 P-35 16 区 P-36 16 区 P-37

16 区 P-3016 区 P-25 16 区 P-26 16 区 P-27 16 区 P-28

P-33 P-32

16 区 P-45

SK-7

第 167 図　16 区Ｐ -25 ～ 51　実測図・出土遺物実測図

第 87 表　16 区ピット　出土遺物観察表
図版No

第87表16区P遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記

1 須恵器
蓋

つまみ径　4.0
端　-
高　［1.7］

外面　2.5Y5/1
黄灰
内面　2.5Y5/1
黄灰

白色粒子
少量

良好 ロクロナデ　
ボタン状

ほぼ完形 覆土中 P-45 不明

図版No

第89表16区SK遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記

1 砥石か 長　11.92
幅　11.34
厚　5.70
重

安山岩 完存 北東部南
床上17cm

SK-5№1

2 土師器
高坏

口　-
脚　-
高　［3.7］

外面　7.5YR5/6
明褐
内面　5YR5/6
明赤褐

砂粒・黒色
粒子少量

やや
不良

外面ヘラケズリ　坏部
内面　ミガキか

脚部一部
残存

覆土中 SK-10

備考・産地

備考・産地

168

168

167

10 5cm1：2

0 3cm2：3

0 20cm1：5

0 10cm1：3

0 10cm1：4

0 10cm1：5

0 3cm1：1

0 20cm1：6

0 2m1：80

0 1m1：40

遺物 遺構
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４. 土坑

ＳＫ - ５～ 10（第 168 図、第 88・89 表、図版五〇・五一）

　土坑は台地の平坦面上に立地し、７基が確認されている。うち、SK-12は縄文時代の土坑の可能性が高いため、

後でまとめて報告する。

　SK- ５・６・７・８は焼土と炭化物、SK- ９は焼土粒子のみ、SK-10 は炭化物を含む。SK- ５・６は底面にピッ

トがみられる。

　図示できたのは 2 点である。SK- ５では坏の破片の他、１が出土している。砥石として使用されたか。

SK-10 では高坏の一部が出土した。その他、SK- ７では土師器や須恵器の坏や甕の破片、SK- ８では土師器の坏、

SK-10 では坏の破片が出土した。

第 168 図　16 区ＳＫ - ５～ 10　実測図・出土遺物実測図

第 88 表　16 区土坑　計測表

第 89 表　16 区土坑　出土遺物観察表

遺構番号

第88表　16区土坑計測表

位置 主軸 平面形状 長軸（m） 短軸（m） 深さ（m） 遺物の出土 重複関係
Ｎ- ０゜
Ｎ- ０゜
Ｎ- ０゜

Ｎ-    90 -゚Ｅ
Ｎ-    90 -゚Ｅ
Ｎ- ０゜

SK-5
SK-6
SK-7
SK-8
SK-9
SK-10

127.0-11.0
126.5-10.5
126.5-10.5
126.5-10.5
126.5-11.0
127.0-11.5

なし。
SK-7とは不明。
SK-6・P-39とは不明。
なし。
なし。
なし。

0.80
［0.73］
1.02
0.48
0.55
0.72

0.18
0.10
0.12
0.10
0.15
0.10

0.92
0.75
［1.04］
0.59
［2.67］
0.80

円形
円形
円形
楕円形
長方形
円形

有
無
無
無
無
有

不使用（縄文SK-12はあとでまとめて報告する）

16 区ＳＫ-５・６・７・８
１　黒褐色土　ローム粒子微量　炭化物・焼土粒
子若干　しまりややあり　粘性ややあり

16区ＳＫ-９
１　黒褐色土　ローム粒子・ブロック微量　焼土粒
子若干　しまりややあり　粘性ややあり
２　黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　
しまりあり　粘性ややあり

16区ＳＫ-10
１　暗褐色土　ローム粒子・炭化物少量　しまりや
やあり　粘性欠ける

1

1

1

1

1 2

SK-7 SK-6

L=87.500m
0 2m1：80

Ａ Ａ’

Ａ Ａ’

Ａ Ａ’

Ａ Ａ’

Ａ Ａ’

Ａ Ａ’ Ａ Ａ’

Ａ Ａ’

Ａ Ａ’

Ａ Ａ’

16 区 SK-5 16 区 SK-6･7

SK-7

P-39

SK-6

16 区 SK-8

16 区 SK-1016 区
SK-9

調査区外

1

図版No

第87表16区P遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記

1 須恵器
蓋

つまみ径　4.0
端　-
高　［1.7］

外面　2.5Y5/1
黄灰
内面　2.5Y5/1
黄灰

白色粒子
少量

良好 ロクロナデ　
ボタン状

ほぼ完形 覆土中 P-45 不明

図版No

第89表16区SK遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記

1 砥石か 長　11.92
幅　11.34
厚　5.70
重

安山岩 完存 北東部南
床上17cm

SK-5№1

2 土師器
高坏

口　-
脚　-
高　［3.7］

外面　7.5YR5/6
明褐
内面　5YR5/6
明赤褐

砂粒・黒色
粒子少量

やや
不良

外面ヘラケズリ　坏部
内面　ミガキか

脚部一部
残存

覆土中 SK-10

備考・産地

備考・産地

168

168

167

1

2
0 5cm1：2

0 3cm2：3

0 20cm1：5

0 10cm1：3

0 10cm1：4

0 10cm1：5

0 3cm1：1

0 20cm1：6

0 2m1：80

0 1m1：40

遺物 遺構

SK-5

SK-10
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５. 周溝遺構

ＳＸ - ４（第 169 図、第 90 表、図版五一）　

　位置　調査区の西、台地の平坦面上に立地し、127.5-10.0

グリッドに位置する。　重複関係　SB-11 より新しく、10

区 SD-45 より古い。　平面形状・規模　長軸残存部 3.5 ｍ、

短軸残存部 4.5 ｍの方形か。断面は逆台形である。確認面か

らの深さは 22 ㎝である。　主軸　北方向、Ｎ - ０゜である。

　覆土　３層で、自然埋没と推測される。　底面　凹凸がみ

られる。　遺物の出土状況　覆土中より出土している。　出

土遺物　図示できる遺物ではなかった。　

　

第 169 図　16 区ＳＸ - ４　実測図　

第 90 表　16 区周溝遺構　計測表

16 区ＳＸ-４
１　暗褐色土　ローム粒子
少量　IP 粒子若干　しまり
あり　粘性ややあり　
２　暗黄褐色土　ローム粒
子・ロームブロック多量　
IP 粒子微量　しまりあり　
粘性ややあり　
３　黄褐色土　ロームブロッ
ク主体　しまりあり　粘性
ややあり

L=87.000m
0 2m1：80

1 2 3

Ａ Ａ’

Ａ Ａ’

10 区
SD-45

SB-11
P2

P-51

SB-11
P5

調査区外

遺構番号

第90表　16区性格不明遺構計測表

位置 主軸 平面形状 長軸（m） 短軸（m） 深さ（m） 遺物の出土 備考重複関係
Ｎ- 0゜SX-4 127.5-10.0 SB-11より新。10区SD-45より古い。4.50 0.223.50方形か 無

不使用（縄文SK-12はあとでまとめて報告する）
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第６節　27 区の遺構と遺物

　本区では竪穴建物跡２棟、ピット 16 基、土坑 8 基、性格不明遺構 1 基が確認された。

第 170 図　27 区全体図
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第 91 表　27 区竪穴建物跡　計測表

１. 竪穴建物跡　

27 区ＳＩ - １（第 171・172 図、第 91 〜 93 表、図版五二・六四・六七）

　位置　調査区の中央、台地縁辺の斜面上に立地し、128.0-10.0 グリッドに位置している。　重複関係　10

区 SX-70、SK- ６・７、Ｐ -16 より古い。　平面形状・規模　東西 4.94 ｍ、南北 3.80 ｍの長方形。面積は約

18.77 ㎡である。確認面からの深さは東壁 30cm、西壁 23 ㎝、南壁 23 ㎝、北壁 25 ㎝である。壁は床面か

ら外傾して立ち上がる。　方向　南北の中軸線は北方向、Ｎ -13 ゜ - Ｗである。　覆土　４層に分層可能で、

自然埋没である。　柱穴　4 基確認され、2 本が主柱穴である。Ｐ１は長軸 26 ㎝、短軸 23 ㎝、深さ 38 ㎝、

Ｐ２は長軸 24 ㎝、短軸（19）㎝、深さ［20］㎝、Ｐ３は径 28 ㎝、深さ 30 ㎝、Ｐ４は長軸 26 ㎝、短軸 24 ㎝、

深さ 18 ㎝である。　床面　ほぼ平坦である。貼床は２層である。四隅を掘り込むタイプである。　壁溝　断

面は逆台形で、幅 16 〜 40cm、深さ 27 〜 40cm である。北壁際が一部途切れる。　遺物の出土状況　土器

や礫がカマド周辺や南壁寄りに多く出土する。　出土遺物　3 は焼きの悪い須恵器である。４は外面はヘラケ

第 92 表　27 区ＳＩ - １　出土遺物観察表（1）

図版No

第97表27区SK遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記 備考・産地

176

176

176

176

176

176

176

176

1 須恵器
坏

口　-
底　6.6
高　［2.5］

外面　5Y5/1
灰
内面　5Y5/1
灰

砂粒・白色
粒子少量

良好 ロクロナデ　底部切り離
し回転糸切り後回転ヘラ
ケズリ

底部75%
残存

27区
SK-6遺構
外

二次底
部面あ
り　宇都
宮産　

2 須恵器
坏

口　［17.2］
底　- 
高　［6.3］

外面　2.5Y5/2
暗灰黄色
内面　2.5Y5/2
暗灰黄色

砂粒多量 良好 ロクロナデ 口～体部
一部残存

27区
SK-6№6
・９

文様：
口縁部
ない面
(沈線文）
宇都宮
産　

3 須恵器
甕

口　-
底　-
厚　0.8

外面　10YR4/1
褐灰
内面　2.5Y6/2
灰黄

砂粒多量 良好 口縁部外面　ナデ後波
状文

口縁部一
部残存

27区
SK-6覆土
中

文様：
口縁部
外面(波
状文）
不明　

4 須恵器
蓋

口　-
底　- 
高　[1.7]

外面　10YR5/1
褐灰　
内面　2.5Y5/1　
黄灰

砂粒多量 良好 ロクロナデ　底部切り離
し回転ヘラ切り

端～天井
部一部残
存

27区
SK-6№5

5 須恵器
甕

口　-
底　-
厚　0.75

外面　2.5Y5/1
黄灰
内面　2.5Y5/1
黄灰

砂粒少量 良好 胴部外面　平行叩き
胴部内面　ナデ

胴部一部
残存

27区
SK-7覆土
中

SK-6と
重複
三毳産

益子産

三毳産6 須恵器
甕

口　-
底　-
厚　0.9

外面　2.5Y5/2
暗灰黄
内面　2.5Y5/2
暗灰黄

砂粒少量 良好 胴部外面　平行叩き　
胴部内面　ナデ

胴部一部
残存

27区
SK-7覆土
中

7 鉄製品
不明

長　［6.10］
幅　0.75
厚　0.73
重　9.29

一部残存 27区
SK-4№1

8 鉄製品
釘

長　［7.37］
幅　0.61
厚　0.55
重　9.66

一部欠損 27区
SK-6№3

北西部北
床上11cm

南部
床上19cm

中央部
床上14cm

覆土中

北西部南
床上15cm

覆土中

覆土中

北東部
東壁際　
床上29cm

注記図版No

第94表27区SI-46遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 備考・産地

1 土師器
坏

口　（12.8）
高　［3.1］

外面　2.5YR5/6
明赤褐
内面　2.5YR5/6
明赤褐

砂粒・赤色
粒子少量

良好 黒色処理か 内面　ヘラミガキ 口～体部
35%残存

カマド内　
上　
床上15cm

27区
SI-46№
11

2 須恵器
蓋

つまみ　3.9
高　［1.4］

外面　5Y6/1
灰
内面　5Y6/1
灰

砂粒少量　
石英微量

良好 ボタン状　 つまみ部
完存

南西部南
床上7cm

27区
SI-46№1

3 須恵器
甕

厚　0.65 外面　10YR4/1
褐灰
内面　10YR4/1
褐灰

砂粒少量　
礫微量

良好 胴部　平行叩き 胴部一部
残存

覆土中 27区
SI-46
南区一括

4 須恵器
甕

厚　1.1 外面　2.5Y4/1
黄灰
内面　10YR5/2
灰黄褐

砂粒多量　
銀雲母少
量　礫微量

良好 胴部外面　平行叩き　
胴部内面　ナデ

胴～底部
一部残存

中央部
床上11cm

27区
SI-46№4 

5 椀形鍛冶
滓

長　8.09
幅　7.17
厚　4.68
重　368.59

完存 中央部
床下3cm

27区
SI-46№1

3段重ねの椀形鍛冶滓。最下段の滓には炉床粘土が付き、小形の滓である。2段目
は側縁の3分の2が破面で、破面は5面、上面に1cmほどの大きさの木炭痕がある。
2段目の滓は緻密。上段の滓は楕円形に生成した滓、破面なし。

174

174

174

174

174

紐積痕　刻
みあり

胴部外面　ケズリ　
胴部内面　ナデ

胴部一部
残存

27区
SX-3№13

3 土師器
甑

口　-
底　（13.8）
高　［6.5］

外面　5YR5/6
明赤褐
内面　5YR5/6明
赤褐

砂粒・赤色
粒子少量

良好 胴部外面　ヘラケズリ
胴部内面　ヘラミガキ　
底部外面　ヨコナデ　底
部内面　ナデ

胴～底部
一部残存

27区
SX-3№3

砂粒・白色
粒子少量

良好 赤彩
体部内外面
剥離

口縁部外面　ヘラミガキ
口縁部内面　ヘラミガキ
か　胴部外面　ヨコナデ
か　胴部内面　ヘラミガ
キか

口～体部
一部残存

27区
SX-3№2

2 土師器
甕

口　-
底　-
厚   1.35

外面　5YR5/6
明赤褐
内面5YR4/3
にぶい赤褐

砂粒・赤色
粒子少量

良好

1 土師器
坏

口　（14.4）
底　-
高　［3.7］

外面　5YR4/3
にぶい赤褐
内面　5YR4/3
にぶい赤褐

北東部
中央
床上2cm

北東部
中央
床面直上

北東部
中央
床上3cm

注記図版No

第99表27区SX-3遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 備考・産地
177

177

177

備考・産地

2次焼成か

1 砂粒多量　
白色粒子微
量

やや
不良

三毳産

三毳産

茨城産

不明

益子産

益子産

ロクロナデ　
底部　手持ちヘラケズリ

口～底部
一部残存

口　（15.2）
底　（9.6）
高　（3.3）

外面　2.5Y6/2
灰黄
内面　10YR 6/2
灰黄褐

27区SI-1
南東部№
51･SK-6
覆土中

2 須恵器
坏

口　-
底　（9.0）
高　［2.4］

外面　7.5Y5/1 
灰
内面　5Y5/1    
灰

砂粒多量　
白色粒子少
量

良好 ロクロナデ　
底部　手持ちナデ

体～胴部
35%残存

3 須恵器
坏

口　-
底　8.2
高　［2.4］

外面　5Y5/1
灰
内面　2.5Y4/1
黄灰

砂粒多量　
礫微量

やや
不良

ロクロナデ　
底部　回転ヘラ切り後
回転ヘラケズリ

底部完存 27区
SI-1№42

4 土師器
坏

口　（12.8）
底　 7.7
高　 3.5

外面　5YR3/3
暗赤褐
内面　5YR4/4
にぶい赤褐

砂粒・赤色
粒子少量　
黒色粒子微
量

良好 口縁部外面　ヨコナデ　
胴・底部外面　ヘラケズ
リ　胴・底部内面　ヘラ
ミガキ

口～底部
50%残存

27区
SI-1№15
・25・26・
30・32

5 須恵器
壺

口　（20.8）
底　 -
高　［2.9］

外面　5Y5/1
灰
内面　2.５Y6/2
灰黄

砂粒少量　
礫微量

良好 ロクロナデ 口縁部一
部残存

27区
SI-1一括

6 須恵器
甕

口　-
底　-
高　-
厚　0.8

外面　10Y4/1
灰
内面　5Y4/1
灰

砂粒多量　
石英少量

やや
不良

胴部外面　平行叩き　
胴部内面　ナデ

頸部一部
残存

27区
SI-1№37

7 須恵器
甕

口　-
底　-
高　-
厚　0.8

外面　N4/0
灰
内面　5Y3/1
オリーブ黒

石英多量　
礫微量

良好 胴部外面　平行叩き後
カキメ　胴部内面　ナデ

胴部一部
残存

27区
SI-1№17

8 土師器
甕

口　（21.0）
底　-
高　［15.9］

外面　5YR5/4
にぶい赤褐
内面　5YR4/3
にぶい赤褐

砂粒多量　
黒色粒子・
赤色粒子微
量

良好 口縁部　ヨコナデ　胴
部外面　上半ヨコ方向
のヘラケズリ　底部外面
下半　ナナメ方向のヘラ
ケズリ　胴・底部内面　
ナデ

口～胴部
35%残存

27区
SI-1№68
・69・カマ
ド覆土

27区
SI-1№64
・SK-6№1

口縁部内面
摩滅 

須恵器
坏

南東部南
床上23cm

北西部北
床上18cm

中央部
床上7cm

南西部南
床上5cm

覆土中

南西部東
床上3cm

北西部南
床上5cm

カマド内
中
床上14cm

172

172

172

172

172

172

172

172

172

172

172

172

9 男瓦

男瓦10

11 長　11.52
幅　4.28
厚　3.05
重　197.41

スス付着 完存 27区
SI-1№48

12 鉄製品
不明

長　［14.06］
幅　0.80
厚　0.47
重　12.57

一部欠損 27区
SI-1№22

27区
SI-1№75

27区
SI-1№76

南東部
北東
床上27cm

北西部
中央
床上7cm

左瓦　
カマド　
床面直上

右瓦　
カマド　
床面直上

長　17.3
幅　12.5
厚　1.98
重　776.92

長　12.5
幅　［11.5］
厚　1.45
重　399.65

白色粒子多
量　砂粒少
量　礫微量

普通 凸面　ケズリ　凹面　布
目痕　側面　ケズリ　端
面　ケズリ

一部残存 狭端面
は斜め
になっ
ている

白色粒子多
量　砂粒少
量　礫・黒
色粒子微量

流紋岩

良好 凸面　縄叩き後ナデ
凹面　布目痕　側面　
ケズリ

一部残存

編物石か

外面　7.5YR5/3
内面　N4/0

外面　2.5Y5/1
内面　5Y6/0

図版No

第93表27区SI-1遺物観察表

第93表27区SI-1遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記 備考・産地

遺構番号

第91表　27区住居跡計測表

位置 主軸 平面形状 東西（m） 南北（m） 深さ（m） ピット 炉 カマド 貯蔵穴 壁溝 間仕切溝 重複関係

Ｎ-　13 -゚W

Ｎ- 0゜
　

SI-1

SI-46

SK-6・7・P-16・10区SX-
70より古。
P-4～6より新。SK-9とは
不明。

0.30

0.90

3.80

4.56

4.94

4.56

長方形

方形

4

有

無

無

有

有

無

無

有

無

無

無

遺構番号

第98表　27区性格不明遺構計測表

位置 主軸 平面形状 長軸（m） 短軸（m） 深さ（m） 遺物の出土 重複関係
SX-3 なし。［3.35］ 0.183.80不整形 有

備考
Ｎ- 0゜
　

128.0-10.5

遺構番号

第96表　27区土坑計測表

位置 主軸 平面形状 長軸（m） 短軸（m） 深さ（m） 遺物の出土 重複関係
Ｎ- 0゜

Ｎ-     9 -゚Ｅ
Ｎ- 0゜
Ｎ- 0゜

Ｎ- 0゜

Ｎ- 　 3 -゚Ｅ

Ｎ-    80 -゚Ｅ
Ｎ- 0゜

SK-2
SK-4
SK-5
SK-6

SK-7

SK-8

SK-9
SK-13

なし。
P-11より新。
なし。
SI-1より新。P-16より古。
SI-1・10区SX-70より新。SK-8・10区SX-71より古。10区SB-10・
11・12とは不明。
SI-1・SK-7・10区SX-70・10区SB-10・11・12より新。10区SX-71
より古。
SI-46より新。P-9とは不明。
10区SX-70・71・SB-10・11・12とは不明。

1.00
0.92
0.79
0.99

0.68

0.70

[0.75]
0.60

0.13
0.17
0.09
0.43

0.43

0.50

0.07
0.13

1.34
2.75
0.84
3.90

(4.80)

(2.22)

0.93
0.62

長方形
長方形
隅丸正方形
長方形

長方形

長方形

楕円形
円形

有
有
無
有

有

有

有
有

128.0-10.0

128.5-10.5
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第 171 図　27 区ＳＩ - １　実測図

ズリ、内面はミガキが施される。９と 10 の内面は布目痕が顕著である。10 は外面縄叩きで締めた後にナデ

で整形している。11 は摩擦と推測される黒くなっている部分がみられる。12 はくさび状の鉄製品である。

27 区ＳＩ-1
１　暗褐色土　ローム粒子・焼土粒子少量　炭化物微量　しまりあり　粘性ややあり
２　暗褐色土　ローム粒子・粘土粒子・焼土粒子少量　炭化物微量　しまりあり　粘
性ややあり
３　暗褐色土　ローム粒子多量　焼土粒子少量　炭化物微量　しまりあり　粘性やや
あり
４　黒褐色土　ローム粒子少量　しまりあり　粘性ややあり（壁溝）
５　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック・砂質土ブロック少量　しまりあり　粘性
ややあり（貼床）
６　黄褐色土　ローム主体　しまりあり　粘性やや欠ける（貼床）

27区ＳＩ-1　カマド
１　暗褐色土　ローム粒子・焼土粒子少量　炭化物微量
しまりあり　粘性ややあり
２　褐色土　黄灰褐色粘土粒子・黄灰褐色粘土ブロック・
焼土粒子少量　しまりあり　粘性ややあり
３　暗褐色土　ローム粒子・粘土粒子・焼土粒子少量　
炭化物微量　しまりあり　粘性ややあり
４　暗褐色土　ローム粒子多量　焼土粒子少量　炭化物
微量　しまりあり　粘性ややあり
５　黄灰褐色土　粘土ブロック・焼土粒子若干　しまり

あり　粘性ややあり（天井崩落土）
６　褐色土　灰色粘土粒子・灰色粘土ブロック少量　ロー
ム粒子・焼土粒子微量　しまりあり　粘性ややあり
７　赤褐色土　焼土粒子多量　粘土粒子・粘土ブロック・
炭化物少量　しまりあり　粘性ややあり（天井崩落土）
８　褐色粘土　焼土粒子・焼土ブロック少量　ローム粒
子微量
９　暗灰褐色土　粘土粒子少量　ローム粒子・焼土粒子
微量　しまりあり　粘性あり

10　暗灰褐色土　ローム粒子・粘土粒子少量　ロームブ
ロック・焼土粒子微量　しまりあり　粘性あり（貼床）
11　黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　しま
りあり　粘性あり（貼床）
12　灰色粘土　焼土粒子微量　しまりあり　粘性あり
13　暗灰褐色土　粘土粒子・焼土粒子普通　炭化物微量
しまりあり　粘性あり
14　暗黄褐色土　ロームブロック少量　ローム粒子・粘
土粒子・焼土ブロック微量　しまりあり　粘性ややあり
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第 172 図　27 区ＳＩ - １　出土遺物実測図

第 93 表　27 区ＳＩ - １　出土遺物観察表（2）

図版No

第97表27区SK遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記 備考・産地

176

176

176

176

176

176

176

176

1 須恵器
坏

口　-
底　6.6
高　［2.5］

外面　5Y5/1
灰
内面　5Y5/1
灰

砂粒・白色
粒子少量

良好 ロクロナデ　底部切り離
し回転糸切り後回転ヘラ
ケズリ

底部75%
残存

27区
SK-6遺構
外

二次底
部面あ
り　宇都
宮産　

2 須恵器
坏

口　［17.2］
底　- 
高　［6.3］

外面　2.5Y5/2
暗灰黄色
内面　2.5Y5/2
暗灰黄色

砂粒多量 良好 ロクロナデ 口～体部
一部残存

27区
SK-6№6
・９

文様：
口縁部
ない面
(沈線文）
宇都宮
産　

3 須恵器
甕

口　-
底　-
厚　0.8

外面　10YR4/1
褐灰
内面　2.5Y6/2
灰黄

砂粒多量 良好 口縁部外面　ナデ後波
状文

口縁部一
部残存

27区
SK-6覆土
中

文様：
口縁部
外面(波
状文）
不明　

4 須恵器
蓋

口　-
底　- 
高　[1.7]

外面　10YR5/1
褐灰　
内面　2.5Y5/1　
黄灰

砂粒多量 良好 ロクロナデ　底部切り離
し回転ヘラ切り

端～天井
部一部残
存

27区
SK-6№5

5 須恵器
甕

口　-
底　-
厚　0.75

外面　2.5Y5/1
黄灰
内面　2.5Y5/1
黄灰

砂粒少量 良好 胴部外面　平行叩き
胴部内面　ナデ

胴部一部
残存

27区
SK-7覆土
中

SK-6と
重複
三毳産

益子産

三毳産6 須恵器
甕

口　-
底　-
厚　0.9

外面　2.5Y5/2
暗灰黄
内面　2.5Y5/2
暗灰黄

砂粒少量 良好 胴部外面　平行叩き　
胴部内面　ナデ

胴部一部
残存

27区
SK-7覆土
中

7 鉄製品
不明

長　［6.10］
幅　0.75
厚　0.73
重　9.29

一部残存 27区
SK-4№1

8 鉄製品
釘

長　［7.37］
幅　0.61
厚　0.55
重　9.66

一部欠損 27区
SK-6№3

北西部北
床上11cm

南部
床上19cm

中央部
床上14cm

覆土中

北西部南
床上15cm

覆土中

覆土中

北東部
東壁際　
床上29cm

注記図版No

第94表27区SI-46遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 備考・産地

1 土師器
坏

口　（12.8）
高　［3.1］

外面　2.5YR5/6
明赤褐
内面　2.5YR5/6
明赤褐

砂粒・赤色
粒子少量

良好 黒色処理か 内面　ヘラミガキ 口～体部
35%残存

カマド内　
上　
床上15cm

27区
SI-46№
11

2 須恵器
蓋

つまみ　3.9
高　［1.4］

外面　5Y6/1
灰
内面　5Y6/1
灰

砂粒少量　
石英微量

良好 ボタン状　 つまみ部
完存

南西部南
床上7cm

27区
SI-46№1

3 須恵器
甕

厚　0.65 外面　10YR4/1
褐灰
内面　10YR4/1
褐灰

砂粒少量　
礫微量

良好 胴部　平行叩き 胴部一部
残存

覆土中 27区
SI-46
南区一括

4 須恵器
甕

厚　1.1 外面　2.5Y4/1
黄灰
内面　10YR5/2
灰黄褐

砂粒多量　
銀雲母少
量　礫微量

良好 胴部外面　平行叩き　
胴部内面　ナデ

胴～底部
一部残存

中央部
床上11cm

27区
SI-46№4 

5 椀形鍛冶
滓

長　8.09
幅　7.17
厚　4.68
重　368.59

完存 中央部
床下3cm

27区
SI-46№1

3段重ねの椀形鍛冶滓。最下段の滓には炉床粘土が付き、小形の滓である。2段目
は側縁の3分の2が破面で、破面は5面、上面に1cmほどの大きさの木炭痕がある。
2段目の滓は緻密。上段の滓は楕円形に生成した滓、破面なし。

174

174

174

174

174

紐積痕　刻
みあり

胴部外面　ケズリ　
胴部内面　ナデ

胴部一部
残存

27区
SX-3№13

3 土師器
甑

口　-
底　（13.8）
高　［6.5］

外面　5YR5/6
明赤褐
内面　5YR5/6明
赤褐

砂粒・赤色
粒子少量

良好 胴部外面　ヘラケズリ
胴部内面　ヘラミガキ　
底部外面　ヨコナデ　底
部内面　ナデ

胴～底部
一部残存

27区
SX-3№3

砂粒・白色
粒子少量

良好 赤彩
体部内外面
剥離

口縁部外面　ヘラミガキ
口縁部内面　ヘラミガキ
か　胴部外面　ヨコナデ
か　胴部内面　ヘラミガ
キか

口～体部
一部残存

27区
SX-3№2

2 土師器
甕

口　-
底　-
厚   1.35

外面　5YR5/6
明赤褐
内面5YR4/3
にぶい赤褐

砂粒・赤色
粒子少量

良好

1 土師器
坏

口　（14.4）
底　-
高　［3.7］

外面　5YR4/3
にぶい赤褐
内面　5YR4/3
にぶい赤褐

北東部
中央
床上2cm

北東部
中央
床面直上

北東部
中央
床上3cm

注記図版No

第99表27区SX-3遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 備考・産地
177

177

177

備考・産地

2次焼成か

1 砂粒多量　
白色粒子微
量

やや
不良

三毳産

三毳産

茨城産

不明

益子産

益子産

ロクロナデ　
底部　手持ちヘラケズリ

口～底部
一部残存

口　（15.2）
底　（9.6）
高　（3.3）

外面　2.5Y6/2
灰黄
内面　10YR 6/2
灰黄褐

27区SI-1
南東部№
51･SK-6
覆土中

2 須恵器
坏

口　-
底　（9.0）
高　［2.4］

外面　7.5Y5/1 
灰
内面　5Y5/1    
灰

砂粒多量　
白色粒子少
量

良好 ロクロナデ　
底部　手持ちナデ

体～胴部
35%残存

3 須恵器
坏

口　-
底　8.2
高　［2.4］

外面　5Y5/1
灰
内面　2.5Y4/1
黄灰

砂粒多量　
礫微量

やや
不良

ロクロナデ　
底部　回転ヘラ切り後
回転ヘラケズリ

底部完存 27区
SI-1№42

4 土師器
坏

口　（12.8）
底　 7.7
高　 3.5

外面　5YR3/3
暗赤褐
内面　5YR4/4
にぶい赤褐

砂粒・赤色
粒子少量　
黒色粒子微
量

良好 口縁部外面　ヨコナデ　
胴・底部外面　ヘラケズ
リ　胴・底部内面　ヘラ
ミガキ

口～底部
50%残存

27区
SI-1№15
・25・26・
30・32

5 須恵器
壺

口　（20.8）
底　 -
高　［2.9］

外面　5Y5/1
灰
内面　2.５Y6/2
灰黄

砂粒少量　
礫微量

良好 ロクロナデ 口縁部一
部残存

27区
SI-1一括

6 須恵器
甕

口　-
底　-
高　-
厚　0.8

外面　10Y4/1
灰
内面　5Y4/1
灰

砂粒多量　
石英少量

やや
不良

胴部外面　平行叩き　
胴部内面　ナデ

頸部一部
残存

27区
SI-1№37

7 須恵器
甕

口　-
底　-
高　-
厚　0.8

外面　N4/0
灰
内面　5Y3/1
オリーブ黒

石英多量　
礫微量

良好 胴部外面　平行叩き後
カキメ　胴部内面　ナデ

胴部一部
残存

27区
SI-1№17

8 土師器
甕

口　（21.0）
底　-
高　［15.9］

外面　5YR5/4
にぶい赤褐
内面　5YR4/3
にぶい赤褐

砂粒多量　
黒色粒子・
赤色粒子微
量

良好 口縁部　ヨコナデ　胴
部外面　上半ヨコ方向
のヘラケズリ　底部外面
下半　ナナメ方向のヘラ
ケズリ　胴・底部内面　
ナデ

口～胴部
35%残存

27区
SI-1№68
・69・カマ
ド覆土

27区
SI-1№64
・SK-6№1

口縁部内面
摩滅 

須恵器
坏

南東部南
床上23cm

北西部北
床上18cm

中央部
床上7cm

南西部南
床上5cm

覆土中

南西部東
床上3cm

北西部南
床上5cm

カマド内
中
床上14cm

172

172

172

172

172

172

172

172

172

172

172

172

9 男瓦

男瓦10

11 長　11.52
幅　4.28
厚　3.05
重　197.41

スス付着 完存 27区
SI-1№48

12 鉄製品
不明

長　［14.06］
幅　0.80
厚　0.47
重　12.57

一部欠損 27区
SI-1№22

27区
SI-1№75

27区
SI-1№76

南東部
北東
床上27cm

北西部
中央
床上7cm

左瓦　
カマド　
床面直上

右瓦　
カマド　
床面直上

長　17.3
幅　12.5
厚　1.98
重　776.92

長　12.5
幅　［11.5］
厚　1.45
重　399.65

白色粒子多
量　砂粒少
量　礫微量

普通 凸面　ケズリ　凹面　布
目痕　側面　ケズリ　端
面　ケズリ

一部残存 狭端面
は斜め
になっ
ている

白色粒子多
量　砂粒少
量　礫・黒
色粒子微量

流紋岩

良好 凸面　縄叩き後ナデ
凹面　布目痕　側面　
ケズリ

一部残存

編物石か

外面　7.5YR5/3
内面　N4/0

外面　2.5Y5/1
内面　5Y6/0

図版No

第93表27区SI-1遺物観察表

第93表27区SI-1遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記 備考・産地

0 5cm1：2

0 3cm2：3

0 20cm1：5

0 10cm1：3

0 10cm1：4

0 10cm1：5

0 3cm1：1

0 20cm1：6

0 2m1：80

0 1m1：40

遺物 遺構

1

7
5 6

98

10 11 12

2 3 4

0 3cm2：3

0 20cm1：5

0 10cm1：3

0 10cm1：4

0 10cm1：5

0 3cm1：1

0 20cm1：6

0 2m1：80

0 1m1：40

遺物 遺構

0 3cm1：2
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27 区ＳＩ-46　カマド
１　暗褐色土　ローム粒子・焼土粒子・炭化物微量　ローム
ブロック若干　しまりあり
２　暗灰褐色土　粘土粒子普通　ローム粒子・ロームブロッ
ク・焼土粒子・焼土ブロック・炭化物少量　しまりあり　粘
性あり ( ソデの流出土 )
３　黄褐色土　黄褐色粘土層　焼土粒子少量　ローム粒子・
焼土ブロック微量　しまりあり　粘性あり ( 天井崩落土 )
４　暗灰褐色土　粘土粒子・焼土ブロック少量　焼土粒子微
量　しまりあり　粘性あり　
５　暗灰褐色土　粘土粒子普通　ローム粒子・ロームブロッ
ク・焼土粒子・焼土ブロック・炭化物少量　しまりあり　粘

性あり ( ソデの流出土 )　
６　暗灰褐色土　暗灰褐色粘土主体　焼土ブロック少量　
ローム粒子・ロームブロック・焼土粒子微量　しまりあり
粘性ややあり
７　暗赤褐色土　焼土粒子・焼土ブロック普通　粘土粒子
少量　ローム粒子微量　しまりあり　粘性やや欠ける
８　黒褐色土　ローム粒子・焼土粒子・炭化物少量　ロー
ムブロック・焼土ブロック微量　しまりややあり　粘性あ
り　
９　暗褐色土　ロームブロック普通　ローム粒子少量　し
まりあり（貼床）

27区ＳＩ-46　
Ⅰ　表土　
Ⅱ　耕作土　

１　暗褐色土　ローム粒子・焼土粒子若干　
しまりあり　
２　明黒褐色土　ローム粒子・粘土粒子・焼
土粒子微量　炭化物若干　しまりあり　
３　暗褐色土　ローム粒子少量　焼土粒子微
量　ロームブロック・炭化物若干　しまりあ
り　
４　黒褐色土　ローム粒子・ロームブロック・
焼土粒子微量　しまりあり　
５　暗褐色土　ローム粒子・焼土粒子・炭化

物微量　ロームブロック若干　しまりあり　
６　褐色土　ローム粒子・ロームブロック少
量　しまりあり
７　暗褐色土　焼土粒子・炭化物少量　ロー
ム粒子・粘土粒子微量　しまりあり
８　明黒褐色土　ローム粒子少量　ロームブ
ロック・焼土粒子微量　しまりあり　
９　暗黄褐色土　ローム粒子普通　しまりあ
り　
10　暗褐色土　ロームブロック普通　ローム
粒子少量　しまりあり（貼床）
11　黄色土　ローム粒子・ロームブロック多
量　しまりあり（貼床）

第 173 図　27 区ＳＩ -46　実測図

27 区ＳＩ -46（第 173・174 図、第 91・94 表、図版五三・六八）

　位置　調査区の東、台地の平坦面上に立地し、128.5-10.5 グリッドに位置している。　重複関係　Ｐ - ４・

５・６より新しく、SK- ９とは不明。　平面形状・規模　東西 4.56 ｍ、南北 4.56 ｍの方形。面積は約 20.79

㎡である。確認面からの深さは東壁 33cm、西壁 40 ㎝、南壁 50 ㎝、北壁 90 ㎝である。壁は床面からほぼ

垂直に立ち上がる。　方向　南北の中軸線は北方向、Ｎ - ０゜である。　覆土　９層に分層可能で、自然埋没

か。焼土と炭化物が含まれる。　柱穴　１本確認された。Ｐ１は長軸 35 ㎝、短軸 29 ㎝、深さ 45 ㎝である。

Ｐ１は入口ピットと推定される。　床面　全体的に硬く締まっている。貼床は２層である。南東〜南西が深



第３章　発見された遺構と遺物

－ 234 －

く掘り込まれる。　遺物の出土状況　カマド内と中央部から多く出土。鉄滓も出土している。　出土遺物　

１は内面に黒色処理が施されていたと推測される。２は蓋のつまみのみが残存する。４は平行叩きの後、底

部下端をヘラケズリしている。一部に指頭痕が残る。

２. ピット
第 95 表　27 区ピット　計測表

図版No

第97表27区SK遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記 備考・産地

176

176

176

176

176

176

176

176

1 須恵器
坏

口　-
底　6.6
高　［2.5］

外面　5Y5/1
灰
内面　5Y5/1
灰

砂粒・白色
粒子少量

良好 ロクロナデ　底部切り離
し回転糸切り後回転ヘラ
ケズリ

底部75%
残存

27区
SK-6遺構
外

二次底
部面あ
り　宇都
宮産　

2 須恵器
坏

口　［17.2］
底　- 
高　［6.3］

外面　2.5Y5/2
暗灰黄色
内面　2.5Y5/2
暗灰黄色

砂粒多量 良好 ロクロナデ 口～体部
一部残存

27区
SK-6№6
・９

文様：
口縁部
ない面
(沈線文）
宇都宮
産　

3 須恵器
甕

口　-
底　-
厚　0.8

外面　10YR4/1
褐灰
内面　2.5Y6/2
灰黄

砂粒多量 良好 口縁部外面　ナデ後波
状文

口縁部一
部残存

27区
SK-6覆土
中

文様：
口縁部
外面(波
状文）
不明　

4 須恵器
蓋

口　-
底　- 
高　[1.7]

外面　10YR5/1
褐灰　
内面　2.5Y5/1　
黄灰

砂粒多量 良好 ロクロナデ　底部切り離
し回転ヘラ切り

端～天井
部一部残
存

27区
SK-6№5

5 須恵器
甕

口　-
底　-
厚　0.75

外面　2.5Y5/1
黄灰
内面　2.5Y5/1
黄灰

砂粒少量 良好 胴部外面　平行叩き
胴部内面　ナデ

胴部一部
残存

27区
SK-7覆土
中

SK-6と
重複
三毳産

益子産

三毳産6 須恵器
甕

口　-
底　-
厚　0.9

外面　2.5Y5/2
暗灰黄
内面　2.5Y5/2
暗灰黄

砂粒少量 良好 胴部外面　平行叩き　
胴部内面　ナデ

胴部一部
残存

27区
SK-7覆土
中

7 鉄製品
不明

長　［6.10］
幅　0.75
厚　0.73
重　9.29

一部残存 27区
SK-4№1

8 鉄製品
釘

長　［7.37］
幅　0.61
厚　0.55
重　9.66

一部欠損 27区
SK-6№3

北西部北
床上11cm

南部
床上19cm

中央部
床上14cm

覆土中

北西部南
床上15cm

覆土中

覆土中

北東部
東壁際　
床上29cm

注記図版No

第94表27区SI-46遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 備考・産地

1 土師器
坏

口　（12.8）
高　［3.1］

外面　2.5YR5/6
明赤褐
内面　2.5YR5/6
明赤褐

砂粒・赤色
粒子少量

良好 黒色処理か 内面　ヘラミガキ 口～体部
35%残存

カマド内　
上　
床上15cm

27区
SI-46№
11

2 須恵器
蓋

つまみ径  3.9
端　-
高　［1.4］

外面　5Y6/1
灰
内面　5Y6/1
灰

砂粒少量　
石英微量

良好 ボタン状　 つまみ部
完存

南西部南
床上7cm

27区
SI-46№1

三毳産

不明

新治産

3 須恵器
甕

厚　0.65 外面　10YR4/1
褐灰
内面　10YR4/1
褐灰

砂粒少量　
礫微量

良好 胴部　平行叩き 胴部一部
残存

覆土中 27区
SI-46
南区一括

4 須恵器
甕

厚　1.1 外面　2.5Y4/1
黄灰
内面　10YR5/2
灰黄褐

砂粒多量　
銀雲母少
量　礫微
量

良好 胴部外面　平行叩き　
胴部内面　ナデ

胴～底部
一部残存

中央部
床上11cm

27区
SI-46№4 

5 椀形鍛冶
滓

長　8.09
幅　7.17
厚　4.68
重　368.59

完存 中央部
床下3cm

27区
SI-46№1

3段重ねの椀形鍛冶滓。最下段の滓には炉床粘土が付き、小形の滓である。2段目
は側縁の3分の2が破面で、破面は5面、上面に1cmほどの大きさの木炭痕がある。
2段目の滓は緻密。上段の滓は楕円形に生成した滓、破面なし。

174

174

174

174

174

紐積痕　刻
みあり

胴部外面　ケズリ　
胴部内面　ナデ

胴部一部
残存

27区
SX-3№13

3 土師器
甑

口　-
底　（13.8）
高　［6.5］

外面　5YR5/6
明赤褐
内面　5YR5/6明
赤褐

砂粒・赤色
粒子少量

良好 胴部外面　ヘラケズリ
胴部内面　ヘラミガキ　
底部外面　ヨコナデ　底
部内面　ナデ

胴～底部
一部残存

27区
SX-3№3

砂粒・白色
粒子少量

良好 赤彩
体部内外面
剥離

口縁部外面　ヘラミガキ
口縁部内面　ヘラミガキ
か　胴部外面　ヨコナデ
か　胴部内面　ヘラミガ
キか

口～体部
一部残存

27区
SX-3№2

2 土師器
甕

口　-
底　-
厚   1.35

外面　5YR5/6
明赤褐
内面5YR4/3
にぶい赤褐

砂粒・赤色
粒子少量

良好

1 土師器
坏

口　（14.4）
底　-
高　［3.7］

外面　5YR4/3
にぶい赤褐
内面　5YR4/3
にぶい赤褐

北東部
中央
床上2cm

北東部
中央
床面直上

北東部
中央
床上3cm

注記図版No

第99表27区SX-3遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 備考・産地
177

177

177

備考・産地

1 砂粒多量　
白色粒子微
量

やや
不良

三毳産

三毳産

茨城産

不明

益子産

益子産

ロクロナデ　底部　手持
ちヘラケズリ

口～底部
一部残存

口　（15.2）
底　（9.6）
高　（3.3）

外面　2.5Y6/2
灰黄
内面　10YR 6/2
灰黄褐

27区SI-1
南東部№
51･SK-6
覆土中

2 須恵器
坏

口　-
底　（9.0）
高　［2.4］

外面　7.5Y5/1 
灰
内面　5Y5/1    
灰

砂粒多量　
白色粒子少
量

良好 ロクロナデ　底部　手持
ちナデ

体～胴部
35%残存

3 須恵器
坏

口　-
底　8.2
高　［2.4］

外面　5Y5/1
灰
内面　2.5Y4/1
黄灰

砂粒多量　
礫微量

やや
不良

ロクロナデ　底部　回転
ヘラ切り後回転ヘラケズ
リ

底部完存 27区
SI-1№42

4 土師器
坏

口　（12.8）
底　 7.7
高　 3.5

外面　5YR3/3
暗赤褐
内面　5YR4/4
にぶい赤褐

砂粒・赤色
粒子少量　
黒色粒子微
量

良好 口縁部外面　ヨコナデ　
胴・底部外面　ヘラケズ
リ　胴・底部内面　ヘラ
ミガキ

口～底部
50%残存

27区
SI-1№15
・25・26・
30・32

5 須恵器
壺

口　（20.8）
底　 -
高　［2.9］

外面　5Y5/1
灰
内面　2.５Y6/2
灰黄

砂粒少量　
礫微量

良好 ロクロナデ 口縁部一
部残存

27区
SI-1一括

6 須恵器
甕

口　-
底　-
高　-
厚　0.8

外面　10Y4/1
灰
内面　5Y4/1
灰

砂粒多量　
石英少量

やや
不良

胴部外面　平行叩き　
胴部内面　ナデ

頸部一部
残存

27区
SI-1№37

7 須恵器
甕

口　-
底　-
高　-
厚　0.8

外面　N4/0
灰
内面　5Y3/1
オリーブ黒

石英多量　
礫微量

良好 胴部外面　平行叩き後
カキメ　胴部内面　ナデ

胴部一部
残存

27区
SI-1№17

8 土師器
甕

口　（21.0）
底　-
高　［15.9］

外面　5YR5/4
にぶい赤褐
内面　5YR4/3
にぶい赤褐

砂粒大量　
黒色粒子・
赤色粒子微
量

良好 口縁部　ヨコナデ　胴
部外面　上半ヨコ方向
のヘラケズリ　底部外面
下半　ナナメ方向のヘラ
ケズリ　胴・底部内面　
ナデ

口～胴部
35%残存

27区
SI-1№68
・69・カマ
ド覆土

27区
SI-1№64
・SK-6№1

口縁部内面
摩滅 

須恵器
坏

南東部南
床上23cm

北西部北
床上18cm

中央部
床上7cm

南西部南
床上5cm

覆土中

南西部東
床上3cm

北西部南
床上5cm

カマド内
中
床上14cm

172

172

172

172

172

172

172

172

172

172

172

172

9 男瓦

男瓦10

11 長　11.52
幅　4.28
厚　3.05
重　197.41

スス付着 完存 27区
SI-1№48

12 鉄製品
不明

長　［14.06］
幅　0.80
厚　0.47
重　12.57

一部欠損 27区
SI-1№22

27区
SI-1№75

27区
SI-1№76

南東部
北東
床上27cm

北西部
中央
床上7cm

左瓦　
カマド　
床面直上

右瓦　
カマド　
床面直上

長　17.3
幅　12.5
厚　1.98
重　776.92

長　12.5
幅　［11.5］
厚　1.45
重　399.65

白色粒子大
量　砂粒少
量　礫微量

普通 凸面　ケズリ　凹面　布
目痕　側面　ケズリ　端
面　ケズリ

一部残存 狭端面
は斜め
になっ
ている、
2次焼
成か

白色粒子大
量　砂粒少
量　礫・黒
色粒子微量

良好 凸面　縄叩き後ナデ
凹面　布目痕　側面　
ケズリ

一部残存

編物石か

外面　7.5YR5/3
内面　N4/0

外面　2.5Y5/1
内面　5Y6/0

図版No

第93表27区SI-1遺物観察表

第93表27区SI-1遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記 備考・産地

第 94 表　27 区ＳＩ -46　出土遺物観察表

第 174 図　27 区ＳＩ -46　出土遺物実測図

遺構番号

第91表　27区住居跡計測表

位置 主軸 平面形状 東西（m） 南北（m） 深さ（m） ピット 炉 カマド 貯蔵穴 壁溝 間仕切溝 重複関係

Ｎ-　13 -゚W

Ｎ- 0゜
　

SI-1

SI-46

SK-6・7・P-16・10区SX-
70より古。
P-4～6より新。SK-9より
古。

0.30

0.90

3.80

4.56

4.94

4.56

長方形

方形

4

有

無

無

有

有

無

無

有

無

無

無

遺構番号

第98表　27区性格不明遺構計測表

位置 主軸 平面形状 長軸（m） 短軸（m） 深さ（m） 遺物の出土 重複関係
SX-3 なし。［3.35］ 0.183.80不整形 有

備考
Ｎ- 0゜
　

128.0-10.5

遺構番号

第96表　27区土坑計測表

位置 主軸 平面形状 長軸（m） 短軸（m） 深さ（m） 遺物の出土 重複関係
Ｎ- 0゜

Ｎ-     9 -゚Ｅ
Ｎ- 0゜
Ｎ- 0゜

Ｎ- 0゜

Ｎ- 　 3 -゚Ｅ

Ｎ-    80 -゚Ｅ
Ｎ- 0゜

SK-2
SK-4
SK-5
SK-6

SK-7

SK-8

SK-9
SK-13

なし。
P-11より新。
なし。
SI-1より新。P-16より古。
SI-1・10区SX-70より新。SK-8・10区SX-71より古。10区SB-10・
11・12とは不明。
SK-7・10区SX-70・10区SB-10・11・12より新。10区SX-71
より古。

SI-46・P-9とは不明。
10区SX-70・71・SB-10・11・12とは不明。

1.00
0.92
0.79
0.99

0.68

0.70

[0.75]
0.60

0.13
0.17
0.09
0.43

0.43

0.50

0.07
0.13

1.34
2.75
0.84
3.90

(4.80)

(2.22)

0.93
0.62

長方形
長方形
隅丸正方形
長方形

長方形

長方形

楕円形
円形

有
有
無
有

有

有

有
有

遺構番号

第95表　27区ピット計測表

位置 平面形状 長軸（m） 短軸（m） 深さ（m） 遺物の出土 重複関係
P-1
P-2
P-3
P-4
P-5
P-6
P-7
P-8

P-9
P-10
P-11
P-12
P-13
P-14
P-15
P-16

なし。
なし。
なし。
SI-46より古。
SI-46より古。
SI-46より古。
なし。
なし。

SK-9とは不明。
なし。
SK-4より古。
10区SX-70・71とは不明。
なし。
10区SX-70・P-57とは不明。
なし。
SI-1・SK-6より新。

0.26
0.34
0.34
0.38
0.19
0.30
0.30
0.36

0.36
0.29
0.23
0.24
0.25
0.28
0.56
0.23

0.29
0.28
0.28
0.21
0.63
0.62
0.52
0.26

0.40
0.17
0.40
0.13
0.51
0.23
0.34
0.35

0.31
0.36
0.39
0.41
0.22
0.31
0.60
0.38

0.40
0.32
0.23
0.36
0.26
0.28
0.57
0.34

楕円形
円形
楕円形
不整円形
楕円形
円形
不整形
円形

円形
円形
円形
楕円形
不整形
円形
円形

隅丸長方形

無
無
無
無
無
無
無
無

無
無
無
無
無
無
無
無

128.0-10.0
128.0-10.0
128.0-10.0
128.0-10.0

128.0-10.0

128.0-10.0

128.0-10.5
128.0-10.0

128.0-10.0
128.0-10.0
128.0-10.0
128.0-10.5
128.0-10.5
128.0-10.5
128.0-10.5
128.0-10.0

128.0-10.5
128.0-10.5
128.0-10.0
127.5-10.0
127.5-10.0
127.5-10.0
127.5-10.0
128.0-10.0

1 2

3

0 5cm1：2

0 3cm2：3

0 20cm1：5

0 10cm1：3

0 10cm1：4

0 10cm1：5

0 3cm1：1

0 20cm1：6

0 2m1：80

0 1m1：40

遺物 遺構

5

4

0 3cm2：3

0 20cm1：5

0 10cm1：3

0 10cm1：4

0 10cm1：5

0 3cm1：1

0 20cm1：6

0 2m1：80

0 1m1：40

遺物 遺構

0 3cm1：2



第 6 節　27 区の遺構と遺物

－ 235 －

Ｐ - １〜 16（第 175 図、第 95 表）

　Ｐ - ２・７・８・10・11 は覆土に焼土、Ｐ -15 は覆土に白色粒子が含まれる。図示できる遺物は出土していない。

３. 土坑

第 96 表　27 区土坑　計測表

第 175 図　27 区Ｐ - １〜 16　実測図

遺構番号

第91表　27区住居跡計測表

位置 主軸 平面形状 東西（m） 南北（m） 深さ（m） ピット 炉 カマド 貯蔵穴 壁溝 間仕切溝 重複関係

Ｎ-　13 -゚W

Ｎ- 0゜
　

SI-1

SI-46

SK-6・7・P-16・10区SX-
70より古。
P-4～6より新。SK-9より
古。

0.30

0.90

3.80

4.56

4.94

4.56

長方形

方形

4

有

無

無

有

有

無

無

有

無

無

無

遺構番号

第98表　27区性格不明遺構計測表

位置 主軸 平面形状 長軸（m） 短軸（m） 深さ（m） 遺物の出土 重複関係
SX-3 なし。［3.35］ 0.183.80不整形 有

備考
Ｎ- 0゜
　

128.0-10.5

遺構番号

第96表　27区土坑計測表

位置 主軸 平面形状 長軸（m） 短軸（m） 深さ（m） 遺物の出土 重複関係
Ｎ- 0゜

Ｎ-     9 -゚Ｅ
Ｎ- 0゜
Ｎ- 0゜

Ｎ- 0゜

Ｎ- 　 3 -゚Ｅ

Ｎ-    80 -゚Ｅ
Ｎ- 0゜

SK-2
SK-4
SK-5
SK-6

SK-7

SK-8

SK-9
SK-13

なし。
P-11より新。
なし。
SI-1より新。P-16より古。
SI-1・10区SX-70より新。SK-8・10区SX-71より古。10区SB-10・
11・12とは不明。
SK-7・10区SX-70・10区SB-10・11・12より新。10区SX-71
より古。

SI-46・P-9とは不明。
10区SX-70・71・SB-10・11・12とは不明。

1.00
0.92
0.79
0.99

0.68

0.70

[0.75]
0.60

0.13
0.17
0.09
0.43

0.43

0.50

0.07
0.13

1.34
2.75
0.84
3.90

(4.80)

(2.22)

0.93
0.62

長方形
長方形
隅丸正方形
長方形

長方形

長方形

楕円形
円形

有
有
無
有

有

有

有
有

遺構番号

第95表　27区ピット計測表

位置 平面形状 長軸（m） 短軸（m） 深さ（m） 遺物の出土 重複関係
P-1
P-2
P-3
P-4
P-5
P-6
P-7
P-8

P-9
P-10
P-11
P-12
P-13
P-14
P-15
P-16

なし。
なし。
なし。
SI-46より古。
SI-46より古。
SI-46より古。
なし。
なし。

SK-9とは不明。
なし。
SK-4より古。
10区SX-70・71とは不明。
なし。
10区SX-70・P-57とは不明。
なし。
SI-1・SK-6より新。

0.26
0.34
0.34
0.38
0.19
0.30
0.30
0.36

0.36
0.29
0.23
0.24
0.25
0.28
0.56
0.23

0.29
0.28
0.28
0.21
0.63
0.62
0.52
0.26

0.40
0.17
0.40
0.13
0.51
0.23
0.34
0.35

0.31
0.36
0.39
0.41
0.22
0.31
0.60
0.38

0.40
0.32
0.23
0.36
0.26
0.28
0.57
0.34

楕円形
円形
楕円形
不整円形
楕円形
円形
不整形
円形

円形
円形
円形
楕円形
不整形
円形
円形

隅丸長方形

無
無
無
無
無
無
無
無

無
無
無
無
無
無
無
無

128.0-10.0
128.0-10.0
128.0-10.0
128.0-10.0

128.0-10.0

128.0-10.0

128.0-10.5
128.0-10.0

128.0-10.0
128.0-10.0
128.0-10.0
128.0-10.5
128.0-10.5
128.0-10.5
128.0-10.5
128.0-10.0

128.0-10.5
128.0-10.5
128.0-10.0
127.5-10.0
127.5-10.0
127.5-10.0
127.5-10.0
128.0-10.0

27 区Ｐ-1 ～Ｐ-11
１ 　暗褐色土　ローム粒子少量　しまりあり　粘性ややあり
２ 　暗黄褐色土　ローム粒子普通　ロームブロック少量　し
まりあり　粘性ややあり　
３ 　暗褐色土　ローム粒子・焼土粒子微量　しまりあり　粘
性ややあり　
４ 　暗褐色土　ローム粒子普通　ロームブロック少量　しま
りあり　粘性ややあり
５ 　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量　しまりあ
り　粘性ややあり　
６ 　暗褐色土　ローム粒子普通　しまりややあり　粘性やや
あり　
７ 　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック普通　しまりや
やあり　粘性ややあり　

27区Ｐ-12
１ 　暗褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック微量　しま
りあり　粘性ややあり　

27区Ｐ-13
１ 　暗褐色土　ローム粒子多量　しまりあり　粘性ややあり

27区Ｐ-14
１ 　黒褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量　しまりあ
り　粘性ややあり　

27区Ｐ-15
１ 　黒褐色土　ローム粒子微量　IＰ粒子・白色粒子若干　
しまりあり　粘性ややあり　
２ 　暗褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック微量　しま
りやや欠ける　粘性ややあり

27区Ｐ-16
１ 　黒褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　IＰ粒子
微量　しまり非常にあり　粘性ややあり　
２ 　褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量　しまりあり
粘性ややあり

6

1
1

2 SI-1P2

32
6

5
5 4 3

3

6 6
3 6

5 4 4
2
1

4
7

7
53

6
1

3

1 1

1
2 1

P1 P2 P3

SK-9
SK-4

L=87.500m
0 2m1：80

Ａ Ａ’

Ａ Ａ’

Ａ Ａ’

Ａ Ａ’

Ａ Ａ’ Ａ Ａ’ Ａ Ａ’ Ａ Ａ’

Ａ Ａ’

Ａ Ａ’

Ａ Ａ’ Ａ Ａ’

Ａ Ａ’ Ａ Ａ’ Ａ Ａ’ Ａ Ａ’

Ａ Ａ’ Ａ Ａ’

Ａ Ａ’ Ａ Ａ’ Ａ Ａ’ Ａ Ａ’

Ａ Ａ’

Ａ Ａ’

Ａ Ａ’Ａ Ａ’Ａ Ａ’Ａ Ａ’

27 区Ｐ-1･2･3

27 区Ｐ-9 27 区Ｐ-10 27 区Ｐ-11 27 区Ｐ-12 27 区Ｐ-13 27 区Ｐ-14

27 区Ｐ-15 27 区Ｐ-16

27 区Ｐ-4 27 区Ｐ-5 27 区Ｐ-6 27 区Ｐ-7

27 区Ｐ-8

P1 P2 P3

SI-46

SK-4

10 区
SX-70

10 区
Ｐ-57

SI-46

SI-1
P2

SK-9

遺構番号

第91表　27区住居跡計測表

位置 主軸 平面形状 東西（m） 南北（m） 深さ（m） ピット 炉 カマド 貯蔵穴 壁溝 間仕切溝 重複関係

Ｎ-　13 -゚W

Ｎ- 0゜
　

SI-1

SI-46

SK-6・7・P-16・10区SX-
70より古。
P-4～6より新。SK-9より
古。

0.30

0.90

3.80

4.56

4.94

4.56

長方形

方形

4

有

無

無

有

有

無

無

有

無

無

無

遺構番号

第98表　27区性格不明遺構計測表

位置 主軸 平面形状 長軸（m） 短軸（m） 深さ（m） 遺物の出土 重複関係
SX-3 なし。［3.35］ 0.183.80不整形 有

備考
Ｎ- 0゜
　

128.0-10.5

遺構番号

第96表　27区土坑計測表

位置 主軸 平面形状 長軸（m） 短軸（m） 深さ（m） 遺物の出土 重複関係
Ｎ- 0゜

Ｎ-     9 -゚Ｅ
Ｎ- 0゜
Ｎ- 0゜

Ｎ- 0゜

Ｎ- 　 3 -゚Ｅ

Ｎ-    80 -゚Ｅ
Ｎ- 0゜

SK-2
SK-4
SK-5
SK-6

SK-7

SK-8

SK-9
SK-13

なし。
P-11より新。
なし。
SI-1より新。P-16より古。
SI-1・10区SX-70より新。SK-8・10区SX-71より古。10区SB-10・
11・12とは不明。
SK-7・10区SX-70・10区SB-10・11・12より新。10区SX-71
より古。

SI-46・P-9とは不明。
10区SX-70・71・SB-10・11・12とは不明。

1.00
0.92
0.79
0.99

0.68

0.70

[0.75]
0.60

0.13
0.17
0.09
0.43

0.43

0.50

0.07
0.13

1.34
2.75
0.84
3.90

(4.80)

(2.22)

0.93
0.62

長方形
長方形
隅丸正方形
長方形

長方形

長方形

楕円形
円形

有
有
無
有

有

有

有
有

遺構番号

第95表　27区ピット計測表

位置 平面形状 長軸（m） 短軸（m） 深さ（m） 遺物の出土 重複関係
P-1
P-2
P-3
P-4
P-5
P-6
P-7
P-8

P-9
P-10
P-11
P-12
P-13
P-14
P-15
P-16

なし。
なし。
なし。
SI-46より古。
SI-46より古。
SI-46より古。
なし。
なし。

SK-9とは不明。
なし。
SK-4より古。
10区SX-70・71とは不明。
なし。
10区SX-70・P-57とは不明。
なし。
SI-1・SK-6より新。

0.26
0.34
0.34
0.38
0.19
0.30
0.30
0.36

0.36
0.29
0.23
0.24
0.25
0.28
0.56
0.23

0.29
0.28
0.28
0.21
0.63
0.62
0.52
0.26

0.40
0.17
0.40
0.13
0.51
0.23
0.34
0.35

0.31
0.36
0.39
0.41
0.22
0.31
0.60
0.38

0.40
0.32
0.23
0.36
0.26
0.28
0.57
0.34

楕円形
円形
楕円形
不整円形
楕円形
円形
不整形
円形

円形
円形
円形
楕円形
不整形
円形
円形

隅丸長方形

無
無
無
無
無
無
無
無

無
無
無
無
無
無
無
無

128.0-10.0
128.0-10.0
128.0-10.0
128.0-10.0

128.0-10.0

128.0-10.0

128.0-10.5
128.0-10.0

128.0-10.0
128.0-10.0
128.0-10.0
128.0-10.5
128.0-10.5
128.0-10.5
128.0-10.5
128.0-10.0

128.0-10.5
128.0-10.5
128.0-10.0
127.5-10.0
127.5-10.0
127.5-10.0
127.5-10.0
128.0-10.0
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ＳＫ - ２〜 13（第 176 図、第 96・97 表、図版五三・六七）

　土坑は低地に臨む台地縁辺に立地し、８基が確認されている。SK- ２・４・５・６・９は焼土と炭化物が確

認されている。SK- ６は埋め戻しの可能性が高い。SK- ２・４・６・９・13 からは土師器片、SK- ７・８から

は土師器 ･ 須恵器片、SK- ４では土師器片と器種不明の鉄製品、SK- ６では土師器 ･ 須恵器と釘と推測される

鉄製品や図示できなかった銅製品の小片が出土している。SK- ６の１は回転糸切り後、回転ヘラケズリにより、

二次底部面が形成される。

27 区ＳＫ-２･４･５
１　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック・焼土粒子・炭
化物微量　しまりあり　粘性ややあり
２　暗褐色土　ローム粒子普通　ロームブロック少量　砂質
土含む　しまりあり　粘性やや欠ける
３　黒褐色土　ローム粒子微量　黒色土若干　しまりやや欠
ける　粘性ややあり

27 区ＳＫ-９
１　暗褐色土　ローム粒子少量　ロームブロック・焼土粒子・
炭化物微量（ローム粒子と黒色土がマーブル状に入る）　しま
りあり　粘性ややあり

27 区ＳＫ-13
１　暗褐色土　ローム粒子微量

27 区ＳK-６･７･８
１　暗褐色土　ローム粒子少
量　ロームブロック微量　焼
土粒子・炭化物若干　しまり
あり　粘性ややあり
２　暗褐色土　ローム粒子微
量　ロームブロック・焼土粒
子・炭化物若干　しまりあり
粘性ややあり
３　黒褐色土　ローム粒子・
白色粒子微量　炭化物・焼土
粒子若干　しまりやや欠ける
粘性やや欠ける
４　褐色土　ローム粒子多量
ロームブロック少量　IP 粒子
若干　しまりやや欠ける　粘
性ややあり
５　暗褐色土　ローム粒子・
ロームブロック微量　しまり
やや欠ける　粘性ややあり
６　黄褐色土　ローム粒子多
量　ロームブロック少量　し
まりややあり　粘性ややあり
７　暗褐色土　ローム粒子少
量　ロームブロック微量　し
まりあり　粘性ややあり
８　褐色土　ローム粒子・ロー
ムブロック少量　しまりあり
粘性ややあり

1

1
SI-46

12

321

1

6

1

1

2

2
3

4
5

8
4

5
7

SK
-7

SK
-8

10
区

SB
-1
0

4

8

1

4
22

1

7

7

8

L=87.600m
0 2m1：80

Ａ Ａ’

Ａ Ａ’

Ｃ Ｃ’

Ｃ Ｃ’

Ｂ
Ｂ
’

Ｂ
Ｂ
’

Ａ
Ａ
’

Ａ
Ａ
’

Ａ Ａ’

Ａ Ａ’

Ａ Ａ’ Ａ Ａ’

Ａ Ａ’Ａ Ａ’

Ａ Ａ’

Ａ Ａ’

27 区ＳＫ-2 27 区ＳＫ-6･7･827 区
ＳＫ-4

27 区ＳＫ-5

27 区ＳＫ-9 27 区ＳＫ-13

P-11

SI-46

SI-1

P-16

SI-1

10 区
SB-12

10 区
SB-11

10 区
SB-10

10 区
SB-10

10 区 SX-70

10 区 SX-71

SK-7

SK-8

SK-6

P-9

第 176 図　27 区ＳＫ -2・4 〜 9・13　実測図 ･ 出土遺物実測図

遺構番号

第91表　27区住居跡計測表

位置 主軸 平面形状 東西（m） 南北（m） 深さ（m） ピット 炉 カマド 貯蔵穴 壁溝 間仕切溝 重複関係

Ｎ-　13 -゚W

Ｎ- 0゜
　

SI-1

SI-46

SK-6・7・P-16・10区SX-
70より古。
P-4～6より新。SK-9より
古。

0.30

0.90

3.80

4.56

4.94

4.56

長方形

方形

4

有

無

無

有

有

無

無

有

無

無

無

遺構番号

第98表　27区性格不明遺構計測表

位置 主軸 平面形状 長軸（m） 短軸（m） 深さ（m） 遺物の出土 重複関係
SX-3 なし。［3.35］ 0.183.80不整形 有

備考
Ｎ- 0゜
　

128.0-10.5

遺構番号

第96表　27区土坑計測表

位置 主軸 平面形状 長軸（m） 短軸（m） 深さ（m） 遺物の出土 重複関係
Ｎ- 0゜

Ｎ-     9 -゚Ｅ
Ｎ- 0゜
Ｎ- 0゜

Ｎ- 0゜

Ｎ- 　 3 -゚Ｅ

Ｎ-    80 -゚Ｅ
Ｎ- 0゜

SK-2
SK-4
SK-5
SK-6

SK-7

SK-8

SK-9
SK-13

なし。
P-11より新。
なし。
SI-1より新。P-16より古。
SI-1・10区SX-70より新。SK-8・10区SX-71より古。10区SB-10・
11・12とは不明。
SK-7・10区SX-70・10区SB-10・11・12より新。10区SX-71
より古。

SI-46・P-9とは不明。
10区SX-70・71・SB-10・11・12とは不明。

1.00
0.92
0.79
0.99

0.68

0.70

[0.75]
0.60

0.13
0.17
0.09
0.43

0.43

0.50

0.07
0.13

1.34
2.75
0.84
3.90

(4.80)

(2.22)

0.93
0.62

長方形
長方形
隅丸正方形
長方形

長方形

長方形

楕円形
円形

有
有
無
有

有

有

有
有

遺構番号

第95表　27区ピット計測表

位置 平面形状 長軸（m） 短軸（m） 深さ（m） 遺物の出土 重複関係
P-1
P-2
P-3
P-4
P-5
P-6
P-7
P-8

P-9
P-10
P-11
P-12
P-13
P-14
P-15
P-16

なし。
なし。
なし。
SI-46より古。
SI-46より古。
SI-46より古。
なし。
なし。

SK-9とは不明。
なし。
SK-4より古。
10区SX-70・71とは不明。
なし。
10区SX-70・P-57とは不明。
なし。
SI-1・SK-6より新。

0.26
0.34
0.34
0.38
0.19
0.30
0.30
0.36

0.36
0.29
0.23
0.24
0.25
0.28
0.56
0.23

0.29
0.28
0.28
0.21
0.63
0.62
0.52
0.26

0.40
0.17
0.40
0.13
0.51
0.23
0.34
0.35

0.31
0.36
0.39
0.41
0.22
0.31
0.60
0.38

0.40
0.32
0.23
0.36
0.26
0.28
0.57
0.34

楕円形
円形
楕円形
不整円形
楕円形
円形
不整形
円形

円形
円形
円形
楕円形
不整形
円形
円形

隅丸長方形

無
無
無
無
無
無
無
無

無
無
無
無
無
無
無
無

128.0-10.0
128.0-10.0
128.0-10.0
128.0-10.0

128.0-10.0

128.0-10.0

128.0-10.5
128.0-10.0

128.0-10.0
128.0-10.0
128.0-10.0
128.0-10.5
128.0-10.5
128.0-10.5
128.0-10.5
128.0-10.0

128.0-10.5
128.0-10.5
128.0-10.0
127.5-10.0
127.5-10.0
127.5-10.0
127.5-10.0
128.0-10.0

1 2

3 4

5 6
7 8

0 5cm1：2

0 3cm2：3

0 20cm1：5

0 10cm1：3

0 10cm1：4

0 10cm1：5

0 3cm1：1

0 20cm1：6

0 2m1：80

0 1m1：40

遺物 遺構

0 3cm2：3

0 20cm1：5

0 10cm1：3

0 10cm1：4

0 10cm1：5

0 3cm1：1

0 20cm1：6

0 2m1：80

0 1m1：40

遺物 遺構

0 3cm1：2

SK-6

SK-7

SK-4 SK-6
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図版No

第97表27区SK遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記 備考・産地

176

176

176

176

176

176

176

176

1 須恵器
坏

口　-
底　6.6
高　［2.5］

外面　5Y5/1
灰
内面　5Y5/1
灰

砂粒・白色
粒子少量

良好 ロクロナデ　
底部　回転糸切り後回
転ヘラケズリ

底部75%
残存

27区
SK-6遺構
外

宇都宮
産　

宇都宮
産　

2 須恵器
坏

口　［17.2］
底　- 
高　［6.3］

外面　2.5Y5/2
暗灰黄色
内面　2.5Y5/2
暗灰黄色

砂粒多量 良好 ロクロナデ
口縁部内面　沈線文

口～体部
一部残存

27区
SK-6№6
・９

3 須恵器
甕

口　-
底　-
厚　0.8

外面　10YR4/1
褐灰
内面　2.5Y6/2
灰黄

砂粒多量 良好 口縁部外面　ナデ後波
状文

口縁部一
部残存

27区
SK-6覆土
中

4 須恵器
蓋

口　-
端　- 
高　[1.7]

外面　10YR5/1
褐灰　
内面　2.5Y5/1　
黄灰

砂粒多量 良好 ロクロナデ　
底部　回転ヘラ切り

端～天井
部一部残
存

27区
SK-6№5

5 須恵器
甕

端　-
厚　0.75

外面　2.5Y5/1
黄灰
内面　2.5Y5/1
黄灰

砂粒少量 良好 胴部外面　平行叩き
胴部内面　ナデ

胴部一部
残存

27区
SK-7覆土
中

三毳産
SK-6と
重複

益子産

不明

三毳産6 須恵器
甕

口　-
底　-
厚　0.9

外面　2.5Y5/2
暗灰黄
内面　2.5Y5/2
暗灰黄

砂粒少量 良好 胴部外面　平行叩き　
胴部内面　ナデ

胴部一部
残存

27区
SK-7覆土
中

7 鉄製品
不明

長　［6.10］
幅　0.75
厚　0.73
重　9.29

一部残存 27区
SK-4№1

8 鉄製品
釘

長　［7.37］
幅　0.61
厚　0.55
重　9.66

一部欠損 27区
SK-6№3

北西部北
床上11cm

南部
床上19cm

中央部
床上14cm

覆土中

北西部南
床上15cm

覆土中

覆土中

北東部
東壁際　
床上29cm

注記図版No

第94表27区SI-46遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 備考・産地

1 土師器
坏

口　（12.8）
高　［3.1］

外面　2.5YR5/6
明赤褐
内面　2.5YR5/6
明赤褐

砂粒・赤色
粒子少量

良好 黒色処理か 内面　ヘラミガキ 口～体部
35%残存

カマド内　
上　
床上15cm

27区
SI-46№
11

2 須恵器
蓋

つまみ　3.9
高　［1.4］

外面　5Y6/1
灰
内面　5Y6/1
灰

砂粒少量　
石英微量

良好 ボタン状　 つまみ部
完存

南西部南
床上7cm

27区
SI-46№1

3 須恵器
甕

厚　0.65 外面　10YR4/1
褐灰
内面　10YR4/1
褐灰

砂粒少量　
礫微量

良好 胴部　平行叩き 胴部一部
残存

覆土中 27区
SI-46
南区一括

4 須恵器
甕

厚　1.1 外面　2.5Y4/1
黄灰
内面　10YR5/2
灰黄褐

砂粒多量　
銀雲母少
量　礫微量

良好 胴部外面　平行叩き　
胴部内面　ナデ

胴～底部
一部残存

中央部
床上11cm

27区
SI-46№4 

5 椀形鍛冶
滓

長　8.09
幅　7.17
厚　4.68
重　368.59

完存 中央部
床下3cm

27区
SI-46№1

3段重ねの椀形鍛冶滓。最下段の滓には炉床粘土が付き、小形の滓である。2段目
は側縁の3分の2が破面で、破面は5面、上面に1cmほどの大きさの木炭痕がある。
2段目の滓は緻密。上段の滓は楕円形に生成した滓、破面なし。

174

174

174

174

174

紐積痕　刻
みあり

胴部外面　ケズリ　
胴部内面　ナデ

胴部一部
残存

27区
SX-3№13

3 土師器
甑

口　-
底　（13.8）
高　［6.5］

外面　5YR5/6
明赤褐
内面　5YR5/6明
赤褐

砂粒・赤色
粒子少量

良好 胴部外面　ヘラケズリ
胴部内面　ヘラミガキ　
底部外面　ヨコナデ　底
部内面　ナデ

胴～底部
一部残存

27区
SX-3№3

砂粒・白色
粒子少量

良好 赤彩
体部内外面
剥離

口縁部外面　ヘラミガキ
口縁部内面　ヘラミガキ
か　胴部外面　ヨコナデ
か　胴部内面　ヘラミガ
キか

口～体部
一部残存

27区
SX-3№2

2 土師器
甕

口　-
底　-
厚   1.35

外面　5YR5/6
明赤褐
内面5YR4/3
にぶい赤褐

砂粒・赤色
粒子少量

良好

1 土師器
坏

口　（14.4）
底　-
高　［3.7］

外面　5YR4/3
にぶい赤褐
内面　5YR4/3
にぶい赤褐

北東部
中央
床上2cm

北東部
中央
床面直上

北東部
中央
床上3cm

注記図版No

第99表27区SX-3遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 備考・産地
177

177

177

備考・産地

1 砂粒多量　
白色粒子微
量

やや
不良

三毳産

三毳産

茨城産

不明

益子産

益子産

ロクロナデ　底部　手持
ちヘラケズリ

口～底部
一部残存

口　（15.2）
底　（9.6）
高　（3.3）

外面　2.5Y6/2
灰黄
内面　10YR 6/2
灰黄褐

27区SI-1
南東部№
51･SK-6
覆土中

2 須恵器
坏

口　-
底　（9.0）
高　［2.4］

外面　7.5Y5/1 
灰
内面　5Y5/1    
灰

砂粒多量　
白色粒子少
量

良好 ロクロナデ　底部　手持
ちナデ

体～胴部
35%残存

3 須恵器
坏

口　-
底　8.2
高　［2.4］

外面　5Y5/1
灰
内面　2.5Y4/1
黄灰

砂粒多量　
礫微量

やや
不良

ロクロナデ　底部　回転
ヘラ切り後回転ヘラケズ
リ

底部完存 27区
SI-1№42

4 土師器
坏

口　（12.8）
底　 7.7
高　 3.5

外面　5YR3/3
暗赤褐
内面　5YR4/4
にぶい赤褐

砂粒・赤色
粒子少量　
黒色粒子微
量

良好 口縁部外面　ヨコナデ　
胴・底部外面　ヘラケズ
リ　胴・底部内面　ヘラ
ミガキ

口～底部
50%残存

27区
SI-1№15
・25・26・
30・32

5 須恵器
壺

口　（20.8）
底　 -
高　［2.9］

外面　5Y5/1
灰
内面　2.５Y6/2
灰黄

砂粒少量　
礫微量

良好 ロクロナデ 口縁部一
部残存

27区
SI-1一括

6 須恵器
甕

口　-
底　-
高　-
厚　0.8

外面　10Y4/1
灰
内面　5Y4/1
灰

砂粒多量　
石英少量

やや
不良

胴部外面　平行叩き　
胴部内面　ナデ

頸部一部
残存

27区
SI-1№37

7 須恵器
甕

口　-
底　-
高　-
厚　0.8

外面　N4/0
灰
内面　5Y3/1
オリーブ黒

石英多量　
礫微量

良好 胴部外面　平行叩き後
カキメ　胴部内面　ナデ

胴部一部
残存

27区
SI-1№17

8 土師器
甕

口　（21.0）
底　-
高　［15.9］

外面　5YR5/4
にぶい赤褐
内面　5YR4/3
にぶい赤褐

砂粒大量　
黒色粒子・
赤色粒子微
量

良好 口縁部　ヨコナデ　胴
部外面　上半ヨコ方向
のヘラケズリ　底部外面
下半　ナナメ方向のヘラ
ケズリ　胴・底部内面　
ナデ

口～胴部
35%残存

27区
SI-1№68
・69・カマ
ド覆土

27区
SI-1№64
・SK-6№1

口縁部内面
摩滅 

須恵器
坏

南東部南
床上23cm

北西部北
床上18cm

中央部
床上7cm

南西部南
床上5cm

覆土中

南西部東
床上3cm

北西部南
床上5cm

カマド内
中
床上14cm

172

172

172

172

172

172

172

172

172

172

172

172

9 男瓦

男瓦10

11 長　11.52
幅　4.28
厚　3.05
重　197.41

スス付着 完存 27区
SI-1№48

12 鉄製品
不明

長　［14.06］
幅　0.80
厚　0.47
重　12.57

一部欠損 27区
SI-1№22

27区
SI-1№75

27区
SI-1№76

南東部
北東
床上27cm

北西部
中央
床上7cm

左瓦　
カマド　
床面直上

右瓦　
カマド　
床面直上

長　17.3
幅　12.5
厚　1.98
重　776.92

長　12.5
幅　［11.5］
厚　1.45
重　399.65

白色粒子大
量　砂粒少
量　礫微量

普通 凸面　ケズリ　凹面　布
目痕　側面　ケズリ　端
面　ケズリ

一部残存 狭端面
は斜め
になっ
ている、
2次焼
成か

白色粒子大
量　砂粒少
量　礫・黒
色粒子微量

良好 凸面　縄叩き後ナデ
凹面　布目痕　側面　
ケズリ

一部残存

編物石か

外面　7.5YR5/3
内面　N4/0

外面　2.5Y5/1
内面　5Y6/0

図版No

第93表27区SI-1遺物観察表

第93表27区SI-1遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記 備考・産地

第 97 表　27 区土坑　出土遺物観察表

４. 性格不明の遺構

ＳＸ - ３（第 177 図、第 97・98 表、図版五三）

　位置　調査区の南東、台地の平坦面上に立地し、128.0-10.5 グリッドに位置する。　重複関係　撹乱を受

ける。　平面形状・規模　長軸 3.80 ｍ、短軸残存部 3.35 ｍの不整形。壁は外傾しながら立ち上がる。確認

面からの深さは 18 ㎝である。　主軸　北方向、Ｎ - ０゜である。　覆土　３層に分層可能で、自然埋没と推

測される。　底面　凹凸がみられる。　遺物の出土状況　Ｐ１とＰ２周辺に多くが出土している。　その他

　周溝内よりピットが２基確認された。Ｐ１は長軸 79 ㎝、短軸 62 ㎝、深さ 17 ㎝、Ｐ２は長軸 102 ㎝、短

軸 60 ㎝、深さ 23 ㎝である。　出土遺物　土師器の坏が３点出土している。１は土師器の坏で赤彩されている。

２は甕の胴部の一部と推測され、接合部に刻みを施している。３は甑の底部付近である。

　

第 98 表　27 区性格不明遺構　計測表

遺構番号

第91表　27区住居跡計測表

位置 主軸 平面形状 東西（m） 南北（m） 深さ（m） ピット 炉 カマド 貯蔵穴 壁溝 間仕切溝 重複関係

Ｎ-　13 -゚W

Ｎ- 0゜
　

SI-1

SI-46

SK-6・7・P-16・10区SX-
70より古。
P-4～6より新。SK-9とは
不明。

0.30

0.90

3.80

4.56

4.94

4.56

長方形

方形

4

有

無

無

有

有

無

無

有

無

無

無

遺構番号

第98表　27区性格不明遺構計測表

位置 主軸 平面形状 長軸（m） 短軸（m） 深さ（m） 遺物の出土 重複関係
SX-3 なし。［3.35］ 0.183.80不整形 有

備考
Ｎ- 0゜
　

128.0-10.5

遺構番号

第96表　27区土坑計測表

位置 主軸 平面形状 長軸（m） 短軸（m） 深さ（m） 遺物の出土 重複関係
Ｎ- 0゜

Ｎ-     9 -゚Ｅ
Ｎ- 0゜
Ｎ- 0゜

Ｎ- 0゜

Ｎ- 　 3 -゚Ｅ

Ｎ-    80 -゚Ｅ
Ｎ- 0゜

SK-2
SK-4
SK-5
SK-6

SK-7

SK-8

SK-9
SK-13

なし。
P-11より新。
なし。
SI-1より新。P-16より古。
SI-1・10区SX-70より新。SK-8・10区SX-71より古。10区SB-10・
11・12とは不明。
SI-1・SK-7・10区SX-70・10区SB-10・11・12より新。10区SX-71
より古。
SI-46より新。P-9とは不明。
10区SX-70・71・SB-10・11・12とは不明。

1.00
0.92
0.79
0.99

0.68

0.70

[0.75]
0.60

0.13
0.17
0.09
0.43

0.43

0.50

0.07
0.13

1.34
2.75
0.84
3.90

(4.80)

(2.22)

0.93
0.62

長方形
長方形
隅丸正方形
長方形

長方形

長方形

楕円形
円形

有
有
無
有

有

有

有
有

128.0-10.0

128.5-10.5



第３章　発見された遺構と遺物

－ 238 －

第 99 表　27 区ＳＸ - ３　出土遺物観察表

第 177 図　27 区ＳＸ - ３　実測図 ･ 出土遺物実測図

撹乱

トレンチ

27 区ＳＸ-３
１　暗褐色土 ロー
ム粒子・IP粒子・白
色粒子若干　しま
りあり　粘性やや
あり
２　褐色土　白色
粒子・IP 粒子若干
しまりあり　粘性
ややあり
３　暗茶褐色土　
ローム粒子・IP 粒
子・白色粒子若干
しまりあり　粘性
ややあり

2 撹乱3

1
2

1

撹
乱

L=87.700m
0 2m1：80

Ａ Ａ’

Ａ Ａ’

Ｂ
Ｂ
’

Ｂ
Ｂ
’

P1

P2

1
3

2

1
32

図版No

第97表27区SK遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記 備考・産地

176

176

176

176

176

176

176

176

1 須恵器
坏

口　-
底　6.6
高　［2.5］

外面　5Y5/1
灰
内面　5Y5/1
灰

砂粒・白色
粒子少量

良好 ロクロナデ　底部切り離
し回転糸切り後回転ヘラ
ケズリ

底部75%
残存

27区
SK-6遺構
外

二次底
部面あ
り　宇都
宮産　

2 須恵器
坏

口　［17.2］
底　- 
高　［6.3］

外面　2.5Y5/2
暗灰黄色
内面　2.5Y5/2
暗灰黄色

砂粒多量 良好 ロクロナデ 口～体部
一部残存

27区
SK-6№6
・９

文様：
口縁部
ない面
(沈線文）
宇都宮
産　

3 須恵器
甕

口　-
底　-
厚　0.8

外面　10YR4/1
褐灰
内面　2.5Y6/2
灰黄

砂粒多量 良好 口縁部外面　ナデ後波
状文

口縁部一
部残存

27区
SK-6覆土
中

文様：
口縁部
外面(波
状文）
不明　

4 須恵器
蓋

口　-
底　- 
高　[1.7]

外面　10YR5/1
褐灰　
内面　2.5Y5/1　
黄灰

砂粒多量 良好 ロクロナデ　底部切り離
し回転ヘラ切り

端～天井
部一部残
存

27区
SK-6№5

5 須恵器
甕

口　-
底　-
厚　0.75

外面　2.5Y5/1
黄灰
内面　2.5Y5/1
黄灰

砂粒少量 良好 胴部外面　平行叩き
胴部内面　ナデ

胴部一部
残存

27区
SK-7覆土
中

SK-6と
重複
三毳産

益子産

三毳産6 須恵器
甕

口　-
底　-
厚　0.9

外面　2.5Y5/2
暗灰黄
内面　2.5Y5/2
暗灰黄

砂粒少量 良好 胴部外面　平行叩き　
胴部内面　ナデ

胴部一部
残存

27区
SK-7覆土
中

7 鉄製品
不明

長　［6.10］
幅　0.75
厚　0.73
重　9.29

一部残存 27区
SK-4№1

8 鉄製品
釘

長　［7.37］
幅　0.61
厚　0.55
重　9.66

一部欠損 27区
SK-6№3

北西部北
床上11cm

南部
床上19cm

中央部
床上14cm

覆土中

北西部南
床上15cm

覆土中

覆土中

北東部
東壁際　
床上29cm

注記図版No

第94表27区SI-46遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 備考・産地

1 土師器
坏

口　（12.8）
高　［3.1］

外面　2.5YR5/6
明赤褐
内面　2.5YR5/6
明赤褐

砂粒・赤色
粒子少量

良好 黒色処理か 内面　ヘラミガキ 口～体部
35%残存

カマド内　
上　
床上15cm

27区
SI-46№
11

2 須恵器
蓋

つまみ　3.9
高　［1.4］

外面　5Y6/1
灰
内面　5Y6/1
灰

砂粒少量　
石英微量

良好 ボタン状　 つまみ部
完存

南西部南
床上7cm

27区
SI-46№1

3 須恵器
甕

厚　0.65 外面　10YR4/1
褐灰
内面　10YR4/1
褐灰

砂粒少量　
礫微量

良好 胴部　平行叩き 胴部一部
残存

覆土中 27区
SI-46
南区一括

4 須恵器
甕

厚　1.1 外面　2.5Y4/1
黄灰
内面　10YR5/2
灰黄褐

砂粒多量　
銀雲母少
量　礫微量

良好 胴部外面　平行叩き　
胴部内面　ナデ

胴～底部
一部残存

中央部
床上11cm

27区
SI-46№4 

5 椀形鍛冶
滓

長　8.09
幅　7.17
厚　4.68
重　368.59

完存 中央部
床下3cm

27区
SI-46№1

3段重ねの椀形鍛冶滓。最下段の滓には炉床粘土が付き、小形の滓である。2段目
は側縁の3分の2が破面で、破面は5面、上面に1cmほどの大きさの木炭痕がある。
2段目の滓は緻密。上段の滓は楕円形に生成した滓、破面なし。

174

174

174

174

174

紐積痕　刻
みあり

胴部外面　ケズリ　
胴部内面　ナデ

胴部一部
残存

27区
SX-3№13

3 土師器
甑

口　-
底　（13.8）
高　［6.5］

外面　5YR5/6
明赤褐
内面　5YR5/6
明赤褐

砂粒・赤色
粒子少量

良好 胴部外面　ヘラケズリ
胴部内面　ヘラミガキ　
底部外面　ヨコナデ　底
部内面　ナデ

胴～底部
一部残存

27区
SX-3№3

砂粒・白色
粒子少量

良好 赤彩
体部内外面
剥離

口縁部外面　ヘラミガキ
口縁部内面　ヘラミガキ
か　胴部外面　ヨコナデ
か　胴部内面　ヘラミガ
キか

口～体部
一部残存

27区
SX-3№2

2 土師器
甕

口　-
底　-
厚   1.35

外面　5YR5/6
明赤褐
内面　5YR4/3
にぶい赤褐

砂粒・赤色
粒子少量

良好

1 土師器
坏

口　（14.4）
底　-
高　［3.7］

外面　5YR4/3
にぶい赤褐
内面　5YR4/3
にぶい赤褐

北東部
中央
床上2cm

北東部
中央
床面直上

北東部
中央
床上3cm

注記図版No

第99表27区SX-3遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 備考・産地
177

177

177

備考・産地

1 砂粒多量　
白色粒子微
量

やや
不良

三毳産

三毳産

茨城産

不明

益子産

益子産

ロクロナデ　底部　手持
ちヘラケズリ

口～底部
一部残存

口　（15.2）
底　（9.6）
高　（3.3）

外面　2.5Y6/2
灰黄
内面　10YR 6/2
灰黄褐

27区SI-1
南東部№
51･SK-6
覆土中

2 須恵器
坏

口　-
底　（9.0）
高　［2.4］

外面　7.5Y5/1 
灰
内面　5Y5/1    
灰

砂粒多量　
白色粒子少
量

良好 ロクロナデ　底部　手持
ちナデ

体～胴部
35%残存

3 須恵器
坏

口　-
底　8.2
高　［2.4］

外面　5Y5/1
灰
内面　2.5Y4/1
黄灰

砂粒多量　
礫微量

やや
不良

ロクロナデ　底部　回転
ヘラ切り後回転ヘラケズ
リ

底部完存 27区
SI-1№42

4 土師器
坏

口　（12.8）
底　 7.7
高　 3.5

外面　5YR3/3
暗赤褐
内面　5YR4/4
にぶい赤褐

砂粒・赤色
粒子少量　
黒色粒子微
量

良好 口縁部外面　ヨコナデ　
胴・底部外面　ヘラケズ
リ　胴・底部内面　ヘラ
ミガキ

口～底部
50%残存

27区
SI-1№15
・25・26・
30・32

5 須恵器
壺

口　（20.8）
底　 -
高　［2.9］

外面　5Y5/1
灰
内面　2.５Y6/2
灰黄

砂粒少量　
礫微量

良好 ロクロナデ 口縁部一
部残存

27区
SI-1一括

6 須恵器
甕

口　-
底　-
高　-
厚　0.8

外面　10Y4/1
灰
内面　5Y4/1
灰

砂粒多量　
石英少量

やや
不良

胴部外面　平行叩き　
胴部内面　ナデ

頸部一部
残存

27区
SI-1№37

7 須恵器
甕

口　-
底　-
高　-
厚　0.8

外面　N4/0
灰
内面　5Y3/1
オリーブ黒

石英多量　
礫微量

良好 胴部外面　平行叩き後
カキメ　胴部内面　ナデ

胴部一部
残存

27区
SI-1№17

8 土師器
甕

口　（21.0）
底　-
高　［15.9］

外面　5YR5/4
にぶい赤褐
内面　5YR4/3
にぶい赤褐

砂粒大量　
黒色粒子・
赤色粒子微
量

良好 口縁部　ヨコナデ　胴
部外面　上半ヨコ方向
のヘラケズリ　底部外面
下半　ナナメ方向のヘラ
ケズリ　胴・底部内面　
ナデ

口～胴部
35%残存

27区
SI-1№68
・69・カマ
ド覆土

27区
SI-1№64
・SK-6№1

口縁部内面
摩滅 

須恵器
坏

南東部南
床上23cm

北西部北
床上18cm

中央部
床上7cm

南西部南
床上5cm

覆土中

南西部東
床上3cm

北西部南
床上5cm

カマド内
中
床上14cm

172

172

172

172

172

172

172

172

172

172

172

172

9 男瓦

男瓦10

11 長　11.52
幅　4.28
厚　3.05
重　197.41

スス付着 完存 27区
SI-1№48

12 鉄製品
不明

長　［14.06］
幅　0.80
厚　0.47
重　12.57

一部欠損 27区
SI-1№22

27区
SI-1№75

27区
SI-1№76

南東部
北東
床上27cm

北西部
中央
床上7cm

左瓦　
カマド　
床面直上

右瓦　
カマド　
床面直上

長　17.3
幅　12.5
厚　1.98
重　776.92

長　12.5
幅　［11.5］
厚　1.45
重　399.65

白色粒子大
量　砂粒少
量　礫微量

普通 凸面　ケズリ　凹面　布
目痕　側面　ケズリ　端
面　ケズリ

一部残存 狭端面
は斜め
になっ
ている、
2次焼
成か

白色粒子大
量　砂粒少
量　礫・黒
色粒子微量

良好 凸面　縄叩き後ナデ
凹面　布目痕　側面　
ケズリ

一部残存

編物石か

外面　7.5YR5/3
内面　N4/0

外面　2.5Y5/1
内面　5Y6/0

図版No

第93表27区SI-1遺物観察表

第93表27区SI-1遺物観察表

No 種類器種 計測値（cm・g） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存状態 出土状態 注記 備考・産地

1

2

3
0 5cm1：2

0 3cm2：3

0 20cm1：5

0 10cm1：3

0 10cm1：4

0 10cm1：5

0 3cm1：1

0 20cm1：6

0 2m1：80

0 1m1：40

遺物 遺構
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　今回は遺跡のほぼ中央を南流する九十九瀬川以東の地区のうち、北西部の一部について報告してきた。各

調査区で発見された遺構を合計すると、竪穴建物跡 47 軒、掘立柱建物跡 14 棟、ピット 191 基、土坑 127 基、

井戸１本、周溝遺構５基、性格不明遺構 1 基、道路状遺構2カ所、溝跡 12 条である。建て替えを考えると若

干増える。　

　今回報告分は立野編年 ( 内山 2005）や中島笹塚編年（内山 2008）に当てはめると以下の表のようになる。

但し、砂田遺跡の方が 9 世紀後半まで続くため、立野遺跡や中島笹塚遺跡よりも終焉の時期は遅れる。

　砂田遺跡に集落が営まれ始めた頃（２〜３段階）には各区に竪穴建物が散在していた。権現山遺跡の豪族

居館と同時期であり、関連が推測される。最盛期（4 段階から 5 段階）には 12･13 区に集中し、12 区ＳＩ -

６は鍛冶工房の可能性が指摘できる。8 世紀中葉から 9 世紀になると西側の九十九瀬川沿いの 16･27 区に集

中することが判明した。７段階から８段階にかけての集落は確認できなかった。他の地区に存在すると推測

される。

　以前に調査された砂田Ａ遺跡でも集落の一部が確認され、宇都宮環状線を挟んだ反対側に宇都宮市教育委

員会が報告している砂田遺跡があり、どちらも砂田遺跡の一部であると想定される。前回報告の砂田遺跡西部、

今回分、来年度の報告分により、砂田遺跡の全体がほぼ明らかになるだろう。

第 100 表　砂田遺跡竪穴建物跡の時期一覧表

不明
古墳後期前～中葉

古墳中期末

8世紀中葉

古墳中期末
7世紀末

古墳中期末

8世紀中葉

不明
8世紀中葉

9世紀中葉

古墳中期後葉
古墳終末期後半

古墳中期末

古墳後期前～中葉
古墳後期前～中葉

古墳後期前～中葉
古墳後期前～中葉

古墳中期末

7世紀末

8世紀後葉
8世紀第 3四半期

古墳中期中葉

不明
5段階

4段階

11段階

4段階
10段階

4段階

11段階

不明
-

-

3 段階
9段階

4段階
5段階

5段階

5段階

5段階
4段階

10段階

-

-

2 か 3段階

竪穴建物跡番号 時期 立野編年 出土遺物

玉類

転用硯

鎌･鉄鏃

砥石・手鎌

鎌・刀子・紡錘車

羽口･鉄滓
羽口

羽口・砥石・玉類

鎌
砥石

13区 SI- 1
13 区 SI- 2

13 区 SI- 3

13 区 SI- 4
13 区 SI- 6
13 区 SI- 7

13 区 SI- 8

13 区 SI- 9

13 区 SI-10

13 区 SI-11
13 区 SI-12

13 区 SI-13

13 区 SI-14

13 区 SI-16
13 区 SI-17

13 区 SI-21
13 区 SI-22

13 区 SI-26

16 区 SI- 1

16 区 SI- 2

16 区 SI- 3
16 区 SI-69

27 区 SI- 1

27 区 SI-46

竪穴建物跡番号

鶴田中原タイプ甕

管玉

管玉・紡錘車
羽口

管玉・不整方板
砥石・管玉

砥石

砥石

羽口・鉄滓

砥石

瓦

鉄滓

10区 SI- 1
10 区 SI- 2

10 区 SI- 3

10 区 SI- 4
10 区 SI- 6
10 区 SI- 7

10 区 SI- 9

10 区 SI-10

10 区 SI-11

10 区 SI-12
10 区 SI-43

10 区 SI-65

12 区 SI- 1

12 区 SI- 2
12 区 SI- 3

12 区 SI- 4
12 区 SI- 5

12 区 SI- 6

12 区 SI- 7
12 区 SI- 8

12 区 SI- 9
12 区 SI-16

12 区 SI-17

時期 立野編年 出土遺物

8世紀後葉

不明

10世紀か

9世紀後半

古墳後期後葉
9世紀後半

古墳中期後葉

古墳中期末

古墳後期前～中葉
古墳中期末～後期

古墳中期末

古墳後期前～中葉
古墳後期前～中葉

古墳中期後葉

不明
古墳後期前～中葉

古墳後期前～中葉

古墳後期前～中葉
8世紀後葉

9世紀中葉
9世紀か

8世紀中葉

8世紀後葉

8世紀中葉～後葉

12 段階
不明

不明

-

6 段階
-

3 段階

4段階

5段階
4～5段階

4段階

5段階
5段階

3段階
不明

4段階

5段階

5段階
-

-

-

11 段階

12 段階

11か 12 段階
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第 178 図　砂田遺跡竪穴建物跡の時期別分布図
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写真図版



10 区　全景（南上空から）

10 区ＳＩ - ２　土層堆積状況（東から）

図
版
一

　砂
田
遺
跡
10
区

　（遺
構
）

10 区ＳＩ - １　遺物出土状況（南から） 10 区ＳＩ - １　掘方完掘（南から）

10 区ＳＩ - ２　土師器細片出土状況（南東から）



10 区ＳＩ - ２　完掘（南から）

10 区ＳＩ - ２　掘方土層堆積状況（南から）10 区ＳＩ - ２　カマド完掘（南から）

10 区ＳＩ - ３　土層堆積状況（東から）

図
版
二

　砂
田
遺
跡
10
区

　（遺
構
）

10 区ＳＩ - ３　遺物出土状況（南から）

10 区ＳＩ - ３　遺物出土状況近景（南から） 10 区ＳＩ - ３　カマド完掘（南から）

10 区ＳＩ - ２　張出しピット遺物出土状況（東から）



10 区ＳＩ - ４　遺物出土状況（東から）

10 区ＳＩ - ４　遺物出土状況近景（東から） 10 区ＳＩ - ４　完掘（東から）

10 区ＳＩ - ４　カマドソデ断ち割り状況（南から）

図
版
三

　砂
田
遺
跡
10
区

　（遺
構
）

10 区ＳＩ - ３　掘方完掘（南から）

10 区ＳＩ - ４　a 期掘方・b 期完掘（南から）

10 区ＳＩ - ６　炉（南から） 10 区ＳＩ - ６　完掘（南から）



図
版
四

　砂
田
遺
跡
10
区

　（遺
構
）

10 区ＳＩ - ６　掘方完掘（南から） 10 区ＳＩ - ７　土層堆積状況（東から）

10 区ＳＩ - ７　遺物出土状況（西から） 10 区ＳＩ - ７　工具痕（北から）

10 区ＳＩ - ７　鉄製品（鎌）出土状況（南から） 10 区ＳＩ - ７　完掘（北から）

10 区ＳＩ - ７　カマド完掘（南から） 10 区ＳＩ - ７　掘方完掘（南から）



図
版
五

　砂
田
遺
跡
10
区

　（遺
構
）

10 区ＳＩ - ９　遺物出土状況（南東から） 10 区ＳＩ - ９　遺物出土状況近景（北から）

10 区ＳＩ - ９　貯蔵穴遺物出土状況（南東から）

10 区ＳＩ - ９　完掘（南西から） 10 区ＳＩ - ９　掘方完掘（南東から）

10 区ＳＩ - ９　炉（南東から）

10 区ＳＩ -10　鉄製品（刀子）出土状況（東から）10 区ＳＩ -10　遺物出土状況（南から）



図
版
六

　砂
田
遺
跡
10
区

　（遺
構
）

10 区ＳＩ -12　遺物出土状況（南から） 10 区ＳＩ -12　紡錘車出土状況（東から）

10 区ＳＩ -12　完掘（南から） 10 区ＳＩ -12　カマド掘方完掘（南から）

10 区ＳＩ -10　カマド完掘（南から） 10 区ＳＩ -10　完掘（南から）

10 区ＳＩ -11　貯蔵穴完掘（東から） 10 区ＳＩ -11　掘方完掘（東から）



図
版
七

　砂
田
遺
跡
10
区

　（遺
構
）

10 区ＳＩ -43　遺物出土状況近景（南西から）

10 区ＳＩ -43　遺物出土状況（南から）

10 区ＳＩ -43　完掘（東から）

10 区ＳＩ -12　掘方完掘（東から）

10 区ＳＩ -43　掘方完掘（南から） 10 区ＳＩ -65　遺物出土状況（南から）

10 区ＳＩ -65　焼土・炭化物出土状況（西から）10 区ＳＩ -65　カマド周辺遺物出土状況（西から）



図
版
八

　砂
田
遺
跡
10
区

　（遺
構
）

10 区ＳＢ -27　完掘（南から）

10 区ＳＩ -65　カマド完掘（西から）10 区ＳＩ -65　遺物出土状況近景（南西から）

10 区ＳＢ - ５　完掘（西から） 10 区ＳＢ -10・11　完掘（南から）

10 区ＳＢ -12　完掘（南から）

10 区ＳＢ -30・31　完掘（南から） 10 区ＳＢ -37　完掘（西から）



図
版
九

　砂
田
遺
跡
10
区

　（遺
構
）

10 区ＳＫ -28　完掘（南から）

10 区ＳＫ -21・22　完掘（東から）

10 区ＳＫ -23　完掘（東から）

10 区ＳＫ -26　完掘（南から）

10 区ＳＫ -24　完掘（南から）

10 区ＳＫ -19　完掘（東から）

10 区ＳＫ -18　完掘（北から）10 区ＳＢ -72　完掘（南から）



図
版
一
〇

　砂
田
遺
跡
10
区

　（遺
構
）

10 区ＳＫ -35・36　完掘（東から） 10 区ＳＫ -38・41　完掘（東から）

10 区ＳＫ -48　完掘（東から）

10 区ＳＫ -20・34　完掘（東から） 10 区ＳＫ -35・36　土層堆積状況（東から）

10 区ＳＫ -29　遺物出土状況（南から） 10 区ＳＫ -33　完掘（南から）

10 区ＳＫ -49　完掘（東から）



図
版
一
一

　砂
田
遺
跡
10
区

　（遺
構
）

10 区ＳＫ -53・54　完掘（北から）

10 区ＳＫ -51　完掘（東から）

10 区ＳＫ -52・55・56　完掘（東から）

10 区ＳＫ -50　完掘（東から）

10 区ＳＫ -62　完掘（東から）10 区ＳＫ -61　完掘（東から）

10 区ＳＫ -57・59　土層堆積状況（南から） 10 区ＳＫ -58　遺物出土状況（東から）



図
版
一
二

　砂
田
遺
跡
10
区

　（遺
構
）

10 区ＳＫ -63　完掘（東から） 10 区ＳＫ -66　遺物出土状況（東から）

10 区ＳＫ -67　完掘（東から） 10 区ＳＫ -68　完掘（東から）

10 区ＳＫ -76　完掘（西から）

10 区ＳＫ -75　完掘（西から）

10 区ＳＫ -77　完掘（南から）

10 区ＳＫ -74　完掘（東から）



図
版
一
三

　砂
田
遺
跡
10
区

　（遺
構
）

10 区ＳＫ -78　完掘（南から） 10 区ＳＫ -79　遺物出土状況（南から）

10 区ＳＫ -83　完掘（西から） 10 区ＳＫ -84・85・86・87　完掘（南から）

10 区ＳＫ -96（ＳＤ -14 中）完掘（東から） 10 区ＳＫ -96　礫集中状況（北西から）

10 区ＳＫ -80　完掘（南から） 10 区ＳＫ -81　完掘（南から）



図
版
一
四

　砂
田
遺
跡
10
区

　（遺
構
）

10 区ＳＸ - ８　土層堆積状況（東から） 10 区ＳＸ - ８　遺物出土状況（南から）

10 区ＳＸ - ８　底面（北東から） 10 区ＳＸ -64　土層堆積状況（北から）

10 区ＳＸ -64　完掘（東から） 10 区ＳＸ -70・71　土層堆積状況（南から）

10 区ＳＸ - ８　遺物出土状況（西から） 10 区ＳＸ - ８　焼土ブロック範囲（北から）



10 区ＳＦ -13、ＳＩ -10　土層堆積状況（南から）

10 区ＳＦ -88　土層堆積状況（南から）

図
版
一
五

　砂
田
遺
跡
10
区

　（遺
構
）

10 区ＳＦ -13　遺物出土状況（東から）10 区ＳＦ -13　土層堆積状況（東から）

10 区ＳＦ -13　完掘（東から）

10 区ＳＦ -13、ＳＩ -10　土層堆積状況（西から）

10 区ＳＸ -70・71　完掘（東から）10 区ＳＸ -70・71　土層堆積状況（東から）



10 区ＳＦ -13・88　土層堆積状況（南から） 10 区ＳＦ -88、17 区ＳＤ -31・32　土層堆積状況（北から）

図
版
一
六

　砂
田
遺
跡
10
区

　（遺
構
）

10 区ＳＦ -88　第２硬化面（南から） 10 区ＳＦ -88　第２硬化面除去後状況（南から）

10 区ＳＦ -13、ＳＤ -14・15　土層堆積状況（東から） 10 区ＳＦ -13、ＳＤ -14・60　土層堆積状況（東から）

10 区ＳＤ -14・15　完掘（南から） 10 区ＳＤ -14・15　完掘（南東から）



図
版
一
七

　砂
田
遺
跡
10
区

　（遺
構
）

10 区ＳＤ -14・45・47　土層堆積状況（南から）

10 区ＳＤ -15　東端土層堆積状況（西から）10 区ＳＤ -14　中央区（南東から）

10 区ＳＤ -14　礫集中部土層堆積状況（西から）

10 区ＳＤ -15　完掘（西から） 10 区ＳＤ -14・15、１7 区ＳＤ -31・32　完掘（北から）

10 区ＳＤ -14・15、17 区ＳＤ -31・32　完掘（南から）

10 区ＳＤ -14　土層堆積状況（東から）



図
版
一
八

　砂
田
遺
跡
10
区

　（遺
構
）

10 区ＳＤ -45、ＳＩ -43　土層堆積状況（東から） 10 区ＳＤ -45、ＳＸ -64　土層堆積状況（西から）

10 区ＳＤ -45・47　完掘（南から） 10 区ＳＤ -14・45・47　完掘（東から）

10 区ＳＤ -47・60　土層堆積状況（東から）

10 区ＳＤ -60　土層堆積状況（東から） 10 区ＳＤ -60　完掘（東から）

10 区ＳＤ -47・60、ＳＫ -96 付近（西から）



図
版
一
九

　砂
田
遺
跡
12
区

　（遺
構
）

12 区　全景（東上空から）

12 区ＳＩ - １　完掘（南から） 12 区ＳＩ - １　カマド遺物出土状況（南）

12 区ＳＩ - １　掘方完掘（南から） 12 区ＳＩ - ２　遺物出土状況（西から）



図
版
二
〇

　砂
田
遺
跡
12
区

　（遺
構
）

12 区ＳＩ - ３　遺物出土状況（南から） 12 区ＳＩ - ３　貯蔵穴遺物出土状況（南から）

12 区ＳＩ - ３　完掘（南から） 12 区ＳＩ - ３　炉（南から）

12 区ＳＩ - ２　掘方完掘（南から） 12 区ＳＩ - ３　土層堆積状況（南から）

12 区ＳＩ - ２　遺物出土状況（南から） 12 区ＳＩ - ２　管玉出土状況（南から）



図
版
二
一

　砂
田
遺
跡
12
区

　（遺
構
）

12 区ＳＩ - ５　遺物出土状況（南から） 12 区ＳＩ - ５　遺物出土状況近景（南から）

12 区ＳＩ - ５　炉（南から） 12 区ＳＩ - ５　完掘（南から）

12 区ＳＩ - ４　遺物出土状況（南から） 12 区ＳＩ - ４　炉（南から）

12 区ＳＩ - ４　完掘（南から） 12 区ＳＩ - ５　土層堆積状況（南から）



図
版
二
二

　砂
田
遺
跡
12
区

　（遺
構
）

12 区ＳＩ - ６　完掘（南から） 12 区ＳＩ - ６　炉（南から）

12 区ＳＩ - ６　掘方完掘（南から） 12 区ＳＩ - ７　遺物出土状況（南から）

12 区ＳＩ - ５　貯蔵穴（南から） 12 区ＳＩ - ５　カマド完掘（南から）

12 区ＳＩ - ６　遺物出土状況（南から） 12 区ＳＩ - ６　遺物出土状況近景（南から）



図
版
二
三

　砂
田
遺
跡
12
区

　（遺
構
）

12 区ＳＩ - ７　張出しピット付近遺物出土状況（西から） 12 区ＳＩ - ７　カマド遺物出土状況（西から）

12 区ＳＩ - ７　管玉出土状況（南東から） 12 区ＳＩ - ７　炭化材出土状況（西から）

12 区ＳＩ - ７　完掘（西から） 12 区ＳＩ - ７　カマド完掘（西から）

12 区ＳＩ - ８　掘方完掘（南から）12 区ＳＩ - ８　完掘（南から）



図
版
二
四

　砂
田
遺
跡
12
区

　（遺
構
）

12 区ＳＩ - ９　掘方完掘（南から） 12 区ＳＩ -16　土層堆積状況（南から）

12 区ＳＩ -16　遺物出土状況（南から） 12 区ＳＩ -16　遺物出土状況近景（南から）

12 区ＳＩ - ９　遺物出土状況（南から） 12 区ＳＩ - ９　カマド遺物出土状況（西から）

12 区ＳＩ - ９　完掘（南から） 12 区ＳＩ -９　カマド完掘（南から）



図
版
二
五

　砂
田
遺
跡
12
区

　（遺
構
）

12 区ＳＩ -16　完掘（南から） 12 区ＳＩ -16　カマド完掘（南から）

12 区ＳＩ -16　掘方完掘（南東から） 12 区ＳＩ -17　土層堆積状況（東から）

12 区ＳＩ -17　遺物出土状況近景（北から） 12 区ＳＩ -17　掘方完掘（南から）

12 区　全景（西から） 12 区ＳＫ -19　遺物出土状況（東から）



図
版
二
六

　砂
田
遺
跡
12
区

　（遺
構
）

12 区ＳＫ -40　遺物出土状況（南から）

12 区ＳＫ -32　完掘（南から） 12 区ＳＫ -33　完掘（南から）

12 区ＳＫ -34　完掘（南から） 12 区ＳＫ -36　完掘（南から）

12 区ＳＫ -37　完掘（南から）

12 区ＳＫ -39　完掘（南から）

12 区ＳＫ -38　完掘（東から）



図
版
二
七

　砂
田
遺
跡
12
区

　（遺
構
）

12 区ＳＫ -47　完掘（南から） 12 区ＳＫ -48　完掘（南から）

12 区ＳＫ -49　完掘（南から） 12 区ＳＫ -50　完掘（南から）

12 区ＳＫ -41　完掘（南から） 12 区ＳＫ -43　完掘（南から）

13 区　調査風景12 区ＳＫ -52　完掘（南から）



図
版
二
八

　砂
田
遺
跡
12
区

　（遺
構
）

12 区ＳＫ -58　完掘（南から）

12 区ＳＫ -59　完掘（東から） 12 区ＳＫ -60　完掘（南から）

12 区ＳＫ -53　完掘（南から） 12 区ＳＫ -54・55　土層堆積状況（南から）

12 区ＳＫ -54・55　完掘（南から） 12 区ＳＫ -56　完掘（南から）

12 区ＳＫ -57　完掘（東から）



図
版
二
九

　砂
田
遺
跡
12
区

　（遺
構
）

12 区ＳＤ -21　土層堆積状況（南から）

12 区ＳＤ -22　土層堆積状況（南から）12 区ＳＤ -21　遺物出土状況（南から）

12 区ＳＫ -63　完掘（南から）

12 区ＳＫ -64　完掘（南から） 12 区ＳＫ -67　完掘（南から）

12 区ＳＫ -68　完掘（南から）

12 区ＳＫ -62　完掘（南から）



図
版
三
〇

　砂
田
遺
跡
12
区

　（遺
構
）

12 区ＳＤ -22　完掘（北から）

12 区ＳＤ -24　遺物出土状況（北西から） 12 区ＳＤ -24　完掘（西から）

12 区ＳＤ -51　土層堆積状況（西から） 12 区ＳＤ -51　完掘（西から）

12 区ＳＤ -69　完掘（南から） 12 区ＳＤ -70　完掘（南から）

12 区ＳＤ -22・51　合流付近（南西から）



図
版
三
一

　砂
田
遺
跡
13
区

　（遺
構
）

13 区ＳＩ - １　遺物出土状況（南から） 13 区ＳＩ - １　完掘（南から）

13 区ＳＩ - １　カマド完掘（南から） 13 区ＳＩ - ２　完掘（南西から）

13 区　全景（東上空から）



図
版
三
二

　砂
田
遺
跡
13
区

　（遺
構
）

13 区ＳＩ - ２　カマド完掘（南から） 13 区ＳＩ - ２　掘方工具痕（北西から）

13 区ＳＩ - ２　 掘方完掘（南から） 13 区ＳＩ - ３　遺物出土状況（西から）

13 区ＳＩ - ３　カマド完掘（西から） 13 区ＳＩ - ３　掘方完掘（南から）

13 区ＳＩ - ４　カマド土層堆積状況（南から）13 区ＳＩ - ４　遺物出土状況（北から）



図
版
三
三

　砂
田
遺
跡
13
区

　（遺
構
）

13 区ＳＩ - ６　遺物出土状況近景（南西から） 13 区ＳＩ - ６　完掘（南から）

13 区ＳＩ - ６　カマド遺物出土状況（南から） 13 区ＳＩ - ６　掘方完掘（南から）

13 区ＳＩ - ４　掘方完掘（南から） 13 区ＳＩ - ６　土層堆積状況（南から）

13 区ＳＩ - ６　遺物出土状況（南から） 13 区ＳＩ - ６　遺物出土状況近景（南から）



図
版
三
四

　砂
田
遺
跡
13
区

　（遺
構
）

13 区ＳＩ - ７　土層堆積状況（南から） 13 区ＳＩ - ７　カマド右ソデ遺物出土状況（南東から）

13 区ＳＩ - ７　遺物出土状況（南から） 13 区ＳＩ - ７　カマド完掘（南から）

13 区ＳＩ - ７　掘方完掘（南から） 13 区ＳＩ - ８　遺物出土状況（南から）

13 区ＳＩ - ８　完掘（東から）13 区ＳＩ - ８　遺物出土状況近景（西から）



図
版
三
五

　砂
田
遺
跡
13
区

　（遺
構
）

13 区ＳＩ - ８　粘土出土状況（南から） 13 区ＳＩ - ８　掘方完掘（南から）

13 区ＳＩ - ９　遺物出土状況（南から） 13 区ＳＩ - ９　遺物出土状況近景（北西から）

13 区ＳＩ - ８　貯蔵穴遺物出土状況（南から） 13 区ＳＩ - ８　炉（南から）

13 区ＳＩ - ８　D1 完掘（南から） 13 区ＳＩ - ８　床下工具痕（南から）



図
版
三
六

　砂
田
遺
跡
13
区

　（遺
構
）

13 区ＳＩ - ９　カマド完掘（西から） 13 区ＳＩ - ９　掘方完掘（南から）

13 区ＳＩ -10　遺物出土状況（南から） 13 区ＳＩ -10　遺物出土状況近景（南から）

13 区ＳＩ - ９　貯蔵穴完掘（南から）

13 区ＳＩ - ９　D1 完掘（西から） 13 区ＳＩ - ９　カマド遺物出土状況（西から）

13 区ＳＩ - ９　完掘（南から）



図
版
三
七

　砂
田
遺
跡
13
区

　（遺
構
）

13 区ＳＩ -10　貯蔵穴遺物出土状況（南から）

13 区ＳＩ -11　土層堆積状況（東から）

13 区ＳＩ -11　遺物出土状況（南から） 13 区ＳＩ -11　遺物出土状況近景（西から）

13 区ＳＩ -10　完掘（南から）

13 区ＳＩ -10　カマド遺物出土状況（南から） 13 区ＳＩ -10　カマド掘方完掘（南から）

13 区ＳＩ -10　掘方完掘（南から）



図
版
三
八

　砂
田
遺
跡
13
区

　（遺
構
）

13 区ＳＩ -11　掘方完掘（南から） 13 区ＳＩ -12　土層堆積状況（東から）

13 区ＳＩ -11　カマド完掘（南から） 13 区ＳＩ -11　カマド掘方完掘（南から）

13 区ＳＩ -11　完掘（南から）

13 区ＳＩ -11　カマド支脚出土状況（東から）13 区ＳＩ -11　カマド遺物出土状況（南から）

13 区ＳＩ -11　P9 土層堆積状況（南から）



図
版
三
九

　砂
田
遺
跡
13
区

　（遺
構
）

13 区ＳＩ -12　遺物出土状況（南から） 13 区ＳＩ -12　カマド付近遺物出土状況（西から）

13 区ＳＩ -12　貯蔵穴遺物出土状況（南東から） 13 区ＳＩ -12　完掘（南から）

13 区ＳＩ -12　カマド完掘（南から） 13 区ＳＩ -12　カマド掘方完掘（南から）

13 区ＳＩ -13　遺物出土状況（南から）13 区ＳＩ -12　掘方完掘（南から）



図
版
四
〇

　砂
田
遺
跡
13
区

　（遺
構
）

13 区ＳＩ -13　カマド支脚出土状況（西から） 13 区ＳＩ -13　 カマド掘方完掘（南東から）

13 区ＳＩ -13　掘方完掘（南東から） 13 区ＳＩ -14　遺物出土状況（南から）

13 区ＳＩ -13　遺物出土状況近景（南から） 13 区ＳＩ -13　貯蔵穴遺物出土状況（南から）

13 区ＳＩ -13　完掘（南から） 13 区ＳＩ -13　カマド土層堆積状況（南から）



図
版
四
一

　砂
田
遺
跡
13
区

　（遺
構
）

13 区ＳＩ -14　貯蔵穴遺物出土状況（東から） 13 区ＳＩ -14　張出しピット（北から）

13 区ＳＩ -14　遺物出土状況（南から） 13 区ＳＩ -14　カマド土層堆積状況（南から）

13 区ＳＩ -14　カマド完掘（南から） 13 区ＳＩ -14　掘方完掘（南から）

13 区ＳＩ -16　遺物出土状況（南から） 13 区ＳＩ -16　遺物出土状況近景（西から）



図
版
四
二

　砂
田
遺
跡
13
区

　（遺
構
）

13 区ＳＩ -16　貯蔵穴遺物出土状況（北から） 13 区ＳＩ -16　完掘（南から）

13 区ＳＩ -16　炉（南から） 13 区ＳＩ -16　掘方完掘（南から）

13 区ＳＩ -17　遺物出土状況（南東から）

13 区ＳＩ -17　掘方完掘（南東から）

13 区ＳＩ -17　完掘（南東から）

13 区ＳＩ -21　土層堆積状況（東から）



図
版
四
三

　砂
田
遺
跡
13
区

　（遺
構
）

13 区ＳＩ -22　カマド遺物出土状況（南から）

13 区ＳＩ -21　掘方完掘（南から）

13 区ＳＩ -22　遺物出土状況（南から） 13 区ＳＩ -22　完掘（南から）

13 区ＳＩ -22　貯蔵穴完掘（北から）

13 区ＳＩ -21　遺物出土状況（南から） 13 区ＳＩ -21　完掘（南から）

13 区ＳＩ -21　炉（南から）



図
版
四
四

　砂
田
遺
跡
13
区

　（遺
構
）

13 区ＳＢ -44　完掘（南から） 13 区ＳＢ -45　完掘（南から）

13 区ＳＩ -26　甕出土状況（西から） 13 区ＳＩ -26　掘方完掘（南から）

13 区ＳＩ -22　カマド完掘（南から） 13 区ＳＩ -22　掘方完掘（南から）

13 区ＳＩ -26　土層堆積状況（南から） 13 区ＳＩ -26　遺物出土状況（南から）



図
版
四
五

　砂
田
遺
跡
13
区

　（遺
構
）

13 区ＳＢ -59　完掘（南から） 13 区　全景（南から）

13 区ＳＫ -34　完掘（東から） 13 区ＳＫ -35　完掘（南から）

13 区ＳＫ -25　完掘（南から） 13 区ＳＫ -28　完掘（南から）

13 区ＳＫ -29　完掘（南から） 13 区ＳＫ -33　完掘（東から）



図
版
四
六

　砂
田
遺
跡
13
区

　（遺
構
）

13 区ＳＫ -36　完掘（南から） 13 区ＳＫ -37　完掘（南から）

13 区ＳＫ -38　完掘（南西から） 13 区ＳＫ -41　遺物出土状況（南から）

13 区ＳＫ -42　遺物出土状況（南から） 13 区ＳＫ -43　完掘（南西から）

13 区ＳＫ -47・48　完掘（南西から）13 区ＳＫ -47・48　土層堆積状況（南西から）



図
版
四
七

　砂
田
遺
跡
13
区

　（遺
構
）

13 区ＳＫ -49　遺物出土状況（南から） 13 区ＳＫ -50　遺物出土状況（南から）

13 区ＳＫ -51　完掘（南から） 13 区ＳＫ -52　完掘（南西から）

13 区ＳＫ -53　遺物出土状況（東から） 13 区ＳＫ -54　完掘（東から）

13 区ＳＫ -60　完掘（南から）13 区ＳＫ -46・55　完掘（東から）



図
版
四
八

　砂
田
遺
跡
13
区

　（遺
構
）

13 区ＳＥ -23　完掘（東から）

13 区ＳＥ -23　断ち割り（南から）

13 区ＳＤ -61　完掘（南から） 13 区ＳＤ -61　土層堆積状況（西から）

13 区ＳＫ -62　完掘（南から） 13 区ＳＫ -63　完掘（南から）

13 区ＳＥ -23　土層堆積状況（南から）

13 区ＳＥ -23　底面状況（南から）



図
版
四
九

　砂
田
遺
跡
16
区

　（遺
構
）

16 区　全景（西上空から）

16 区ＳＩ - １・69　遺物出土状況（南から） 16 区ＳＩ -69　遺物出土状況近景（南から）

16 区ＳＩ - １・69　掘方完掘（南から）16 区ＳＩ - １・69　完掘（南から）



図
版
五
〇

　砂
田
遺
跡
16
区

　（遺
構
）

16 区ＳＩ - ３　東カマド完掘（西から） 16 区ＳＩ - ３　掘方完掘（西から）

16 区ＳＢ -11　完掘（南から） 16 区ＳＫ - ５　土層堆積状況（西から）

16 区ＳＩ - ２、10 区ＳＤ -47・60　土層堆積状況（東から） 16 区ＳＩ - ２　遺物出土状況（東から）

16 区ＳＩ - ２　掘方完掘（南から） 16 区ＳＩ - ３　遺物出土状況（西から）



図
版
五
一

　砂
田
遺
跡
16
区

　（遺
構
）

16 区ＳＫ - ６　完掘（南から） 16 区ＳＫ - ７、Ｐ -39　完掘（南から）

16 区ＳＫ - ８　完掘（南から） 16 区ＳＫ - ９、ピット群　完掘（南から）

16 区ＳＫ -10　完掘（南から） 16 区ＳＸ - ４、10 区ＳＤ -45　土層堆積状況（東から）

16 区ＳＸ - ４　完掘（南から）16 区ＳＸ - ４、10 区ＳＤ -47・60　土層堆積状況（東から）



図
版
五
二

　砂
田
遺
跡
27
区

　（遺
構
）

27 区ＳＩ - １　カマド左ソデ瓦出土状況（南から）

27 区ＳＩ - １　完掘（南から） 27 区ＳＩ - １　カマド完掘（南から）

27 区ＳＩ - １　掘方完掘（南から）

27 区ＳＩ - １　鉄出土状況（南から） 27 区ＳＩ - １　カマド遺物出土状況（南から）

27 区ＳＩ - １　遺物出土状況（南から） 27 区ＳＩ - １　遺物出土状況近景（南から）



図
版
五
三

　砂
田
遺
跡
27
区

　（遺
構
）

27 区ＳＩ -46　遺物出土状況（南から） 27 区ＳＩ -46　掘方完掘（南から）

27 区ＳＫ - ７・８　完掘（南から） 27 区ＳＫ - ９　完掘（南から）

27 区ＳＫ -13　遺物出土状況（南から） 27 区ＳＸ - ３　土層堆積状況（東から）

27 区ＳＫ - ６　遺物出土状況（南から）27 区ＳＫ - ５　完掘（南から）



図
版
五
四

　砂
田
遺
跡
10
区

　（遺
物
）

10 区ＳＩ-２-１

10 区ＳＩ-２-２ 10 区ＳＩ-３-２10 区ＳＩ-２-12

10 区ＳＩ-３-１

10 区ＳＩ-４-２

10 区ＳＩ-３-３

10 区ＳＩ-４-１

10 区ＳＩ-７-２ 10 区ＳＩ-７-３

10 区ＳＩ-４-７

10 区ＳＩ-４-６10 区ＳＩ-４-３

10 区ＳＩ-４-９

10 区ＳＩ-９-２ 10 区ＳＩ-９-４ 10 区ＳＩ-９-６

10 区ＳＩ-３-３10 区ＳＩ-３-３10 区ＳＩ-３-３

10 区ＳＩ-４-９



図
版
五
五

　砂
田
遺
跡
10
区

　（遺
物
）

10 区ＳＩ-10-３

10 区ＳＤ -15-１

10 区ＳＩ-９-14

10 区ＳＤ -47-21 10 区ＳＤ -60-15

10 区ＳＩ-９-1310 区ＳＩ-９-12

10 区ＳＩ-12-２10 区ＳＩ-12-１

10 区ＳＩ-65-１

表

表

裏

裏

10 区ＳＫ-68-10

10 区ＳＩ-43-３

裏

表



図
版
五
六

　砂
田
遺
跡
12
区

　（遺
物
）

12 区ＳＩ-７-９

12区ＳＩ-７-10

12 区ＳＩ-７-３ 12区ＳＩ-７-６

12区ＳＩ-３-２

12区ＳＩ-７-13

12 区ＳＩ-４-１

12区ＳＩ-２-１

12区ＳＩ-２-２

12区ＳＩ-５-１ 12区ＳＩ-５-２

12区ＳＩ-３-５12区ＳＩ-３-５12区ＳＩ-３-５

12区ＳＩ-６-４

12区ＳＩ-６-５12区ＳＩ-６-５ 12区ＳＩ-７-１



図
版
五
七

　砂
田
遺
跡
12
区

　（遺
物
）

12 区ＳＩ-７-22

12 区ＳＩ-７-19

12 区ＳＫ-38 -４12区ＳＩ-９-４

12区ＳＩ-７-29

12 区ＳＩ-７-30

12 区ＳＩ-７-2112 区ＳＩ-７-20

12 区ＳＩ-９-２

12区ＳＩ-９-３

12区ＳＩ-７-1712 区ＳＩ-７-16

表

側



図
版
五
八

　砂
田
遺
跡
13
区

　（遺
物
）

13 区ＳＩ-６-４

13区ＳＩ-６-11 13 区ＳＩ-６-16

13 区ＳＩ-６-６

13区ＳＩ-６-３

13区ＳＩ-６-15

13 区ＳＩ-６-８

13区ＳＩ-６-20

13 区ＳＩ-６-23

13 区ＳＩ-６-17 13 区ＳＩ-６-21

13 区ＳＩ-６-１

13区ＳＩ-６-２

13区ＳＩ-６-９

13区ＳＩ-６-2213 区ＳＩ-６-18

13 区ＳＩ-４-１13区ＳＩ-１-１

13区ＳＩ-６-2113 区ＳＩ-６-2113 区ＳＩ-６-20

13 区ＳＩ-６-18

13 区ＳＩ-６-４



図
版
五
九

　砂
田
遺
跡
13
区

　（遺
物
）

13 区ＳＩ-８-６

13区ＳＩ-６-3213 区ＳＩ-６-3013 区ＳＩ-６-29

13 区ＳＩ-７-１

13区ＳＩ-８-５

13区ＳＩ-８-10

13 区ＳＩ-８-15

13 区ＳＩ-８-４

13区ＳＩ-８-９

13区ＳＩ-８-14

13 区ＳＩ-８-１

13区ＳＩ-８-２

13区ＳＩ-８-８

13区ＳＩ-６-33

13 区ＳＩ-９-２

13区ＳＩ-９-４

13区ＳＩ-６-2913 区ＳＩ-６-2913 区ＳＩ-６-29

13 区ＳＩ-８-15



図
版
六
〇

　砂
田
遺
跡
13
区

　（遺
物
）

13 区ＳＩ-９-10 13 区ＳＩ-９-11

13 区ＳＩ-９-５

13区ＳＩ-10-11

13 区ＳＩ-９-14

13 区ＳＩ-10-１

13 区ＳＩ-10-７

13 区ＳＩ-11-１

13 区ＳＩ-10-12

13 区ＳＩ-11-1013 区ＳＩ-11-８

13 区ＳＩ-９-８

13区ＳＩ-10-２

13 区ＳＩ-９-７

13区ＳＩ-10-10

13 区ＳＩ-10-５

13 区ＳＩ-９-1113 区ＳＩ-９-11

13 区ＳＩ-10-12

表 裏



図
版
六
一

　砂
田
遺
跡
13
区

　（遺
物
）

13 区ＳＩ-12-３13 区ＳＩ-12-１

13 区ＳＩ-13-６ 13 区ＳＩ-13-７

13 区ＳＩ-12-２

13 区ＳＩ-13-５

13 区ＳＩ-13-11

13 区ＳＩ-13-12 13 区ＳＩ-13-13

13 区ＳＩ-13-15

13 区ＳＩ-13-19

13 区ＳＩ-13-14

13 区ＳＩ-13-18

13 区ＳＩ-13-16

13 区ＳＩ-13-９

13 区ＳＩ-13-４

13 区ＳＩ-13-８

13 区ＳＩ-13-３

13 区ＳＩ-13-20

13 区ＳＩ-13-８



図
版
六
二

　砂
田
遺
跡
13
区

　（遺
物
）

13 区ＳＩ-13-22A

13 区ＳＩ-13-21

13 区ＳＩ-16-２

13 区ＳＩ-13-27

13 区ＳＩ-13-24

13 区ＳＩ-13-28

13 区ＳＩ-16-４

13 区ＳＩ-13-22A+B

13 区ＳＩ-13-22B

13 区ＳＩ-16-３

13 区ＳＩ-13-29

13 区ＳＩ-21-３13 区ＳＩ-21-２

13 区ＳＩ-16-12

13 区ＳＩ-16-11

13 区ＳＩ-21-１

13 区ＳＩ-14-７

13 区ＳＩ-16-12

13 区ＳＩ-13-22A13 区ＳＩ-13-22A+B13 区ＳＩ-13-22A+B



図
版
六
三

　砂
田
遺
跡
13
区

　（遺
物
）

13 区ＳＩ-22-１

13 区ＳＩ-22-６

13 区ＳＩ-26-２

13 区ＳＩ-26-１

13 区ＳＩ-22-５

13 区ＳＩ-26-６

13 区ＳＩ-21-４

13 区ＳＥ-23-11

13 区ＳＫ-28-２

13 区ＳＩ-26-11

13 区ＳＩ-26-７

13 区ＳＩ-22-11

13 区ＳＫ-28-６13 区ＳＫ-28-４



図
版
六
四

　砂
田
遺
跡
16
・
27
区

　（遺
物
）

　砂田遺跡出土　玉類

　砂田遺跡出土　鉄製品

16区ＳＩ-69-９

16 区ＳＩ-１-１

16 区ＳＩ-１-２

16 区ＳＩ-３-13

10 区ＳＩ-３-５

10 区ＳＩ-７-11

10 区ＳＩ-４-30

10 区ＳＩ-４-31

16 区ＳＩ-69-４

16 区ＳＩ-69-11

27 区ＳＩ-１-９

27区ＳＩ-１-４

10 区ＳＩ-２-17

13 区ＳＩ-12-1513 区ＳＩ-12-13 13 区ＳＩ-12-14 13 区ＳＩ-13-32 13 区ＳＩ-13-33

12 区ＳＩ-２-５ 12区ＳＩ-７-32 13 区ＳＩ-６-36 13 区ＳＩ-６-37 13 区ＳＩ-８-16

13 区ＳＩ-10-18

27 区ＳＩ-１-９



図
版
六
五

砂
田
遺
跡
（
遺
物
）

10 区ＳＩ-７-12 10 区ＳＩ-10-14

10 区ＳＩ-10-15

10 区ＳＩ-10-17

10 区ＳＩ-12-５

10 区ＳＩ-65-11

10 区ＳＫ-85・86-16

10 区ＳＫ-87-17

10 区ＳＦ-13-７ 10 区ＳＦ-13-８

10 区ＳＩ-10-16

10 区ＳＩ-12-４

10 区Ｐ-88-５

10 区ＳＤ -14-10

10 区ＳＤ -14-13 10 区ＳＤ -15-８

10 区ＳＤ -45-５

10 区ＳＤ -47-29

10 区ＳＩ-10-13

10 区ＳＤ -14-10



図
版
六
六

　砂
田
遺
跡

　（遺
物
）

10 区ＳＤ -60-30

10 区ＳＤ -60-31

10 区ＳＤ -60-32

10 区ＳＤ -60-33

10 区ＳＤ -60-3510 区ＳＤ -60-34

10 区表採 -14

10 区表採 -15 10 区表採 -16

10 区表採 -17

10 区表採 -21

12 区ＳＩ-９-12

10 区表採 -2010 区表採 -19
10 区表採 -18



図
版
六
七

砂
田
遺
跡
（
遺
物
）

13 区ＳＩ-21-10

16 区ＳＩ-69-24

16 区ＳＩ-69-25

16 区ＳＩ-69-23

13 区ＳＫ-34-17

27 区ＳＫ-４-７

27区ＳＫ-６-８

16 区ＳＩ-１-６

16 区ＳＩ-３-14

16 区ＳＩ-69-26

27 区ＳＩ-１-12



図
版
六
八

　砂
田
遺
跡

　（遺
物
）

10 区Ｐ-90-６

12区ＳI-５-６

13区ＳI-21-11

13 区ＳI-21-12

27 区ＳI-46-５

12区ＳＫ-19-８
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要　約

　
　砂田遺跡の九十九瀬川東側で北端の、古墳時代中期末葉から後期初頭と 8 世紀中葉の集落の
一部の様相が明らかになった。砂田遺跡成立期の集落が見つかり、同じ時期、川の反対側 (4 区）
にも集落があることも判明した。権現山遺跡の豪族居館の盛期ともほぼ同時期である。関連が
推測される。
　

竪穴建物跡 12 棟、掘立柱建物跡 10 棟、ピッ
ト 85 基、土坑 56 基、周溝遺構 4 基、道
路状遺構 2 ヵ所、溝５条

竪穴建物跡 11 棟、土坑 30 基、溝６条

竪穴建物跡 18 棟、掘立柱建物跡３棟、ピッ
ト 39 基、土坑 27 基、井戸１本、溝１条

竪穴建物跡４棟、掘立柱建物跡１棟、ピッ
ト 51 基、土坑６基、周溝遺構１基

竪穴建物跡２棟、ピット 16 基、土坑８基、
性格不明遺構 1 基
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